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東京歯科大学

Thesaurus Universitatis
だいがくのたから

扁額（高雅学風徹千古）野口英世／書 髙山銅像前の血脇先生と野口博士

小幡式歯科治療椅子

「保歯新論」（上下、有新堂、1881年）髙山　齋／著

日
本
の
歯
科
医
学
を
牽
引
し
て
き
た
証
た
る
史
料

　
東
京
歯
科
大
学
は
、
わ
が
国
で
最
も
伝
統
の
あ
る
歯

科
大
学
で
あ
る
。
１
８
９
０
年
に
本
学
創
立
者
で
あ
る

髙
山
　
齋
先
生
が
、
東
京
・
芝
区
伊
皿
子
町
（
現
在
の

港
区
三
田
４
丁
目
）
に
、
わ
が
国
初
の
歯
科
医
学
教
育

機
関
「
髙
山
歯
科
医
学
院
」
を
設
立
し
た
の
が
、
東
京

歯
科
大
学
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。

　
千
葉
校
舎
図
書
館
に
併
設
さ
れ
た
東
京
歯
科
大
学
史

料
室
に
は
、
創
立
１
３
０
有
余
年
の
歴
史
を
有
す
る
本

学
に
関
す
る
史
料
の
他
、
歯
科
医
学
の
発
展
に
関
連
し

た
歴
史
的
な
貴
重
書
、
貴
重
史
料
を
展
示
し
て
い
る
。

　
髙
山
先
生
の
代
表
的
著
作
で
あ
る
『
保
歯
新
論
』（
有

新
堂 

１
８
８
１
年
）
は
、
髙
山
先
生
の
先
進
的
な
考
え

に
基
づ
い
て
著
述
さ
れ
、
英
米
の
歯
科
教
科
書
を
翻
訳
し

た
歯
科
衛
生
書
で
あ
る
。

　
小
幡
式
歯
科
治
療
椅
子
は
本
邦
歯
科
医
の
鼻
祖
で
あ

る
小
幡
英
之
助
先
生
が
創
案
し
、
１
８
７
５
年
以
来
愛

用
し
た
歯
科
用
治
療
椅
子
で
あ
る
。
本
学
に
は
ご
遺
族

に
よ
り
、
１
９
１
５
年
に
寄
贈
さ
れ
た
。

　
本
学
建
学
者
の
血
脇
守
之
助
先
生
は
、
会
津
若
松
か

ら
上
京
し
て
き
た
野
口
英
世
博
士
を
、
物
心
両
面
か
ら

支
え
て
世
界
的
な
研
究
者
に
育
て
た
功
労
者
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
二
人
の
親
し
い
間
柄
を
示
す
史
料
と
し
て
、

関
東
大
震
災
の
翌
年
（
１
９
２
４
年
）
に
血
脇
先
生
に
贈

ら
れ
た
扁
額
が
あ
る
。
扁
額
に
は
、
関
東
大
震
災
の
被

害
に
遭
い
、
校
舎
を
失
っ
た
血
脇
先
生
、
そ
し
て
本
学
の

学
生
・
教
職
員
に
対
し
て
、「
高
雅
で
気
高
い
学
風
は
、け
っ

し
て
失
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
永
遠
に
続
く
で
あ
ろ
う
」
と

い
う
励
ま
し
の
言
葉
が
書
か
れ
て
お
り
、
当
時
を
偲
ぶ
貴

重
な
史
料
と
し
て
、
後
世
に
残
す
べ
く
展
示
し
て
い
る
。
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学
院
女
子
大
学
／
流
通
科
学
大
学
／
天
理
大
学
／
東
京
女
子
医
科
大
学

新
学
長
紹
介

　
昭
和
女
子
大
学

執
筆
者
・
出
席
者
の
ご
紹
介（
掲
載
順
）
　
　
　
　 

私
大
連
ニ
ュ
ー
ス

　
　
　
　 

編
集
後
記
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表 紙 ： クリ
ブナ科クリ属の総称。雄花と雌花の別があり、雌花は総苞（そ
うほう）と呼ばれる変形した葉に包まれています。これが成
長して栗の実のイガになります。イガは成熟すると裂け目が
生じて落果し、中からつややかな栗の実が覗きます。口を開
けて笑っているようなその様を「栗が笑む」と言い表します。

＊ 表紙デザインでは教育・成長・向上を植物になぞらえ、1年ごとに
さまざまな種・葉・花・実を紹介します。今年度は実のシリーズです。

だ
い
が
く
の
た
か
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東
京
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科
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学

大
学
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描
　
大
東
文
化
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学
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こ
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れ
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取
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／
篠
原
聡
子
／
真
銅
正
宏
／
大
西
晴
樹
／（
司
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寄
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ク
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金
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と
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０
０
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付
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付
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取
り
組
み―

　
重
山
直
輝

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
大
学・学
生
活
動
支
援
　
黒
坂
光
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？
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》
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Ｗ
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大学点描

文化が交差し、出会う場へ。

東松山・板橋。2つのキャンパス

異なる文化が交わることで、
新しい文化が生まれるから。
創立から100年。大東文化大学は、ますます
地域・領域・時代を超えて、多彩な文化が交わり、
出会う場所へ。
さあ、無限の可能性が広がるこのステージで。
みんなとコラボし、歴史と文化と未来をつなげて、
あなたの文化を創り上げよう。

大東文化大学の前身校である大東文化学
院は、1923（大正12）年９月20日
に設立認可を受けて、東京麹町区富士見
町6丁目16番に開校した。

ビアトリクス・ポター   資料館TM



異なる文化が交わることで、
新しい文化が生まれるから。
創立から100年。大東文化大学は、ますます
地域・領域・時代を超えて、多彩な文化が交わり、
出会う場所へ。
さあ、無限の可能性が広がるこのステージで。
みんなとコラボし、歴史と文化と未来をつなげて、
あなたの文化を創り上げよう。

大東文化大学の前身校である大東文化学
院は、1923（大正12）年９月20日
に設立認可を受けて、東京麹町区富士見
町6丁目16番に開校した。

ビアトリクス・ポター   資料館TM



文化のコラボ、しよう。

大東文化大学は、創立以来、漢学をはじめとする
様々な文化との出会いを通じて社会を豊かにする
ことを目指してきました。

文化と向き合って100年。地域・領域・時代を超
えた多彩な文化が交差し、出会う場へ。

今日も新しい価値が生まれている。
その真ん中には、いつも、大東文化大学がいます。



大東文化大学は、創立以来、漢学をはじめとする
様々な文化との出会いを通じて社会を豊かにする
ことを目指してきました。

文化と向き合って100年。地域・領域・時代を超
えた多彩な文化が交差し、出会う場へ。

今日も新しい価値が生まれている。
その真ん中には、いつも、大東文化大学がいます。



☆大東文化大学　板橋キャンパス

〒175-8571　東京都板橋区高島平1-9-1

☆大東文化大学　東松山キャンパス

〒335-8501　埼玉県東松山市岩殿560

異
な
る
文
化
が

交
わ
る
こ
と
で
、

新
し
い
文
化
が
生
ま
れ
る

高
橋 

進
　大
東
文
化
大
学
学
長

　自
ら
の
文
化
を
大
切
に
し
、多
様
な
文
化
を
受
け
入

れ
、新
た
な
価
値
の
創
造
を
と
お
し
て
社
会
を
豊
か
に

す
る
こ
と
は
す
べて
の
大
学
の
使
命
で
あ
ろ
う
。そ
し
て

こ
れ
か
ら
も
、文
化
を
支
え
る
原
動
力
で
あ
る「
知
を

追
求
す
る
高
揚
感
」、「
新
し
い
気
付
き
と
感
激
」、

「
既
存
の
知
識
と
新
し
い
知
識
と
の
融
合
に
よ
っ
て
生

ま
れ
る
知
見
への
喜
び
」な
ど
に
溢
れ
、多
彩
な
文
化
の

交
差
点
が
存
在
す
る
学
び
舎
を
目
指
し
、各
大
学
が
切

磋
琢
磨
す
る
。そ
れ
で
こ
そ
、大
学
の
存
在
価
値
が
具

現
化
さ
れ
る
に
違
い
な
い
。

大学時報
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１
．  

修
道
女
会
と
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
の
歴
史
は
、設
立
母
体
で
あ
る

ナ
ミ
ュ
ー
ル
・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
修
道
女
会
の
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
６

名
が
、女
子
教
育
に
従
事
す
る
た
め
に
来
日
し
た
１
９
２
４
年
に

さ
か
の
ぼ
る
。

同
修
道
女
会
は
、フ
ラ
ン
ス
革
命
後
の
フ
ラ
ン
ス
で
１
８
０
４
年
に

設
立
さ
れ
た
の
ち
、ヨ
ー
ロッ
パ
、北
ア
メ
リ
カ
に
活
動
を
広
げ
、さ
ら

に
長
年
に
わ
た
って
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
、ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
な
ど
で
開

発
途
上
国
支
援
に
携
わ
っ
て
き
た
。２
０
０
１
年
に
は
国
際
連
合
に

諮
問
す
る
資
格
を
も
つ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
認
め
ら
れ
、国
連
に
オ
フ
ィ
ス

を
有
し
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
策
定
に
も
、と
く
に
女
子
教
育
・
移
民
女
性
支

援
面
で
中
心
的
に
関
わ
って
き
た
。現
在
、５
大
陸
で
１
０
９
０
余
名

の
修
道
女
会
会
員
が
活
躍
し
て
い
る
。日
本
で
は
修
道
女
会
を
母
体

と
し
て
学
校
法
人
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
学
園
が
、岡
山
、倉
敷
、広
島

に
お
い
て
幼
稚
園
か
ら
大
学
・
大
学
院
ま
で
各
学
校
を
経
営
し
て

き
た
。ま
た
、同
じ
建
学
の
精
神
を
掲
げ
て
い
る
姉
妹
校
と
し
て
新

潟
清
心
女
子
中
学
・
高
等
学
校
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
は
、１
９
４
９
年
に
岡
山
の
地
に

設
立
さ
れ
た
。初
代
・
第
２
代
学
長
の
ア
メ
リ
カ
人
シ
ス
タ
ー
は
、日

本
に
お
け
る
女
性
の
社
会
進
出
に
熱
心
で
、最
初
か
ら
４
年
制
の
女

子
大
学
を
設
立
し
た
。そ
こ
で
、最
先
端
の
英
語
教
育
と
ア
メ
リ
カ

流
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
を
実
践
し
、中
四
国
か
ら
多
く
の
女
子

を
集
め
、現
在
に
至
る
本
学
の
基
盤
を
つ
く
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。

２
．  
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
と
は

本
来
、リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
と
は
、社
会
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成

2 

学
び
の
継
続

津
田 

葵
　ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
学
長

本
来
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
と
は

―
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
の
取
り
組
み
―

11

す
る
こ
と
を
目
的
に
、

少
人
数
の
学
生
に
対

し
て
教
員
が
対
話
的

に
行
う
総
合
的
で
質

の
高
い
教
育
を
意
味

し
て
い
る
。各
地
域
・

各
分
野
で
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ

う
、理
系
・
文
系
に
お

よ
ぶ
幅
広
い
知
識
・

技
術
と
、対
話
・
交
渉

の
力
と
を
育
む
も
の
で

あ
っ
た
。

教
員
が
学
生
一
人
一
人
を
把
握
し
て
一
対
一
で
対
話
す
る
よ

う
な
機
会
は
、大
き
な
大
学
で
は
ほ
と
ん
ど
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、学
生
と
教
員
が
人
格
を
認
め
合
い
、対
話
し
議
論
す
る

こ
と
こ
そ
、リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
の
基
本
だ
と
言
え
る
。そ
の
た

め
に
は
、学
生
数
を
２
～
３
０
０
０
人
規
模
に
抑
え
る
の
は
と
て
も

重
要
な
こ
と
で
あ
る
。さ
も
な
く
ば
教
員
が
一
人
一
人
の
学
生
を

把
握
し
て
丁
寧
に
向
き
合
う
こ
と
は
ま
っ
た
く
不
可
能
に
な
る
。

実
際
、「
全
米
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
カ
レ
ッ
ジ
・
ラ
ン
キ
ン
グ
」を
み
れ

ば
、例
外
な
く
１
５
０
０
～
３
０
０
０
人
規
模
の
大
学
ば
か
り
だ
と

い
う
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。本
学
で
は
、す
べ
て
の
学
生
に
教
員

が
一
人
ず
つ
付
い
て
大
学
生
活
全
般
の
相
談
に
応
じ
る
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
制
度
を
実
施
し
て
い
る
が
、そ
れ
が
可
能
な
の
も
学
生
規
模

を
意
図
的
に
抑
え
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

ア
メ
リ
カ
で
は
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
女
子
大
学
が
、女
性
の
政
治

家
や
起
業
家
、企
業
や
非
営
利
組
織
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
を
数
多
く

輩
出
し
て
き
た
。本
学
で
も「
教
え
る
者
を
教
え
る
」と
い
う
理
念

に
基
づ
き
、全
学
科
で
教
職
資
格
を
取
得
可
能
に
す
る
こ
と
で
、こ

れ
ま
で
県
下
小
・
中
・
高
等
学
校
の
女
性
教
員
の
多
く
を
養
成
し

て
き
た
。就
職
率
も
全
国
屈
指
の
高
さ
で
あ
る
。本
来
の
リ
ベ
ラ
ル

ア
ー
ツ
教
育
は
、そ
れ
自
体
、質
の
高
い
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
な
る
わ

け
で
あ
る
。

本
学
は
、リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
な
か
で
も
、と
く
に
儀
式
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
大
切
に
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
・
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
に
基
づ
く

大
学
で
あ
る
。具
体
的
に
は
、入
学
宣
誓
式
に
は
じ
ま
り
、４
年
生

の
５
月
に
は
学
士
候
補
生
対
象
の
キ
ャッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ガ
ウ
ン
授

与
式
、翌
３
月
に
は
卒
業
予
定
学
生
対
象
の
フ
ッ
ド
授
与
式
が
実

施
さ
れ
、卒
業
証
書
・
学
位
記
授
与
式
を
迎
え
る
。そ
れ
ら
は
第

大学聖堂
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す
る
こ
と
を
目
的
に
、

少
人
数
の
学
生
に
対

し
て
教
員
が
対
話
的

に
行
う
総
合
的
で
質

の
高
い
教
育
を
意
味

し
て
い
る
。各
地
域
・

各
分
野
で
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ

う
、理
系
・
文
系
に
お

よ
ぶ
幅
広
い
知
識
・

技
術
と
、対
話
・
交
渉

の
力
と
を
育
む
も
の
で

あ
っ
た
。

教
員
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学
生
一
人
一
人
を
把
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し
て
一
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一
で
対
話
す
る
よ

う
な
機
会
は
、大
き
な
大
学
で
は
ほ
と
ん
ど
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
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し
、学
生
と
教
員
が
人
格
を
認
め
合
い
、対
話
し
議
論
す
る

こ
と
こ
そ
、リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
の
基
本
だ
と
言
え
る
。そ
の
た

め
に
は
、学
生
数
を
２
～
３
０
０
０
人
規
模
に
抑
え
る
の
は
と
て
も

重
要
な
こ
と
で
あ
る
。さ
も
な
く
ば
教
員
が
一
人
一
人
の
学
生
を

把
握
し
て
丁
寧
に
向
き
合
う
こ
と
は
ま
っ
た
く
不
可
能
に
な
る
。

実
際
、「
全
米
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
カ
レ
ッ
ジ
・
ラ
ン
キ
ン
グ
」を
み
れ

ば
、例
外
な
く
１
５
０
０
～
３
０
０
０
人
規
模
の
大
学
ば
か
り
だ
と

い
う
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。本
学
で
は
、す
べ
て
の
学
生
に
教
員

が
一
人
ず
つ
付
い
て
大
学
生
活
全
般
の
相
談
に
応
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る
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
制
度
を
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し
て
い
る
が
、そ
れ
が
可
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な
の
も
学
生
規
模

を
意
図
的
に
抑
え
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

ア
メ
リ
カ
で
は
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
女
子
大
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が
、女
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の
政
治

家
や
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業
家
、企
業
や
非
営
利
組
織
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
を
数
多
く

輩
出
し
て
き
た
。本
学
で
も「
教
え
る
者
を
教
え
る
」と
い
う
理
念

に
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づ
き
、全
学
科
で
教
職
資
格
を
取
得
可
能
に
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る
こ
と
で
、こ
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で
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下
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・
高
等
学
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の
女
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の
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く
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成
し
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た
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指
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高
さ
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あ
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リ
ベ
ラ
ル

ア
ー
ツ
教
育
は
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れ
自
体
、質
の
高
い
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
な
る
わ

け
で
あ
る
。

本
学
は
、リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
な
か
で
も
、と
く
に
儀
式
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
大
切
に
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
・
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
に
基
づ
く

大
学
で
あ
る
。具
体
的
に
は
、入
学
宣
誓
式
に
は
じ
ま
り
、４
年
生

の
５
月
に
は
学
士
候
補
生
対
象
の
キ
ャッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ガ
ウ
ン
授

与
式
、翌
３
月
に
は
卒
業
予
定
学
生
対
象
の
フ
ッ
ド
授
与
式
が
実

施
さ
れ
、卒
業
証
書
・
学
位
記
授
与
式
を
迎
え
る
。そ
れ
ら
は
第

大学聖堂
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１
回
卒
業
式
か
ら
７０
年
以
上
、一
度
も
途
切
れ
ず
続
い
て
き
た
。メ

デ
ィ
ア
を
通
し
て
地
域
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
し
、建
学
の
精
神

を
、文
字
だ
け
に
よ
ら
ず
、体
得
す
る
仕
組
み
と
し
て
外
部
評
価
等

で
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

 一
人
一
人
を
大
切
に
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
、そ
し
て
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
意
識
や
理
念
理
解
を
深
め
る
儀
式
の
実
践
な
ど
は
、た
と

え
ば
本
学
の
極
め
て
低
い
退
学
率
や
高
い
就
職
率
、卒
業
時
ア
ン

ケ
ー
ト
で
の
満
足
度
の
高
さ
、ま
た
同
窓
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
全
国

へ
の
広
が
り
な
ど
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

3
． 

知
の
統
合
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

本
学
は
文
学
部
と
人
間
生
活
学
部
の
２
学
部
か
ら
成
り
、文
学

部
は
英
語
英
文
学
科
、日
本
語
日
本
文
学
科
、現
代
社
会
学
科
か

ら
、ま
た
人
間
生
活
学
部
は
人
間
生
活
学
科
、児
童
学
科
、食
品

栄
養
学
科
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
構
成
さ
れ
て
い
る（
現
在
、国
際
文
化
と

情
報
デ
ザ
イ
ン
の
学
部
学
科
を
設
置
構
想
中
で
あ
る
）。人
文
学
、

社
会
科
学
、さ
ら
に
理
系
に
ま
で
及
ぶ
多
様
な
学
科
を
擁
し
て
い

る
が
、本
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
の
ベ
ー
ス
に
あ
る
の
は
、リ
ベ
ラ

ル
ア
ー
ツ
教
育
の
理
念
で
あ
る「
知
の
全
人
的
統
合
」を
は
か
る
と

い
う
考
え
方
で
あ
る
。

理
系
文
系
問
わ
ず
本
学
の
す
べ
て
の
学
科
で
、卒
業
論
文
が
必

須
に
な
っ
て
い
る
の
は
、そ
の
執
筆
過
程
が
４
年
間
の
学
び
の
統
合

に
つ
な
が
る
か
ら
で
あ
る
。そ
の
う
え
で
学
科
の
学
び
を〈
包
み
込

む
〉も
の
と
し
て
、（
通
常
は
専
門
教
育
の
前
段
と
し
て
考
え
ら
れ

が
ち
な
）全
学
共
通
科
目
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、本
学

の
特
徴
だ
と
言
え
る
。全
学
年
対
象
の
学
科
横
断
的
な
演
習
科
目

や
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
が
開
講
さ
れ
、実
際
に
３・４

年
生
が
多
く
受
講
し
て
い
る
の
は
、〈
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す

る
た
め
の
対
話
的
・
総
合
的
で
質
の
高
い
教
育
〉と
い
う
リ
ベ
ラ
ル

ア
ー
ツ
教
育
の
理
念
が
学
生
に
最
後
ま
で
行
き
届
く
こ
と
を
本
学

が
重
視
し
て
い
る
こ
と
の
現
れ
で
あ
る
。

ま
た
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
は
別
に
、学
生
の
職
業
意
識
や
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
育
む
学
内
ワ
ー
ク
ス
タ
デ
ィ
制
度
、「
学
生
職
員
」

の
取
り
組
み
も
本
学
な
ら
で
は
の
も
の
か
も
し
れ
な
い
。学
内
ワ
ー

ク
ス
タ
デ
ィ
は
ア
メ
リ
カ
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
大
学
で
み
ら
れ
る
制

度
で
、授
業
補
助
を
行
う
Ｓ
Ａ
、儀
式
や
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
、大
学
広
報
な
ど
を
、学
生
が
臨
時
職
員
と

し
て
担
当
す
る
も
の
で
あ
る
。さ
ら
に
地
域
連
携
や
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
推
進

に
学
生
の
ア
イ
デ
ア
や
発
想
を
生
か
す
た
め
に
、企
画
段
階
か
ら

参
画
す
る「
学
生
職
員
」の
取
り
組
み
も
始
め
て
い
る
。
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4
． 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
へ

カ
ト
リ
ッ
ク
・
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
の
特
徴
は
、社
会
正
義
の

追
求
に
あ
る
と
言
え
る
。全
世
界
的
な
課
題
で
あ
る
気
候
変
動
問

題
や
人
権
・
貧
困
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
の
重
要
性
は
、ロ
ー
マ

教
皇
も
正
式
に
公
表
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。本
学
も
ま
た
国

連「
２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」す
な
わ
ち
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
推
進
に
取
り

組
ん
で
き
た
。

本
学
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
取
り
組
み
に
は
、３
つ
の
特
徴
が
あ
る
。

１
つ
目
は
、設
立
母
体
で
あ
る
ナ
ミ
ュ
ー
ル
・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
修
道

女
会（
国
連
オ
フ
ィ
ス
）と
の
連
携
と
、そ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
理
解
の
継
承

で
あ
る
。長
年
、開
発
途
上
国
支
援
に
取
り
組
み
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
策
定
に

関
わ
っ
て
き
た
修
道
女
会
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
理
解
と
実
践
は
、本
学
に
お

け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
取
り
組
み
す
べて
の
基
盤
・
見
本
に
な
って
い
る
。

２
つ
目
の
特
徴
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
５（
す
べ
て
の
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン

ト
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
）を
核
と
し
た
教
育
と
組
織
づ
く
り
で
あ

る
。女
子
大
の
す
べ
て
の
授
業
・
課
外
活
動
は
、女
子
学
生
の
エ
ン

パ
ワ
メ
ン
ト
の
た
め
に
存
在
し
て
い
る
。た
と
え
ば
ゼ
ミ
は
す
べ
て
女

性
リ
ー
ダ
ー
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
る
が
、そ
れ
は
共
学
大
学
で
は
な

い
こ
と
だ
ろ
う
。ま
た
本
学
で
は
正
規
教
員
の
半
分
が
女
性
で
あ

り
、管
理
職
・
経
営
陣
の
半
分
も
女
性
で
あ
る
。こ
の
状
況
は
世

界
的
に
も
珍
し
い
が
、そ
れ
に
よ
っ
て
本
格
的
な
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
を

女
子
学
生
に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

授
業
科
目
と
し
て
も
、社
会
的
な
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ（
環
境
問

題
と
人
権
・
貧
困
）に
つ
い
て
、キ
リ
ス
ト
教
を
ベ
ー
ス
に
学
ぶ
全

１
年
生
必
修
の
授
業「
人
間
論
」や
、海
外
の
ハ
ン
セ
ン
病
施
設
や

東
日
本
大
震
災
被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
取
り
組
ん
で
き

た「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
践
」、模
擬
国
連
に
参
加
す
る
授
業
、Ｅ
Ｓ
Ｄ

（
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
）の
授
業
、女
性
の
キ
ャ
リ
ア

に
関
す
る
授
業
な
ど
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

３
つ
目
の
特
徴
は
、２
０
１
９
年
度
設
立
の
地
域
連
携
・
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

推
進
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
、全
在
学
生
に
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
推
進

機
会
と
支
援
を
組
織
的
に
提
供
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。様
々
な

取
り
組
み
が
あ
る
が
、岡
山
県
と
連
携
し
て
県
の
迷
惑
行
為
防
止

条
例
の
改
正
を
進
め
た
り
、男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
に
学
生
が

政
策
提
言
し
た
り
す
る
取
り
組
み
も
含
ま
れ
て
い
る
―
―
修
道
女

会
シ
ス
タ
ー
も
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
達
成
に
資
す
る
と
し
て
そ
れ
ら
を
高
く
評

価
し
て
く
だ
さ
っ
た
。こ
れ
ら
の
甲
斐
あ
っ
て
本
学
は
２
０
２
０
年

に「
国
連
大
学
Ｓ
Ｄ
Ｇ
大
学
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」の
創
設
２８

大
学
に
選
ば
れ
た
。目
下
、「
国
連
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
入
門
」授
業
を
共
同

構
築
し
、実
践
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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Ｇ
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は
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に
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く
評

価
し
て
く
だ
さ
っ
た
。こ
れ
ら
の
甲
斐
あ
っ
て
本
学
は
２
０
２
０
年

に「
国
連
大
学
Ｓ
Ｄ
Ｇ
大
学
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」の
創
設
２８

大
学
に
選
ば
れ
た
。目
下
、「
国
連
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
入
門
」授
業
を
共
同

構
築
し
、実
践
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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今
後
も
、本
学
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
５「
す
べ
て
の
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン

ト
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」を
軸
と
し
つ
つ
、そ
の
他
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
、す

な
わ
ち
気
候
変
動
・
環
境
問
題
や
人
権
擁
護
、貧
困
支
援
な
ど
に

も
取
り
組
ん
で
い
く
。脱
炭
素
・
脱
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
社
会
の
形
成
は

グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
で
あ
り
、外
国
人
労
働
者
の
人
権
擁
護
、子
ど

も
の
貧
困
な
ど
は
日
本
社
会
全
体
に
関
わ
る
課
題
で
あ
ろ
う
。本

学
で
は
、そ
れ
ら
の
課
題
に
、岡
山
・
瀬
戸
内
ロ
ー
カ
ル
の
課
題
と

歴
史（
ハ
ン
セ
ン
病
や
豊
島
問
題
、水
島
公
害
、ま
た「
医
療
先
進

県
」「
晴
れ
の
国
」と
呼
ば
れ
る
歴
史
や
地
域
特
性
）を
ふ
ま
え
つ

つ
、取
り
組
む
こ
と
で
、独
自
の
グ
ロ
ー
カ
ル
な
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
実
践
／
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
教
育
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

５
． 

修
道
女
会
が
注
目
す
る
近
年
の
国
際
的
な
潮
流
・
活
動

最
後
に
、本
学
の
設
立
母
体
で
あ
る
ナ
ミ
ュ
ー
ル
・
ノ
ー
ト
ル
ダ

ム
修
道
女
会
が
近
年
、重
視
し
て
い
る
国
際
連
合
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
い
く
つ
か
触
れ
て
お
き
た
い
。

ま
ず
は
当
然
、気
候
変
動
問
題
や
世
界
中
の
生
態
系
劣
化
を
防

止
す
る
た
め
の
取
り
組
み
で
あ
る
。ま
た
コ
ロ
ナ
禍
後
の
世
界
の
回

復
に
向
け
て
の
諸
活
動
も
重
要
だ
と
言
え
る
。特
に
社
会
の
周
縁

に
残
さ
れ
た
人
々
の
ニ
ー
ズ
に
敏
感
に
対
応
す
る
活
動
と
し
て
、女

性
、子
ど
も
、マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
、若
者
、障
が
い
者
な
ど
に

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

世
界
の
人
身
売
買
撲
滅
や
児
童
労
働
に
反
対
す
る
取
り
組
み

も
大
切
だ
ろ
う
。前
者
に
は
、「
被
害
者
の
声
が
道
を
切
り
開
く
」

を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
人
身
売
買
の
被
害
者
と
生
存
者
の
声
に
耳

を
傾
け
、そ
こ
か
ら
学
ぶ
こ
と
、そ
し
て
そ
う
い
っ
た
犯
罪
を
防
ぐ

た
め
の
効
果
的
な
対
策
、被
害
を
被
っ
た
方
々
へ
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
へ
の
道
の
り
の
支
援
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
処
す
る
た
め
に
、修
道
女
会
は
、国
連
の

開
発
資
金
委
員
会
、移
民
委
員
会
、鉱
業
作
業
部
会
、社
会
開
発

委
員
会
、宗
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
委
員
会
、女
性
の
地
位
に
関
す
る
委
員
会
、

人
身
売
買
阻
止
委
員
会
、女
子
作
業
部
会
の
各
委
員
会
に
参
加

し
、人
権
の
保
護
、社
会
開
発
な
ど
国
連
が
果
た
す
こ
と
が
で
き
る

種
々
の
活
動
を
建
設
的
に
促
進
し
よ
う
と
し
て
い
る
。そ
し
て
こ
れ

ら
の
国
際
的
な
活
動
を
通
し
て
得
ら
れ
た
知
識
や
経
験
を
世
界

各
地
の
修
道
女
た
ち
が
共
有
し
、そ
れ
ら
を
い
か
に
し
て
能
動
的

な
行
動
へ
と
駆
り
立
て
る
知
恵
へ
と
変
え
て
い
け
る
か
に
つ
い
て
、

修
道
女
会
の
各
ミ
ッ
シ
ョ
ン
地
域
で
探
り
、追
求
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、本
学
の
、と
く
に
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
関
わ

る
今
後
の
取
り
組
み
の
、範
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
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大
学
教
育
に
コ
ロ
ナ
禍
が

も
た
ら
し
た
も
の
と
は

―
コ
ロ
ナ
禍
で
変
化
し
た
こ
と
、変
わ
ら
な
い
こ
と
―

座
談
会

座 談 会 大学教育にコロナ禍がもたらしたものとは―コロナ禍で変化したこと、変わらないこと―
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５
類
移
行
後
の
大
学
の
在
り
方
と
は

松
田

　こ
れ
ま
で
３
年
余
り
に
わ
た
り
猛
威
を
振
る
っ
て
き
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、２
０
２
３
年
５
月
８
日
を
も
っ
て
、

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る

法
律
上
の
５
類
感
染
症
に
移
行
し
ま
し
た
。こ
れ
に
伴
い
、文
部
科

学
省
か
ら
は
各
種
通
知
が
発
信
さ
れ
、感
染
対
策
に
つ
い
て
は
個

人
や
事
業
者
の
主
体
的
な
選
択
を
尊
重
し
、自
主
的
な
取
り
組
み

と
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。各
大
学
に
お
い
て
は
す
で
に
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
や
行
動
基
準
等
を
定
め
、学
生
や
関
係
者
へ
の
周
知
、具
体

的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
状
況
で
す
が
、コ
ロ
ナ
禍
前
と
ほ
ぼ

同
様
に
戻
す
だ
け
で
な
く
、コ
ロ
ナ
禍
の
経
験
を
踏
ま
え
て
そ
の
メ

リ
ッ
ト
を
継
続
し
て
生
か
し
て
い
る
こ
と
、以
前
で
あ
れ
ば
想
定
も

し
な
か
っ
た
新
た
な
在
り
方
に
気
付
か
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。各
大
学
で
は
こ
の
３
年
余
り
の
間
、そ
れ
ぞ
れ

に
行
動
基
準
、Ｂ
Ｃ
Ｐ
な
ど
に
基
づ
き
、各
種
判
断
と
対
応
を
重
ね

な
が
ら
現
在
に
至
っ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

　今
回
の
座
談
会
で
は
、ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
第
一
歩
と
し
て
、コ
ロ

ナ
禍
で
変
化
し
た
こ
と
、変
わ
ら
な
い
こ
と
、新
た
な
気
付
き
等
に

つ
い
て
、現
時
点
で
の
記
録
と
し
て
整
理
・
共
有
し
、今
後
の
大
学

久
留
米
大
学
学
長

日
本
女
子
大
学
学
長

追
手
門
学
院
大
学
学
長

東
北
学
院
大
学
学
長

中
央
大
学
文
学
部
教
授
、

広
報
・
情
報
委
員
会
大
学
時
報
分
科
会
委
員

内
村 

直
尚

篠
原 

聡
子

真
銅 

正
宏

大
西 

晴
樹

司
会松

田 

美
佐

MEMBER



座 談 会 大学教育にコロナ禍がもたらしたものとは―コロナ禍で変化したこと、変わらないこと―

17

５
類
移
行
後
の
大
学
の
在
り
方
と
は

松
田

　こ
れ
ま
で
３
年
余
り
に
わ
た
り
猛
威
を
振
る
っ
て
き
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、２
０
２
３
年
５
月
８
日
を
も
っ
て
、

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る

法
律
上
の
５
類
感
染
症
に
移
行
し
ま
し
た
。こ
れ
に
伴
い
、文
部
科

学
省
か
ら
は
各
種
通
知
が
発
信
さ
れ
、感
染
対
策
に
つ
い
て
は
個

人
や
事
業
者
の
主
体
的
な
選
択
を
尊
重
し
、自
主
的
な
取
り
組
み

と
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。各
大
学
に
お
い
て
は
す
で
に
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
や
行
動
基
準
等
を
定
め
、学
生
や
関
係
者
へ
の
周
知
、具
体

的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
状
況
で
す
が
、コ
ロ
ナ
禍
前
と
ほ
ぼ

同
様
に
戻
す
だ
け
で
な
く
、コ
ロ
ナ
禍
の
経
験
を
踏
ま
え
て
そ
の
メ

リ
ッ
ト
を
継
続
し
て
生
か
し
て
い
る
こ
と
、以
前
で
あ
れ
ば
想
定
も

し
な
か
っ
た
新
た
な
在
り
方
に
気
付
か
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。各
大
学
で
は
こ
の
３
年
余
り
の
間
、そ
れ
ぞ
れ

に
行
動
基
準
、Ｂ
Ｃ
Ｐ
な
ど
に
基
づ
き
、各
種
判
断
と
対
応
を
重
ね

な
が
ら
現
在
に
至
っ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

　今
回
の
座
談
会
で
は
、ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
第
一
歩
と
し
て
、コ
ロ

ナ
禍
で
変
化
し
た
こ
と
、変
わ
ら
な
い
こ
と
、新
た
な
気
付
き
等
に

つ
い
て
、現
時
点
で
の
記
録
と
し
て
整
理
・
共
有
し
、今
後
の
大
学

久
留
米
大
学
学
長

日
本
女
子
大
学
学
長

追
手
門
学
院
大
学
学
長

東
北
学
院
大
学
学
長

中
央
大
学
文
学
部
教
授
、

広
報
・
情
報
委
員
会
大
学
時
報
分
科
会
委
員

内
村 

直
尚

篠
原 

聡
子

真
銅 

正
宏

大
西 

晴
樹

司
会松

田 

美
佐

MEMBER



18

教
育
の
在
り
方
を
展
望
す
る
機
会
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。で
は
、

最
初
に
５
類
移
行
を
受
け
て
各
大
学
で
決
定
さ
れ
た
方
針
や
そ
の

背
景
に
つ
い
て
伺
い
た
く
思
い
ま
す
。

通
常
通
り
を
目
指
し
つ
つ

感
染
対
策
に
も
配
慮

内
村

　久
留
米
大
学
学
長
の
内
村
と
申
し
ま
す
。本
学
は
文
学

部
、人
間
健
康
学
部
、法
学
部
、経
済
学
部
、商
学
部
、医
学
部
の

６
学
部
で
構
成
さ
れ
、約
７
千
人
が
学
ぶ
総
合
大
学
で
す
。コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
方
針
決
定
は
、学
長
、副
学
長
、６
学
部
の
学
部
長
か

ら
成
る
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
議
が
主
導
し
て
い
ま
し
た
。毎
月
、

会
議
を
行
っ
て
、そ
こ
で
の
決
定
を
全
学
で
共
有
す
る
と
い
う
形
で

す
。医
学
部
に
つ
い
て
は
病
院
を
併
設
し
て
お
り
、患
者
に
感
染
す

る
可
能
性
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、独
自
に
厳
し
い
基
準
を
定
め
て
い

ま
し
た
。文
系
学
部
は
医
学
部
と
キ
ャ
ン
パ
ス
が
離
れ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、独
自
の
感
染
対
策
を
と
る
形
と
し
ま
し
た
。

　５
類
に
移
行
し
て
か
ら
は
授
業
や
実
習
は
原
則
的
に
対
面
で

行
っ
て
い
ま
す
。た
だ
、従
来
は
１
つ
の
教
室
で
行
っ
て
い
た
授
業
を

座 談 会 大学教育にコロナ禍がもたらしたものとは―コロナ禍で変化したこと、変わらないこと―
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２
つ
の
教
室
に
分
け
る
な
ど
、現
在
も
少
し
で
も
３
密
を
避
け
る
た

め
の
工
夫
は
続
け
て
い
ま
す
。対
面
授
業
が
再
開
さ
れ
て
実
感
し

た
の
は
、学
生
生
活
に
お
い
て
、い
か
に
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要

か
と
い
う
こ
と
で
す
。授
業
だ
け
で
な
く
、部
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
通
し
て
人
と
出
会
う
場
を
学
生
に
提
供
す
る
こ
と
も
、大
学
の

大
き
な
役
割
で
あ
る
こ
と
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い
ま
す
。

篠
原

　日
本
女
子
大
学
学
長
の
篠
原
と
申
し
ま
す
。本
学
は
、家

政
学
部
、文
学
部
、理
学
部
、人
間
社
会
学
部
に
加
え
、国
際
文
化

学
部
が
新
設
さ
れ
、大
学
院
も
含
め
て
約
６
５
０
０
名
の
学
生
が

在
籍
し
て
い
ま
す
。女
子
大
学
と
し
て
は
規
模
の
大
き
な
総
合
大

学
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。本
学
で
は
５
類
移
行
後
、授
業
の
体
制
や

感
染
対
策
な
ど
は
、ほ
ぼ
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
状
態
に
戻
し
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、コ
ロ
ナ
禍
で
普
及
し
た
遠
隔
授
業
を
一
部
の
授
業
で

は
引
き
続
き
実
施
し
て
い
ま
す
。今
後
も
教
育
効
果
を
考
慮
し
な

が
ら
、遠
隔
授
業
を
取
り
入
れ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。感
染

対
策
に
つ
い
て
は
、各
建
物
の
出
入
口
の
消
毒
液
設
置
や
換
気
対

策
等
、一
部
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
行
って
い
ま
す
。食
堂
等
に
継
続

し
て
設
置
し
て
い
た
飛
沫
防
止
パ
ネ
ル
は
、今
夏
に
全
て
撤
去
し
ま

し
た
。ま
た
、外
部
の
方
の
見
学
に
つ
い
て
は
、図
書
館
の
み
見
合
わ

せ
て
い
ま
し
た
が
、８
月
か
ら
受
け
付
け
を
再
開
し
ま
し
た
。内
村
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出
入
口
の
消
毒
液
設
置
や
換
気
対

策
等
、一
部
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
行
って
い
ま
す
。食
堂
等
に
継
続

し
て
設
置
し
て
い
た
飛
沫
防
止
パ
ネ
ル
は
、今
夏
に
全
て
撤
去
し
ま

し
た
。ま
た
、外
部
の
方
の
見
学
に
つ
い
て
は
、図
書
館
の
み
見
合
わ

せ
て
い
ま
し
た
が
、８
月
か
ら
受
け
付
け
を
再
開
し
ま
し
た
。内
村
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学
長
が
お
っ
し
ゃっ
た
よ
う
に
本
学
で
も
３
密
を
避
け
る
た
め
教
室

の
定
員
を
７
割
に
抑
え
て
い
ま
す
が
、次
年
度
以
降
は
通
常
体
制

に
戻
す
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

活
気
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

真
銅

　追
手
門
学
院
大
学
学
長
の
真
銅
と
申
し
ま
す
。本
学
は
大

阪
に
あ
る
人
文
社
会
科
学
中
心
の
私
立
大
学
で
す
。２
０
２
３
年
に

法
学
部
を
設
置
し
、合
計
８
学
部
と
な
り
、約
８
千
人
の
学
生
が
在

籍
し
て
い
ま
す
。本
学
で
は
５
類
移
行
を
待
た
ず
に
、マ
ス
ク
の
着
用

が
任
意
に
な
っ
た
４
月
１
日
か
ら
、基
本
的
に
全
て
通
常
の
体
制
に
戻

し
ま
し
た
。た
だ
、コ
ロ
ナ
禍
の
間
に
教
育
や
働
き
方
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ

化
が
進
み
、学
生
や
教
職
員
の
意
識
も
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。そ

れ
を
生
か
す
べ
く
、15
％
ほ
ど
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
残
し
た
り
、職
員

の
テ
レ
ワ
ー
ク
を
継
続
す
る
な
ど
、取
り
組
み
を
続
け
て
い
ま
す
。

大
西

　東
北
学
院
大
学
学
長
の
大
西
と
申
し
ま
す
。本
学
は
仙
台

に
あ
る
私
立
総
合
大
学
で
、２
０
２
３
年
４
月
か
ら
９
学
部
15
学

科
と
い
う
体
制
に
な
り
ま
し
た
。以
前
か
ら
計
画
さ
れ
て
い
た
こ
と

で
す
が
、教
養
学
部
を
発
展
的
に
解
消
し
て
新
た
に
４
つ
の
学
部

を
新
設
し
た
の
に
加
え
、郊
外
型
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
廃
止
し
て
土
樋

キ
ャ
ン
パ
ス
の
近
く
に
都
心
型
の
新
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
設
し
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
コ
ロ
ナ
禍
で
も
変
わ
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
の
に
気
が
付

き
ま
し
た
。本
学
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
大
学
で
す
の
で
、大
学
礼

拝
を
実
施
し
て
い
る
の
で
す
が
、新
１
年
生
が
礼
拝
に
参
加
し
て
い

る
姿
を
よ
く
見
か
け
る
の
で
す
。コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
大
学
礼
拝
の
伝 大西 晴樹氏
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統
が
途
切
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
危
惧
し
て
い
た
の
で
す
が
、建
学
の

精
神
が
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
喜
ば
し
く
感
じ
ま
し

た
。ま
た
、新
１
年
生
は
高
校
３
年
間
、コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
が
制
限

さ
れ
て
い
た
反
動
が
あ
る
の
か
、部
活
動
や
サ
ー
ク
ル
は
２
０
２
１

年
度
に
比
べて
２
倍
近
く
の
部
員
・
メ
ン
バ
ー
を
獲
得
で
き
た
と
聞

い
て
い
ま
す
。ま
た
、歴
史
の
あ
る
サ
ー
ク
ル
が
途
絶
え
て
し
ま
っ
た

一
方
で
、ｅ
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
新
し
い
サ
ー
ク
ル
が
次
々
に
立
ち
上

げ
ら
れ
て
い
る
な
ど
、５
類
移
行
後
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
に
学
生

が
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
の
メ
リ
ッ
ト
と

メ
ン
タ
ル
ケ
ア
等
の
配
慮
や
対
策

松
田

　オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
継
続
さ
れ
て
い
る
と
い
う
お
話
も
出
ま

し
た
が
、授
業
や
ゼ
ミ
合
宿
な
ど
正
課
に
お
い
て
、特
に
印
象
に
残
っ

て
い
る
変
化
や
５
類
移
行
を
受
け
た
新
し
い
取
り
組
み
が
あ
り
ま

し
た
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

内
村

　授
業
に
関
し
て
は
、オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
を
取
り
入
れ
た
こ
と

で
聴
き
逃
し
た
箇
所
や
大
事
な
箇
所
を
復
習
で
き
る
よ
う
に
な

り
、学
習
効
果
が
高
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。学
習
意
欲
の
高
い
学
生

は
そ
れ
を
活
用
し
て
学
び
を
深
め
て
い
く
の
で
す
が
、そ
の
一
方
で

オ
ン
デ
マ
ン
ド
授
業
を
う
ま
く
活
用
で
き
な
い
学
生
も
お
り
、学
生

の
成
績
の
二
極
化
が
以
前
よ
り
も
顕
著
に
な
り
ま
し
た
。対
面
授

業
の
場
合
は
学
生
た
ち
が
支
え
合
っ
て
学
ん
で
い
ま
し
た
が
、オ
ン

ラ
イ
ン
化
す
る
こ
と
で
、そ
の
つ
な
が
り
が
な
く
な
って
孤
立
化
し
て

し
ま
い
、成
績
が
振
る
わ
な
く
な
っ
て
い
く
学
生
が
出
て
く
る
と
い

う
、新
た
な
課
題
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
の
で
す
。孤
立
化
し
た

学
生
は
、対
面
授
業
が
再
開
さ
れ
て
も
授
業
に
参
加
で
き
な
い
ケ
ー

ス
が
多
い
よ
う
で
す
。特
に
発
達
障
害
が
あ
る
場
合
な
ど
、オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
が
受
講
形
態
と
し
て
適
し
て
い
た
学
生
は
、対
面
授
業
に

出
席
す
る
こ
と
に
大
き
な
困
難
を
抱
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
の

た
め
、オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
支
援
も
含
め
た
合
理
的
配
慮
を
行
っ
て
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

篠
原

　本
学
で
も
オ
ン
デ
マ
ン
ド
授
業
は
大
き
な
変
化
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。本
学
は
２
０
２
１
年
に
４
学
部
を
目
白
キ
ャ
ン
パ
ス
に

統
合
し
た
た
め
、大
人
数
の
授
業
で
教
室
を
確
保
す
る
の
が
難
し

く
な
り
、基
盤
教
育
で
は
人
数
的
な
制
約
か
ら
受
講
者
を
抽
選
で

決
め
ざ
る
を
得
な
い
授
業
も
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、コ
ロ
ナ
禍
を

受
け
て
オ
ン
デ
マ
ン
ド
授
業
を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
、多
く
の
学
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統
が
途
切
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
危
惧
し
て
い
た
の
で
す
が
、建
学
の

精
神
が
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
喜
ば
し
く
感
じ
ま
し

た
。ま
た
、新
１
年
生
は
高
校
３
年
間
、コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
が
制
限

さ
れ
て
い
た
反
動
が
あ
る
の
か
、部
活
動
や
サ
ー
ク
ル
は
２
０
２
１

年
度
に
比
べて
２
倍
近
く
の
部
員
・
メ
ン
バ
ー
を
獲
得
で
き
た
と
聞

い
て
い
ま
す
。ま
た
、歴
史
の
あ
る
サ
ー
ク
ル
が
途
絶
え
て
し
ま
っ
た

一
方
で
、ｅ
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
新
し
い
サ
ー
ク
ル
が
次
々
に
立
ち
上

げ
ら
れ
て
い
る
な
ど
、５
類
移
行
後
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
に
学
生

が
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
の
メ
リ
ッ
ト
と

メ
ン
タ
ル
ケ
ア
等
の
配
慮
や
対
策

松
田

　オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
継
続
さ
れ
て
い
る
と
い
う
お
話
も
出
ま

し
た
が
、授
業
や
ゼ
ミ
合
宿
な
ど
正
課
に
お
い
て
、特
に
印
象
に
残
っ

て
い
る
変
化
や
５
類
移
行
を
受
け
た
新
し
い
取
り
組
み
が
あ
り
ま

し
た
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

内
村

　授
業
に
関
し
て
は
、オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
を
取
り
入
れ
た
こ
と

で
聴
き
逃
し
た
箇
所
や
大
事
な
箇
所
を
復
習
で
き
る
よ
う
に
な

り
、学
習
効
果
が
高
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。学
習
意
欲
の
高
い
学
生

は
そ
れ
を
活
用
し
て
学
び
を
深
め
て
い
く
の
で
す
が
、そ
の
一
方
で

オ
ン
デ
マ
ン
ド
授
業
を
う
ま
く
活
用
で
き
な
い
学
生
も
お
り
、学
生

の
成
績
の
二
極
化
が
以
前
よ
り
も
顕
著
に
な
り
ま
し
た
。対
面
授

業
の
場
合
は
学
生
た
ち
が
支
え
合
っ
て
学
ん
で
い
ま
し
た
が
、オ
ン

ラ
イ
ン
化
す
る
こ
と
で
、そ
の
つ
な
が
り
が
な
く
な
って
孤
立
化
し
て

し
ま
い
、成
績
が
振
る
わ
な
く
な
っ
て
い
く
学
生
が
出
て
く
る
と
い

う
、新
た
な
課
題
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
の
で
す
。孤
立
化
し
た

学
生
は
、対
面
授
業
が
再
開
さ
れ
て
も
授
業
に
参
加
で
き
な
い
ケ
ー

ス
が
多
い
よ
う
で
す
。特
に
発
達
障
害
が
あ
る
場
合
な
ど
、オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
が
受
講
形
態
と
し
て
適
し
て
い
た
学
生
は
、対
面
授
業
に

出
席
す
る
こ
と
に
大
き
な
困
難
を
抱
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
の

た
め
、オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
支
援
も
含
め
た
合
理
的
配
慮
を
行
っ
て
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

篠
原

　本
学
で
も
オ
ン
デ
マ
ン
ド
授
業
は
大
き
な
変
化
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。本
学
は
２
０
２
１
年
に
４
学
部
を
目
白
キ
ャ
ン
パ
ス
に

統
合
し
た
た
め
、大
人
数
の
授
業
で
教
室
を
確
保
す
る
の
が
難
し

く
な
り
、基
盤
教
育
で
は
人
数
的
な
制
約
か
ら
受
講
者
を
抽
選
で

決
め
ざ
る
を
得
な
い
授
業
も
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、コ
ロ
ナ
禍
を

受
け
て
オ
ン
デ
マ
ン
ド
授
業
を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
、多
く
の
学
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生
に
希
望
す
る
授
業
を
受
け
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。ま
た
、演
習
や
大
学
院
の
授
業
で
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
海

外
の
先
生
を
招
い
て
特
別
講
義
を
行
っ
た
り
、ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を

開
催
し
た
り
す
る
な
ど
、オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
多
面
的
な
取
り

組
み
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
側
面
も
あ
り
ま
し
た
。

一
方
で
、２
０
２
０
年
の
前
期
に
入
構
制
限
を
実
施
し
た
こ
と
で
、

不
安
を
抱
え
て
メ
ン
タ
ル
の
不
調
を
訴
え
る
学
生
が
増
え
、カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
も
多
く
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。対
策

と
し
て
は
、グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
入
学
式
の
代
わ
り
に
な
る
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
て
対
面
の
機
会
を
作
っ
た
り
、学
生
同
士
で
気
軽
に
相
談

し
合
え
る
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
制
度
を
作
っ
た
り
し
ま
し
た
。５
類
移

行
後
も
一
部
授
業
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
残
し
て
い
ま
す
が
、教

育
効
果
を
観
察
し
、学
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
も
参
考
に
し
な
が
ら
今
後

の
方
針
を
決
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。感
染
か
ら
学
生
を
守
る

こ
と
だ
け
が
大
学
の
務
め
で
は
な
い
の
だ
と
実
感
さ
せ
ら
れ
た
こ
と

も
、大
き
な
気
付
き
で
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

Ｄ
Ｘ
化
が
大
き
く
進
展

真
銅

　本
学
で
は
２
０
１
９
年
に
新
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
設
し
た

の
を
機
に
、学
生
全
員
に
個
人
所
有
の
パ
ソ
コ
ン
を
持
参
さ
せ
る 

「
Ｂ
Ｙ
Ｏ
Ｄ（Bring Your O

w
n D

evice

）」を
実
施
し
ま

し
た
。そ
れ
に
よ
り
、コ
ロ
ナ
禍
と
な
っ
て
か
ら
ス
ム
ー
ズ
に
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、２
０
１
５
年

か
ら「
Ｌ
Ｍ
Ｓ（Learning M

anagem
ent System

：
学
習

真銅 正宏氏
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管
理
シ
ス
テ
ム
）」を
導
入
し
て
お
り
、オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
開
始

し
た
と
同
時
に
同
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
資
料
配
布
な
ど
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。２
０
１
９
年
か
ら
は
、電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス

「LibrariE

（
ラ
イ
ブ
ラ
リ
エ
）」を
導
入
し
た
の
で
す
が
、サ
ー
ビ

ス
開
始
当
初
は
１
カ
月
の
ロ
グ
イ
ン
回
数
が
１
０
０
回
を
下
回
る

時
も
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、コ
ロ
ナ
禍
と
な
っ
た
２
０
２
０
年
５
月

に
は
ロ
グ
イ
ン
回
数
が
４
千
回
を
超
え
る
な
ど
、利
用
率
が
大
き

く
高
ま
って
い
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
って
教
育
Ｄ
Ｘ
が

推
進
さ
れ
た
こ
と
は
、大
き
な
メ
リ
ッ
ト
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

大
西

　本
学
で
は
コ
ロ
ナ
禍
で
本
格
的
に
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
移

行
す
る
に
当
た
り
、す
で
に
導
入
し
て
い
た
教
育
支
援
サ
ー
ビ
ス

「
ｍａｎａ
ｂａ（
マ
ナ
バ
）」の
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。続
い
て

「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
」も
早
急
に
契
約
し
、オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
実
施
す
る

体
制
を
整
え
ま
し
た
。喜
ば
し
い
と
感
じ
た
の
が
、若
手
の
教
員

を
中
心
に
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
が
結
成
さ
れ
、ベ
テ
ラ
ン
の
教
員
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
動
き
が
生
ま
れ
た
こ
と
で
す
。そ
れ
に
よ
り
、ス
ム
ー

ズ
に
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
の
サ

ポ
ー
ト
チ
ー
ム
は
、翌
年
に
は
Ｄ
Ｘ
推
進
委
員
会
と
い
う
正
式
な

組
織
に
昇
格
し
、大
学
の
Ｄ
Ｘ
化
に
大
き
く
貢
献
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。こ
う
し
た
成
果
を
生
か
す
べ
く
、現
在
も
全
学
共
通
科
目
の

大
規
模
講
義
は
オ
ン
デ
マ
ン
ド
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
を
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管
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テ
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テ
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０
０
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０
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Ｘ
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感
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。

大
西
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ｂａ（
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催
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施
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Ｘ
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Ｘ
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施
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。
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課
外
活
動
、ま
た
留
学
の
よ
う
な
教
育
活
動
に
つ
い
て
も
各
大
学
で

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
対
策
を
進
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
課
外
活
動
に
関
し
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
対

策
を
講
じ
て
き
た
の
か
、そ
れ
が
５
類
に
移
行
し
た
現
在
、ど
の
よ

う
に
変
化
し
て
い
る
の
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

内
村

　５
類
に
移
行
し
て
か
ら
は
、課
外
活
動
は
原
則
的
に
コ
ロ
ナ

禍
前
と
同
じ
状
況
に
戻
り
ま
し
た
。体
育
会
系
・
文
化
系
を
問
わ

ず
積
極
的
に
参
加
す
る
学
生
が
増
え
て
お
り
、人
と
の
交
流
を
求
め

て
い
た
こ
と
が
見
て
と
れ
ま
す
。今
年
７
月
に
九
州
は
豪
雨
災
害
に

見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、復
興
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
学
生
も

多
い
よ
う
で
す
。留
学
に
関
し
て
は
コ
ロ
ナ
禍
で
も
、オ
ン
ラ
イ
ン
留

学
の
よ
う
な
形
で
国
際
交
流
が
で
き
る
体
制
を
構
築
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、就
職
活
動
に
つ
い
て
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
学
生
支
援
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
う
し
た
点
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
が
プ
ラ

ス
に
働
い
た
面
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

篠
原

　文
化
系
サ
ー
ク
ル
の
活
動
に
関
し
て
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
を
活

用
し
な
が
ら
活
動
を
継
続
し
、対
面
で
の
活
動
が
必
要
な
場
合
は

届
出
を
出
し
て
も
ら
い
、感
染
対
策
等
の
内
容
を
判
断
し
た
上
で

認
可
を
出
し
て
い
ま
し
た
。体
育
系
サ
ー
ク
ル
は
、緊
急
事
態
宣
言

中
は
ほ
ぼ
自
主
練
習
の
み
に
な
り
ま
し
た
が
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
が

り
を
保
ち
つ
つ
勧
誘
活
動
を
行
い
、部
員
の
獲
得
に
も
成
功
し
た
よ

う
で
す
。ま
た
、２
０
２
１
年
に
本
学
は
創
立
１
２
０
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。本
来
は
５
０
０
人
程
度
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る

予
定
で
し
た
が
、２
０
０
人
ほ
ど
に
参
加
者
数
を
縮
小
し
、併
せ
て

動
画
を
配
信
す
る
形
に
変
更
し
ま
し
た
。そ
れ
に
合
わ
せ
て
、学
生

に
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
楽
し
ん
で
も
ら
っ
て
元
気
づ
け
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
、「
泉
会
」と
い
う
保
護
者
の
会
か
ら
支
援
を
い
た
だ
き

１
２
０
周
年
を
記
念
し
た
学
生
の
イ
ベ
ン
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
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ま
し
た
。華
道
部
が
ホ
ー
ル
いっ
ぱ
い
に
花
を
生
け
た
り
、協
定
校
で

あ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ウ
プ
サ
ラ
大
学
と
の
交
流
を
さ
ら
に
深
め
る

た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
り
と
、学
生
も
１
２
０
周
年
を
盛
り

上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。こ
の
イ
ベ
ン
ト
コ
ン
テ
ス
ト
は
、そ
れ
以
後
も

異
な
っ
た
テ
ー
マ
で
続
い
て
い
ま
す
。

真
銅

　課
外
活
動
に
関
し
て
は
、リ
ス
ク
管
理
委
員
会
に
お
い
て
対

策
を
立
て
て
き
ま
し
た
。体
育
会
系
の
部
活
動
で
は
強
化
ク
ラ
ブ
を

中
心
に「O

N
E T

A
P SPO

RT
S

（
ワ
ン
タ
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
）」と

い
う
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
採
用
し
ま
し
た
。毎
日
の
体
調

や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
状
況
、誰
と
15
分
以
上
話
し
た
か
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
デ
ー
タ
を
記
録
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。そ
れ
を
活
用
し
て
ク
ラ
ス

タ
ー
発
生
の
予
防
に
努
め
ま
し
た
が
、非
常
に
有
用
な
の
で
現
在
も

使
い
続
け
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
が
な
け
れ
ば
そ
う
し
た
ツ
ー
ル
が
あ

る
こ
と
に
も
気
付
か
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

大
西

　本
学
で
は
、課
外
活
動
に
お
い
て
も
で
き
る
だ
け
大
学
を

開
放
す
る
よ
う
に
し
て
き
ま
し
た
。感
染
拡
大
防
止
に
配
慮
し
つ

つ
、施
設
で
の
個
人
練
習
を
許
可
す
る
な
ど
、な
る
べ
く
活
動
を

妨
げ
な
い
よ
う
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
制
定
し
ま
し
た
。そ
の
か
い

あ
っ
て
か
、今
年
は
運
動
部
が
試
合
で
活
躍
を
見
せ
て
い
ま
す
。留

学
に
関
し
て
は
、コ
ロ
ナ
禍
で
は
海
外
の
協
定
校
と「O

N
LIN

E 
M

EET
U

P

」と
い
う
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。今

年
の
４
月
か
ら
は
受
け
入
れ
学
生
の
数
は
コ
ロ
ナ
禍
前
と
同
水
準

に
戻
り
ま
し
た
が
、派
遣
学
生
の
数
は
半
分
以
下
に
と
ど
ま
っ
て
い

ま
す
。か
な
り
積
極
的
な
後
押
し
を
し
な
い
と
な
か
な
か
元
に
は

戻
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

内村 直尚氏
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オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を

教
員
の
Ｆ
Ｄ
に
つ
な
げ
る

松
田

　５
類
に
移
行
し
た
後
も
、コ
ロ
ナ
禍
は
大
学
の
運
営
や
危

機
管
理
意
識
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
与
え
て
い
る
か
と
思
い
ま

す
が
、具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
起
き
た
の
か
、ま
た
地
域
に

お
け
る
大
学
の
在
り
方
が
ど
の
よ
う
に
変
容
し
た
の
か
お
伺
い
し

た
く
思
い
ま
す
。

内
村

　コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
大
学
運
営
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
変
化

が
あ
り
ま
し
た
が
、授
業
の
在
り
方
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
ま

し
た
。オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、教

員
そ
れ
ぞ
れ
が
授
業
に
対
し
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
綿
密
な
プ
ラ
ン

を
立
て
、教
え
る
範
囲
を
し
っ
か
り
ま
と
め
て
、責
任
を
持
っ
て
配

信
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
教
員
の

「
Ｆ
Ｄ（Faculty D

evelopm
ent

）」に
つ
な
が
っ
た
わ
け
で

す
。ま
た
、大
西
先
生
も
お
っ
し
ゃっ
た
よ
う
に
、若
手
教
員
が
ベ
テ

ラ
ン
教
員
の
サ
ポ
ー
ト
に
回
る
こ
と
で
教
員
間
の
連
携
が
よ
り
深

ま
っ
た
こ
と
も
、大
学
運
営
に
プ
ラ
ス
に
働
い
て
い
ま
す
。本
学
は

地
域
に
貢
献
す
る
こ
と
を
一
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
い
ま
す
か
ら
、コ

ロ
ナ
禍
で
も
積
極
的
に
地
域
で
の
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。大

学
病
院
で
は
外
部
の
団
体
に
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
実
施
し
ま
し
た

が
、そ
の
際
、地
域
と
の
交
流
を
深
め
る
べ
く
、学
生
に
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。今
後
の
展
望
で
言
い
ま

す
と
、コ
ロ
ナ
禍
で
進
ん
だ
Ｄ
Ｘ
化
を
い
か
に
継
続
し
て
い
く
か
が

大
き
な
課
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、今
後
起
こ
り
得
る
で
あ

ろ
う
感
染
症
の
発
生
や
災
害
に
対
し
て
、大
学
全
体
を
ど
う
管
理

し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
、今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
の
教
訓
と
し
て
考

え
、危
機
管
理
意
識
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

篠
原

　本
学
で
は
個
別
の
学
生
に
対
す
る
ケ
ア
を
担
当
す
る
組
織

と
し
て
、保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
て
い
ま
す
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
罹
患
し
た
り
体

調
不
良
を
訴
え
た
り
す
る
学
生
に
は
、保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
に
届

出
を
出
し
て
も
ら
い
、学
科
長
と
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
情
報
を
把
握

す
る
と
い
う
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア

に
関
し
て
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
り
、専
任
教

員
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、学
生
を
直
接
ケ
ア
す

る
体
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。先
ほ
ど
、学
生
同
士
が
支
え
合
う
ピ
ア・

サ
ポ
ー
ト
制
度
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
た
が
、現
在
、ピ
ア
・
サ

ポ
ー
タ
ー
に
な
り
た
い
と
の
熱
意
を
持
っ
た
学
生
が
多
く
い
ま
す
。

「
傾
聴
」
「
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
」な
ど
に
関
す
る
養
成
講
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座
を
受
講
し
た
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
タ
ー
が
続
々
と
育
っ
て
い
ま
す
が
、

今
後
は
個
別
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
だ
け
で
な
く
、履
修
登
録
や

就
職
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、役
割
を
さ
ら
に
拡
大
し
て
も
ら
お

う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
つ
い
て
も
継
続
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。本
学
で
は
毎
年
、グ
ッ
ド
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
シ
ェ
ア
す
る
た
め

に
、「
教
育
賞
」と
い
う
賞
を
優
秀
な
授
業
を
し
て
い
る
教
員
に
対

し
て
授
与
し
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
以
降
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
取

り
組
む
教
員
に
対
し
て
積
極
的
に
授
与
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
表
彰
さ
れ
た
教
員
か
ら
他
の
教
員
に
レ
ク
チ
ャ
ー
を
し
て
も

ら
い
、Ｆ
Ｄ
に
つ
な
げ
る
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、通
常

の
対
面
授
業
で
も
一
部
、遠
隔
授
業
の
形
態
を
取
り
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
運
用
を
行
い
、そ
の
実
施
方
法
に
つ
い
て
明
確
に
シ
ラ
バ

ス
に
ま
と
め
て
事
前
に
学
生
に
周
知
し
て
い
ま
す
。現
在
も
一
部
は

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
実
施
し
て
い
る
た
め
、キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
て
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
を
受
け
る
学
生
も
増
え
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、新
し

く
キ
ャ
ン
パ
ス
を
整
備
し
た
の
を
機
に
、学
生
が
授
業
外
で
学
習
で

き
る
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
を
複
数
設
置
し
ま
し
た
。W

i-Fi

環
境
も
整
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
非
常
に
好
評
で
、多
く
の
学
生
が
そ

こ
に
集
ま
っ
て
授
業
を
受
け
て
い
ま
す
。ま
た
、教
員
側
と
し
て
は
、
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座
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講
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た
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っ
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す
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大
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て
も
ら
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う
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え
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い
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す
。
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授
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て
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続
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な
取
り
組
み
を
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い

ま
す
。本
学
で
は
毎
年
、グ
ッ
ド
プ
ラ
ク
テ
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ス
を
シ
ェ
ア
す
る
た
め

に
、「
教
育
賞
」と
い
う
賞
を
優
秀
な
授
業
を
し
て
い
る
教
員
に
対

し
て
授
与
し
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
以
降
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
取

り
組
む
教
員
に
対
し
て
積
極
的
に
授
与
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
表
彰
さ
れ
た
教
員
か
ら
他
の
教
員
に
レ
ク
チ
ャ
ー
を
し
て
も

ら
い
、Ｆ
Ｄ
に
つ
な
げ
る
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、通
常

の
対
面
授
業
で
も
一
部
、遠
隔
授
業
の
形
態
を
取
り
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
運
用
を
行
い
、そ
の
実
施
方
法
に
つ
い
て
明
確
に
シ
ラ
バ

ス
に
ま
と
め
て
事
前
に
学
生
に
周
知
し
て
い
ま
す
。現
在
も
一
部
は

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
実
施
し
て
い
る
た
め
、キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
て
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
を
受
け
る
学
生
も
増
え
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、新
し

く
キ
ャ
ン
パ
ス
を
整
備
し
た
の
を
機
に
、学
生
が
授
業
外
で
学
習
で

き
る
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
を
複
数
設
置
し
ま
し
た
。W

i-Fi
環
境
も
整
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
非
常
に
好
評
で
、多
く
の
学
生
が
そ

こ
に
集
ま
っ
て
授
業
を
受
け
て
い
ま
す
。ま
た
、教
員
側
と
し
て
は
、
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コ
ロ
ナ
禍
以
前
よ
り
す
で
に
導
入
し
て
い
た
Ｌ
Ｍ
Ｓ「ｍａｎａ
ｂａ
」

と
い
っ
た
シ
ス
テ
ム
の
活
用
が
進
み
、シ
ス
テ
ム
上
で
出
席
や
課
題

を
管
理
す
る
よ
う
に
な
り
、学
生
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バッ
ク
に
も
生
か
さ

れ
て
い
ま
す
。ま
た
、「
Ｚｏｏｍ
」や「
Ｔｅａｍｓ
」を
使
っ
て
会
議

を
行
い
、資
料
も
ク
ラ
ウ
ド
で
管
理
す
る
よ
う
に
な
り
、コ
ロ
ナ
禍
に

よ
りW

i-Fi
環
境
の
整
備
や
会
議
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
が
同
時
に
一
気
に
進
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

よ
り
地
域
に
根
ざ
し
た
大
学
へ

真
銅

　本
学
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
は
迅
速
か
つ
臨
機
応
変
に
対
応
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、学
長
、副
学
長
と
関
連
部
課
長
に
人
員

を
絞
っ
た
リ
ス
ク
管
理
委
員
会
で
方
針
決
定
を
行
い
ま
し
た
。緊

急
時
だ
か
ら
こ
そ
迅
速
な
意
思
決
定
が
必
要
で
あ
り
、他
の
教
員

に
も
協
力
い
た
だ
き
、問
題
な
く
運
営
で
き
ま
し
た
。一
方
で
、組

織
が
い
か
に
縦
割
り
化
さ
れ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
に
気
付
か
さ

れ
ま
し
た
。そ
れ
を
教
訓
に
、学
生
の
た
め
の
コ
ロ
ナ
対
策
ヘ
ル
プ
デ

ス
ク
と
い
う
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
た
ほ
か
、事
務

組
織
も
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
す
べ
く
、急
速
に
改
編
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。私
個
人
と
し
て
も
、コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に
積
極
的
に

発
信
を
行
う
よ
う
に
し
ま
し
た
。学
生
に
向
け
て
週
１
回
、「
学

長
メ
ッ
セ
ー
ジ 

言こ
と

伝づ
て

」と
題
し
て
自
分
の
言
葉
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。１
年
間
で
40
回
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き
ま

し
た
が
、２
０
２
１
年
に
は
そ
れ
を
１
冊
の
本
に
ま
と
め
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。現
在
も
発
信
を
継
続
し
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

教
職
員
の
働
き
方
も
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。テ
レ
ワ
ー
ク
に
は
、 松田 美佐氏
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ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
が
必
須
と
な
り
ま
す
が
、本
学
で
は
稟
議
や
決
裁

な
ど
の
プ
ロ
セ
ス
を
全
て
電
子
化
し
て
い
ま
す
。他
に
も
、資
料
な

ど
の
フ
ァ
イ
ル
も
全
て
ク
ラ
ウ
ド
上
に
保
管
す
る
な
ど
、教
職
員
が

テ
レ
ワ
ー
ク
を
し
や
す
い
環
境
を
整
え
ま
し
た
。こ
う
し
た
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
て
み
る
と
実
際
、非
常
に
使
い
勝
手
が
良
く
、教
職
員

か
ら
も
好
評
を
得
て
い
ま
す
の
で
、今
後
も
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
方

向
で
考
え
て
い
ま
す
。

　地
域
貢
献
に
関
し
て
は
大
学
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
と
考
え
、食

堂
や
図
書
館
の
開
放
と
い
っ
た
基
本
的
な
こ
と
に
は
、早
く
か
ら
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。地
域
と
の
交
流
と
い
う
点
で
は
、昨
年
、学

園
祭
を
開
催
し
て
２
日
間
で
１
万
人
近
い
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。

や
は
り
地
域
に
お
い
て
そ
う
し
た
交
流
の
場
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
、今
後
は
よ
り
広
く
開
放
し
て
規
模
も
大
き
く
し
て

い
こ
う
と
学
生
に
話
し
て
い
ま
す
。

大
西

　コ
ロ
ナ
禍
が
本
格
化
す
る
直
前
の
２
０
２
０
年
１
月
に
文

部
科
学
省
か
ら「
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
指
針
」が
出
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
成
果
の
可
視
化
な
ど
の
指
針
に
沿
っ
た
大
学
運
営
を
行
う
に

は
、オ
ン
ラ
イ
ン
が
不
可
欠
だ
と
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、く
し
く
も

コ
ロ
ナ
禍
が
重
な
っ
た
こ
と
で
オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
の
整
備
が
大
き
く

進
み
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
の
教
育
研
究
の
在
り
方
を
考
え
た
時
に
、
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開
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日
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１
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来
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こ
う
と
学
生
に
話
し
て
い
ま
す
。

大
西

　コ
ロ
ナ
禍
が
本
格
化
す
る
直
前
の
２
０
２
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年
１
月
に
文

部
科
学
省
か
ら「
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
指
針
」が
出
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
成
果
の
可
視
化
な
ど
の
指
針
に
沿
っ
た
大
学
運
営
を
行
う
に

は
、オ
ン
ラ
イ
ン
が
不
可
欠
だ
と
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、く
し
く
も

コ
ロ
ナ
禍
が
重
な
っ
た
こ
と
で
オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
の
整
備
が
大
き
く

進
み
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
の
教
育
研
究
の
在
り
方
を
考
え
た
時
に
、



30

「
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
指
針
」が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
中
身
の
あ
る

オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
実
現
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。大
学

運
営
に
関
し
て
は
、コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
て
大
き
な
進
捗
が
あ
っ
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。一
つ
は
新
し
い
五
橋
キ
ャ
ン
パ

ス
に
設
置
し
た
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
で
す
。土
樋
キ
ャ
ン
パ
ス
に

は
東
日
本
随
一
の
規
模
の
ラ
ー
ニ
ン
グ
・コ
モ
ン
ズ
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
1.5
倍
の
規
模
に
な
り
ま
す
。ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
授
業

が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し
て
お
り
、多
く
の
学
生
に
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。ま
た
、昨
年
か
ら
は
学
生
の
学
修
効
果
を
高
め
、教
員

の
教
育
成
果
を
可
視
化
し
て
学
び
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、

ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ「T

G
-folio

」を
導
入
し
ま
し
た
。Ｄ
Ｘ
人
材

育
成
の
た
め
の
Ａ
Ｉ
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
に
つ
い
て
も
力
を
入

れ
て
お
り
、Ｔ
Ｇ
ベ
ー
シ
ッ
ク
に
お
い
て
、「
東
北
学
院
大
学
数
理
・

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
展
開
し
て
い
ま

す
。他
に
も
、コ
ロ
ナ
禍
前
後
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
授
業
の

数
が
２
倍
以
上
に
増
え
た
り
、双
方
向
授
業
の
数
が
約
３
倍
に
増

え
る
な
ど
、コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
大
学
運
営
を
Ｄ
Ｘ
化
に
向
け
て
見
直

し
た
こ
と
で
、学
修
成
果
の
可
視
化
や
教
育
の
質
保
証
の
面
で
一

歩
進
む
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
貢
献
に
関
し
て
は
、文
部
科
学
省「
デ
ジ
タ
ル
と
掛
け
る
ダ
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ブ
ル
メ
ジ
ャ
ー
大
学
院
教
育
構
築
事
業
～
Ｘ
プ
ロ
グ
ラ
ム
～
」に
選

定
さ
れ
、経
済
学
の
知
識
に
加
え
て
、デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
ス
キ
ル

を
習
得
し
た
修
士
取
得
者
が
、東
北
地
域
の
持
続
可
能
な
活
性
化

に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、地
域
の
企
業
を
巻
き
込
ん
だ

計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

松
田

　コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
策
に
苦
労
す
る
一
方
で
そ
れ
を
機
に
Ｄ
Ｘ

化
を
推
進
し
、５
類
移
行
後
は
通
常
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
取
り

戻
そ
う
と
す
る
一
方
で
良
い
変
化
は
残
す
。そ
う
し
た
努
力
を
各

大
学
が
続
け
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。現
在
は
コ
ロ
ナ

禍
以
前
の
状
態
に
戻
り
つ
つ
、新
た
な
段
階
に
入
っ
て
い
く
と
こ
ろ

だ
と
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、

今
後
の
大
学
の
在
り
方
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。本
日

は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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に
戻
り
つ
つ
、新
た
な
段
階
に
入
っ
て
い
く
と
こ
ろ

だ
と
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、

今
後
の
大
学
の
在
り
方
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。本
日

は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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C
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T
E
N

T
S

１
万
円
募
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

―

母
校
に
エ
ー
ル
と
支
援
を―

平
野 

真

早
稲
田
大
学
総
長
室
社
会
連
携
課
長

周
年
事
業
と
し
て
の
寄
付

―

梅
村
学
園
創
立
１
０
０
周
年
記
念
寄
付
の
取
り
組
み―

曽
根 

直
樹

学
校
法
人
梅
村
学
園
中
京
大
学
学
園
事
業
推
進
部
長

　
私
立
大
学
は
、授
業
料
や
入
学
金
な
ど
の
学
生
生
徒
等
納
付
金

収
入
が
主
な
収
入
の
柱
と
な
っ
て
い
る
が
、18
歳
人
口
の
減
少
に
よ

り
大
学
経
営
は
学
納
金
収
入
に
依
存
し
た
だ
け
で
は
厳
し
い
状
況

に
な
っ
て
い
る
。グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
が
進
む
社
会
的

な
背
景
に
お
い
て
卓
越
し
た
研
究
力
と
質
の
高
い
教
育
を
推
進
し
て

い
く
た
め
に
、ま
た
大
学
運
営
の
た
め
の
安
定
し
た
財
務
基
盤
を
構

築・維
持
す
る
た
め
に
も
、事
業
収
入
や
資
産
運
用
、さ
ら
に
は
国
庫

を
は
じ
め
と
し
た
補
助
金
収
入
な
ど
外
部
資
金
の
獲
得
が
喫
緊
の

課
題
と
な
って
い
る
。

　
特
に「
寄
付
金
収
入
」は
、大
学
が
持
つ
あ
ら
ゆ
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
か
ら
の
応
援
資
金
と
し
て
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、日
本
の

私
立
大
学
は
欧
米
の
大
学
に
比
べ
、寄
付
金
収
入
の
割
合
は
圧
倒
的

に
少
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。寄
付
文
化
の
違
い
が
主
な
理
由
で
あ

る
が
、大
学
側
の
ア
プ
ロ
ー
チ
次
第
で
、中
長
期
に
収
入
を
増
や
せ
る

可
能
性
は
高
い
。

　
最
近
で
は
、卒
業
生
を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
寄
付
事
業
や

自
治
体
と
連
携
し
、ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た
寄
付
事
業
、ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
、各
大
学
が
工
夫
を
凝
ら
し
た
寄
付
事
業

を
展
開
し
て
い
る
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、特
徴
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
大
学

の
寄
付
募
集
戦
略
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、取
り
組
み
の
中
か
ら
、

効
果
や
課
題
、今
後
に
向
け
た
ヒ
ン
ト
を
共
有
す
る
機
会
と
し
て

い
き
た
い
。

特 集 Specia
l fea

ture
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Ａｍａｚｏｎ
を
利
用
し
た
現
物
寄
付

―

寄
付
者
の〝
こ
こ
ろ
〞を
学
生
に
そ
の
ま
ま
伝
え
る―

松
井 

誠
裕

駒
澤
大
学
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー

想
い
が
つ
な
が
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
つ
き
寄
付
　

―

青
山
学
院
万
代
基
金
プ
レ
ゼ
ン
ト
つ
き
寄
付
の
取
り
組
み―

重
山 

直
輝

学
校
法
人
青
山
学
院
学
院
連
携
本
部
部
長

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
大
学
・
学
生
活
動
支
援

黒
坂 

光

京
都
産
業
大
学
学
長

大
学
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
可
能
性

金
久
保 

智
哉

Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｙ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
株
式
会
社

大
学
・
医
療
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

　
私
立
大
学
は
、授
業
料
や
入
学
金
な
ど
の
学
生
生
徒
等
納
付
金

収
入
が
主
な
収
入
の
柱
と
な
っ
て
い
る
が
、18
歳
人
口
の
減
少
に
よ

り
大
学
経
営
は
学
納
金
収
入
に
依
存
し
た
だ
け
で
は
厳
し
い
状
況

に
な
っ
て
い
る
。グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
が
進
む
社
会
的

な
背
景
に
お
い
て
卓
越
し
た
研
究
力
と
質
の
高
い
教
育
を
推
進
し
て

い
く
た
め
に
、ま
た
大
学
運
営
の
た
め
の
安
定
し
た
財
務
基
盤
を
構

築・維
持
す
る
た
め
に
も
、事
業
収
入
や
資
産
運
用
、さ
ら
に
は
国
庫

を
は
じ
め
と
し
た
補
助
金
収
入
な
ど
外
部
資
金
の
獲
得
が
喫
緊
の

課
題
と
な
って
い
る
。

　
特
に「
寄
付
金
収
入
」は
、大
学
が
持
つ
あ
ら
ゆ
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
か
ら
の
応
援
資
金
と
し
て
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、日
本
の

私
立
大
学
は
欧
米
の
大
学
に
比
べ
、寄
付
金
収
入
の
割
合
は
圧
倒
的

に
少
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。寄
付
文
化
の
違
い
が
主
な
理
由
で
あ

る
が
、大
学
側
の
ア
プ
ロ
ー
チ
次
第
で
、中
長
期
に
収
入
を
増
や
せ
る

可
能
性
は
高
い
。

　
最
近
で
は
、卒
業
生
を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
寄
付
事
業
や

自
治
体
と
連
携
し
、ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た
寄
付
事
業
、ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
、各
大
学
が
工
夫
を
凝
ら
し
た
寄
付
事
業

を
展
開
し
て
い
る
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、特
徴
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
大
学

の
寄
付
募
集
戦
略
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、取
り
組
み
の
中
か
ら
、

効
果
や
課
題
、今
後
に
向
け
た
ヒ
ン
ト
を
共
有
す
る
機
会
と
し
て

い
き
た
い
。
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Ａｍａｚｏｎ
を
利
用
し
た
現
物
寄
付

―

寄
付
者
の〝
こ
こ
ろ
〞を
学
生
に
そ
の
ま
ま
伝
え
る―

松
井 

誠
裕

駒
澤
大
学
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー

想
い
が
つ
な
が
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
つ
き
寄
付
　

―

青
山
学
院
万
代
基
金
プ
レ
ゼ
ン
ト
つ
き
寄
付
の
取
り
組
み―

重
山 

直
輝

学
校
法
人
青
山
学
院
学
院
連
携
本
部
部
長

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
大
学
・
学
生
活
動
支
援

黒
坂 

光

京
都
産
業
大
学
学
長

大
学
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
可
能
性

金
久
保 

智
哉

Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｙ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
株
式
会
社

大
学
・
医
療
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

　
私
立
大
学
は
、授
業
料
や
入
学
金
な
ど
の
学
生
生
徒
等
納
付
金

収
入
が
主
な
収
入
の
柱
と
な
っ
て
い
る
が
、18
歳
人
口
の
減
少
に
よ

り
大
学
経
営
は
学
納
金
収
入
に
依
存
し
た
だ
け
で
は
厳
し
い
状
況

に
な
っ
て
い
る
。グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
が
進
む
社
会
的

な
背
景
に
お
い
て
卓
越
し
た
研
究
力
と
質
の
高
い
教
育
を
推
進
し
て

い
く
た
め
に
、ま
た
大
学
運
営
の
た
め
の
安
定
し
た
財
務
基
盤
を
構

築・維
持
す
る
た
め
に
も
、事
業
収
入
や
資
産
運
用
、さ
ら
に
は
国
庫

を
は
じ
め
と
し
た
補
助
金
収
入
な
ど
外
部
資
金
の
獲
得
が
喫
緊
の

課
題
と
な
って
い
る
。

　
特
に「
寄
付
金
収
入
」は
、大
学
が
持
つ
あ
ら
ゆ
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
か
ら
の
応
援
資
金
と
し
て
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、日
本
の

私
立
大
学
は
欧
米
の
大
学
に
比
べ
、寄
付
金
収
入
の
割
合
は
圧
倒
的

に
少
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。寄
付
文
化
の
違
い
が
主
な
理
由
で
あ

る
が
、大
学
側
の
ア
プ
ロ
ー
チ
次
第
で
、中
長
期
に
収
入
を
増
や
せ
る

可
能
性
は
高
い
。

　
最
近
で
は
、卒
業
生
を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
寄
付
事
業
や

自
治
体
と
連
携
し
、ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た
寄
付
事
業
、ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
、各
大
学
が
工
夫
を
凝
ら
し
た
寄
付
事
業

を
展
開
し
て
い
る
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、特
徴
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
大
学

の
寄
付
募
集
戦
略
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、取
り
組
み
の
中
か
ら
、

効
果
や
課
題
、今
後
に
向
け
た
ヒ
ン
ト
を
共
有
す
る
機
会
と
し
て

い
き
た
い
。
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は
じ
め
に

２
０
２
０
年
４
月
に
早
稲
田
大
学
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
を
受
け
、経
済
的
理
由
に
よ
り
不
本
意
に
も
修
学

を
あ
き
ら
め
る
学
生
を
誰
一
人
出
し
た
く
な
い
、経
済
困
窮
学
生

を
救
う
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
支
援
を
行
い
た
い
と
い
う
決
意
の
も
と
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴
う
緊
急
支
援
金
」へ

の
寄
付
募
集（
以
下
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
学
生
支
援
」）を
開

始
し
、卒
業
生
を
中
心
に
短
期
間
で
多
く
の
寄
付
が
集
ま
っ
た
。こ

れ
ま
で
の
本
学
の
傾
向
で
は
、60
代
以
降
の
卒
業
生
に
よ
る
寄
付

の
占
め
る
割
合
が
多
か
っ
た
中
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
学
生
支

援
」で
は 

20
代
30
代
の
若
い
世
代
の
卒
業
生
か
ら
の
寄
付
も
数
多

く
い
た
だ
い
た
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
あ
っ
た
。こ
の
結
果
も
踏
ま

え
、緊
急
時
だ
け
で
な
く
、若
い
世
代
を
含
む
多
く
の
卒
業
生
が

大
学
・
学
生
の「
今
」の
取
り
組
み
や
活
動
を
知
り
、無
理
の
な
い

範
囲
で
母
校
を
応
援
・
支
援
し
て
も
ら
う
こ
と
、そ
し
て
そ
れ
を

受
け
る
学
生
に
も
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
新
た
な
取
り
組
み

「
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ 

ワ
セ
ダ
～
母
校
に
エ
ー
ル
と
支
援
を
～
１
万
円
募
金

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」の
開
始
に
向
け
た
検
討
を
行
っ
た
。

新
た
な
募
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
開
始
に
あ
た
り
、大
き
な
目
標
と

し
て
⑴
65
万
人（
当
時
）の
卒
業
生
の
う
ち
、寄
付
未
経
験
者
や
寄

付
に
な
じ
み
の
な
い
若
年
層
を
中
心
に
改
め
て
大
学
に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
い
、緊
急
時
で
な
く
と
も
継
続
的
に
大
学
を
応
援
し
て
く
れ

る
寄
付
者
層
の
拡
大
を
図
る
こ
と
、⑵
支
援
を
受
け
た
学
生
が
将

来
卒
業
生
と
な
っ
た
時
に
、今
度
は
自
身
が
学
生
を
支
援
す
る
側
に

な
る
こ
と
を
強
く
意
識
す
る『
持
続
的
な
寄
付
サ
イ
ク
ル
』を
構
築

す
る
こ
と
の
２
点
を
掲
げ
た
。こ
の
こ
と
は
本
学
が
創
立
１
５
０
周

年
に
向
け
て
策
定
し
た「W

aseda V
ision 150

」に
お
け
る
目

標
の
ひ
と
つ「
教
育
研
究
事
業
を
永
続
的
に
発
展
・
強
化
さ
せ
る

１
万
円
募
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

―
母
校
に
エ
ー
ル
と
支
援
を
―

平
野 

真

早
稲
田
大
学
総
長
室
社
会
連
携
課
長

1
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ 

ワ
セ
ダ
〜
母
校
に
エ
ー
ル
と
支
援
を
〜

１
万
円
募
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
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た
め
、財
務
体
質
の
強
化
を
図
る
」に
沿
う
も
の
で
あ
る
。な
お
、本

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
タ
イ
ト
ル
を「
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ 

ワ
セ
ダ
～
母
校
に
エ
ー
ル

と
支
援
を
～
１
万
円
募
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」と
し
た
の
は
、金
額
を
あ

え
て
１
万
円
と

明
示
す
る
こ
と

に
よ
り
寄
付
の

ハ
ー
ド
ル
を
下

げ
、さ
ら
に
母
校

に
寄
り
添
い
、学

生
に
エ
ー
ル
を

贈
っ
て
ほ
し
い
と

の
考
え
を
分
か

り
や
す
く
伝
え

た
か
っ
た
た
め
で

あ
る
。

2 「
寄
付
」よ
り
も
重
視
し
た
こ
と

実
際
の
検
討
に
お
い
て「
寄
付
し
て
も
ら
う
こ
と
」よ
り
も
重
視
し

た
の
が
、学
生
の
活
躍
を
中
心
に「
早
稲
田
の
今
」を
伝
え
る
こ
と
に

よ
り
、大
学
に
ほ
と
ん
ど
関
心
の
な
い
卒
業
生
に
改
め
て
大
学
や
学

生
の
取
り
組
み
に
注
目
し
て
も
ら
い
、今
の
大
学
を
応
援
し
た
い
と
い

う
気
持
ち
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
、そ
し
て
、そ
の
気
持
ち
を
学
生
に

も
共
有
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。前
述
の「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
学
生

支
援
」の
際
に
は
、寄
付
申
込
時
に
困
窮
す
る
学
生
に
対
し
て
多
く

の
方
か
ら
温
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
、母
校
そ
し
て
後
輩
を
思

う
気
持
ち
に
教
職
員
一
同
、本
当
に
感
激
し
た
。そ
れ
と
同
時
に
、普

段
は
大
学
と
接
点
が
な
く
て
も
、精
神
面
、経
済
面
の
両
面
か
ら
支

援
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
持
つ
卒
業
生
は
潜
在
的
に
多
く
い
る
こ

と
を
強
く
実
感
し
た
。本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、こ
の
卒
業
生
の
後
輩

に
対
す
る「
想
い
」を
掘
り
起
こ
し
、同
時
に
学
生
に
そ
の「
想
い
」を

し
っ
か
り
届
け
る
こ
と
を
重
視
し
た
。支
援
だ
け
で
な
く「
想
い
」も

含
め
た「
母
校
を
支
え
る
輪
」が
改
め
て
次
世
代
へ
と
受
け
継
が
れ
る

契
機
に
し
た
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。そ
の
他
、若
年
層
か
ら
の
寄

付
拡
大
を
目
指
し
、こ
れ
ま
で
本
学
で
行
って
き
た
募
金
の
取
り
組
み

と
は
異
な
る
工
夫
を
行
っ
た
。そ
の
概
要
を
次
章
に
記
す
。

キャンペーン特設Webサイト
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Special feature

た
め
、財
務
体
質
の
強
化
を
図
る
」に
沿
う
も
の
で
あ
る
。な
お
、本

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
タ
イ
ト
ル
を「
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ 

ワ
セ
ダ
～
母
校
に
エ
ー
ル

と
支
援
を
～
１
万
円
募
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」と
し
た
の
は
、金
額
を
あ

え
て
１
万
円
と

明
示
す
る
こ
と

に
よ
り
寄
付
の

ハ
ー
ド
ル
を
下

げ
、さ
ら
に
母
校

に
寄
り
添
い
、学

生
に
エ
ー
ル
を

贈
っ
て
ほ
し
い
と

の
考
え
を
分
か

り
や
す
く
伝
え

た
か
っ
た
た
め
で

あ
る
。

2 「
寄
付
」よ
り
も
重
視
し
た
こ
と

実
際
の
検
討
に
お
い
て「
寄
付
し
て
も
ら
う
こ
と
」よ
り
も
重
視
し

た
の
が
、学
生
の
活
躍
を
中
心
に「
早
稲
田
の
今
」を
伝
え
る
こ
と
に

よ
り
、大
学
に
ほ
と
ん
ど
関
心
の
な
い
卒
業
生
に
改
め
て
大
学
や
学

生
の
取
り
組
み
に
注
目
し
て
も
ら
い
、今
の
大
学
を
応
援
し
た
い
と
い

う
気
持
ち
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
、そ
し
て
、そ
の
気
持
ち
を
学
生
に

も
共
有
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。前
述
の「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
学
生

支
援
」の
際
に
は
、寄
付
申
込
時
に
困
窮
す
る
学
生
に
対
し
て
多
く

の
方
か
ら
温
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
、母
校
そ
し
て
後
輩
を
思

う
気
持
ち
に
教
職
員
一
同
、本
当
に
感
激
し
た
。そ
れ
と
同
時
に
、普

段
は
大
学
と
接
点
が
な
く
て
も
、精
神
面
、経
済
面
の
両
面
か
ら
支

援
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
持
つ
卒
業
生
は
潜
在
的
に
多
く
い
る
こ

と
を
強
く
実
感
し
た
。本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、こ
の
卒
業
生
の
後
輩

に
対
す
る「
想
い
」を
掘
り
起
こ
し
、同
時
に
学
生
に
そ
の「
想
い
」を

し
っ
か
り
届
け
る
こ
と
を
重
視
し
た
。支
援
だ
け
で
な
く「
想
い
」も

含
め
た「
母
校
を
支
え
る
輪
」が
改
め
て
次
世
代
へ
と
受
け
継
が
れ
る

契
機
に
し
た
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。そ
の
他
、若
年
層
か
ら
の
寄

付
拡
大
を
目
指
し
、こ
れ
ま
で
本
学
で
行
って
き
た
募
金
の
取
り
組
み

と
は
異
な
る
工
夫
を
行
っ
た
。そ
の
概
要
を
次
章
に
記
す
。

キャンペーン特設Webサイト
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多様化をみせる寄付金プロジェクト

3 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
概
要

「ｗ
ｉ
ｔ
ｈ 

ワ
セ
ダ
～
母
校
に
エ
ー
ル
と
支
援
を
～
１
万
円
募
金

 
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

実
施
期
間：
２
０
２
１
年
１
月
～
２
０
２
２
年
３
月（
１
年
３
カ
月
）

①
卒
業
生
に
対
し
て
、学
生
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
依
頼
と
学

生
の
た
め
の
寄
付
依
頼
を
同
時
に
展
開
し
た
。卒
業
生
か
ら
の

学
生
や
大
学
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
特
設
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
で
紹

介
す
る
だ
け
で
な
く
、キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
サ
イ

ネ
ー
ジ
な
ど
の
広
告
媒
体
を
活
用
し
、多
く
の
学
生
の
目
に
触

れ
る
よ
う
に
し
た
。ま
た
、卒
業
式
に
お
い
て
も
卒
業
す
る
学
生

へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
大
々
的
に
紹
介
し
た
。

②
特
設
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
で
大
学
の
取
り
組
み
や
学
生
の
活
躍
を
効

果
的
に
紹
介
し
た
。大
学
内
に
は
大
学
の
取
り
組
み
や
学
生
の

活
躍
を
伝
え
る
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
が
多
数
あ
る
が
、そ
の
記
事
を
特

設
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
複
数
埋
め
込
む
こ
と
に
よ
り
、新
し
い
ニュ
ー

ス
や
学
生
の
活
躍
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
タ
イ
ム
リ
ー
に
閲
覧
で
き

る
よ
う
に
し
、「
動
き
の
あ
る
」Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
構
築
し
た
。

③
寄
付
金
の
使
途
内
容
を
明
示
し
、寄
付
者
が
希
望
す
る
使
用
目

的
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
し
た（
使
途
内
容
は
左
記
の
４
点
：

「
学
び
を
と
め
な
い
た
め
の
奨
学
金
」「
障
が
い
学
生
へ
の
修
学

支
援
」「
先
進
的
・
実
践
的
教
育
へ
の
挑
戦
」「
早
稲
田
ス
ポ
ー

ツ
の
強
化
」）。集
ま
っ
た
寄
付
金
額
も
タ
イ
ム
リ
ー
に
公
開
し
、

「
寄
付
実
績
の
見
え
る
化
」を
図
っ
た
。

④
広
報
室
お
よ
び
卒
業
生
の
組
織
で
あ
る
校
友
会
と
連
携
し
、紙

媒
体
や
メ
ー
ル
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
広
報
ツ
ー
ル
を
最
大
限
活
用
し

て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
内
容
を
広
く
周
知
し
た
。特
に
、学
生
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
や
寄
付
特
典
な
ど
は
効
果
的
に
伝
え
ら
れ
、実
際
の
寄

付
に
つ
な
が
っ
た
だ
け
で
な
く
、卒
業
生
や
学
生
が
大
学
の
取
り

組
み
や
目
標
に
興
味
を
持
つ
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

⑤
新
規
寄
付
者
を
獲
得
す
る
た
め
、寄
付
に
対
す
る
返
礼
品
と
し

て
、寄
付
者
全
員
を
対
象
と
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
ス
ク
ケ
ー
ス
に
加

卒業式

キャンパス内デジタルサイネージ
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Special feature

え
、年
に
２
回
抽
選
に
よ
る
限
定
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。

⑥
気
軽
に
寄
付
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
指
し
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
専
用
の
振
込
用
紙
を
作
成
し
、住
所
が
判
明
し
て
い

る
全
卒
業
生
に
学
内
広
報
誌
と
と
も
に
郵
送
し
た
。

4 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
結
果
と
ま
と
め

最
終
募
金
額
：
１
億
３
９
６
７
万
１
０
４
６
円

寄
付
件
数
：
１
万
１
５
３
６
件

寄
付
者
数
：
９
２
５
９
名（
う
ち
初
め
て
寄
付
、も
し
く
は
10
年
　

　
　
　
　
　 

以
上
ぶ
り
に
寄
付
し
た
方
４
３
１
４
名
）

期
間
中
の
寄
付
目
標
額
を
１
億
円
と
し
て
い
た
が
、実
際
に
は

目
標
額
を
大
幅
に
上
回
る
結
果
と
な
っ
た
。本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

本
学
に
初
め
て
寄
付
、も
し
く
は
10
年
以
上
ぶ
り
に
寄
付
し
た
人

数
は
４
３
０
０
名
を
超
え（
総
寄
付
者
数
に
占
め
る
割
合
は
46
・

６
％
）、寄
付
者
の
裾
野
を
さ
ら
に
拡
げ
る
効
果
が
あ
っ
た
と
い
え

る
。前
述
の「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
学
生
支
援
」に
お
い
て
も
新

規
寄
付
者（
も
し
く
は
10
年
以
上
ぶ
り
に
寄
付
）が
占
め
る
割
合

は
約
50
％
で
あ
り
、そ
れ
と
同
等
の
成
果
と
な
っ
た
。ま
た
、20
代

か
ら
40
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、通
常
の

募
金
と
比
べ
て
40
代
ま
で
の
若
年
層
の
寄
付
者
の
割
合
が
若
干
高

か
っ
た（
約
15
％
、通
常
約
12
％
程
度
）。

改
め
て
、「
１
万
円
募
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
通
し
て
、応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
や
広
報
室
・
校
友
会
と
連
動
し
た
広
報
に
よ
り
、学
生
た

ち
は
多
く
の
卒
業
生
か
ら
の
応
援
や
支
援
を
実
感
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
は
な
い
か
。ま
た
、卒
業
生
か
ら
は
自
身
の
経
験
や
想
い

を
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
伝
え
る
こ
と
で
、大
学
と
の
絆
が
再
確

認
さ
れ
、学
生
を
支
援
す
る
意
識
が
高
ま
っ
た
と
の
意
見
も
多
く

い
た
だ
い
た
。新
た
な
寄
付
者
の
獲
得
だ
け
で
な
く
、母
校
支
援
の

呼
び
覚
ま
し
や
大
学
の
取
り
組
み
へ
の
共
感
を
高
め
る
こ
と
に
も

成
功
し
た
と
考
え
て
い
る
。

「
１
万
円
募
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」は
２
０
２
２
年
３
月
に
終
了
し
、

そ
の
理
念
を
引
き
継
ぐ
形
で
同
年
４
月
か
ら
新
た
な
恒
常
的
募
金

「
早
稲
田
大
学
応
援
基
金
」を
開
始
し
た
。今
後
も
卒
業
生
と
の

継
続
的
な
関
係
を
築
き
、夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
進
む
学
生
た
ち
、

世
界
へ
貢
献
す
る
高
い
志
を
持
っ
た
学
生
た
ち
を
応
援
・
支
援
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、積
極
的
な
寄
付
募
集
を
通
じ
た
取
り
組
み
を

継
続
し
て
い
き
た
い
。
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Special feature

え
、年
に
２
回
抽
選
に
よ
る
限
定
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。

⑥
気
軽
に
寄
付
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
指
し
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
専
用
の
振
込
用
紙
を
作
成
し
、住
所
が
判
明
し
て
い

る
全
卒
業
生
に
学
内
広
報
誌
と
と
も
に
郵
送
し
た
。

4 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
結
果
と
ま
と
め

最
終
募
金
額
：
１
億
３
９
６
７
万
１
０
４
６
円

寄
付
件
数
：
１
万
１
５
３
６
件

寄
付
者
数
：
９
２
５
９
名（
う
ち
初
め
て
寄
付
、も
し
く
は
10
年
　

　
　
　
　
　 

以
上
ぶ
り
に
寄
付
し
た
方
４
３
１
４
名
）

期
間
中
の
寄
付
目
標
額
を
１
億
円
と
し
て
い
た
が
、実
際
に
は

目
標
額
を
大
幅
に
上
回
る
結
果
と
な
っ
た
。本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

本
学
に
初
め
て
寄
付
、も
し
く
は
10
年
以
上
ぶ
り
に
寄
付
し
た
人

数
は
４
３
０
０
名
を
超
え（
総
寄
付
者
数
に
占
め
る
割
合
は
46
・

６
％
）、寄
付
者
の
裾
野
を
さ
ら
に
拡
げ
る
効
果
が
あ
っ
た
と
い
え

る
。前
述
の「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
学
生
支
援
」に
お
い
て
も
新

規
寄
付
者（
も
し
く
は
10
年
以
上
ぶ
り
に
寄
付
）が
占
め
る
割
合

は
約
50
％
で
あ
り
、そ
れ
と
同
等
の
成
果
と
な
っ
た
。ま
た
、20
代

か
ら
40
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、通
常
の

募
金
と
比
べ
て
40
代
ま
で
の
若
年
層
の
寄
付
者
の
割
合
が
若
干
高

か
っ
た（
約
15
％
、通
常
約
12
％
程
度
）。

改
め
て
、「
１
万
円
募
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
通
し
て
、応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
や
広
報
室
・
校
友
会
と
連
動
し
た
広
報
に
よ
り
、学
生
た

ち
は
多
く
の
卒
業
生
か
ら
の
応
援
や
支
援
を
実
感
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
は
な
い
か
。ま
た
、卒
業
生
か
ら
は
自
身
の
経
験
や
想
い

を
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
伝
え
る
こ
と
で
、大
学
と
の
絆
が
再
確

認
さ
れ
、学
生
を
支
援
す
る
意
識
が
高
ま
っ
た
と
の
意
見
も
多
く

い
た
だ
い
た
。新
た
な
寄
付
者
の
獲
得
だ
け
で
な
く
、母
校
支
援
の

呼
び
覚
ま
し
や
大
学
の
取
り
組
み
へ
の
共
感
を
高
め
る
こ
と
に
も

成
功
し
た
と
考
え
て
い
る
。

「
１
万
円
募
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」は
２
０
２
２
年
３
月
に
終
了
し
、

そ
の
理
念
を
引
き
継
ぐ
形
で
同
年
４
月
か
ら
新
た
な
恒
常
的
募
金

「
早
稲
田
大
学
応
援
基
金
」を
開
始
し
た
。今
後
も
卒
業
生
と
の

継
続
的
な
関
係
を
築
き
、夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
進
む
学
生
た
ち
、

世
界
へ
貢
献
す
る
高
い
志
を
持
っ
た
学
生
た
ち
を
応
援
・
支
援
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、積
極
的
な
寄
付
募
集
を
通
じ
た
取
り
組
み
を

継
続
し
て
い
き
た
い
。
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は
じ
め
に

学
校
法
人
梅
村
学
園

は
、１
９
２
３（
大
正
12
）

年
に
学
祖
・
梅
村
清
光

が
開
校
し
た
中
京
商
業

学
校（
現
在
の
中
京
大
学

附
属
中
京
高
等
学
校
）

を
母
体
と
し
て
誕
生
し
た

［
写
真
１
］。そ
し
て
、今

年
２
０
２
３（
令
和
５
）

年
に
記
念
す
べ
き
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
。さ
ら
に
翌
年
の

１
９
５
４（
昭
和
29
）年
に
中
京
短
期
大
学
と
し
て
開
学
し
た
中

京
大
学
が
70
周
年
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

創
立
１
０
０
周
年
に
向
け
て
、梅
村
学
園
は
周
年
事
業
に
取
り

組
む
こ
と
と
な
り
、１
０
０
周
年
記
念
寄
付
金
事
業
は
そ
の
一
環

と
し
て
始
ま
っ
た
。

1 「
梅
村
学
園
１
０
０
周
年
記
念
事
業
委
員
会
」の
設
置

１
０
０
周
年
に
向
け
た
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、２
０
１
６
年
の

「
梅
村
学
園
１
０
０
周
年
記
念
事
業
委
員
会
」発
足
に
よ
り
始

ま
っ
た
。こ
の
記
念
事
業
委
員
会
は
、そ
の
名
の
と
お
り
１
０
０
周

年
記
念
事
業
の
立
案
・
実
行
を
目
的
と
し
て
お
り
、委
員
に
は
学

内
外
か
ら
40
名
が
名
を
連
ね
た
。第
１
回
委
員
会
で
は
、関
連
規

程
や
運
営
体
制
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
。ま
た
本
委
員
会
を
円
滑

に
進
め
る
た
め
、事
前
に
活
動
し
て
い
た「
準
備
会
議
」と「
草
案

策
定
会
議
」が
委
員
会
の
も
と
に
置
か
れ
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

さ
ら
に
２
０
２
３
年
の
記
念
式
典
開
催
や
寄
付
事
業
な
ど
記
念
事

業
の
柱
と
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
提
案
さ
れ
た
。

周
年
事
業
と
し
て
の
寄
付

―
梅
村
学
園
創
立
１
０
０
周
年
記
念

　
寄
付
の
取
り
組
み
―

曽
根 

直
樹

学
校
法
人
梅
村
学
園

中
京
大
学
学
園
事
業
推
進
部
長

［写真１］中京商業学校の校門と玄関
（1926年、鶴舞校舎）
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2 「
梅
村
学
園
創
立
１
０
０
周
年
記
念
寄
付
金
」の
制
度
設
計

梅
村
学
園
や
中
京
大
学
で
は
、こ
れ
ま
で
に
も
節
目
の
年
に
さ
ま

ざ
ま
な
周
年
事
業
が
行
わ
れ
て
き
た
。し
か
し
寄
付
事
業
に
関
し
て

は
、１
９
９
４
年
の
中
京
大
学
開
学
40
周
年
の
際
、そ
の
後
の
中
京

大
学
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
セ
ン
タ
ー
ビ
ル［
写
真
２
］建
設
の
た
め
記

念
寄
付
金
を
募
っ
た
の
み
で
、恒
常
的
な
寄
付
事
業
も
実
施
し
て
い

な
か
っ
た
。そ
こ
で
今
回
、学
園
創
立
１
０
０
周
年
を
機
に
こ
れ
ま
で

に
な
い
大
規
模
な
寄
付
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

寄
付
事
業
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、は
じ
め
に
使
途
項
目
、募
集

期
間
、目
標
金
額
が
定
め
ら
れ
た
。項
目
は
、「
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
」

「
教
育
、研
究
、社
会
・
地
域
連
携
」「
ス
ポ
ー
ツ
事
業
・
活
動
」

「
給
付
奨
学
金
」「
中
京
大
学
附
属
中
京
高
等
学
校
」の
５
項
目

に
決
ま
っ
た
。寄
付
金
を
募
る
募
集
期
間
は
、２
０
１
７
年
５
月
17

日
か
ら
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
年
度
末
の
２
０
２
４
年
３
月
31
日

と
な
っ
た
。ち
な
み
に
５
月
17
日
は
、梅
村
学
園
の
創
立
記
念
日
で

あ
る
。そ
し
て
、寄
付
目
標
額
は
10
億
円
と
し
た
。こ
の
目
標
に
向

け
、現
在
ま
で
約
７
年
間
、寄
付
金
サ
イ
ト
の
開
設
や
寄
付
金
シ

ス
テ
ム
の
導
入
、卒
業
生
な
ど
に
向
け
た
趣
意
書
作
成
や
企
業
訪

問
、ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
、リ
ユ
ー
ス
募
金
、遺
贈
寄
付
と
い
っ

た
施
策
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

3 

寄
付
金
募
集
に
向
け
た
取
り
組
み

寄
付
金
事
業
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、何
よ
り
も
ま
ず
寄
付
金
の

決
済
お
よ
び
処
理
シ
ス
テ
ム
と
寄
付
金
サ
イ
ト
を
構
築
す
る
必
要
が

［写真２］名古屋キャンパス「センタービル」
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村
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園
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立
１
０
０
周
年
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付
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制
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付
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０
０
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あ
っ
た
。全
て
が
学
園
と
し
て
初
の
試
み
で
あ
っ
た
た
め
、他
大
学
へ

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
業
者
選
定
な
ど
手
探
り
で
進
め
て
いっ
た
。

こ
う
し
て
２
０
１
７
年
８
月
、寄
付
金
サ
イ
ト
が
立
ち
上
が
っ

た
。同
時
に
、募
集
に
向
け
て
寄
付
金
趣
意
書
を
作
成
し
、卒
業
生

を
中
心
に
Ｄ
Ｍ
展
開
を
行
っ
た
。ま
た
寄
付
額
に
応
じ
た
記
念
品

も
製
作
し
、御
礼
の
意
を
込
め
年
度
末
に
発
送
し
た
。企
業
訪
問

で
は
、梅
村
理
事
長
自
ら
が
企
業
を
訪
れ
、大
き
な
成
果
を
上
げ

た
。翌
２
０
１
８
年
度
に
は
、同
窓
会
組
織
の
校
友
会
が
全
国
６

ブ
ロッ
ク
で
開
催
し
て
い
る
支
部
長
会
議
で
、支
部（
団
体
）お
よ
び

支
部
会
員（
個
人
）へ
の
寄
付
を
募
っ
た
。趣
意
書
に
つ
い
て
は
、個

人
用
と
法
人
・
団
体
用
の
２
種
類
を
作
成
し
、新
た
に
専
用
払
込

取
扱
票
を
導
入
す
る
こ
と
で
Ｗｅ
ｂ
を
使
用
せ
ず
銀
行
な
ど
で
寄

付
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。次
年
度
か
ら
は
、毎
年
同
窓
生
に
発
送

し
て
い
る『
校
友
会
通
信
』と
保
護
者
な
ど
学
生
の
保
証
人
に
送
る

『
教
育
後
援
会
報
』に
寄
付
を
募
る
た
め
の
ペ
ー
ジ
を
設
け
る
と

と
も
に
、そ
こ
に
専
用
払
込
取
扱
票
を
同
封
し
た
。２
０
２
０
年
度

以
降
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
経
済
状
況
の
悪
化
と
感
染

対
策
に
よ
り
、趣
意
書
発
送
や
理
事
長
の
企
業
訪
問
を
控
え
ざ
る

を
得
な
く
な
っ
た
こ
と
が
今
で
も
悔
や
ま
れ
る
。

１
０
０
周
年
を
翌
年
に
控
え
た
２
０
２
２
年
度
に
は
、こ
れ
ま
で

行
っ
て
い
た
寄
付
金
事
業
を
卒
業
生
へ
改
め
て
お
知
ら
せ
し
、ご
協

力
い
た
だ
く
た
め
に
新
た
な
趣
意
書
制
作
を
行
っ
た
。こ
の
趣
意

書
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
不
透
明
な
時
代
に
あ
っ
て
も
夢
を
持
ち
努
力

す
る
在
学
生
の
姿
を
卒
業
生
に
知
ら
せ
る
こ
と
で
、自
分
た
ち
の

在
学
当
時
を
思
い
出
し
応
援
す
る
気
持
ち
を
呼
び
覚
ま
そ
う
」を

コ
ン
セ
プ
ト
に
制
作
さ
れ
た
。そ
こ
で
１
０
０
年
を
振
り
返
る
歴
史

ア
ル
バ
ム
と
１
０
０
人
の
現
役
生
の
夢
を
掲
載
し
た
大
判
の
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
製
作
し
た
。そ
の
結
果「
母
校
愛
が
高
ま
っ
た
」「
当
時

の
思
い
出
が
蘇
っ
た
」な
ど
、卒
業
生
か
ら
の
反
響
も
大
き
く
、前

回
比
約
３
倍
の
寄
付
金
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。ま
た
歴
史

ア
ル
バ
ム
に
は
、１
０
０
周
年
記
念
サ
イ
ト
の
歴
史
ペ
ー
ジ
で
よ
り

詳
細
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、サ
イ
ト
の
二
次
元
コ
ー
ド
を

掲
載
し
た
。デ
ザ
イ
ン
面
に
お
い
て
も
寄
付
金
サ
イ
ト
と
一
貫
性

を
持
た
せ
る
こ
と
で
、寄
付
希
望
者
が
ス
ト
レ
ス
な
く
手
続
き
で
き

る
よ
う
工
夫
を
し
た
。寄
付
者
か
ら
も
好
評
を
い
た
だ
い
た
こ
の

趣
意
書
は
、コ
ン
セ
プ
ト
や
内
容
が
評
価
さ
れ
第
36
回
全
日
本
Ｄ

Ｍ
大
賞［
写
真
３
］に
入
選
し
た
。寄
付
事
業
の
最
終
年
度
に
な
る

２
０
２
３
年
度
は
当
初
か
ら
計
画
に
あ
っ
た「
１
０
０
周
年
寄
付

金
銘
板
」を
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

い
ず
れ
の
施
策
に
お
い
て
も
単
純
に
寄
付
金
を
集
め
る
だ
け
で

40Diversit  y of Donation

Special feature

は
な
く
、１
０
０
周
年
記
念
事

業
の
一
環
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
念
頭
に
置
き
、校
訓「
真
剣

味
」、１
０
０
年
の
歴
史
、学
生

の
姿
な
ど
を
盛
り
込
み
、１
０
０

周
年
の
機
運
醸
成
に
注
力
し

た
。こ
う
し
た
施
策
と
、賛
同
さ

れ
た
皆
さ
ま
の
ご
支
援
に
よ
り

当
初
の
目
標
金
額
を
大
き
く
上

回
る
、総
額
25
億
円（
２
０
２
３

年
６
月
末
時
点
）を
超
え
る
寄

付
が
集
ま
っ
た
。

4 「
梅
村
学
園
創
立
１
０
０
周
年
記
念
寄
付
金
」の
活
用
実
績

「
梅
村
学
園
１
０
０
周
年
記
念
ひ
と
り
暮
ら
し
給
付
奨
学
金
」

の
新
設
、「
コ
ン
ビ
ニ
証
明
書
発
行
サ
ー
ビ
ス
」の
導
入
、「
コ
ン
テ

ナ
型
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
」の
設
置
、硬
式
野
球
部
も
使
用
す
る

中
京
大
学
附
属
中
京
高
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
改
修（
人
工
芝
張
り
替

え
）な
ど
、皆
さ
ま
に
い
た
だ
い
た
ご
寄
付
は
、学
生
・
生
徒
の
教

育
環
境
充
実
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、寄
付
者
が
、部
活
動
や
研
究
室
な
ど
寄
付
先
を
個
別
に

指
定
で
き
る
指
定
寄
付
制
度
も
設
け
て
お
り
、特
に
ス
ポ
ー
ツ
活

動
で
は
、大
学
と
高
校
合
わ
せ
て
50
ク
ラ
ブ
に
寄
付
を
い
た
だ
き
、

各
ク
ラ
ブ
が
強
化
・
環
境
充
実
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
。

お
わ
り
に

２
０
２
３
年
度
を
も
っ
て
、「
梅
村
学
園
創
立
１
０
０
周
年
記
念

寄
付
」事
業
は
終
了
す
る
が
、学
園
の
安
定
的
な
財
政
基
盤
構
築

の
た
め
、今
後
は
恒
常
的
な
寄
付
事
業
へ
の
移
行
を
予
定
し
て
お

り
、現
在
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

末
筆
な
が
ら
、こ
の
寄
付
金
事
業
で
は
多
く
の
皆
さ
ま
か
ら
ご

支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、誌
面
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し

上
げ
た
い
。

［写真３］DM大賞（入選したDM）
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０
０
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面
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し

上
げ
た
い
。

［写真３］DM大賞（入選したDM）
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多様化をみせる寄付金プロジェクト

は
じ
め
に

本
稿
で
取
り
上
げ
る「
Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
を
利
用
し
た
現
物
寄
付

（
２
０
２
２
年
～
）」は
駒
澤
大
学
の
通
常
の
寄
付
募
集
態
様
と
は

異
な
り
、本
学
の
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
が
執
り
行
っ
て
い
る
学
生
支

援
活
動「
食
料
品
・
生
理
用
品
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
２
０
２
１
年

～
）」の
延
長
線
上
で
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
予
め
お
こ
と

わ
り
し
て
お
き
た
い
。か
か
る
事
情
か
ら
、本
稿
の
文
責
は
学
生
支

援
セ
ン
タ
ー
と
な
る
。学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
は
学
生
部
の
再
編
に
よ

り
生
ま
れ
た
部
署
で
、従
来
の「
厚
生
補
導
」の
対
象
に
な
ら
な
い

学
生
た
ち
も
広
く
支
援
対
象
と
す
べ
く
、学
内
横
断
的
な
学
生
支

援
を
立
案
・
実
行
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。本
稿

で
は
、前
段
１
に
て「
食
料
品
・
生
理
用
品
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に

つ
い
て
、ま
た
後
段
２
で
は「
Ａｍａｚｏｎ
ほ
し
い
物
リ
ス
ト
を
利
用

し
た
現
物
寄
付
」に
つ
い
て
報
告
す
る
。

駒
澤
大
学
で
は
、２
０
２
１
年

５
月
か
ら
現
物
配
布
に
よ
る
直
接

的
学
生
支
援「
食
料
品
・
生
理
用

品
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
継
続
し

て
い
る
。そ
の
出
発
点
は
、学
生
支

援
担
当
者
た
ち
の
学
生
へ
の
共
感

で
あ
る
。コ
ロ
ナ
禍
の
出
口
が
見
え

な
い
状
況
下
に
お
い
て
学
生
へ
の
各

種
給
付
金
業
務
を
担
っ
て
い
た
私
た
ち
は
、申
請
受
付
業
務
を
通

じ
て
学
生
そ
れ
ぞ
れ
の
生
々
し
い
窮
状
を
う
か
が
い
知
り
、「
自
分

た
ち
の
立
場
で
い
ま
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
の
か
」と
、焦
り
を

感
じ
て
い
た
。そ
こ
で
２
０
２
１
年
５
月
、学
内
で
期
限
切
れ
が
近

づ
い
て
い
た
防
災
備
蓄
食
品
を
、関
係
部
署
の
協
力
を
得
て「
三

1
1ー
食
料
品
・
生
理
用
品
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
２
０
２
１
年
〜
）

Ａｍａｚｏｎ
を
利
用
し
た
現
物
寄
付

―
寄
付
者
の＂
こ
こ
ろ
〟を

　
学
生
に
そ
の
ま
ま
伝
え
る
―

松
井 

誠
裕

駒
澤
大
学
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
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Special feature

密
」に
配
慮
し
な
が
ら
配
布
す
る
こ
と
か
ら
歩
み
を
始
め
た
。当

時
、３
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
延
長
さ
れ
、ワ
ク
チ
ン
が
届
か

な
い
状
況
の
中
、同
取
り
組
み
を
運
営
す
る
職
員
側
も
怖
が
り
な

が
ら
の
試
行
的
対
応
と
な
っ
た
が
、ま
ば
ら
に
登
校
し
て
き
て
い
た

学
生
た
ち
は
３
日
間
で
６
千
食
を
一
つ
残
ら
ず
持
っ
て
い
っ
た
の
み

な
ら
ず
、ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
さ
ら
な
る
支
援
を
求
め
る
声
が
寄
せ

ら
れ
た
。そ
の
声
に
応
え
、２
０
２
１
年
秋
の
回
か
ら
は
補
助
金
・

寄
付
金
を
利
用
し
つ
つ
学
外
に
も
協
力
を
求
め
、イ
ベ
ン
ト
規
模

を
徐
々
に
拡
大
。

２
０
２
２
年
夏
の

回
で
は
３
日
間
で

９
万
食
を
超
え
る

食
料
品
を
配
布

し
、来
場
学
生
約

３
３
０
０
人
の
一

人
ひ
と
り
が
両
手

に
持
ち
き
れ
な
い

ほ
ど
の
食
品
を
持

ち
帰
っ
た
。

1
2ー 

〝
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
〞
化
へ
の
こ
だ
わ
り

こ
れ
ら
の
支
援
を
検
討
す
る
に
際
し
て
担
当
者
た
ち
が
強
く
意

識
し
た
の
が
、「
楽
し
い
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
」に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

企
画
の
初
期
段
階
で
は「
真
に
困
っ
て
い
る
学
生
を
優
先
す
る
」と

い
う
方
向
性
も
議
論
さ
れ
た
が
、検
討
を
重
ね
、配
布
対
象
者
を

で
き
る
だ
け
広
く
設
定
す
る
と
い
う
方
針
に
決
定
し
た
。学
生
支

援
担
当
部
署
と
し
て「
困
窮
は
外
か
ら
見
え
な
い
」と
い
う
こ
と
が

身
に
沁
み
て
い
た
た
め
で
あ
る
。こ
れ
ま
で
、奨
学
金
ご
と
に
定
め

ら
れ
た
様
々
な
収
入
要
件
や
証
し
ょ
う

憑ひ
ょ
う

書
類
を
用
い
て「
困
窮
度
」を

線
引
き
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
経
験
の
中
で
、公
平
な
絶
対
的
基

準
は
無
い
と
い
う
こ
と
や
、書
類
に
表
れ
な
い
困
窮
が
多
様
に
存
在

す
る
と
い
う
こ
と
を
感
じ
て
い
た
。実
家
暮
ら
し
の
学
生
で
あ
っ
て

も
、家
族
か
ら
の
支
援
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
り
、負
担
を
担
う
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
。多
様
な
状
況
に
あ
る
学
生
た

ち
が
ひ
と
と
き
で
も
楽
し
ん
で
、引
け
目
を
感
じ
る
こ
と
な
く
自
由

に
配
布
物
品
を
選
び
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る「
誰
で
も
参
加
で

き
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
」と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、配
布
物
品
の
数

と
種
類
を
増
や
す
よ
う
に
努
め
た
。
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Special feature

密
」に
配
慮
し
な
が
ら
配
布
す
る
こ
と
か
ら
歩
み
を
始
め
た
。当

時
、３
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
延
長
さ
れ
、ワ
ク
チ
ン
が
届
か

な
い
状
況
の
中
、同
取
り
組
み
を
運
営
す
る
職
員
側
も
怖
が
り
な

が
ら
の
試
行
的
対
応
と
な
っ
た
が
、ま
ば
ら
に
登
校
し
て
き
て
い
た

学
生
た
ち
は
３
日
間
で
６
千
食
を
一
つ
残
ら
ず
持
っ
て
い
っ
た
の
み

な
ら
ず
、ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
さ
ら
な
る
支
援
を
求
め
る
声
が
寄
せ

ら
れ
た
。そ
の
声
に
応
え
、２
０
２
１
年
秋
の
回
か
ら
は
補
助
金
・

寄
付
金
を
利
用
し
つ
つ
学
外
に
も
協
力
を
求
め
、イ
ベ
ン
ト
規
模

を
徐
々
に
拡
大
。

２
０
２
２
年
夏
の

回
で
は
３
日
間
で

９
万
食
を
超
え
る

食
料
品
を
配
布

し
、来
場
学
生
約

３
３
０
０
人
の
一

人
ひ
と
り
が
両
手

に
持
ち
き
れ
な
い

ほ
ど
の
食
品
を
持

ち
帰
っ
た
。

1
2ー 

〝
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
〞
化
へ
の
こ
だ
わ
り

こ
れ
ら
の
支
援
を
検
討
す
る
に
際
し
て
担
当
者
た
ち
が
強
く
意

識
し
た
の
が
、「
楽
し
い
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
」に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

企
画
の
初
期
段
階
で
は「
真
に
困
っ
て
い
る
学
生
を
優
先
す
る
」と

い
う
方
向
性
も
議
論
さ
れ
た
が
、検
討
を
重
ね
、配
布
対
象
者
を

で
き
る
だ
け
広
く
設
定
す
る
と
い
う
方
針
に
決
定
し
た
。学
生
支

援
担
当
部
署
と
し
て「
困
窮
は
外
か
ら
見
え
な
い
」と
い
う
こ
と
が

身
に
沁
み
て
い
た
た
め
で
あ
る
。こ
れ
ま
で
、奨
学
金
ご
と
に
定
め

ら
れ
た
様
々
な
収
入
要
件
や
証
し
ょ
う

憑ひ
ょ
う

書
類
を
用
い
て「
困
窮
度
」を

線
引
き
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
経
験
の
中
で
、公
平
な
絶
対
的
基

準
は
無
い
と
い
う
こ
と
や
、書
類
に
表
れ
な
い
困
窮
が
多
様
に
存
在

す
る
と
い
う
こ
と
を
感
じ
て
い
た
。実
家
暮
ら
し
の
学
生
で
あ
っ
て

も
、家
族
か
ら
の
支
援
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
り
、負
担
を
担
う
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
。多
様
な
状
況
に
あ
る
学
生
た

ち
が
ひ
と
と
き
で
も
楽
し
ん
で
、引
け
目
を
感
じ
る
こ
と
な
く
自
由

に
配
布
物
品
を
選
び
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る「
誰
で
も
参
加
で

き
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
」と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、配
布
物
品
の
数

と
種
類
を
増
や
す
よ
う
に
努
め
た
。
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Diversity of Don   ation 多様化をみせる寄付金プロジェクト

1
3ー 

大
人
た
ち
の
思
い
が
形
に
な
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

そ
の
方
向
性
の
中
で
、嬉
し
い
誤
算
と
し
て
想
定
以
上
に
多
く
の

企
業
や
団
体
か
ら
の
ご
協
力
を
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。当
初
は
、

過
去
に
関
係
が
あ
っ
た
取
引
先
な
ど
に
恐
る
恐
る
協
力
の
お
願
い
を

し
て
い
た
が
、思
い
の
ほ
か
多
く
の
方
々
が
、学
生
た
ち
の
た
め
に
一

所
懸
命
に
な
っ
て
格
別
な
ご
支
援
を
申
し
出
て
く
だ
さ
っ
た
。現
金

寄
付
、無
償
も
し
く
は
特
別
価
格
で
の
物
品
提
供
、ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
協
力
な
ど
、学
生
た
ち
に
お
心
を
寄
せ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
道

筋
を
つ
け
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
な
く
し
て
、本
イ
ベ
ン
ト
の
発
展
は
な

か
っ
た
。こ
れ
ま
で
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
企
業
・
団
体
の
数
は
20

を
超
え
、メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
も
多
く
取
り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
重
ね
る
う
ち
に
、学
内
外
の
個
人
の
方
々
か
ら
も

「
何
か
協
力
で
き
な
い
か
」と
い
っ
た
あ
り
が
た
い
ご
連
絡
を
い
た

だ
く
よ
う
に
な
っ
た
。と
は
い
え
、個
人
宅
に
あ
る
備
蓄
食
品
を
寄

付
い
た
だ
い
た
場
合
、学
生
へ
の
配
布
前
に
丁
寧
な
安
全
性
チ
ェッ

ク
が
必
要
に
な
っ
て
し
ま
う
。そ
こ
で
、２
０
２
２
年
夏
に
白
羽
の

矢
が
立
っ
た
の
が「
Ａｍａｚｏｎ
ほ
し
い
物
リ
ス
ト
」だ
っ
た
。現
物

配
布
の
イ
ベ
ン
ト
開
始
か
ら
１
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。

「
Ａｍａｚｏｎ
ほ
し
い
物
リ
ス
ト
」の
運
用
方
法
に
つ
い
て
は
、既

に
自
治
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
で
寄
付
利
用
実
績
が
積
み
上
が
っ
て
い

た
た
め
、そ
の
ま
ま
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

ま
ず
大
学
が
、A

m
azon.co.jp

上
に
学
生
に
配
布
し
た
い
商

品
の
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
。リ
ス
ト
の
中
か
ら
、寄
付
者
の
方
自
身

が
学
生
に
贈
り
た
い
と
思
え
る
も
の
を
選
ん
で
い
た
だ
く
。Ｗｅ
ｂ

上
で
購
入
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、商
品
が
直
接
大
学
に

配
送
さ
れ
て
く
る
。大
学
に
は
必
ず
未
開
封
の
新
品
が
届
き
、希

望
し
た
商
品
以
外
が
送
ら
れ
て
く
る
こ
と
は
な
い
。大
学
で
の
事

例
が
な
く
懸
念
と
な
っ
て
い
た「
Ａｍａｚｏｎ
ほ
し
い
物
リ
ス
ト
で

受
け
た
現
物
寄
付
に
対
す
る
寄
付
金
領
収
証
の
発
行
」に
つ
い
て

も
差
し
支
え
な
い
旨
、関
係
省
庁
か
ら
確
認
が
得
ら
れ
た
。

リ
ス
ト
開
設
に
あ
た
っ
て
、商
品
は
、日
本
各
地
の
寄
付
者
の

方
々
の
思
い
を
表
現
す
る
も
の
と
し
て
、ご
当
地
ラ
ー
メ
ン
な
ど
を

基
本
と
し
た
。具
体
的
商
品
選
定
の
際
に
は
、各
地
方
出
身
の
職

員
た
ち
が「
同
じ
出
身
地
の
学
生
に
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
」と
お
す

す
め
の
候
補
を
挙
げ
て
く
れ
た
。

2
1ー
Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
ほ
し
い
物
リ
ス
ト
の
活
用

（
２
０
２
２
年
〜
）
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2
2ー 

２
０
２
２
年「
ほ
し
い
物
リ
ス
ト
」の
成
果

結
果
と
し
て
、約
半
月
の
募
集
期
間
に
約
８
万
３
千
円
相
当
の

現
物
寄
付
を
い
た
だ
い
た
。募
集
期
間
が
短
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

寄
付
事
業
と
し
て
十
分
と
ま
で
は
言
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。そ

れ
で
も
箱
を
開
け
れ
ば
４
８
１
食
に
も
な
り
、そ
れ
ら
は
一
食
ず

つ
、４
８
１
人
の
学
生
た
ち
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
た
。「
ど
の
地

方
の
も
の
に
し
よ
う
か
な
？ 

食
べ
た
こ
と
が
な
い
も
の
に
し
よ
う

か
な
？
」と
楽
し
そ
う
に
選
ぶ
学
生
、自
分
の
故
郷
の
ラ
ー
メ
ン
を

見
つ
け
て
嬉
し
そ
う
に
友
人

に
教
え
て
い
た
学
生
の
姿
も

あ
っ
た
。日
本
各
地
の
寄
付

者
の
皆
様
の
思
い
は
、確
か

に
学
生
た
ち
に
伝
わ
っ
て
い

た
の
で
は
と
思
う
。

3 

活
動
を
通
じ
て
感
じ
た
寄
付
者
の
〝
思
い
〞

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
の

温
か
い
思
い
や
り
の
心
を
学
生
た
ち
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
た
。世

界
的
に
前
例
が
な
い
社
会
状
況
の
下
で「
大
人
た
ち
が
い
ま
若
者

た
ち
に
で
き
る
具
体
的
な
行
動
」の
一
端
を
示
す
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
な
っ
た
と
多
少
の
自
負
を
持
っ
て
お
り
、本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

紹
介
す
る
Ｗｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を「com

passion
」と
し
た

の
も
、関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
一
人
ひ
と
り
の
お
心
を
表
す
の

に
ふ
さ
わ
し
い
と
感
じ
た
か
ら
で
あ
る
。配
布
会
場
を
訪
れ
た
学
生

か
ら
も
、毎
回
多
く
の
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

支
援
者
の
皆
様
に
、担
当
者
一
同
、改
め
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
た

い
。と
り
わ
け「
Ａｍａｚｏｎ
ほ
し
い
物
リ
ス
ト
」に
よ
る
現
物
寄
付

は
、従
来
よ
り
も
さ
ら
に
直
接
的
に
、支
援
者
個
人
の
思
い
を
学
生

に
届
け
ら
れ
た
も
の
と
感

じ
て
い
る
。種
々
の
改
善
点

は
残
る
も
の
の
、そ
れ
以
上

に
、思
い
の
繋
が
り
を
感
じ

る
も
の
と
な
っ
た
。各
種
支

援
の
架
け
橋
を
担
う
担
当

部
署
と
し
て
、よ
り
有
効
な

活
用
の
可
能
性
に
つ
い
て

学
内
で
検
討
を
促
し
て
い

き
た
い
。
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2
2ー 

２
０
２
２
年「
ほ
し
い
物
リ
ス
ト
」の
成
果

結
果
と
し
て
、約
半
月
の
募
集
期
間
に
約
８
万
３
千
円
相
当
の

現
物
寄
付
を
い
た
だ
い
た
。募
集
期
間
が
短
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

寄
付
事
業
と
し
て
十
分
と
ま
で
は
言
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。そ

れ
で
も
箱
を
開
け
れ
ば
４
８
１
食
に
も
な
り
、そ
れ
ら
は
一
食
ず

つ
、４
８
１
人
の
学
生
た
ち
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
た
。「
ど
の
地

方
の
も
の
に
し
よ
う
か
な
？ 

食
べ
た
こ
と
が
な
い
も
の
に
し
よ
う

か
な
？
」と
楽
し
そ
う
に
選
ぶ
学
生
、自
分
の
故
郷
の
ラ
ー
メ
ン
を

見
つ
け
て
嬉
し
そ
う
に
友
人

に
教
え
て
い
た
学
生
の
姿
も

あ
っ
た
。日
本
各
地
の
寄
付

者
の
皆
様
の
思
い
は
、確
か

に
学
生
た
ち
に
伝
わ
っ
て
い

た
の
で
は
と
思
う
。

3 

活
動
を
通
じ
て
感
じ
た
寄
付
者
の
〝
思
い
〞

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
の

温
か
い
思
い
や
り
の
心
を
学
生
た
ち
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
た
。世

界
的
に
前
例
が
な
い
社
会
状
況
の
下
で「
大
人
た
ち
が
い
ま
若
者

た
ち
に
で
き
る
具
体
的
な
行
動
」の
一
端
を
示
す
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
な
っ
た
と
多
少
の
自
負
を
持
っ
て
お
り
、本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

紹
介
す
る
Ｗｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を「com

passion

」と
し
た

の
も
、関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
一
人
ひ
と
り
の
お
心
を
表
す
の

に
ふ
さ
わ
し
い
と
感
じ
た
か
ら
で
あ
る
。配
布
会
場
を
訪
れ
た
学
生

か
ら
も
、毎
回
多
く
の
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

支
援
者
の
皆
様
に
、担
当
者
一
同
、改
め
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
た

い
。と
り
わ
け「
Ａｍａｚｏｎ
ほ
し
い
物
リ
ス
ト
」に
よ
る
現
物
寄
付

は
、従
来
よ
り
も
さ
ら
に
直
接
的
に
、支
援
者
個
人
の
思
い
を
学
生

に
届
け
ら
れ
た
も
の
と
感

じ
て
い
る
。種
々
の
改
善
点

は
残
る
も
の
の
、そ
れ
以
上

に
、思
い
の
繋
が
り
を
感
じ

る
も
の
と
な
っ
た
。各
種
支

援
の
架
け
橋
を
担
う
担
当

部
署
と
し
て
、よ
り
有
効
な

活
用
の
可
能
性
に
つ
い
て

学
内
で
検
討
を
促
し
て
い

き
た
い
。
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は
じ
め
に

学
校
法
人
青
山
学
院
は
、２
０
２
４
年
に
創
立
１
５
０
周
年
を

迎
え
る
。

こ
れ
に
先
立
ち
、創
立
１
４
０
周
年
を
迎
え
た
２
０
１
４
年

に
、１
５
０
周
年
に
向
け
さ
ら
な
る
飛
躍
の
た
め
の
諸
施
策
を
掲

げ
、さ
ら
に
２
０
１
７
年
11
月
に
は
教
学
と
経
営
の
指
針
と
な
る

「A
O

YA
M

A
 V

ISIO
N

 

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
宣
言
」「
新
経
営
宣
言 
Be the D

ifference

」を
発
表
し
た
。

こ
の「
新
経
営
宣
言
」の
４
つ
の
基
本
戦
略
の
ひ
と
つ
に
あ
る

の
が「
万
代
基
金
」で
、こ
れ
は
、青
山
学
院
の
偉
大
な
先
輩
に
し

て
日
本
の
実
業
界
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
万
代
順
四
郎
氏
の

功
績
を
称
え
、そ
の
遺
志
を
継
い
で
い
く
た
め
に
命
名
し
た
基
金

で
将
来
的
に
１
千
億
円
に
す
る
と
い
う
大
き
な
目
標
を
掲
げ
、翌

２
０
１
８
年
度
よ
り
募
集
を
開
始
し
た
。集
め
た
寄
付
金
の
使
途

は
、「
給
付
型
奨
学
金
」「
教
育
研
究
資
金
」将
来
の
た
め
の
貯
蓄

「
万
代
基
本
基
金
」で
、そ
の
時
々
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
戦
略
的

に
配
分
し
て
い
る
。将
来
的
に
は
、欧
米
の
名
門
大
学
の
エ
ン
ダ
ウ

メ
ン
ト
に
倣
い
、寄
付
金
は
万
代
基
本
基
金
に
組
み
入
れ
、必
要
な

経
費
は
、運
用
益
か
ら
充
当
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

1 

プ
レ
ゼ
ン
ト
つ
き
寄
付
導
入
の
背
景

ど
の
大
学
に
お
い
て
も
寄
付
金
獲
得
戦
略
に
お
い
て
は
、「
件

数
」と「
金
額
」の
戦
略
は
、別
に
実
施
し
て
い
る
と
思
う
が
、本
学

に
お
い
て
も
寄
付
件
数
を
い
か
に
ア
ッ
プ
さ
せ
、寄
付
者
層
の
す
そ

野
を
ど
の
よ
う
に
拡
げ
て
い
く
か
に
つ
い
て
、さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を

試
行
錯
誤
で
取
り
組
ん
で
き
た
。

２
０
１
８
年
に
は
、近
年
、駅
伝
で
め
ざ
ま
し
い
活
躍
の
大
学

陸
上
競
技
部（
長
距
離
ブ
ロ
ッ
ク
）の
箱
根
駅
伝
優
勝
の
際
、寄
付

想
い
が
つ
な
が
る

プ
レ
ゼ
ン
ト
つ
き
寄
付

―
青
山
学
院
万
代
基
金
プ
レ
ゼ
ン
ト
つ
き

　
寄
付
の
取
り
組
み
―

重
山 

直
輝

学
校
法
人
青
山
学
院

学
院
連
携
本
部
部
長
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の
返
礼
品
と
し
て
記
念
オ
リ
ジ
ナ
ル
腕
時
計
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
た
。

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
成
功
を
機
に
寄
付
は
一
部
の
篤
志
家
や

企
業
な
ど
か
ら
の
高
額
の
ご
寄
付
だ
け
で
は
な
い
こ
と
、寄
付
す
る

こ
と
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
て
誰
で
も
気
軽
に
寄
付
が
で
き
る
こ
と

を
広
め
、件
数
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
取
り
組
み
を
検
討
、現
在
の
万
代

基
金「
プ
レ
ゼ
ン
ト
つ
き
寄
付
」〝
想
い
が
つ
な
が
る 

青
学
ギ
フ
ト
〟

（
以
下
、青
学
ギ
フ
ト
）［
写
真
１
］の
原
型
と
な
る「
万
代
基
金
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
開
始
し
た
。寄
付
を
し
た
こ
と
が

な
い
人
が
、気
軽
に
簡
単
に
寄
付
が
で
き
る
仕
組
み
、そ
れ
が「
青

学
ギ
フ
ト
」で
あ
る
。

ま
た「
想
い
が
つ
な
が
る
」と
は
返
礼
品
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
が
校

友
で
あ
る
こ
と
に
基
づ
く
。す
べ
て
の
仕
入
先
が
校
友
で
あ
る
こ

と
は
、当
事
者
意
識
を
持
っ
て
寄
付
に
関
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
と
な

る
。さ
ら
に
、寄
付
者
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
提
供
者（
卒
業
生
）が
共
に
在

学
生
を
支
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。こ
の
よ
う
な
想
い
、背
景
が

「
青
学
ギ
フ
ト
」の
誕
生
の
根
底
に
あ
る
。

初
め
て
の
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、寄
付
金
額
は
、５
千
円
、

２
万
円
、５
万
円
の
３
コ
ー
ス
で
、各
コ
ー
ス
３
商
品
の
全
９
商
品

で
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、結
果
と
し
て
、４
か
月
で
８
６
０
件
を
超
え

る
申
し
込
み
を
い
た
だ
い
た
。

そ
の
後
も
ふ
る
さ
と
納
税
の
人
気
返
礼
品
を
調
査
し
な
が
ら

返
礼
品
の
追
加
や
入
れ
替
え
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
繰
り
返
し
、現

在
の
青
学
ギ
フ
ト
、返
礼
品
１
１
０
品
、サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
42
社
に
ま

で
拡
大
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。２
０
２
２
年
度
は
、全
寄
付
件
数

１
３
０
７
９
件
の
う
ち
、青
学
ギ
フ
ト
は
、４
１
８
８
件
32
％
、さ
ら

に
青
学
ギ
フ
ト
の
う
ち
、新
規
寄
付
９
７
８
件
23
％
と
い
う
実
績

と
な
っ
た
。人
気
の
あ
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
、寄
付
額
５
千
円
、食
品
、

学
校
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
と
い
う
状
況
と
な
っ
て
い
る
。最
近
で

は
、ド
イ
ツ
・
シ
ュニ
ー
ル
織
の
ハ
ン
カ
チ
で
世
界
的
に
有
名
な
フ
ェ

イ
ラ
ー
社
と
の
コ
ラ
ボ
に
よ
り
青
山
学
院
オ
リ
ジ
ナ
ル
ハ
ン
カ
チ
を

企
画
・
制
作
。大
好
評
の
返
礼
品
と
な
っ
て
い
る
。［
写
真
２
］。

［写真１］青学ギフト総合パンフレット
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の
返
礼
品
と
し
て
記
念
オ
リ
ジ
ナ
ル
腕
時
計
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
た
。

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
成
功
を
機
に
寄
付
は
一
部
の
篤
志
家
や

企
業
な
ど
か
ら
の
高
額
の
ご
寄
付
だ
け
で
は
な
い
こ
と
、寄
付
す
る

こ
と
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
て
誰
で
も
気
軽
に
寄
付
が
で
き
る
こ
と

を
広
め
、件
数
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
取
り
組
み
を
検
討
、現
在
の
万
代

基
金「
プ
レ
ゼ
ン
ト
つ
き
寄
付
」〝
想
い
が
つ
な
が
る 

青
学
ギ
フ
ト
〟

（
以
下
、青
学
ギ
フ
ト
）［
写
真
１
］の
原
型
と
な
る「
万
代
基
金
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
開
始
し
た
。寄
付
を
し
た
こ
と
が

な
い
人
が
、気
軽
に
簡
単
に
寄
付
が
で
き
る
仕
組
み
、そ
れ
が「
青

学
ギ
フ
ト
」で
あ
る
。

ま
た「
想
い
が
つ
な
が
る
」と
は
返
礼
品
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
が
校

友
で
あ
る
こ
と
に
基
づ
く
。す
べ
て
の
仕
入
先
が
校
友
で
あ
る
こ

と
は
、当
事
者
意
識
を
持
っ
て
寄
付
に
関
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
と
な

る
。さ
ら
に
、寄
付
者
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
提
供
者（
卒
業
生
）が
共
に
在

学
生
を
支
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。こ
の
よ
う
な
想
い
、背
景
が

「
青
学
ギ
フ
ト
」の
誕
生
の
根
底
に
あ
る
。

初
め
て
の
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、寄
付
金
額
は
、５
千
円
、

２
万
円
、５
万
円
の
３
コ
ー
ス
で
、各
コ
ー
ス
３
商
品
の
全
９
商
品

で
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、結
果
と
し
て
、４
か
月
で
８
６
０
件
を
超
え

る
申
し
込
み
を
い
た
だ
い
た
。

そ
の
後
も
ふ
る
さ
と
納
税
の
人
気
返
礼
品
を
調
査
し
な
が
ら

返
礼
品
の
追
加
や
入
れ
替
え
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
繰
り
返
し
、現

在
の
青
学
ギ
フ
ト
、返
礼
品
１
１
０
品
、サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
42
社
に
ま

で
拡
大
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。２
０
２
２
年
度
は
、全
寄
付
件
数

１
３
０
７
９
件
の
う
ち
、青
学
ギ
フ
ト
は
、４
１
８
８
件
32
％
、さ
ら

に
青
学
ギ
フ
ト
の
う
ち
、新
規
寄
付
９
７
８
件
23
％
と
い
う
実
績

と
な
っ
た
。人
気
の
あ
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
、寄
付
額
５
千
円
、食
品
、

学
校
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
と
い
う
状
況
と
な
っ
て
い
る
。最
近
で

は
、ド
イ
ツ
・
シ
ュニ
ー
ル
織
の
ハ
ン
カ
チ
で
世
界
的
に
有
名
な
フ
ェ

イ
ラ
ー
社
と
の
コ
ラ
ボ
に
よ
り
青
山
学
院
オ
リ
ジ
ナ
ル
ハ
ン
カ
チ
を

企
画
・
制
作
。大
好
評
の
返
礼
品
と
な
っ
て
い
る
。［
写
真
２
］。

［写真１］青学ギフト総合パンフレット
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青
学
ギ
フ
ト
の
お
か
げ
で
全
体
の
寄
付
件
数
も［
図
１
］の
通

り
、２
０
２
１
年
度
は
、過
去
最
高
の
１
万
３
千
件
を
超
え
、青

学
ギ
フ
ト
開
始
の
２
０
１
８
年
度
と
比
較
す
る
と
２
倍
の
件
数
と

な
っ
た
。寄
付
者
の
年
齢
層
も
そ
れ
ま
で
多
か
っ
た
60
代
、70
代
に

加
え
て
30
代
、40
代
の
寄
付
者
も
増
え
て
き
て
お
り
、さ
ら
に
毎

年
、新
規
寄
付
者
が
一
定
数
あ
り
、そ
の
内
の
多
く
が
リ
ピ
ー
ト
寄

付
者
と
な
っ
て
い
る
。

寄
付
件
数
の
増
加
の
要
因
は
、返
礼
品
の
充
実
だ
け
で
は
な
く
、

チ
ラ
シ
を
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
の
よ
う
な
見
栄
え
の
よ
い
冊
子
に
改

め
、全
卒
業
生
向
け
の
広
報
紙
21
万
部
に
同
封
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
募
金
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
も
ふ
る
さ
と
納
税
や
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
を

参
考
に
直
感
的
に
わ
か
り
や
す
い
も
の
に
改
修
し
た
。さ
ら
に
お
中

元
、お
歳
暮
の
よ
う
に
返
礼
品
を
自
分
以
外
の
人
に
送
れ
る
よ
う

に
し
た
り
、毎
月
定
期
便
コ
ー
ス
を
設
定
し
た
り
す
る
な
ど
、さ
ま

ざ
ま
な
工
夫
を
重
ね
て
き
た
。

［図１］ 寄付件数推移

［写真２］青山学院オリジナルフェイラーハンカチ
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2 

課
題
―
事
務
の
効
率
化

寄
付
件
数
を
増
や
す
試
み
と
し
て
は
一
定
の
成
果
が
で
て
き
て

い
る
一
方
で
、申
し
込
み
さ
れ
た
返
礼
品
を
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
ご
と
に

仕
分
け
し
て
集
計
、発
注
～
発
送
確
認
、支
払
い
処
理
ま
で
と
作

業
量
が
増
大
し
て
い
き
、業
務
の
効
率
化
お
よ
び
発
送
費
な
ど
の

コ
ス
ト
削
減
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
た
。検
討
の
結
果
、外
部
業
者

へ
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
ス
を
決
め
、ふ
る
さ
と
納
税
の
委
託
業
者
や
カ
タ

ロ
グ
ギ
フ
ト
会
社
な
ど
複
数
の
業
者
か
ら
提
案
を
受
け
、実
績
や

コ
ス
ト
を
総
合
的
に
判
断
し
て
、業
者
を
選
定
、ア
ウ
ト
ソ
ー
ス
を

開
始
し
た
。

同
時
に
寄
付
金
管
理
シ
ス
テ
ム
も
改
修
を
行
い
、申
し
込
み
さ

れ
た
返
礼
品
を
自
動
的
に
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
ご
と
に
仕
分
け
、発
注

デ
ー
タ
を
生
成
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、全
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
へ
の
発
注
か
ら
支
払
い
ま
で

を
委
託
業
者
１
社
が
取
り
ま
と
め
て
対
応
す
る
こ
と
に
な
り
、当

部
の
事
務
の
大
幅
な
効
率
化
と
発
送
費
の
コ
ス
ト
削
減
が
実
現

で
き
た
。

3 

寄
付
金
募
集
の
大
義
に
つ
い
て

多
く
の
大
学
が
、本
学
の
青
学
ギ
フ
ト
の
業
務
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
来

校
す
る
が
、そ
こ
で
ま
ず
説
明
す
る
こ
と
は
、寄
付
者
の
個
人
情
報

の
取
り
扱
い
に
細
心
の
注
意
を
払
う
こ
と
と
、寄
付
金
募
集
の
大

義
に
つ
い
て
で
あ
る
。

ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
に
よ
る
個
人
情
報
漏
洩
の
ニュ
ー
ス
が
後
を

絶
た
な
い
の
は
ご
承
知
の
通
り
で
あ
る
が
、寄
付
者
の
個
人
情
報

流
出
は
、す
な
わ
ち
寄
付
金
事
業
の
終
了
を
意
味
す
る
。部
内
の

管
理
体
制
の
他
に
も
返
礼
品
取
り
扱
い
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
も
個

人
情
報
取
り
扱
い
の
契
約
を
締
結
し
、管
理
を
徹
底
し
て
い
る
。

ま
た
、寄
付
金
募
集
の
大
義
に
つ
い
て
は
、冒
頭
、万
代
基
金

の
使
途
の
一
つ
に「
給
付
型
奨
学
金
」を
挙
げ
た
が
、本
学
で
は
、

２
０
２
２
年
度
に
貸
与
型
奨
学
金
を
受
給
し
て
い
る
学
生
が
、

３
３
０
０
人
お
り
、そ
の
貸
与
総
額
が
26
億
円
に
な
る
と
い
う

シ
ョッ
キ
ン
グ
な
数
字
を
把
握
し
て
お
り
、我
々
と
し
て
は
、返
還

不
要
な
給
付
型
奨
学
金
の
原
資
と
な
る
万
代
基
金
を
多
く
集
め
、

経
済
的
な
理
由
で
学
業
を
あ
き
ら
め
る
学
生
を
一
人
も
出
さ
な
い

た
め
に
１
円
で
も
多
く
寄
付
を
集
め
た
い
と
い
う
想
い
を
部
署
の

全
員
が
共
有
し
て
い
る
。
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課
題
―
事
務
の
効
率
化

寄
付
件
数
を
増
や
す
試
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し
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定
の
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果
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を
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通
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で
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が
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の
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報

流
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は
、す
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の
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了
を
意
味
す
る
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の
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の
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に
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取
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扱
い
の
サ
プ
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ヤ
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と
も
個
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情
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り
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い
の
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約
を
締
結
し
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を
徹
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し
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る
。

ま
た
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集
の
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に
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い
て
は
、冒
頭
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金

の
使
途
の
一
つ
に「
給
付
型
奨
学
金
」を
挙
げ
た
が
、本
学
で
は
、

２
０
２
２
年
度
に
貸
与
型
奨
学
金
を
受
給
し
て
い
る
学
生
が
、

３
３
０
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人
お
り
、そ
の
貸
与
総
額
が
26
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に
な
る
と
い
う

シ
ョッ
キ
ン
グ
な
数
字
を
把
握
し
て
お
り
、我
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と
し
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は
、返
還

不
要
な
給
付
型
奨
学
金
の
原
資
と
な
る
万
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基
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を
多
く
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め
、

経
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的
な
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由
で
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業
を
あ
き
ら
め
る
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に
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で
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を
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全
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共
有
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る
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実
際
、毎
年
、奨
学
金
を
受
給
し
て
い
る
学
生
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
、そ
の
動
画
を
Ｗｅ
ｂ
に
あ
げ
る
だ
け
で
な
く
、さ
ま
ざ
ま
な
卒

業
生
の
集
ま
り
に
参
加
し
て
紹
介
し
て
い
る［
写
真
３
］。

寄
付
を
す
る
と
卒
業
生
の
お
店
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
も
ら
え
る
だ

け
で
な
く
、寄
付
金
は
学
生
の
給
付
型
奨
学
金
と
し
て
使
用
さ
れ

る
。そ
の
学
生
の
生
の
声
の
動
画
を
み
て
も
ら
い
、学
生
の
現
状
と

本
当
に
感
謝
し
て
い
る
様
子
を
少
し
で
も
多
く
の
卒
業
生
に
周
知

す
る
活
動
を
地
道
に
行
っ
て
い
る
。

本
誌
は
大
学
関
係
者
が
読
ん
で
い
る
と
思
う
が
、み
な
さ
ん
の

大
学
の
寄
付
金
担
当
者
は「
何
の
た
め
に
寄
付
を
集
め
て
い
る
の

か
」と
問
わ
れ
て
、全
員
が
即
座
に
同
じ
答
え
が
出
せ
ま
す
か
？

お
わ
り
に

ふ
る
さ
と
納
税
型
の
募
金
を
始
め
る
と
寄
付
金
が
増
え
る
、あ

る
い
は
、寄
付
金
収
入
を
増
や
す
た
め
に
ふ
る
さ
と
納
税
型
の
募

金
の
導
入
を
考
え
る
方
も
い
る
か
と
思
う
が
、「
件
数
」戦
略
に

お
い
て
は
、一
定
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
が
、「
金
額
」戦
略
に
お
い
て
は
、決
し
て
有
効
な
手
段
で
は
な

い
こ
と
を
申
し
述
べ
る
。本
学
に
お
い
て
、２
０
２
２
年
度
の
寄
付

金
収
入
の
う
ち
、青
学
ギ
フ
ト
の
し
め
る
割
合
は
、４
％
に
と
ど
ま

る
。コ
ス
ト
や
事
務
作
業
も
増
大
す
る
の
で
、「
件
数
」を
増
や
す

こ
と
と
事
務
作
業
、コ
ス
ト
の
費
用
対
効
果
を
よ
く
検
討
す
る
必

［写真３］奨学生動画・ＱＲコード
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要
が
あ
る
。ふ
る
さ
と
納
税
型
募
金
は
決
し
て
打
ち
出
の
小
槌
で

は
な
い
の
で
あ
る
。一
方
で
年
間
数
十
億
円
の
ふ
る
さ
と
納
税
を

集
め
る
小
さ
な
自
治
体
も
あ
る
の
で
、本
学
と
し
て
は
、引
き
続

き
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
周
知
方
法
や
魅
力
の
あ
る
返
礼
品
の
開

拓
な
ど
工
夫
を
し
、こ
の
取
り
組
み
を
継
続·

拡
大
さ
せ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

以
上
、青
学
ギ
フ
ト
は「
件
数
」戦
略
の
位
置
づ
け
で
あ
る
こ

と
は
ご
理
解
い
た
だ
け
た
と
思
う
が
、肝
心
の「
金
額
」戦
略
に
つ

い
て
は
、近
道
は
な
く
、理
事
長
を
は
じ
め
、本
学
役
員
と
当
部
の

メ
ン
バ
ー
が
篤
志
家
や
企
業
に
対
し
て
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
、学
校
の
良
き
理
解
者
、支
援
者
に
な
っ
て
も
ら
う

関
係
性
を
構
築
す
る
こ
と
を
日
々
行
っ
て
い
る
。

 一
例
と
し
て
、高
額
な
ご
寄
付
の
お
申
し
込
み
が
入
っ
た
際
に

は
、寄
付
者
に
直
接
お
会
い
し
て
お
礼
を
す
る
と
と
も
に
ご
寄
付
の

想
い
を
お
伺
い
し
、学
校
の
現
状
を
詳
し
く
ご
説
明
す
る
活
動
を

地
道
に
行
っ
て
い
る
。

結
論
と
し
て
、寄
付
の
依
頼
量
を
増
や
す
こ
と
と
寄
付
者
と
の

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
量
を
増
や
し
、寄
付
が
何
に
使
わ
れ
て
い
る
の

か
、そ
の
意
義
を
よ
く
ご
理
解
い
た
だ
く
活
動
が
本
学
の「
金
額
」

戦
略
の
基
本
に
な
っ
て
い
る
。
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要
が
あ
る
。ふ
る
さ
と
納
税
型
募
金
は
決
し
て
打
ち
出
の
小
槌
で

は
な
い
の
で
あ
る
。一
方
で
年
間
数
十
億
円
の
ふ
る
さ
と
納
税
を

集
め
る
小
さ
な
自
治
体
も
あ
る
の
で
、本
学
と
し
て
は
、引
き
続

き
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
周
知
方
法
や
魅
力
の
あ
る
返
礼
品
の
開

拓
な
ど
工
夫
を
し
、こ
の
取
り
組
み
を
継
続·

拡
大
さ
せ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

以
上
、青
学
ギ
フ
ト
は「
件
数
」戦
略
の
位
置
づ
け
で
あ
る
こ

と
は
ご
理
解
い
た
だ
け
た
と
思
う
が
、肝
心
の「
金
額
」戦
略
に
つ

い
て
は
、近
道
は
な
く
、理
事
長
を
は
じ
め
、本
学
役
員
と
当
部
の

メ
ン
バ
ー
が
篤
志
家
や
企
業
に
対
し
て
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
、学
校
の
良
き
理
解
者
、支
援
者
に
な
っ
て
も
ら
う

関
係
性
を
構
築
す
る
こ
と
を
日
々
行
っ
て
い
る
。

 一
例
と
し
て
、高
額
な
ご
寄
付
の
お
申
し
込
み
が
入
っ
た
際
に

は
、寄
付
者
に
直
接
お
会
い
し
て
お
礼
を
す
る
と
と
も
に
ご
寄
付
の

想
い
を
お
伺
い
し
、学
校
の
現
状
を
詳
し
く
ご
説
明
す
る
活
動
を

地
道
に
行
っ
て
い
る
。

結
論
と
し
て
、寄
付
の
依
頼
量
を
増
や
す
こ
と
と
寄
付
者
と
の

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
量
を
増
や
し
、寄
付
が
何
に
使
わ
れ
て
い
る
の

か
、そ
の
意
義
を
よ
く
ご
理
解
い
た
だ
く
活
動
が
本
学
の「
金
額
」

戦
略
の
基
本
に
な
っ
て
い
る
。
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は
じ
め
に

大
学
の
安
定
的
な
運
営
に
は
、健
全
な
財
政
基
盤
が
必
要
で
あ

る
。日
本
の
私
立
大
学
は
、授
業
料
や
受
験
手
数
料
を
主
な
収
入

源
と
す
る
こ
と
が
多
い
が
、18
歳
人
口
の
急
速
な
減
少
な
ど
の
厳
し

い
環
境
下
に
お
い
て
、大
学
運
営
や
施
設
整
備
等
の
た
め
の
十
分
な

資
金
を
得
る
に
は
、各
大
学
は
特
色
あ
る
教
育
・
研
究
を
行
い
、助

成
金
や
補
助
金
、寄
付
金
な
ど
の
資
金
を
確
保
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、卒
業
生
や
地
域
社
会
と
の
連
携

を
強
化
し
、大
学
の
取
り
組
み
を
深
く
理
解
い
た
だ
い
た
う
え
で
、

寄
付
金
を
募
る
こ
と
は
さ
ら
に
重
要
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。寄
付
金

に
よ
って
大
学
は
経
済
的
な
自
立
性
と
柔
軟
性
を
持
ち
、新
た
な
教

育
・
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
、優
秀
な
教
員
や
研
究
者
を
確

保
し
、ま
た
学
生
に
対
し
て
充
実
し
た
教
育
環
境
や
奨
学
金
制
度

等
の
学
習
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。

近
年
、京
都
市
と
同
市
内
の
大
学
が
連
携
し
、ふ
る
さ
と
納
税
制

度
を
活
用
し
て
大
学
の
活
動
を
支
援
す
る
給
付
金
の
制
度
が
充
実

し
て
き
た
。ふ
る
さ
と
納
税
は
、大
学
の
活
動
を
社
会
に
発
信
し
、支

援
を
受
け
る
効
果
的
な
制
度
で
あ
る
。本
稿
で
は
、ふ
る
さ
と
納
税

を
活
用
し
た
寄
付
金
制
度
と
そ
の
活
用
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
は
、地
方
自
治
体
に
寄
付
を
行
う
こ
と
で
、寄
付

金
額
に
応
じ
た
地
方
税
の
非
課
税
控
除
と
地
域
振
興
の
た
め
の

返
礼
品
を
受
け
取
る
制
度
で
あ
る
。地
域
振
興
や
地
方
自
治
体
の

財
政
支
援
を
目
的
と
す
る
こ
の
制
度
を
通
じ
て
、寄
付
者
は
、関

心
の
あ
る
自
治
体
に
寄
付
を
行
い
、自
治
体
が
掲
げ
る
メ
ニュ
ー
の

中
か
ら
寄
付
金
の
用
途
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。自
治
体
に

お
い
て
は
、学
校
法
人
と
の
連
携
の
も
と
で
、教
育
、地
域
振
興
や

産
業
・
文
化
の
発
展
を
期
待
し
て
、寄
付
の
使
途
に
大
学
・
学
生

の
支
援
を
掲
げ
て
い
る
。ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
利
用
し
て
地
域

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

大
学
・
学
生
活
動
支
援

黒
坂 

光

京
都
産
業
大
学
学
長

1
京
都
市
ふ
る
さ
と
納
税
を
利
用
し
た

大
学
へ
の
寄
付
の
制
度
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Special feature

住
民
や
企
業
が
大
学
に
寄
付
を
行
う
こ
と
で
、大
学
と
地
域
社
会

の
発
展
が
期
待
で
き
る
。

本
学
が
拠
点
を
置
く
京
都
市
で
は
、積
極
的
に
ふ
る
さ
と
納
税

に
よ
る
大
学
の
支
援
を
導
入
し
て
い
る
。京
都
市
は
、多
く
の
大

学
・
短
期
大
学
等
の
高
度
な
教
育
・
学
術
研
究
機
能
が
集
積
し

て
お
り
、学
生
が
人
口
の
約
10
％
を
占
め
る
学
術
都
市
で
あ
る
。大

学
等
の
高
等
教
育
機
関
を
重
要
な
都
市
基
盤
と
し
て
位
置
づ
け
、

京
都
市
と
大
学
と
の
連
携
を
強
化
し
て
、「
大
学
の
ま
ち
京
都
・

学
生
の
ま
ち
京
都
」と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。

京
都
は
日
本
の
文
化
と
歴
史
の
街
で
あ
り
、多
く
の
文
化
遺
産

や
伝
統
工
芸
、伝
統
・
地
場
産
業
を
有
し
て
い
る
。そ
の
一
方
で
先

端
的
な
技
術
・
産
業
も
併
せ
持
つ
稀
有
な
国
際
観
光
都
市
で
あ

り
、産
業
・
観
光
振
興
は
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
。京
都

の
大
学
は
、文
化
的
な
魅
力
、経
済
効
果
、観
光
、地
域
と
の
連
携

な
ど
、京
都
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

京
都
市
は
、大
学
の
活
性
化
と
京
都
の
魅
力
向
上
と
い
う
目
的

の
も
と
、市
内
の
大
学
と
連
携
し
て
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
を
促

進
し
、寄
付
金
を
活
用
し
た
大
学
と
地
域
の
連
携
事
業
を
充
実

さ
せ
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。京
都
の
ふ
る
さ
と
納
税
で
は
、

「
京
都
の
大
学
・
学
生
の
活
動
を
応
援
」と
題
す
る
寄
付
メ
ニュ
ー

が
設
け
ら
れ
、大
学
へ
の
寄
付
が
募
ら
れ
て
い
る
。寄
付
金
は
、自

治
体
や
各
大
学
の
地
域
連
携
に
よ
り
、学
生
に
よ
る
ま
ち
の
活
性

化
の
取
り
組
み
や
京
都
学
生
祭
典
な
ど
の
支
援
に
使
用
さ
れ
て
い

る
。ふ
る
さ
と
納
税
の
サ
イ
ト
か
ら
各
大
学
の
取
り
組
み
を
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
、寄
付
者
は
そ
の
情
報
を
も
と
に
、「
応
援
し
た

い
大
学
」を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

京
都
市
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
で
は
、寄
付
額
か
ら
返
礼

品
等
に
充
当
す
る
額
を
差
し
引
い
た
残
額
を
、京
都
市
で
実
施

す
る
学
生
の
地
域
連
携
事
業
や
留
学
生
の
交
流
促
進
事
業
等
、

及
び
各
大
学
で
実
施
す
る
地
域
貢
献
型
の
取
り
組
み
へ
の
補
助

金
と
し
て
活
用
す
る
。大
学
へ
の
補
助
金
は
京
都
市
が
寄
付
を

受
け
入
れ
た
翌
年
度
に
交
付
さ
れ
る
。こ
の
取
り
組
み
は
、令
和

３
年
度（
２
０
２
１
年
度
）に
３
大
学
か
ら
始
ま
り
、翌
令
和
４

年
度（
２
０
２
２
年
度
）は
24
大
学
・
短
期
大
学
、令
和
５
年
度

（
２
０
２
３
年
度
）は
、29
大
学
・
短
期
大
学
と
連
携
す
る
ま
で
発

展
し
て
き
た
。

2 

大
学
の
具
体
的
な
取
り
組
み
事
例

本
学
は
、京
都
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
付
金
を
活
用
し
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Special feature

住
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や
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大
学
に
寄
付
を
行
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こ
と
で
、大
学
と
地
域
社
会

の
発
展
が
期
待
で
き
る
。

本
学
が
拠
点
を
置
く
京
都
市
で
は
、積
極
的
に
ふ
る
さ
と
納
税

に
よ
る
大
学
の
支
援
を
導
入
し
て
い
る
。京
都
市
は
、多
く
の
大

学
・
短
期
大
学
等
の
高
度
な
教
育
・
学
術
研
究
機
能
が
集
積
し

て
お
り
、学
生
が
人
口
の
約
10
％
を
占
め
る
学
術
都
市
で
あ
る
。大

学
等
の
高
等
教
育
機
関
を
重
要
な
都
市
基
盤
と
し
て
位
置
づ
け
、

京
都
市
と
大
学
と
の
連
携
を
強
化
し
て
、「
大
学
の
ま
ち
京
都
・

学
生
の
ま
ち
京
都
」と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。

京
都
は
日
本
の
文
化
と
歴
史
の
街
で
あ
り
、多
く
の
文
化
遺
産

や
伝
統
工
芸
、伝
統
・
地
場
産
業
を
有
し
て
い
る
。そ
の
一
方
で
先

端
的
な
技
術
・
産
業
も
併
せ
持
つ
稀
有
な
国
際
観
光
都
市
で
あ

り
、産
業
・
観
光
振
興
は
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
。京
都

の
大
学
は
、文
化
的
な
魅
力
、経
済
効
果
、観
光
、地
域
と
の
連
携

な
ど
、京
都
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

京
都
市
は
、大
学
の
活
性
化
と
京
都
の
魅
力
向
上
と
い
う
目
的

の
も
と
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内
の
大
学
と
連
携
し
て
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
を
促

進
し
、寄
付
金
を
活
用
し
た
大
学
と
地
域
の
連
携
事
業
を
充
実

さ
せ
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。京
都
の
ふ
る
さ
と
納
税
で
は
、

「
京
都
の
大
学
・
学
生
の
活
動
を
応
援
」と
題
す
る
寄
付
メ
ニュ
ー

が
設
け
ら
れ
、大
学
へ
の
寄
付
が
募
ら
れ
て
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る
。寄
付
金
は
、自

治
体
や
各
大
学
の
地
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携
に
よ
り
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に
よ
る
ま
ち
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活
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の
取
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や
京
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典
な
ど
の
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に
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用
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て
い

る
。ふ
る
さ
と
納
税
の
サ
イ
ト
か
ら
各
大
学
の
取
り
組
み
を
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
、寄
付
者
は
そ
の
情
報
を
も
と
に
、「
応
援
し
た

い
大
学
」を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

京
都
市
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
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で
は
、寄
付
額
か
ら
返
礼

品
等
に
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る
額
を
差
し
引
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た
残
額
を
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都
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で
実
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す
る
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生
の
地
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連
携
事
業
や
留
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の
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流
促
進
事
業
等
、

及
び
各
大
学
で
実
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す
る
地
域
貢
献
型
の
取
り
組
み
へ
の
補
助

金
と
し
て
活
用
す
る
。大
学
へ
の
補
助
金
は
京
都
市
が
寄
付
を

受
け
入
れ
た
翌
年
度
に
交
付
さ
れ
る
。こ
の
取
り
組
み
は
、令
和

３
年
度（
２
０
２
１
年
度
）に
３
大
学
か
ら
始
ま
り
、翌
令
和
４

年
度（
２
０
２
２
年
度
）は
24
大
学
・
短
期
大
学
、令
和
５
年
度

（
２
０
２
３
年
度
）は
、29
大
学
・
短
期
大
学
と
連
携
す
る
ま
で
発

展
し
て
き
た
。

2 
大
学
の
具
体
的
な
取
り
組
み
事
例

本
学
は
、京
都
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
付
金
を
活
用
し
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多様化をみせる寄付金プロジェクト

て
、『
地
域
と
の
共
生
・
連
携
を
推
進
し
、新
し
い
も
の
を
産
み
出

す「
町
家 

学
び
テ
ラ
ス
・
西
陣
」』の
事
業
な
ど
の
様
々
な
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
る
。

本
学
は
、大
学
名
に
あ
る「
産
業
」を
、「
む
す
び
わ
ざ
」と
読
み

と
き
、「
新
し
い
業（
わ
ざ
）を
む
す
び
」、新
た
な
価
値
を「
産
み
出

す
」こ
と
を
大
学
の
目
的
と
し
て
い
る
。こ
の
精
神
に
基
づ
き
、地

域
と
の
共
生
・
連
携
を
推
進
し
、新
し
い
価
値
を
産
み
出
す
た
め

の
拠
点
の
一
つ
と

し
て
西
陣
に
あ
る

町
家
を
活
用
し
て

い
る
。「
町
家 

学
び

テ
ラ
ス
・
西
陣
」と

命
名
さ
れ
た
こ
の

町
家
は
、西
陣
と
の

地
域
連
携
、起
業

活
動
の
拠
点
と
な
っ

て
い
る
。毎
週
水
曜

日
に
は「
町
家
オ
ー

プ
ン
デ
イ
」
と
し

て
、町
家
を
地
域
、

一
般
に
開
放
し
、本
学
学
生
の
み
な
ら
ず
、他
大
学
生
や
社
会
人

が
集
い
、交
流
す
る
場
と
し
て
提
供
し
て
い
る
。ま
た
、「
町
家
オ
ー

プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
」と
呼
ば
れ
る
イ
ベ
ン
ト
も
定
期
的
に
開
催
し
て
お

り
、幅
広
い
世
代
が
と
も
に
学
び
、地
域
と
つ
な
が
り
、地
域
と
の

関
わ
り
を
通
し
て
学
ぶ
場
と
し
て
貢
献
し
て
い
る
。さ
ら
に
、今
年

度
か
ら
本
学
は
、本
格
的
な
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー（
起
業
家
）育
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
始
動
し
た
が
、町
家
は
起
業
を
志
す
学
生
が
起
業

家
や
地
域
と
連
携
し
情
報
交
換
す
る
た
め
の
場
と
し
て
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。

［写真１］町家 学びテラス・西陣

［写真２］町家でのゼミ活動の様子
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Special feature

そ
の
他
、寄
付
金
を
活
用
し
て
、西
陣
以
外
の
地
域
と
連
携
し

た
社
会
貢
献
活
動
の
推
進
も
期
待
で
き
る
。具
体
的
な
例
と
し

て
、現
代
社
会
学
部
ゼ
ミ
生
の
三
条
大
橋
補
修
・
修
繕
事
業
の
認

知
度
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
、文
化
学
部
生
の
京
都
・
祇
園
祭

山
鉾
行
事
に
お
け
る
函か
ん
谷こ

鉾ほ
こ
保
存
会
・
郭か
っ
巨き
ょ
山や
ま
保
存
会
の
活
動
へ

の
参
加
、経
営
学
部
の
ゼ
ミ
生
と
地
元
の
コ
ー
ヒ
ー
店
と
の
コ
ラ
ボ

に
よ
る
新
商
品
の
開
発
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、文
化
学
部
生
に
よ
る

留
学
生
を
対
象
と
し
た
英
語
に
よ
る
京
都
観
光
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。京
都
の
他
大
学
で
も
、寄
付
金
を
利
用
し
た

様
々
な
活
動
は
行
わ
れ
て
お
り
、詳
細
は
京
都
市
ふ
る
さ
と
納
税

の
Ｈ
Ｐ
で
確
認
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、大
学
と
京
都
の
地
域
と
の
連
携
は
密
接
で
あ

り
、ま
ち
そ
の
も
の
が
キ
ャ
ン
パ
ス
の
一
部
と
見
な
せ
る
ほ
ど
の
恵

ま
れ
た
環
境
に
あ
る
。そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
の
学
び
を
も
と
に
、学

生
は
様
々
な
地
域
に
出
て
、歴
史
と
文
化
の
調
査
・
保
存
、伝
統

行
事
や
芸
術
イ
ベ
ン
ト
、地
場
産
業
の
活
性
化
な
ど
の
活
動
に
取

り
組
ん
で
お
り
、そ
の
多
く
は
、京
都
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
支

援
を
受
け
て
い
る
。

3 

ま
と
め

こ
れ
か
ら
の
大
学
教
育
で
は
、地
域
の
課
題
を
見
い
だ
し
、解
決

す
る
能
力
を
持
ち
、社
会
や
地
域
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
人
材
を

育
成
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。大
学
は
、地
域
と
の
協
力
関
係

を
築
き
、学
生
の
成
長
を
促
し
、人
材
を
育
成
す
る
こ
と
に
よ
り
社

会
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
の
で
あ
る
。こ
の
取
り
組
み
の
推
進
に
、

自
治
体
と
大
学
が
連
携
し
た
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
す
る
こ
と
は

極
め
て
有
効
で
あ
る
。今
後
も
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
大
学
活
動

支
援
を
継
続
す
る
に
は
、支
援
を
受
け
た
活
動
を
活
性
化
す
る
こ

と
に
加
え
て
、大
学
が
寄
付
者
へ
の
成
果
報
告
、寄
付
金
の
使
途
報

告
な
ど
の
情
報
を
積
極
的
に
発
信
し
、透
明
性
と
信
頼
性
を
高
め

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。活
動
成
果
の
広
報
を
通
じ
て
、寄
付
者
は

自
分
が
応
援
し
た
い
大
学
や
学
生
の
活
動
を
選
択
し
直
接
的
に

支
援
し
、京
都
の
大
学
と
地
域
社
会
と
の
絆
を
強
化
す
る
こ
と
に

貢
献
で
き
る
。ふ
る
さ
と
納
税
を
通
じ
た
大
学
・
学
生
支
援
は
、

地
域
社
会
の
発
展
を
推
進
し
、未
来
へ
の
投
資
と
も
な
る
優
れ
た

制
度
で
あ
る
。
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Special feature

そ
の
他
、寄
付
金
を
活
用
し
て
、西
陣
以
外
の
地
域
と
連
携
し

た
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貢
献
活
動
の
推
進
も
期
待
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る
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体
的
な
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と
し

て
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社
会
学
部
ゼ
ミ
生
の
三
条
大
橋
補
修
・
修
繕
事
業
の
認

知
度
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
、文
化
学
部
生
の
京
都
・
祇
園
祭

山
鉾
行
事
に
お
け
る
函か
ん

谷こ

鉾ほ
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保
存
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・
郭か
っ

巨き
ょ

山や
ま

保
存
会
の
活
動
へ

の
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加
、経
営
学
部
の
ゼ
ミ
生
と
地
元
の
コ
ー
ヒ
ー
店
と
の
コ
ラ
ボ

に
よ
る
新
商
品
の
開
発
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、文
化
学
部
生
に
よ
る

留
学
生
を
対
象
と
し
た
英
語
に
よ
る
京
都
観
光
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。京
都
の
他
大
学
で
も
、寄
付
金
を
利
用
し
た

様
々
な
活
動
は
行
わ
れ
て
お
り
、詳
細
は
京
都
市
ふ
る
さ
と
納
税

の
Ｈ
Ｐ
で
確
認
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、大
学
と
京
都
の
地
域
と
の
連
携
は
密
接
で
あ

り
、ま
ち
そ
の
も
の
が
キ
ャ
ン
パ
ス
の
一
部
と
見
な
せ
る
ほ
ど
の
恵

ま
れ
た
環
境
に
あ
る
。そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
の
学
び
を
も
と
に
、学

生
は
様
々
な
地
域
に
出
て
、歴
史
と
文
化
の
調
査
・
保
存
、伝
統

行
事
や
芸
術
イ
ベ
ン
ト
、地
場
産
業
の
活
性
化
な
ど
の
活
動
に
取

り
組
ん
で
お
り
、そ
の
多
く
は
、京
都
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
支

援
を
受
け
て
い
る
。

3 

ま
と
め

こ
れ
か
ら
の
大
学
教
育
で
は
、地
域
の
課
題
を
見
い
だ
し
、解
決

す
る
能
力
を
持
ち
、社
会
や
地
域
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
人
材
を

育
成
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。大
学
は
、地
域
と
の
協
力
関
係

を
築
き
、学
生
の
成
長
を
促
し
、人
材
を
育
成
す
る
こ
と
に
よ
り
社

会
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
の
で
あ
る
。こ
の
取
り
組
み
の
推
進
に
、

自
治
体
と
大
学
が
連
携
し
た
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
す
る
こ
と
は

極
め
て
有
効
で
あ
る
。今
後
も
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
大
学
活
動

支
援
を
継
続
す
る
に
は
、支
援
を
受
け
た
活
動
を
活
性
化
す
る
こ

と
に
加
え
て
、大
学
が
寄
付
者
へ
の
成
果
報
告
、寄
付
金
の
使
途
報

告
な
ど
の
情
報
を
積
極
的
に
発
信
し
、透
明
性
と
信
頼
性
を
高
め

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。活
動
成
果
の
広
報
を
通
じ
て
、寄
付
者
は

自
分
が
応
援
し
た
い
大
学
や
学
生
の
活
動
を
選
択
し
直
接
的
に

支
援
し
、京
都
の
大
学
と
地
域
社
会
と
の
絆
を
強
化
す
る
こ
と
に

貢
献
で
き
る
。ふ
る
さ
と
納
税
を
通
じ
た
大
学
・
学
生
支
援
は
、

地
域
社
会
の
発
展
を
推
進
し
、未
来
へ
の
投
資
と
も
な
る
優
れ
た

制
度
で
あ
る
。
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1 

大
学
と
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
は「
群
衆（crow

d

）」と「
資

金
調
達（funding

）」と
を
掛
け
合
わ
せ
た
造
語
で
、日
本
で
は

当
社
が
日
本
初
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

２
０
１
１
年
３
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
者
が
ア
イ
デ

ア
や
活
動
内
容
を
発
信
す
る
こ
と
で
、そ
の
想
い
に
共
感
し
た
人

な
ど
か
ら
寄
付
を
募
る
こ
の
仕
組
み
は
、12
年
間
で
多
く
の
想
い

の
乗
っ
た
お
金
を
流
し
て
い
る
。Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｙ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
株
式
会
社
は

「
想
い
の
乗
っ
た
お
金
の
流
れ
を
増
や
す
」を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
掲
げ

た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
が
、こ
れ
ま
で
に
３
２
０
億
円
を
超

え
る
支
援
が
な
さ
れ
て
お
り
、支
援
者
数
は
１
３
０
万
人
を
超
え
た

（
２
０
２
３
年
６
月
時
点
）。

通
常
の
寄
付
集
め
と
の
違
い
は
、「
公
開
の
期
間
を
決
め
る
こ

と
」「
目
標
金
額
と
使
途
を
設
定
す
る
こ
と
」の
二
つ
。た
と
え
ば
、

「
２
カ
月
間
で
１
５
０
０
万
円
を
目
標
に
研
究
に
必
要
な
機
械

を
購
入
す
る
た
め
の
資
金
を
集
め
る
」と
い
っ
た
具
合
に
、期
間
と

金
額
・
使
途
を
明
確
に
定
め
て
、あ
る
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
性
の
あ
る

形
で
寄
付
を
募
る
こ
と
が
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
大
き
な
特

徴
だ
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
際
に
、実
行
者
は「
通
常
型
」か「
寄

付
金
控
除
型
」を
選
択
す
る
。通
常
型
は
全
実
行
者
が
利
用
可
能

で
、支
援
者
は
、金
銭
以
外
の
物
や
サ
ー
ビ
ス
、体
験
や
権
利
な
ど
の

「
リ
タ
ー
ン
」を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。リ
タ
ー
ン
と
し
て
は
、

お
礼
の
お
手
紙
の
み
を
設
定
す
る
な
ど
も
可
能
で
あ
る
。

 

一
方
で
、寄
付
金
控
除
型
は
、対
価
性
の
な
い
リ
タ
ー
ン
の
み
が

設
定
で
き
、支
援
者
は
、寄
付
に
よ
る
税
制
優
遇
が
受
け
ら
れ
る
。

た
だ
し
、寄
付
金
控
除
型
を
利
用
す
る
団
体
は
、税
制
上
の
寄
付

金
控
除
の
適
用
対
象
で
あ
る
団
体
の
み
利
用
可
能
で
あ
り
、主
に

国
・
自
治
体
・
大
学
・
学
校
法
人
・
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
公
益
社
団

法
人
・
公
益
財
団
法
人
・
社
会
福
祉
法
人
な
ど
の
法
人
格
を
も

大
学
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の

可
能
性

金
久
保 

智
哉

Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｙ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
株
式
会
社

大
学
・
医
療
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
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つ
団
体
は
利
用
可
能
と
な
る
こ
と
が
多
い
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
主
宰
す
る
主
体
が
研
究
室
、ゼ
ミ
、体
育
会
な

ど
で
あ
っ
て
も
、こ
の
寄
付
金
控
除
型
に
て
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
実
施
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
が
、学
校
会
計
に
即
し
た
資
金
管

理
な
ど
、税
制
上
の
手
続
き
を
踏
む
必
要
が
あ
る
た
め
、大
学
本

部
と
連
携
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

こ
の
新
た
な
寄
付
の
流
れ
は
、大
学
分
野
に
も
広
が
り
を
み
せ

て
い
る
。大
学
分
野
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
強
み
を
持
つ

Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｙ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
で
は
、２
０
１
６
年
に
日
本
で
初
め
て
の
大
学

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
公
開
さ
れ
て
以
降
、取
り
組
み
は
年
々
拡
大
し

て
い
る
。ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
た
こ
と
が
あ
る
大

学
数
は
１
０
０
校
を
超
え
、４
４
０
件
以
上
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
約

22
億
円
も
の
寄
付
が
流
れ
て
い
る（
２
０
２
３
年
６
月
時
点
）。

公
開
さ
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
テ
ー
マ
や
資
金
使
途
も
多
様

化
が
進
む
。例
え
ば
、慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
生
理
学
教
室
の

岡
野
教
授
は
、Ａ
Ｌ
Ｓ
克
服
に
向
け
た
研
究
の
加
速
を
目
的
に
、

４
３
０
０
万
円
を
超
え
る
寄
付
を
獲
得
し
た
。

国
際
基
督
教
大
学
で
は
大
学
を
あ
げ
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
避
難

し
た
学
生
の
学
位
取
得
を
支
援
す
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立

ち
上
げ
、１
０
０
０
万
円
以
上
の
寄
付
を
獲
得
し
た
。

「
大
学
全
体
」や「
研
究
者
個
人
」、場
合
に
よ
っ
て
は
大
学
附
属

施
設
や
部
活
動
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
実
行
者（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）が
挑

戦
を
成
功
さ
せ
て
お
り
、大
学
に
よ
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
支
援
金
額
は
年
々
増
加
し
て
い
る［
図
１
］。

［図１］大学によるクラウドファンディングプロジェクトへの支援金額
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つ
団
体
は
利
用
可
能
と
な
る
こ
と
が
多
い
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
主
宰
す
る
主
体
が
研
究
室
、ゼ
ミ
、体
育
会
な

ど
で
あ
っ
て
も
、こ
の
寄
付
金
控
除
型
に
て
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
実
施
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
が
、学
校
会
計
に
即
し
た
資
金
管

理
な
ど
、税
制
上
の
手
続
き
を
踏
む
必
要
が
あ
る
た
め
、大
学
本

部
と
連
携
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

こ
の
新
た
な
寄
付
の
流
れ
は
、大
学
分
野
に
も
広
が
り
を
み
せ

て
い
る
。大
学
分
野
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
強
み
を
持
つ

Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｙ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
で
は
、２
０
１
６
年
に
日
本
で
初
め
て
の
大
学

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
公
開
さ
れ
て
以
降
、取
り
組
み
は
年
々
拡
大
し

て
い
る
。ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
た
こ
と
が
あ
る
大

学
数
は
１
０
０
校
を
超
え
、４
４
０
件
以
上
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
約

22
億
円
も
の
寄
付
が
流
れ
て
い
る（
２
０
２
３
年
６
月
時
点
）。

公
開
さ
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
テ
ー
マ
や
資
金
使
途
も
多
様

化
が
進
む
。例
え
ば
、慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
生
理
学
教
室
の

岡
野
教
授
は
、Ａ
Ｌ
Ｓ
克
服
に
向
け
た
研
究
の
加
速
を
目
的
に
、

４
３
０
０
万
円
を
超
え
る
寄
付
を
獲
得
し
た
。

国
際
基
督
教
大
学
で
は
大
学
を
あ
げ
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
避
難

し
た
学
生
の
学
位
取
得
を
支
援
す
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立

ち
上
げ
、１
０
０
０
万
円
以
上
の
寄
付
を
獲
得
し
た
。

「
大
学
全
体
」や「
研
究
者
個
人
」、場
合
に
よ
っ
て
は
大
学
附
属

施
設
や
部
活
動
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
実
行
者（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）が
挑

戦
を
成
功
さ
せ
て
お
り
、大
学
に
よ
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
支
援
金
額
は
年
々
増
加
し
て
い
る［
図
１
］。

［図１］大学によるクラウドファンディングプロジェクトへの支援金額
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2 

大
学
本
部
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト

２
０
２
３
年
６
月
時
点
で
、国
公
立
・
私
立
を
問
わ
ず
多
く
の

大
学
が
、ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
積
極
的
に
利
用
し
て
い
く

姿
勢
を
持
ち
始
め
て
い
る
。Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｙ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
と
業
務
協
定
を

結
ん
だ
大
学
は
、２
０
２
３
年
６
月
時
点
で
約
70
校
に
上
る
。

昨
今
、大
学
が
寄
付
を
推
進
す
る
目
的
は「
財
務
基
盤
の
さ

ら
な
る
安
定
・
維
持
の
た
め
」と
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
獲
得
し
た
寄
付
は
資
金
使
途
が
定
め
ら
れ
て
い

る
。そ
ん
な
中
で
も
、多
く
の
大
学
本
部
が
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
推
進
す
る
理
由
は
主
に
二
つ
あ
る
。

 

一
つ
は
自
大
学
の
魅
力
的
な
研
究
や
活
動
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
で

あ
る
。と
あ
る
大
学
の
寄
付
調
達
部
門
担
当
者
に
行
っ
た
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
は
、次
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。「
大
学
や

大
学
教
員
の
研
究
活
動
を
認
識
し
て
い
る
地
域
住
民
は
意
外
と

多
く
な
い
。そ
の
よ
う
な
状
況
で
、ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

行
い
、認
知
を
広
げ
な
が
ら
、温
か
い
ご
寄
付
を
い
た
だ
け
る
こ
と

は
、非
常
に
有
意
義
で
あ
る
」。近
年
、多
く
の
大
学
が
会
報
誌
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
自
大
学
の
魅
力
的
な
研
究
・
活
動
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
る
が
、ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
も
ま
た
、重
要
な

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の
手
段
に
な
っ
て
い
る
。

も
う
一
つ
は
、寄
付
の
間
口
を
広
げ
ら
れ
る
可
能
性
を
持
つ
こ
と

で
あ
る
。ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
は

個
人
・
法
人
含
め
、数
百
～
数
千
人
の
支
援
者
を
獲
得
で
き
る
可

能
性
を
秘
め
て
お
り
、支
援
者
の
属
性
は
卒
業
生
に
留
ま
ら
な
い
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
入
口
に
、卒
業
生
以
外
か
ら
寄
付
を

獲
得
す
る
き
っ
か
け
を
作
る
こ
と
に
繋
が
る
。

も
っ
と
も
、ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
取
得
し
た
個
人
情
報

を
も
と
に
、ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
以
外
の
寄
付
に
繋
げ
る
た
め

の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
は
寄
付
者
の
同
意
が
必
要
に

な
る
が
、ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
か
ら
始
ま
り
、そ
の
後
も
支
援

者
と
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、大
学
本

部
に
対
す
る
寄
付
に
繋
げ
て
い
け
る
可
能
性
も
秘
め
て
い
る
と
こ

ろ
も
メ
リ
ッ
ト
と
言
え
よ
う
。

3 

大
学
教
員
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト

大
学
本
部
だ
け
で
は
な
く
、多
く
の
研
究
者
が
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ

て
い
る
か
ら
こ
そ
、こ
の
数
年
の
間
に
４
０
０
件
を
超
え
る
大
学
に

よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
公
開
さ
れ
て
き
た
。
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大
学
教
員
が
感
じ
る
メ
リ
ッ
ト
も
、二
つ
に
大
別
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

 

一
つ
は
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
す
る
こ
と
で
資
金
調

達
の
手
段
を
多
様
化
で
き
る
点
で
あ
る
。例
え
ば
奨
学
寄
付
金
の

減
少
、科
研
費
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
競
争
的
資
金
の
獲
得
が
難

し
い
、も
し
く
は
獲
得
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
状
況
の
中

で
、自
身
の
研
究
を
す
る
に
あ
た
っ
て
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と

い
う
資
金
調
達
の
選
択
肢
を
一
つ
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
。

科
研
費
の
採
択
率
が
20
％
ほ
ど
と
言
わ
れ
て
い
る
昨
今
に
お
い

て
、こ
う
し
た
新
た
な
資
金
調
達
の
手
段
を
持
つ
こ
と
が
、自
身
の

研
究
や
活
動
の
幅
を
広
げ
る
際
の
有
意
義
な
手
段
と
な
り
得
る
だ

ろ
う
。研
究
者
が
推
進
す
る
研
究
・
活
動
の
中
に
は
、競
争
的
資

金
で
は
適
し
た
枠
が
存
在
し
な
い
研
究
フ
ェ
ー
ズ
や
テ
ー
マ
も
あ
る

が
、中
に
は
社
会
に
と
っ
て
非
常
に
有
益
な
も
の
も
存
在
す
る
。ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
挑
戦
テ
ー
マ
は
、比
較
的
フ
レ
キ
シ
ブ
ル

に
設
定
で
き
る
た
め
、競
争
的
資
金
の
補
完
財
源
に
な
り
得
る
。

も
う
一
つ
は
研
究
者
の
研
究
・
活
動
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に

寄
与
す
る
点
に
あ
る
。Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｙ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で

は
、支
援
者
か
ら
必
ず
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
実
行
者
へ
対
す
る
応
援
の

コ
メ
ン
ト
を
取
得
し
、そ
の
コ
メ
ン
ト
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ペ
ー
ジ
に
掲

載
さ
れ
る
。１
０
０
名
か
ら
の
寄
付
で
達
成
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

１
０
０
名
分
の
、１
０
０
０
名
か
ら
の
寄
付
で
達
成
し
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
１
０
０
０
名
分
の
応
援
コ
メ
ン
ト
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ペ
ー
ジ

に
溢
れ
る
。

「
◯
◯
先
生
の
研
究
を
応
援
し
て
い
ま
す
」や「
◯
◯
先
生
が
行

お
う
と
さ
れ
て
い
る
研
究
は
、私
た
ち
の
希
望
で
す
。ぜ
ひ
成
功
さ

せ
て
く
だ
さ
い
」な
ど
、研
究
者
へ
の
応
援
や
、テ
ー
マ
へ
の
共
感
の

コ
メ
ン
ト
が
多
く
、研
究
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
鼓
舞
す
る
も
の

も
多
い
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
た
大
学
教
員
の
多
く
か

ら
、「
支
援
者
か
ら
の
応
援
コ
メ
ン
ト
が
何
よ
り
も
う
れ
し
か
っ
た
」

と
い
う
感
想
を
も
ら
う
こ
と
が
あ
り
、中
に
は
、「
た
く
さ
ん
の
支

援
者
か
ら
の
、想
い
が
こ
も
っ
た
応
援
コ
メ
ン
ト
と
と
も
に
い
た
だ

く
寄
付
を
背
負
っ
て
、自
分
の
研
究
や
活
動
に
没
頭
で
き
る
こ
と

は
、研
究
者
冥
利
に
尽
き
る
」と
話
す
大
学
教
員
も
存
在
す
る
。

 

一
般
市
民
の
想
い
の
こ
も
っ
た
お
金
の
流
れ
が
、研
究
者
の
背
中

を
大
き
く
後
押
し
し
て
い
る
こ
と
が
垣
間
見
え
る
。

59



Diversit  y of Donation

Special feature
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。

 

一
つ
は
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
す
る
こ
と
で
資
金
調

達
の
手
段
を
多
様
化
で
き
る
点
で
あ
る
。例
え
ば
奨
学
寄
付
金
の

減
少
、科
研
費
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
競
争
的
資
金
の
獲
得
が
難

し
い
、も
し
く
は
獲
得
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
状
況
の
中

で
、自
身
の
研
究
を
す
る
に
あ
た
っ
て
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と

い
う
資
金
調
達
の
選
択
肢
を
一
つ
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
。

科
研
費
の
採
択
率
が
20
％
ほ
ど
と
言
わ
れ
て
い
る
昨
今
に
お
い

て
、こ
う
し
た
新
た
な
資
金
調
達
の
手
段
を
持
つ
こ
と
が
、自
身
の

研
究
や
活
動
の
幅
を
広
げ
る
際
の
有
意
義
な
手
段
と
な
り
得
る
だ

ろ
う
。研
究
者
が
推
進
す
る
研
究
・
活
動
の
中
に
は
、競
争
的
資

金
で
は
適
し
た
枠
が
存
在
し
な
い
研
究
フ
ェ
ー
ズ
や
テ
ー
マ
も
あ
る

が
、中
に
は
社
会
に
と
っ
て
非
常
に
有
益
な
も
の
も
存
在
す
る
。ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
挑
戦
テ
ー
マ
は
、比
較
的
フ
レ
キ
シ
ブ
ル

に
設
定
で
き
る
た
め
、競
争
的
資
金
の
補
完
財
源
に
な
り
得
る
。

も
う
一
つ
は
研
究
者
の
研
究
・
活
動
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に

寄
与
す
る
点
に
あ
る
。Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｙ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で

は
、支
援
者
か
ら
必
ず
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
実
行
者
へ
対
す
る
応
援
の

コ
メ
ン
ト
を
取
得
し
、そ
の
コ
メ
ン
ト
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ペ
ー
ジ
に
掲

載
さ
れ
る
。１
０
０
名
か
ら
の
寄
付
で
達
成
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

１
０
０
名
分
の
、１
０
０
０
名
か
ら
の
寄
付
で
達
成
し
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
１
０
０
０
名
分
の
応
援
コ
メ
ン
ト
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ペ
ー
ジ

に
溢
れ
る
。

「
◯
◯
先
生
の
研
究
を
応
援
し
て
い
ま
す
」や「
◯
◯
先
生
が
行

お
う
と
さ
れ
て
い
る
研
究
は
、私
た
ち
の
希
望
で
す
。ぜ
ひ
成
功
さ

せ
て
く
だ
さ
い
」な
ど
、研
究
者
へ
の
応
援
や
、テ
ー
マ
へ
の
共
感
の

コ
メ
ン
ト
が
多
く
、研
究
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
鼓
舞
す
る
も
の

も
多
い
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
た
大
学
教
員
の
多
く
か

ら
、「
支
援
者
か
ら
の
応
援
コ
メ
ン
ト
が
何
よ
り
も
う
れ
し
か
っ
た
」

と
い
う
感
想
を
も
ら
う
こ
と
が
あ
り
、中
に
は
、「
た
く
さ
ん
の
支

援
者
か
ら
の
、想
い
が
こ
も
っ
た
応
援
コ
メ
ン
ト
と
と
も
に
い
た
だ

く
寄
付
を
背
負
っ
て
、自
分
の
研
究
や
活
動
に
没
頭
で
き
る
こ
と

は
、研
究
者
冥
利
に
尽
き
る
」と
話
す
大
学
教
員
も
存
在
す
る
。

 

一
般
市
民
の
想
い
の
こ
も
っ
た
お
金
の
流
れ
が
、研
究
者
の
背
中

を
大
き
く
後
押
し
し
て
い
る
こ
と
が
垣
間
見
え
る
。

59



多様化をみせる寄付金プロジェクト

4 

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
実
務

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
達
成
さ
せ
る
た
め
に
は
、事
前
準

備
や
広
報
活
動
な
ど
、実
行
者
と
一
緒
に
進
め
て
い
く
べ
き
ア
ク

シ
ョ
ン
が
多
く
あ
り
、と
き
に
大
変
さ
も
伴
う
手
段
で
あ
る
。寄
付

性
の
高
い
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
、フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
の
一

つ
と
さ
れ
て
い
る
が
、寄
付
戦
略
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、同
心
円

の
輪
の
広
が
り
で
あ
る［
図
２
］。

 一
般
的
に
、ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
い
う
言
葉
か
ら
、Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
通
じ
て
勝
手
に
寄
付
が
広
が
っ
て
い
く
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ

方
も
多
い
。確
か
に
、芸
能
人
や
著
名
人
で
は
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
が

目
立
つ
が
、そ
れ
は
、あ
く
ま
で
一
部
に
す
ぎ
な
い
。

多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
同
心
円
の
中
心
か
ら
徐
々
に
外
に
情

報
を
広
げ
て
い
く
戦
略
を
と
る
。同
心
円
の
中
心
に
位
置
す
る
の

が
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
う
実
行
者
。ま
ず
は
比
較
的

距
離
が
近
く
、実
行
者
か
ら
直
接
連
絡
で
き
る
Ａ
層
か
ら
の
寄
付

を
募
る
。寄
付
を
し
た
Ａ
層
が「
こ
ん
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
て
、共
感
し
た
の
で
寄
付
を
し
た
」な
ど
と
周
囲
に
発
信
し
て

い
く
こ
と
で
、Ｂ
層
や
Ｃ
層
へ
と
徐
々
に
寄
付
の
輪
が
広
が
っ
て
い

く
。こ
う
し
た
定
石
を
踏
ま
え
て
、し
っ
か
り
と
広
報
戦
略
を
考

［図２］一般的な支援獲得の流れ
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Special feature

え
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、「
簡
単
な
手
段
」で
は

な
い
と
言
え
よ
う
。

Ａ
層
に
対
す
る
メ
ー
ル
で
の
直
接
の
寄
付
依
頼
な
ど
の
地
道
な

取
り
組
み
か
ら
始
ま
り
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
メ
デ
ィ
ア
も
活
用
し
な
が
ら
広

報
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、見
方
に
よ
っ
て

は
、こ
れ
ま
で
は
大
学
本
部
が
主
体
と
な
っ
て
行
っ
て
き
た
フ
ァ
ン
ド

レ
イ
ジ
ン
グ
を
、本
部
だ
け
で
は
な
く
、大
学
教
員
が
実
施
す
る
手

段
と
も
捉
え
ら
れ
る
。

あ
く
ま
で
も
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
寄
付
集
め
の
一
つ
の
手

法
で
あ
る
た
め
、「
簡
単
な
資
金
調
達
手
段
」で
は
な
い
が
、先
述
の

定
石
を
踏
ま
え
た
戦
略
を
描
け
れ
ば
再
現
性
は
高
く
、Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｙ

Ｆ
Ｏ
Ｒ
に
お
け
る
大
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
達
成
率
も
非
常
に
高
い
た

め
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
者
の
取
り
組
み
方
や
広
報
戦
略
次
第
で
は
、

非
常
に
有
意
義
な
手
段
と
な
り
得
る
だ
ろ
う
。

5 

今
後
の
展
望

「
寄
付
白
書
２
０
２
１
」に
よ
る
と
、２
０
１
８
年
度
に
大
学

法
人
が
受
け
入
れ
た
寄
付
は
１
２
３
７
億
円
で
、こ
れ
ら
の
寄
付

金
が
、大
学
の
収
入
に
占
め
る
割
合
は
国
公
立
・
私
立
と
も
に
２

～
３
％
ほ
ど
。C

ouncil for A
id to Education

（2018

）

V
oluntary Support of Education

に
よ
れ
ば
、２
０
１
７
年

の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
寄
付
総
額
は
１
５
３
６
億
円（
レ
ー
ト
：
１

ド
ル
１
２
０
円
換
算
、実
額
で
12
・
８
億
ド
ル
）で
、日
本
に
お
け
る

大
学
法
人
の
年
間
寄
付
総
額
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
１
校
の
年
間
寄

付
額
に
も
満
た
な
い
。

そ
の
よ
う
な
中
、先
述
の
通
り
日
本
に
お
い
て
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
推
進
し
て
い
る
大
学
は
１
０
０
校
を
超
え
る
。大
学
に

お
け
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
活
用
が
始
ま
っ
て
約
５
年
と
い

う
短
い
期
間
の
中
、こ
こ
ま
で
多
く
の
大
学
が
取
り
組
み
を
始
め
て

い
る
。今
後
さ
ら
に
、ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
す
る
大
学

数
が
増
え
る
よ
う
、Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｙ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
と
し
て
も
取
り
組
み
を
広

げ
て
い
き
た
い
。

日
本
に
お
け
る
寄
付
文
化
の
醸
成
や
、大
学
寄
付
領
域
の
実
力

と
視
野
を
広
げ
て
み
て
も
、ま
だ
ま
だ
多
分
な
伸
び
代
が
あ
る
業

界
で
は
あ
る
が
、大
学
に
お
け
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
、そ

の
起
爆
剤
・
一
助
に
な
れ
ば
、こ
の
上
な
い
幸
せ
で
あ
る
。
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簡
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は
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を
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る
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に
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が
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中
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で
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の
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が
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を
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る
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あ
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あ
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デ
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の
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あ
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。
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「
フ
ォ
ル
ム
が
た
え
ず
自
由
を
喚
起
す
る
」は
三
島

由
紀
夫
の
言
葉
で
あ
る
。フ
ォ
ル
ム
が
創
造
主
体
を
刺

激
す
る
と
い
う
。で
あ
る
な
ら
ば
私
立
キ
リ
ス
ト
教
大

学
の
フ
ォ
ル
ム
は
、主
体
で
あ
る
教
育
共
同
体
の
存
在

や
活
動
の
創
造
源
で
も
あ
る
。フ
ォ
ル
ム
の
三
要
素
の

私
立
・
キ
リ
ス
ト
教
・
大
学
を
概
観
す
る
こ
と
に
よっ

て
私
立
キ
リ
ス
ト
教
大
学
を
掘
り
下
げ
て
み
る
。

「
私
立
」は
自
由
と
責
任
を
伴
う
。１
６
２
０

年
プ
リ
マ
ス
に
着
い
た
メ
イ
フ
ラ
ワ
ー
号
の
乗
員

１
０
２
名
の
約
３
割
の
30
名
が
未
成
年
者
だ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
移
住
を
決
意
し
た
分
離
派
が
オ
ラ
ン
ダ

で
経
験
し
た
課
題
は
、自
分
た
ち
の
信
仰
や
文
化

を
子
弟
に
ど
の
よ
う
に
継
承
す
る
か
で
あ
っ
た
。プ

リ
マ
ス
到
着
16
年
目
に
早
く
も
牧
師
養
成
や
子
弟

の
学
校
教
育
が
始
ま
っ
た
。や
が
て
、資
金
や
蔵
書

を
寄
付
し
た
人
物
の
名
を
冠
し
た
ア
メ
リ
カ
最
古

の
大
学
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
へ
と
成
長
し
て
ゆ
く
。ピ

ル
グ
リ
ム
・
フ
ァ
ー
ザ
ー
ズ
た
ち
の
子
弟
教
育
の
使

命
観
は
宗
教
改
革
の
も
の
で
も
あ
っ
た
。以
前
は
修

道
院
や
聖
堂
に
お
い
て
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
児
童
や

婦
女
子
の
教
育
が
な
さ
れ
て
い
た
。「
神
は
両
親
を

通
し
て
、両
親
と
共
に
教
育
を
行
お
う
と
し
て
、家

政
・
親
権
と
い
う
秩
序
を
設
定
さ
せ
た
」と
宗
教

改
革
者
ル
タ
ー
は
考
え
た
。親
の
教
育
優
先
権
を

神
学
的
に
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。し
か
し
、親

を
そ
の
ま
ま
教
育
者
と
す
る
の
で
は
な
く
、有
効
で

正
し
い
教
育
の
た
め
に
は
公
に
よ
る
学
校
が
神
の
要

求
に
応
え
る
べ
き
と
考
え
た
。ま
た
、そ
れ
は
公
の

職
務
上
の
義
務
で
あ
る
と
も
考
え
た
。神
へ
の
奉
仕

と
人
々
へ
の
奉
仕
を
目
的
と
す
る
学
校
教
育
は
、必

然
的
に
キ
リ
ス
ト
教
学
校
設
立
へ
と
結
び
つ
い
た
。

「
キ
リ
ス
ト
教
」は
基
盤
で
あ
る
。寄
付
行
為
に

記
さ
れ
て
い
る
建
学
の
精
神
に
は
、学
校
設
立
の
理

念
や
教
育
の
目
的
が
示
さ
れ
て
い
る
。私
立
学
校
存

在
の
基
盤
は
、創
立
者
の
人
物
に
で
は
な
く
創
立
者

が
有
し
て
い
た
理
念
す
な
わ
ち
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に

あ
っ
た
。課
題
は
、教
派
の
伝
統
を
尊
重
し
つ
つ
今
日

に
お
い
て
そ
れ
を
い
か
に
正
し
く
継
承
し
実
践
す
る

か
で
あ
る
。第
１
は
、私
的
で
は
な
い
、公
の
校
事
と

し
て
の
学
校
礼
拝
の
存
在
で
あ
る
。説
教
と
礼
典
を

私立キリスト教大学を思う
佐々木   哲夫

学校法人宮城学院理事長・学院長・宗教総主事
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ずいそう Occasional thoughts

行
う
学
校
教
会
の
設
立
は
必
然
で
あ
る
が
、礼
典
の

な
い
学
校
礼
拝
で
の
説
教
は
、学
校
が
立
ち
も
倒
れ

も
す
る
礼
拝
の
要
で
あ
る
。第
２
は
、聖
書
に
関
す
る

必
修
科
目
の
存
在
で
あ
る
。講
義
は
、教
室
で
語
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
が
故
に
、キ
リ
ス
ト
教
文
化
の
紹
介
に

と
ど
ま
ら
ず
福
音
や
説
教
を
裏
付
け
る
学
問
的
確

証
に
ふ
れ
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。第
３
は
、組
織
を

実
際
に
運
営
す
る
人
材
で
あ
る
。教
派
の
伝
統
に
配

慮
し
つ
つ
も
理
事
会
や
宗
教
主
事
な
ど
の
要
職
に
適

齢
適
材
を
配
置
す
る
よ
う
心
砕
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

学
校
と
諸
教
会
と
の
連
携
は
重
要
に
な
る
。

「
大
学
」は
人
間
を
創
る
。西
洋
は
、十
字
軍
に

よ
っ
て
当
時
の
先
進
文
化
ア
ラ
ブ
と
遭
遇
し
た
。

ア
ラ
ビ
ヤ
語
書
籍
な
ど
に
よ
り
医
学
、数
学
、天

文
学
、建
築
な
ど
多
く
の
知
識
を
吸
収
し
、農
業

や
産
業
の
進
展
に
つ
な
げ
た
。や
が
て
、古
代
ギ
リ

シ
ア
哲
学
や
ロ
ー
マ
法
の
復
興
期
を
迎
え
た
。古

典
自
由
七
学
芸
な
ど
の
高
等
教
育
は
永
続
的
な

学
問
機
関
に
ま
で
は
組
織
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。ボ

ロ
ー
ニ
ヤ
や
パ
リ
に
お
い
て
学
部
や
学
寮
や
学
科
課

程
を
備
え
た
教
育
機
構
が
整
え
ら
れ
た
。学
芸
学

部
、神
学
部
、法
学
部
、医
学
部
の
４
学
部
か
ら
成

る
大
学
の
始
ま
り
で
あ
る
。神
に
奉
仕
し
人
々
に

奉
仕
す
る
人
材
の
養
成
で
あ
る
。哲
学
部
や
自
然

科
学
部
の
創
設
に
象
徴
さ
れ
る
諸
学
の
独
立
は
19

世
紀
の
ド
イ
ツ
の
大
学
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。神
学

部
を
持
た
ず
実
学
の
工
学
部
を
併
設
す
る
大
学
の

設
立
は
、１
８
８
６
年
の
帝
国
大
学
令
に
よ
る
帝

国
大
学〔
東
京
大
学
〕が
史
上
初
で
あ
る
。他
方
、

１
８
６
３
年
の
横
浜
の
ヘ
ボ
ン
塾〔
明
治
学
院
〕や

１
８
７
５
年
の
同
志
社
英
学
校
設
立
な
ど
日
本
各

地
に
キ
リ
ス
ト
教
学
校
が
設
立
さ
れ
る
。

今
日
、中
等
教
育
に
お
け
る
学
力
は「
知
識
、

技
能
」「
思
考
力
、判
断
力
、表
現
力
」「
学
習
態

度
」の
三
要
素
に
定
め
ら
れ
て
い
る（
学
校
教
育
法

30-

２
）。知
識
を
学
び
、そ
れ
を
用
い
る
知
恵
を
得

る
。さ
ら
に
、知
識
と
知
恵
を
備
え
た
主
体
の
人
間

性
を
涵
養
す
る
。そ
れ
は
、私
立
キ
リ
ス
ト
教
大
学

の
教
育
目
的
と
共
鳴
す
る
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
な
流
行
に
よ
り
、人
数

が
落
ち
込
ん
だ
海
外
へ
の
学
生
派
遣―

２
０
２
０
年
度
は
渡
航
が

全
面
中
止
と
な
り
、２
０
２
１
年
度
に
か
け
て
は
オ
ン
ラ
イ
ン
を
中

心
と
し
た
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
新
た
な
形
が
生
ま
れ
た
こ
と
は
記

憶
に
新
し
い
。２
０
２
２
年
度
以
降
は
長
期・短
期
の
各
種
留
学
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
再
開
と
な
っ
た
が
、い
わ
ゆ
る
５
類
移
行
と
な
っ
た
２
０

２
３
年
度
、い
よ
い
よ
本
格
的
な
海
外
渡
航
再
開
の
時
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
る
。

　『
大
学
時
報
』に
お
い
て
は
、２
０
２
０
年
度
以
降
、そ
の
時
々
の

状
況
に
対
応
し
た
留
学
に
関
す
る
状
況
や
今
後
を
考
え
る
企
画

を
掲
載
し
て
き
た
。そ
の
中
で
共
有
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
、海
外
留

学
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
と
可
能
性
で
あ
っ
た
が
、よ
り
一

小 特 集
Minor Special issue

２
０
２
３
海
外
留
学
の
現
状
と
展
望
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ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
海
外
留
学

再
活
性
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て 

中
戸 

祐
夫
　
立
命
館
大
学
国
際
部
長・

　
　      

　
　
国
際
関
係
学
部
教
授

国
際
化
推
進
が
目
ざ
す「
変
革
を
担
う
」力 

早
川 

敦
子
　
津
田
塾
大
学
副
学
長

建
学
の
精
神
に
基
づ
い
た

留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
課
題
と
展
望

出
口 

真
紀
子
　
上
智
大
学

　
　
　
　
　
　   

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
セ
ン
タ
ー
長

海
外「
現
地
主
義
教
育
」が
直
面
し
た
試
練
と
展
望

―

全
員
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
中
心
に―

砂
山 

幸
雄
　
愛
知
大
学
現
代
中
国
学
部
長・教
授

層
、そ
の
地
へ
実
際
に
渡
航
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
確
認
す
る
機

会
と
も
な
っ
た
。し
か
し
、い
よ
い
よ
現
地
へ
の
渡
航
に
大
き
く
舵
を

切
り
つ
つ
あ
る
中
で
、円
安
の
影
響
や
航
空
券
の
高
騰
な
ど
が
、新

た
な
ハ
ー
ド
ル
と
し
て
学
生
の
前
に
顕
在
化
し
て
き
て
い
る
。

　
今
回
の
小
特
集
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
留
学
に
関
す
る
取
り
組
み
と

評
価（
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
得
ら
れ
た
新
た
な
気
付
き
）、学
生
の
渡

航
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
変
化・状
況
、渡
航
促
進
の
た
め
の
大
学

の
支
援
な
ど
に
つ
い
て
、３
年
間
の
流
れ
を
振
り
返
り
な
が
ら
、コ
ロ

ナ
禍
前
の
姿
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
現
状
に
つ

い
て
ご
紹
介
い
た
だ
き
、今
後
を
展
望
す
る
機
会
と
し
た
い
。
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は
じ
め
に

上
智
大
学
は
日
本
で
最
初
の
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
と
し
て

１
９
１
３
年
に
創
立
さ
れ
、今
年
で
創
立
１
１
０
周
年
を
迎
え
る
。

１
９
３
５
年
に
、初
の
留
学
生
を
米
国
の
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学
に

派
遣
す
る
な
ど
、早
く
か
ら
留
学
を
積
極
的
に
推
奨
し
て
き
た
歴

史
が
あ
る
。現
在
で
は
、84
ヵ
国
・
地
域
の
４
０
２
大
学
と
協
力
に

関
す
る
覚
書
を
締
結
し
て
お
り
、う
ち
交
換
留
学
協
定
は 

62
ヵ
国

３
４
０
大
学（
２
０
２
３
年
７
月
１
日
現
在
）と
な
っ
て
お
り
、多
様

な
留
学
先
の
選
択
肢
を
提
供
し
て
き
た
と
共
に
、従
来
型
の
交
換

留
学
以
外
に
も
、短
期
研
修
や
実
践
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・
開

拓
を
推
進
し
て
き
た
。

本
稿
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
前
と
後
で
ど
う
本
学
の
留
学
の
状
況
が

変
わ
り
、将
来
展
望
を
ど
こ
に
見
据
え
て
い
る
か
を
紹
介
し
た
い
。

1 

コ
ロ
ナ
禍
で
学
生
の
留
学
へ
の
想
い
を
再
確
認

本
学
に
と
っ
て
コ
ロ
ナ
禍
は
、学
生
の
海
外
留
学
へ
の
熱
い
想
い

を
再
確
認
す
る
機
会
と
も
な
っ
た
。本
学
で
は
、２
０
２
０
年
度
～

２
０
２
１
年
度
春
学
期
ま
で
は
、渡
航
を
伴
う
留
学
は
す
べ
て
中

止
し
て
い
た
。２
０
２
１
年
度
秋
学
期
に
つ
い
て
も
海
外
留
学
の
中

止
を
発
表
す
る
と
、２
０
２
１
年
秋
に
長
期
留
学
に
派
遣
予
定
で

あ
っ
た
学
生
が「
海
外
渡
航
を
認
め
て
も
ら
い
た
い
」と
声
を
上
げ

た
こ
と
は
、あ
ま
り
広
く
は
知
ら
れ
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

数
百
名
の
学
生
の
署
名
が
含
ま
れ
た
嘆
願
書
を
受
け
、

２
０
２
１
年
５
月
に
本
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
推
進
担
当
副
学
長
と

学
生
と
の
間
に
対
話
の
機
会
が
設
け
ら
れ
た
。「
留
学
が
し
た
く
て

上
智
大
学
に
入
学
し
た
の
に
、留
学
で
き
な
い
ま
ま
卒
業
す
る
こ
と

に
な
る
の
は
無
念
で
あ
る
」、「
海
外
で
は
留
学
生
の
受
け
入
れ
を

開
始
し
た
大
学
も
あ
る
。な
ぜ
一
律
の
基
準
で
渡
航
を
禁
止
す
る

の
か
」な
ど
学
生
は
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
述
べ
、留
学
に
対
す
る
熱

い
想
い
を
訴
え
た
。

出
口 

真
紀
子

上
智
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
セ
ン
タ
ー
長

建
学
の
精
神
に
基
づ
い
た

留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
課
題
と
展
望
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当
時
、日
本
の
大
学
は
一
律
感
染
レ
ベ
ル
２
以
上
の
国
へ
の
渡
航

を
禁
止
し
て
い
た
が
、北
米
や
欧
州
の
大
学
機
関
で
は
、ワ
ク
チ
ン

を
２
回
以
上
接
種
済
み
で
あ
る
こ
と
を
条
件
に
受
け
入
れ
を
認
め

る
大
学
が
徐
々
に
増
え
て
も
い
た
。キ
ャ
ン
パ
ス
が
閉
鎖
さ
れ
、オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
学
生
の
、せ
め
て
留
学
生
活
は

納
得
い
く
形
で
経
験
し
た
い
と
い
う
真
摯
な
想
い
を
聞
き
入
れ
、

本
学
は
、「
特
例
措
置
」と
い
う
形
で
、あ
る
一
定
の
条
件
を
満
た

し
た
学
生
に
対
し
て
は
交
換
留
学
で
の
海
外
渡
航
を
認
め
る
方
向

に
大
き
く
動
い
た
の
で
あ
る
。特
例
措
置
に
は
、学
生
自
身
が
自
ら

の
渡
航
先
の
安
全
性
や
感
染
状
況
を
調
査
し
、万
が
一
の
対
策
を

徹
底
し
、責
任
を
持
っ
て
行
動
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
、個
別
審
査

を
行
っ
た
。

今
振
り
返
る
と
、大
学
と
し
て
は
一
律
に
禁
止
し
た
方
が
ど
れ

だ
け
楽
で
あ
っ
た
か
は
言
う
ま
で
も
な
い
。し
か
し
、前
例
が
な
い

状
況
下
で
、グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
セ
ン
タ
ー
職
員
と
上
層
部
が
連
日

議
論
し
な
が
ら
、「
特
例
措
置
」と
い
う
形
で
留
学
の
道
を
つ
な
い

だ
こ
と
は
、や
は
り
本
学
に
と
っ
て
海
外
留
学
が
い
か
に
大
学
の
理

念
に
密
接
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
再
確
認
す
る
き
っ

か
け
を
も
与
え
て
く
れ
た
。上
智
大
学
が
先
頭
を
切
っ
て
留
学
を

再
開
し
た
こ
と
で
、他
大
学
も
そ
の
後
を
追
っ
た
。

2 

本
学
の
交
換
留
学
派
遣
の
状
況

上
智
大
学
は
、１
９
８
７
年
度
か
ら
交
換
留
学
派
遣
者
数
が
増

加
し
続
け［
図
１
］、コ
ロ
ナ
禍
前
の
２
０
１
９
年
度
に
は
、派
遣
全
体

（
交
換
留
学
含
む
）で
は
、１
０
０
６
名
の
学
生
を
派
遣
し
た
。こ
れ

は
交
換
留
学
、海
外
短
期
プ
ロ
グ
ラ
ム（
海
外
短
期
語
学
講
座
、海

外
短
期
研
修
、実
践
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
）、私
費
留
学（
一
般
留
学
・
休

学
留
学
）と
い
っ
た
、大
学
の
制
度
を
利
用
し
て
留
学
し
た
学
生
数

で
あ
る
。感
染
が
収
束
し
始
め
た
２
０
２
２
年
度
に
は
、そ
の
数
は

５
７
９
名（
う

ち
、４
８
９
名

が
渡
航
型
で
の

留
学
で
、う
ち

３
１
３
名
が
交

換
留
学
で
あ
っ

た
）と
約
半
数

に
減
っ
た
も
の

の
、回
復
傾
向

に
あ
る
こ
と
が

窺
え
る
。

［図１］交換留学派遣者数の推移 （1987～2022年度）
（出典：2023年度「留学ハンドブック」P6ｰ7）
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２
０
２
２
年
度
の
交
換
留
学
以
外
で
提
供
し
て
い
る
海
外
短
期

語
学
講
座
、海
外
短
期
研
修
、実
践
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
、イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ（
短
期
・
長
期
）の
内
訳［
図
２
］を
紹
介
す
る
と
、渡
航
型

と
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
共
存
す
る
形
で
、合
計
２
６
２
名
の

学
生
が
参
加
し
た
。

２
０
２
２
年
度
の
留
学
先
の
地
域［
図
３
］は
、過
半
数
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ（
56
％
）、続
い
て
北
米（
32
％
）、ア
ジ
ア
、オ
セ
ア
ニ
ア
、中

南
米
、ア
フ
リ
カ
・
中
東
と
続
く
。本
学
の
特
徴
と
し
て
は
、交
換

留
学
に
お
い
て
は
、１
年
間
留
学
す
る
学
生（
71
％
）の
方
が
圧
倒

的
に
１
学
期
間
留
学
す
る
学
生(

29
％)

よ
り
も
多
い
点
で
あ
る
。

留
学
す
る
本
学
学
生
の
語
学
力
の
基
盤
と
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
に
対

す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
窺
え
る
。

［図３］2022年度交換留学の渡航先・留学期間の内訳
（出典：2023年度「留学ハンドブック」P6ｰ7）

［図２］2022年度交換留学以外の派遣プログラムの参加者数
（出典：2023年度「留学ハンドブック」P6ｰ7）
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3 

海
外
で
の
学
び
を
止
め
な
い
た
め
の
オ
ン
ラ
イ
ン
対
応

前
述
し
た
通
り
、本
学
で
は
、２
０
２
０
年
度
～
２
０
２
１
年
度

春
学
期
ま
で
は
、渡
航
を
伴
う
留
学
は
す
べ
て
中
止
し
、２
０
２
１

年
度
秋
学
期
か
ら
、長
期
留
学
に
つ
い
て
は
特
例
措
置
と
し
て
、学

生
か
ら
の
申
請
書
類
を
十
分
に
審
査
し
た
上
で
渡
航
を
認
め
る

形
で
再
開
し
た
。一
方
、海
外
短
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
も
、コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
を
大
き
く
受
け
や
す
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
上
、渡
航

で
の
再
開
は
難
し
か
っ
た
が
、海
外
の
学
び
を
止
め
な
い
た
め
に
、

２
０
２
０
年
度
夏
期
休
暇
か
ら
い
ち
早
く
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
海
外

短
期
研
修
を
１
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

続
く
春
期
休
暇
に
は
、海
外
短
期
語
学
講
座
や
実
践
型
プ
ロ
グ

ラ
ム（
上
智
大
学
独
自
の
実
地
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
）に
も
拡
大
し
、

海
外
短
期
語
学
講
座
４
コ
ー
ス
、実
践
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
コ
ー
ス
も

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
講
し
た
。２
０
２
１
年
度
に
入
り
、更
に
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
開
講
を
拡
大
し
、年
間
で
海
外
短
期
語
学
講
座
12
コ
ー

ス
、海
外
短
期
研
修
５
コ
ー
ス
、実
践
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
８
コ
ー
ス
を

実
施（
オ
ン
ラ
イ
ン
）し
た
。

こ
の
よ
う
に
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
素
早
い
オ
ン
ラ
イ
ン
対
応
が
可

能
に
な
っ
た
の
は
、次
項
で
紹
介
す
る
Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｌ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
運

営
経
験
が
生
き
た
と
言
え
よ
う
。

２
０
２
２
年
度
に
入
っ
て
、短
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
も
、夏
期

休
暇
中
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
供
元
の
海
外
大
学
の

コ
ロ
ナ
対
策
や
留
学
生
受
入
体
制
を
確
認
し
、選
定
し
た
少
数
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
段
階
的
に
再
開
し
た（
当
セ
ン
タ
ー
取
り
扱
い
は

海
外
短
期
語
学
講
座
２
コ
ー
ス
、海
外
短
期
研
修
１
コ
ー
ス
、計
３

コ
ー
ス
）。２
０
２
２
年
度
春
期
休
暇
に
は
、渡
航
を
更
に
拡
大
し
、

海
外
短
期
語
学
講
座
４
コ
ー
ス
、海
外
短
期
研
修
２
コ
ー
ス
と
増

や
し
た
こ
と
に
加
え
、実
践
型
プ
ロ
グ
ラ
ム（
教
職
員
引
率
あ
り
）

３
コ
ー
ス
を
再
開
し
た
。

参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、２
０
２
２
年
ま
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効
果
を
、特
に
語
学
講
座
で
は
一
定
程
度
感
じ
て

い
た
。ま
た
、実
践
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
現
地
と
交

流
で
き
る
こ
と
は
十
分
に
確
認
で
き
た
。コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
オ
ン
ラ

イ
ン
の
学
修
効
果
が
図
ら
ず
も
実
証
で
き
た
と
言
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、海
外
で
は
日
本
に
先
駆
け
て
水
際
対
策
が
撤

廃
さ
れ
、語
学
講
座
や
研
修
に
つ
い
て
は
、留
学
先
大
学
で
も
オ
ン

ラ
イ
ン
で
は
提
供
し
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
、ま
た
日
本
か
ら
派
遣

す
る
学
生
に
つ
い
て
も
対
面
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
を
希
望
す
る

傾
向
が
強
ま
っ
た
た
め
、渡
航
に
戻
し
て
い
る
。



小  特  集 2023 海外留学の現状と展望

69

3 

海
外
で
の
学
び
を
止
め
な
い
た
め
の
オ
ン
ラ
イ
ン
対
応

前
述
し
た
通
り
、本
学
で
は
、２
０
２
０
年
度
～
２
０
２
１
年
度

春
学
期
ま
で
は
、渡
航
を
伴
う
留
学
は
す
べ
て
中
止
し
、２
０
２
１

年
度
秋
学
期
か
ら
、長
期
留
学
に
つ
い
て
は
特
例
措
置
と
し
て
、学

生
か
ら
の
申
請
書
類
を
十
分
に
審
査
し
た
上
で
渡
航
を
認
め
る

形
で
再
開
し
た
。一
方
、海
外
短
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
も
、コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
を
大
き
く
受
け
や
す
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
上
、渡
航

で
の
再
開
は
難
し
か
っ
た
が
、海
外
の
学
び
を
止
め
な
い
た
め
に
、

２
０
２
０
年
度
夏
期
休
暇
か
ら
い
ち
早
く
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
海
外

短
期
研
修
を
１
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

続
く
春
期
休
暇
に
は
、海
外
短
期
語
学
講
座
や
実
践
型
プ
ロ
グ

ラ
ム（
上
智
大
学
独
自
の
実
地
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
）に
も
拡
大
し
、

海
外
短
期
語
学
講
座
４
コ
ー
ス
、実
践
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
コ
ー
ス
も

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
講
し
た
。２
０
２
１
年
度
に
入
り
、更
に
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
開
講
を
拡
大
し
、年
間
で
海
外
短
期
語
学
講
座
12
コ
ー

ス
、海
外
短
期
研
修
５
コ
ー
ス
、実
践
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
８
コ
ー
ス
を

実
施（
オ
ン
ラ
イ
ン
）し
た
。

こ
の
よ
う
に
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
素
早
い
オ
ン
ラ
イ
ン
対
応
が
可

能
に
な
っ
た
の
は
、次
項
で
紹
介
す
る
Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｌ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
運

営
経
験
が
生
き
た
と
言
え
よ
う
。

２
０
２
２
年
度
に
入
っ
て
、短
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
も
、夏
期

休
暇
中
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
供
元
の
海
外
大
学
の

コ
ロ
ナ
対
策
や
留
学
生
受
入
体
制
を
確
認
し
、選
定
し
た
少
数
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
段
階
的
に
再
開
し
た（
当
セ
ン
タ
ー
取
り
扱
い
は

海
外
短
期
語
学
講
座
２
コ
ー
ス
、海
外
短
期
研
修
１
コ
ー
ス
、計
３

コ
ー
ス
）。２
０
２
２
年
度
春
期
休
暇
に
は
、渡
航
を
更
に
拡
大
し
、

海
外
短
期
語
学
講
座
４
コ
ー
ス
、海
外
短
期
研
修
２
コ
ー
ス
と
増

や
し
た
こ
と
に
加
え
、実
践
型
プ
ロ
グ
ラ
ム（
教
職
員
引
率
あ
り
）

３
コ
ー
ス
を
再
開
し
た
。

参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、２
０
２
２
年
ま
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効
果
を
、特
に
語
学
講
座
で
は
一
定
程
度
感
じ
て

い
た
。ま
た
、実
践
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
現
地
と
交

流
で
き
る
こ
と
は
十
分
に
確
認
で
き
た
。コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
オ
ン
ラ

イ
ン
の
学
修
効
果
が
図
ら
ず
も
実
証
で
き
た
と
言
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、海
外
で
は
日
本
に
先
駆
け
て
水
際
対
策
が
撤

廃
さ
れ
、語
学
講
座
や
研
修
に
つ
い
て
は
、留
学
先
大
学
で
も
オ
ン

ラ
イ
ン
で
は
提
供
し
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
、ま
た
日
本
か
ら
派
遣

す
る
学
生
に
つ
い
て
も
対
面
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
を
希
望
す
る

傾
向
が
強
ま
っ
た
た
め
、渡
航
に
戻
し
て
い
る
。
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２
０
２
３
年
度
に
は
、短
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、休
講
と

な
っ
た
一
部
コ
ー
ス
以
外
す
べ
て
渡
航
で
再
開
し
て
い
る
。

4 
Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｌ
科
目
の
増
設

本
学
で
は
、お
茶
の
水
女
子
大
学
、静
岡
県
立
大
学
と
国
内
３
大

学
で
連
携
し
て
、２
０
１
８
年
度
か
ら
５
年
間
、文
部
科
学
省
補
助

事
業「
大
学
の
世
界
展
開
力
強
化
事
業
」に
採
択
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｌ

（C
ollaborative O

nline International Learning

）プ
ロ

グ
ラ
ム
を
運
営
し
て
き
た
。Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｌ
と
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
国
内
外

の
大
学
と
接
続
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
協
働
学
習
で
あ
る
。国
内
に
い

な
が
ら
海
外
の
大
学
の
講
義
の
受
講
が
可
能
と
な
っ
た
授
業
を
展

開
し
て
い
る
。経
済
的
理
由
や
社
会
情
勢
、そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
事

情
に
よ
り
留
学
す
る
こ
と
が
難
し
い
学
生
で
も
、海
外
の
学
生
と

の
授
業
で
の
交
流
、協
働
学
習
を
通
じ
て
、多
様
な
価
値
観
や
多

面
的
に
考
え
る
力
を
身
に
つ
け
、大
学
と
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
学
び

を
得
る
機
会
を
提
供
で
き
る
。

２
０
２
２
年
度
は
約
80
科
目
で
Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｌ
を
取
り
入
れ
た
授
業

を
実
施
し
た
。今
年
３
月
、事
業
期
間
は
終
了
し
た
が
、こ
の
取
り

組
み
を
自
走
化
し
て
学
内
で
継
続
し
て
促
進
す
べ
く
、Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｌ
を

授
業
に
取
り
入
れ
る
教
員
を
支
援
し
て
い
る
。

5 

今
後
の
課
題
と
展
望

２
０
２
２
年
は
円
安
が
進
行
し
た
た
め
、留
学
先
で
の
物
価
高

に
よ
る
費
用
高
騰
と
い
っ
た
派
遣
す
る
学
生
の
金
銭
的
な
負
担
が

３
割
、４
割
増
と
な
り
、派
遣
者
数
の
減
少
を
懸
念
し
て
い
る
状

況
で
あ
る
。そ
の
対
策
と
し
て
も
、本
学
は
奨
学
金
の
活
用
を
強
化

し
、経
済
的
に
困
っ
て
い
る
学
生
へ
の
支
援
を
増
や
し
て
い
る
。

ま
た
、現
場
で
の
印
象
と
し
て
は
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
面
お
よ
び

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
面
で
の
フ
ォロ
ー
を
必
要
と
す
る
学
生
が
増
え
た
と

感
じ
て
い
る
。コ
ロ
ナ
禍
で
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
生
活
と
な
り
、派
遣
に

限
ら
ず
受
け
入
れ
に
も
言
え
る
こ
と
だ
が
、学
生
の
対
面
の
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
変
化
が
生
じ
て
い
る
印
象
が
あ
り
、学
生
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
スへの
支
援
体
制
の
強
化
が
必
要
で
あ
る
。

も
う
一
つ
の
課
題
と
し
て
、企
業
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
留

学
と
の
競
合
が
あ
る
。２
０
２
３
年
よ
り
、政
府
の
就
活
ル
ー
ル
が

見
直
さ
れ
、イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て
得
た
学
生
の
情
報
を
採
用
に
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
や
、企
業
の
新
卒
採
用
が
前
倒
し
に

な
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、学
生
も
以
前
と
比
べ
て
入
学
し
て
間
も
な
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い
１
年
次
か
ら
留
学
と
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
天
秤
に
か
け
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
印
象
を
現
場
で
は
持
っ
て
い
る
。そ
の
た
め
、

留
学
か
ら
得
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
を
よ
り
意
図
的
に
可
視
化
し
訴
求

す
る
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。

6 

建
学
の
精
神
と
実
践
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実

上
智
大
学
は
キ
リ
ス
ト
教
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
礎
に
、「
他
者
の
た

め
に
、他
者
と
と
も
に
」（For O

thers, W
ith O

thers

）を
教

育
精
神
に
掲
げ
て
お
り
、他
者
に
寄
り
添
い
、社
会
の
た
め
に
奉
仕

す
る
心
を
持
っ
た
人
を
育
て
る
こ
と
に
力
を
注
い
で
き
た
。そ
の
精

神
は
海
外
留
学
の
中
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。２
０
２
２
年
に
設

立
１０
周
年
を
迎
え
た
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、サ
ー
ビ
ス

ラ
ー
ニ
ン
グ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
な
ど
に
よ
っ
て
世
界
の
イ
エ
ズ

ス
会
大
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
異
な
る
世
界
の
人
た
ち
と

協
働
し
、持
続
可
能
な
未
来
の
た
め
に
奉
仕
で
き
る
人
を
育
て
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

大
学
に
お
い
て
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の
実
践
型
研
修
を

企
画
す
る
際
は
、批
判
的
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
概
念
を
反
映
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。大
学
が

サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
学
生
に
受
講
さ
せ
る
強
み
と
い
う
の
は
、

た
だ
慈
悲
深
い（com

passion

の
あ
る
）人
を
育
て
る
の
で
は
な

く
、理
論
・
研
究
の
裏
付
け
が
あ
り
、社
会
変
革
の
リ
ー
ダ
ー
に
な

り
う
る
人
を
育
て
る
こ
と
に
あ
る
。こ
れ
が
、大
学
と
し
て
果
た
せ

る
他
に
で
き
な
い
上
智
大
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
・
留
学
の
土
台

に
あ
る
使
命
で
あ
る
。
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サ
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て
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台
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。
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1 

コ
ロ
ナ
禍
の
海
外
留
学
の
状
況

２
０
１
９
年
度
の
終
わ
り
頃
か
ら
始
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
世
界
的
蔓
延
に
よ
り
、立
命
館
大
学
に
お
い
て
も
、海
外
留
学

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。当
初
、学
生
の
緊
急
帰

国
対
応
や
心
理
的
ケ
ア
に
注
力
し
た
が
、２
０
２
０
年
５
月
、コ
ロ

ナ
禍
に
あ
っ
て
も「
学
生
の
学
び
を
止
め
な
い
」と
い
う
理
念
の
も

と
に
、国
際
部
長
を
統
括
責
任
者
と
す
る「
海
外
留
学
派
遣
再
活

性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上
げ
た
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
も
と
、ま
ず
、オ
ン
ラ

イ
ン
国
際
交
流
・
オ
ン
ラ
イ
ン
留
学
に
関
す
る
意
識
調
査
を
実

施
し
、そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、２
０
２
０
年
７
月
、国
際
交
流
・

留
学
意
欲
醸
成
を
目
的
と
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト

「
留
学
・
国
際
交
流
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
Ｗｅｅ
ｋ
」を
企
画
し
た
。

同
イ
ベ
ン
ト
に
は
延
べ
９
５
０
名
の
学
生
が
参
加
す
る
な
ど
、コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
も
学
生
の
国
際
交
流
や
留
学
に
対
す
る
関
心
の
高

さ
が
う
か
が
え
た
。

ま
た
、２
０
２
０
年
度
末
に
は
、本
学
の
長
年
の
海
外
パ
ー

ト
ナ
ー
大
学
で
あ
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
デ
ー
ビ
ス
校
と
と

も
に
、短
期
オ
ン
ラ
イ
ン
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム「
立
命
館
×U

C
 

D
avis“

G
lobal O

nline Learning”

」を
開
発
し
た
。同
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
を
テ
ー
マ
と
し
た
１
カ
月
の
集
中
的
な

グ
ル
ー
プ
学
習
や
発
表
を
通
し
て
、参
加
学
生
の
英
語
力
が
飛
躍

的
に
伸
長
す
る
と
い
う
大
き
な
成
果
を
得
た［
図
１
］。

さ
ら
に
、国
際
関
係
学
部
の
ア
メ
リ
カ
ン
大
学
と
の
ジ
ョ
イ
ン

ト
・
デ
ィ
グ
リ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
学
部
の
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学
と
の
デ
ュ
ア
ル
・
デ
ィ
グ
リ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
な
ど
の
長
期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
は
、相
手
大
学
と
の
緊

密
な
連
携
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
運
営
を
推
進
し
、オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
授
業
提
供
や
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
き
め
細
か
い
フ
ォ
ロ
ー

を
通
じ
て
、新
し
い
国
際
教
育
・
教
育
連
携
の
あ
り
方
を
経
験
す

中
戸 

祐
夫

立
命
館
大
学
国
際
部
長
・

国
際
関
係
学
部
教
授

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
海
外
留
学

再
活
性
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
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る
こ
と
に
繋
が
っ
た
。

2 

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
海
外
留
学
再
活
性
化

続
く
２
０
２
１
～
２
０
２
２
年
度
は
、外
国
語
に
よ
る
オ
ン
ラ

イ
ン
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
と
並
行
し
て
、安
全
が
確
認
さ
れ
た

国
・
地
域
へ
の
渡
航
型
留
学
も
限
定
的
に
実
施
し
た
が
、本
格
的

な
実
施
は
２
０
２
３
年
度
か
ら
と
な
っ
た
。本
学
で
は
、２
０
２
３

年
度
を
と
く
に
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
海
外
留
学
再
活
性
化
の
年
度
と
位

置
づ
け
、数
年
に
わ
た
り
、現
地
渡
航
の
機
会
が
失
わ
れ
た
学
生
に

対
し
て
海
外
留
学
の
機
会
を
提
供
す
べ
く
、次
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
。

⑴
超
短
期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム「G

lobal Fieldw
ork Project

（
以
下
、Ｇ
Ｆ
Ｐ
）」の
国
・
地
域
、派
遣
枠
を
拡
大
す
る
と
と
も

に
、全
学
で
１
７
５
の
多
彩
な
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
講
。Ｇ
Ｆ
Ｐ

で
は
、こ
れ
か
ら
一
層
の
成
長
が
見
込
ま
れ
活
気
あ
ふ
れ
る
ア
ジ

ア
地
域
を
中
心
に
学
生
を
派
遣
。

⑵
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
、正
課
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者
全
員

を
対
象
に
運
用
し
て
い
る「
海
外
留
学
チ
ャ
レ
ン
ジ
奨
学
金
」

３
億
５
５
０
０
万
円
に
加
え
、海
外
留
学
再
活
性
化
の
起
爆
剤

と
し
て
、「
緊
急
経
済
追
加
支
援（
奨
励
金
）」７
６
０
０
万
円
を

［図1］立命館×UC Davis “Global Online Learning”におけるPre/Post英語テストの結果比較

【参考】文部科学省Top Global Universityサイトニュース（最終アクセス　2023年７月3日）
https://tgu.mext.go.jp/news/2021/05/004932.html



小  特  集 2023 海外留学の現状と展望

73

る
こ
と
に
繋
が
っ
た
。

2 

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
海
外
留
学
再
活
性
化

続
く
２
０
２
１
～
２
０
２
２
年
度
は
、外
国
語
に
よ
る
オ
ン
ラ

イ
ン
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
と
並
行
し
て
、安
全
が
確
認
さ
れ
た

国
・
地
域
へ
の
渡
航
型
留
学
も
限
定
的
に
実
施
し
た
が
、本
格
的

な
実
施
は
２
０
２
３
年
度
か
ら
と
な
っ
た
。本
学
で
は
、２
０
２
３

年
度
を
と
く
に
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
海
外
留
学
再
活
性
化
の
年
度
と
位

置
づ
け
、数
年
に
わ
た
り
、現
地
渡
航
の
機
会
が
失
わ
れ
た
学
生
に

対
し
て
海
外
留
学
の
機
会
を
提
供
す
べ
く
、次
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
。

⑴
超
短
期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム「G

lobal Fieldw
ork Project

（
以
下
、Ｇ
Ｆ
Ｐ
）」の
国
・
地
域
、派
遣
枠
を
拡
大
す
る
と
と
も

に
、全
学
で
１
７
５
の
多
彩
な
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
講
。Ｇ
Ｆ
Ｐ

で
は
、こ
れ
か
ら
一
層
の
成
長
が
見
込
ま
れ
活
気
あ
ふ
れ
る
ア
ジ

ア
地
域
を
中
心
に
学
生
を
派
遣
。

⑵
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
、正
課
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者
全
員

を
対
象
に
運
用
し
て
い
る「
海
外
留
学
チ
ャ
レ
ン
ジ
奨
学
金
」

３
億
５
５
０
０
万
円
に
加
え
、海
外
留
学
再
活
性
化
の
起
爆
剤

と
し
て
、「
緊
急
経
済
追
加
支
援（
奨
励
金
）」７
６
０
０
万
円
を

［図1］立命館×UC Davis “Global Online Learning”におけるPre/Post英語テストの結果比較

【参考】文部科学省Top Global Universityサイトニュース（最終アクセス　2023年７月3日）
https://tgu.mext.go.jp/news/2021/05/004932.html



74

予
算
化
。円
安
や
物
価
高
騰
な
ど
で
留
学
意
欲
を
そ
が
れ
る
こ
と

が
無
い
よ
う
、最
大
４
億
３
１
０
０
万
円
で
、学
生
を
サ
ポ
ー
ト
。

⑶「
緊
急
経
済
追
加
支
援（
奨
励
金
）」の
う
ち
２
２
５
０
万
円
は
、

立
命
館
大
学
の
卒
業
・
修
了
生
で
構
成
さ
れ
る
立
命
館
大
学

校
友
会
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。主
に
、低
回
生
や
留
学
未
経
験
者
を

対
象
と
す
る
超
短
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ｇ
Ｆ
Ｐ
の
参
加
者
に
支
給
。

学
生
一
人
一
人
が
、こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ムへ
の
参
加
を
き
っ
か
け

に
、将
来
的
に
は
よ
り
高
度
な
海
外
留
学
に
挑
戦
し
、多
様
な
市

民
・
企
業
・
団
体
等
と
共
同
で
国
内
外
の
諸
活
動
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、本
学
は
37
万
人
を
超
え
る
校
友
と
と
も
に
、支

援
を
進
め
て
い
る［
写
真
１
］。

3 

コ
ロ
ナ
禍
の
経
験
の
先
に

コ
ロ
ナ
禍
の
経
験
を
通
し
て
得
ら
れ
た
知
見
は
、何
よ
り
も
オ
ン

ラ
イ
ン
の
活
用
で
あ
ろ
う
。こ
れ
は
、実
渡
航
の
国
際
交
流
・
留

学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
に
お
い
て
も
、効
果
的
な
活
用
が
展
望
さ
れ

る
。た
と
え
ば
、オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
を
活
用
し
て
渡
航
前
に
現
地
大

学
の
教
員
や
バ
デ
ィ
と
あ
ら
か
じ
め
グ
ル
ー
プ
交
流
し
、関
係
性
を

構
築
し
た
上
で
現
地
に
赴
く
こ
と
で
、よ
り
円
滑
に
留
学
生
活
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
試
み
も
な
さ
れ
て
い
る
。同
様
に
、留
学
後
、帰

国
し
た
後
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
継
続
的
な
国
際
交
流
が

可
能
で
あ
る
。

ま
た
、オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
を
通
し
て
、日
常
的
に
海
外
の
学
生
や

市
民
と
触
れ
合
う
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
は
、国
際
交
流
に
対
す

る
学
生
の
意
識
の
変
化
に
も
大
い
に
寄
与
す
る
も
の
と
期
待
し
て

［写真１］Global Fieldwork Project
（2019夏カンボジア・パンニャサ大学でのフィールドワークのひとこま）
【参考動画】
2018年度Global Fieldwork Projectベトナム・ホーチミン フィールド
調査編（立命館大学放送局RBC制作）（最終アクセス　2023年7月3日）
https://www.youtube.com/watch?v=JVw-kvuxoXo&t=29s
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い
る
。本
学
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、学
生
交
換
協
定
や
プ
ロ
グ
ラ

ム
協
定
を
締
結
し
て
い
る
大
学
に
呼
び
か
け
、本
学
の
学
生
と
現

地
の
学
生
の
グ
ル
ー
プ
交
流
や
タ
ン
デ
ム（
語
学
交
換
）交
流
な
ど

を
進
め
て
き
た
。

こ
れ
ら
の
経
験
を
も
と
に
、今
後
は
授
業
と
連
動
し
た
オ
ン
ラ

イ
ン
交
流
、学
生
の
研
究
発
表
に
対
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
を
通
じ
た

海
外
か
ら
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
コ
メ
ン
ト
、研
究
室
間
の
オ
ン
ラ

イ
ン
共
同
研
究
な
ど
、キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
の
教
育
研
究
の
取
り
組
み

と
海
外
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実

施
す
る
こ
と
で
、新
た
な
経
験
や
価
値
を
創
造
す
る
こ
と
に
も
、積

極
的
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
。

 

一
方
で
、本
学
が
実
施
し
た
海
外
留
学
・
国
際
交
流
に
関
わ
る

意
識
調
査
で
は
、優
れ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
教

育
効
果
が
実
感
さ
れ
る
な
ど
、新
た
な
留
学
の
あ
り
方
に
期
待
す

る
声
も
あ
っ
た
が
、や
は
り
、現
地
に
お
け
る
授
業
外
の
学
生
同
士

の
対
話
や
、異
な
る
文
化
や
習
慣
を
体
験
し
た
い
と
い
う
要
望
が
、

数
多
く
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
に
も
留
意
し
た
い
。

し
た
が
っ
て
、今
後
は
、学
生
の
ニ
ー
ズ
を
分
析
し
な
が
ら
、オ
ン

ラ
イ
ン
の
効
果
的
活
用
と
現
地
渡
航
の
優
れ
た
点
を
組
み
合
わ
せ

た
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
、重
要
で
あ
る
。オ
ン
ラ

イ
ン
と
実
渡
航
を
創
造
的
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、留
学
・
国

際
教
育
の
機
会
は
飛
躍
的
に
拡
大
さ
れ
る
と
と
も
に
、そ
の
多
様

な
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

す
で
に
、海
外
な
ど
の
遠
隔
地
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
に
、Ｖ
Ｒ

や
メ
タ
バ
ー
ス
、ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
最
新
技
術
を
応
用
す
る
構
想
も

あ
る
。こ
れ
ら
の
新
た
な
取
り
組
み
に
対
す
る
学
生
の
反
応
や
教

育
効
果
の
検
証
を
通
し
て
、オ
ン
ラ
イ
ン
と
リ
ア
ル
の
２
項
対
立
に

収
ま
ら
な
い
シ
ー
ム
レ
ス
な
留
学
・
国
際
交
流
経
験
を
本
学
の
国

内
外
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
、提
供
し
て
い
き
た
い
。
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。
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1 「
海
を
渡
る
」経
験
と
自
己
形
成

日
本
初
の
女
子
留
学
生
と
し
て
６
歳
で
海
を
渡
っ
た
津
田
梅
子

（
１
８
６
４
～
１
９
２
９
年
）は
、ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
の
自
己
形

成
を
通
し
て
培
っ
た
パ
イ
オ
ニ
ア
精
神
を
以
て
、女
子
の
高
等
教
育

と
い
う
新
た
な
領
域
か
ら
日
本
を
変
革
し
た
と
い
え
る
。１０
人
の

生
徒
で
始
め
た
女
子
英
学
塾（
現
・
津
田
塾
大
学
）の
創
設
か
ら

１
２
３
年
、世
界
へ
の
窓
と
な
る
英
語
の
力
を
滋
養
す
る
建
学
の

礎
は
、一
方
で
高
度
な
英
語
教
育
の
展
開
と
、他
方
で
世
界
情
勢

に
応
答
で
き
る
国
際
的
視
野
・
思
考
力
を
培
う
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー

ツ
教
育
を
重
視
す
る
こ
と
で
、い
ま
も
よ
り
良
き
未
来
に
向
け
て
の

「
変
革
を
担
う
」力
を
女
性
た
ち
に
期
待
し
て
い
る
。そ
れ
は
、本

学
の
国
際
化
推
進
の
原
動
で
も
あ
る
。

と
く
に
２
０
２
０
年
か
ら
世
界
を
直
撃
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
は
、移
動
を
分
断
し
、国
際
化
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
。海
外
留
学
生
の
受
け
入
れ
も
、日
本
か
ら
の
派
遣

も
停
滞
し
た
。そ
の
渦
中
、一
部
オ
ン
ラ
イ
ン
を
利
用
し
た
留
学
の

方
策
を
講
じ
、ま
た
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
条
件

に
受
け
入
れ
措
置
が

と
ら
れ
た
大
学
へ
の

派
遣
、日
本
の
入
国

制
限
緩
和
に
伴
う
渡

日
が
可
能
に
な
っ
た

留
学
生
な
ど
の
対
応

を「
国
際
セ
ン
タ
ー
」

が
不
断
の
努
力
で
続

け
た
。他
方「
国
際
化

を
止
め
な
い
」と
い
う

方
針
は
、単
に
学
生

の
派
遣
や
受
け
入
れ

と
い
う
現
実
的
な
問

早
川 

敦
子

津
田
塾
大
学
副
学
長

国
際
化
推
進
が
目
ざ
す

「
変
革
を
担
う
」力

授業回 タイトル
1 イントロダクション：コロナ禍に立ち向かう世界と私たち

2 インドの孤児院から見たコロナ禍

3 コロナ禍問題の輪郭：アメリカから、日本から

4 パンデミックが浮き彫りにした日本の「異国」　

5 コロナ禍と人類：ゴルバチョフの新思考

6 パンデミックとヴァルネラブルな人びと：日本の入国管理施設から　

7 コロナ禍をどう研究するか：医療専門研究者と人類学者の協働　

8 イギリスのコロナ禍：規制、自己責任、自己管理　

9 パンデミックと“ホーム ”の政治：誰がケアを担うのか、どのように？

［資料１］2022年度 第 1ターム コロナ禍に立ち向かう世界 a  授業内容
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題
へ
の
対
応
に
と
ど
ま

ら
な
い
。な
ぜ
な
ら
、

リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
に

根
差
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル

な
知
の
探
究
と
学
び

を
通
し
て
の「
自
己
形

成
」は
、国
際
的
な
視

野
を
身
に
つ
け
、社
会

で「
変
革
を
担
う
」女

性
と
し
て
活
躍
し
て

き
た
多
く
の
卒
業
生

た
ち
に
共
通
す
る
大

学
時
代
の
経
験
だ
か

ら
だ
。
　
　

留
学
を
支
え
る「
世
界
へ
の
関
心
」、他
者
理
解
、そ
し
て
四
技

能
を
有
機
的
に
連
携
さ
せ
た
英
語
で
の
思
考
な
ど
、海
外
留
学
を

目
指
す
学
生
た
ち
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
し
て
い
く
機
会
を

継
続
的
に
展
開
し
た
の
も
そ
の
よ
う
な
方
針
に
基
づ
く
も
の
で

あ
る
。例
え
ば
、海
外
の
講
演
者
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
オ
ム
ニ
バ
ス
講

義
を
行
っ
て
も
ら
う
科
目「
コ
ロ
ナ
禍
に
立
ち
向
か
う
世
界
」［
資

料
１
・
２
］の
開
講
や
、全
学
を
対
象
に
し
た
国
際
講
演
会
の
開

催（
作
家 

ロ
ジ
ャ
ー
・
パ
ル
バ
ー
ス“Surviving the Future-

Being a Japanese in the 21st Century”
、元
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ

職
員 

千
田
悦
子「
今
、世
界
で
必
要
な
言
葉
と
は
︱
コ
ロ
ナ
禍
の

世
界
を
ど
う
読
む
か
」、Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
ウ
ク
ラ
イ
ナ
事
務
所
職
員

Vartan M
uradian “UKRAINE: W

hen the W
orst Thing 

H
appened”

）、留
学
を
目
的
と
し
た
高
度
な
英
語
力
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
講
座
な
ど
、学
生
の
自
己
形
成
を
重
視
す
る
射
程
で
、国

際
化
推
進
の
基
盤
を
強
化
す
る
施
策
を
続
け
た
。こ
の
継
続
的
な

努
力
が
、コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
て
国
際
化
推
進
を
続
け
る
鍵
と

な
っ
た
。

2 

息
の
長
い
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
教
育

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
、多
く
の
困
難
や
問
題
を

伴
っ
た
が
、翻
っ
て
前
述
の「
コ
ロ
ナ
禍
に
立
ち
向
か
う
世
界
」で
海

外
の
講
演
者
に
授
業
を
行
っ
て
も
ら
う
転
換
を
も
た
ら
し
、学
生

の
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
満
足
度
の
高
さ
か
ら
、そ
の
質
を

担
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。ま
た
、オ
ン
ラ
イ
ン
科
目
の
一

つ
に「
津
田
梅
子
と
建
学
の
精
神
」と
い
う
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
の
講

授業回 タイトル
1 世界をつなぐコロナ禍、環境、文学

2 スペイン語圏文学とコロナ禍

3 日本の詩　コロナと表現

4 変容する言葉：翻訳とコロナ禍の社会

5 イギリスのコロナ政策：自己管理、自己責任、そしてコロナと生きる

6 植民地と感染症：ポストコロニアルからポストコロナへ

7 今、世界で必要な言葉とは―コロナ禍の世界をどう読むか

8 新作上演「台湾・デジタルデモクラシー」と講演

9 世界平和とジェンダー

［資料２］2022年度 コロナ禍に立ち向かう世界 b 授業内容
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義
科
目
が
あ
り
、千
駄
ヶ
谷
と
小
平
の
２
ケ
所
の
キ
ャ
ン
パ
ス
両
方

の
学
生
の
受
講
が
可
能
に
な
っ
た
。歴
史
か
ら
思
想
、女
子
教
育
や

日
本
の
社
会
構
造
ま
で
、多
岐
に
わ
た
る
切
り
口
は
、梅
子
渡
米
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た「
知
」の
胎
動
を
多
角
的
に
と
ら
え
る
こ
と

で
、「
変
革
を
担
う
」意
味
を
現
代
に
問
い
直
す
契
機
と
な
る
。梅

子
の
姿
を
通
し
て
、自
己
実
現
が
自
分
だ
け
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は

な
く
、む
し
ろ
他
者
あ
っ
て
可
能
な
営
み
で
あ
る
こ
と
が
浮
き
彫
り

と
な
る
。「
国
際
化
」は
、他
者
と
の
関
係
性
を
構
築
で
き
る
視
座

と
想
像
力
な
く
し
て
は
成
り
立
た
な
い
。そ
の
思
考
を
、英
語
と
繋

げ
て
獲
得
し
て
い
く
自
己
形
成
こ
そ
、息
の
長
い
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー

ツ
教
育
と
英
語
教
育
が
協
働
す
る
、本
学
の
特
長
で
も
あ
る
。

Ｔ
Ｈ
Ｅ（T

im
es H

igher Education
）の
２
０
２
２
年
８

月
１８
日
の
記
事
は
、「
日
本
の
高
等
教
育
は
つ
い
に
女
性
の
聖
域

と
な
り
つ
つ
あ
る
の
か
？
」と
題
し
た
、先
進
国
に
お
い
て
情
け
な

い
よ
う
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
か
ら
浮
上
で
き
な
い
日
本

社
会
と
大
学
教
育
の
在
り
方
が
、海
外
か
ら
ど
う
見
え
る
の
か
、

非
常
に
興
味
深
い
考
察
だ
っ
た
。女
子
大
学
の
女
性
学
長
た
ち
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
、大
学
と
い
う
場
に
お
い
て
も
、ま
た
学
問

の
領
域
で
の
女
性
研
究
者
の
地
位
に
お
い
て
も
、指
導
的
立
場
を

発
揮
で
き
る
場
や
、意
思
決
定
に
女
性
が
関
わ
っ
て
い
る
領
域
が
い

か
に
制
限
さ
れ
て
い
る
か
を
照
射
し
、女
子
大
が
そ
の
よ
う
な
中

で
女
性
が
中
心
に
あ
る
風
景
を
拓
い
て
き
た
こ
と
の
意
味
を
取
り

上
げ
る
。そ
の
よ
う
な
環
境
に
い
る
学
生
た
ち
が
、さ
ら
に「
世
界
」

の
風
景
の
中
に
自
ら
を
お
く
こ
と
、そ
こ
に「
留
学
」の
経
験
が
交

差
し
た
と
き
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
も
つ
女
性
リ
ー
ダ
ー
へ
の
歩

み
が
促
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。敢
え
て
女
子
大
と
い
う
視
点
か
ら

「
国
際
化
」の
意
味
を
再
考
し
た
が
、こ
れ
は
女
子
大
の
学
生
に

と
ど
ま
ら
ず
、日
本
社
会
で
価
値
観
の
再
生
産
に
与
し
て
き
た
大

学
そ
の
も
の
の「
国
際
化
」に
も
資
す
る
視
座
だ
ろ
う
。未
来
へ
の

「
変
革
」が
、い
ま
求
め
ら
れ
て
い
る
。

3 

実
績
と
課
題
を
た
え
ず
意
識
す
る

コ
ロ
ナ
禍
に
も
持
続
的「
国
際
化
」を
重
視
し
て
き
た
結
果
、

２
０
２
２
年
に
は
そ
の
成
果
が
現
れ
た
。学
生
の
国
際
交
流
実
績

と
し
て
、海
外
へ
の
派
遣
、受
け
入
れ
と
も
に
す
べ
て
コ
ロ
ナ
前
の

実
数
に
戻
り
、と
く
に
コ
ロ
ナ
禍
で
渡
日
で
き
な
か
っ
た
海
外
の
学

生
た
ち
が
日
本
で
の
学
び
を
開
始
し
た
こ
と
で
、延
べ
人
数
は
過

去
最
高
に
達
し
て
い
る［
図
］。そ
の
動
き
に
迅
速
に
対
応
す
る
た

め
に
、学
生
支
援
の
体
制
強
化
が
求
め
ら
れ
た
。「
国
際
化
推
進
」
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を
目
的
と
す
る
募
金
活
動
、寄
付
金
を
原
資
と
し
た
ス
カ
ラ
シ
ッ

プ
、卒
業
生
寄
付
を
充
当
し
た「
語
学
研
修
」の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、

重
点
的
に
国
際
化
推
進
を
支
援
す
る
方
策
と
と
も
に
、国
際
セ
ン

タ
ー（https://cie.tsuda.ac.jp/

）と
学
外
学
修
セ
ン
タ
ー

（https://offcam
pus.tsuda.ac.jp/

）が
学
生
へ
の
情
報

提
供
や
相
談
を
担
い
、「
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
」（https://

tw
c.tsuda.ac.jp/

）で
は
英
語
で
の
書
類
作
成
の
個
別
相
談
で

学
生
を
支
援
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、実
際
に「
海
を
渡
る
」機
会
の
拡
充
は
国
際
化
の

重
要
な
牽
引
力
で
は
あ
る
が
、送
り
出
せ
る
機
会
を
た
え
ず
模
索

し
て
い
く
た
め
に
は
、海
外
か
ら
の
来
訪
者
を
受
け
入
れ
る
企
画

を
積
極
的
に
推
進
し
、海
外
の
機
関
と
の
関
係
性
の
構
築
に
努
め

る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
関
係
者
の
来
日
プ
ロ
グ
ラ

ム
、Ｃ
Ｕ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
Ｎ（
日
米
文
化
教
育
交
流
会
議
）な
ど
は
そ
の
一

例
で
あ
る
が
、２
０
２
３
年
に
は
、こ
の
Ｃ
Ｕ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
の
メ
ン
バ
ー

の
再
来
日
に
際
し
て
、さ
ら
に
大
規
模
な
Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｆ
Ｃ（
日
米
友

好
基
金
）の
訪
問
団
を
迎
え
、そ
の
中
に
は
同
団
体
のSum

m
er 

Institute

に
参
加
し
た
、全
米
約
３
０
０
名
か
ら
選
抜
さ
れ
た
16

名
のnon-representative

の
大
学
生
が
含
ま
れ
て
い
た
。米

国
と
の
協
定
校
留
学
を
経
験
し
た
本
学
の
学
生
及
び
現
在
本
学

で
学
ぶ
海
外
留
学
生
た
ち
と
の
協
働
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
計
画
し
、グ

ル
ー
プ
討
議
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
関
心
か
ら
活
気
あ
ふ
れ
る
意
見

交
換
が
行
わ
れ
た［
写
真
］。

「
国
際
化
」は
、地
道
な
取
り
組
み
と
質
実
剛
健
な
教
育
の
持

続
的
な
展
開
、そ
し
て
そ
の
成
果
で
あ
る
一
人
一
人
の
自
己
形
成

が
あ
っ
て
、初
め
て
実
現
す
る
こ
と
を
強
調
し
た
い
。そ
し
て
、ト

ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
学
生
の
受
け
入
れ
も
ま
た
、今
後
の
課
題
と
し

て
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
。

［写真］本学学生、留学生とプログラム参加者とのディスカッ
ションの様子

2018　　　2019　　　2020　　　2021　　　2022

14 13

3 5

24

［図］2018年度～ 2022年度の交換受入生数
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る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
関
係
者
の
来
日
プ
ロ
グ
ラ

ム
、Ｃ
Ｕ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
Ｎ（
日
米
文
化
教
育
交
流
会
議
）な
ど
は
そ
の
一

例
で
あ
る
が
、２
０
２
３
年
に
は
、こ
の
Ｃ
Ｕ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
の
メ
ン
バ
ー

の
再
来
日
に
際
し
て
、さ
ら
に
大
規
模
な
Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｆ
Ｃ（
日
米
友

好
基
金
）の
訪
問
団
を
迎
え
、そ
の
中
に
は
同
団
体
のSum

m
er 

Institute

に
参
加
し
た
、全
米
約
３
０
０
名
か
ら
選
抜
さ
れ
た
16

名
のnon-representative

の
大
学
生
が
含
ま
れ
て
い
た
。米

国
と
の
協
定
校
留
学
を
経
験
し
た
本
学
の
学
生
及
び
現
在
本
学

で
学
ぶ
海
外
留
学
生
た
ち
と
の
協
働
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
計
画
し
、グ

ル
ー
プ
討
議
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
関
心
か
ら
活
気
あ
ふ
れ
る
意
見

交
換
が
行
わ
れ
た［
写
真
］。

「
国
際
化
」は
、地
道
な
取
り
組
み
と
質
実
剛
健
な
教
育
の
持

続
的
な
展
開
、そ
し
て
そ
の
成
果
で
あ
る
一
人
一
人
の
自
己
形
成

が
あ
っ
て
、初
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て
実
現
す
る
こ
と
を
強
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し
て
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ラ
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ス
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ン
ダ
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の
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入
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も
ま
た
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後
の
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し

て
そ
の
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長
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に
あ
る
。

［写真］本学学生、留学生とプログラム参加者とのディスカッ
ションの様子

2018　　　2019　　　2020　　　2021　　　2022

14 13

3 5

24

［図］2018年度～ 2022年度の交換受入生数
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は
じ
め
に

愛
知
大
学
現
代
中
国
学
部（
学
生
定
員
１
８
０
名
）は
、２
年
次

で
の「
現
地
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
中
国
等
へ
の
全
員
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

を
起
点
と
し
、一
定
の
中
国
語
レ
ベ
ル
に
到
達
し
た
学
生
に
は
中

国
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク（
科
目
名「
現
地
研
究
調
査
」）と
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ（
同「
現
地
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」）を
そ
れ
ぞ
れ
正
課

科
目
と
し
て
用
意
す
る
等
、海
外
で
の
学
習
体
験
を
重
視
す
る「
現

地
主
義
教
育
」を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
色
と
し
て
き
た
。１
９
９
７

年
の
学
部
創
設
以
来
、こ
の
現
地
主
義
教
育
は
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
や
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
、日
中
関
係
の
険
悪
化
等
の
さ
ま
ざ
ま
な

困
難
を
提
携
大
学
等
の
協
力
を
得
つ
つ
乗
り
越
え
、途
切
れ
る
こ

と
な
く
展
開
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
だ
け
は
そ
う
は
い
か
な
か
っ
た
。

本
学
部
の
す
べ
て
の
海
外
活
動
は
実
施
困
難
と
な
っ
た
。以
下
で

は
、「
現
地
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
中
心
に
、コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
本
学
部
が

い
か
に
対
応
し
て
き
た
か
を
記
し
、ま
た
そ
の
経
験
の
中
か
ら
何
を

学
ぶ
べ
き
か
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
る
。だ
が
、そ
の
前
に
本
学
部
の

「
現
地
主
義
教
育
」に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

1 

現
代
中
国
学
部
の「
現
地
主
義
教
育
」と
は

日
本
の
大
学
で
外
国
名
を
冠
し
た
学
部
は
本
学
部
し
か
な
い
。

本
学
に
こ
の
学
部
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、本
学
の
ル
ー
ツ
が
敗
戦
時

ま
で
上
海
に
存
在
し
て
い
た
東
亜
同
文
書
院（
１
９
０
１
年
設
立
、

１
９
３
９
年
大
学
昇
格
）に
遡
る
こ
と
と
切
り
離
し
て
は
語
れ
な

い
。現
代
中
国
学
部
は
、日
本
企
業
の
中
国
進
出
が
本
格
化
し
た

時
期
の
１
９
９
７
年
に
誕
生
し
た
。設
置
に
際
し
て
は
東
亜
同
文

書
院
大
学
の
中
国
語
教
育
や「
大
陸
大
旅
行
」（
卒
業
研
究
と
し

て
、小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
大
陸
各
地
を
調
査
旅
行
し
、今
日
貴

重
な
歴
史
資
料
と
評
さ
れ
る
報
告
書
を
残
し
た
）等
の
経
験
も
参

砂
山 

幸
雄

愛
知
大
学
現
代
中
国
学
部
長
・
教
授

海
外「
現
地
主
義
教
育
」が

直
面
し
た
試
練
と
展
望

―
全
員
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
中
心
に
―
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照
さ
れ
、新
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
反
映
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。

特
に
、入
学
後
早
期
に
現
地
で
学
ぶ
こ
と
が
中
国
語
学
習
に
は

効
果
的
と
の
考
え
か
ら
、中
国
人
留
学
生
を
除
く
１
年
生（
後
に

２
年
生
）全
員
が
約
４
カ
月
間
、天
津
の
南
開
大
学
で
研
修
を
行

う「
現
地
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
中
国
語
科
目
、中
国
文
化
講
座
等
計
21

単
位
）は
、当
時
に
お
い
て
は
他
に
類
を
見
な
い
画
期
的
な
取
り
組

み
で
あ
り
、南
開
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
専
用
の
教
室
・
宿
泊
施

設（
愛
大
会
館
）ま
で
建
設
し
た
こ
と
も
併
せ
て
、新
聞
等
で
も
大

き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

通
常
の
留
学
が
、海
外
大
学
の
提
供
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
こ
ち
ら

の
学
生
が
参
加
す
る
こ
と
で
あ
る
と
す
れ
ば
、「
現
地
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

は
本
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
海
外
大
学
に
委
託
し
実
施
す
る
方
式
で
、

最
終
的
な
成
績
評
価
は
こ
ち
ら
で
行
う
。こ
う
し
た〝
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
〟の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ
た
の
は
、当
時
の
中
国
の
社
会
環
境
と
大

人
数
の
学
生
の
安
全
管
理
等
の
要
因
を
重
視
し
た
結
果
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、東
亜
同
文
書
院
大
学
の「
大
陸
大
旅
行
」は
、「
現

地
研
究
調
査
」（
事
前
・
事
後
学
習
を
含
め
て
６
単
位
）に
継
承
さ

れ
た
。こ
れ
に
や
や
遅
れ
て
、北
京
・
上
海
の
日
系
企
業
で
実
施
さ

れ
る「
現
地
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」（
同
４
単
位
）も
加
わ
り
、現
在

は
、こ
れ
ら
の
３
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
本
学
部
の「
現
地
主
義
教
育
の
３

本
柱
」と
称
し
て
い
る
。

さ
ら
に
２
０
１
５
年
か
ら
は
、現
地
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
拠
点
を
台
湾（
台
湾
師
範
大

学
）と
マ
レ
ー
シ
ア（
南
方
大
学
学
院
）に

も
拡
大
し
、ま
た
南
開
大
学
お
よ
び
東

呉
大
学
と
の
間
の
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
開
始
し
た
。こ
う
し
た
現
地

主
義
教
育
の
拡
充
の
効
果
も
あ
っ
て
か
、

コ
ロ
ナ
禍
前
の
数
年
間
、志
願
者
数
は
本

学
部
と
し
て
は
比
較
的
高
い
水
準
で
安

定
し
て
い
た
。

2 

オ
ン
ラ
イ
ン
へ
の
切
り
替
え

２
０
２
０
年
１
月
、中
国
で
拡
大
中
の
感
染
症
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
も
の
と
判
明
し
て
以
降
、本
学
部
の
す
べ
て
の
海
外

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
実
施
と
な
っ
た
。こ
う
書
く
と
、

す
ん
な
り
オ
ン
ラ
イ
ン
に
切
り
替
わ
っ
た
と
受
け
取
ら
れ
そ
う
だ

が
、必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。３
月
初
め
に
予
定
さ
れ
て
い

た
現
地
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
渡
航
を
直
前
で
中
止
し
、渡
航
時
期
を
秋 南開大学（天津）の現地プログラムに参加した学生たち
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照
さ
れ
、新
学
部
の
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学
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中
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語
学
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に
は

効
果
的
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の
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、中
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人
留
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を
除
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１
年
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後
に

２
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約
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カ
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間
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の
南
開
大
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で
研
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を
行

う「
現
地
プ
ロ
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」（
中
国
語
科
目
、中
国
文
化
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等
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21
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お
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は
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い
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な
取
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大
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の
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と
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ば
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ラ
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」

は
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の
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を
海
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大
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に
委
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す
る
方
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で
、

最
終
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な
成
績
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は
こ
ち
ら
で
行
う
。こ
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し
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ダ
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メ
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ド
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プ
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に
な
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た
の
は
、当
時
の
中
国
の
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境
と
大

人
数
の
学
生
の
安
全
管
理
等
の
要
因
を
重
視
し
た
結
果
で
あ
る
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こ
の
ほ
か
、東
亜
同
文
書
院
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の「
大
陸
大
旅
行
」は
、「
現

地
研
究
調
査
」（
事
前
・
事
後
学
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を
含
め
て
６
単
位
）に
継
承
さ
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た
。こ
れ
に
や
や
遅
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て
、北
京
・
上
海
の
日
系
企
業
で
実
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さ

れ
る「
現
地
イ
ン
タ
ー
ン
シ
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プ
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同
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単
位
）も
加
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り
、現
在

は
、こ
れ
ら
の
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プ
ロ
グ
ラ
ム
を
本
学
部
の「
現
地
主
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教
育
の
３

本
柱
」と
称
し
て
い
る
。

さ
ら
に
２
０
１
５
年
か
ら
は
、現
地
プ

ロ
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ラ
ム
の
拠
点
を
台
湾（
台
湾
師
範
大

学
）と
マ
レ
ー
シ
ア（
南
方
大
学
学
院
）に

も
拡
大
し
、ま
た
南
開
大
学
お
よ
び
東

呉
大
学
と
の
間
の
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
開
始
し
た
。こ
う
し
た
現
地

主
義
教
育
の
拡
充
の
効
果
も
あ
っ
て
か
、

コ
ロ
ナ
禍
前
の
数
年
間
、志
願
者
数
は
本

学
部
と
し
て
は
比
較
的
高
い
水
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で
安

定
し
て
い
た
。
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オ
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ラ
イ
ン
へ
の
切
り
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え
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０
２
０
年
１
月
、中
国
で
拡
大
中
の
感
染
症
が
新
型
コ
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ウ

イ
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に
よ
る
も
の
と
判
明
し
て
以
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す
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て
の
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プ
ロ
グ
ラ
ム
は
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で
の
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施
と
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た
。こ
う
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と
、
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ん
な
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ン
に
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り
替
わ
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た
と
受
け
取
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れ
そ
う
だ

が
、必
ず
し
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そ
う
で
は
な
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っ
た
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月
初
め
に
予
定
さ
れ
て
い

た
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の
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航
を
直
前
で
中
止
し
、渡
航
時
期
を
秋 南開大学（天津）の現地プログラムに参加した学生たち
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学
期
に
移
し
た
。こ
れ
に
連
動
し
て
、非
常
勤
講
師
の
新
規
手
配

を
含
め
、授
業
計
画
の
大
幅
な
変
更
が
必
要
と
な
っ
た
。ま
た
、現

地
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
科
目
で
あ
る
文
化
講
座（
書
道
、二
胡
、京
劇
等
）

や
太
極
拳
等
も
本
学
で
実
施
す
る
こ
と
と
し
、急
遽
外
部
講
師
の

確
保
に
奔
走
し
た
。

や
が
て
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
様
相
が
強
ま
り
、秋
学
期
の
実
施
も
断

念
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
と
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
す
る
以
外
に
選

択
肢
は
な
く
な
っ
た
。幸
か
不
幸
か
、こ
の
段
階
で
は
本
学
も
海
外

拠
点
の
３
大
学
も
授
業
を
す
べて
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
って
お
り
、現
地

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
オ
ン
ラ
イ
ン
化
す
る
こ
と
自
体
に
大
き
な
問
題
は
な

か
っ
た
。時
差
を
ほ
と
ん
ど
気
に
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
た
め
、本
学

部
の
学
生
は
中
国
、台
湾
、マ
レ
ー
シ
ア
の
各
大
学
が
提
供
す
る
中

国
語
の
授
業
を
、ほ
ぼ
同
時
刻
に
一
斉
に
受
講
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

た
だ
、現
地
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
あ
く
ま
で
も
本
学
部
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
あ
る
た
め
、学
生
が
安
定
的
に
遠
隔
授
業
を
受
講
で
き
る
環
境

を
保
証
す
る
の
は
本
学
の
責
任
で
も
あ
っ
た
。中
国
と
オ
ン
ラ
イ
ン

で
接
続
し
、リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
授
業
を
行
う
こ
と
は
大
学
院
を
除

き
前
例
が
な
く
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
面
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
調
整
が
必

要
で
あ
っ
た
。実
施
初
年
度
に
は
原
因
不
明
の
回
線
不
安
定
が
数

回
発
生
し
た
が
、そ
の
都
度
、両
大
学
間
で
調
整
し
て
乗
り
切
っ

た
。ま
た
、学
生
の
受
講
状
況
・
態
度
は
海
外
大
学
か
ら
メ
ー
ル
等

で
随
時
伝
え
て
も
ら
う
よ
り
方
法
が
な
く
、そ
の
た
め
に
も
海
外

大
学
の
担
当
者
と
こ
ち
ら
側（
教
員
と
国
際
交
流
課
職
員
）と
の

間
の
緊
密
な
連
絡
・
協
力
は
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

3 

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
対
応

中
国
語
学
習
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
対
応
で
き
た
が
、現
地
で
の
活
動
を

前
提
と
す
る
現
地
研
究
調
査
と
現
地
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、そ
の
ま

ま
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
化
も
難
し
く
、一
時
は
中
止
も
考
え
た
。し
か
し
、

正
課
科
目
で
あ
り
参
加
学
生
も
決
定
済
み
で
、い
ま
さ
ら
中
止
は
で

き
な
い
、科
目
の
趣
旨
を
損
な
わ
ず
に
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
適
し
た
活
動

内
容
に
変
更
で
き
な
い
か
と
担
当
教
員
に
知
恵
を
絞
って
も
らっ
た
。

そ
の
結
果
、現
地
研
究
調
査
で
は
文
献
を
中
心
と
し
た
学
習
に
加

え
、パ
ー
ト
ナ
ー
の
北
京
外
国
語
大
学
日
本
語
学
院
に
専
門
家
に
よ

る
講
座
を
企
画
し
て
も
ら
い
、同
校
の
学
生
と
一
緒
に
こ
れ
を
受
講

し
て
討
論
を
重
ね
た
。最
後
は
例
年
通
り
報
告
会
を
開
催
し
、本
学

部
学
生
が
中
国
語
で
発
表
を
行
い
、北
京
外
大
の
学
生
が
日
本
語
で

コ
メ
ン
ト
し
た
。こ
れ
ら
の
活
動
は
す
べて
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
た
。

 一
方
、就
業
体
験
が
欠
か
せ
な
い
現
地
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
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オ
ン
ラ
イ
ン
化
は
よ
り
困
難
だ
っ
た（
就
活
生
向
け
の
オ
ン
ラ

イ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
は
別
種
の
も
の
で
あ
る
）。や
む
な

く
学
生
自
身
が
体
験
す
る
代
わ
り
に
、上
海
等
の
日
系
企
業
で
勤

務
す
る
駐
在
員
、あ
る
い
は
日
本
に
帰
国
し
て
い
る
元
駐
在
員
に

体
験
を
語
っ
て
も
ら
う
懇
談
会
を
複
数
回
開
催
し
た
。学
生
は
そ

こ
で
語
ら
れ
た
体
験
と
、文
献
等
か
ら
得
ら
れ
た
知
識
や
企
業
研

究
・
業
界
研
究
の
成
果
と
を
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
体
験
に
少
し
で
も
接
近
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
。こ
れ
ら

の
活
動
も
す
べ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
さ
れ
、最
後
の
報
告
会
だ
け

が
対
面
式
で
開
催
さ
れ
た
。

両
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
オ
ン
ラ
イ
ン
実
施
は
、２
０
２
０
年
か
ら
３
年

間
続
い
た
。最
初
の
年
こ
そ
手
探
り
状
態
だ
っ
た
が
、２
年
目
か
ら

は
オ
ン
ラ
イ
ン
の
利
点
を
活
か
す
工
夫
も
生
ま
れ
た
。例
え
ば
、「
観

光
」を
テ
ー
マ
と
し
た
現
地
研
究
調
査
で
は
、海
外
出
張
中
の
北
京

外
国
語
大
学
の
専
門
家
に
イ
タ
リ
ア
か
ら
講
座
に
出
席
し
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
た
。ま
た
現
地
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
も
駐
在
員
の
懇
談
会

と
教
室
内
で
の
学
習
と
を
計
画
的
に
組
み
合
わ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

両
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
も
、参
加
学
生
は
先
輩
た
ち
の
残
し
た
報
告
書
や

経
験
談
か
ら
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。活
動
の
最
後
に
開
か
れ
た
報
告

会
は
、内
容
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
や
深
み
と
い
う
点
で
は
物
足
り
な
さ

が
残
っ
た
も
の
の
、問
題
点
の
整
理
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
の
わ
か
り

や
す
さ
で
は
例
年
以
上
の
出
来
で
あっ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

4 

ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
へ
の
移
行

２
０
２
２
年
春
ご
ろ
か
ら
世
界
各
国
で
留
学
再
開
の
動
き
が
始

ま
り
、現
地
プ
ロ
グ
ラ
ム
３
拠
点
の
う
ち
、中
国
は
依
然
と
し
て
入

国
制
限
が
続
い
て
い
た
が
、台
湾
と
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
秋
学
期
で
の

渡
航
が
可
能
と
な
っ
た
。し
か
し
、台
湾
は
留
学
期
間
が
６
カ
月
以

上
で
な
い
と
ビ
ザ
が
取
得
で
き
ず
、逆
に
マ
レ
ー
シ
ア
は
３
カ
月
未

満
の
ビ
ザ
し
か
取
得
で
き
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
が
始

ま
っ
た
時
点
で
は
、３
拠
点
の
い
ず
れ
か
に
渡
航
で
き
な
け
れ
ば
、

全
体
の
渡
航
を
中
止
す
る
と
決
め
て
い
た
が
、再
開
に
つ
い
て
は
そ

う
は
い
か
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
事
情
に
よ
り
、２
０
２
２
年
度
は
各
拠
点
で
異
な
る
対

応
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。中
国
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

が
続
い
た
の
に
対
し
、マ
レ
ー
シ
ア
は
約
１
カ
月
の
オ
ン
ラ
イ
ン
学

習
後
に
渡
航
し
、３
カ
月
現
地
で
学
ん
だ
。台
湾
は
現
地
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
で
は
な
く
、６
カ
月
の「
認
定
留
学
」と
し
て
２
大
学
に

学
生
を
派
遣
し
、修
得
単
位
を
現
地
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
単
位
と
し
て
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に
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は
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で
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カ
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て
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を
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得
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を
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の
単
位
と
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84

認
定
す
る
こ
と
に
し
た
。現
地
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
単
位
を
他
の
留
学
に

よ
る
単
位
で
読
み
替
え
た
の
は
、こ
れ
が
初
め
て
で
あ
っ
た
。

２
０
２
３
年
度
の
現
地
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、秋
学
期
に
変
更
し
た

も
の
の
、３
拠
点
と
も
現
地
に
渡
航
し
て
実
施
で
き
る
こ
と
に
な
っ

た
。し
か
し
、マ
レ
ー
シ
ア
は
ビ
ザ
問
題
が
残
り
、オ
ン
ラ
イ
ン
１
カ

月
プ
ラ
ス
現
地
３
カ
月
の
か
た
ち
と
な
っ
た
ほ
か
、社
会
の
変
化
が

著
し
い
中
国
で
は
、「
原
状
回
復
」で
は
な
く
、新
た
な
対
応
が
さ

ま
ざ
ま
方
面
で
必
要
に
な
る
こ
と
を
覚
悟
し
て
い
る
。

5 

オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
成
果
と
課
題

以
上
、本
学
部
の「
現
地
主
義
教
育
の
３
本
柱
」が
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
た
か
を
簡
単
に
振
り
返
っ
た
。コ
ロ
ナ

禍
に
よ
って
、日
本
の
各
大
学
で
は
そ
れ
ま
で
な
か
な
か
進
ま
な
か
っ

た
遠
隔
授
業
体
制
が
一
気
に
確
立
し
た
が
、こ
れ
は
中
国
、台
湾
、

マ
レ
ー
シ
ア
で
も
同
様
で
あ
っ
た
。そ
の
た
め
、現
地
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

オ
ン
ラ
イ
ン
化
す
る
こ
と
は
、海
外
各
大
学
と
緊
密
な
連
携
を
保

つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、比
較
的
容
易
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。教
員
と

学
生
と
の
間
で
も
微
ウ
ィ
ー

信チ
ャ
ッ
ト

等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
質
疑
応
答
や
課

題
提
出
を
行
っ
て
お
り
、即
時
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
あ
ま
り
大
き
な
問
題
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

気
に
な
る
の
は
、渡
航
留
学
と
比
べ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
の
中
国

語
学
習
の
効
果
は
ど
う
か
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。毎
回
、現
地
プ

ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
に
Ｈ
Ｓ
Ｋ（
中
国
政
府
公
認
の
中
国
語
検
定
試

験
）を
受
験
さ
せ
て
き
た
が
、コ
ロ
ナ
禍
前
に
は
３
拠
点
と
も
７
割

以
上
が
５
級（
Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
の
Ｃ
１
相
当
と
言
わ
れ
て
い
る
）か
そ
れ

以
上
に
到
達
し
て
い
た
。こ
れ
は
か
な
り
優
秀
な
成
果
と
言
う
べ
き

で
、こ
れ
に
比
べ
る
と
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
の
結
果
は
見
劣
り
す
る
と

認
め
ざ
る
を
得
な
い
。た
だ
、参
加
し
た
学
生
の
声
の
中
に
は
、「
時

間
外
で
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
メ
ー
ル
で
質
問
で
き
る
」「
中
国
語
で
送
信
す

る
の
が
力
に
つ
な
が
っ
た
」等
を
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
挙
げ
て
お
り
、対

面
式
に
比
べ
、個
々
の
学
生
の
意
欲
や
学
習
態
度
に
よ
っ
て
学
習
成

果
が
よ
り
大
き
く
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。現
地
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
教
育
効
果
に
つ
い
て
は
、今
後
、学
部
と
し
て
専
門
的
な

見
地
か
ら
の
分
析
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

少
な
く
と
も
中
国
語
教
育
に
関
す
る
限
り
、渡
航
不
能
と
い
う

リ
ス
ク
に
対
し
、オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
十
分
に
応
え
る
こ
と
の
で
き
る
方

策
で
あ
る
と
言
え
る
。現
在
、愛
知
大
学
は
オ
ン
ラ
イ
ン
留
学
の
単
位
を

認
め
て
い
な
い
が
、現
地
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
特
例
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。

課
題
が
残
る
と
す
れ
ば
、留
学
に
よ
り
得
ら
れ
る
現
地
体
験
は
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オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
補
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
点
に
尽
き
る
か

も
し
れ
な
い
。現
地
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
本
来
、中
国
語
習
得
だ
け
で
な

く
、学
生
に
早
い
段
階
で
リ
ア
ル
な
中
国
に
触
れ
さ
せ
、そ
の
体
験

の
中
か
ら
中
国
に
対
す
る
知
的
関
心
や
日
中
交
流
へ
の
意
欲
を
育

て
る
と
い
う
目
標
も
持
っ
て
い
た
。そ
の
た
め
、渡
航
機
会
を
奪
わ

れ
た
学
生
た
ち
向
け
に
、今
年
の
春
と
夏
、台
湾
で
の
短
期
中
国

語
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
し
た
ほ
か
、全
学
向
け
に
中
国
の
多
く
の
大

学
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
の
機
会
を
頻
繁
に
設
け
て
い
る
。し
か

し
、現
地
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
楽
し
み
に
本
学
部
に
入
学
し
て
き
た
学

生
た
ち
に
と
っ
て
、こ
れ
ら
は
そ
の
代
替
に
は
な
ら
な
か
っ
た
に
違
い

な
い
。卒
業
す
る
学
生
を
対
象
に
本
学
が
実
施
し
て
い
る
学
習
成

果
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
見
て
も
、コ
ロ
ナ
禍
前
と
比
較
し
て「
社

会
の
諸
事
情
に
つ
い
て
主
体
的
、総
合
的
に
判
断
で
き
る
能
力
」や

「
筋
道
を
立
て
て
考
え
、課
題
を
解
決
す
る
能
力
」と
い
う
項
目

で
ポ
イ
ン
ト
低
下
が
目
立
つ
の
は
、留
学
に
よ
る
現
地
体
験
の
有

無
が
影
響
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。

6 

今
後
の
展
望

コ
ロ
ナ
禍
が
本
学
部
の「
現
地
主
義
教
育
」に
与
え
た
衝
撃
は
大

き
か
っ
た
が
、そ
れ
に
よ
って
学
ん
だ
こ
と
も
少
な
く
な
い
。感
染
症
の

み
な
ら
ず
、今
後
想
定
さ
れ
る
多
様
な
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
た
め
の
柔

軟
性
を
、今
ま
で
以
上
に
高
め
る
必
要
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。現
地
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
３
拠
点
化
に
は
リ
ス
ク
分
散
の
意
図
も
あ
っ
た
が
、パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
に
は
対
応
で
き
な
か
っ
た
。オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
は
も
ち
ろ
ん
、

実
施
時
期
や
単
位
認
定
の
柔
軟
化
等
、検
討
す
べ
き
課
題
は
多
い
。

ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
や
む
を
得
ず
採
用
し
た
方
式
が
、学
部

の
新
た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
発
展
さ
せ
る
可
能
性
を
持
つ
こ
と

に
も
気
付
か
さ
れ
た
。前
述
し
た
よ
う
な
現
地
研
究
調
査
の
オ
ン

ラ
イ
ン
化
は
、文
部
科
学
省
の
肝
い
り
で
一
部
の
大
学
が
試
み
て

き
た
Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｌ（C

ollaborative O
nline International 

Learning

）の
中
国
語
版
と
も
い
え
る
。現
地
研
究
調
査
だ
け
で

な
く
、学
部
の
他
の
科
目
や
ゼ
ミ
で
も
、Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｌ
が
い
つ
の
間
に
か

行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ポ
ス
ト
・
コロ
ナ
の
時
代
に
、現
代
中
国
学
部
が
推
進
し
て
き
た
現

地
主
義
教
育
は
、も
は
や
コ
ロ
ナ
禍
前
に
戻
り
え
な
い
。何
よ
り
、本

学
部
が
教
育
研
究
の
主
た
る
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
中
国
自
身
の
変
容

は
、早
く
か
つ
大
き
い
。こ
れ
に
向
き
合
い
つ
つ「
日
中
間
の
架
け
橋
と

な
る
人
材
の
育
成
」と
い
う
教
育
目
標
を
ど
の
よ
う
に
追
求
し
て
い

く
べ
き
か
、わ
が
国
唯
一
の
学
部
と
し
て
挑
戦
を
続
け
て
い
き
た
い
。
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オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
補
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
点
に
尽
き
る
か

も
し
れ
な
い
。現
地
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
本
来
、中
国
語
習
得
だ
け
で
な

く
、学
生
に
早
い
段
階
で
リ
ア
ル
な
中
国
に
触
れ
さ
せ
、そ
の
体
験

の
中
か
ら
中
国
に
対
す
る
知
的
関
心
や
日
中
交
流
へ
の
意
欲
を
育

て
る
と
い
う
目
標
も
持
っ
て
い
た
。そ
の
た
め
、渡
航
機
会
を
奪
わ

れ
た
学
生
た
ち
向
け
に
、今
年
の
春
と
夏
、台
湾
で
の
短
期
中
国

語
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
し
た
ほ
か
、全
学
向
け
に
中
国
の
多
く
の
大

学
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
の
機
会
を
頻
繁
に
設
け
て
い
る
。し
か

し
、現
地
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
楽
し
み
に
本
学
部
に
入
学
し
て
き
た
学

生
た
ち
に
と
っ
て
、こ
れ
ら
は
そ
の
代
替
に
は
な
ら
な
か
っ
た
に
違
い

な
い
。卒
業
す
る
学
生
を
対
象
に
本
学
が
実
施
し
て
い
る
学
習
成

果
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
見
て
も
、コ
ロ
ナ
禍
前
と
比
較
し
て「
社

会
の
諸
事
情
に
つ
い
て
主
体
的
、総
合
的
に
判
断
で
き
る
能
力
」や

「
筋
道
を
立
て
て
考
え
、課
題
を
解
決
す
る
能
力
」と
い
う
項
目

で
ポ
イ
ン
ト
低
下
が
目
立
つ
の
は
、留
学
に
よ
る
現
地
体
験
の
有

無
が
影
響
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。

6 

今
後
の
展
望

コ
ロ
ナ
禍
が
本
学
部
の「
現
地
主
義
教
育
」に
与
え
た
衝
撃
は
大

き
か
っ
た
が
、そ
れ
に
よ
って
学
ん
だ
こ
と
も
少
な
く
な
い
。感
染
症
の

み
な
ら
ず
、今
後
想
定
さ
れ
る
多
様
な
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
た
め
の
柔

軟
性
を
、今
ま
で
以
上
に
高
め
る
必
要
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。現
地
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
３
拠
点
化
に
は
リ
ス
ク
分
散
の
意
図
も
あ
っ
た
が
、パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
に
は
対
応
で
き
な
か
っ
た
。オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
は
も
ち
ろ
ん
、

実
施
時
期
や
単
位
認
定
の
柔
軟
化
等
、検
討
す
べ
き
課
題
は
多
い
。

ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
や
む
を
得
ず
採
用
し
た
方
式
が
、学
部

の
新
た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
発
展
さ
せ
る
可
能
性
を
持
つ
こ
と

に
も
気
付
か
さ
れ
た
。前
述
し
た
よ
う
な
現
地
研
究
調
査
の
オ
ン

ラ
イ
ン
化
は
、文
部
科
学
省
の
肝
い
り
で
一
部
の
大
学
が
試
み
て

き
た
Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｌ（C

ollaborative O
nline International 

Learning

）の
中
国
語
版
と
も
い
え
る
。現
地
研
究
調
査
だ
け
で

な
く
、学
部
の
他
の
科
目
や
ゼ
ミ
で
も
、Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｌ
が
い
つ
の
間
に
か

行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ポ
ス
ト
・
コロ
ナ
の
時
代
に
、現
代
中
国
学
部
が
推
進
し
て
き
た
現

地
主
義
教
育
は
、も
は
や
コ
ロ
ナ
禍
前
に
戻
り
え
な
い
。何
よ
り
、本

学
部
が
教
育
研
究
の
主
た
る
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
中
国
自
身
の
変
容

は
、早
く
か
つ
大
き
い
。こ
れ
に
向
き
合
い
つ
つ「
日
中
間
の
架
け
橋
と

な
る
人
材
の
育
成
」と
い
う
教
育
目
標
を
ど
の
よ
う
に
追
求
し
て
い

く
べ
き
か
、わ
が
国
唯
一
の
学
部
と
し
て
挑
戦
を
続
け
て
い
き
た
い
。



こ
ん
な
に
甘
く
な
い
よ
と
思
い
な
が
ら
も
、お
互
い
に
と
っ
て
初
め

て
の
取
り
組
み
で
あ
り
、お
気
遣
い
頂
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。あ

く
ま
で
も
私
見
で
は
あ
る
が
、半
年
間
で
の
学
生
の
成
長
も
感
じ

ら
れ
、物
流
企
業
と
の
社
会
共
創
活
動
と
い
う
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ

は
成
功
で
あ
っ
た
。

1
　流
通
科
学
大
学
の
社
会
共
創
活
動※
１

　
流
通
科
学
大
学（
神
戸
市
西
区
）は
、『
流
通
を
科
学
的
に
研
究

教
育
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、世
界
の
平
和
に
貢
献
し
、真
に
豊
か
な

社
会
の
実
現
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
』と
い
う
建
学
の

理
念
の
も
と
１
９
８
８
年
に
創
設
さ
れ
た
大
学
で
あ
る
。商
学
部

（
定
員
４
５
０
名
）、経
済
学
部（
同
２
０
０
名
）、人
間
社
会
学
部

（
同
２
５
０
名
）の
３
学
部
か
ら
構
成
さ
れ
、約
３
７
０
０
名
の
学

生
が
在
籍
し
て
い
る
。

　
大
学
の
設
立
当
時
よ
り
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
を
育
て
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
、近
年
は『
知
識
重
点
型
』か
ら『
知
識
を
知
恵

に
変
換
で
き
る
』人
材
の
育
成
に
焦
点
を
あ
て
、創
設
時
よ
り
訴
求

し
実
施
し
て
き
た『
実
学
』ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
重
視
し
た

授
業
内
容
を
実
践
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
実
学
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
が〝
社
会
共

創
活
動（
社
会
共
創
プ
ロ
グ
ラ
ム
）〞で
あ
る
。こ
れ
は
、学
生
自
身

が
考
え
調
査
し
、仲
間
と
協
力
し
な
が
ら
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
知
識

を
生
か
し
、企
業・地
域・自
治
体
が
抱
え
る
課
題
解
決
に
取
り
組

む
活
動
で
あ
る
。２
０
２
２
年
度
は
、32
の
社
会
共
創
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
提
供
さ
れ
、社
会
共
創
活
動
報
告
書（
２
０
２
２
）に
よ
れ
ば
、

26
名
の
教
員
が
44
の
活
動
に
参
画
し
て
い
る※

２
。学
生
が
希
望
さ

え
す
れ
ば
、年
間
を
通
じ
て
、企
業・自
治
体
を
問
わ
ず
豊
富
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
中
か
ら
希
望
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き

る
。今
で
こ
そ
、多
く
の
大
学
が
企
業
や
自
治
体
と
連
携
し
た
社

会
連
携
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、流
通
科
学
大
学
で
は
、筆

者
が
着
任
し
た
10
年
前
よ
り
既
に
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
盛
ん
に

行
わ
れ
て
お
り
、印
象
的
で
あ
っ
た
。

2
　物
流
分
野
に
お
け
る
社
会
共
創
活
動
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
44
の
活
動
の
連
携
先
は
、企
業
19
件
、自
治
体
18
件
、企
業
と
自

治
体
の
連
携
３
件
、商
店
街
４
件
で
あ
り
、企
業
と
自
治
体
の
件
数

が
多
く
な
っ
て
い
る
。そ
れ
ほ
ど
数
は
多
く
な
い
も
の
の
、商
店
街
と

の
連
携
が
一
定
数
あ
る
の
は
、地
域
商
業
も
学
べ
る
本
学
の
特
徴
の

一
つ
と
い
え
よ
う
。活
動
内
容
で
み
る
と
、企
業
と
は
商
品
開
発
や
イ

ベ
ン
ト
企
画
が
多
く
、自
治
体
と
は
地
域
活
性
化
型
が
ほ
ぼ
全
て
で

あ
る
。こ
れ
は
、「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
」「
製
品
戦
略
論
」「
消
費
者

行
動
論
」（
以
上
、商
学
部
科
目
）や「
地
域
ま
ち
づ
く
り
概
論
」（
経

済
学
部
科
目
）、さ
ら
に
は「
観
光
事
業
論
」（
人
間
社
会
学
部
科

目
）な
ど
の
講
義
で
学
ん
だ
専
門
知
識
と
活
動
内
容
が
リ
ン
ク
し
、

学
生
が
事
業
提
案
を
し
や
す
い
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　
筆
者
の
専
門
は
い
ち
お
う
物
流
で
あ
り
、「
教
養
特
講
Ⅰ（
物

流
）」と「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論
」を
担
当
し
て
い

る
も
の
の
、商
学
部
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
科
に
所
属
し
て
い
る
こ
と
、

か
つ
学
生
の
ニ
ー
ズ
も
高
い
と
い
う
理
由
か
ら
企
業
と
の
商
品
開

発
や
イ
ベ
ン
ト
企
画
と
い
っ
た
社
会
共
創
活
動
を
選
択
す
る
こ
と

が
多
か
っ
た
。と
い
っ
て
も
商
品
開
発
に
関
す
る
専
門
的
知
識
に
乏

し
く
、ゼ
ミ
生
に
対
し
て
申
し
訳
な
さ
を
抱
き
な
が
ら
ゼ
ミ
運
営

を
行
っ
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。そ
れ
で
も
ゼ
ミ
生
が
い
く
つ

か
の
賞
を
受
賞
し
た
時
に
は
と
て
も
救
わ
れ
た
。

　
商
学
で
は
、物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
関
連
科
目
の
重
要
性
が
論

じ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。近
畿
大
学
の
髙
橋
愛
典
教
授
は
、

「
大
学
に
お
い
て
物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
関
連
科
目
は
、商
学
系
統

の
学
部・学
科
に
置
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、こ
の
こ
と
が
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
の
研
究
・
教
育
に
与
え
る
影
響
は
大
き
い
」と
指
摘
し
て
い

る
。ま
た
、関
西
学
院
大
学
の
伊
藤
秀
和
教
授
は
、商
学
教
育
に
お

け
る
交
通・物
流
関
連
科
目
の
位
置
づ
け
を
整
理
し
た
上
で
、「
社

会
科
学
と
し
て
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
を
学
ぶ
利
点
は
、経
営
手
法
や
会

計
や
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
な
ど
、現
実
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
密
接
に
関
わ
る
内

容
を
横
断
的・体
系
的
に
学
習
で
き
る
こ
と
に
あ
る
」と
指
摘
し
て

い
る
。な
お
、両
氏
は
い
ず
れ
も
商
学
部
に
て
物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

ス
科
目
を
担
当
し
て
い
る
。

　
本
学
で
も
、大
学
院
を
含
め
る
と
７
つ
の
物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

関
連
科
目
が
開
講
さ
れ
て
い
る
。特
に「
物
流
概
論
」は
、商
学
部

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
科
の
基
幹
科
目
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。ま

た
、２
０
２
２
年
度
の
卒
業
生
の
4.5
％
が
運
輸
業
に
就
職
し
て
お

り
、運
輸
業
の
内
訳
の
多
く
は
物
流
関
連
企
業
で
あ
る
こ
と
か
ら

物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
に
ニ
ー
ズ
は
少
な
く
な
い
は
ず
で
あ
る
。

寄 稿

﹇
私
大
連
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
２ ×

 

大
学
時
報
連
動
企
画
﹈

社
会
共
創
活
動
に
よ
る

教
育
効
果
に
つ
い
て

―

コ
イ
ズ
ミ
物
流
株
式
会
社
と
の

　
取
り
組
み
を
通
じ
て―田

中 

康
仁

流
通
科
学
大
学

商
学
部
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
科
教
授

　
し
か
し
、物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
に
関
連
し
た
社
会
共
創
活
動
を

実
現
し
て
み
た
い
と
思
い
な
が
ら
も
、具
体
的
な
実
施
ま
で
は
至
ら
な

かっ
た
。

3
　コ
イ
ズ
ミ
物
流
と
の
取
り
組
み

　
そ
ん
な
時
、２
０
２
１
年
１０
月
、コ
イ
ズ
ミ
物
流
か
ら
社
会
連
携

の
依
頼
が
あ
っ
た
。担
当
者
は
、営
業
本
部
新
規
事
業
推
進
室
の
兵

庫
室
長
で
あ
る
。氏
の
所
属
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、最
初
の
依
頼

内
容
は
、物
流
分
野
の
新
事
業
の
ア
イ
デ
ア
を
若
い
学
生
か
ら
柔
軟

か
つ
自
由
に
発
案
し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。し
か
し
な
が

ら
、ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
新
事
業
の
ア
イ
デ
ア
を
出
す
こ
と
は
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
こ
と
、テ
ー
マ
を
絞
ら
ず
に
提
案
し
た
場
合
、提
案
内
容
が
分

散
し
て
し
ま
う
心
配
が
あ
っ
た
。そ
こ
で
、物
流
現
場
が
実
際
に
抱

え
て
い
る
課
題
を
解
決
す
る
取
り
組
み
に
し
て
欲
し
い
と
の
要
望
を

伝
え
、協
議
し
た
と
こ
ろ
、次
の
３
つ
の
テ
ー
マ（
①
物
流
セ
ン
タ
ー

の
改
善
、②
労
働
環
境
の
改
善
、③
物
流
企
業
の
Ｐ
Ｒ
方
法
）に
決

ま
っ
た
。物
流
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
ゼ
ミ
を
運
営
し
て
い
る
商
学
部

李
准
教
授
に
も
参
画
い
た
だ
き
、２
ゼ
ミ
計
23
名（
３
年
生
）で
コ
イ

ズ
ミ
物
流
と
の
社
会
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
翌
２
０
２
２
年
４
月
よ

り
ス
タ
ー
ト
し
た
。主
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　・５
月
28
日（
土
）　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　 

　（
１
回
目
の
物
流
セ
ン
タ
ー
の
見
学
）

　・７
月
22
日（
金
）　
大
学
に
て
中
間
発
表

　・９
月
20
日（
火
）　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　 

　（
２
回
目
の
物
流
セ
ン
タ
ー
の
見
学
：

　
　
　
　
　
　
　 

　
ハ
ン
デ
ィ
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
を
使
っ
た

　
　
　
　
　
　
　 

　
物
流
業
務
の
疑
似
体
験
）

　・10
月
29
日（
土
）　
コ
イ
ズ
ミ
物
流
本
社
に
て
最
終
発
表

　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
、大
阪
南
港
の
物
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

た
。そ
こ
に
は
、関
連
企
業
の
コ
イ
ズ
ミ
照
明
の
商
材
が
中
心
に
保

管
さ
れ
て
い
た
。１
回
目
の
見
学
で
は
、物
流
セ
ン
タ
ー
の
機
能
の

概
略
と
と
も
に
、荷
物
の
管
理
方
法
で
あ
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
管
理
の

考
え
方
、荷
役
機
器
で
あ
る
パ
レ
ッ
ト
、ネ
ス
テ
ナ
ー（
可
動
式
の
棚
）

の
説
明
、電
動
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
実
演
が
行
わ
れ
た
。特
に
、高
い

位
置
に
積
ま
れ
た
荷
物
を
垂
直
移
動
も
可
能
な
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

を
使
って
荷
役
す
る
様
子
に
は
学
生
か
ら
歓
声
が
あ
が
って
い
た
。

　
中
間
発
表
で
は
、１
回
目
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
視
察
結
果
を

踏
ま
え
、２
ゼ
ミ
６
チ
ー
ム
か
ら「
新
た
な
技
術
の
導
入
に
よ
る
施

設
改
善
」や「
業
界
の
イ
メ
ー
ジ
改
善
」、「
若
い
世
代
へ
の
情
報
発

信
や
Ｐ
Ｒ
」な
ど
の
学
生
目
線
の
提
案
を
行
っ
た
。こ
れ
ら
の
発
表

に
対
し
、企
業
担
当
者
か
ら
は「
ど
う
し
た
ら
コ
イ
ズ
ミ
の
魅
力
を

伝
え
ら
れ
る
か
。よ
り
具
体
的
な
提
案
を
期
待
し
た
い
」と
の
コ
メ

ン
ト
を
頂
い
た
。学
生
か
ら
は
、「
物
流
に
関
す
る
知
識
不
足
を
痛

感
し
、よ
り
深
く
学
び
た
い
と
い
う
学
習
意
欲
が
刺
激
さ
れ
た
」と

い
う
声
や「
数
値
的
な
根
拠
に
基
づ
い
た
提
案
の
重
要
性
に
気
づ

か
さ
れ
た
」と
い
う
意
見
が
聞
か
れ
た
。

　
２
回
目
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
、前
回
と
異
な
り
平
日
に
実
施

し
た
。こ
の
た
め
、通
常
業
務
が
行
わ
れ
て
い
る
な
か
で
の
見
学
で

あ
っ
た
。ま
た
、ピ
ッ
キ
ン
グ
作
業
や
入
出
庫
管
理
に
使
用
さ
れ
て
い

る
ハ
ン
デ
ィ
タ
ー
ミ
ナ
ル（
片
手
で
持
て
る
ハ
ン
デ
ィ
サ
イ
ズ
の
デ
ー

タ
収
集
端
末
）を
使
って
、庫
内
業
務
の
疑
似
体
験
も
行
っ
た
。

　
２
回
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
中
間
発
表
、約
半
年
間
を
か
け
て

３
つ
の
課
題
テ
ー
マ
に
対
し
て
、コ
イ
ズ
ミ
物
流
への
最
終
提
案
を
実

施
し
た
。以
下
、６
チ
ー
ム
の
提
案
内
容
の
題
目
で
あ
る
。田
中
ゼ
ミ

３
チ
ー
ム（
Ａ
：
創
荷
に
よ
る
積
載
率
の
向
上
案
、Ｂ
：
滞
留
在
庫

の
有
効
活
用
の
提
案
、Ｃ
：
物
流
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
）、李
ゼ

ミ
３
チ
ー
ム（
Ｄ
：
物
流
業
界
Ｐ
Ｒ
の
提
案
、Ｅ
：
コ
イ
ズ
ミ
物
流

の
労
働
環
境
改
善
の
提
案
、Ｆ
：
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
技
術
活
用
の
提
案
）。

企
業
の
方
か
ら
は
総
じ
て
前
向
き
な
コ
メ
ン
ト
を
頂
い
た
。現
実
は

4
　学
生
の
成
長
に
貢
献
で
き
た
の
か
？

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
、田
中
ゼ
ミ
の
学
生
に
対
し
て
、①
物
流

セ
ン
タ
ー
の
見
学
の
感
想
、②
社
会
共
創
活
動
の
感
想
、③
社
会

共
創
活
動
を
通
じ
て
成
長
し
た
と
思
う
点
、④
社
会
共
創
活
動
に

参
加
し
て
感
じ
た
課
題
、を
自
由
記
述
で
回
答
し
て
も
ら
い
、テ
キ

ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
に
よ
る
分
析
を
試
み
た
。

　
大
半
の
学
生
が
物
流
セ
ン
タ
ー
を
見
学
す
る
の
は
初
め
て
の
経

験
で
あ
り
、労
働
環
境
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
印
象
を
持
っ
て
い
る
学
生

も
い
た
と
思
う
が
、そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
見
事
に
覆
さ
れ
た
。整
理
が

行
き
届
い
た
物
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、ほ
ぼ
一
人
１
台
の
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
に
よ
り
肉
体
的
負
担
も
軽
減
さ
れ
て
い
た
。こ
れ
が
、〝
働
き

や
す
い
〞と
い
う
ワ
ー
ド
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。

　
物
流
業
界
と
の
社
会
共
創
活
動
に
取
り
組
む
に
あ
た
っ
て
、物

流
現
場
を
生
で
視
察
で
き
た
こ
と
は
、提
案
内
容（
ア
イ
デ
ア
）を

〝
膨
ら
ま
せ
る
〞こ
と
に
大
い
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。社

会
共
創
活
動
を
通
じ
て
成
長
し
た
と
思
う
点
に
つ
い
て
は
、物
流

業
界
に
対
し
て
、〝
課
題
解
決
・
改
善
案
〞を
チ
ー
ム
の〝
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
〞を
高
め
な
が
ら
取
り
組
ん
だ
様
子
が
み
え
る
。

一
方
で
、課
題
と
し
て〝
定
め
に
く
い
〞と
い
う
ワ
ー
ド
が
目
立
っ

た
。現
場
視
察
が
ア
イ
デ
ア
を〝
膨
ら
ま
せ
る
〞の
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に

働
く
こ
と
と
矛
盾
す
る
よ
う
に
感
じ
る
が
、学
生
と
接
す
る
中
で

聞
か
れ
た
の
が「
問
題
点
が
見
つ
か
ら
な
い
」と
い
う
声
で
あ
っ
た
。

た
し
か
に
、コ
イ
ズ
ミ
物
流
の
物
流
現
場
の
完
成
度
は
高
く
、大
き

な
問
題
が
あ
る
よ
う
に
は
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。た
だ
し
、こ
れ
に
つ

い
て
は
、提
案
内
容
の
切
り
口
に
新
し
い
角
度
を
つ
け
さ
せ
る
教
育

が
で
き
な
か
っ
た
指
導
教
員（
筆
者
）の
力
不
足
と
感
じ
て
い
る
。

　
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
を
通
じ
て
、担
当
者
の
兵
庫
氏
か
ら

は
何
度
も
大
学
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、丁
寧
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
を
頂
い
た
。こ
れ
は
、大
変
あ
り
が
た
か
っ
た
。兵
庫
氏
の
サ
ポ
ー

ト
に
対
し
て
感
謝
の
言
葉
を
伝
え
る
学
生
も
多
か
っ
た
。

　
荷
主
の
意
向
も
あ
り
、こ
の
10
年
間
で
物
流
セ
ン
タ
ー
の
見
学

が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。そ
う
し
た
中
、学
生
に
貴
重
な
機
会
を
提

供
し
て
く
れ
た
コ
イ
ズ
ミ
物
流
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　
今
回
取
り
組
ん
だ
学
生（
現
４
年
生
）の
就
職
に
直
結
し
な
か
っ
た

こ
と
は
残
念
で
あ
る
が
、今
年
度
も
新
た
な
３
年
生
と
一
緒
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
継
続
中
で
あ
る
。さ
ら
に
、今
年
度
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
実
施
も
検
討
頂
い
て
い
る
。物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
社
会
共
創
活

動
に
取
り
組
ん
だ
学
生
が
、物
流
業
界
が
抱
え
る
問
題
を
解
決
で
き

る
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
巣
立
って
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

〈
注
〉

※

１  

他
の
大
学
で
は
、社
会
連
携
事
業
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
多
い
。本
学
も
か
つ
て
は
、

社
会
連
携
事
業
と
呼
ん
で
い
た
が
、数
年
前
よ
り
社
会
共
創
活
動
と
呼
ん
で
い
る
。

※

２ 

す
べて
の
活
動
に
つ
い
て
報
告
書
を
あ
げ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、実
際
に
は

も
っ
と
多
く
の
教
員・学
生
が
参
画
し
て
い
る
。ま
た
、１
つ
の
ゼ
ミ
が
複
数
の
異

な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
い
る
ケ
ー
ス
、１
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
同
一
ゼ
ミ
か

ら
複
数
チ
ー
ム
参
画
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

〈
参
考
資
料
〉

伊
藤
秀
和（
２
０
１
２
）「
社
会
科
学
に
お
け
る
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
教
育
体
系
へ
の
試
み
」

『
商
学
論
究
』関
西
学
院
大
学
商
学
研
究
会
、第
60
巻
第
１
／
２ 

号
，pp.333-377

．

髙
橋
愛
典（
２
０
０
９
）「
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
研
究
の
方
法
に
関
す
る
試
論―

商
学
の
視
点

か
ら―

」『
商
経
学
叢
』近
畿
大
学
商
経
学
会
，第
56
巻
第
１
号
，pp.483-507

．

流
通
科
学
大
学
社
会
共
創
活
動
報
告
書

https://w
w
w
.um
ds.ac.jp/social/collaboration/report/
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こ
ん
な
に
甘
く
な
い
よ
と
思
い
な
が
ら
も
、お
互
い
に
と
っ
て
初
め

て
の
取
り
組
み
で
あ
り
、お
気
遣
い
頂
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。あ

く
ま
で
も
私
見
で
は
あ
る
が
、半
年
間
で
の
学
生
の
成
長
も
感
じ

ら
れ
、物
流
企
業
と
の
社
会
共
創
活
動
と
い
う
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ

は
成
功
で
あ
っ
た
。

1
　流
通
科
学
大
学
の
社
会
共
創
活
動※
１

　
流
通
科
学
大
学（
神
戸
市
西
区
）は
、『
流
通
を
科
学
的
に
研
究

教
育
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、世
界
の
平
和
に
貢
献
し
、真
に
豊
か
な

社
会
の
実
現
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
』と
い
う
建
学
の

理
念
の
も
と
１
９
８
８
年
に
創
設
さ
れ
た
大
学
で
あ
る
。商
学
部

（
定
員
４
５
０
名
）、経
済
学
部（
同
２
０
０
名
）、人
間
社
会
学
部

（
同
２
５
０
名
）の
３
学
部
か
ら
構
成
さ
れ
、約
３
７
０
０
名
の
学

生
が
在
籍
し
て
い
る
。

　
大
学
の
設
立
当
時
よ
り
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
を
育
て
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
、近
年
は『
知
識
重
点
型
』か
ら『
知
識
を
知
恵

に
変
換
で
き
る
』人
材
の
育
成
に
焦
点
を
あ
て
、創
設
時
よ
り
訴
求

し
実
施
し
て
き
た『
実
学
』ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
重
視
し
た

授
業
内
容
を
実
践
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
実
学
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
が〝
社
会
共

創
活
動（
社
会
共
創
プ
ロ
グ
ラ
ム
）〞で
あ
る
。こ
れ
は
、学
生
自
身

が
考
え
調
査
し
、仲
間
と
協
力
し
な
が
ら
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
知
識

を
生
か
し
、企
業・地
域・自
治
体
が
抱
え
る
課
題
解
決
に
取
り
組

む
活
動
で
あ
る
。２
０
２
２
年
度
は
、32
の
社
会
共
創
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
提
供
さ
れ
、社
会
共
創
活
動
報
告
書（
２
０
２
２
）に
よ
れ
ば
、

26
名
の
教
員
が
44
の
活
動
に
参
画
し
て
い
る※

２
。学
生
が
希
望
さ

え
す
れ
ば
、年
間
を
通
じ
て
、企
業・自
治
体
を
問
わ
ず
豊
富
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
中
か
ら
希
望
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き

る
。今
で
こ
そ
、多
く
の
大
学
が
企
業
や
自
治
体
と
連
携
し
た
社

会
連
携
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、流
通
科
学
大
学
で
は
、筆

者
が
着
任
し
た
10
年
前
よ
り
既
に
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
盛
ん
に

行
わ
れ
て
お
り
、印
象
的
で
あ
っ
た
。

2
　物
流
分
野
に
お
け
る
社
会
共
創
活
動
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
44
の
活
動
の
連
携
先
は
、企
業
19
件
、自
治
体
18
件
、企
業
と
自

治
体
の
連
携
３
件
、商
店
街
４
件
で
あ
り
、企
業
と
自
治
体
の
件
数

が
多
く
な
っ
て
い
る
。そ
れ
ほ
ど
数
は
多
く
な
い
も
の
の
、商
店
街
と

の
連
携
が
一
定
数
あ
る
の
は
、地
域
商
業
も
学
べ
る
本
学
の
特
徴
の

一
つ
と
い
え
よ
う
。活
動
内
容
で
み
る
と
、企
業
と
は
商
品
開
発
や
イ

ベ
ン
ト
企
画
が
多
く
、自
治
体
と
は
地
域
活
性
化
型
が
ほ
ぼ
全
て
で

あ
る
。こ
れ
は
、「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
」「
製
品
戦
略
論
」「
消
費
者

行
動
論
」（
以
上
、商
学
部
科
目
）や「
地
域
ま
ち
づ
く
り
概
論
」（
経

済
学
部
科
目
）、さ
ら
に
は「
観
光
事
業
論
」（
人
間
社
会
学
部
科

目
）な
ど
の
講
義
で
学
ん
だ
専
門
知
識
と
活
動
内
容
が
リ
ン
ク
し
、

学
生
が
事
業
提
案
を
し
や
す
い
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　
筆
者
の
専
門
は
い
ち
お
う
物
流
で
あ
り
、「
教
養
特
講
Ⅰ（
物

流
）」と「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論
」を
担
当
し
て
い

る
も
の
の
、商
学
部
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
科
に
所
属
し
て
い
る
こ
と
、

か
つ
学
生
の
ニ
ー
ズ
も
高
い
と
い
う
理
由
か
ら
企
業
と
の
商
品
開

発
や
イ
ベ
ン
ト
企
画
と
い
っ
た
社
会
共
創
活
動
を
選
択
す
る
こ
と

が
多
か
っ
た
。と
い
っ
て
も
商
品
開
発
に
関
す
る
専
門
的
知
識
に
乏

し
く
、ゼ
ミ
生
に
対
し
て
申
し
訳
な
さ
を
抱
き
な
が
ら
ゼ
ミ
運
営

を
行
っ
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。そ
れ
で
も
ゼ
ミ
生
が
い
く
つ

か
の
賞
を
受
賞
し
た
時
に
は
と
て
も
救
わ
れ
た
。

　
商
学
で
は
、物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
関
連
科
目
の
重
要
性
が
論

じ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。近
畿
大
学
の
髙
橋
愛
典
教
授
は
、

「
大
学
に
お
い
て
物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
関
連
科
目
は
、商
学
系
統

の
学
部・学
科
に
置
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、こ
の
こ
と
が
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
の
研
究
・
教
育
に
与
え
る
影
響
は
大
き
い
」と
指
摘
し
て
い

る
。ま
た
、関
西
学
院
大
学
の
伊
藤
秀
和
教
授
は
、商
学
教
育
に
お

け
る
交
通・物
流
関
連
科
目
の
位
置
づ
け
を
整
理
し
た
上
で
、「
社

会
科
学
と
し
て
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
を
学
ぶ
利
点
は
、経
営
手
法
や
会

計
や
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
な
ど
、現
実
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
密
接
に
関
わ
る
内

容
を
横
断
的・体
系
的
に
学
習
で
き
る
こ
と
に
あ
る
」と
指
摘
し
て

い
る
。な
お
、両
氏
は
い
ず
れ
も
商
学
部
に
て
物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

ス
科
目
を
担
当
し
て
い
る
。

　
本
学
で
も
、大
学
院
を
含
め
る
と
７
つ
の
物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

関
連
科
目
が
開
講
さ
れ
て
い
る
。特
に「
物
流
概
論
」は
、商
学
部

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
科
の
基
幹
科
目
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。ま

た
、２
０
２
２
年
度
の
卒
業
生
の
4.5
％
が
運
輸
業
に
就
職
し
て
お

り
、運
輸
業
の
内
訳
の
多
く
は
物
流
関
連
企
業
で
あ
る
こ
と
か
ら

物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
に
ニ
ー
ズ
は
少
な
く
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　
し
か
し
、物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
に
関
連
し
た
社
会
共
創
活
動
を

実
現
し
て
み
た
い
と
思
い
な
が
ら
も
、具
体
的
な
実
施
ま
で
は
至
ら
な

かっ
た
。

3
　コ
イ
ズ
ミ
物
流
と
の
取
り
組
み

　
そ
ん
な
時
、２
０
２
１
年
１０
月
、コ
イ
ズ
ミ
物
流
か
ら
社
会
連
携

の
依
頼
が
あ
っ
た
。担
当
者
は
、営
業
本
部
新
規
事
業
推
進
室
の
兵

庫
室
長
で
あ
る
。氏
の
所
属
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、最
初
の
依
頼

内
容
は
、物
流
分
野
の
新
事
業
の
ア
イ
デ
ア
を
若
い
学
生
か
ら
柔
軟

か
つ
自
由
に
発
案
し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。し
か
し
な
が

ら
、ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
新
事
業
の
ア
イ
デ
ア
を
出
す
こ
と
は
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
こ
と
、テ
ー
マ
を
絞
ら
ず
に
提
案
し
た
場
合
、提
案
内
容
が
分

散
し
て
し
ま
う
心
配
が
あ
っ
た
。そ
こ
で
、物
流
現
場
が
実
際
に
抱

え
て
い
る
課
題
を
解
決
す
る
取
り
組
み
に
し
て
欲
し
い
と
の
要
望
を

伝
え
、協
議
し
た
と
こ
ろ
、次
の
３
つ
の
テ
ー
マ（
①
物
流
セ
ン
タ
ー

の
改
善
、②
労
働
環
境
の
改
善
、③
物
流
企
業
の
Ｐ
Ｒ
方
法
）に
決

ま
っ
た
。物
流
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
ゼ
ミ
を
運
営
し
て
い
る
商
学
部

李
准
教
授
に
も
参
画
い
た
だ
き
、２
ゼ
ミ
計
23
名（
３
年
生
）で
コ
イ

ズ
ミ
物
流
と
の
社
会
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
翌
２
０
２
２
年
４
月
よ

り
ス
タ
ー
ト
し
た
。主
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　・５
月
28
日（
土
）　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　 

　（
１
回
目
の
物
流
セ
ン
タ
ー
の
見
学
）

　・７
月
22
日（
金
）　
大
学
に
て
中
間
発
表

　・９
月
20
日（
火
）　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　 

　（
２
回
目
の
物
流
セ
ン
タ
ー
の
見
学
：

　
　
　
　
　
　
　 

　
ハ
ン
デ
ィ
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
を
使
っ
た

　
　
　
　
　
　
　 

　
物
流
業
務
の
疑
似
体
験
）

　・10
月
29
日（
土
）　
コ
イ
ズ
ミ
物
流
本
社
に
て
最
終
発
表

　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
、大
阪
南
港
の
物
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

た
。そ
こ
に
は
、関
連
企
業
の
コ
イ
ズ
ミ
照
明
の
商
材
が
中
心
に
保

管
さ
れ
て
い
た
。１
回
目
の
見
学
で
は
、物
流
セ
ン
タ
ー
の
機
能
の

概
略
と
と
も
に
、荷
物
の
管
理
方
法
で
あ
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
管
理
の

考
え
方
、荷
役
機
器
で
あ
る
パ
レ
ッ
ト
、ネ
ス
テ
ナ
ー（
可
動
式
の
棚
）

の
説
明
、電
動
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
実
演
が
行
わ
れ
た
。特
に
、高
い

位
置
に
積
ま
れ
た
荷
物
を
垂
直
移
動
も
可
能
な
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

を
使
って
荷
役
す
る
様
子
に
は
学
生
か
ら
歓
声
が
あ
が
って
い
た
。

　
中
間
発
表
で
は
、１
回
目
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
視
察
結
果
を

踏
ま
え
、２
ゼ
ミ
６
チ
ー
ム
か
ら「
新
た
な
技
術
の
導
入
に
よ
る
施

設
改
善
」や「
業
界
の
イ
メ
ー
ジ
改
善
」、「
若
い
世
代
へ
の
情
報
発

信
や
Ｐ
Ｒ
」な
ど
の
学
生
目
線
の
提
案
を
行
っ
た
。こ
れ
ら
の
発
表

に
対
し
、企
業
担
当
者
か
ら
は「
ど
う
し
た
ら
コ
イ
ズ
ミ
の
魅
力
を

伝
え
ら
れ
る
か
。よ
り
具
体
的
な
提
案
を
期
待
し
た
い
」と
の
コ
メ

ン
ト
を
頂
い
た
。学
生
か
ら
は
、「
物
流
に
関
す
る
知
識
不
足
を
痛

感
し
、よ
り
深
く
学
び
た
い
と
い
う
学
習
意
欲
が
刺
激
さ
れ
た
」と

い
う
声
や「
数
値
的
な
根
拠
に
基
づ
い
た
提
案
の
重
要
性
に
気
づ

か
さ
れ
た
」と
い
う
意
見
が
聞
か
れ
た
。

　
２
回
目
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
、前
回
と
異
な
り
平
日
に
実
施

し
た
。こ
の
た
め
、通
常
業
務
が
行
わ
れ
て
い
る
な
か
で
の
見
学
で

あ
っ
た
。ま
た
、ピ
ッ
キ
ン
グ
作
業
や
入
出
庫
管
理
に
使
用
さ
れ
て
い

る
ハ
ン
デ
ィ
タ
ー
ミ
ナ
ル（
片
手
で
持
て
る
ハ
ン
デ
ィ
サ
イ
ズ
の
デ
ー

タ
収
集
端
末
）を
使
って
、庫
内
業
務
の
疑
似
体
験
も
行
っ
た
。

　
２
回
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
中
間
発
表
、約
半
年
間
を
か
け
て

３
つ
の
課
題
テ
ー
マ
に
対
し
て
、コ
イ
ズ
ミ
物
流
への
最
終
提
案
を
実

施
し
た
。以
下
、６
チ
ー
ム
の
提
案
内
容
の
題
目
で
あ
る
。田
中
ゼ
ミ

３
チ
ー
ム（
Ａ
：
創
荷
に
よ
る
積
載
率
の
向
上
案
、Ｂ
：
滞
留
在
庫

の
有
効
活
用
の
提
案
、Ｃ
：
物
流
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
）、李
ゼ

ミ
３
チ
ー
ム（
Ｄ
：
物
流
業
界
Ｐ
Ｒ
の
提
案
、Ｅ
：
コ
イ
ズ
ミ
物
流

の
労
働
環
境
改
善
の
提
案
、Ｆ
：
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
技
術
活
用
の
提
案
）。

企
業
の
方
か
ら
は
総
じ
て
前
向
き
な
コ
メ
ン
ト
を
頂
い
た
。現
実
は

4
　学
生
の
成
長
に
貢
献
で
き
た
の
か
？

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
、田
中
ゼ
ミ
の
学
生
に
対
し
て
、①
物
流

セ
ン
タ
ー
の
見
学
の
感
想
、②
社
会
共
創
活
動
の
感
想
、③
社
会

共
創
活
動
を
通
じ
て
成
長
し
た
と
思
う
点
、④
社
会
共
創
活
動
に

参
加
し
て
感
じ
た
課
題
、を
自
由
記
述
で
回
答
し
て
も
ら
い
、テ
キ

ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
に
よ
る
分
析
を
試
み
た
。

　
大
半
の
学
生
が
物
流
セ
ン
タ
ー
を
見
学
す
る
の
は
初
め
て
の
経

験
で
あ
り
、労
働
環
境
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
印
象
を
持
っ
て
い
る
学
生

も
い
た
と
思
う
が
、そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
見
事
に
覆
さ
れ
た
。整
理
が

行
き
届
い
た
物
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、ほ
ぼ
一
人
１
台
の
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
に
よ
り
肉
体
的
負
担
も
軽
減
さ
れ
て
い
た
。こ
れ
が
、〝
働
き

や
す
い
〞と
い
う
ワ
ー
ド
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。

　
物
流
業
界
と
の
社
会
共
創
活
動
に
取
り
組
む
に
あ
た
っ
て
、物

流
現
場
を
生
で
視
察
で
き
た
こ
と
は
、提
案
内
容（
ア
イ
デ
ア
）を

〝
膨
ら
ま
せ
る
〞こ
と
に
大
い
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。社

会
共
創
活
動
を
通
じ
て
成
長
し
た
と
思
う
点
に
つ
い
て
は
、物
流

業
界
に
対
し
て
、〝
課
題
解
決
・
改
善
案
〞を
チ
ー
ム
の〝
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
〞を
高
め
な
が
ら
取
り
組
ん
だ
様
子
が
み
え
る
。

一
方
で
、課
題
と
し
て〝
定
め
に
く
い
〞と
い
う
ワ
ー
ド
が
目
立
っ

た
。現
場
視
察
が
ア
イ
デ
ア
を〝
膨
ら
ま
せ
る
〞の
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に

働
く
こ
と
と
矛
盾
す
る
よ
う
に
感
じ
る
が
、学
生
と
接
す
る
中
で

聞
か
れ
た
の
が「
問
題
点
が
見
つ
か
ら
な
い
」と
い
う
声
で
あ
っ
た
。

た
し
か
に
、コ
イ
ズ
ミ
物
流
の
物
流
現
場
の
完
成
度
は
高
く
、大
き

な
問
題
が
あ
る
よ
う
に
は
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。た
だ
し
、こ
れ
に
つ

い
て
は
、提
案
内
容
の
切
り
口
に
新
し
い
角
度
を
つ
け
さ
せ
る
教
育

が
で
き
な
か
っ
た
指
導
教
員（
筆
者
）の
力
不
足
と
感
じ
て
い
る
。

　
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
を
通
じ
て
、担
当
者
の
兵
庫
氏
か
ら

は
何
度
も
大
学
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、丁
寧
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
を
頂
い
た
。こ
れ
は
、大
変
あ
り
が
た
か
っ
た
。兵
庫
氏
の
サ
ポ
ー

ト
に
対
し
て
感
謝
の
言
葉
を
伝
え
る
学
生
も
多
か
っ
た
。

　
荷
主
の
意
向
も
あ
り
、こ
の
10
年
間
で
物
流
セ
ン
タ
ー
の
見
学

が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。そ
う
し
た
中
、学
生
に
貴
重
な
機
会
を
提

供
し
て
く
れ
た
コ
イ
ズ
ミ
物
流
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　
今
回
取
り
組
ん
だ
学
生（
現
４
年
生
）の
就
職
に
直
結
し
な
か
っ
た

こ
と
は
残
念
で
あ
る
が
、今
年
度
も
新
た
な
３
年
生
と
一
緒
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
継
続
中
で
あ
る
。さ
ら
に
、今
年
度
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
実
施
も
検
討
頂
い
て
い
る
。物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
社
会
共
創
活

動
に
取
り
組
ん
だ
学
生
が
、物
流
業
界
が
抱
え
る
問
題
を
解
決
で
き

る
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
巣
立
って
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

〈
注
〉

※

１  

他
の
大
学
で
は
、社
会
連
携
事
業
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
多
い
。本
学
も
か
つ
て
は
、

社
会
連
携
事
業
と
呼
ん
で
い
た
が
、数
年
前
よ
り
社
会
共
創
活
動
と
呼
ん
で
い
る
。

※

２ 

す
べて
の
活
動
に
つ
い
て
報
告
書
を
あ
げ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、実
際
に
は

も
っ
と
多
く
の
教
員・学
生
が
参
画
し
て
い
る
。ま
た
、１
つ
の
ゼ
ミ
が
複
数
の
異

な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
い
る
ケ
ー
ス
、１
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
同
一
ゼ
ミ
か

ら
複
数
チ
ー
ム
参
画
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

〈
参
考
資
料
〉

伊
藤
秀
和（
２
０
１
２
）「
社
会
科
学
に
お
け
る
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
教
育
体
系
へ
の
試
み
」

『
商
学
論
究
』関
西
学
院
大
学
商
学
研
究
会
、第
60
巻
第
１
／
２ 

号
，pp.333-377

．

髙
橋
愛
典（
２
０
０
９
）「
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
研
究
の
方
法
に
関
す
る
試
論―

商
学
の
視
点

か
ら―

」『
商
経
学
叢
』近
畿
大
学
商
経
学
会
，第
56
巻
第
１
号
，pp.483-507

．

流
通
科
学
大
学
社
会
共
創
活
動
報
告
書

https://w
w
w
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こ
ん
な
に
甘
く
な
い
よ
と
思
い
な
が
ら
も
、お
互
い
に
と
っ
て
初
め

て
の
取
り
組
み
で
あ
り
、お
気
遣
い
頂
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。あ

く
ま
で
も
私
見
で
は
あ
る
が
、半
年
間
で
の
学
生
の
成
長
も
感
じ

ら
れ
、物
流
企
業
と
の
社
会
共
創
活
動
と
い
う
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ

は
成
功
で
あ
っ
た
。

1
　流
通
科
学
大
学
の
社
会
共
創
活
動※

１

　
流
通
科
学
大
学（
神
戸
市
西
区
）は
、『
流
通
を
科
学
的
に
研
究

教
育
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、世
界
の
平
和
に
貢
献
し
、真
に
豊
か
な

社
会
の
実
現
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
』と
い
う
建
学
の

理
念
の
も
と
１
９
８
８
年
に
創
設
さ
れ
た
大
学
で
あ
る
。商
学
部

（
定
員
４
５
０
名
）、経
済
学
部（
同
２
０
０
名
）、人
間
社
会
学
部

（
同
２
５
０
名
）の
３
学
部
か
ら
構
成
さ
れ
、約
３
７
０
０
名
の
学

生
が
在
籍
し
て
い
る
。

　
大
学
の
設
立
当
時
よ
り
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
を
育
て
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
、近
年
は『
知
識
重
点
型
』か
ら『
知
識
を
知
恵

に
変
換
で
き
る
』人
材
の
育
成
に
焦
点
を
あ
て
、創
設
時
よ
り
訴
求

し
実
施
し
て
き
た『
実
学
』ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
重
視
し
た

授
業
内
容
を
実
践
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
実
学
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
が〝
社
会
共

創
活
動（
社
会
共
創
プ
ロ
グ
ラ
ム
）〞で
あ
る
。こ
れ
は
、学
生
自
身

が
考
え
調
査
し
、仲
間
と
協
力
し
な
が
ら
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
知
識

を
生
か
し
、企
業・地
域・自
治
体
が
抱
え
る
課
題
解
決
に
取
り
組

む
活
動
で
あ
る
。２
０
２
２
年
度
は
、32
の
社
会
共
創
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
提
供
さ
れ
、社
会
共
創
活
動
報
告
書（
２
０
２
２
）に
よ
れ
ば
、

26
名
の
教
員
が
44
の
活
動
に
参
画
し
て
い
る※

２
。学
生
が
希
望
さ

え
す
れ
ば
、年
間
を
通
じ
て
、企
業・自
治
体
を
問
わ
ず
豊
富
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
中
か
ら
希
望
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き

る
。今
で
こ
そ
、多
く
の
大
学
が
企
業
や
自
治
体
と
連
携
し
た
社

会
連
携
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、流
通
科
学
大
学
で
は
、筆

者
が
着
任
し
た
10
年
前
よ
り
既
に
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
盛
ん
に

行
わ
れ
て
お
り
、印
象
的
で
あ
っ
た
。

2
　物
流
分
野
に
お
け
る
社
会
共
創
活
動
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
44
の
活
動
の
連
携
先
は
、企
業
19
件
、自
治
体
18
件
、企
業
と
自

治
体
の
連
携
３
件
、商
店
街
４
件
で
あ
り
、企
業
と
自
治
体
の
件
数

が
多
く
な
っ
て
い
る
。そ
れ
ほ
ど
数
は
多
く
な
い
も
の
の
、商
店
街
と

の
連
携
が
一
定
数
あ
る
の
は
、地
域
商
業
も
学
べ
る
本
学
の
特
徴
の

一
つ
と
い
え
よ
う
。活
動
内
容
で
み
る
と
、企
業
と
は
商
品
開
発
や
イ

ベ
ン
ト
企
画
が
多
く
、自
治
体
と
は
地
域
活
性
化
型
が
ほ
ぼ
全
て
で

あ
る
。こ
れ
は
、「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
」「
製
品
戦
略
論
」「
消
費
者

行
動
論
」（
以
上
、商
学
部
科
目
）や「
地
域
ま
ち
づ
く
り
概
論
」（
経

済
学
部
科
目
）、さ
ら
に
は「
観
光
事
業
論
」（
人
間
社
会
学
部
科

目
）な
ど
の
講
義
で
学
ん
だ
専
門
知
識
と
活
動
内
容
が
リ
ン
ク
し
、

学
生
が
事
業
提
案
を
し
や
す
い
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　
筆
者
の
専
門
は
い
ち
お
う
物
流
で
あ
り
、「
教
養
特
講
Ⅰ（
物

流
）」と「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論
」を
担
当
し
て
い

る
も
の
の
、商
学
部
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
科
に
所
属
し
て
い
る
こ
と
、

か
つ
学
生
の
ニ
ー
ズ
も
高
い
と
い
う
理
由
か
ら
企
業
と
の
商
品
開

発
や
イ
ベ
ン
ト
企
画
と
い
っ
た
社
会
共
創
活
動
を
選
択
す
る
こ
と

が
多
か
っ
た
。と
い
っ
て
も
商
品
開
発
に
関
す
る
専
門
的
知
識
に
乏

し
く
、ゼ
ミ
生
に
対
し
て
申
し
訳
な
さ
を
抱
き
な
が
ら
ゼ
ミ
運
営

を
行
っ
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。そ
れ
で
も
ゼ
ミ
生
が
い
く
つ

か
の
賞
を
受
賞
し
た
時
に
は
と
て
も
救
わ
れ
た
。

　
商
学
で
は
、物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
関
連
科
目
の
重
要
性
が
論

じ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。近
畿
大
学
の
髙
橋
愛
典
教
授
は
、

「
大
学
に
お
い
て
物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
関
連
科
目
は
、商
学
系
統

の
学
部・学
科
に
置
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、こ
の
こ
と
が
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
の
研
究
・
教
育
に
与
え
る
影
響
は
大
き
い
」と
指
摘
し
て
い

る
。ま
た
、関
西
学
院
大
学
の
伊
藤
秀
和
教
授
は
、商
学
教
育
に
お

け
る
交
通・物
流
関
連
科
目
の
位
置
づ
け
を
整
理
し
た
上
で
、「
社

会
科
学
と
し
て
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
を
学
ぶ
利
点
は
、経
営
手
法
や
会

計
や
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
な
ど
、現
実
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
密
接
に
関
わ
る
内

容
を
横
断
的・体
系
的
に
学
習
で
き
る
こ
と
に
あ
る
」と
指
摘
し
て

い
る
。な
お
、両
氏
は
い
ず
れ
も
商
学
部
に
て
物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

ス
科
目
を
担
当
し
て
い
る
。

　
本
学
で
も
、大
学
院
を
含
め
る
と
７
つ
の
物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

関
連
科
目
が
開
講
さ
れ
て
い
る
。特
に「
物
流
概
論
」は
、商
学
部

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
科
の
基
幹
科
目
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。ま

た
、２
０
２
２
年
度
の
卒
業
生
の
4.5
％
が
運
輸
業
に
就
職
し
て
お

り
、運
輸
業
の
内
訳
の
多
く
は
物
流
関
連
企
業
で
あ
る
こ
と
か
ら

物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
に
ニ
ー
ズ
は
少
な
く
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　
し
か
し
、物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
に
関
連
し
た
社
会
共
創
活
動
を

実
現
し
て
み
た
い
と
思
い
な
が
ら
も
、具
体
的
な
実
施
ま
で
は
至
ら
な

かっ
た
。

3
　コ
イ
ズ
ミ
物
流
と
の
取
り
組
み

　
そ
ん
な
時
、２
０
２
１
年
１０
月
、コ
イ
ズ
ミ
物
流
か
ら
社
会
連
携

の
依
頼
が
あ
っ
た
。担
当
者
は
、営
業
本
部
新
規
事
業
推
進
室
の
兵

庫
室
長
で
あ
る
。氏
の
所
属
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、最
初
の
依
頼

内
容
は
、物
流
分
野
の
新
事
業
の
ア
イ
デ
ア
を
若
い
学
生
か
ら
柔
軟

か
つ
自
由
に
発
案
し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。し
か
し
な
が

ら
、ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
新
事
業
の
ア
イ
デ
ア
を
出
す
こ
と
は
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
こ
と
、テ
ー
マ
を
絞
ら
ず
に
提
案
し
た
場
合
、提
案
内
容
が
分

散
し
て
し
ま
う
心
配
が
あ
っ
た
。そ
こ
で
、物
流
現
場
が
実
際
に
抱

え
て
い
る
課
題
を
解
決
す
る
取
り
組
み
に
し
て
欲
し
い
と
の
要
望
を

伝
え
、協
議
し
た
と
こ
ろ
、次
の
３
つ
の
テ
ー
マ（
①
物
流
セ
ン
タ
ー

の
改
善
、②
労
働
環
境
の
改
善
、③
物
流
企
業
の
Ｐ
Ｒ
方
法
）に
決

ま
っ
た
。物
流
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
ゼ
ミ
を
運
営
し
て
い
る
商
学
部

李
准
教
授
に
も
参
画
い
た
だ
き
、２
ゼ
ミ
計
23
名（
３
年
生
）で
コ
イ

ズ
ミ
物
流
と
の
社
会
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
翌
２
０
２
２
年
４
月
よ

り
ス
タ
ー
ト
し
た
。主
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　・５
月
28
日（
土
）　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　 

　（
１
回
目
の
物
流
セ
ン
タ
ー
の
見
学
）

　・７
月
22
日（
金
）　
大
学
に
て
中
間
発
表

　・９
月
20
日（
火
）　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　 

　（
２
回
目
の
物
流
セ
ン
タ
ー
の
見
学
：

　
　
　
　
　
　
　 

　
ハ
ン
デ
ィ
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
を
使
っ
た

　
　
　
　
　
　
　 

　
物
流
業
務
の
疑
似
体
験
）

　・10
月
29
日（
土
）　
コ
イ
ズ
ミ
物
流
本
社
に
て
最
終
発
表

　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
、大
阪
南
港
の
物
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

た
。そ
こ
に
は
、関
連
企
業
の
コ
イ
ズ
ミ
照
明
の
商
材
が
中
心
に
保

管
さ
れ
て
い
た
。１
回
目
の
見
学
で
は
、物
流
セ
ン
タ
ー
の
機
能
の

概
略
と
と
も
に
、荷
物
の
管
理
方
法
で
あ
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
管
理
の

考
え
方
、荷
役
機
器
で
あ
る
パ
レ
ッ
ト
、ネ
ス
テ
ナ
ー（
可
動
式
の
棚
）

の
説
明
、電
動
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
実
演
が
行
わ
れ
た
。特
に
、高
い

位
置
に
積
ま
れ
た
荷
物
を
垂
直
移
動
も
可
能
な
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

を
使
って
荷
役
す
る
様
子
に
は
学
生
か
ら
歓
声
が
あ
が
って
い
た
。

　
中
間
発
表
で
は
、１
回
目
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
視
察
結
果
を

踏
ま
え
、２
ゼ
ミ
６
チ
ー
ム
か
ら「
新
た
な
技
術
の
導
入
に
よ
る
施

設
改
善
」や「
業
界
の
イ
メ
ー
ジ
改
善
」、「
若
い
世
代
へ
の
情
報
発

信
や
Ｐ
Ｒ
」な
ど
の
学
生
目
線
の
提
案
を
行
っ
た
。こ
れ
ら
の
発
表

に
対
し
、企
業
担
当
者
か
ら
は「
ど
う
し
た
ら
コ
イ
ズ
ミ
の
魅
力
を

伝
え
ら
れ
る
か
。よ
り
具
体
的
な
提
案
を
期
待
し
た
い
」と
の
コ
メ

ン
ト
を
頂
い
た
。学
生
か
ら
は
、「
物
流
に
関
す
る
知
識
不
足
を
痛

感
し
、よ
り
深
く
学
び
た
い
と
い
う
学
習
意
欲
が
刺
激
さ
れ
た
」と

い
う
声
や「
数
値
的
な
根
拠
に
基
づ
い
た
提
案
の
重
要
性
に
気
づ

か
さ
れ
た
」と
い
う
意
見
が
聞
か
れ
た
。

　
２
回
目
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
、前
回
と
異
な
り
平
日
に
実
施

し
た
。こ
の
た
め
、通
常
業
務
が
行
わ
れ
て
い
る
な
か
で
の
見
学
で

あ
っ
た
。ま
た
、ピ
ッ
キ
ン
グ
作
業
や
入
出
庫
管
理
に
使
用
さ
れ
て
い

る
ハ
ン
デ
ィ
タ
ー
ミ
ナ
ル（
片
手
で
持
て
る
ハ
ン
デ
ィ
サ
イ
ズ
の
デ
ー

タ
収
集
端
末
）を
使
って
、庫
内
業
務
の
疑
似
体
験
も
行
っ
た
。

　
２
回
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
中
間
発
表
、約
半
年
間
を
か
け
て

３
つ
の
課
題
テ
ー
マ
に
対
し
て
、コ
イ
ズ
ミ
物
流
への
最
終
提
案
を
実

施
し
た
。以
下
、６
チ
ー
ム
の
提
案
内
容
の
題
目
で
あ
る
。田
中
ゼ
ミ

３
チ
ー
ム（
Ａ
：
創
荷
に
よ
る
積
載
率
の
向
上
案
、Ｂ
：
滞
留
在
庫

の
有
効
活
用
の
提
案
、Ｃ
：
物
流
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
）、李
ゼ

ミ
３
チ
ー
ム（
Ｄ
：
物
流
業
界
Ｐ
Ｒ
の
提
案
、Ｅ
：
コ
イ
ズ
ミ
物
流

の
労
働
環
境
改
善
の
提
案
、Ｆ
：
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
技
術
活
用
の
提
案
）。

企
業
の
方
か
ら
は
総
じ
て
前
向
き
な
コ
メ
ン
ト
を
頂
い
た
。現
実
は

4
　学
生
の
成
長
に
貢
献
で
き
た
の
か
？

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
、田
中
ゼ
ミ
の
学
生
に
対
し
て
、①
物
流

セ
ン
タ
ー
の
見
学
の
感
想
、②
社
会
共
創
活
動
の
感
想
、③
社
会

共
創
活
動
を
通
じ
て
成
長
し
た
と
思
う
点
、④
社
会
共
創
活
動
に

参
加
し
て
感
じ
た
課
題
、を
自
由
記
述
で
回
答
し
て
も
ら
い
、テ
キ

ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
に
よ
る
分
析
を
試
み
た
。

　
大
半
の
学
生
が
物
流
セ
ン
タ
ー
を
見
学
す
る
の
は
初
め
て
の
経

験
で
あ
り
、労
働
環
境
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
印
象
を
持
っ
て
い
る
学
生

も
い
た
と
思
う
が
、そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
見
事
に
覆
さ
れ
た
。整
理
が

行
き
届
い
た
物
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、ほ
ぼ
一
人
１
台
の
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
に
よ
り
肉
体
的
負
担
も
軽
減
さ
れ
て
い
た
。こ
れ
が
、〝
働
き

や
す
い
〞と
い
う
ワ
ー
ド
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。

　
物
流
業
界
と
の
社
会
共
創
活
動
に
取
り
組
む
に
あ
た
っ
て
、物

流
現
場
を
生
で
視
察
で
き
た
こ
と
は
、提
案
内
容（
ア
イ
デ
ア
）を

〝
膨
ら
ま
せ
る
〞こ
と
に
大
い
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。社

会
共
創
活
動
を
通
じ
て
成
長
し
た
と
思
う
点
に
つ
い
て
は
、物
流

業
界
に
対
し
て
、〝
課
題
解
決
・
改
善
案
〞を
チ
ー
ム
の〝
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
〞を
高
め
な
が
ら
取
り
組
ん
だ
様
子
が
み
え
る
。

一
方
で
、課
題
と
し
て〝
定
め
に
く
い
〞と
い
う
ワ
ー
ド
が
目
立
っ

た
。現
場
視
察
が
ア
イ
デ
ア
を〝
膨
ら
ま
せ
る
〞の
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に

働
く
こ
と
と
矛
盾
す
る
よ
う
に
感
じ
る
が
、学
生
と
接
す
る
中
で

聞
か
れ
た
の
が「
問
題
点
が
見
つ
か
ら
な
い
」と
い
う
声
で
あ
っ
た
。

た
し
か
に
、コ
イ
ズ
ミ
物
流
の
物
流
現
場
の
完
成
度
は
高
く
、大
き

な
問
題
が
あ
る
よ
う
に
は
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。た
だ
し
、こ
れ
に
つ

い
て
は
、提
案
内
容
の
切
り
口
に
新
し
い
角
度
を
つ
け
さ
せ
る
教
育

が
で
き
な
か
っ
た
指
導
教
員（
筆
者
）の
力
不
足
と
感
じ
て
い
る
。

　
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
を
通
じ
て
、担
当
者
の
兵
庫
氏
か
ら

は
何
度
も
大
学
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、丁
寧
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
を
頂
い
た
。こ
れ
は
、大
変
あ
り
が
た
か
っ
た
。兵
庫
氏
の
サ
ポ
ー

ト
に
対
し
て
感
謝
の
言
葉
を
伝
え
る
学
生
も
多
か
っ
た
。

　
荷
主
の
意
向
も
あ
り
、こ
の
10
年
間
で
物
流
セ
ン
タ
ー
の
見
学

が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。そ
う
し
た
中
、学
生
に
貴
重
な
機
会
を
提

供
し
て
く
れ
た
コ
イ
ズ
ミ
物
流
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　
今
回
取
り
組
ん
だ
学
生（
現
４
年
生
）の
就
職
に
直
結
し
な
か
っ
た

こ
と
は
残
念
で
あ
る
が
、今
年
度
も
新
た
な
３
年
生
と
一
緒
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
継
続
中
で
あ
る
。さ
ら
に
、今
年
度
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
実
施
も
検
討
頂
い
て
い
る
。物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
社
会
共
創
活

動
に
取
り
組
ん
だ
学
生
が
、物
流
業
界
が
抱
え
る
問
題
を
解
決
で
き

る
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
巣
立
って
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

〈
注
〉

※

１  

他
の
大
学
で
は
、社
会
連
携
事
業
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
多
い
。本
学
も
か
つ
て
は
、

社
会
連
携
事
業
と
呼
ん
で
い
た
が
、数
年
前
よ
り
社
会
共
創
活
動
と
呼
ん
で
い
る
。

※

２ 

す
べて
の
活
動
に
つ
い
て
報
告
書
を
あ
げ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、実
際
に
は

も
っ
と
多
く
の
教
員・学
生
が
参
画
し
て
い
る
。ま
た
、１
つ
の
ゼ
ミ
が
複
数
の
異

な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
い
る
ケ
ー
ス
、１
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
同
一
ゼ
ミ
か

ら
複
数
チ
ー
ム
参
画
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

〈
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０
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２
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／
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０
０
９
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．

流
通
科
学
大
学
社
会
共
創
活
動
報
告
書
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こ
ん
な
に
甘
く
な
い
よ
と
思
い
な
が
ら
も
、お
互
い
に
と
っ
て
初
め

て
の
取
り
組
み
で
あ
り
、お
気
遣
い
頂
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。あ

く
ま
で
も
私
見
で
は
あ
る
が
、半
年
間
で
の
学
生
の
成
長
も
感
じ

ら
れ
、物
流
企
業
と
の
社
会
共
創
活
動
と
い
う
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ

は
成
功
で
あ
っ
た
。

1
　流
通
科
学
大
学
の
社
会
共
創
活
動※

１

　
流
通
科
学
大
学（
神
戸
市
西
区
）は
、『
流
通
を
科
学
的
に
研
究

教
育
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、世
界
の
平
和
に
貢
献
し
、真
に
豊
か
な

社
会
の
実
現
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
』と
い
う
建
学
の

理
念
の
も
と
１
９
８
８
年
に
創
設
さ
れ
た
大
学
で
あ
る
。商
学
部

（
定
員
４
５
０
名
）、経
済
学
部（
同
２
０
０
名
）、人
間
社
会
学
部

（
同
２
５
０
名
）の
３
学
部
か
ら
構
成
さ
れ
、約
３
７
０
０
名
の
学

生
が
在
籍
し
て
い
る
。

　
大
学
の
設
立
当
時
よ
り
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
を
育
て
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
、近
年
は『
知
識
重
点
型
』か
ら『
知
識
を
知
恵

に
変
換
で
き
る
』人
材
の
育
成
に
焦
点
を
あ
て
、創
設
時
よ
り
訴
求

し
実
施
し
て
き
た『
実
学
』ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
重
視
し
た

授
業
内
容
を
実
践
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
実
学
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
が〝
社
会
共

創
活
動（
社
会
共
創
プ
ロ
グ
ラ
ム
）〞で
あ
る
。こ
れ
は
、学
生
自
身

が
考
え
調
査
し
、仲
間
と
協
力
し
な
が
ら
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
知
識

を
生
か
し
、企
業・地
域・自
治
体
が
抱
え
る
課
題
解
決
に
取
り
組

む
活
動
で
あ
る
。２
０
２
２
年
度
は
、32
の
社
会
共
創
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
提
供
さ
れ
、社
会
共
創
活
動
報
告
書（
２
０
２
２
）に
よ
れ
ば
、

26
名
の
教
員
が
44
の
活
動
に
参
画
し
て
い
る※

２
。学
生
が
希
望
さ

え
す
れ
ば
、年
間
を
通
じ
て
、企
業・自
治
体
を
問
わ
ず
豊
富
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
中
か
ら
希
望
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き

る
。今
で
こ
そ
、多
く
の
大
学
が
企
業
や
自
治
体
と
連
携
し
た
社

会
連
携
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、流
通
科
学
大
学
で
は
、筆

者
が
着
任
し
た
10
年
前
よ
り
既
に
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
盛
ん
に

行
わ
れ
て
お
り
、印
象
的
で
あ
っ
た
。

2
　物
流
分
野
に
お
け
る
社
会
共
創
活
動
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
44
の
活
動
の
連
携
先
は
、企
業
19
件
、自
治
体
18
件
、企
業
と
自

治
体
の
連
携
３
件
、商
店
街
４
件
で
あ
り
、企
業
と
自
治
体
の
件
数

が
多
く
な
っ
て
い
る
。そ
れ
ほ
ど
数
は
多
く
な
い
も
の
の
、商
店
街
と

の
連
携
が
一
定
数
あ
る
の
は
、地
域
商
業
も
学
べ
る
本
学
の
特
徴
の

一
つ
と
い
え
よ
う
。活
動
内
容
で
み
る
と
、企
業
と
は
商
品
開
発
や
イ

ベ
ン
ト
企
画
が
多
く
、自
治
体
と
は
地
域
活
性
化
型
が
ほ
ぼ
全
て
で

あ
る
。こ
れ
は
、「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
」「
製
品
戦
略
論
」「
消
費
者

行
動
論
」（
以
上
、商
学
部
科
目
）や「
地
域
ま
ち
づ
く
り
概
論
」（
経

済
学
部
科
目
）、さ
ら
に
は「
観
光
事
業
論
」（
人
間
社
会
学
部
科

目
）な
ど
の
講
義
で
学
ん
だ
専
門
知
識
と
活
動
内
容
が
リ
ン
ク
し
、

学
生
が
事
業
提
案
を
し
や
す
い
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　
筆
者
の
専
門
は
い
ち
お
う
物
流
で
あ
り
、「
教
養
特
講
Ⅰ（
物

流
）」と「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論
」を
担
当
し
て
い

る
も
の
の
、商
学
部
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
科
に
所
属
し
て
い
る
こ
と
、

か
つ
学
生
の
ニ
ー
ズ
も
高
い
と
い
う
理
由
か
ら
企
業
と
の
商
品
開

発
や
イ
ベ
ン
ト
企
画
と
い
っ
た
社
会
共
創
活
動
を
選
択
す
る
こ
と

が
多
か
っ
た
。と
い
っ
て
も
商
品
開
発
に
関
す
る
専
門
的
知
識
に
乏

し
く
、ゼ
ミ
生
に
対
し
て
申
し
訳
な
さ
を
抱
き
な
が
ら
ゼ
ミ
運
営

を
行
っ
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。そ
れ
で
も
ゼ
ミ
生
が
い
く
つ

か
の
賞
を
受
賞
し
た
時
に
は
と
て
も
救
わ
れ
た
。

　
商
学
で
は
、物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
関
連
科
目
の
重
要
性
が
論

じ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。近
畿
大
学
の
髙
橋
愛
典
教
授
は
、

「
大
学
に
お
い
て
物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
関
連
科
目
は
、商
学
系
統

の
学
部・学
科
に
置
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、こ
の
こ
と
が
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
の
研
究
・
教
育
に
与
え
る
影
響
は
大
き
い
」と
指
摘
し
て
い

る
。ま
た
、関
西
学
院
大
学
の
伊
藤
秀
和
教
授
は
、商
学
教
育
に
お

け
る
交
通・物
流
関
連
科
目
の
位
置
づ
け
を
整
理
し
た
上
で
、「
社

会
科
学
と
し
て
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
を
学
ぶ
利
点
は
、経
営
手
法
や
会

計
や
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
な
ど
、現
実
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
密
接
に
関
わ
る
内

容
を
横
断
的・体
系
的
に
学
習
で
き
る
こ
と
に
あ
る
」と
指
摘
し
て

い
る
。な
お
、両
氏
は
い
ず
れ
も
商
学
部
に
て
物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

ス
科
目
を
担
当
し
て
い
る
。

　
本
学
で
も
、大
学
院
を
含
め
る
と
７
つ
の
物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

関
連
科
目
が
開
講
さ
れ
て
い
る
。特
に「
物
流
概
論
」は
、商
学
部

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
科
の
基
幹
科
目
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。ま

た
、２
０
２
２
年
度
の
卒
業
生
の
4.5
％
が
運
輸
業
に
就
職
し
て
お

り
、運
輸
業
の
内
訳
の
多
く
は
物
流
関
連
企
業
で
あ
る
こ
と
か
ら

物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
に
ニ
ー
ズ
は
少
な
く
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　
し
か
し
、物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
に
関
連
し
た
社
会
共
創
活
動
を

実
現
し
て
み
た
い
と
思
い
な
が
ら
も
、具
体
的
な
実
施
ま
で
は
至
ら
な

かっ
た
。

3
　コ
イ
ズ
ミ
物
流
と
の
取
り
組
み

　
そ
ん
な
時
、２
０
２
１
年
１０
月
、コ
イ
ズ
ミ
物
流
か
ら
社
会
連
携

の
依
頼
が
あ
っ
た
。担
当
者
は
、営
業
本
部
新
規
事
業
推
進
室
の
兵

庫
室
長
で
あ
る
。氏
の
所
属
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、最
初
の
依
頼

内
容
は
、物
流
分
野
の
新
事
業
の
ア
イ
デ
ア
を
若
い
学
生
か
ら
柔
軟

か
つ
自
由
に
発
案
し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。し
か
し
な
が

ら
、ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
新
事
業
の
ア
イ
デ
ア
を
出
す
こ
と
は
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
こ
と
、テ
ー
マ
を
絞
ら
ず
に
提
案
し
た
場
合
、提
案
内
容
が
分

散
し
て
し
ま
う
心
配
が
あ
っ
た
。そ
こ
で
、物
流
現
場
が
実
際
に
抱

え
て
い
る
課
題
を
解
決
す
る
取
り
組
み
に
し
て
欲
し
い
と
の
要
望
を

伝
え
、協
議
し
た
と
こ
ろ
、次
の
３
つ
の
テ
ー
マ（
①
物
流
セ
ン
タ
ー

の
改
善
、②
労
働
環
境
の
改
善
、③
物
流
企
業
の
Ｐ
Ｒ
方
法
）に
決

ま
っ
た
。物
流
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
ゼ
ミ
を
運
営
し
て
い
る
商
学
部

李
准
教
授
に
も
参
画
い
た
だ
き
、２
ゼ
ミ
計
23
名（
３
年
生
）で
コ
イ

ズ
ミ
物
流
と
の
社
会
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
翌
２
０
２
２
年
４
月
よ

り
ス
タ
ー
ト
し
た
。主
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　・５
月
28
日（
土
）　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　 

　（
１
回
目
の
物
流
セ
ン
タ
ー
の
見
学
）

　・７
月
22
日（
金
）　
大
学
に
て
中
間
発
表

　・９
月
20
日（
火
）　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　 

　（
２
回
目
の
物
流
セ
ン
タ
ー
の
見
学
：

　
　
　
　
　
　
　 

　
ハ
ン
デ
ィ
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
を
使
っ
た

　
　
　
　
　
　
　 

　
物
流
業
務
の
疑
似
体
験
）

　・10
月
29
日（
土
）　
コ
イ
ズ
ミ
物
流
本
社
に
て
最
終
発
表

　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
、大
阪
南
港
の
物
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

た
。そ
こ
に
は
、関
連
企
業
の
コ
イ
ズ
ミ
照
明
の
商
材
が
中
心
に
保

管
さ
れ
て
い
た
。１
回
目
の
見
学
で
は
、物
流
セ
ン
タ
ー
の
機
能
の

概
略
と
と
も
に
、荷
物
の
管
理
方
法
で
あ
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
管
理
の

考
え
方
、荷
役
機
器
で
あ
る
パ
レ
ッ
ト
、ネ
ス
テ
ナ
ー（
可
動
式
の
棚
）

の
説
明
、電
動
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
実
演
が
行
わ
れ
た
。特
に
、高
い

位
置
に
積
ま
れ
た
荷
物
を
垂
直
移
動
も
可
能
な
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

を
使
って
荷
役
す
る
様
子
に
は
学
生
か
ら
歓
声
が
あ
が
って
い
た
。

　
中
間
発
表
で
は
、１
回
目
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
視
察
結
果
を

踏
ま
え
、２
ゼ
ミ
６
チ
ー
ム
か
ら「
新
た
な
技
術
の
導
入
に
よ
る
施

設
改
善
」や「
業
界
の
イ
メ
ー
ジ
改
善
」、「
若
い
世
代
へ
の
情
報
発

信
や
Ｐ
Ｒ
」な
ど
の
学
生
目
線
の
提
案
を
行
っ
た
。こ
れ
ら
の
発
表

に
対
し
、企
業
担
当
者
か
ら
は「
ど
う
し
た
ら
コ
イ
ズ
ミ
の
魅
力
を

伝
え
ら
れ
る
か
。よ
り
具
体
的
な
提
案
を
期
待
し
た
い
」と
の
コ
メ

ン
ト
を
頂
い
た
。学
生
か
ら
は
、「
物
流
に
関
す
る
知
識
不
足
を
痛

感
し
、よ
り
深
く
学
び
た
い
と
い
う
学
習
意
欲
が
刺
激
さ
れ
た
」と

い
う
声
や「
数
値
的
な
根
拠
に
基
づ
い
た
提
案
の
重
要
性
に
気
づ

か
さ
れ
た
」と
い
う
意
見
が
聞
か
れ
た
。

　
２
回
目
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
、前
回
と
異
な
り
平
日
に
実
施

し
た
。こ
の
た
め
、通
常
業
務
が
行
わ
れ
て
い
る
な
か
で
の
見
学
で

あ
っ
た
。ま
た
、ピ
ッ
キ
ン
グ
作
業
や
入
出
庫
管
理
に
使
用
さ
れ
て
い

る
ハ
ン
デ
ィ
タ
ー
ミ
ナ
ル（
片
手
で
持
て
る
ハ
ン
デ
ィ
サ
イ
ズ
の
デ
ー

タ
収
集
端
末
）を
使
って
、庫
内
業
務
の
疑
似
体
験
も
行
っ
た
。

　
２
回
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
中
間
発
表
、約
半
年
間
を
か
け
て

３
つ
の
課
題
テ
ー
マ
に
対
し
て
、コ
イ
ズ
ミ
物
流
への
最
終
提
案
を
実

施
し
た
。以
下
、６
チ
ー
ム
の
提
案
内
容
の
題
目
で
あ
る
。田
中
ゼ
ミ

３
チ
ー
ム（
Ａ
：
創
荷
に
よ
る
積
載
率
の
向
上
案
、Ｂ
：
滞
留
在
庫

の
有
効
活
用
の
提
案
、Ｃ
：
物
流
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
）、李
ゼ

ミ
３
チ
ー
ム（
Ｄ
：
物
流
業
界
Ｐ
Ｒ
の
提
案
、Ｅ
：
コ
イ
ズ
ミ
物
流

の
労
働
環
境
改
善
の
提
案
、Ｆ
：
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
技
術
活
用
の
提
案
）。

企
業
の
方
か
ら
は
総
じ
て
前
向
き
な
コ
メ
ン
ト
を
頂
い
た
。現
実
は

4
　学
生
の
成
長
に
貢
献
で
き
た
の
か
？

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
、田
中
ゼ
ミ
の
学
生
に
対
し
て
、①
物
流

セ
ン
タ
ー
の
見
学
の
感
想
、②
社
会
共
創
活
動
の
感
想
、③
社
会

共
創
活
動
を
通
じ
て
成
長
し
た
と
思
う
点
、④
社
会
共
創
活
動
に

参
加
し
て
感
じ
た
課
題
、を
自
由
記
述
で
回
答
し
て
も
ら
い
、テ
キ

ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
に
よ
る
分
析
を
試
み
た
。

　
大
半
の
学
生
が
物
流
セ
ン
タ
ー
を
見
学
す
る
の
は
初
め
て
の
経

験
で
あ
り
、労
働
環
境
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
印
象
を
持
っ
て
い
る
学
生

も
い
た
と
思
う
が
、そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
見
事
に
覆
さ
れ
た
。整
理
が

行
き
届
い
た
物
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、ほ
ぼ
一
人
１
台
の
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
に
よ
り
肉
体
的
負
担
も
軽
減
さ
れ
て
い
た
。こ
れ
が
、〝
働
き

や
す
い
〞と
い
う
ワ
ー
ド
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。

　
物
流
業
界
と
の
社
会
共
創
活
動
に
取
り
組
む
に
あ
た
っ
て
、物

流
現
場
を
生
で
視
察
で
き
た
こ
と
は
、提
案
内
容（
ア
イ
デ
ア
）を

〝
膨
ら
ま
せ
る
〞こ
と
に
大
い
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。社

会
共
創
活
動
を
通
じ
て
成
長
し
た
と
思
う
点
に
つ
い
て
は
、物
流

業
界
に
対
し
て
、〝
課
題
解
決
・
改
善
案
〞を
チ
ー
ム
の〝
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
〞を
高
め
な
が
ら
取
り
組
ん
だ
様
子
が
み
え
る
。

一
方
で
、課
題
と
し
て〝
定
め
に
く
い
〞と
い
う
ワ
ー
ド
が
目
立
っ

た
。現
場
視
察
が
ア
イ
デ
ア
を〝
膨
ら
ま
せ
る
〞の
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に

働
く
こ
と
と
矛
盾
す
る
よ
う
に
感
じ
る
が
、学
生
と
接
す
る
中
で

聞
か
れ
た
の
が「
問
題
点
が
見
つ
か
ら
な
い
」と
い
う
声
で
あ
っ
た
。

た
し
か
に
、コ
イ
ズ
ミ
物
流
の
物
流
現
場
の
完
成
度
は
高
く
、大
き

な
問
題
が
あ
る
よ
う
に
は
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。た
だ
し
、こ
れ
に
つ

い
て
は
、提
案
内
容
の
切
り
口
に
新
し
い
角
度
を
つ
け
さ
せ
る
教
育

が
で
き
な
か
っ
た
指
導
教
員（
筆
者
）の
力
不
足
と
感
じ
て
い
る
。

　
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
を
通
じ
て
、担
当
者
の
兵
庫
氏
か
ら

は
何
度
も
大
学
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、丁
寧
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
を
頂
い
た
。こ
れ
は
、大
変
あ
り
が
た
か
っ
た
。兵
庫
氏
の
サ
ポ
ー

ト
に
対
し
て
感
謝
の
言
葉
を
伝
え
る
学
生
も
多
か
っ
た
。

　
荷
主
の
意
向
も
あ
り
、こ
の
10
年
間
で
物
流
セ
ン
タ
ー
の
見
学

が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。そ
う
し
た
中
、学
生
に
貴
重
な
機
会
を
提

供
し
て
く
れ
た
コ
イ
ズ
ミ
物
流
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　
今
回
取
り
組
ん
だ
学
生（
現
４
年
生
）の
就
職
に
直
結
し
な
か
っ
た

こ
と
は
残
念
で
あ
る
が
、今
年
度
も
新
た
な
３
年
生
と
一
緒
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
継
続
中
で
あ
る
。さ
ら
に
、今
年
度
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
実
施
も
検
討
頂
い
て
い
る
。物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
社
会
共
創
活

動
に
取
り
組
ん
だ
学
生
が
、物
流
業
界
が
抱
え
る
問
題
を
解
決
で
き

る
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
巣
立
って
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

〈
注
〉

※

１  

他
の
大
学
で
は
、社
会
連
携
事
業
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
多
い
。本
学
も
か
つ
て
は
、

社
会
連
携
事
業
と
呼
ん
で
い
た
が
、数
年
前
よ
り
社
会
共
創
活
動
と
呼
ん
で
い
る
。

※

２ 

す
べて
の
活
動
に
つ
い
て
報
告
書
を
あ
げ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、実
際
に
は

も
っ
と
多
く
の
教
員・学
生
が
参
画
し
て
い
る
。ま
た
、１
つ
の
ゼ
ミ
が
複
数
の
異

な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
い
る
ケ
ー
ス
、１
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
同
一
ゼ
ミ
か

ら
複
数
チ
ー
ム
参
画
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

〈
参
考
資
料
〉

伊
藤
秀
和（
２
０
１
２
）「
社
会
科
学
に
お
け
る
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
教
育
体
系
へ
の
試
み
」

『
商
学
論
究
』関
西
学
院
大
学
商
学
研
究
会
、第
60
巻
第
１
／
２ 

号
，pp.333-377

．

髙
橋
愛
典（
２
０
０
９
）「
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
研
究
の
方
法
に
関
す
る
試
論―

商
学
の
視
点

か
ら―

」『
商
経
学
叢
』近
畿
大
学
商
経
学
会
，第
56
巻
第
１
号
，pp.483-507

．

流
通
科
学
大
学
社
会
共
創
活
動
報
告
書

https://w
w
w
.um
ds.ac.jp/social/collaboration/report/
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こ
ん
な
に
甘
く
な
い
よ
と
思
い
な
が
ら
も
、お
互
い
に
と
っ
て
初
め

て
の
取
り
組
み
で
あ
り
、お
気
遣
い
頂
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。あ

く
ま
で
も
私
見
で
は
あ
る
が
、半
年
間
で
の
学
生
の
成
長
も
感
じ

ら
れ
、物
流
企
業
と
の
社
会
共
創
活
動
と
い
う
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ

は
成
功
で
あ
っ
た
。

1
　流
通
科
学
大
学
の
社
会
共
創
活
動※

１

　
流
通
科
学
大
学（
神
戸
市
西
区
）は
、『
流
通
を
科
学
的
に
研
究

教
育
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、世
界
の
平
和
に
貢
献
し
、真
に
豊
か
な

社
会
の
実
現
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
』と
い
う
建
学
の

理
念
の
も
と
１
９
８
８
年
に
創
設
さ
れ
た
大
学
で
あ
る
。商
学
部

（
定
員
４
５
０
名
）、経
済
学
部（
同
２
０
０
名
）、人
間
社
会
学
部

（
同
２
５
０
名
）の
３
学
部
か
ら
構
成
さ
れ
、約
３
７
０
０
名
の
学

生
が
在
籍
し
て
い
る
。

　
大
学
の
設
立
当
時
よ
り
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
を
育
て
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
、近
年
は『
知
識
重
点
型
』か
ら『
知
識
を
知
恵

に
変
換
で
き
る
』人
材
の
育
成
に
焦
点
を
あ
て
、創
設
時
よ
り
訴
求

し
実
施
し
て
き
た『
実
学
』ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
重
視
し
た

授
業
内
容
を
実
践
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
実
学
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
が〝
社
会
共

創
活
動（
社
会
共
創
プ
ロ
グ
ラ
ム
）〞で
あ
る
。こ
れ
は
、学
生
自
身

が
考
え
調
査
し
、仲
間
と
協
力
し
な
が
ら
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
知
識

を
生
か
し
、企
業・地
域・自
治
体
が
抱
え
る
課
題
解
決
に
取
り
組

む
活
動
で
あ
る
。２
０
２
２
年
度
は
、32
の
社
会
共
創
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
提
供
さ
れ
、社
会
共
創
活
動
報
告
書（
２
０
２
２
）に
よ
れ
ば
、

26
名
の
教
員
が
44
の
活
動
に
参
画
し
て
い
る※

２
。学
生
が
希
望
さ

え
す
れ
ば
、年
間
を
通
じ
て
、企
業・自
治
体
を
問
わ
ず
豊
富
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
中
か
ら
希
望
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き

る
。今
で
こ
そ
、多
く
の
大
学
が
企
業
や
自
治
体
と
連
携
し
た
社

会
連
携
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、流
通
科
学
大
学
で
は
、筆

者
が
着
任
し
た
10
年
前
よ
り
既
に
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
盛
ん
に

行
わ
れ
て
お
り
、印
象
的
で
あ
っ
た
。

2
　物
流
分
野
に
お
け
る
社
会
共
創
活
動
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
44
の
活
動
の
連
携
先
は
、企
業
19
件
、自
治
体
18
件
、企
業
と
自

治
体
の
連
携
３
件
、商
店
街
４
件
で
あ
り
、企
業
と
自
治
体
の
件
数

が
多
く
な
っ
て
い
る
。そ
れ
ほ
ど
数
は
多
く
な
い
も
の
の
、商
店
街
と

の
連
携
が
一
定
数
あ
る
の
は
、地
域
商
業
も
学
べ
る
本
学
の
特
徴
の

一
つ
と
い
え
よ
う
。活
動
内
容
で
み
る
と
、企
業
と
は
商
品
開
発
や
イ

ベ
ン
ト
企
画
が
多
く
、自
治
体
と
は
地
域
活
性
化
型
が
ほ
ぼ
全
て
で

あ
る
。こ
れ
は
、「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
」「
製
品
戦
略
論
」「
消
費
者

行
動
論
」（
以
上
、商
学
部
科
目
）や「
地
域
ま
ち
づ
く
り
概
論
」（
経

済
学
部
科
目
）、さ
ら
に
は「
観
光
事
業
論
」（
人
間
社
会
学
部
科

目
）な
ど
の
講
義
で
学
ん
だ
専
門
知
識
と
活
動
内
容
が
リ
ン
ク
し
、

学
生
が
事
業
提
案
を
し
や
す
い
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　
筆
者
の
専
門
は
い
ち
お
う
物
流
で
あ
り
、「
教
養
特
講
Ⅰ（
物

流
）」と「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論
」を
担
当
し
て
い

る
も
の
の
、商
学
部
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
科
に
所
属
し
て
い
る
こ
と
、

か
つ
学
生
の
ニ
ー
ズ
も
高
い
と
い
う
理
由
か
ら
企
業
と
の
商
品
開

発
や
イ
ベ
ン
ト
企
画
と
い
っ
た
社
会
共
創
活
動
を
選
択
す
る
こ
と

が
多
か
っ
た
。と
い
っ
て
も
商
品
開
発
に
関
す
る
専
門
的
知
識
に
乏

し
く
、ゼ
ミ
生
に
対
し
て
申
し
訳
な
さ
を
抱
き
な
が
ら
ゼ
ミ
運
営

を
行
っ
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。そ
れ
で
も
ゼ
ミ
生
が
い
く
つ

か
の
賞
を
受
賞
し
た
時
に
は
と
て
も
救
わ
れ
た
。

　
商
学
で
は
、物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
関
連
科
目
の
重
要
性
が
論

じ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。近
畿
大
学
の
髙
橋
愛
典
教
授
は
、

「
大
学
に
お
い
て
物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
関
連
科
目
は
、商
学
系
統

の
学
部・学
科
に
置
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、こ
の
こ
と
が
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
の
研
究
・
教
育
に
与
え
る
影
響
は
大
き
い
」と
指
摘
し
て
い

る
。ま
た
、関
西
学
院
大
学
の
伊
藤
秀
和
教
授
は
、商
学
教
育
に
お

け
る
交
通・物
流
関
連
科
目
の
位
置
づ
け
を
整
理
し
た
上
で
、「
社

会
科
学
と
し
て
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
を
学
ぶ
利
点
は
、経
営
手
法
や
会

計
や
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
な
ど
、現
実
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
密
接
に
関
わ
る
内

容
を
横
断
的・体
系
的
に
学
習
で
き
る
こ
と
に
あ
る
」と
指
摘
し
て

い
る
。な
お
、両
氏
は
い
ず
れ
も
商
学
部
に
て
物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

ス
科
目
を
担
当
し
て
い
る
。

　
本
学
で
も
、大
学
院
を
含
め
る
と
７
つ
の
物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

関
連
科
目
が
開
講
さ
れ
て
い
る
。特
に「
物
流
概
論
」は
、商
学
部

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
科
の
基
幹
科
目
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。ま

た
、２
０
２
２
年
度
の
卒
業
生
の
4.5
％
が
運
輸
業
に
就
職
し
て
お

り
、運
輸
業
の
内
訳
の
多
く
は
物
流
関
連
企
業
で
あ
る
こ
と
か
ら

物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
に
ニ
ー
ズ
は
少
な
く
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　
し
か
し
、物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
に
関
連
し
た
社
会
共
創
活
動
を

実
現
し
て
み
た
い
と
思
い
な
が
ら
も
、具
体
的
な
実
施
ま
で
は
至
ら
な

かっ
た
。

3
　コ
イ
ズ
ミ
物
流
と
の
取
り
組
み

　
そ
ん
な
時
、２
０
２
１
年
１０
月
、コ
イ
ズ
ミ
物
流
か
ら
社
会
連
携

の
依
頼
が
あ
っ
た
。担
当
者
は
、営
業
本
部
新
規
事
業
推
進
室
の
兵

庫
室
長
で
あ
る
。氏
の
所
属
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、最
初
の
依
頼

内
容
は
、物
流
分
野
の
新
事
業
の
ア
イ
デ
ア
を
若
い
学
生
か
ら
柔
軟

か
つ
自
由
に
発
案
し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。し
か
し
な
が

ら
、ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
新
事
業
の
ア
イ
デ
ア
を
出
す
こ
と
は
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
こ
と
、テ
ー
マ
を
絞
ら
ず
に
提
案
し
た
場
合
、提
案
内
容
が
分

散
し
て
し
ま
う
心
配
が
あ
っ
た
。そ
こ
で
、物
流
現
場
が
実
際
に
抱

え
て
い
る
課
題
を
解
決
す
る
取
り
組
み
に
し
て
欲
し
い
と
の
要
望
を

伝
え
、協
議
し
た
と
こ
ろ
、次
の
３
つ
の
テ
ー
マ（
①
物
流
セ
ン
タ
ー

の
改
善
、②
労
働
環
境
の
改
善
、③
物
流
企
業
の
Ｐ
Ｒ
方
法
）に
決

ま
っ
た
。物
流
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
ゼ
ミ
を
運
営
し
て
い
る
商
学
部

李
准
教
授
に
も
参
画
い
た
だ
き
、２
ゼ
ミ
計
23
名（
３
年
生
）で
コ
イ

ズ
ミ
物
流
と
の
社
会
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
翌
２
０
２
２
年
４
月
よ

り
ス
タ
ー
ト
し
た
。主
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　・５
月
28
日（
土
）　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　 

　（
１
回
目
の
物
流
セ
ン
タ
ー
の
見
学
）

　・７
月
22
日（
金
）　
大
学
に
て
中
間
発
表

　・９
月
20
日（
火
）　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　 

　（
２
回
目
の
物
流
セ
ン
タ
ー
の
見
学
：

　
　
　
　
　
　
　 

　
ハ
ン
デ
ィ
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
を
使
っ
た

　
　
　
　
　
　
　 

　
物
流
業
務
の
疑
似
体
験
）

　・10
月
29
日（
土
）　
コ
イ
ズ
ミ
物
流
本
社
に
て
最
終
発
表

　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
、大
阪
南
港
の
物
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

た
。そ
こ
に
は
、関
連
企
業
の
コ
イ
ズ
ミ
照
明
の
商
材
が
中
心
に
保

管
さ
れ
て
い
た
。１
回
目
の
見
学
で
は
、物
流
セ
ン
タ
ー
の
機
能
の

概
略
と
と
も
に
、荷
物
の
管
理
方
法
で
あ
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
管
理
の

考
え
方
、荷
役
機
器
で
あ
る
パ
レ
ッ
ト
、ネ
ス
テ
ナ
ー（
可
動
式
の
棚
）

の
説
明
、電
動
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
実
演
が
行
わ
れ
た
。特
に
、高
い

位
置
に
積
ま
れ
た
荷
物
を
垂
直
移
動
も
可
能
な
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

を
使
って
荷
役
す
る
様
子
に
は
学
生
か
ら
歓
声
が
あ
が
って
い
た
。

　
中
間
発
表
で
は
、１
回
目
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
視
察
結
果
を

踏
ま
え
、２
ゼ
ミ
６
チ
ー
ム
か
ら「
新
た
な
技
術
の
導
入
に
よ
る
施

設
改
善
」や「
業
界
の
イ
メ
ー
ジ
改
善
」、「
若
い
世
代
へ
の
情
報
発

信
や
Ｐ
Ｒ
」な
ど
の
学
生
目
線
の
提
案
を
行
っ
た
。こ
れ
ら
の
発
表

に
対
し
、企
業
担
当
者
か
ら
は「
ど
う
し
た
ら
コ
イ
ズ
ミ
の
魅
力
を

伝
え
ら
れ
る
か
。よ
り
具
体
的
な
提
案
を
期
待
し
た
い
」と
の
コ
メ

ン
ト
を
頂
い
た
。学
生
か
ら
は
、「
物
流
に
関
す
る
知
識
不
足
を
痛

感
し
、よ
り
深
く
学
び
た
い
と
い
う
学
習
意
欲
が
刺
激
さ
れ
た
」と

い
う
声
や「
数
値
的
な
根
拠
に
基
づ
い
た
提
案
の
重
要
性
に
気
づ

か
さ
れ
た
」と
い
う
意
見
が
聞
か
れ
た
。

　
２
回
目
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
、前
回
と
異
な
り
平
日
に
実
施

し
た
。こ
の
た
め
、通
常
業
務
が
行
わ
れ
て
い
る
な
か
で
の
見
学
で

あ
っ
た
。ま
た
、ピ
ッ
キ
ン
グ
作
業
や
入
出
庫
管
理
に
使
用
さ
れ
て
い

る
ハ
ン
デ
ィ
タ
ー
ミ
ナ
ル（
片
手
で
持
て
る
ハ
ン
デ
ィ
サ
イ
ズ
の
デ
ー

タ
収
集
端
末
）を
使
って
、庫
内
業
務
の
疑
似
体
験
も
行
っ
た
。

　
２
回
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
中
間
発
表
、約
半
年
間
を
か
け
て

３
つ
の
課
題
テ
ー
マ
に
対
し
て
、コ
イ
ズ
ミ
物
流
への
最
終
提
案
を
実

施
し
た
。以
下
、６
チ
ー
ム
の
提
案
内
容
の
題
目
で
あ
る
。田
中
ゼ
ミ

３
チ
ー
ム（
Ａ
：
創
荷
に
よ
る
積
載
率
の
向
上
案
、Ｂ
：
滞
留
在
庫

の
有
効
活
用
の
提
案
、Ｃ
：
物
流
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
）、李
ゼ

ミ
３
チ
ー
ム（
Ｄ
：
物
流
業
界
Ｐ
Ｒ
の
提
案
、Ｅ
：
コ
イ
ズ
ミ
物
流

の
労
働
環
境
改
善
の
提
案
、Ｆ
：
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
技
術
活
用
の
提
案
）。

企
業
の
方
か
ら
は
総
じ
て
前
向
き
な
コ
メ
ン
ト
を
頂
い
た
。現
実
は

［写真1］物流センターの見学の様子

［写真2］企業への提案の様子

4
　学
生
の
成
長
に
貢
献
で
き
た
の
か
？

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
、田
中
ゼ
ミ
の
学
生
に
対
し
て
、①
物
流

セ
ン
タ
ー
の
見
学
の
感
想
、②
社
会
共
創
活
動
の
感
想
、③
社
会

共
創
活
動
を
通
じ
て
成
長
し
た
と
思
う
点
、④
社
会
共
創
活
動
に

参
加
し
て
感
じ
た
課
題
、を
自
由
記
述
で
回
答
し
て
も
ら
い
、テ
キ

ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
に
よ
る
分
析
を
試
み
た
。

　
大
半
の
学
生
が
物
流
セ
ン
タ
ー
を
見
学
す
る
の
は
初
め
て
の
経

験
で
あ
り
、労
働
環
境
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
印
象
を
持
っ
て
い
る
学
生

も
い
た
と
思
う
が
、そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
見
事
に
覆
さ
れ
た
。整
理
が

行
き
届
い
た
物
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、ほ
ぼ
一
人
１
台
の
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
に
よ
り
肉
体
的
負
担
も
軽
減
さ
れ
て
い
た
。こ
れ
が
、〝
働
き

や
す
い
〞と
い
う
ワ
ー
ド
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。

　
物
流
業
界
と
の
社
会
共
創
活
動
に
取
り
組
む
に
あ
た
っ
て
、物

流
現
場
を
生
で
視
察
で
き
た
こ
と
は
、提
案
内
容（
ア
イ
デ
ア
）を

〝
膨
ら
ま
せ
る
〞こ
と
に
大
い
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。社

会
共
創
活
動
を
通
じ
て
成
長
し
た
と
思
う
点
に
つ
い
て
は
、物
流

業
界
に
対
し
て
、〝
課
題
解
決
・
改
善
案
〞を
チ
ー
ム
の〝
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
〞を
高
め
な
が
ら
取
り
組
ん
だ
様
子
が
み
え
る
。

一
方
で
、課
題
と
し
て〝
定
め
に
く
い
〞と
い
う
ワ
ー
ド
が
目
立
っ

た
。現
場
視
察
が
ア
イ
デ
ア
を〝
膨
ら
ま
せ
る
〞の
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に

働
く
こ
と
と
矛
盾
す
る
よ
う
に
感
じ
る
が
、学
生
と
接
す
る
中
で

聞
か
れ
た
の
が「
問
題
点
が
見
つ
か
ら
な
い
」と
い
う
声
で
あ
っ
た
。

た
し
か
に
、コ
イ
ズ
ミ
物
流
の
物
流
現
場
の
完
成
度
は
高
く
、大
き

な
問
題
が
あ
る
よ
う
に
は
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。た
だ
し
、こ
れ
に
つ

い
て
は
、提
案
内
容
の
切
り
口
に
新
し
い
角
度
を
つ
け
さ
せ
る
教
育

が
で
き
な
か
っ
た
指
導
教
員（
筆
者
）の
力
不
足
と
感
じ
て
い
る
。

　
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
を
通
じ
て
、担
当
者
の
兵
庫
氏
か
ら

は
何
度
も
大
学
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、丁
寧
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
を
頂
い
た
。こ
れ
は
、大
変
あ
り
が
た
か
っ
た
。兵
庫
氏
の
サ
ポ
ー

ト
に
対
し
て
感
謝
の
言
葉
を
伝
え
る
学
生
も
多
か
っ
た
。

　
荷
主
の
意
向
も
あ
り
、こ
の
10
年
間
で
物
流
セ
ン
タ
ー
の
見
学

が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。そ
う
し
た
中
、学
生
に
貴
重
な
機
会
を
提

供
し
て
く
れ
た
コ
イ
ズ
ミ
物
流
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　
今
回
取
り
組
ん
だ
学
生（
現
４
年
生
）の
就
職
に
直
結
し
な
か
っ
た

こ
と
は
残
念
で
あ
る
が
、今
年
度
も
新
た
な
３
年
生
と
一
緒
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
継
続
中
で
あ
る
。さ
ら
に
、今
年
度
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
実
施
も
検
討
頂
い
て
い
る
。物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
社
会
共
創
活

動
に
取
り
組
ん
だ
学
生
が
、物
流
業
界
が
抱
え
る
問
題
を
解
決
で
き

る
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
巣
立
って
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

〈
注
〉

※

１  

他
の
大
学
で
は
、社
会
連
携
事
業
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
多
い
。本
学
も
か
つ
て
は
、

社
会
連
携
事
業
と
呼
ん
で
い
た
が
、数
年
前
よ
り
社
会
共
創
活
動
と
呼
ん
で
い
る
。

※

２ 

す
べて
の
活
動
に
つ
い
て
報
告
書
を
あ
げ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、実
際
に
は

も
っ
と
多
く
の
教
員・学
生
が
参
画
し
て
い
る
。ま
た
、１
つ
の
ゼ
ミ
が
複
数
の
異

な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
い
る
ケ
ー
ス
、１
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
同
一
ゼ
ミ
か

ら
複
数
チ
ー
ム
参
画
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

〈
参
考
資
料
〉

伊
藤
秀
和（
２
０
１
２
）「
社
会
科
学
に
お
け
る
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
教
育
体
系
へ
の
試
み
」

『
商
学
論
究
』関
西
学
院
大
学
商
学
研
究
会
、第
60
巻
第
１
／
２ 

号
，pp.333-377

．

髙
橋
愛
典（
２
０
０
９
）「
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
研
究
の
方
法
に
関
す
る
試
論―

商
学
の
視
点

か
ら―

」『
商
経
学
叢
』近
畿
大
学
商
経
学
会
，第
56
巻
第
１
号
，pp.483-507

．

流
通
科
学
大
学
社
会
共
創
活
動
報
告
書

https://w
w
w
.um
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こ
ん
な
に
甘
く
な
い
よ
と
思
い
な
が
ら
も
、お
互
い
に
と
っ
て
初
め

て
の
取
り
組
み
で
あ
り
、お
気
遣
い
頂
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。あ

く
ま
で
も
私
見
で
は
あ
る
が
、半
年
間
で
の
学
生
の
成
長
も
感
じ

ら
れ
、物
流
企
業
と
の
社
会
共
創
活
動
と
い
う
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ

は
成
功
で
あ
っ
た
。

1
　流
通
科
学
大
学
の
社
会
共
創
活
動※

１

　
流
通
科
学
大
学（
神
戸
市
西
区
）は
、『
流
通
を
科
学
的
に
研
究

教
育
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、世
界
の
平
和
に
貢
献
し
、真
に
豊
か
な

社
会
の
実
現
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
』と
い
う
建
学
の

理
念
の
も
と
１
９
８
８
年
に
創
設
さ
れ
た
大
学
で
あ
る
。商
学
部

（
定
員
４
５
０
名
）、経
済
学
部（
同
２
０
０
名
）、人
間
社
会
学
部

（
同
２
５
０
名
）の
３
学
部
か
ら
構
成
さ
れ
、約
３
７
０
０
名
の
学

生
が
在
籍
し
て
い
る
。

　
大
学
の
設
立
当
時
よ
り
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
を
育
て
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
、近
年
は『
知
識
重
点
型
』か
ら『
知
識
を
知
恵

に
変
換
で
き
る
』人
材
の
育
成
に
焦
点
を
あ
て
、創
設
時
よ
り
訴
求

し
実
施
し
て
き
た『
実
学
』ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
重
視
し
た

授
業
内
容
を
実
践
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
実
学
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
が〝
社
会
共

創
活
動（
社
会
共
創
プ
ロ
グ
ラ
ム
）〞で
あ
る
。こ
れ
は
、学
生
自
身

が
考
え
調
査
し
、仲
間
と
協
力
し
な
が
ら
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
知
識

を
生
か
し
、企
業・地
域・自
治
体
が
抱
え
る
課
題
解
決
に
取
り
組

む
活
動
で
あ
る
。２
０
２
２
年
度
は
、32
の
社
会
共
創
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
提
供
さ
れ
、社
会
共
創
活
動
報
告
書（
２
０
２
２
）に
よ
れ
ば
、

26
名
の
教
員
が
44
の
活
動
に
参
画
し
て
い
る※

２
。学
生
が
希
望
さ

え
す
れ
ば
、年
間
を
通
じ
て
、企
業・自
治
体
を
問
わ
ず
豊
富
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
中
か
ら
希
望
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き

る
。今
で
こ
そ
、多
く
の
大
学
が
企
業
や
自
治
体
と
連
携
し
た
社

会
連
携
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、流
通
科
学
大
学
で
は
、筆

者
が
着
任
し
た
10
年
前
よ
り
既
に
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
盛
ん
に

行
わ
れ
て
お
り
、印
象
的
で
あ
っ
た
。

2
　物
流
分
野
に
お
け
る
社
会
共
創
活
動
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
44
の
活
動
の
連
携
先
は
、企
業
19
件
、自
治
体
18
件
、企
業
と
自

治
体
の
連
携
３
件
、商
店
街
４
件
で
あ
り
、企
業
と
自
治
体
の
件
数

が
多
く
な
っ
て
い
る
。そ
れ
ほ
ど
数
は
多
く
な
い
も
の
の
、商
店
街
と

の
連
携
が
一
定
数
あ
る
の
は
、地
域
商
業
も
学
べ
る
本
学
の
特
徴
の

一
つ
と
い
え
よ
う
。活
動
内
容
で
み
る
と
、企
業
と
は
商
品
開
発
や
イ

ベ
ン
ト
企
画
が
多
く
、自
治
体
と
は
地
域
活
性
化
型
が
ほ
ぼ
全
て
で

あ
る
。こ
れ
は
、「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
」「
製
品
戦
略
論
」「
消
費
者

行
動
論
」（
以
上
、商
学
部
科
目
）や「
地
域
ま
ち
づ
く
り
概
論
」（
経

済
学
部
科
目
）、さ
ら
に
は「
観
光
事
業
論
」（
人
間
社
会
学
部
科

目
）な
ど
の
講
義
で
学
ん
だ
専
門
知
識
と
活
動
内
容
が
リ
ン
ク
し
、

学
生
が
事
業
提
案
を
し
や
す
い
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　
筆
者
の
専
門
は
い
ち
お
う
物
流
で
あ
り
、「
教
養
特
講
Ⅰ（
物

流
）」と「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論
」を
担
当
し
て
い

る
も
の
の
、商
学
部
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
科
に
所
属
し
て
い
る
こ
と
、

か
つ
学
生
の
ニ
ー
ズ
も
高
い
と
い
う
理
由
か
ら
企
業
と
の
商
品
開

発
や
イ
ベ
ン
ト
企
画
と
い
っ
た
社
会
共
創
活
動
を
選
択
す
る
こ
と

が
多
か
っ
た
。と
い
っ
て
も
商
品
開
発
に
関
す
る
専
門
的
知
識
に
乏

し
く
、ゼ
ミ
生
に
対
し
て
申
し
訳
な
さ
を
抱
き
な
が
ら
ゼ
ミ
運
営

を
行
っ
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。そ
れ
で
も
ゼ
ミ
生
が
い
く
つ

か
の
賞
を
受
賞
し
た
時
に
は
と
て
も
救
わ
れ
た
。

　
商
学
で
は
、物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
関
連
科
目
の
重
要
性
が
論

じ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。近
畿
大
学
の
髙
橋
愛
典
教
授
は
、

「
大
学
に
お
い
て
物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
関
連
科
目
は
、商
学
系
統

の
学
部・学
科
に
置
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、こ
の
こ
と
が
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
の
研
究
・
教
育
に
与
え
る
影
響
は
大
き
い
」と
指
摘
し
て
い

る
。ま
た
、関
西
学
院
大
学
の
伊
藤
秀
和
教
授
は
、商
学
教
育
に
お

け
る
交
通・物
流
関
連
科
目
の
位
置
づ
け
を
整
理
し
た
上
で
、「
社

会
科
学
と
し
て
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
を
学
ぶ
利
点
は
、経
営
手
法
や
会

計
や
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
な
ど
、現
実
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
密
接
に
関
わ
る
内

容
を
横
断
的・体
系
的
に
学
習
で
き
る
こ
と
に
あ
る
」と
指
摘
し
て

い
る
。な
お
、両
氏
は
い
ず
れ
も
商
学
部
に
て
物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

ス
科
目
を
担
当
し
て
い
る
。

　
本
学
で
も
、大
学
院
を
含
め
る
と
７
つ
の
物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

関
連
科
目
が
開
講
さ
れ
て
い
る
。特
に「
物
流
概
論
」は
、商
学
部

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
科
の
基
幹
科
目
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。ま

た
、２
０
２
２
年
度
の
卒
業
生
の
4.5
％
が
運
輸
業
に
就
職
し
て
お

り
、運
輸
業
の
内
訳
の
多
く
は
物
流
関
連
企
業
で
あ
る
こ
と
か
ら

物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
に
ニ
ー
ズ
は
少
な
く
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　
し
か
し
、物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
に
関
連
し
た
社
会
共
創
活
動
を

実
現
し
て
み
た
い
と
思
い
な
が
ら
も
、具
体
的
な
実
施
ま
で
は
至
ら
な

かっ
た
。

3
　コ
イ
ズ
ミ
物
流
と
の
取
り
組
み

　
そ
ん
な
時
、２
０
２
１
年
１０
月
、コ
イ
ズ
ミ
物
流
か
ら
社
会
連
携

の
依
頼
が
あ
っ
た
。担
当
者
は
、営
業
本
部
新
規
事
業
推
進
室
の
兵

庫
室
長
で
あ
る
。氏
の
所
属
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、最
初
の
依
頼

内
容
は
、物
流
分
野
の
新
事
業
の
ア
イ
デ
ア
を
若
い
学
生
か
ら
柔
軟

か
つ
自
由
に
発
案
し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。し
か
し
な
が

ら
、ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
新
事
業
の
ア
イ
デ
ア
を
出
す
こ
と
は
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
こ
と
、テ
ー
マ
を
絞
ら
ず
に
提
案
し
た
場
合
、提
案
内
容
が
分

散
し
て
し
ま
う
心
配
が
あ
っ
た
。そ
こ
で
、物
流
現
場
が
実
際
に
抱

え
て
い
る
課
題
を
解
決
す
る
取
り
組
み
に
し
て
欲
し
い
と
の
要
望
を

伝
え
、協
議
し
た
と
こ
ろ
、次
の
３
つ
の
テ
ー
マ（
①
物
流
セ
ン
タ
ー

の
改
善
、②
労
働
環
境
の
改
善
、③
物
流
企
業
の
Ｐ
Ｒ
方
法
）に
決

ま
っ
た
。物
流
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
ゼ
ミ
を
運
営
し
て
い
る
商
学
部

李
准
教
授
に
も
参
画
い
た
だ
き
、２
ゼ
ミ
計
23
名（
３
年
生
）で
コ
イ

ズ
ミ
物
流
と
の
社
会
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
翌
２
０
２
２
年
４
月
よ

り
ス
タ
ー
ト
し
た
。主
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　・５
月
28
日（
土
）　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　 

　（
１
回
目
の
物
流
セ
ン
タ
ー
の
見
学
）

　・７
月
22
日（
金
）　
大
学
に
て
中
間
発
表

　・９
月
20
日（
火
）　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　 

　（
２
回
目
の
物
流
セ
ン
タ
ー
の
見
学
：

　
　
　
　
　
　
　 

　
ハ
ン
デ
ィ
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
を
使
っ
た

　
　
　
　
　
　
　 

　
物
流
業
務
の
疑
似
体
験
）

　・10
月
29
日（
土
）　
コ
イ
ズ
ミ
物
流
本
社
に
て
最
終
発
表

　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
、大
阪
南
港
の
物
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

た
。そ
こ
に
は
、関
連
企
業
の
コ
イ
ズ
ミ
照
明
の
商
材
が
中
心
に
保

管
さ
れ
て
い
た
。１
回
目
の
見
学
で
は
、物
流
セ
ン
タ
ー
の
機
能
の

概
略
と
と
も
に
、荷
物
の
管
理
方
法
で
あ
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
管
理
の

考
え
方
、荷
役
機
器
で
あ
る
パ
レ
ッ
ト
、ネ
ス
テ
ナ
ー（
可
動
式
の
棚
）

の
説
明
、電
動
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
実
演
が
行
わ
れ
た
。特
に
、高
い

位
置
に
積
ま
れ
た
荷
物
を
垂
直
移
動
も
可
能
な
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

を
使
って
荷
役
す
る
様
子
に
は
学
生
か
ら
歓
声
が
あ
が
って
い
た
。

　
中
間
発
表
で
は
、１
回
目
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
視
察
結
果
を

踏
ま
え
、２
ゼ
ミ
６
チ
ー
ム
か
ら「
新
た
な
技
術
の
導
入
に
よ
る
施

設
改
善
」や「
業
界
の
イ
メ
ー
ジ
改
善
」、「
若
い
世
代
へ
の
情
報
発

信
や
Ｐ
Ｒ
」な
ど
の
学
生
目
線
の
提
案
を
行
っ
た
。こ
れ
ら
の
発
表

に
対
し
、企
業
担
当
者
か
ら
は「
ど
う
し
た
ら
コ
イ
ズ
ミ
の
魅
力
を

伝
え
ら
れ
る
か
。よ
り
具
体
的
な
提
案
を
期
待
し
た
い
」と
の
コ
メ

ン
ト
を
頂
い
た
。学
生
か
ら
は
、「
物
流
に
関
す
る
知
識
不
足
を
痛

感
し
、よ
り
深
く
学
び
た
い
と
い
う
学
習
意
欲
が
刺
激
さ
れ
た
」と

い
う
声
や「
数
値
的
な
根
拠
に
基
づ
い
た
提
案
の
重
要
性
に
気
づ

か
さ
れ
た
」と
い
う
意
見
が
聞
か
れ
た
。

　
２
回
目
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
、前
回
と
異
な
り
平
日
に
実
施

し
た
。こ
の
た
め
、通
常
業
務
が
行
わ
れ
て
い
る
な
か
で
の
見
学
で

あ
っ
た
。ま
た
、ピ
ッ
キ
ン
グ
作
業
や
入
出
庫
管
理
に
使
用
さ
れ
て
い

る
ハ
ン
デ
ィ
タ
ー
ミ
ナ
ル（
片
手
で
持
て
る
ハ
ン
デ
ィ
サ
イ
ズ
の
デ
ー

タ
収
集
端
末
）を
使
って
、庫
内
業
務
の
疑
似
体
験
も
行
っ
た
。

　
２
回
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
中
間
発
表
、約
半
年
間
を
か
け
て

３
つ
の
課
題
テ
ー
マ
に
対
し
て
、コ
イ
ズ
ミ
物
流
への
最
終
提
案
を
実

施
し
た
。以
下
、６
チ
ー
ム
の
提
案
内
容
の
題
目
で
あ
る
。田
中
ゼ
ミ

３
チ
ー
ム（
Ａ
：
創
荷
に
よ
る
積
載
率
の
向
上
案
、Ｂ
：
滞
留
在
庫

の
有
効
活
用
の
提
案
、Ｃ
：
物
流
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
）、李
ゼ

ミ
３
チ
ー
ム（
Ｄ
：
物
流
業
界
Ｐ
Ｒ
の
提
案
、Ｅ
：
コ
イ
ズ
ミ
物
流

の
労
働
環
境
改
善
の
提
案
、Ｆ
：
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
技
術
活
用
の
提
案
）。

企
業
の
方
か
ら
は
総
じ
て
前
向
き
な
コ
メ
ン
ト
を
頂
い
た
。現
実
は

［写真1］物流センターの見学の様子

［写真2］企業への提案の様子

4
　学
生
の
成
長
に
貢
献
で
き
た
の
か
？

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
、田
中
ゼ
ミ
の
学
生
に
対
し
て
、①
物
流

セ
ン
タ
ー
の
見
学
の
感
想
、②
社
会
共
創
活
動
の
感
想
、③
社
会

共
創
活
動
を
通
じ
て
成
長
し
た
と
思
う
点
、④
社
会
共
創
活
動
に

参
加
し
て
感
じ
た
課
題
、を
自
由
記
述
で
回
答
し
て
も
ら
い
、テ
キ

ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
に
よ
る
分
析
を
試
み
た
。

　
大
半
の
学
生
が
物
流
セ
ン
タ
ー
を
見
学
す
る
の
は
初
め
て
の
経

験
で
あ
り
、労
働
環
境
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
印
象
を
持
っ
て
い
る
学
生

も
い
た
と
思
う
が
、そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
見
事
に
覆
さ
れ
た
。整
理
が

行
き
届
い
た
物
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、ほ
ぼ
一
人
１
台
の
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
に
よ
り
肉
体
的
負
担
も
軽
減
さ
れ
て
い
た
。こ
れ
が
、〝
働
き

や
す
い
〞と
い
う
ワ
ー
ド
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。

　
物
流
業
界
と
の
社
会
共
創
活
動
に
取
り
組
む
に
あ
た
っ
て
、物

流
現
場
を
生
で
視
察
で
き
た
こ
と
は
、提
案
内
容（
ア
イ
デ
ア
）を

〝
膨
ら
ま
せ
る
〞こ
と
に
大
い
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。社

会
共
創
活
動
を
通
じ
て
成
長
し
た
と
思
う
点
に
つ
い
て
は
、物
流

業
界
に
対
し
て
、〝
課
題
解
決
・
改
善
案
〞を
チ
ー
ム
の〝
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
〞を
高
め
な
が
ら
取
り
組
ん
だ
様
子
が
み
え
る
。

一
方
で
、課
題
と
し
て〝
定
め
に
く
い
〞と
い
う
ワ
ー
ド
が
目
立
っ

た
。現
場
視
察
が
ア
イ
デ
ア
を〝
膨
ら
ま
せ
る
〞の
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に

働
く
こ
と
と
矛
盾
す
る
よ
う
に
感
じ
る
が
、学
生
と
接
す
る
中
で

聞
か
れ
た
の
が「
問
題
点
が
見
つ
か
ら
な
い
」と
い
う
声
で
あ
っ
た
。

た
し
か
に
、コ
イ
ズ
ミ
物
流
の
物
流
現
場
の
完
成
度
は
高
く
、大
き

な
問
題
が
あ
る
よ
う
に
は
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。た
だ
し
、こ
れ
に
つ

い
て
は
、提
案
内
容
の
切
り
口
に
新
し
い
角
度
を
つ
け
さ
せ
る
教
育

が
で
き
な
か
っ
た
指
導
教
員（
筆
者
）の
力
不
足
と
感
じ
て
い
る
。

　
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
を
通
じ
て
、担
当
者
の
兵
庫
氏
か
ら

は
何
度
も
大
学
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、丁
寧
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
を
頂
い
た
。こ
れ
は
、大
変
あ
り
が
た
か
っ
た
。兵
庫
氏
の
サ
ポ
ー

ト
に
対
し
て
感
謝
の
言
葉
を
伝
え
る
学
生
も
多
か
っ
た
。

　
荷
主
の
意
向
も
あ
り
、こ
の
10
年
間
で
物
流
セ
ン
タ
ー
の
見
学

が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。そ
う
し
た
中
、学
生
に
貴
重
な
機
会
を
提

供
し
て
く
れ
た
コ
イ
ズ
ミ
物
流
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　
今
回
取
り
組
ん
だ
学
生（
現
４
年
生
）の
就
職
に
直
結
し
な
か
っ
た

こ
と
は
残
念
で
あ
る
が
、今
年
度
も
新
た
な
３
年
生
と
一
緒
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
継
続
中
で
あ
る
。さ
ら
に
、今
年
度
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
実
施
も
検
討
頂
い
て
い
る
。物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
社
会
共
創
活

動
に
取
り
組
ん
だ
学
生
が
、物
流
業
界
が
抱
え
る
問
題
を
解
決
で
き

る
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
巣
立
って
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

〈
注
〉

※

１  

他
の
大
学
で
は
、社
会
連
携
事
業
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
多
い
。本
学
も
か
つ
て
は
、

社
会
連
携
事
業
と
呼
ん
で
い
た
が
、数
年
前
よ
り
社
会
共
創
活
動
と
呼
ん
で
い
る
。

※

２ 

す
べて
の
活
動
に
つ
い
て
報
告
書
を
あ
げ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、実
際
に
は

も
っ
と
多
く
の
教
員・学
生
が
参
画
し
て
い
る
。ま
た
、１
つ
の
ゼ
ミ
が
複
数
の
異

な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
い
る
ケ
ー
ス
、１
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
同
一
ゼ
ミ
か

ら
複
数
チ
ー
ム
参
画
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

〈
参
考
資
料
〉

伊
藤
秀
和（
２
０
１
２
）「
社
会
科
学
に
お
け
る
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
教
育
体
系
へ
の
試
み
」

『
商
学
論
究
』関
西
学
院
大
学
商
学
研
究
会
、第
60
巻
第
１
／
２ 

号
，pp.333-377

．

髙
橋
愛
典（
２
０
０
９
）「
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
研
究
の
方
法
に
関
す
る
試
論―

商
学
の
視
点

か
ら―

」『
商
経
学
叢
』近
畿
大
学
商
経
学
会
，第
56
巻
第
１
号
，pp.483-507

．

流
通
科
学
大
学
社
会
共
創
活
動
報
告
書

https://w
w
w
.um
ds.ac.jp/social/collaboration/report/
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③社会共創活動を通じて成長したと思う点

こ
ん
な
に
甘
く
な
い
よ
と
思
い
な
が
ら
も
、お
互
い
に
と
っ
て
初
め

て
の
取
り
組
み
で
あ
り
、お
気
遣
い
頂
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。あ

く
ま
で
も
私
見
で
は
あ
る
が
、半
年
間
で
の
学
生
の
成
長
も
感
じ

ら
れ
、物
流
企
業
と
の
社
会
共
創
活
動
と
い
う
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ

は
成
功
で
あ
っ
た
。

1
　流
通
科
学
大
学
の
社
会
共
創
活
動※

１

　
流
通
科
学
大
学（
神
戸
市
西
区
）は
、『
流
通
を
科
学
的
に
研
究

教
育
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、世
界
の
平
和
に
貢
献
し
、真
に
豊
か
な

社
会
の
実
現
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
』と
い
う
建
学
の

理
念
の
も
と
１
９
８
８
年
に
創
設
さ
れ
た
大
学
で
あ
る
。商
学
部

（
定
員
４
５
０
名
）、経
済
学
部（
同
２
０
０
名
）、人
間
社
会
学
部

（
同
２
５
０
名
）の
３
学
部
か
ら
構
成
さ
れ
、約
３
７
０
０
名
の
学

生
が
在
籍
し
て
い
る
。

　
大
学
の
設
立
当
時
よ
り
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
を
育
て
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
、近
年
は『
知
識
重
点
型
』か
ら『
知
識
を
知
恵

に
変
換
で
き
る
』人
材
の
育
成
に
焦
点
を
あ
て
、創
設
時
よ
り
訴
求

し
実
施
し
て
き
た『
実
学
』ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
重
視
し
た

授
業
内
容
を
実
践
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
実
学
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
が〝
社
会
共

創
活
動（
社
会
共
創
プ
ロ
グ
ラ
ム
）〞で
あ
る
。こ
れ
は
、学
生
自
身

が
考
え
調
査
し
、仲
間
と
協
力
し
な
が
ら
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
知
識

を
生
か
し
、企
業・地
域・自
治
体
が
抱
え
る
課
題
解
決
に
取
り
組

む
活
動
で
あ
る
。２
０
２
２
年
度
は
、32
の
社
会
共
創
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
提
供
さ
れ
、社
会
共
創
活
動
報
告
書（
２
０
２
２
）に
よ
れ
ば
、

26
名
の
教
員
が
44
の
活
動
に
参
画
し
て
い
る※

２
。学
生
が
希
望
さ

え
す
れ
ば
、年
間
を
通
じ
て
、企
業・自
治
体
を
問
わ
ず
豊
富
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
中
か
ら
希
望
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き

る
。今
で
こ
そ
、多
く
の
大
学
が
企
業
や
自
治
体
と
連
携
し
た
社

会
連
携
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、流
通
科
学
大
学
で
は
、筆

者
が
着
任
し
た
10
年
前
よ
り
既
に
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
盛
ん
に

行
わ
れ
て
お
り
、印
象
的
で
あ
っ
た
。

2
　物
流
分
野
に
お
け
る
社
会
共
創
活
動
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
44
の
活
動
の
連
携
先
は
、企
業
19
件
、自
治
体
18
件
、企
業
と
自

治
体
の
連
携
３
件
、商
店
街
４
件
で
あ
り
、企
業
と
自
治
体
の
件
数

が
多
く
な
っ
て
い
る
。そ
れ
ほ
ど
数
は
多
く
な
い
も
の
の
、商
店
街
と

の
連
携
が
一
定
数
あ
る
の
は
、地
域
商
業
も
学
べ
る
本
学
の
特
徴
の

一
つ
と
い
え
よ
う
。活
動
内
容
で
み
る
と
、企
業
と
は
商
品
開
発
や
イ

ベ
ン
ト
企
画
が
多
く
、自
治
体
と
は
地
域
活
性
化
型
が
ほ
ぼ
全
て
で

あ
る
。こ
れ
は
、「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
」「
製
品
戦
略
論
」「
消
費
者

行
動
論
」（
以
上
、商
学
部
科
目
）や「
地
域
ま
ち
づ
く
り
概
論
」（
経

済
学
部
科
目
）、さ
ら
に
は「
観
光
事
業
論
」（
人
間
社
会
学
部
科

目
）な
ど
の
講
義
で
学
ん
だ
専
門
知
識
と
活
動
内
容
が
リ
ン
ク
し
、

学
生
が
事
業
提
案
を
し
や
す
い
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　
筆
者
の
専
門
は
い
ち
お
う
物
流
で
あ
り
、「
教
養
特
講
Ⅰ（
物

流
）」と「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論
」を
担
当
し
て
い

る
も
の
の
、商
学
部
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
科
に
所
属
し
て
い
る
こ
と
、

か
つ
学
生
の
ニ
ー
ズ
も
高
い
と
い
う
理
由
か
ら
企
業
と
の
商
品
開

発
や
イ
ベ
ン
ト
企
画
と
い
っ
た
社
会
共
創
活
動
を
選
択
す
る
こ
と

が
多
か
っ
た
。と
い
っ
て
も
商
品
開
発
に
関
す
る
専
門
的
知
識
に
乏

し
く
、ゼ
ミ
生
に
対
し
て
申
し
訳
な
さ
を
抱
き
な
が
ら
ゼ
ミ
運
営

を
行
っ
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。そ
れ
で
も
ゼ
ミ
生
が
い
く
つ

か
の
賞
を
受
賞
し
た
時
に
は
と
て
も
救
わ
れ
た
。

　
商
学
で
は
、物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
関
連
科
目
の
重
要
性
が
論

じ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。近
畿
大
学
の
髙
橋
愛
典
教
授
は
、

「
大
学
に
お
い
て
物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
関
連
科
目
は
、商
学
系
統

の
学
部・学
科
に
置
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、こ
の
こ
と
が
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
の
研
究
・
教
育
に
与
え
る
影
響
は
大
き
い
」と
指
摘
し
て
い

る
。ま
た
、関
西
学
院
大
学
の
伊
藤
秀
和
教
授
は
、商
学
教
育
に
お

け
る
交
通・物
流
関
連
科
目
の
位
置
づ
け
を
整
理
し
た
上
で
、「
社

会
科
学
と
し
て
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
を
学
ぶ
利
点
は
、経
営
手
法
や
会

計
や
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
な
ど
、現
実
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
密
接
に
関
わ
る
内

容
を
横
断
的・体
系
的
に
学
習
で
き
る
こ
と
に
あ
る
」と
指
摘
し
て

い
る
。な
お
、両
氏
は
い
ず
れ
も
商
学
部
に
て
物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

ス
科
目
を
担
当
し
て
い
る
。

　
本
学
で
も
、大
学
院
を
含
め
る
と
７
つ
の
物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

関
連
科
目
が
開
講
さ
れ
て
い
る
。特
に「
物
流
概
論
」は
、商
学
部

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
科
の
基
幹
科
目
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。ま

た
、２
０
２
２
年
度
の
卒
業
生
の
4.5
％
が
運
輸
業
に
就
職
し
て
お

り
、運
輸
業
の
内
訳
の
多
く
は
物
流
関
連
企
業
で
あ
る
こ
と
か
ら

物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
に
ニ
ー
ズ
は
少
な
く
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　
し
か
し
、物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
に
関
連
し
た
社
会
共
創
活
動
を

実
現
し
て
み
た
い
と
思
い
な
が
ら
も
、具
体
的
な
実
施
ま
で
は
至
ら
な

かっ
た
。

3
　コ
イ
ズ
ミ
物
流
と
の
取
り
組
み

　
そ
ん
な
時
、２
０
２
１
年
１０
月
、コ
イ
ズ
ミ
物
流
か
ら
社
会
連
携

の
依
頼
が
あ
っ
た
。担
当
者
は
、営
業
本
部
新
規
事
業
推
進
室
の
兵

庫
室
長
で
あ
る
。氏
の
所
属
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、最
初
の
依
頼

内
容
は
、物
流
分
野
の
新
事
業
の
ア
イ
デ
ア
を
若
い
学
生
か
ら
柔
軟

か
つ
自
由
に
発
案
し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。し
か
し
な
が

ら
、ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
新
事
業
の
ア
イ
デ
ア
を
出
す
こ
と
は
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
こ
と
、テ
ー
マ
を
絞
ら
ず
に
提
案
し
た
場
合
、提
案
内
容
が
分

散
し
て
し
ま
う
心
配
が
あ
っ
た
。そ
こ
で
、物
流
現
場
が
実
際
に
抱

え
て
い
る
課
題
を
解
決
す
る
取
り
組
み
に
し
て
欲
し
い
と
の
要
望
を

伝
え
、協
議
し
た
と
こ
ろ
、次
の
３
つ
の
テ
ー
マ（
①
物
流
セ
ン
タ
ー

の
改
善
、②
労
働
環
境
の
改
善
、③
物
流
企
業
の
Ｐ
Ｒ
方
法
）に
決

ま
っ
た
。物
流
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
ゼ
ミ
を
運
営
し
て
い
る
商
学
部

李
准
教
授
に
も
参
画
い
た
だ
き
、２
ゼ
ミ
計
23
名（
３
年
生
）で
コ
イ

ズ
ミ
物
流
と
の
社
会
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
翌
２
０
２
２
年
４
月
よ

り
ス
タ
ー
ト
し
た
。主
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　・５
月
28
日（
土
）　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　 

　（
１
回
目
の
物
流
セ
ン
タ
ー
の
見
学
）

　・７
月
22
日（
金
）　
大
学
に
て
中
間
発
表

　・９
月
20
日（
火
）　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　 

　（
２
回
目
の
物
流
セ
ン
タ
ー
の
見
学
：

　
　
　
　
　
　
　 

　
ハ
ン
デ
ィ
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
を
使
っ
た

　
　
　
　
　
　
　 

　
物
流
業
務
の
疑
似
体
験
）

　・10
月
29
日（
土
）　
コ
イ
ズ
ミ
物
流
本
社
に
て
最
終
発
表

　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
、大
阪
南
港
の
物
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

た
。そ
こ
に
は
、関
連
企
業
の
コ
イ
ズ
ミ
照
明
の
商
材
が
中
心
に
保

管
さ
れ
て
い
た
。１
回
目
の
見
学
で
は
、物
流
セ
ン
タ
ー
の
機
能
の

概
略
と
と
も
に
、荷
物
の
管
理
方
法
で
あ
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
管
理
の

考
え
方
、荷
役
機
器
で
あ
る
パ
レ
ッ
ト
、ネ
ス
テ
ナ
ー（
可
動
式
の
棚
）

の
説
明
、電
動
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
実
演
が
行
わ
れ
た
。特
に
、高
い

位
置
に
積
ま
れ
た
荷
物
を
垂
直
移
動
も
可
能
な
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

を
使
って
荷
役
す
る
様
子
に
は
学
生
か
ら
歓
声
が
あ
が
って
い
た
。

　
中
間
発
表
で
は
、１
回
目
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
視
察
結
果
を

踏
ま
え
、２
ゼ
ミ
６
チ
ー
ム
か
ら「
新
た
な
技
術
の
導
入
に
よ
る
施

設
改
善
」や「
業
界
の
イ
メ
ー
ジ
改
善
」、「
若
い
世
代
へ
の
情
報
発

信
や
Ｐ
Ｒ
」な
ど
の
学
生
目
線
の
提
案
を
行
っ
た
。こ
れ
ら
の
発
表

に
対
し
、企
業
担
当
者
か
ら
は「
ど
う
し
た
ら
コ
イ
ズ
ミ
の
魅
力
を

伝
え
ら
れ
る
か
。よ
り
具
体
的
な
提
案
を
期
待
し
た
い
」と
の
コ
メ

ン
ト
を
頂
い
た
。学
生
か
ら
は
、「
物
流
に
関
す
る
知
識
不
足
を
痛

感
し
、よ
り
深
く
学
び
た
い
と
い
う
学
習
意
欲
が
刺
激
さ
れ
た
」と

い
う
声
や「
数
値
的
な
根
拠
に
基
づ
い
た
提
案
の
重
要
性
に
気
づ

か
さ
れ
た
」と
い
う
意
見
が
聞
か
れ
た
。

　
２
回
目
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
、前
回
と
異
な
り
平
日
に
実
施

し
た
。こ
の
た
め
、通
常
業
務
が
行
わ
れ
て
い
る
な
か
で
の
見
学
で

あ
っ
た
。ま
た
、ピ
ッ
キ
ン
グ
作
業
や
入
出
庫
管
理
に
使
用
さ
れ
て
い

る
ハ
ン
デ
ィ
タ
ー
ミ
ナ
ル（
片
手
で
持
て
る
ハ
ン
デ
ィ
サ
イ
ズ
の
デ
ー

タ
収
集
端
末
）を
使
って
、庫
内
業
務
の
疑
似
体
験
も
行
っ
た
。

　
２
回
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
中
間
発
表
、約
半
年
間
を
か
け
て

３
つ
の
課
題
テ
ー
マ
に
対
し
て
、コ
イ
ズ
ミ
物
流
への
最
終
提
案
を
実

施
し
た
。以
下
、６
チ
ー
ム
の
提
案
内
容
の
題
目
で
あ
る
。田
中
ゼ
ミ

３
チ
ー
ム（
Ａ
：
創
荷
に
よ
る
積
載
率
の
向
上
案
、Ｂ
：
滞
留
在
庫

の
有
効
活
用
の
提
案
、Ｃ
：
物
流
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
）、李
ゼ

ミ
３
チ
ー
ム（
Ｄ
：
物
流
業
界
Ｐ
Ｒ
の
提
案
、Ｅ
：
コ
イ
ズ
ミ
物
流

の
労
働
環
境
改
善
の
提
案
、Ｆ
：
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
技
術
活
用
の
提
案
）。

企
業
の
方
か
ら
は
総
じ
て
前
向
き
な
コ
メ
ン
ト
を
頂
い
た
。現
実
は

4
　学
生
の
成
長
に
貢
献
で
き
た
の
か
？

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
、田
中
ゼ
ミ
の
学
生
に
対
し
て
、①
物
流

セ
ン
タ
ー
の
見
学
の
感
想
、②
社
会
共
創
活
動
の
感
想
、③
社
会

共
創
活
動
を
通
じ
て
成
長
し
た
と
思
う
点
、④
社
会
共
創
活
動
に

参
加
し
て
感
じ
た
課
題
、を
自
由
記
述
で
回
答
し
て
も
ら
い
、テ
キ

ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
に
よ
る
分
析
を
試
み
た
。

　
大
半
の
学
生
が
物
流
セ
ン
タ
ー
を
見
学
す
る
の
は
初
め
て
の
経

験
で
あ
り
、労
働
環
境
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
印
象
を
持
っ
て
い
る
学
生

も
い
た
と
思
う
が
、そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
見
事
に
覆
さ
れ
た
。整
理
が

行
き
届
い
た
物
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、ほ
ぼ
一
人
１
台
の
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
に
よ
り
肉
体
的
負
担
も
軽
減
さ
れ
て
い
た
。こ
れ
が
、〝
働
き

や
す
い
〞と
い
う
ワ
ー
ド
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。

　
物
流
業
界
と
の
社
会
共
創
活
動
に
取
り
組
む
に
あ
た
っ
て
、物

流
現
場
を
生
で
視
察
で
き
た
こ
と
は
、提
案
内
容（
ア
イ
デ
ア
）を

〝
膨
ら
ま
せ
る
〞こ
と
に
大
い
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。社

会
共
創
活
動
を
通
じ
て
成
長
し
た
と
思
う
点
に
つ
い
て
は
、物
流

業
界
に
対
し
て
、〝
課
題
解
決
・
改
善
案
〞を
チ
ー
ム
の〝
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
〞を
高
め
な
が
ら
取
り
組
ん
だ
様
子
が
み
え
る
。

一
方
で
、課
題
と
し
て〝
定
め
に
く
い
〞と
い
う
ワ
ー
ド
が
目
立
っ

た
。現
場
視
察
が
ア
イ
デ
ア
を〝
膨
ら
ま
せ
る
〞の
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に

働
く
こ
と
と
矛
盾
す
る
よ
う
に
感
じ
る
が
、学
生
と
接
す
る
中
で

聞
か
れ
た
の
が「
問
題
点
が
見
つ
か
ら
な
い
」と
い
う
声
で
あ
っ
た
。

た
し
か
に
、コ
イ
ズ
ミ
物
流
の
物
流
現
場
の
完
成
度
は
高
く
、大
き

な
問
題
が
あ
る
よ
う
に
は
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。た
だ
し
、こ
れ
に
つ

い
て
は
、提
案
内
容
の
切
り
口
に
新
し
い
角
度
を
つ
け
さ
せ
る
教
育

が
で
き
な
か
っ
た
指
導
教
員（
筆
者
）の
力
不
足
と
感
じ
て
い
る
。

　
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
を
通
じ
て
、担
当
者
の
兵
庫
氏
か
ら

は
何
度
も
大
学
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、丁
寧
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
を
頂
い
た
。こ
れ
は
、大
変
あ
り
が
た
か
っ
た
。兵
庫
氏
の
サ
ポ
ー

ト
に
対
し
て
感
謝
の
言
葉
を
伝
え
る
学
生
も
多
か
っ
た
。

　
荷
主
の
意
向
も
あ
り
、こ
の
10
年
間
で
物
流
セ
ン
タ
ー
の
見
学

が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。そ
う
し
た
中
、学
生
に
貴
重
な
機
会
を
提

供
し
て
く
れ
た
コ
イ
ズ
ミ
物
流
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　
今
回
取
り
組
ん
だ
学
生（
現
４
年
生
）の
就
職
に
直
結
し
な
か
っ
た

こ
と
は
残
念
で
あ
る
が
、今
年
度
も
新
た
な
３
年
生
と
一
緒
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
継
続
中
で
あ
る
。さ
ら
に
、今
年
度
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
実
施
も
検
討
頂
い
て
い
る
。物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
社
会
共
創
活

動
に
取
り
組
ん
だ
学
生
が
、物
流
業
界
が
抱
え
る
問
題
を
解
決
で
き

る
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
巣
立
って
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

〈
注
〉

※

１  

他
の
大
学
で
は
、社
会
連
携
事
業
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
多
い
。本
学
も
か
つ
て
は
、

社
会
連
携
事
業
と
呼
ん
で
い
た
が
、数
年
前
よ
り
社
会
共
創
活
動
と
呼
ん
で
い
る
。

※

２ 

す
べて
の
活
動
に
つ
い
て
報
告
書
を
あ
げ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、実
際
に
は

も
っ
と
多
く
の
教
員・学
生
が
参
画
し
て
い
る
。ま
た
、１
つ
の
ゼ
ミ
が
複
数
の
異

な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
い
る
ケ
ー
ス
、１
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
同
一
ゼ
ミ
か

ら
複
数
チ
ー
ム
参
画
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

〈
参
考
資
料
〉

伊
藤
秀
和（
２
０
１
２
）「
社
会
科
学
に
お
け
る
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
教
育
体
系
へ
の
試
み
」

『
商
学
論
究
』関
西
学
院
大
学
商
学
研
究
会
、第
60
巻
第
１
／
２ 

号
，pp.333-377

．

髙
橋
愛
典（
２
０
０
９
）「
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
研
究
の
方
法
に
関
す
る
試
論―

商
学
の
視
点

か
ら―

」『
商
経
学
叢
』近
畿
大
学
商
経
学
会
，第
56
巻
第
１
号
，pp.483-507

．

流
通
科
学
大
学
社
会
共
創
活
動
報
告
書
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①物流センターの見学の感想 ②社会共創活動の感想

④社会共創活動に参加して感じた課題

［図］学生の自由意見のテキストマイニング
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こ
ん
な
に
甘
く
な
い
よ
と
思
い
な
が
ら
も
、お
互
い
に
と
っ
て
初
め

て
の
取
り
組
み
で
あ
り
、お
気
遣
い
頂
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。あ

く
ま
で
も
私
見
で
は
あ
る
が
、半
年
間
で
の
学
生
の
成
長
も
感
じ

ら
れ
、物
流
企
業
と
の
社
会
共
創
活
動
と
い
う
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ

は
成
功
で
あ
っ
た
。

1
　流
通
科
学
大
学
の
社
会
共
創
活
動※

１

　
流
通
科
学
大
学（
神
戸
市
西
区
）は
、『
流
通
を
科
学
的
に
研
究

教
育
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、世
界
の
平
和
に
貢
献
し
、真
に
豊
か
な

社
会
の
実
現
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
』と
い
う
建
学
の

理
念
の
も
と
１
９
８
８
年
に
創
設
さ
れ
た
大
学
で
あ
る
。商
学
部

（
定
員
４
５
０
名
）、経
済
学
部（
同
２
０
０
名
）、人
間
社
会
学
部

（
同
２
５
０
名
）の
３
学
部
か
ら
構
成
さ
れ
、約
３
７
０
０
名
の
学

生
が
在
籍
し
て
い
る
。

　
大
学
の
設
立
当
時
よ
り
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
を
育
て
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
、近
年
は『
知
識
重
点
型
』か
ら『
知
識
を
知
恵

に
変
換
で
き
る
』人
材
の
育
成
に
焦
点
を
あ
て
、創
設
時
よ
り
訴
求

し
実
施
し
て
き
た『
実
学
』ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
重
視
し
た

授
業
内
容
を
実
践
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
実
学
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
が〝
社
会
共

創
活
動（
社
会
共
創
プ
ロ
グ
ラ
ム
）〞で
あ
る
。こ
れ
は
、学
生
自
身

が
考
え
調
査
し
、仲
間
と
協
力
し
な
が
ら
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
知
識

を
生
か
し
、企
業・地
域・自
治
体
が
抱
え
る
課
題
解
決
に
取
り
組

む
活
動
で
あ
る
。２
０
２
２
年
度
は
、32
の
社
会
共
創
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
提
供
さ
れ
、社
会
共
創
活
動
報
告
書（
２
０
２
２
）に
よ
れ
ば
、

26
名
の
教
員
が
44
の
活
動
に
参
画
し
て
い
る※

２
。学
生
が
希
望
さ

え
す
れ
ば
、年
間
を
通
じ
て
、企
業・自
治
体
を
問
わ
ず
豊
富
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
中
か
ら
希
望
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き

る
。今
で
こ
そ
、多
く
の
大
学
が
企
業
や
自
治
体
と
連
携
し
た
社

会
連
携
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、流
通
科
学
大
学
で
は
、筆

者
が
着
任
し
た
10
年
前
よ
り
既
に
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
盛
ん
に

行
わ
れ
て
お
り
、印
象
的
で
あ
っ
た
。

2
　物
流
分
野
に
お
け
る
社
会
共
創
活
動
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
44
の
活
動
の
連
携
先
は
、企
業
19
件
、自
治
体
18
件
、企
業
と
自

治
体
の
連
携
３
件
、商
店
街
４
件
で
あ
り
、企
業
と
自
治
体
の
件
数

が
多
く
な
っ
て
い
る
。そ
れ
ほ
ど
数
は
多
く
な
い
も
の
の
、商
店
街
と

の
連
携
が
一
定
数
あ
る
の
は
、地
域
商
業
も
学
べ
る
本
学
の
特
徴
の

一
つ
と
い
え
よ
う
。活
動
内
容
で
み
る
と
、企
業
と
は
商
品
開
発
や
イ

ベ
ン
ト
企
画
が
多
く
、自
治
体
と
は
地
域
活
性
化
型
が
ほ
ぼ
全
て
で

あ
る
。こ
れ
は
、「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
」「
製
品
戦
略
論
」「
消
費
者

行
動
論
」（
以
上
、商
学
部
科
目
）や「
地
域
ま
ち
づ
く
り
概
論
」（
経

済
学
部
科
目
）、さ
ら
に
は「
観
光
事
業
論
」（
人
間
社
会
学
部
科

目
）な
ど
の
講
義
で
学
ん
だ
専
門
知
識
と
活
動
内
容
が
リ
ン
ク
し
、

学
生
が
事
業
提
案
を
し
や
す
い
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　
筆
者
の
専
門
は
い
ち
お
う
物
流
で
あ
り
、「
教
養
特
講
Ⅰ（
物

流
）」と「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論
」を
担
当
し
て
い

る
も
の
の
、商
学
部
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
科
に
所
属
し
て
い
る
こ
と
、

か
つ
学
生
の
ニ
ー
ズ
も
高
い
と
い
う
理
由
か
ら
企
業
と
の
商
品
開

発
や
イ
ベ
ン
ト
企
画
と
い
っ
た
社
会
共
創
活
動
を
選
択
す
る
こ
と

が
多
か
っ
た
。と
い
っ
て
も
商
品
開
発
に
関
す
る
専
門
的
知
識
に
乏

し
く
、ゼ
ミ
生
に
対
し
て
申
し
訳
な
さ
を
抱
き
な
が
ら
ゼ
ミ
運
営

を
行
っ
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。そ
れ
で
も
ゼ
ミ
生
が
い
く
つ

か
の
賞
を
受
賞
し
た
時
に
は
と
て
も
救
わ
れ
た
。

　
商
学
で
は
、物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
関
連
科
目
の
重
要
性
が
論

じ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。近
畿
大
学
の
髙
橋
愛
典
教
授
は
、

「
大
学
に
お
い
て
物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
関
連
科
目
は
、商
学
系
統

の
学
部・学
科
に
置
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、こ
の
こ
と
が
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
の
研
究
・
教
育
に
与
え
る
影
響
は
大
き
い
」と
指
摘
し
て
い

る
。ま
た
、関
西
学
院
大
学
の
伊
藤
秀
和
教
授
は
、商
学
教
育
に
お

け
る
交
通・物
流
関
連
科
目
の
位
置
づ
け
を
整
理
し
た
上
で
、「
社

会
科
学
と
し
て
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
を
学
ぶ
利
点
は
、経
営
手
法
や
会

計
や
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
な
ど
、現
実
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
密
接
に
関
わ
る
内

容
を
横
断
的・体
系
的
に
学
習
で
き
る
こ
と
に
あ
る
」と
指
摘
し
て

い
る
。な
お
、両
氏
は
い
ず
れ
も
商
学
部
に
て
物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

ス
科
目
を
担
当
し
て
い
る
。

　
本
学
で
も
、大
学
院
を
含
め
る
と
７
つ
の
物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

関
連
科
目
が
開
講
さ
れ
て
い
る
。特
に「
物
流
概
論
」は
、商
学
部

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
科
の
基
幹
科
目
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。ま

た
、２
０
２
２
年
度
の
卒
業
生
の
4.5
％
が
運
輸
業
に
就
職
し
て
お

り
、運
輸
業
の
内
訳
の
多
く
は
物
流
関
連
企
業
で
あ
る
こ
と
か
ら

物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
に
ニ
ー
ズ
は
少
な
く
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　
し
か
し
、物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
に
関
連
し
た
社
会
共
創
活
動
を

実
現
し
て
み
た
い
と
思
い
な
が
ら
も
、具
体
的
な
実
施
ま
で
は
至
ら
な

かっ
た
。

3
　コ
イ
ズ
ミ
物
流
と
の
取
り
組
み

　
そ
ん
な
時
、２
０
２
１
年
１０
月
、コ
イ
ズ
ミ
物
流
か
ら
社
会
連
携

の
依
頼
が
あ
っ
た
。担
当
者
は
、営
業
本
部
新
規
事
業
推
進
室
の
兵

庫
室
長
で
あ
る
。氏
の
所
属
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、最
初
の
依
頼

内
容
は
、物
流
分
野
の
新
事
業
の
ア
イ
デ
ア
を
若
い
学
生
か
ら
柔
軟

か
つ
自
由
に
発
案
し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。し
か
し
な
が

ら
、ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
新
事
業
の
ア
イ
デ
ア
を
出
す
こ
と
は
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
こ
と
、テ
ー
マ
を
絞
ら
ず
に
提
案
し
た
場
合
、提
案
内
容
が
分

散
し
て
し
ま
う
心
配
が
あ
っ
た
。そ
こ
で
、物
流
現
場
が
実
際
に
抱

え
て
い
る
課
題
を
解
決
す
る
取
り
組
み
に
し
て
欲
し
い
と
の
要
望
を

伝
え
、協
議
し
た
と
こ
ろ
、次
の
３
つ
の
テ
ー
マ（
①
物
流
セ
ン
タ
ー

の
改
善
、②
労
働
環
境
の
改
善
、③
物
流
企
業
の
Ｐ
Ｒ
方
法
）に
決

ま
っ
た
。物
流
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
ゼ
ミ
を
運
営
し
て
い
る
商
学
部

李
准
教
授
に
も
参
画
い
た
だ
き
、２
ゼ
ミ
計
23
名（
３
年
生
）で
コ
イ

ズ
ミ
物
流
と
の
社
会
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
翌
２
０
２
２
年
４
月
よ

り
ス
タ
ー
ト
し
た
。主
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　・５
月
28
日（
土
）　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　 

　（
１
回
目
の
物
流
セ
ン
タ
ー
の
見
学
）

　・７
月
22
日（
金
）　
大
学
に
て
中
間
発
表

　・９
月
20
日（
火
）　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　 

　（
２
回
目
の
物
流
セ
ン
タ
ー
の
見
学
：

　
　
　
　
　
　
　 

　
ハ
ン
デ
ィ
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
を
使
っ
た

　
　
　
　
　
　
　 

　
物
流
業
務
の
疑
似
体
験
）

　・10
月
29
日（
土
）　
コ
イ
ズ
ミ
物
流
本
社
に
て
最
終
発
表

　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
、大
阪
南
港
の
物
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

た
。そ
こ
に
は
、関
連
企
業
の
コ
イ
ズ
ミ
照
明
の
商
材
が
中
心
に
保

管
さ
れ
て
い
た
。１
回
目
の
見
学
で
は
、物
流
セ
ン
タ
ー
の
機
能
の

概
略
と
と
も
に
、荷
物
の
管
理
方
法
で
あ
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
管
理
の

考
え
方
、荷
役
機
器
で
あ
る
パ
レ
ッ
ト
、ネ
ス
テ
ナ
ー（
可
動
式
の
棚
）

の
説
明
、電
動
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
実
演
が
行
わ
れ
た
。特
に
、高
い

位
置
に
積
ま
れ
た
荷
物
を
垂
直
移
動
も
可
能
な
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

を
使
って
荷
役
す
る
様
子
に
は
学
生
か
ら
歓
声
が
あ
が
って
い
た
。

　
中
間
発
表
で
は
、１
回
目
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
視
察
結
果
を

踏
ま
え
、２
ゼ
ミ
６
チ
ー
ム
か
ら「
新
た
な
技
術
の
導
入
に
よ
る
施

設
改
善
」や「
業
界
の
イ
メ
ー
ジ
改
善
」、「
若
い
世
代
へ
の
情
報
発

信
や
Ｐ
Ｒ
」な
ど
の
学
生
目
線
の
提
案
を
行
っ
た
。こ
れ
ら
の
発
表

に
対
し
、企
業
担
当
者
か
ら
は「
ど
う
し
た
ら
コ
イ
ズ
ミ
の
魅
力
を

伝
え
ら
れ
る
か
。よ
り
具
体
的
な
提
案
を
期
待
し
た
い
」と
の
コ
メ

ン
ト
を
頂
い
た
。学
生
か
ら
は
、「
物
流
に
関
す
る
知
識
不
足
を
痛

感
し
、よ
り
深
く
学
び
た
い
と
い
う
学
習
意
欲
が
刺
激
さ
れ
た
」と

い
う
声
や「
数
値
的
な
根
拠
に
基
づ
い
た
提
案
の
重
要
性
に
気
づ

か
さ
れ
た
」と
い
う
意
見
が
聞
か
れ
た
。

　
２
回
目
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
、前
回
と
異
な
り
平
日
に
実
施

し
た
。こ
の
た
め
、通
常
業
務
が
行
わ
れ
て
い
る
な
か
で
の
見
学
で

あ
っ
た
。ま
た
、ピ
ッ
キ
ン
グ
作
業
や
入
出
庫
管
理
に
使
用
さ
れ
て
い

る
ハ
ン
デ
ィ
タ
ー
ミ
ナ
ル（
片
手
で
持
て
る
ハ
ン
デ
ィ
サ
イ
ズ
の
デ
ー

タ
収
集
端
末
）を
使
って
、庫
内
業
務
の
疑
似
体
験
も
行
っ
た
。

　
２
回
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
中
間
発
表
、約
半
年
間
を
か
け
て

３
つ
の
課
題
テ
ー
マ
に
対
し
て
、コ
イ
ズ
ミ
物
流
への
最
終
提
案
を
実

施
し
た
。以
下
、６
チ
ー
ム
の
提
案
内
容
の
題
目
で
あ
る
。田
中
ゼ
ミ

３
チ
ー
ム（
Ａ
：
創
荷
に
よ
る
積
載
率
の
向
上
案
、Ｂ
：
滞
留
在
庫

の
有
効
活
用
の
提
案
、Ｃ
：
物
流
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
）、李
ゼ

ミ
３
チ
ー
ム（
Ｄ
：
物
流
業
界
Ｐ
Ｒ
の
提
案
、Ｅ
：
コ
イ
ズ
ミ
物
流

の
労
働
環
境
改
善
の
提
案
、Ｆ
：
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
技
術
活
用
の
提
案
）。

企
業
の
方
か
ら
は
総
じ
て
前
向
き
な
コ
メ
ン
ト
を
頂
い
た
。現
実
は

4
　学
生
の
成
長
に
貢
献
で
き
た
の
か
？

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
、田
中
ゼ
ミ
の
学
生
に
対
し
て
、①
物
流

セ
ン
タ
ー
の
見
学
の
感
想
、②
社
会
共
創
活
動
の
感
想
、③
社
会

共
創
活
動
を
通
じ
て
成
長
し
た
と
思
う
点
、④
社
会
共
創
活
動
に

参
加
し
て
感
じ
た
課
題
、を
自
由
記
述
で
回
答
し
て
も
ら
い
、テ
キ

ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
に
よ
る
分
析
を
試
み
た
。

　
大
半
の
学
生
が
物
流
セ
ン
タ
ー
を
見
学
す
る
の
は
初
め
て
の
経

験
で
あ
り
、労
働
環
境
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
印
象
を
持
っ
て
い
る
学
生

も
い
た
と
思
う
が
、そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
見
事
に
覆
さ
れ
た
。整
理
が

行
き
届
い
た
物
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、ほ
ぼ
一
人
１
台
の
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
に
よ
り
肉
体
的
負
担
も
軽
減
さ
れ
て
い
た
。こ
れ
が
、〝
働
き

や
す
い
〞と
い
う
ワ
ー
ド
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。

　
物
流
業
界
と
の
社
会
共
創
活
動
に
取
り
組
む
に
あ
た
っ
て
、物

流
現
場
を
生
で
視
察
で
き
た
こ
と
は
、提
案
内
容（
ア
イ
デ
ア
）を

〝
膨
ら
ま
せ
る
〞こ
と
に
大
い
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。社

会
共
創
活
動
を
通
じ
て
成
長
し
た
と
思
う
点
に
つ
い
て
は
、物
流

業
界
に
対
し
て
、〝
課
題
解
決
・
改
善
案
〞を
チ
ー
ム
の〝
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
〞を
高
め
な
が
ら
取
り
組
ん
だ
様
子
が
み
え
る
。

一
方
で
、課
題
と
し
て〝
定
め
に
く
い
〞と
い
う
ワ
ー
ド
が
目
立
っ

た
。現
場
視
察
が
ア
イ
デ
ア
を〝
膨
ら
ま
せ
る
〞の
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に

働
く
こ
と
と
矛
盾
す
る
よ
う
に
感
じ
る
が
、学
生
と
接
す
る
中
で

聞
か
れ
た
の
が「
問
題
点
が
見
つ
か
ら
な
い
」と
い
う
声
で
あ
っ
た
。

た
し
か
に
、コ
イ
ズ
ミ
物
流
の
物
流
現
場
の
完
成
度
は
高
く
、大
き

な
問
題
が
あ
る
よ
う
に
は
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。た
だ
し
、こ
れ
に
つ

い
て
は
、提
案
内
容
の
切
り
口
に
新
し
い
角
度
を
つ
け
さ
せ
る
教
育

が
で
き
な
か
っ
た
指
導
教
員（
筆
者
）の
力
不
足
と
感
じ
て
い
る
。

　
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
を
通
じ
て
、担
当
者
の
兵
庫
氏
か
ら

は
何
度
も
大
学
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、丁
寧
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
を
頂
い
た
。こ
れ
は
、大
変
あ
り
が
た
か
っ
た
。兵
庫
氏
の
サ
ポ
ー

ト
に
対
し
て
感
謝
の
言
葉
を
伝
え
る
学
生
も
多
か
っ
た
。

　
荷
主
の
意
向
も
あ
り
、こ
の
10
年
間
で
物
流
セ
ン
タ
ー
の
見
学

が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。そ
う
し
た
中
、学
生
に
貴
重
な
機
会
を
提

供
し
て
く
れ
た
コ
イ
ズ
ミ
物
流
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　
今
回
取
り
組
ん
だ
学
生（
現
４
年
生
）の
就
職
に
直
結
し
な
か
っ
た

こ
と
は
残
念
で
あ
る
が
、今
年
度
も
新
た
な
３
年
生
と
一
緒
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
継
続
中
で
あ
る
。さ
ら
に
、今
年
度
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
実
施
も
検
討
頂
い
て
い
る
。物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
社
会
共
創
活

動
に
取
り
組
ん
だ
学
生
が
、物
流
業
界
が
抱
え
る
問
題
を
解
決
で
き

る
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
巣
立
って
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

〈
注
〉

※

１  

他
の
大
学
で
は
、社
会
連
携
事
業
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
多
い
。本
学
も
か
つ
て
は
、

社
会
連
携
事
業
と
呼
ん
で
い
た
が
、数
年
前
よ
り
社
会
共
創
活
動
と
呼
ん
で
い
る
。

※

２ 

す
べて
の
活
動
に
つ
い
て
報
告
書
を
あ
げ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、実
際
に
は

も
っ
と
多
く
の
教
員・学
生
が
参
画
し
て
い
る
。ま
た
、１
つ
の
ゼ
ミ
が
複
数
の
異

な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
い
る
ケ
ー
ス
、１
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
同
一
ゼ
ミ
か

ら
複
数
チ
ー
ム
参
画
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

〈
参
考
資
料
〉

伊
藤
秀
和（
２
０
１
２
）「
社
会
科
学
に
お
け
る
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
教
育
体
系
へ
の
試
み
」

『
商
学
論
究
』関
西
学
院
大
学
商
学
研
究
会
、第
60
巻
第
１
／
２ 

号
，pp.333-377

．

髙
橋
愛
典（
２
０
０
９
）「
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
研
究
の
方
法
に
関
す
る
試
論―

商
学
の
視
点

か
ら―

」『
商
経
学
叢
』近
畿
大
学
商
経
学
会
，第
56
巻
第
１
号
，pp.483-507

．

流
通
科
学
大
学
社
会
共
創
活
動
報
告
書
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w
w
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こ
ん
な
に
甘
く
な
い
よ
と
思
い
な
が
ら
も
、お
互
い
に
と
っ
て
初
め

て
の
取
り
組
み
で
あ
り
、お
気
遣
い
頂
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。あ

く
ま
で
も
私
見
で
は
あ
る
が
、半
年
間
で
の
学
生
の
成
長
も
感
じ

ら
れ
、物
流
企
業
と
の
社
会
共
創
活
動
と
い
う
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ

は
成
功
で
あ
っ
た
。

1
　流
通
科
学
大
学
の
社
会
共
創
活
動※

１

　
流
通
科
学
大
学（
神
戸
市
西
区
）は
、『
流
通
を
科
学
的
に
研
究

教
育
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、世
界
の
平
和
に
貢
献
し
、真
に
豊
か
な

社
会
の
実
現
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
』と
い
う
建
学
の

理
念
の
も
と
１
９
８
８
年
に
創
設
さ
れ
た
大
学
で
あ
る
。商
学
部

（
定
員
４
５
０
名
）、経
済
学
部（
同
２
０
０
名
）、人
間
社
会
学
部

（
同
２
５
０
名
）の
３
学
部
か
ら
構
成
さ
れ
、約
３
７
０
０
名
の
学

生
が
在
籍
し
て
い
る
。

　
大
学
の
設
立
当
時
よ
り
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
を
育
て
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
、近
年
は『
知
識
重
点
型
』か
ら『
知
識
を
知
恵

に
変
換
で
き
る
』人
材
の
育
成
に
焦
点
を
あ
て
、創
設
時
よ
り
訴
求

し
実
施
し
て
き
た『
実
学
』ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
重
視
し
た

授
業
内
容
を
実
践
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
実
学
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
が〝
社
会
共

創
活
動（
社
会
共
創
プ
ロ
グ
ラ
ム
）〞で
あ
る
。こ
れ
は
、学
生
自
身

が
考
え
調
査
し
、仲
間
と
協
力
し
な
が
ら
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
知
識

を
生
か
し
、企
業・地
域・自
治
体
が
抱
え
る
課
題
解
決
に
取
り
組

む
活
動
で
あ
る
。２
０
２
２
年
度
は
、32
の
社
会
共
創
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
提
供
さ
れ
、社
会
共
創
活
動
報
告
書（
２
０
２
２
）に
よ
れ
ば
、

26
名
の
教
員
が
44
の
活
動
に
参
画
し
て
い
る※

２
。学
生
が
希
望
さ

え
す
れ
ば
、年
間
を
通
じ
て
、企
業・自
治
体
を
問
わ
ず
豊
富
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
中
か
ら
希
望
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き

る
。今
で
こ
そ
、多
く
の
大
学
が
企
業
や
自
治
体
と
連
携
し
た
社

会
連
携
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、流
通
科
学
大
学
で
は
、筆

者
が
着
任
し
た
10
年
前
よ
り
既
に
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
盛
ん
に

行
わ
れ
て
お
り
、印
象
的
で
あ
っ
た
。

2
　物
流
分
野
に
お
け
る
社
会
共
創
活
動
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
44
の
活
動
の
連
携
先
は
、企
業
19
件
、自
治
体
18
件
、企
業
と
自

治
体
の
連
携
３
件
、商
店
街
４
件
で
あ
り
、企
業
と
自
治
体
の
件
数

が
多
く
な
っ
て
い
る
。そ
れ
ほ
ど
数
は
多
く
な
い
も
の
の
、商
店
街
と

の
連
携
が
一
定
数
あ
る
の
は
、地
域
商
業
も
学
べ
る
本
学
の
特
徴
の

一
つ
と
い
え
よ
う
。活
動
内
容
で
み
る
と
、企
業
と
は
商
品
開
発
や
イ

ベ
ン
ト
企
画
が
多
く
、自
治
体
と
は
地
域
活
性
化
型
が
ほ
ぼ
全
て
で

あ
る
。こ
れ
は
、「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
」「
製
品
戦
略
論
」「
消
費
者

行
動
論
」（
以
上
、商
学
部
科
目
）や「
地
域
ま
ち
づ
く
り
概
論
」（
経

済
学
部
科
目
）、さ
ら
に
は「
観
光
事
業
論
」（
人
間
社
会
学
部
科

目
）な
ど
の
講
義
で
学
ん
だ
専
門
知
識
と
活
動
内
容
が
リ
ン
ク
し
、

学
生
が
事
業
提
案
を
し
や
す
い
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　
筆
者
の
専
門
は
い
ち
お
う
物
流
で
あ
り
、「
教
養
特
講
Ⅰ（
物

流
）」と「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論
」を
担
当
し
て
い

る
も
の
の
、商
学
部
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
科
に
所
属
し
て
い
る
こ
と
、

か
つ
学
生
の
ニ
ー
ズ
も
高
い
と
い
う
理
由
か
ら
企
業
と
の
商
品
開

発
や
イ
ベ
ン
ト
企
画
と
い
っ
た
社
会
共
創
活
動
を
選
択
す
る
こ
と

が
多
か
っ
た
。と
い
っ
て
も
商
品
開
発
に
関
す
る
専
門
的
知
識
に
乏

し
く
、ゼ
ミ
生
に
対
し
て
申
し
訳
な
さ
を
抱
き
な
が
ら
ゼ
ミ
運
営

を
行
っ
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。そ
れ
で
も
ゼ
ミ
生
が
い
く
つ

か
の
賞
を
受
賞
し
た
時
に
は
と
て
も
救
わ
れ
た
。

　
商
学
で
は
、物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
関
連
科
目
の
重
要
性
が
論

じ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。近
畿
大
学
の
髙
橋
愛
典
教
授
は
、

「
大
学
に
お
い
て
物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
関
連
科
目
は
、商
学
系
統

の
学
部・学
科
に
置
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、こ
の
こ
と
が
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
の
研
究
・
教
育
に
与
え
る
影
響
は
大
き
い
」と
指
摘
し
て
い

る
。ま
た
、関
西
学
院
大
学
の
伊
藤
秀
和
教
授
は
、商
学
教
育
に
お

け
る
交
通・物
流
関
連
科
目
の
位
置
づ
け
を
整
理
し
た
上
で
、「
社

会
科
学
と
し
て
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
を
学
ぶ
利
点
は
、経
営
手
法
や
会

計
や
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
な
ど
、現
実
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
密
接
に
関
わ
る
内

容
を
横
断
的・体
系
的
に
学
習
で
き
る
こ
と
に
あ
る
」と
指
摘
し
て

い
る
。な
お
、両
氏
は
い
ず
れ
も
商
学
部
に
て
物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

ス
科
目
を
担
当
し
て
い
る
。

　
本
学
で
も
、大
学
院
を
含
め
る
と
７
つ
の
物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

関
連
科
目
が
開
講
さ
れ
て
い
る
。特
に「
物
流
概
論
」は
、商
学
部

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
科
の
基
幹
科
目
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。ま

た
、２
０
２
２
年
度
の
卒
業
生
の
4.5
％
が
運
輸
業
に
就
職
し
て
お

り
、運
輸
業
の
内
訳
の
多
く
は
物
流
関
連
企
業
で
あ
る
こ
と
か
ら

物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
に
ニ
ー
ズ
は
少
な
く
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　
し
か
し
、物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
に
関
連
し
た
社
会
共
創
活
動
を

実
現
し
て
み
た
い
と
思
い
な
が
ら
も
、具
体
的
な
実
施
ま
で
は
至
ら
な

かっ
た
。

3
　コ
イ
ズ
ミ
物
流
と
の
取
り
組
み

　
そ
ん
な
時
、２
０
２
１
年
１０
月
、コ
イ
ズ
ミ
物
流
か
ら
社
会
連
携

の
依
頼
が
あ
っ
た
。担
当
者
は
、営
業
本
部
新
規
事
業
推
進
室
の
兵

庫
室
長
で
あ
る
。氏
の
所
属
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、最
初
の
依
頼

内
容
は
、物
流
分
野
の
新
事
業
の
ア
イ
デ
ア
を
若
い
学
生
か
ら
柔
軟

か
つ
自
由
に
発
案
し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。し
か
し
な
が

ら
、ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
新
事
業
の
ア
イ
デ
ア
を
出
す
こ
と
は
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
こ
と
、テ
ー
マ
を
絞
ら
ず
に
提
案
し
た
場
合
、提
案
内
容
が
分

散
し
て
し
ま
う
心
配
が
あ
っ
た
。そ
こ
で
、物
流
現
場
が
実
際
に
抱

え
て
い
る
課
題
を
解
決
す
る
取
り
組
み
に
し
て
欲
し
い
と
の
要
望
を

伝
え
、協
議
し
た
と
こ
ろ
、次
の
３
つ
の
テ
ー
マ（
①
物
流
セ
ン
タ
ー

の
改
善
、②
労
働
環
境
の
改
善
、③
物
流
企
業
の
Ｐ
Ｒ
方
法
）に
決

ま
っ
た
。物
流
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
ゼ
ミ
を
運
営
し
て
い
る
商
学
部

李
准
教
授
に
も
参
画
い
た
だ
き
、２
ゼ
ミ
計
23
名（
３
年
生
）で
コ
イ

ズ
ミ
物
流
と
の
社
会
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
翌
２
０
２
２
年
４
月
よ

り
ス
タ
ー
ト
し
た
。主
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　・５
月
28
日（
土
）　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　 

　（
１
回
目
の
物
流
セ
ン
タ
ー
の
見
学
）

　・７
月
22
日（
金
）　
大
学
に
て
中
間
発
表

　・９
月
20
日（
火
）　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　 

　（
２
回
目
の
物
流
セ
ン
タ
ー
の
見
学
：

　
　
　
　
　
　
　 

　
ハ
ン
デ
ィ
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
を
使
っ
た

　
　
　
　
　
　
　 

　
物
流
業
務
の
疑
似
体
験
）

　・10
月
29
日（
土
）　
コ
イ
ズ
ミ
物
流
本
社
に
て
最
終
発
表

　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
、大
阪
南
港
の
物
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

た
。そ
こ
に
は
、関
連
企
業
の
コ
イ
ズ
ミ
照
明
の
商
材
が
中
心
に
保

管
さ
れ
て
い
た
。１
回
目
の
見
学
で
は
、物
流
セ
ン
タ
ー
の
機
能
の

概
略
と
と
も
に
、荷
物
の
管
理
方
法
で
あ
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
管
理
の

考
え
方
、荷
役
機
器
で
あ
る
パ
レ
ッ
ト
、ネ
ス
テ
ナ
ー（
可
動
式
の
棚
）

の
説
明
、電
動
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
実
演
が
行
わ
れ
た
。特
に
、高
い

位
置
に
積
ま
れ
た
荷
物
を
垂
直
移
動
も
可
能
な
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

を
使
って
荷
役
す
る
様
子
に
は
学
生
か
ら
歓
声
が
あ
が
って
い
た
。

　
中
間
発
表
で
は
、１
回
目
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
視
察
結
果
を

踏
ま
え
、２
ゼ
ミ
６
チ
ー
ム
か
ら「
新
た
な
技
術
の
導
入
に
よ
る
施

設
改
善
」や「
業
界
の
イ
メ
ー
ジ
改
善
」、「
若
い
世
代
へ
の
情
報
発

信
や
Ｐ
Ｒ
」な
ど
の
学
生
目
線
の
提
案
を
行
っ
た
。こ
れ
ら
の
発
表

に
対
し
、企
業
担
当
者
か
ら
は「
ど
う
し
た
ら
コ
イ
ズ
ミ
の
魅
力
を

伝
え
ら
れ
る
か
。よ
り
具
体
的
な
提
案
を
期
待
し
た
い
」と
の
コ
メ

ン
ト
を
頂
い
た
。学
生
か
ら
は
、「
物
流
に
関
す
る
知
識
不
足
を
痛

感
し
、よ
り
深
く
学
び
た
い
と
い
う
学
習
意
欲
が
刺
激
さ
れ
た
」と

い
う
声
や「
数
値
的
な
根
拠
に
基
づ
い
た
提
案
の
重
要
性
に
気
づ

か
さ
れ
た
」と
い
う
意
見
が
聞
か
れ
た
。

　
２
回
目
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
、前
回
と
異
な
り
平
日
に
実
施

し
た
。こ
の
た
め
、通
常
業
務
が
行
わ
れ
て
い
る
な
か
で
の
見
学
で

あ
っ
た
。ま
た
、ピ
ッ
キ
ン
グ
作
業
や
入
出
庫
管
理
に
使
用
さ
れ
て
い

る
ハ
ン
デ
ィ
タ
ー
ミ
ナ
ル（
片
手
で
持
て
る
ハ
ン
デ
ィ
サ
イ
ズ
の
デ
ー

タ
収
集
端
末
）を
使
って
、庫
内
業
務
の
疑
似
体
験
も
行
っ
た
。

　
２
回
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
中
間
発
表
、約
半
年
間
を
か
け
て

３
つ
の
課
題
テ
ー
マ
に
対
し
て
、コ
イ
ズ
ミ
物
流
への
最
終
提
案
を
実

施
し
た
。以
下
、６
チ
ー
ム
の
提
案
内
容
の
題
目
で
あ
る
。田
中
ゼ
ミ

３
チ
ー
ム（
Ａ
：
創
荷
に
よ
る
積
載
率
の
向
上
案
、Ｂ
：
滞
留
在
庫

の
有
効
活
用
の
提
案
、Ｃ
：
物
流
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
）、李
ゼ

ミ
３
チ
ー
ム（
Ｄ
：
物
流
業
界
Ｐ
Ｒ
の
提
案
、Ｅ
：
コ
イ
ズ
ミ
物
流

の
労
働
環
境
改
善
の
提
案
、Ｆ
：
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
技
術
活
用
の
提
案
）。

企
業
の
方
か
ら
は
総
じ
て
前
向
き
な
コ
メ
ン
ト
を
頂
い
た
。現
実
は

4
　学
生
の
成
長
に
貢
献
で
き
た
の
か
？

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
、田
中
ゼ
ミ
の
学
生
に
対
し
て
、①
物
流

セ
ン
タ
ー
の
見
学
の
感
想
、②
社
会
共
創
活
動
の
感
想
、③
社
会

共
創
活
動
を
通
じ
て
成
長
し
た
と
思
う
点
、④
社
会
共
創
活
動
に

参
加
し
て
感
じ
た
課
題
、を
自
由
記
述
で
回
答
し
て
も
ら
い
、テ
キ

ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
に
よ
る
分
析
を
試
み
た
。

　
大
半
の
学
生
が
物
流
セ
ン
タ
ー
を
見
学
す
る
の
は
初
め
て
の
経

験
で
あ
り
、労
働
環
境
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
印
象
を
持
っ
て
い
る
学
生

も
い
た
と
思
う
が
、そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
見
事
に
覆
さ
れ
た
。整
理
が

行
き
届
い
た
物
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、ほ
ぼ
一
人
１
台
の
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
に
よ
り
肉
体
的
負
担
も
軽
減
さ
れ
て
い
た
。こ
れ
が
、〝
働
き

や
す
い
〞と
い
う
ワ
ー
ド
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。

　
物
流
業
界
と
の
社
会
共
創
活
動
に
取
り
組
む
に
あ
た
っ
て
、物

流
現
場
を
生
で
視
察
で
き
た
こ
と
は
、提
案
内
容（
ア
イ
デ
ア
）を

〝
膨
ら
ま
せ
る
〞こ
と
に
大
い
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。社

会
共
創
活
動
を
通
じ
て
成
長
し
た
と
思
う
点
に
つ
い
て
は
、物
流

業
界
に
対
し
て
、〝
課
題
解
決
・
改
善
案
〞を
チ
ー
ム
の〝
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
〞を
高
め
な
が
ら
取
り
組
ん
だ
様
子
が
み
え
る
。

一
方
で
、課
題
と
し
て〝
定
め
に
く
い
〞と
い
う
ワ
ー
ド
が
目
立
っ

た
。現
場
視
察
が
ア
イ
デ
ア
を〝
膨
ら
ま
せ
る
〞の
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に

働
く
こ
と
と
矛
盾
す
る
よ
う
に
感
じ
る
が
、学
生
と
接
す
る
中
で

聞
か
れ
た
の
が「
問
題
点
が
見
つ
か
ら
な
い
」と
い
う
声
で
あ
っ
た
。

た
し
か
に
、コ
イ
ズ
ミ
物
流
の
物
流
現
場
の
完
成
度
は
高
く
、大
き

な
問
題
が
あ
る
よ
う
に
は
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。た
だ
し
、こ
れ
に
つ

い
て
は
、提
案
内
容
の
切
り
口
に
新
し
い
角
度
を
つ
け
さ
せ
る
教
育

が
で
き
な
か
っ
た
指
導
教
員（
筆
者
）の
力
不
足
と
感
じ
て
い
る
。

　
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
を
通
じ
て
、担
当
者
の
兵
庫
氏
か
ら

は
何
度
も
大
学
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、丁
寧
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
を
頂
い
た
。こ
れ
は
、大
変
あ
り
が
た
か
っ
た
。兵
庫
氏
の
サ
ポ
ー

ト
に
対
し
て
感
謝
の
言
葉
を
伝
え
る
学
生
も
多
か
っ
た
。

　
荷
主
の
意
向
も
あ
り
、こ
の
10
年
間
で
物
流
セ
ン
タ
ー
の
見
学

が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。そ
う
し
た
中
、学
生
に
貴
重
な
機
会
を
提

供
し
て
く
れ
た
コ
イ
ズ
ミ
物
流
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　
今
回
取
り
組
ん
だ
学
生（
現
４
年
生
）の
就
職
に
直
結
し
な
か
っ
た

こ
と
は
残
念
で
あ
る
が
、今
年
度
も
新
た
な
３
年
生
と
一
緒
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
継
続
中
で
あ
る
。さ
ら
に
、今
年
度
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
実
施
も
検
討
頂
い
て
い
る
。物
流・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
社
会
共
創
活

動
に
取
り
組
ん
だ
学
生
が
、物
流
業
界
が
抱
え
る
問
題
を
解
決
で
き

る
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
巣
立
って
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

〈
注
〉

※

１  

他
の
大
学
で
は
、社
会
連
携
事
業
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
多
い
。本
学
も
か
つ
て
は
、

社
会
連
携
事
業
と
呼
ん
で
い
た
が
、数
年
前
よ
り
社
会
共
創
活
動
と
呼
ん
で
い
る
。

※

２ 

す
べて
の
活
動
に
つ
い
て
報
告
書
を
あ
げ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、実
際
に
は

も
っ
と
多
く
の
教
員・学
生
が
参
画
し
て
い
る
。ま
た
、１
つ
の
ゼ
ミ
が
複
数
の
異

な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
い
る
ケ
ー
ス
、１
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
同
一
ゼ
ミ
か

ら
複
数
チ
ー
ム
参
画
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

〈
参
考
資
料
〉

伊
藤
秀
和（
２
０
１
２
）「
社
会
科
学
に
お
け
る
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
教
育
体
系
へ
の
試
み
」

『
商
学
論
究
』関
西
学
院
大
学
商
学
研
究
会
、第
60
巻
第
１
／
２ 

号
，pp.333-377

．

髙
橋
愛
典（
２
０
０
９
）「
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
研
究
の
方
法
に
関
す
る
試
論―

商
学
の
視
点

か
ら―

」『
商
経
学
叢
』近
畿
大
学
商
経
学
会
，第
56
巻
第
１
号
，pp.483-507

．

流
通
科
学
大
学
社
会
共
創
活
動
報
告
書

https://w
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内
の
宗
教
施
設
で
あ
る
鴨
台
観

音
堂（
さ
ざ
え
堂
）の
案
内
、祈

り
の
ま
ち
マ
ッ
プ
の
制
作
・
配
布

と
祈
り
の
ま
ち
の
散
策
ツ
ア
ー
な

ど
、様
々
な
仕
掛
け
を
展
開
し
て

い
る﹇
写
真
３
﹈。

⑵
キ
ャ
ン
パ
ス
農
園

　
こ
ち
ら
も
す
が
も
プ
ロ
ジェ
ク
ト

開
始
時
よ
り
継
続
し
て
い
る
活
動
で
あ
る
。大
学
内
の
デ
ッ
ド
ス
ペ
ー

ス
と
な
って
し
ま
う
わ
ず
か
な
土
地
や
空
間
を
活
用
し
て
、季
節
に
合

わ
せ
て
多
く
の
種
類
の
野
菜
を
育
て
て
い
る
。そ
し
て
、学
生
や
地
域

の
方
々
が
作
付
け
や
収
穫
を
共
に

し
、さ
ら
に
収
穫
時
の
廃
棄
部
分
を

再
利
用
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
な
ど

を
通
し
て
、環
境
教
育
、食
育
、農
育

等
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て

い
る
。ま
た
、す
が
も
地
域
に
お
け
る

伝
統
野
菜
に
関
す
る
啓
蒙
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ

上
で
お
こ
な
う
な
ど
、地
域
文
化
に

目
を
向
け
た
活
動
も
同
時
に
お
こ

は
じ
め
に

　
東
京
都
豊
島
区
の
北
部
、西
巣
鴨
に
大
正
大
学
は
あ
る
。東
に

は
、全
国
で
も
有
数
な
商
店
街
の
一
つ
巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店
街
が

あ
り
、江
戸
六
地
蔵
や
と
げ
ぬ
き
地
蔵
、巣
鴨
庚
申
塚
な
ど
の
宗

教
施
設
で
有
名
な
巣
鴨
地
域
、西
に
は
稲
荷
湯
や
亀
の
子
束
子
西

尾
商
店
、ト
キ
ハ
ソ
ー
ス
な
ど
創
業
１
０
０
年
近
い
企
業
が
点
在

す
る
滝
野
川
地
域
。そ
の
間
に
大
学
は
位
置
し
て
い
る
。ま
た
、大

学
の
南
門
は
旧
中
山
道
に
面
し
て
い
る
が
、江
戸
時
代
か
ら
戦
前

に
か
け
て
、巣
鴨
か
ら
滝
野
川
ま
で
の
区
間
は「
種
子
屋
通
り
」と

呼
ば
れ
る
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
種
苗
問
屋
や
販
売
店
が
立
ち
並
ん
で

い
た
。こ
こ
で
は「
滝
野
川
ゴ
ボ
ウ
」や「
滝
野
川
ニ
ン
ジ
ン
」な
ど

の
多
く
の
伝
統
野
菜
の
品
種
が
有
名
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
豊
富
な
地
域
文
化
を
教
育
資
源
と
し
て
活
用
し
、

さ
ら
に
は
地
域
の
新
し
い
価
値
と
し
て
発
信
し
て
い
こ
う
と
い
う

教
育
実
践
が
あ
る
。そ
の
名
も「
す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。大
正
大

学
周
辺
地
域
を
広
く「
す
が
も
」と
設
定
し
、毎
年
、学
部
学
年
を

超
え
た
2０
〜
３０
人
ほ
ど
の
学
生
が
活
動
し
て
い
る
。

　
２
０
２
０
年
度
か
ら
続
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
が
、２
０
２
３
年
度

で
は
５
つ
の
テ
ー
マ
で
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。祈
り
の
文
化

を
発
見・発
信
す
る「
祈
り
の
ま
ち
」、伝
統
野
菜
も
扱
い
な
が
ら

都
市
型
農
園
を
実
践
す
る「
キ
ャ
ン
パ
ス
農
園
」、近
隣
の
銭
湯
を

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
再
構
築
す
る「
銭
湯
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
」、そ

し
て
そ
れ
ら
の
活
動
で
発
見
さ
れ
た
地
域
文
化
を
市
民
に
観
光
資

源
と
し
て
活
用
し
て
も
ら
う「
観
光
」、さ
ら
に
は
学
生
や
そ
の
保

護
者
に
限
定
し
て
地
域
と
つ
な
げ
る
活
動
を
展
開
す
る「
ユ
ナ
イ

ト
」。こ
こ
で
は
、大
正
大
学
の
地
域
貢
献
の
歴
史
を
概
覧
し
た
の

ち
に
、個
別
の
活
動
や
学
生
の
学
び
を
紹
介
し
た
い
。

1
　
１
０
０
年
前
か
ら
の
社
会
貢
献
活
動

　
２
０
２
６
年
に
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
仏
教
系
大
学
で
あ

る
大
正
大
学
が
、こ
の
地
域
で
社
会
貢
献
活
動
を
し
て
き
た
歴
史

は
長
い
。大
正
大
学
の
前
身
で
あ
る
宗
教
大
学（
専
門
学
校
）時
代

か
ら「
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
運
動
」な
ど
の
社
会
活
動
が
盛
ん
で
あ
り
、

一
方
で「
魂
祭
」と
い
っ
た
地
域
に
開
か
れ
た
慰
霊
追
悼
行
事
も
開

催
さ
れ
て
い
た（
後
者
に
関
し
て
は
、現
在
で
も「
鴨
台
盆
踊
り
」と

し
て
、市
民
参
加
型
の
宗
教
行
事
と
い
う
理
念
を
継
承
し
て
実
施

さ
れ
て
い
る
）。

　
大
学
創
立
後
も
社
会
に
目
を
向
け
た
研
究・教
育・実
践
が
お

こ
な
わ
れ
て
い
た
が
、２１
世
紀
を
迎
え
た
頃
か
ら
、さ
ら
に
学
び
の

フ
ィ
ー
ル
ド
を
地
域
に
展
開
し
た
活
動
が
盛
ん
に
な
る
。大
学
の
使

命
と
し
て
の「
社
会
貢
献
」が
重
視
さ
れ
始
め
た
２
０
０
５
年
に

は
、Ｎ
Ｃ
Ｃ（
ネ
ク
ス
ト
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
コ
ー
ス
）と
い
う
学
部
横
断
型

の
副
専
攻
が
開
設
さ
れ
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
社
会
貢
献
活
動
が

実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
し
て
、東
日
本
大
震
災
が
起
こ
っ
た
２
０
１
１
年
に
こ
の
動
き
は

加
速
し
た
。大
正
大
学
は
宮
城
県
南
三
陸
町
を
中
心
と
し
た
震
災
被

災
地
への
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
い
ち
早
く
お
こ
なっ
た﹇
写
真
１
﹈。そ

の
後
も
大
学
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク「
私
大
ネ
ッ
ト
３６
」や「
一
般
社
団
法

人
南
三
陸
研
修
セ
ン
タ
ー
」創
設
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
、南
三

陸
町
で
の
継
続
的
な
支
援
活
動
に
つ
な
げ
た
。こ
の
支
援
活
動
で
多

く
の
成
果
を
残
し
た
こ
と
を
契
機
に
、学
び
の
フ
ィ
ー
ル
ド
は
広
域
化

す
る
。今
で
は
、１
０
０
を
超
え
る
全
国
の
自
治
体
と
連
携
協
定
の
締

結
を
図
り
、そ
の
流
れ
か
ら
地
域
創
生
学
科
や
公
共
政
策
学
科
を
中

心
に
、全
国
各
地
で
実
習
を
お
こ
な
う
カ
リ
キュラ
ム
が
構
築
さ
れ
た
。

　
一
方
で
、大
学
周
辺
で
の
動
き
も
発
展
を
見
せ
た
。大
学
が
位

置
す
る
豊
島
区
と
の
共
創
事
業
が
展
開
さ
れ
、そ
れ
と
と
も
に
全

学
生
が「
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
」と
い
う
授
業
の
履
修
が
可
能
と

な
り
、誰
で
も
社
会
貢
献
活
動
に
参
画
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。地

域
の
課
題
を
発
見
し
、そ
れ
を
ど
の

よ
う
に
解
決
で
き
る
の
か
。あ
る
い

は
、地
域
の
魅
力
を
発
掘
し
、そ
れ

を
ど
の
よ
う
に
効
果
的
に
発
信
で

き
る
の
か
。様
々
な
学
部
学
年
の
学

生
達
が
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、個
々
人

の
専
門
的
な
学
び
を
活
か
す
多
様

な
活
動
が
展
開
さ
れ
た
。

2
　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　
２
０
１
０
年
代
は
、地
域
を
学
び
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
教
育
実
践

が
大
正
大
学
の
特
徴
と
し
て
定
着
を
み
せ
た
１０
年
で
あ
っ
た
と
も
い

寄 稿

﹇
私
大
連
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
２ ×

 

大
学
時
報
連
動
企
画
﹈

地
域
文
化
を

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
す
る
教
育
実
践

齋
藤 

知
明

大
正
大
学
客
員
准
教
授

え
よ
う
。そ
し
て
、創
立
１
０
０
周
年
と
な
る
２
０
２
６
年
に
向
け
て
、

大
学・学
生
に
よ
る
さ
ら
な
る
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
、２
０
２
０

年
度
か
ら
、「
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
」の
一
環
で
、す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
始
まっ
た（
現
在
は「
地
域
プ
ロ
ジェク
ト
」と
授
業
名
を
変
更
）。

　
す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
特
徴
を
挙
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
全
学
部
の
２
年
生
以
上
の
学
生
が
履
修
で
き
る
。

②
各
テ
ー
マ
で
１
人
担
当
教
員
が
つ
く
。

③
教
員
だ
け
で
な
く
職
員
も
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
関
わ
る
。

④
教
員
と
学
生
の
間
に
、リ
ー
ダ
ー
的
役
割
の
Ｓ
Ｐ
Ｓ（
す
が
も
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
ス
タ
ッ
フ
）を
配
置
し
、自
立
し
た
活
動
を
促
進
す
る
。

⑤
１
年
間
の
活
動
と
し
て
事
前
に
計
画
・
予
算
を
立
て
、そ
れ
に

沿
っ
て
活
動
を
す
る
。

⑥
基
本
的
に
班
ご
と
の
活
動
と
な
る
が
、必
要
に
応
じ
て
班
を
超

え
た
連
携
や
協
力
も
積
極
的
に
お
こ
な
う
。

　
①
と
⑥
は
、従
来
の「
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
」の
特
徴
を
継
承

し
て
い
る
が
、そ
れ
以
外
は
す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
始
さ
れ
る

際
に
、あ
ら
た
め
て
設
定
さ
れ
た
。特
に
、③
の
職
員
の
参
加
に
よ
っ

て
、活
動
の
幅
が
大
き
く
広
が
っ
た
と
も
い
え
る
。

　
班
に
必
ず
、部
署
を
問
わ
ず「
コ
ア
職
員
」と
い
う
名
の
各
テ
ー
マ
の

進
捗
を
管
理
す
る
職
員
が
１
、２
名
、そ
れ
以
外
の
職
員
が
数
名
配

置
さ
れ
る
。こ
の
体
制
に
よ
り
、学
内
外
の
調
整・共
有
が
格
段
に
円

滑
と
な
り
、教
員
は
学
生
指
導
に
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、

学
生
に
と
って
も
学
内
や
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
上
で
、職
員
と

気
軽
に
相
談
や
情
報
共
有
を
お
こ
な
う
様
子
が
見
て
取
れ
る
。

　
さ
て
、開
始
時
に
話
を
戻
そ
う
。す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
始

さ
れ
た
の
は
２
０
２
０
年
で
あ
る
。つ
ま
り
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
流
行
の
始
ま
り
で
も
あ
り
、緊
急
事
態
宣
言
下
で
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
授
業
運
営
が
お
こ
な
わ
れ
た
時
期
で
も
あ
る
。大
学

周
辺
の
す
が
も
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、様
々
な
実
践
を
展
開
し
よ

う
と
し
て
い
た
矢
先
、そ
も
そ
も
大
学
生
は
大
学
に
す
ら
来
ら
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
そ
れ
ぞ
れ

の
班
で
検
討
し
続
け
、夏
頃
か
ら
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
い
だ
現
地

の
市
民
に
地
域
を
紹
介

し
て
も
ら
う
オ
ン
ラ
イ
ン

ツ
ア
ー
が
実
施
さ
れ
た
。

そ
の
後
、規
制
が
徐
々
に

取
り
払
わ
れ
て
、大
学
に

来
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

て
か
ら
は
、学
生
自
身
で

地
域
を
紹
介
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
や
学
生
間
で
の
地
域
活
動

な
ど
が
展
開
さ
れ
た
。

　
こ
の
時
期
の
活
動
は
、す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
班
の
一
つ
で
あ
っ

た「
メ
デ
ィ
ア
」に
よ
って
、ブ
ロ
グ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
あ
るｎｏ
ｔｅ
を
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
に「
あ
る
き
め
でぃ
あ 

大
正
大
学
す
が
も
プ
ロ
ジェク
ト
」の

名
前
で
広
報・記
録
さ
れ
て
い
る﹇
写
真
２
﹈。

3
　
地
域
文
化
の
発
掘
と
発
信

　
２
０
２
２
年
度
よ
り
対
面
授
業
に
戻
っ
た
こ
と
か
ら
、市
民
と

連
携
し
た
活
動
に
対
し
て
も
一
定
条
件
下
で
可
能
と
な
っ
た
。そ

し
て
、２
０
２
３
年
度
か
ら
は
あ
ら
ゆ
る
制
限
が
な
く
な
っ
た
。こ

こ
で
は
、こ
の
２
年
間
で
の
特
徴
的
な
活
動
を
３
点
紹
介
し
た
い
。

⑴
祈
り
の
ま
ち

　
巣
鴨
に
は
信
仰
や
観
光
な
ど
で
近
隣
か
ら
も
遠
方
か
ら
も
訪
れ

る
人
が
多
い
が
、そ
れ
に
加
え
て
、仏
教
系
大
学
と
し
て
独
自
の
宗

教
施
設
や
宗
教
者
を
有
す
大
正
大
学
の
特
色
を
生
か
し
、す
が
も

地
域
全
体
で「
祈
り
の
ま
ち
」を
形
成
し
て
、地
域
全
体
で
の
新
た

な
価
値
を
打
ち
出
そ
う
と
し
て
い
る
。す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始

時
よ
り
継
続
的
に
活
動
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、現
在
で
は
、月
に一度

の「
御
朱
印
浄
書
」、御
朱
印
帳
の
作
成
お
よ
び
販
売
、大
正
大
学

なって
い
る﹇
写
真
４
﹈。

⑶
銭
湯
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

　
こ
の
班
は
、２
０
２
２
年
度
か
ら
新
た
に
活
動
が
始
め
ら
れ
た
。滝

野
川
に
は「
稲
荷
湯
」と
い
う
創
業
１
０
０
年
近
い
銭
湯
が
あ
る
。映

画
の
ロ
ケ
地
と
し
て
も
有
名
で
あ
り
、２
０
２
０
年
に
は
国
の
登
録
有

形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。ま
た
、銭
湯
に
は
こ
ち
ら
も
築
１
０
０
年

ほ
ど
の
長
屋
が
隣
接
さ
れ
て
お
り
、稲
荷
湯
と
一
般
社
団
法
人
せ
ん
と

う
と
ま
ち
と
が
連
携
し
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
を
お
こ
な
い
、２
０
２
２
年

に
コ
ミュニ
テ
ィ
カ
フェと
し
て
生
ま
れ
変
わっ
た
。こ
の
カ
フェを
用
い
な

が
ら
銭
湯
を
中
心
と
し
た
新

た
な
コ
ミュニ
テ
ィ
を
形
成
す
る

こ
と
が
、こ
の
班
の
目
的
で
あ

る
。現
在
で
は
、バ
ス
ボ
ム
づ
く

り
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
、イ
ベ
ン
ト

と
連
動
し
て
の
休
憩
所
の
運
営

な
ど
、様
々
な
取
り
組
み
が
展

開
中
で
あ
る﹇
写
真
５
﹈。

4
　
新
た
な
価
値
の
創
造

　
こ
れ
ら
の
活
動
に
共
通
す
る
点
は
、地
域
の
文
化・歴
史
を
重
視

す
る
と
と
も
に
価
値
を
再
編
集
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。冒
頭
に
挙

げ
た
よ
う
な
地
域
の
特
色
を
一
つ
ひ
と
つ
発
掘
し
つ
つ
解
き
ほ
ぐ

し
、学
生・教
職
員
が
チ
ー
ム
と
な
っ
て
現
代
を
生
き
る
市
民
に
も

伝
わ
り
や
す
い
形
に
変
え
て
発
信
を
し
て
い
る
。

　
主
観
的
な
分
析
と
な
る
が
、こ
の
よ
う
に
地
域
文
化
を
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
す
る
こ
と
で
、活
動
の
最
初
期
か
ら
地
域
の
方
々
に
受
け
入

れ
て
も
ら
い
や
す
い
と
い
う
点
を
実
感
し
た
。新
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
拠

点
を
つ
く
る
こ
と
も
地
域
活
性
化
の
一
つ
だ
が
、浸
透
に
は
時
間
が

か
か
り
、１
年
間
の
授
業
の
活
動
と
し
て
完
結
さ
せ
る
の
は
難
し

い
。そ
れ
ゆ
え
、地
域
の
風
景
を
変
え
ず
に
今
あ
る
文
化
を
保
全・

活
用
す
る
活
動
こ
そ
、他
の
地
域
に
は
な
い
魅
力
を
増
強
で
き
、か

つ
、教
育
実
践
と
し
て
も
非
常
に
適
切
だ
と
実
感
し
た
。

　
そ
し
て
、２
０
２
２
年
１１
月
に
は
、す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
各
班

が
運
営
・
企
画
を
お
こ
な
い
、「
種
子
地
蔵
縁
日（
た
ね
じ
ぞ
う
え

ん
に
ち
）」と
い
う
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
、観
光
庁
に
お
け
る「
地
域
独
自
の
観
光
資
源
を
活
用
し
た
地

域
の
稼
げ
る
看
板
商
品
の
創
出
事
業
」の
採
択
事
業
の
一
環
で
あ

り
、「
伝
統
野
菜
」を
通
し
、学
内
で「
農
と
食
と
歴
史
」を
感
じ
る

マ
ー
ケ
ッ
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
、ガ
イ
ド
付
き
の
キ
ャ
ン
パ
ス
農
園

ツ
ア
ー
を
実
施
し
た
。こ
れ
に
先
ん
じ
て「
種
子
地
蔵
」の
開
眼
も

お
こ
な
わ
れ
、祈
り
と
歴
史
を
学
べ

る
新
た
な
観
光
の
形
と
し
て
展
開

し
た﹇
写
真
６
﹈。今
後
も「
種
子

地
蔵
縁
日
」は
、地
域
文
化
を
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
地
域
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、継
続
し
て
い
く
予
定
で

あ
る
。

お
わ
り
に

　
こ
れ
ら
の
活
動
に
対
し
て
、学
生
は
ど
の
よ
う
に
学
び
を
得
て
い

る
の
か
。最
後
に
そ
れ
を
伝
え
て
本
稿
を
閉
じ
た
い
。す
が
も
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
多
様
な
活
動
は
、半
期
ご
と
に
報
告
書
と
し
て
ま
と
め

ら
れ
る
。そ
こ
で
書
か
れ
た
学
生
た
ち
の
所
感
の
内
容
は
次
の
３

点
に
大
き
く
整
理
で
き
る
。

①
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
獲
得

②
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性

③
自
分
が
住
む
地
域
へ
の
応
用

　
学
生
の
所
感
を
一
つ
紹
介
し
よ
う
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、今
ま
で
の
よ
う
に
何
か
の
指
示
を
待
って

い
て
も
何
も
始
ま
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。一
方
で
、何
か
を

し
た
い
と
思
え
ば
、先
生
や
職
員
の
方
々
は
と
て
も
支
援
を
し

て
く
れ
る
。こ
の
よ
う
な
環
境
を
活
用
し
つ
つ
、「
率
先
行
動

者
」と
し
て
行
動
を
す
る
こ
と
に
よ
って
、周
り
を
巻
き
込
ん
で

い
く
必
要
性
を
感
じ
た
。（
中
略
）現
在
、自
分
が
住
む
地
域
の

組
織
で
役
員
と
し
て
関
わ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、こ
の
経
験

を
活
か
し
て
活
性
化
を
図
り
た
い
。

　
大
学
周
辺
地
域
で
お
こ
な
う
社
会
貢
献
活
動
は
、こ
こ
だ
か
ら

で
き
る
も
の
で
も
、こ
こ
だ
け
で
完
結
す
る
も
の
で
も
な
い
。地
域

の
課
題
を
解
決
す
る
／
地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
、と
い
う
理
念

は
ど
の
地
域
に
お
い
て
も
普
遍
的
な
作
業
で
あ
る
。

　
Ｃ
ｈａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
な
ど
の
Ａ
Ｉ
が
発
達
し
、急
速
に
生
活
に
浸
透

し
て
い
る
。我
々
は
今
後
、加
速
的
に
変
化
す
る
超
ス
マ
ー
ト
時
代

を
生
き
る
必
要
が
あ
る
。そ
の
よ
う
な
な
か
、人
間
に
し
か
で
き
な

い
の
が
、喜
び
や
苦
し
み
へ
の「
共
感
」で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

「
共
感
」が
で
き
る
人
間
と
な
る
た
め
に
は
、様
々
な「
行
動
」「
経

験
」が
必
要
で
あ
る
。そ
の
よ
う
な
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

に
、地
域
に
お
け
る
社
会
貢
献
活
動
を
お
こ
な
う
教
育
実
践
を
さ

ら
に
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

92

内
の
宗
教
施
設
で
あ
る
鴨
台
観

音
堂（
さ
ざ
え
堂
）の
案
内
、祈

り
の
ま
ち
マ
ッ
プ
の
制
作
・
配
布

と
祈
り
の
ま
ち
の
散
策
ツ
ア
ー
な

ど
、様
々
な
仕
掛
け
を
展
開
し
て

い
る﹇
写
真
３
﹈。

⑵
キ
ャ
ン
パ
ス
農
園

　
こ
ち
ら
も
す
が
も
プ
ロ
ジェ
ク
ト

開
始
時
よ
り
継
続
し
て
い
る
活
動
で
あ
る
。大
学
内
の
デ
ッ
ド
ス
ペ
ー

ス
と
な
って
し
ま
う
わ
ず
か
な
土
地
や
空
間
を
活
用
し
て
、季
節
に
合

わ
せ
て
多
く
の
種
類
の
野
菜
を
育
て
て
い
る
。そ
し
て
、学
生
や
地
域

の
方
々
が
作
付
け
や
収
穫
を
共
に

し
、さ
ら
に
収
穫
時
の
廃
棄
部
分
を

再
利
用
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
な
ど

を
通
し
て
、環
境
教
育
、食
育
、農
育

等
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て

い
る
。ま
た
、す
が
も
地
域
に
お
け
る

伝
統
野
菜
に
関
す
る
啓
蒙
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ

上
で
お
こ
な
う
な
ど
、地
域
文
化
に

目
を
向
け
た
活
動
も
同
時
に
お
こ

は
じ
め
に

　
東
京
都
豊
島
区
の
北
部
、西
巣
鴨
に
大
正
大
学
は
あ
る
。東
に

は
、全
国
で
も
有
数
な
商
店
街
の
一
つ
巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店
街
が

あ
り
、江
戸
六
地
蔵
や
と
げ
ぬ
き
地
蔵
、巣
鴨
庚
申
塚
な
ど
の
宗

教
施
設
で
有
名
な
巣
鴨
地
域
、西
に
は
稲
荷
湯
や
亀
の
子
束
子
西

尾
商
店
、ト
キ
ハ
ソ
ー
ス
な
ど
創
業
１
０
０
年
近
い
企
業
が
点
在

す
る
滝
野
川
地
域
。そ
の
間
に
大
学
は
位
置
し
て
い
る
。ま
た
、大

学
の
南
門
は
旧
中
山
道
に
面
し
て
い
る
が
、江
戸
時
代
か
ら
戦
前

に
か
け
て
、巣
鴨
か
ら
滝
野
川
ま
で
の
区
間
は「
種
子
屋
通
り
」と

呼
ば
れ
る
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
種
苗
問
屋
や
販
売
店
が
立
ち
並
ん
で

い
た
。こ
こ
で
は「
滝
野
川
ゴ
ボ
ウ
」や「
滝
野
川
ニ
ン
ジ
ン
」な
ど

の
多
く
の
伝
統
野
菜
の
品
種
が
有
名
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
豊
富
な
地
域
文
化
を
教
育
資
源
と
し
て
活
用
し
、

さ
ら
に
は
地
域
の
新
し
い
価
値
と
し
て
発
信
し
て
い
こ
う
と
い
う

教
育
実
践
が
あ
る
。そ
の
名
も「
す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。大
正
大

学
周
辺
地
域
を
広
く「
す
が
も
」と
設
定
し
、毎
年
、学
部
学
年
を

超
え
た
2０
〜
３０
人
ほ
ど
の
学
生
が
活
動
し
て
い
る
。

　
２
０
２
０
年
度
か
ら
続
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
が
、２
０
２
３
年
度

で
は
５
つ
の
テ
ー
マ
で
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。祈
り
の
文
化

を
発
見・発
信
す
る「
祈
り
の
ま
ち
」、伝
統
野
菜
も
扱
い
な
が
ら

都
市
型
農
園
を
実
践
す
る「
キ
ャ
ン
パ
ス
農
園
」、近
隣
の
銭
湯
を

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
再
構
築
す
る「
銭
湯
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
」、そ

し
て
そ
れ
ら
の
活
動
で
発
見
さ
れ
た
地
域
文
化
を
市
民
に
観
光
資

源
と
し
て
活
用
し
て
も
ら
う「
観
光
」、さ
ら
に
は
学
生
や
そ
の
保

護
者
に
限
定
し
て
地
域
と
つ
な
げ
る
活
動
を
展
開
す
る「
ユ
ナ
イ

ト
」。こ
こ
で
は
、大
正
大
学
の
地
域
貢
献
の
歴
史
を
概
覧
し
た
の

ち
に
、個
別
の
活
動
や
学
生
の
学
び
を
紹
介
し
た
い
。

1
　
１
０
０
年
前
か
ら
の
社
会
貢
献
活
動

　
２
０
２
６
年
に
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
仏
教
系
大
学
で
あ

る
大
正
大
学
が
、こ
の
地
域
で
社
会
貢
献
活
動
を
し
て
き
た
歴
史

は
長
い
。大
正
大
学
の
前
身
で
あ
る
宗
教
大
学（
専
門
学
校
）時
代

か
ら「
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
運
動
」な
ど
の
社
会
活
動
が
盛
ん
で
あ
り
、

一
方
で「
魂
祭
」と
い
っ
た
地
域
に
開
か
れ
た
慰
霊
追
悼
行
事
も
開

催
さ
れ
て
い
た（
後
者
に
関
し
て
は
、現
在
で
も「
鴨
台
盆
踊
り
」と

し
て
、市
民
参
加
型
の
宗
教
行
事
と
い
う
理
念
を
継
承
し
て
実
施

さ
れ
て
い
る
）。

　
大
学
創
立
後
も
社
会
に
目
を
向
け
た
研
究・教
育・実
践
が
お

こ
な
わ
れ
て
い
た
が
、２１
世
紀
を
迎
え
た
頃
か
ら
、さ
ら
に
学
び
の

フ
ィ
ー
ル
ド
を
地
域
に
展
開
し
た
活
動
が
盛
ん
に
な
る
。大
学
の
使

命
と
し
て
の「
社
会
貢
献
」が
重
視
さ
れ
始
め
た
２
０
０
５
年
に

は
、Ｎ
Ｃ
Ｃ（
ネ
ク
ス
ト
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
コ
ー
ス
）と
い
う
学
部
横
断
型

の
副
専
攻
が
開
設
さ
れ
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
社
会
貢
献
活
動
が

実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
し
て
、東
日
本
大
震
災
が
起
こ
っ
た
２
０
１
１
年
に
こ
の
動
き
は

加
速
し
た
。大
正
大
学
は
宮
城
県
南
三
陸
町
を
中
心
と
し
た
震
災
被

災
地
への
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
い
ち
早
く
お
こ
なっ
た﹇
写
真
１
﹈。そ

の
後
も
大
学
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク「
私
大
ネ
ッ
ト
３６
」や「
一
般
社
団
法

人
南
三
陸
研
修
セ
ン
タ
ー
」創
設
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
、南
三

陸
町
で
の
継
続
的
な
支
援
活
動
に
つ
な
げ
た
。こ
の
支
援
活
動
で
多

く
の
成
果
を
残
し
た
こ
と
を
契
機
に
、学
び
の
フ
ィ
ー
ル
ド
は
広
域
化

す
る
。今
で
は
、１
０
０
を
超
え
る
全
国
の
自
治
体
と
連
携
協
定
の
締

結
を
図
り
、そ
の
流
れ
か
ら
地
域
創
生
学
科
や
公
共
政
策
学
科
を
中

心
に
、全
国
各
地
で
実
習
を
お
こ
な
う
カ
リ
キュラ
ム
が
構
築
さ
れ
た
。

　
一
方
で
、大
学
周
辺
で
の
動
き
も
発
展
を
見
せ
た
。大
学
が
位

置
す
る
豊
島
区
と
の
共
創
事
業
が
展
開
さ
れ
、そ
れ
と
と
も
に
全

学
生
が「
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
」と
い
う
授
業
の
履
修
が
可
能
と

な
り
、誰
で
も
社
会
貢
献
活
動
に
参
画
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。地

域
の
課
題
を
発
見
し
、そ
れ
を
ど
の

よ
う
に
解
決
で
き
る
の
か
。あ
る
い

は
、地
域
の
魅
力
を
発
掘
し
、そ
れ

を
ど
の
よ
う
に
効
果
的
に
発
信
で

き
る
の
か
。様
々
な
学
部
学
年
の
学

生
達
が
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、個
々
人

の
専
門
的
な
学
び
を
活
か
す
多
様

な
活
動
が
展
開
さ
れ
た
。

2
　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　
２
０
１
０
年
代
は
、地
域
を
学
び
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
教
育
実
践

が
大
正
大
学
の
特
徴
と
し
て
定
着
を
み
せ
た
１０
年
で
あ
っ
た
と
も
い

え
よ
う
。そ
し
て
、創
立
１
０
０
周
年
と
な
る
２
０
２
６
年
に
向
け
て
、

大
学・学
生
に
よ
る
さ
ら
な
る
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
、２
０
２
０

年
度
か
ら
、「
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
」の
一
環
で
、す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
始
まっ
た（
現
在
は「
地
域
プ
ロ
ジェク
ト
」と
授
業
名
を
変
更
）。

　
す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
特
徴
を
挙
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
全
学
部
の
２
年
生
以
上
の
学
生
が
履
修
で
き
る
。

②
各
テ
ー
マ
で
１
人
担
当
教
員
が
つ
く
。

③
教
員
だ
け
で
な
く
職
員
も
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
関
わ
る
。

④
教
員
と
学
生
の
間
に
、リ
ー
ダ
ー
的
役
割
の
Ｓ
Ｐ
Ｓ（
す
が
も
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
ス
タ
ッ
フ
）を
配
置
し
、自
立
し
た
活
動
を
促
進
す
る
。

⑤
１
年
間
の
活
動
と
し
て
事
前
に
計
画
・
予
算
を
立
て
、そ
れ
に

沿
っ
て
活
動
を
す
る
。

⑥
基
本
的
に
班
ご
と
の
活
動
と
な
る
が
、必
要
に
応
じ
て
班
を
超

え
た
連
携
や
協
力
も
積
極
的
に
お
こ
な
う
。

　
①
と
⑥
は
、従
来
の「
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
」の
特
徴
を
継
承

し
て
い
る
が
、そ
れ
以
外
は
す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
始
さ
れ
る

際
に
、あ
ら
た
め
て
設
定
さ
れ
た
。特
に
、③
の
職
員
の
参
加
に
よ
っ

て
、活
動
の
幅
が
大
き
く
広
が
っ
た
と
も
い
え
る
。

　
班
に
必
ず
、部
署
を
問
わ
ず「
コ
ア
職
員
」と
い
う
名
の
各
テ
ー
マ
の

進
捗
を
管
理
す
る
職
員
が
１
、２
名
、そ
れ
以
外
の
職
員
が
数
名
配

置
さ
れ
る
。こ
の
体
制
に
よ
り
、学
内
外
の
調
整・共
有
が
格
段
に
円

滑
と
な
り
、教
員
は
学
生
指
導
に
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、

学
生
に
と
って
も
学
内
や
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
上
で
、職
員
と

気
軽
に
相
談
や
情
報
共
有
を
お
こ
な
う
様
子
が
見
て
取
れ
る
。

　
さ
て
、開
始
時
に
話
を
戻
そ
う
。す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
始

さ
れ
た
の
は
２
０
２
０
年
で
あ
る
。つ
ま
り
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
流
行
の
始
ま
り
で
も
あ
り
、緊
急
事
態
宣
言
下
で
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
授
業
運
営
が
お
こ
な
わ
れ
た
時
期
で
も
あ
る
。大
学

周
辺
の
す
が
も
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、様
々
な
実
践
を
展
開
し
よ

う
と
し
て
い
た
矢
先
、そ
も
そ
も
大
学
生
は
大
学
に
す
ら
来
ら
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
そ
れ
ぞ
れ

の
班
で
検
討
し
続
け
、夏
頃
か
ら
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
い
だ
現
地

の
市
民
に
地
域
を
紹
介

し
て
も
ら
う
オ
ン
ラ
イ
ン

ツ
ア
ー
が
実
施
さ
れ
た
。

そ
の
後
、規
制
が
徐
々
に

取
り
払
わ
れ
て
、大
学
に

来
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

て
か
ら
は
、学
生
自
身
で

地
域
を
紹
介
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
や
学
生
間
で
の
地
域
活
動

な
ど
が
展
開
さ
れ
た
。

　
こ
の
時
期
の
活
動
は
、す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
班
の
一
つ
で
あ
っ

た「
メ
デ
ィ
ア
」に
よ
って
、ブ
ロ
グ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
あ
るｎｏ
ｔｅ
を
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
に「
あ
る
き
め
でぃ
あ 

大
正
大
学
す
が
も
プ
ロ
ジェク
ト
」の

名
前
で
広
報・記
録
さ
れ
て
い
る﹇
写
真
２
﹈。

3
　
地
域
文
化
の
発
掘
と
発
信

　
２
０
２
２
年
度
よ
り
対
面
授
業
に
戻
っ
た
こ
と
か
ら
、市
民
と

連
携
し
た
活
動
に
対
し
て
も
一
定
条
件
下
で
可
能
と
な
っ
た
。そ

し
て
、２
０
２
３
年
度
か
ら
は
あ
ら
ゆ
る
制
限
が
な
く
な
っ
た
。こ

こ
で
は
、こ
の
２
年
間
で
の
特
徴
的
な
活
動
を
３
点
紹
介
し
た
い
。

⑴
祈
り
の
ま
ち

　
巣
鴨
に
は
信
仰
や
観
光
な
ど
で
近
隣
か
ら
も
遠
方
か
ら
も
訪
れ

る
人
が
多
い
が
、そ
れ
に
加
え
て
、仏
教
系
大
学
と
し
て
独
自
の
宗

教
施
設
や
宗
教
者
を
有
す
大
正
大
学
の
特
色
を
生
か
し
、す
が
も

地
域
全
体
で「
祈
り
の
ま
ち
」を
形
成
し
て
、地
域
全
体
で
の
新
た

な
価
値
を
打
ち
出
そ
う
と
し
て
い
る
。す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始

時
よ
り
継
続
的
に
活
動
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、現
在
で
は
、月
に一度

の「
御
朱
印
浄
書
」、御
朱
印
帳
の
作
成
お
よ
び
販
売
、大
正
大
学

なって
い
る﹇
写
真
４
﹈。

⑶
銭
湯
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

　
こ
の
班
は
、２
０
２
２
年
度
か
ら
新
た
に
活
動
が
始
め
ら
れ
た
。滝

野
川
に
は「
稲
荷
湯
」と
い
う
創
業
１
０
０
年
近
い
銭
湯
が
あ
る
。映

画
の
ロ
ケ
地
と
し
て
も
有
名
で
あ
り
、２
０
２
０
年
に
は
国
の
登
録
有

形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。ま
た
、銭
湯
に
は
こ
ち
ら
も
築
１
０
０
年

ほ
ど
の
長
屋
が
隣
接
さ
れ
て
お
り
、稲
荷
湯
と
一
般
社
団
法
人
せ
ん
と

う
と
ま
ち
と
が
連
携
し
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
を
お
こ
な
い
、２
０
２
２
年

に
コ
ミュニ
テ
ィ
カ
フェと
し
て
生
ま
れ
変
わっ
た
。こ
の
カ
フェを
用
い
な

が
ら
銭
湯
を
中
心
と
し
た
新

た
な
コ
ミュニ
テ
ィ
を
形
成
す
る

こ
と
が
、こ
の
班
の
目
的
で
あ

る
。現
在
で
は
、バ
ス
ボ
ム
づ
く

り
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
、イ
ベ
ン
ト

と
連
動
し
て
の
休
憩
所
の
運
営

な
ど
、様
々
な
取
り
組
み
が
展

開
中
で
あ
る﹇
写
真
５
﹈。

4
　
新
た
な
価
値
の
創
造

　
こ
れ
ら
の
活
動
に
共
通
す
る
点
は
、地
域
の
文
化・歴
史
を
重
視

す
る
と
と
も
に
価
値
を
再
編
集
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。冒
頭
に
挙

げ
た
よ
う
な
地
域
の
特
色
を
一
つ
ひ
と
つ
発
掘
し
つ
つ
解
き
ほ
ぐ

し
、学
生・教
職
員
が
チ
ー
ム
と
な
っ
て
現
代
を
生
き
る
市
民
に
も

伝
わ
り
や
す
い
形
に
変
え
て
発
信
を
し
て
い
る
。

　
主
観
的
な
分
析
と
な
る
が
、こ
の
よ
う
に
地
域
文
化
を
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
す
る
こ
と
で
、活
動
の
最
初
期
か
ら
地
域
の
方
々
に
受
け
入

れ
て
も
ら
い
や
す
い
と
い
う
点
を
実
感
し
た
。新
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
拠

点
を
つ
く
る
こ
と
も
地
域
活
性
化
の
一
つ
だ
が
、浸
透
に
は
時
間
が

か
か
り
、１
年
間
の
授
業
の
活
動
と
し
て
完
結
さ
せ
る
の
は
難
し

い
。そ
れ
ゆ
え
、地
域
の
風
景
を
変
え
ず
に
今
あ
る
文
化
を
保
全・

活
用
す
る
活
動
こ
そ
、他
の
地
域
に
は
な
い
魅
力
を
増
強
で
き
、か

つ
、教
育
実
践
と
し
て
も
非
常
に
適
切
だ
と
実
感
し
た
。

　
そ
し
て
、２
０
２
２
年
１１
月
に
は
、す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
各
班

が
運
営
・
企
画
を
お
こ
な
い
、「
種
子
地
蔵
縁
日（
た
ね
じ
ぞ
う
え

ん
に
ち
）」と
い
う
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
、観
光
庁
に
お
け
る「
地
域
独
自
の
観
光
資
源
を
活
用
し
た
地

域
の
稼
げ
る
看
板
商
品
の
創
出
事
業
」の
採
択
事
業
の
一
環
で
あ

り
、「
伝
統
野
菜
」を
通
し
、学
内
で「
農
と
食
と
歴
史
」を
感
じ
る

マ
ー
ケ
ッ
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
、ガ
イ
ド
付
き
の
キ
ャ
ン
パ
ス
農
園

ツ
ア
ー
を
実
施
し
た
。こ
れ
に
先
ん
じ
て「
種
子
地
蔵
」の
開
眼
も

お
こ
な
わ
れ
、祈
り
と
歴
史
を
学
べ

る
新
た
な
観
光
の
形
と
し
て
展
開

し
た﹇
写
真
６
﹈。今
後
も「
種
子

地
蔵
縁
日
」は
、地
域
文
化
を
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
地
域
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、継
続
し
て
い
く
予
定
で

あ
る
。

お
わ
り
に

　
こ
れ
ら
の
活
動
に
対
し
て
、学
生
は
ど
の
よ
う
に
学
び
を
得
て
い

る
の
か
。最
後
に
そ
れ
を
伝
え
て
本
稿
を
閉
じ
た
い
。す
が
も
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
多
様
な
活
動
は
、半
期
ご
と
に
報
告
書
と
し
て
ま
と
め

ら
れ
る
。そ
こ
で
書
か
れ
た
学
生
た
ち
の
所
感
の
内
容
は
次
の
３

点
に
大
き
く
整
理
で
き
る
。

①
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
獲
得

②
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性

③
自
分
が
住
む
地
域
へ
の
応
用

　
学
生
の
所
感
を
一
つ
紹
介
し
よ
う
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、今
ま
で
の
よ
う
に
何
か
の
指
示
を
待
って

［写真１］震災直後の支援活動

い
て
も
何
も
始
ま
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。一
方
で
、何
か
を

し
た
い
と
思
え
ば
、先
生
や
職
員
の
方
々
は
と
て
も
支
援
を
し

て
く
れ
る
。こ
の
よ
う
な
環
境
を
活
用
し
つ
つ
、「
率
先
行
動

者
」と
し
て
行
動
を
す
る
こ
と
に
よ
って
、周
り
を
巻
き
込
ん
で

い
く
必
要
性
を
感
じ
た
。（
中
略
）現
在
、自
分
が
住
む
地
域
の

組
織
で
役
員
と
し
て
関
わ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、こ
の
経
験

を
活
か
し
て
活
性
化
を
図
り
た
い
。

　
大
学
周
辺
地
域
で
お
こ
な
う
社
会
貢
献
活
動
は
、こ
こ
だ
か
ら

で
き
る
も
の
で
も
、こ
こ
だ
け
で
完
結
す
る
も
の
で
も
な
い
。地
域

の
課
題
を
解
決
す
る
／
地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
、と
い
う
理
念

は
ど
の
地
域
に
お
い
て
も
普
遍
的
な
作
業
で
あ
る
。

　
Ｃ
ｈａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
な
ど
の
Ａ
Ｉ
が
発
達
し
、急
速
に
生
活
に
浸
透

し
て
い
る
。我
々
は
今
後
、加
速
的
に
変
化
す
る
超
ス
マ
ー
ト
時
代

を
生
き
る
必
要
が
あ
る
。そ
の
よ
う
な
な
か
、人
間
に
し
か
で
き
な

い
の
が
、喜
び
や
苦
し
み
へ
の「
共
感
」で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

「
共
感
」が
で
き
る
人
間
と
な
る
た
め
に
は
、様
々
な「
行
動
」「
経

験
」が
必
要
で
あ
る
。そ
の
よ
う
な
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

に
、地
域
に
お
け
る
社
会
貢
献
活
動
を
お
こ
な
う
教
育
実
践
を
さ

ら
に
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

た
ま
ま
つ
り
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内
の
宗
教
施
設
で
あ
る
鴨
台
観

音
堂（
さ
ざ
え
堂
）の
案
内
、祈

り
の
ま
ち
マ
ッ
プ
の
制
作
・
配
布

と
祈
り
の
ま
ち
の
散
策
ツ
ア
ー
な

ど
、様
々
な
仕
掛
け
を
展
開
し
て

い
る﹇
写
真
３
﹈。

⑵
キ
ャ
ン
パ
ス
農
園

　
こ
ち
ら
も
す
が
も
プ
ロ
ジェ
ク
ト

開
始
時
よ
り
継
続
し
て
い
る
活
動
で
あ
る
。大
学
内
の
デ
ッ
ド
ス
ペ
ー

ス
と
な
って
し
ま
う
わ
ず
か
な
土
地
や
空
間
を
活
用
し
て
、季
節
に
合

わ
せ
て
多
く
の
種
類
の
野
菜
を
育
て
て
い
る
。そ
し
て
、学
生
や
地
域

の
方
々
が
作
付
け
や
収
穫
を
共
に

し
、さ
ら
に
収
穫
時
の
廃
棄
部
分
を

再
利
用
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
な
ど

を
通
し
て
、環
境
教
育
、食
育
、農
育

等
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て

い
る
。ま
た
、す
が
も
地
域
に
お
け
る

伝
統
野
菜
に
関
す
る
啓
蒙
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ

上
で
お
こ
な
う
な
ど
、地
域
文
化
に

目
を
向
け
た
活
動
も
同
時
に
お
こ

は
じ
め
に

　
東
京
都
豊
島
区
の
北
部
、西
巣
鴨
に
大
正
大
学
は
あ
る
。東
に

は
、全
国
で
も
有
数
な
商
店
街
の
一
つ
巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店
街
が

あ
り
、江
戸
六
地
蔵
や
と
げ
ぬ
き
地
蔵
、巣
鴨
庚
申
塚
な
ど
の
宗

教
施
設
で
有
名
な
巣
鴨
地
域
、西
に
は
稲
荷
湯
や
亀
の
子
束
子
西

尾
商
店
、ト
キ
ハ
ソ
ー
ス
な
ど
創
業
１
０
０
年
近
い
企
業
が
点
在

す
る
滝
野
川
地
域
。そ
の
間
に
大
学
は
位
置
し
て
い
る
。ま
た
、大

学
の
南
門
は
旧
中
山
道
に
面
し
て
い
る
が
、江
戸
時
代
か
ら
戦
前

に
か
け
て
、巣
鴨
か
ら
滝
野
川
ま
で
の
区
間
は「
種
子
屋
通
り
」と

呼
ば
れ
る
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
種
苗
問
屋
や
販
売
店
が
立
ち
並
ん
で

い
た
。こ
こ
で
は「
滝
野
川
ゴ
ボ
ウ
」や「
滝
野
川
ニ
ン
ジ
ン
」な
ど

の
多
く
の
伝
統
野
菜
の
品
種
が
有
名
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
豊
富
な
地
域
文
化
を
教
育
資
源
と
し
て
活
用
し
、

さ
ら
に
は
地
域
の
新
し
い
価
値
と
し
て
発
信
し
て
い
こ
う
と
い
う

教
育
実
践
が
あ
る
。そ
の
名
も「
す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。大
正
大

学
周
辺
地
域
を
広
く「
す
が
も
」と
設
定
し
、毎
年
、学
部
学
年
を

超
え
た
2０
〜
３０
人
ほ
ど
の
学
生
が
活
動
し
て
い
る
。

　
２
０
２
０
年
度
か
ら
続
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
が
、２
０
２
３
年
度

で
は
５
つ
の
テ
ー
マ
で
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。祈
り
の
文
化

を
発
見・発
信
す
る「
祈
り
の
ま
ち
」、伝
統
野
菜
も
扱
い
な
が
ら

都
市
型
農
園
を
実
践
す
る「
キ
ャ
ン
パ
ス
農
園
」、近
隣
の
銭
湯
を

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
再
構
築
す
る「
銭
湯
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
」、そ

し
て
そ
れ
ら
の
活
動
で
発
見
さ
れ
た
地
域
文
化
を
市
民
に
観
光
資

源
と
し
て
活
用
し
て
も
ら
う「
観
光
」、さ
ら
に
は
学
生
や
そ
の
保

護
者
に
限
定
し
て
地
域
と
つ
な
げ
る
活
動
を
展
開
す
る「
ユ
ナ
イ

ト
」。こ
こ
で
は
、大
正
大
学
の
地
域
貢
献
の
歴
史
を
概
覧
し
た
の

ち
に
、個
別
の
活
動
や
学
生
の
学
び
を
紹
介
し
た
い
。

1
　
１
０
０
年
前
か
ら
の
社
会
貢
献
活
動

　
２
０
２
６
年
に
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
仏
教
系
大
学
で
あ

る
大
正
大
学
が
、こ
の
地
域
で
社
会
貢
献
活
動
を
し
て
き
た
歴
史

は
長
い
。大
正
大
学
の
前
身
で
あ
る
宗
教
大
学（
専
門
学
校
）時
代

か
ら「
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
運
動
」な
ど
の
社
会
活
動
が
盛
ん
で
あ
り
、

一
方
で「
魂
祭
」と
い
っ
た
地
域
に
開
か
れ
た
慰
霊
追
悼
行
事
も
開

催
さ
れ
て
い
た（
後
者
に
関
し
て
は
、現
在
で
も「
鴨
台
盆
踊
り
」と

し
て
、市
民
参
加
型
の
宗
教
行
事
と
い
う
理
念
を
継
承
し
て
実
施

さ
れ
て
い
る
）。

　
大
学
創
立
後
も
社
会
に
目
を
向
け
た
研
究・教
育・実
践
が
お

こ
な
わ
れ
て
い
た
が
、２１
世
紀
を
迎
え
た
頃
か
ら
、さ
ら
に
学
び
の

フ
ィ
ー
ル
ド
を
地
域
に
展
開
し
た
活
動
が
盛
ん
に
な
る
。大
学
の
使

命
と
し
て
の「
社
会
貢
献
」が
重
視
さ
れ
始
め
た
２
０
０
５
年
に

は
、Ｎ
Ｃ
Ｃ（
ネ
ク
ス
ト
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
コ
ー
ス
）と
い
う
学
部
横
断
型

の
副
専
攻
が
開
設
さ
れ
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
社
会
貢
献
活
動
が

実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
し
て
、東
日
本
大
震
災
が
起
こ
っ
た
２
０
１
１
年
に
こ
の
動
き
は

加
速
し
た
。大
正
大
学
は
宮
城
県
南
三
陸
町
を
中
心
と
し
た
震
災
被

災
地
への
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
い
ち
早
く
お
こ
なっ
た﹇
写
真
１
﹈。そ

の
後
も
大
学
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク「
私
大
ネ
ッ
ト
３６
」や「
一
般
社
団
法

人
南
三
陸
研
修
セ
ン
タ
ー
」創
設
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
、南
三

陸
町
で
の
継
続
的
な
支
援
活
動
に
つ
な
げ
た
。こ
の
支
援
活
動
で
多

く
の
成
果
を
残
し
た
こ
と
を
契
機
に
、学
び
の
フ
ィ
ー
ル
ド
は
広
域
化

す
る
。今
で
は
、１
０
０
を
超
え
る
全
国
の
自
治
体
と
連
携
協
定
の
締

結
を
図
り
、そ
の
流
れ
か
ら
地
域
創
生
学
科
や
公
共
政
策
学
科
を
中

心
に
、全
国
各
地
で
実
習
を
お
こ
な
う
カ
リ
キュラ
ム
が
構
築
さ
れ
た
。

　
一
方
で
、大
学
周
辺
で
の
動
き
も
発
展
を
見
せ
た
。大
学
が
位

置
す
る
豊
島
区
と
の
共
創
事
業
が
展
開
さ
れ
、そ
れ
と
と
も
に
全

学
生
が「
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
」と
い
う
授
業
の
履
修
が
可
能
と

な
り
、誰
で
も
社
会
貢
献
活
動
に
参
画
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。地

域
の
課
題
を
発
見
し
、そ
れ
を
ど
の

よ
う
に
解
決
で
き
る
の
か
。あ
る
い

は
、地
域
の
魅
力
を
発
掘
し
、そ
れ

を
ど
の
よ
う
に
効
果
的
に
発
信
で

き
る
の
か
。様
々
な
学
部
学
年
の
学

生
達
が
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、個
々
人

の
専
門
的
な
学
び
を
活
か
す
多
様

な
活
動
が
展
開
さ
れ
た
。

2
　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　
２
０
１
０
年
代
は
、地
域
を
学
び
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
教
育
実
践

が
大
正
大
学
の
特
徴
と
し
て
定
着
を
み
せ
た
１０
年
で
あ
っ
た
と
も
い

え
よ
う
。そ
し
て
、創
立
１
０
０
周
年
と
な
る
２
０
２
６
年
に
向
け
て
、

大
学・学
生
に
よ
る
さ
ら
な
る
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
、２
０
２
０

年
度
か
ら
、「
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
」の
一
環
で
、す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
始
まっ
た（
現
在
は「
地
域
プ
ロ
ジェク
ト
」と
授
業
名
を
変
更
）。

　
す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
特
徴
を
挙
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
全
学
部
の
２
年
生
以
上
の
学
生
が
履
修
で
き
る
。

②
各
テ
ー
マ
で
１
人
担
当
教
員
が
つ
く
。

③
教
員
だ
け
で
な
く
職
員
も
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
関
わ
る
。

④
教
員
と
学
生
の
間
に
、リ
ー
ダ
ー
的
役
割
の
Ｓ
Ｐ
Ｓ（
す
が
も
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
ス
タ
ッ
フ
）を
配
置
し
、自
立
し
た
活
動
を
促
進
す
る
。

⑤
１
年
間
の
活
動
と
し
て
事
前
に
計
画
・
予
算
を
立
て
、そ
れ
に

沿
っ
て
活
動
を
す
る
。

⑥
基
本
的
に
班
ご
と
の
活
動
と
な
る
が
、必
要
に
応
じ
て
班
を
超

え
た
連
携
や
協
力
も
積
極
的
に
お
こ
な
う
。

　
①
と
⑥
は
、従
来
の「
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
」の
特
徴
を
継
承

し
て
い
る
が
、そ
れ
以
外
は
す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
始
さ
れ
る

際
に
、あ
ら
た
め
て
設
定
さ
れ
た
。特
に
、③
の
職
員
の
参
加
に
よ
っ

て
、活
動
の
幅
が
大
き
く
広
が
っ
た
と
も
い
え
る
。

　
班
に
必
ず
、部
署
を
問
わ
ず「
コ
ア
職
員
」と
い
う
名
の
各
テ
ー
マ
の

進
捗
を
管
理
す
る
職
員
が
１
、２
名
、そ
れ
以
外
の
職
員
が
数
名
配

置
さ
れ
る
。こ
の
体
制
に
よ
り
、学
内
外
の
調
整・共
有
が
格
段
に
円

滑
と
な
り
、教
員
は
学
生
指
導
に
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、

学
生
に
と
って
も
学
内
や
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
上
で
、職
員
と

気
軽
に
相
談
や
情
報
共
有
を
お
こ
な
う
様
子
が
見
て
取
れ
る
。

　
さ
て
、開
始
時
に
話
を
戻
そ
う
。す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
始

さ
れ
た
の
は
２
０
２
０
年
で
あ
る
。つ
ま
り
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
流
行
の
始
ま
り
で
も
あ
り
、緊
急
事
態
宣
言
下
で
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
授
業
運
営
が
お
こ
な
わ
れ
た
時
期
で
も
あ
る
。大
学

周
辺
の
す
が
も
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、様
々
な
実
践
を
展
開
し
よ

う
と
し
て
い
た
矢
先
、そ
も
そ
も
大
学
生
は
大
学
に
す
ら
来
ら
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
そ
れ
ぞ
れ

の
班
で
検
討
し
続
け
、夏
頃
か
ら
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
い
だ
現
地

の
市
民
に
地
域
を
紹
介

し
て
も
ら
う
オ
ン
ラ
イ
ン

ツ
ア
ー
が
実
施
さ
れ
た
。

そ
の
後
、規
制
が
徐
々
に

取
り
払
わ
れ
て
、大
学
に

来
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

て
か
ら
は
、学
生
自
身
で

地
域
を
紹
介
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
や
学
生
間
で
の
地
域
活
動

な
ど
が
展
開
さ
れ
た
。

　
こ
の
時
期
の
活
動
は
、す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
班
の
一
つ
で
あ
っ

た「
メ
デ
ィ
ア
」に
よ
って
、ブ
ロ
グ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
あ
るｎｏ
ｔｅ
を
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
に「
あ
る
き
め
でぃ
あ 

大
正
大
学
す
が
も
プ
ロ
ジェク
ト
」の

名
前
で
広
報・記
録
さ
れ
て
い
る﹇
写
真
２
﹈。

3
　
地
域
文
化
の
発
掘
と
発
信

　
２
０
２
２
年
度
よ
り
対
面
授
業
に
戻
っ
た
こ
と
か
ら
、市
民
と

連
携
し
た
活
動
に
対
し
て
も
一
定
条
件
下
で
可
能
と
な
っ
た
。そ

し
て
、２
０
２
３
年
度
か
ら
は
あ
ら
ゆ
る
制
限
が
な
く
な
っ
た
。こ

こ
で
は
、こ
の
２
年
間
で
の
特
徴
的
な
活
動
を
３
点
紹
介
し
た
い
。

⑴
祈
り
の
ま
ち

　
巣
鴨
に
は
信
仰
や
観
光
な
ど
で
近
隣
か
ら
も
遠
方
か
ら
も
訪
れ

る
人
が
多
い
が
、そ
れ
に
加
え
て
、仏
教
系
大
学
と
し
て
独
自
の
宗

教
施
設
や
宗
教
者
を
有
す
大
正
大
学
の
特
色
を
生
か
し
、す
が
も

地
域
全
体
で「
祈
り
の
ま
ち
」を
形
成
し
て
、地
域
全
体
で
の
新
た

な
価
値
を
打
ち
出
そ
う
と
し
て
い
る
。す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始

時
よ
り
継
続
的
に
活
動
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、現
在
で
は
、月
に一度

の「
御
朱
印
浄
書
」、御
朱
印
帳
の
作
成
お
よ
び
販
売
、大
正
大
学

なって
い
る﹇
写
真
４
﹈。

⑶
銭
湯
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

　
こ
の
班
は
、２
０
２
２
年
度
か
ら
新
た
に
活
動
が
始
め
ら
れ
た
。滝

野
川
に
は「
稲
荷
湯
」と
い
う
創
業
１
０
０
年
近
い
銭
湯
が
あ
る
。映

画
の
ロ
ケ
地
と
し
て
も
有
名
で
あ
り
、２
０
２
０
年
に
は
国
の
登
録
有

形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。ま
た
、銭
湯
に
は
こ
ち
ら
も
築
１
０
０
年

ほ
ど
の
長
屋
が
隣
接
さ
れ
て
お
り
、稲
荷
湯
と
一
般
社
団
法
人
せ
ん
と

う
と
ま
ち
と
が
連
携
し
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
を
お
こ
な
い
、２
０
２
２
年

に
コ
ミュニ
テ
ィ
カ
フェと
し
て
生
ま
れ
変
わっ
た
。こ
の
カ
フェを
用
い
な

が
ら
銭
湯
を
中
心
と
し
た
新

た
な
コ
ミュニ
テ
ィ
を
形
成
す
る

こ
と
が
、こ
の
班
の
目
的
で
あ

る
。現
在
で
は
、バ
ス
ボ
ム
づ
く

り
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
、イ
ベ
ン
ト

と
連
動
し
て
の
休
憩
所
の
運
営

な
ど
、様
々
な
取
り
組
み
が
展

開
中
で
あ
る﹇
写
真
５
﹈。

4
　
新
た
な
価
値
の
創
造

　
こ
れ
ら
の
活
動
に
共
通
す
る
点
は
、地
域
の
文
化・歴
史
を
重
視

す
る
と
と
も
に
価
値
を
再
編
集
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。冒
頭
に
挙

げ
た
よ
う
な
地
域
の
特
色
を
一
つ
ひ
と
つ
発
掘
し
つ
つ
解
き
ほ
ぐ

し
、学
生・教
職
員
が
チ
ー
ム
と
な
っ
て
現
代
を
生
き
る
市
民
に
も

伝
わ
り
や
す
い
形
に
変
え
て
発
信
を
し
て
い
る
。

　
主
観
的
な
分
析
と
な
る
が
、こ
の
よ
う
に
地
域
文
化
を
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
す
る
こ
と
で
、活
動
の
最
初
期
か
ら
地
域
の
方
々
に
受
け
入

れ
て
も
ら
い
や
す
い
と
い
う
点
を
実
感
し
た
。新
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
拠

点
を
つ
く
る
こ
と
も
地
域
活
性
化
の
一
つ
だ
が
、浸
透
に
は
時
間
が

か
か
り
、１
年
間
の
授
業
の
活
動
と
し
て
完
結
さ
せ
る
の
は
難
し

い
。そ
れ
ゆ
え
、地
域
の
風
景
を
変
え
ず
に
今
あ
る
文
化
を
保
全・

活
用
す
る
活
動
こ
そ
、他
の
地
域
に
は
な
い
魅
力
を
増
強
で
き
、か

つ
、教
育
実
践
と
し
て
も
非
常
に
適
切
だ
と
実
感
し
た
。

　
そ
し
て
、２
０
２
２
年
１１
月
に
は
、す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
各
班

が
運
営
・
企
画
を
お
こ
な
い
、「
種
子
地
蔵
縁
日（
た
ね
じ
ぞ
う
え

ん
に
ち
）」と
い
う
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
、観
光
庁
に
お
け
る「
地
域
独
自
の
観
光
資
源
を
活
用
し
た
地

域
の
稼
げ
る
看
板
商
品
の
創
出
事
業
」の
採
択
事
業
の
一
環
で
あ

り
、「
伝
統
野
菜
」を
通
し
、学
内
で「
農
と
食
と
歴
史
」を
感
じ
る

マ
ー
ケ
ッ
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
、ガ
イ
ド
付
き
の
キ
ャ
ン
パ
ス
農
園

ツ
ア
ー
を
実
施
し
た
。こ
れ
に
先
ん
じ
て「
種
子
地
蔵
」の
開
眼
も

お
こ
な
わ
れ
、祈
り
と
歴
史
を
学
べ

る
新
た
な
観
光
の
形
と
し
て
展
開

し
た﹇
写
真
６
﹈。今
後
も「
種
子

地
蔵
縁
日
」は
、地
域
文
化
を
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
地
域
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、継
続
し
て
い
く
予
定
で

あ
る
。

お
わ
り
に

　
こ
れ
ら
の
活
動
に
対
し
て
、学
生
は
ど
の
よ
う
に
学
び
を
得
て
い

る
の
か
。最
後
に
そ
れ
を
伝
え
て
本
稿
を
閉
じ
た
い
。す
が
も
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
多
様
な
活
動
は
、半
期
ご
と
に
報
告
書
と
し
て
ま
と
め

ら
れ
る
。そ
こ
で
書
か
れ
た
学
生
た
ち
の
所
感
の
内
容
は
次
の
３

点
に
大
き
く
整
理
で
き
る
。

①
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
獲
得

②
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性

③
自
分
が
住
む
地
域
へ
の
応
用

　
学
生
の
所
感
を
一
つ
紹
介
し
よ
う
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、今
ま
で
の
よ
う
に
何
か
の
指
示
を
待
って

［写真１］震災直後の支援活動

い
て
も
何
も
始
ま
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。一
方
で
、何
か
を

し
た
い
と
思
え
ば
、先
生
や
職
員
の
方
々
は
と
て
も
支
援
を
し

て
く
れ
る
。こ
の
よ
う
な
環
境
を
活
用
し
つ
つ
、「
率
先
行
動

者
」と
し
て
行
動
を
す
る
こ
と
に
よ
って
、周
り
を
巻
き
込
ん
で

い
く
必
要
性
を
感
じ
た
。（
中
略
）現
在
、自
分
が
住
む
地
域
の

組
織
で
役
員
と
し
て
関
わ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、こ
の
経
験

を
活
か
し
て
活
性
化
を
図
り
た
い
。

　
大
学
周
辺
地
域
で
お
こ
な
う
社
会
貢
献
活
動
は
、こ
こ
だ
か
ら

で
き
る
も
の
で
も
、こ
こ
だ
け
で
完
結
す
る
も
の
で
も
な
い
。地
域

の
課
題
を
解
決
す
る
／
地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
、と
い
う
理
念

は
ど
の
地
域
に
お
い
て
も
普
遍
的
な
作
業
で
あ
る
。

　
Ｃ
ｈａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
な
ど
の
Ａ
Ｉ
が
発
達
し
、急
速
に
生
活
に
浸
透

し
て
い
る
。我
々
は
今
後
、加
速
的
に
変
化
す
る
超
ス
マ
ー
ト
時
代

を
生
き
る
必
要
が
あ
る
。そ
の
よ
う
な
な
か
、人
間
に
し
か
で
き
な

い
の
が
、喜
び
や
苦
し
み
へ
の「
共
感
」で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

「
共
感
」が
で
き
る
人
間
と
な
る
た
め
に
は
、様
々
な「
行
動
」「
経

験
」が
必
要
で
あ
る
。そ
の
よ
う
な
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

に
、地
域
に
お
け
る
社
会
貢
献
活
動
を
お
こ
な
う
教
育
実
践
を
さ

ら
に
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

た
ま
ま
つ
り
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内
の
宗
教
施
設
で
あ
る
鴨
台
観

音
堂（
さ
ざ
え
堂
）の
案
内
、祈

り
の
ま
ち
マ
ッ
プ
の
制
作
・
配
布

と
祈
り
の
ま
ち
の
散
策
ツ
ア
ー
な

ど
、様
々
な
仕
掛
け
を
展
開
し
て

い
る﹇
写
真
３
﹈。

⑵
キ
ャ
ン
パ
ス
農
園

　
こ
ち
ら
も
す
が
も
プ
ロ
ジェ
ク
ト

開
始
時
よ
り
継
続
し
て
い
る
活
動
で
あ
る
。大
学
内
の
デ
ッ
ド
ス
ペ
ー

ス
と
な
って
し
ま
う
わ
ず
か
な
土
地
や
空
間
を
活
用
し
て
、季
節
に
合

わ
せ
て
多
く
の
種
類
の
野
菜
を
育
て
て
い
る
。そ
し
て
、学
生
や
地
域

の
方
々
が
作
付
け
や
収
穫
を
共
に

し
、さ
ら
に
収
穫
時
の
廃
棄
部
分
を

再
利
用
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
な
ど

を
通
し
て
、環
境
教
育
、食
育
、農
育

等
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て

い
る
。ま
た
、す
が
も
地
域
に
お
け
る

伝
統
野
菜
に
関
す
る
啓
蒙
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ

上
で
お
こ
な
う
な
ど
、地
域
文
化
に

目
を
向
け
た
活
動
も
同
時
に
お
こ

は
じ
め
に

　
東
京
都
豊
島
区
の
北
部
、西
巣
鴨
に
大
正
大
学
は
あ
る
。東
に

は
、全
国
で
も
有
数
な
商
店
街
の
一
つ
巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店
街
が

あ
り
、江
戸
六
地
蔵
や
と
げ
ぬ
き
地
蔵
、巣
鴨
庚
申
塚
な
ど
の
宗

教
施
設
で
有
名
な
巣
鴨
地
域
、西
に
は
稲
荷
湯
や
亀
の
子
束
子
西

尾
商
店
、ト
キ
ハ
ソ
ー
ス
な
ど
創
業
１
０
０
年
近
い
企
業
が
点
在

す
る
滝
野
川
地
域
。そ
の
間
に
大
学
は
位
置
し
て
い
る
。ま
た
、大

学
の
南
門
は
旧
中
山
道
に
面
し
て
い
る
が
、江
戸
時
代
か
ら
戦
前

に
か
け
て
、巣
鴨
か
ら
滝
野
川
ま
で
の
区
間
は「
種
子
屋
通
り
」と

呼
ば
れ
る
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
種
苗
問
屋
や
販
売
店
が
立
ち
並
ん
で

い
た
。こ
こ
で
は「
滝
野
川
ゴ
ボ
ウ
」や「
滝
野
川
ニ
ン
ジ
ン
」な
ど

の
多
く
の
伝
統
野
菜
の
品
種
が
有
名
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
豊
富
な
地
域
文
化
を
教
育
資
源
と
し
て
活
用
し
、

さ
ら
に
は
地
域
の
新
し
い
価
値
と
し
て
発
信
し
て
い
こ
う
と
い
う

教
育
実
践
が
あ
る
。そ
の
名
も「
す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。大
正
大

学
周
辺
地
域
を
広
く「
す
が
も
」と
設
定
し
、毎
年
、学
部
学
年
を

超
え
た
2０
〜
３０
人
ほ
ど
の
学
生
が
活
動
し
て
い
る
。

　
２
０
２
０
年
度
か
ら
続
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
が
、２
０
２
３
年
度

で
は
５
つ
の
テ
ー
マ
で
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。祈
り
の
文
化

を
発
見・発
信
す
る「
祈
り
の
ま
ち
」、伝
統
野
菜
も
扱
い
な
が
ら

都
市
型
農
園
を
実
践
す
る「
キ
ャ
ン
パ
ス
農
園
」、近
隣
の
銭
湯
を

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
再
構
築
す
る「
銭
湯
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
」、そ

し
て
そ
れ
ら
の
活
動
で
発
見
さ
れ
た
地
域
文
化
を
市
民
に
観
光
資

源
と
し
て
活
用
し
て
も
ら
う「
観
光
」、さ
ら
に
は
学
生
や
そ
の
保

護
者
に
限
定
し
て
地
域
と
つ
な
げ
る
活
動
を
展
開
す
る「
ユ
ナ
イ

ト
」。こ
こ
で
は
、大
正
大
学
の
地
域
貢
献
の
歴
史
を
概
覧
し
た
の

ち
に
、個
別
の
活
動
や
学
生
の
学
び
を
紹
介
し
た
い
。

1
　
１
０
０
年
前
か
ら
の
社
会
貢
献
活
動

　
２
０
２
６
年
に
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
仏
教
系
大
学
で
あ

る
大
正
大
学
が
、こ
の
地
域
で
社
会
貢
献
活
動
を
し
て
き
た
歴
史

は
長
い
。大
正
大
学
の
前
身
で
あ
る
宗
教
大
学（
専
門
学
校
）時
代

か
ら「
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
運
動
」な
ど
の
社
会
活
動
が
盛
ん
で
あ
り
、

一
方
で「
魂
祭
」と
い
っ
た
地
域
に
開
か
れ
た
慰
霊
追
悼
行
事
も
開

催
さ
れ
て
い
た（
後
者
に
関
し
て
は
、現
在
で
も「
鴨
台
盆
踊
り
」と

し
て
、市
民
参
加
型
の
宗
教
行
事
と
い
う
理
念
を
継
承
し
て
実
施

さ
れ
て
い
る
）。

　
大
学
創
立
後
も
社
会
に
目
を
向
け
た
研
究・教
育・実
践
が
お

こ
な
わ
れ
て
い
た
が
、２１
世
紀
を
迎
え
た
頃
か
ら
、さ
ら
に
学
び
の

フ
ィ
ー
ル
ド
を
地
域
に
展
開
し
た
活
動
が
盛
ん
に
な
る
。大
学
の
使

命
と
し
て
の「
社
会
貢
献
」が
重
視
さ
れ
始
め
た
２
０
０
５
年
に

は
、Ｎ
Ｃ
Ｃ（
ネ
ク
ス
ト
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
コ
ー
ス
）と
い
う
学
部
横
断
型

の
副
専
攻
が
開
設
さ
れ
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
社
会
貢
献
活
動
が

実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
し
て
、東
日
本
大
震
災
が
起
こ
っ
た
２
０
１
１
年
に
こ
の
動
き
は

加
速
し
た
。大
正
大
学
は
宮
城
県
南
三
陸
町
を
中
心
と
し
た
震
災
被

災
地
への
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
い
ち
早
く
お
こ
なっ
た﹇
写
真
１
﹈。そ

の
後
も
大
学
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク「
私
大
ネ
ッ
ト
３６
」や「
一
般
社
団
法

人
南
三
陸
研
修
セ
ン
タ
ー
」創
設
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
、南
三

陸
町
で
の
継
続
的
な
支
援
活
動
に
つ
な
げ
た
。こ
の
支
援
活
動
で
多

く
の
成
果
を
残
し
た
こ
と
を
契
機
に
、学
び
の
フ
ィ
ー
ル
ド
は
広
域
化

す
る
。今
で
は
、１
０
０
を
超
え
る
全
国
の
自
治
体
と
連
携
協
定
の
締

結
を
図
り
、そ
の
流
れ
か
ら
地
域
創
生
学
科
や
公
共
政
策
学
科
を
中

心
に
、全
国
各
地
で
実
習
を
お
こ
な
う
カ
リ
キュラ
ム
が
構
築
さ
れ
た
。

　
一
方
で
、大
学
周
辺
で
の
動
き
も
発
展
を
見
せ
た
。大
学
が
位

置
す
る
豊
島
区
と
の
共
創
事
業
が
展
開
さ
れ
、そ
れ
と
と
も
に
全

学
生
が「
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
」と
い
う
授
業
の
履
修
が
可
能
と

な
り
、誰
で
も
社
会
貢
献
活
動
に
参
画
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。地

域
の
課
題
を
発
見
し
、そ
れ
を
ど
の

よ
う
に
解
決
で
き
る
の
か
。あ
る
い

は
、地
域
の
魅
力
を
発
掘
し
、そ
れ

を
ど
の
よ
う
に
効
果
的
に
発
信
で

き
る
の
か
。様
々
な
学
部
学
年
の
学

生
達
が
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、個
々
人

の
専
門
的
な
学
び
を
活
か
す
多
様

な
活
動
が
展
開
さ
れ
た
。

2
　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　
２
０
１
０
年
代
は
、地
域
を
学
び
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
教
育
実
践

が
大
正
大
学
の
特
徴
と
し
て
定
着
を
み
せ
た
１０
年
で
あ
っ
た
と
も
い

え
よ
う
。そ
し
て
、創
立
１
０
０
周
年
と
な
る
２
０
２
６
年
に
向
け
て
、

大
学・学
生
に
よ
る
さ
ら
な
る
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
、２
０
２
０

年
度
か
ら
、「
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
」の
一
環
で
、す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
始
まっ
た（
現
在
は「
地
域
プ
ロ
ジェク
ト
」と
授
業
名
を
変
更
）。

　
す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
特
徴
を
挙
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
全
学
部
の
２
年
生
以
上
の
学
生
が
履
修
で
き
る
。

②
各
テ
ー
マ
で
１
人
担
当
教
員
が
つ
く
。

③
教
員
だ
け
で
な
く
職
員
も
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
関
わ
る
。

④
教
員
と
学
生
の
間
に
、リ
ー
ダ
ー
的
役
割
の
Ｓ
Ｐ
Ｓ（
す
が
も
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
ス
タ
ッ
フ
）を
配
置
し
、自
立
し
た
活
動
を
促
進
す
る
。

⑤
１
年
間
の
活
動
と
し
て
事
前
に
計
画
・
予
算
を
立
て
、そ
れ
に

沿
っ
て
活
動
を
す
る
。

⑥
基
本
的
に
班
ご
と
の
活
動
と
な
る
が
、必
要
に
応
じ
て
班
を
超

え
た
連
携
や
協
力
も
積
極
的
に
お
こ
な
う
。

　
①
と
⑥
は
、従
来
の「
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
」の
特
徴
を
継
承

し
て
い
る
が
、そ
れ
以
外
は
す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
始
さ
れ
る

際
に
、あ
ら
た
め
て
設
定
さ
れ
た
。特
に
、③
の
職
員
の
参
加
に
よ
っ

て
、活
動
の
幅
が
大
き
く
広
が
っ
た
と
も
い
え
る
。

　
班
に
必
ず
、部
署
を
問
わ
ず「
コ
ア
職
員
」と
い
う
名
の
各
テ
ー
マ
の

進
捗
を
管
理
す
る
職
員
が
１
、２
名
、そ
れ
以
外
の
職
員
が
数
名
配

置
さ
れ
る
。こ
の
体
制
に
よ
り
、学
内
外
の
調
整・共
有
が
格
段
に
円

滑
と
な
り
、教
員
は
学
生
指
導
に
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、

学
生
に
と
って
も
学
内
や
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
上
で
、職
員
と

気
軽
に
相
談
や
情
報
共
有
を
お
こ
な
う
様
子
が
見
て
取
れ
る
。

　
さ
て
、開
始
時
に
話
を
戻
そ
う
。す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
始

さ
れ
た
の
は
２
０
２
０
年
で
あ
る
。つ
ま
り
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
流
行
の
始
ま
り
で
も
あ
り
、緊
急
事
態
宣
言
下
で
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
授
業
運
営
が
お
こ
な
わ
れ
た
時
期
で
も
あ
る
。大
学

周
辺
の
す
が
も
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、様
々
な
実
践
を
展
開
し
よ

う
と
し
て
い
た
矢
先
、そ
も
そ
も
大
学
生
は
大
学
に
す
ら
来
ら
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
そ
れ
ぞ
れ

の
班
で
検
討
し
続
け
、夏
頃
か
ら
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
い
だ
現
地

の
市
民
に
地
域
を
紹
介

し
て
も
ら
う
オ
ン
ラ
イ
ン

ツ
ア
ー
が
実
施
さ
れ
た
。

そ
の
後
、規
制
が
徐
々
に

取
り
払
わ
れ
て
、大
学
に

来
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

て
か
ら
は
、学
生
自
身
で

地
域
を
紹
介
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
や
学
生
間
で
の
地
域
活
動

な
ど
が
展
開
さ
れ
た
。

　
こ
の
時
期
の
活
動
は
、す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
班
の
一
つ
で
あ
っ

た「
メ
デ
ィ
ア
」に
よ
って
、ブ
ロ
グ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
あ
るｎｏ
ｔｅ
を
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
に「
あ
る
き
め
でぃ
あ 

大
正
大
学
す
が
も
プ
ロ
ジェク
ト
」の

名
前
で
広
報・記
録
さ
れ
て
い
る﹇
写
真
２
﹈。

3
　
地
域
文
化
の
発
掘
と
発
信

　
２
０
２
２
年
度
よ
り
対
面
授
業
に
戻
っ
た
こ
と
か
ら
、市
民
と

連
携
し
た
活
動
に
対
し
て
も
一
定
条
件
下
で
可
能
と
な
っ
た
。そ

し
て
、２
０
２
３
年
度
か
ら
は
あ
ら
ゆ
る
制
限
が
な
く
な
っ
た
。こ

こ
で
は
、こ
の
２
年
間
で
の
特
徴
的
な
活
動
を
３
点
紹
介
し
た
い
。

⑴
祈
り
の
ま
ち

　
巣
鴨
に
は
信
仰
や
観
光
な
ど
で
近
隣
か
ら
も
遠
方
か
ら
も
訪
れ

る
人
が
多
い
が
、そ
れ
に
加
え
て
、仏
教
系
大
学
と
し
て
独
自
の
宗

教
施
設
や
宗
教
者
を
有
す
大
正
大
学
の
特
色
を
生
か
し
、す
が
も

地
域
全
体
で「
祈
り
の
ま
ち
」を
形
成
し
て
、地
域
全
体
で
の
新
た

な
価
値
を
打
ち
出
そ
う
と
し
て
い
る
。す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始

時
よ
り
継
続
的
に
活
動
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、現
在
で
は
、月
に一度

の「
御
朱
印
浄
書
」、御
朱
印
帳
の
作
成
お
よ
び
販
売
、大
正
大
学

なって
い
る﹇
写
真
４
﹈。

⑶
銭
湯
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

　
こ
の
班
は
、２
０
２
２
年
度
か
ら
新
た
に
活
動
が
始
め
ら
れ
た
。滝

野
川
に
は「
稲
荷
湯
」と
い
う
創
業
１
０
０
年
近
い
銭
湯
が
あ
る
。映

画
の
ロ
ケ
地
と
し
て
も
有
名
で
あ
り
、２
０
２
０
年
に
は
国
の
登
録
有

形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。ま
た
、銭
湯
に
は
こ
ち
ら
も
築
１
０
０
年

ほ
ど
の
長
屋
が
隣
接
さ
れ
て
お
り
、稲
荷
湯
と
一
般
社
団
法
人
せ
ん
と

う
と
ま
ち
と
が
連
携
し
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
を
お
こ
な
い
、２
０
２
２
年

に
コ
ミュニ
テ
ィ
カ
フェと
し
て
生
ま
れ
変
わっ
た
。こ
の
カ
フェを
用
い
な

が
ら
銭
湯
を
中
心
と
し
た
新

た
な
コ
ミュニ
テ
ィ
を
形
成
す
る

こ
と
が
、こ
の
班
の
目
的
で
あ

る
。現
在
で
は
、バ
ス
ボ
ム
づ
く

り
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
、イ
ベ
ン
ト

と
連
動
し
て
の
休
憩
所
の
運
営

な
ど
、様
々
な
取
り
組
み
が
展

開
中
で
あ
る﹇
写
真
５
﹈。

4
　
新
た
な
価
値
の
創
造

　
こ
れ
ら
の
活
動
に
共
通
す
る
点
は
、地
域
の
文
化・歴
史
を
重
視

す
る
と
と
も
に
価
値
を
再
編
集
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。冒
頭
に
挙

げ
た
よ
う
な
地
域
の
特
色
を
一
つ
ひ
と
つ
発
掘
し
つ
つ
解
き
ほ
ぐ

し
、学
生・教
職
員
が
チ
ー
ム
と
な
っ
て
現
代
を
生
き
る
市
民
に
も

伝
わ
り
や
す
い
形
に
変
え
て
発
信
を
し
て
い
る
。

　
主
観
的
な
分
析
と
な
る
が
、こ
の
よ
う
に
地
域
文
化
を
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
す
る
こ
と
で
、活
動
の
最
初
期
か
ら
地
域
の
方
々
に
受
け
入

れ
て
も
ら
い
や
す
い
と
い
う
点
を
実
感
し
た
。新
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
拠

点
を
つ
く
る
こ
と
も
地
域
活
性
化
の
一
つ
だ
が
、浸
透
に
は
時
間
が

か
か
り
、１
年
間
の
授
業
の
活
動
と
し
て
完
結
さ
せ
る
の
は
難
し

い
。そ
れ
ゆ
え
、地
域
の
風
景
を
変
え
ず
に
今
あ
る
文
化
を
保
全・

活
用
す
る
活
動
こ
そ
、他
の
地
域
に
は
な
い
魅
力
を
増
強
で
き
、か

つ
、教
育
実
践
と
し
て
も
非
常
に
適
切
だ
と
実
感
し
た
。

　
そ
し
て
、２
０
２
２
年
１１
月
に
は
、す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
各
班

が
運
営
・
企
画
を
お
こ
な
い
、「
種
子
地
蔵
縁
日（
た
ね
じ
ぞ
う
え

ん
に
ち
）」と
い
う
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
、観
光
庁
に
お
け
る「
地
域
独
自
の
観
光
資
源
を
活
用
し
た
地

域
の
稼
げ
る
看
板
商
品
の
創
出
事
業
」の
採
択
事
業
の
一
環
で
あ

り
、「
伝
統
野
菜
」を
通
し
、学
内
で「
農
と
食
と
歴
史
」を
感
じ
る

マ
ー
ケ
ッ
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
、ガ
イ
ド
付
き
の
キ
ャ
ン
パ
ス
農
園

ツ
ア
ー
を
実
施
し
た
。こ
れ
に
先
ん
じ
て「
種
子
地
蔵
」の
開
眼
も

お
こ
な
わ
れ
、祈
り
と
歴
史
を
学
べ

る
新
た
な
観
光
の
形
と
し
て
展
開

し
た﹇
写
真
６
﹈。今
後
も「
種
子

地
蔵
縁
日
」は
、地
域
文
化
を
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
地
域
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、継
続
し
て
い
く
予
定
で

あ
る
。

お
わ
り
に

　
こ
れ
ら
の
活
動
に
対
し
て
、学
生
は
ど
の
よ
う
に
学
び
を
得
て
い

る
の
か
。最
後
に
そ
れ
を
伝
え
て
本
稿
を
閉
じ
た
い
。す
が
も
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
多
様
な
活
動
は
、半
期
ご
と
に
報
告
書
と
し
て
ま
と
め

ら
れ
る
。そ
こ
で
書
か
れ
た
学
生
た
ち
の
所
感
の
内
容
は
次
の
３

点
に
大
き
く
整
理
で
き
る
。

①
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
獲
得

②
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性

③
自
分
が
住
む
地
域
へ
の
応
用

　
学
生
の
所
感
を
一
つ
紹
介
し
よ
う
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、今
ま
で
の
よ
う
に
何
か
の
指
示
を
待
って

［写真２］すがもプロジェクト独自の
広報ツール「あるきめでぃあ」

い
て
も
何
も
始
ま
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。一
方
で
、何
か
を

し
た
い
と
思
え
ば
、先
生
や
職
員
の
方
々
は
と
て
も
支
援
を
し

て
く
れ
る
。こ
の
よ
う
な
環
境
を
活
用
し
つ
つ
、「
率
先
行
動

者
」と
し
て
行
動
を
す
る
こ
と
に
よ
って
、周
り
を
巻
き
込
ん
で

い
く
必
要
性
を
感
じ
た
。（
中
略
）現
在
、自
分
が
住
む
地
域
の

組
織
で
役
員
と
し
て
関
わ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、こ
の
経
験

を
活
か
し
て
活
性
化
を
図
り
た
い
。

　
大
学
周
辺
地
域
で
お
こ
な
う
社
会
貢
献
活
動
は
、こ
こ
だ
か
ら

で
き
る
も
の
で
も
、こ
こ
だ
け
で
完
結
す
る
も
の
で
も
な
い
。地
域

の
課
題
を
解
決
す
る
／
地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
、と
い
う
理
念

は
ど
の
地
域
に
お
い
て
も
普
遍
的
な
作
業
で
あ
る
。

　
Ｃ
ｈａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
な
ど
の
Ａ
Ｉ
が
発
達
し
、急
速
に
生
活
に
浸
透

し
て
い
る
。我
々
は
今
後
、加
速
的
に
変
化
す
る
超
ス
マ
ー
ト
時
代

を
生
き
る
必
要
が
あ
る
。そ
の
よ
う
な
な
か
、人
間
に
し
か
で
き
な

い
の
が
、喜
び
や
苦
し
み
へ
の「
共
感
」で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

「
共
感
」が
で
き
る
人
間
と
な
る
た
め
に
は
、様
々
な「
行
動
」「
経

験
」が
必
要
で
あ
る
。そ
の
よ
う
な
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

に
、地
域
に
お
け
る
社
会
貢
献
活
動
を
お
こ
な
う
教
育
実
践
を
さ

ら
に
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

94

内
の
宗
教
施
設
で
あ
る
鴨
台
観

音
堂（
さ
ざ
え
堂
）の
案
内
、祈

り
の
ま
ち
マ
ッ
プ
の
制
作
・
配
布

と
祈
り
の
ま
ち
の
散
策
ツ
ア
ー
な

ど
、様
々
な
仕
掛
け
を
展
開
し
て

い
る﹇
写
真
３
﹈。

⑵
キ
ャ
ン
パ
ス
農
園

　
こ
ち
ら
も
す
が
も
プ
ロ
ジェ
ク
ト

開
始
時
よ
り
継
続
し
て
い
る
活
動
で
あ
る
。大
学
内
の
デ
ッ
ド
ス
ペ
ー

ス
と
な
って
し
ま
う
わ
ず
か
な
土
地
や
空
間
を
活
用
し
て
、季
節
に
合

わ
せ
て
多
く
の
種
類
の
野
菜
を
育
て
て
い
る
。そ
し
て
、学
生
や
地
域

の
方
々
が
作
付
け
や
収
穫
を
共
に

し
、さ
ら
に
収
穫
時
の
廃
棄
部
分
を

再
利
用
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
な
ど

を
通
し
て
、環
境
教
育
、食
育
、農
育

等
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て

い
る
。ま
た
、す
が
も
地
域
に
お
け
る

伝
統
野
菜
に
関
す
る
啓
蒙
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ

上
で
お
こ
な
う
な
ど
、地
域
文
化
に

目
を
向
け
た
活
動
も
同
時
に
お
こ

は
じ
め
に

　
東
京
都
豊
島
区
の
北
部
、西
巣
鴨
に
大
正
大
学
は
あ
る
。東
に

は
、全
国
で
も
有
数
な
商
店
街
の
一
つ
巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店
街
が

あ
り
、江
戸
六
地
蔵
や
と
げ
ぬ
き
地
蔵
、巣
鴨
庚
申
塚
な
ど
の
宗

教
施
設
で
有
名
な
巣
鴨
地
域
、西
に
は
稲
荷
湯
や
亀
の
子
束
子
西

尾
商
店
、ト
キ
ハ
ソ
ー
ス
な
ど
創
業
１
０
０
年
近
い
企
業
が
点
在

す
る
滝
野
川
地
域
。そ
の
間
に
大
学
は
位
置
し
て
い
る
。ま
た
、大

学
の
南
門
は
旧
中
山
道
に
面
し
て
い
る
が
、江
戸
時
代
か
ら
戦
前

に
か
け
て
、巣
鴨
か
ら
滝
野
川
ま
で
の
区
間
は「
種
子
屋
通
り
」と

呼
ば
れ
る
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
種
苗
問
屋
や
販
売
店
が
立
ち
並
ん
で

い
た
。こ
こ
で
は「
滝
野
川
ゴ
ボ
ウ
」や「
滝
野
川
ニ
ン
ジ
ン
」な
ど

の
多
く
の
伝
統
野
菜
の
品
種
が
有
名
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
豊
富
な
地
域
文
化
を
教
育
資
源
と
し
て
活
用
し
、

さ
ら
に
は
地
域
の
新
し
い
価
値
と
し
て
発
信
し
て
い
こ
う
と
い
う

教
育
実
践
が
あ
る
。そ
の
名
も「
す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。大
正
大

学
周
辺
地
域
を
広
く「
す
が
も
」と
設
定
し
、毎
年
、学
部
学
年
を

超
え
た
2０
〜
３０
人
ほ
ど
の
学
生
が
活
動
し
て
い
る
。

　
２
０
２
０
年
度
か
ら
続
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
が
、２
０
２
３
年
度

で
は
５
つ
の
テ
ー
マ
で
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。祈
り
の
文
化

を
発
見・発
信
す
る「
祈
り
の
ま
ち
」、伝
統
野
菜
も
扱
い
な
が
ら

都
市
型
農
園
を
実
践
す
る「
キ
ャ
ン
パ
ス
農
園
」、近
隣
の
銭
湯
を

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
再
構
築
す
る「
銭
湯
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
」、そ

し
て
そ
れ
ら
の
活
動
で
発
見
さ
れ
た
地
域
文
化
を
市
民
に
観
光
資

源
と
し
て
活
用
し
て
も
ら
う「
観
光
」、さ
ら
に
は
学
生
や
そ
の
保

護
者
に
限
定
し
て
地
域
と
つ
な
げ
る
活
動
を
展
開
す
る「
ユ
ナ
イ

ト
」。こ
こ
で
は
、大
正
大
学
の
地
域
貢
献
の
歴
史
を
概
覧
し
た
の

ち
に
、個
別
の
活
動
や
学
生
の
学
び
を
紹
介
し
た
い
。

1
　
１
０
０
年
前
か
ら
の
社
会
貢
献
活
動

　
２
０
２
６
年
に
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
仏
教
系
大
学
で
あ

る
大
正
大
学
が
、こ
の
地
域
で
社
会
貢
献
活
動
を
し
て
き
た
歴
史

は
長
い
。大
正
大
学
の
前
身
で
あ
る
宗
教
大
学（
専
門
学
校
）時
代

か
ら「
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
運
動
」な
ど
の
社
会
活
動
が
盛
ん
で
あ
り
、

一
方
で「
魂
祭
」と
い
っ
た
地
域
に
開
か
れ
た
慰
霊
追
悼
行
事
も
開

催
さ
れ
て
い
た（
後
者
に
関
し
て
は
、現
在
で
も「
鴨
台
盆
踊
り
」と

し
て
、市
民
参
加
型
の
宗
教
行
事
と
い
う
理
念
を
継
承
し
て
実
施

さ
れ
て
い
る
）。

　
大
学
創
立
後
も
社
会
に
目
を
向
け
た
研
究・教
育・実
践
が
お

こ
な
わ
れ
て
い
た
が
、２１
世
紀
を
迎
え
た
頃
か
ら
、さ
ら
に
学
び
の

フ
ィ
ー
ル
ド
を
地
域
に
展
開
し
た
活
動
が
盛
ん
に
な
る
。大
学
の
使

命
と
し
て
の「
社
会
貢
献
」が
重
視
さ
れ
始
め
た
２
０
０
５
年
に

は
、Ｎ
Ｃ
Ｃ（
ネ
ク
ス
ト
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
コ
ー
ス
）と
い
う
学
部
横
断
型

の
副
専
攻
が
開
設
さ
れ
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
社
会
貢
献
活
動
が

実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
し
て
、東
日
本
大
震
災
が
起
こ
っ
た
２
０
１
１
年
に
こ
の
動
き
は

加
速
し
た
。大
正
大
学
は
宮
城
県
南
三
陸
町
を
中
心
と
し
た
震
災
被

災
地
への
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
い
ち
早
く
お
こ
なっ
た﹇
写
真
１
﹈。そ

の
後
も
大
学
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク「
私
大
ネ
ッ
ト
３６
」や「
一
般
社
団
法

人
南
三
陸
研
修
セ
ン
タ
ー
」創
設
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
、南
三

陸
町
で
の
継
続
的
な
支
援
活
動
に
つ
な
げ
た
。こ
の
支
援
活
動
で
多

く
の
成
果
を
残
し
た
こ
と
を
契
機
に
、学
び
の
フ
ィ
ー
ル
ド
は
広
域
化

す
る
。今
で
は
、１
０
０
を
超
え
る
全
国
の
自
治
体
と
連
携
協
定
の
締

結
を
図
り
、そ
の
流
れ
か
ら
地
域
創
生
学
科
や
公
共
政
策
学
科
を
中

心
に
、全
国
各
地
で
実
習
を
お
こ
な
う
カ
リ
キュラ
ム
が
構
築
さ
れ
た
。

　
一
方
で
、大
学
周
辺
で
の
動
き
も
発
展
を
見
せ
た
。大
学
が
位

置
す
る
豊
島
区
と
の
共
創
事
業
が
展
開
さ
れ
、そ
れ
と
と
も
に
全

学
生
が「
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
」と
い
う
授
業
の
履
修
が
可
能
と

な
り
、誰
で
も
社
会
貢
献
活
動
に
参
画
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。地

域
の
課
題
を
発
見
し
、そ
れ
を
ど
の

よ
う
に
解
決
で
き
る
の
か
。あ
る
い

は
、地
域
の
魅
力
を
発
掘
し
、そ
れ

を
ど
の
よ
う
に
効
果
的
に
発
信
で

き
る
の
か
。様
々
な
学
部
学
年
の
学

生
達
が
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、個
々
人

の
専
門
的
な
学
び
を
活
か
す
多
様

な
活
動
が
展
開
さ
れ
た
。

2
　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　
２
０
１
０
年
代
は
、地
域
を
学
び
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
教
育
実
践

が
大
正
大
学
の
特
徴
と
し
て
定
着
を
み
せ
た
１０
年
で
あ
っ
た
と
も
い

え
よ
う
。そ
し
て
、創
立
１
０
０
周
年
と
な
る
２
０
２
６
年
に
向
け
て
、

大
学・学
生
に
よ
る
さ
ら
な
る
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
、２
０
２
０

年
度
か
ら
、「
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
」の
一
環
で
、す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
始
まっ
た（
現
在
は「
地
域
プ
ロ
ジェク
ト
」と
授
業
名
を
変
更
）。

　
す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
特
徴
を
挙
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
全
学
部
の
２
年
生
以
上
の
学
生
が
履
修
で
き
る
。

②
各
テ
ー
マ
で
１
人
担
当
教
員
が
つ
く
。

③
教
員
だ
け
で
な
く
職
員
も
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
関
わ
る
。

④
教
員
と
学
生
の
間
に
、リ
ー
ダ
ー
的
役
割
の
Ｓ
Ｐ
Ｓ（
す
が
も
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
ス
タ
ッ
フ
）を
配
置
し
、自
立
し
た
活
動
を
促
進
す
る
。

⑤
１
年
間
の
活
動
と
し
て
事
前
に
計
画
・
予
算
を
立
て
、そ
れ
に

沿
っ
て
活
動
を
す
る
。

⑥
基
本
的
に
班
ご
と
の
活
動
と
な
る
が
、必
要
に
応
じ
て
班
を
超

え
た
連
携
や
協
力
も
積
極
的
に
お
こ
な
う
。

　
①
と
⑥
は
、従
来
の「
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
」の
特
徴
を
継
承

し
て
い
る
が
、そ
れ
以
外
は
す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
始
さ
れ
る

際
に
、あ
ら
た
め
て
設
定
さ
れ
た
。特
に
、③
の
職
員
の
参
加
に
よ
っ

て
、活
動
の
幅
が
大
き
く
広
が
っ
た
と
も
い
え
る
。

　
班
に
必
ず
、部
署
を
問
わ
ず「
コ
ア
職
員
」と
い
う
名
の
各
テ
ー
マ
の

進
捗
を
管
理
す
る
職
員
が
１
、２
名
、そ
れ
以
外
の
職
員
が
数
名
配

置
さ
れ
る
。こ
の
体
制
に
よ
り
、学
内
外
の
調
整・共
有
が
格
段
に
円

滑
と
な
り
、教
員
は
学
生
指
導
に
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、

学
生
に
と
って
も
学
内
や
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
上
で
、職
員
と

気
軽
に
相
談
や
情
報
共
有
を
お
こ
な
う
様
子
が
見
て
取
れ
る
。

　
さ
て
、開
始
時
に
話
を
戻
そ
う
。す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
始

さ
れ
た
の
は
２
０
２
０
年
で
あ
る
。つ
ま
り
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
流
行
の
始
ま
り
で
も
あ
り
、緊
急
事
態
宣
言
下
で
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
授
業
運
営
が
お
こ
な
わ
れ
た
時
期
で
も
あ
る
。大
学

周
辺
の
す
が
も
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、様
々
な
実
践
を
展
開
し
よ

う
と
し
て
い
た
矢
先
、そ
も
そ
も
大
学
生
は
大
学
に
す
ら
来
ら
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
そ
れ
ぞ
れ

の
班
で
検
討
し
続
け
、夏
頃
か
ら
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
い
だ
現
地

の
市
民
に
地
域
を
紹
介

し
て
も
ら
う
オ
ン
ラ
イ
ン

ツ
ア
ー
が
実
施
さ
れ
た
。

そ
の
後
、規
制
が
徐
々
に

取
り
払
わ
れ
て
、大
学
に

来
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

て
か
ら
は
、学
生
自
身
で

地
域
を
紹
介
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
や
学
生
間
で
の
地
域
活
動

な
ど
が
展
開
さ
れ
た
。

　
こ
の
時
期
の
活
動
は
、す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
班
の
一
つ
で
あ
っ

た「
メ
デ
ィ
ア
」に
よ
って
、ブ
ロ
グ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
あ
るｎｏ
ｔｅ
を
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
に「
あ
る
き
め
でぃ
あ 

大
正
大
学
す
が
も
プ
ロ
ジェク
ト
」の

名
前
で
広
報・記
録
さ
れ
て
い
る﹇
写
真
２
﹈。

3
　
地
域
文
化
の
発
掘
と
発
信

　
２
０
２
２
年
度
よ
り
対
面
授
業
に
戻
っ
た
こ
と
か
ら
、市
民
と

連
携
し
た
活
動
に
対
し
て
も
一
定
条
件
下
で
可
能
と
な
っ
た
。そ

し
て
、２
０
２
３
年
度
か
ら
は
あ
ら
ゆ
る
制
限
が
な
く
な
っ
た
。こ

こ
で
は
、こ
の
２
年
間
で
の
特
徴
的
な
活
動
を
３
点
紹
介
し
た
い
。

⑴
祈
り
の
ま
ち

　
巣
鴨
に
は
信
仰
や
観
光
な
ど
で
近
隣
か
ら
も
遠
方
か
ら
も
訪
れ

る
人
が
多
い
が
、そ
れ
に
加
え
て
、仏
教
系
大
学
と
し
て
独
自
の
宗

教
施
設
や
宗
教
者
を
有
す
大
正
大
学
の
特
色
を
生
か
し
、す
が
も

地
域
全
体
で「
祈
り
の
ま
ち
」を
形
成
し
て
、地
域
全
体
で
の
新
た

な
価
値
を
打
ち
出
そ
う
と
し
て
い
る
。す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始

時
よ
り
継
続
的
に
活
動
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、現
在
で
は
、月
に一度

の「
御
朱
印
浄
書
」、御
朱
印
帳
の
作
成
お
よ
び
販
売
、大
正
大
学

なって
い
る﹇
写
真
４
﹈。

⑶
銭
湯
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

　
こ
の
班
は
、２
０
２
２
年
度
か
ら
新
た
に
活
動
が
始
め
ら
れ
た
。滝

野
川
に
は「
稲
荷
湯
」と
い
う
創
業
１
０
０
年
近
い
銭
湯
が
あ
る
。映

画
の
ロ
ケ
地
と
し
て
も
有
名
で
あ
り
、２
０
２
０
年
に
は
国
の
登
録
有

形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。ま
た
、銭
湯
に
は
こ
ち
ら
も
築
１
０
０
年

ほ
ど
の
長
屋
が
隣
接
さ
れ
て
お
り
、稲
荷
湯
と
一
般
社
団
法
人
せ
ん
と

う
と
ま
ち
と
が
連
携
し
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
を
お
こ
な
い
、２
０
２
２
年

に
コ
ミュニ
テ
ィ
カ
フェと
し
て
生
ま
れ
変
わっ
た
。こ
の
カ
フェを
用
い
な

が
ら
銭
湯
を
中
心
と
し
た
新

た
な
コ
ミュニ
テ
ィ
を
形
成
す
る

こ
と
が
、こ
の
班
の
目
的
で
あ

る
。現
在
で
は
、バ
ス
ボ
ム
づ
く

り
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
、イ
ベ
ン
ト

と
連
動
し
て
の
休
憩
所
の
運
営

な
ど
、様
々
な
取
り
組
み
が
展

開
中
で
あ
る﹇
写
真
５
﹈。

4
　
新
た
な
価
値
の
創
造

　
こ
れ
ら
の
活
動
に
共
通
す
る
点
は
、地
域
の
文
化・歴
史
を
重
視

す
る
と
と
も
に
価
値
を
再
編
集
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。冒
頭
に
挙

げ
た
よ
う
な
地
域
の
特
色
を
一
つ
ひ
と
つ
発
掘
し
つ
つ
解
き
ほ
ぐ

し
、学
生・教
職
員
が
チ
ー
ム
と
な
っ
て
現
代
を
生
き
る
市
民
に
も

伝
わ
り
や
す
い
形
に
変
え
て
発
信
を
し
て
い
る
。

　
主
観
的
な
分
析
と
な
る
が
、こ
の
よ
う
に
地
域
文
化
を
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
す
る
こ
と
で
、活
動
の
最
初
期
か
ら
地
域
の
方
々
に
受
け
入

れ
て
も
ら
い
や
す
い
と
い
う
点
を
実
感
し
た
。新
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
拠

点
を
つ
く
る
こ
と
も
地
域
活
性
化
の
一
つ
だ
が
、浸
透
に
は
時
間
が

か
か
り
、１
年
間
の
授
業
の
活
動
と
し
て
完
結
さ
せ
る
の
は
難
し

い
。そ
れ
ゆ
え
、地
域
の
風
景
を
変
え
ず
に
今
あ
る
文
化
を
保
全・

活
用
す
る
活
動
こ
そ
、他
の
地
域
に
は
な
い
魅
力
を
増
強
で
き
、か

つ
、教
育
実
践
と
し
て
も
非
常
に
適
切
だ
と
実
感
し
た
。

　
そ
し
て
、２
０
２
２
年
１１
月
に
は
、す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
各
班

が
運
営
・
企
画
を
お
こ
な
い
、「
種
子
地
蔵
縁
日（
た
ね
じ
ぞ
う
え

ん
に
ち
）」と
い
う
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
、観
光
庁
に
お
け
る「
地
域
独
自
の
観
光
資
源
を
活
用
し
た
地

域
の
稼
げ
る
看
板
商
品
の
創
出
事
業
」の
採
択
事
業
の
一
環
で
あ

り
、「
伝
統
野
菜
」を
通
し
、学
内
で「
農
と
食
と
歴
史
」を
感
じ
る

マ
ー
ケ
ッ
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
、ガ
イ
ド
付
き
の
キ
ャ
ン
パ
ス
農
園

ツ
ア
ー
を
実
施
し
た
。こ
れ
に
先
ん
じ
て「
種
子
地
蔵
」の
開
眼
も

お
こ
な
わ
れ
、祈
り
と
歴
史
を
学
べ

る
新
た
な
観
光
の
形
と
し
て
展
開

し
た﹇
写
真
６
﹈。今
後
も「
種
子

地
蔵
縁
日
」は
、地
域
文
化
を
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
地
域
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、継
続
し
て
い
く
予
定
で

あ
る
。

お
わ
り
に

　
こ
れ
ら
の
活
動
に
対
し
て
、学
生
は
ど
の
よ
う
に
学
び
を
得
て
い

る
の
か
。最
後
に
そ
れ
を
伝
え
て
本
稿
を
閉
じ
た
い
。す
が
も
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
多
様
な
活
動
は
、半
期
ご
と
に
報
告
書
と
し
て
ま
と
め

ら
れ
る
。そ
こ
で
書
か
れ
た
学
生
た
ち
の
所
感
の
内
容
は
次
の
３

点
に
大
き
く
整
理
で
き
る
。

①
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
獲
得

②
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性

③
自
分
が
住
む
地
域
へ
の
応
用

　
学
生
の
所
感
を
一
つ
紹
介
し
よ
う
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、今
ま
で
の
よ
う
に
何
か
の
指
示
を
待
って

［写真３］祈りのまちマップ［写真４］伝統野菜の紹介スライド

い
て
も
何
も
始
ま
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。一
方
で
、何
か
を

し
た
い
と
思
え
ば
、先
生
や
職
員
の
方
々
は
と
て
も
支
援
を
し

て
く
れ
る
。こ
の
よ
う
な
環
境
を
活
用
し
つ
つ
、「
率
先
行
動

者
」と
し
て
行
動
を
す
る
こ
と
に
よ
って
、周
り
を
巻
き
込
ん
で

い
く
必
要
性
を
感
じ
た
。（
中
略
）現
在
、自
分
が
住
む
地
域
の

組
織
で
役
員
と
し
て
関
わ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、こ
の
経
験

を
活
か
し
て
活
性
化
を
図
り
た
い
。

　
大
学
周
辺
地
域
で
お
こ
な
う
社
会
貢
献
活
動
は
、こ
こ
だ
か
ら

で
き
る
も
の
で
も
、こ
こ
だ
け
で
完
結
す
る
も
の
で
も
な
い
。地
域

の
課
題
を
解
決
す
る
／
地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
、と
い
う
理
念

は
ど
の
地
域
に
お
い
て
も
普
遍
的
な
作
業
で
あ
る
。

　
Ｃ
ｈａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
な
ど
の
Ａ
Ｉ
が
発
達
し
、急
速
に
生
活
に
浸
透

し
て
い
る
。我
々
は
今
後
、加
速
的
に
変
化
す
る
超
ス
マ
ー
ト
時
代

を
生
き
る
必
要
が
あ
る
。そ
の
よ
う
な
な
か
、人
間
に
し
か
で
き
な

い
の
が
、喜
び
や
苦
し
み
へ
の「
共
感
」で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

「
共
感
」が
で
き
る
人
間
と
な
る
た
め
に
は
、様
々
な「
行
動
」「
経

験
」が
必
要
で
あ
る
。そ
の
よ
う
な
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

に
、地
域
に
お
け
る
社
会
貢
献
活
動
を
お
こ
な
う
教
育
実
践
を
さ

ら
に
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
う
。
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内
の
宗
教
施
設
で
あ
る
鴨
台
観

音
堂（
さ
ざ
え
堂
）の
案
内
、祈

り
の
ま
ち
マ
ッ
プ
の
制
作
・
配
布

と
祈
り
の
ま
ち
の
散
策
ツ
ア
ー
な

ど
、様
々
な
仕
掛
け
を
展
開
し
て

い
る﹇
写
真
３
﹈。

⑵
キ
ャ
ン
パ
ス
農
園

　
こ
ち
ら
も
す
が
も
プ
ロ
ジェ
ク
ト

開
始
時
よ
り
継
続
し
て
い
る
活
動
で
あ
る
。大
学
内
の
デ
ッ
ド
ス
ペ
ー

ス
と
な
って
し
ま
う
わ
ず
か
な
土
地
や
空
間
を
活
用
し
て
、季
節
に
合

わ
せ
て
多
く
の
種
類
の
野
菜
を
育
て
て
い
る
。そ
し
て
、学
生
や
地
域

の
方
々
が
作
付
け
や
収
穫
を
共
に

し
、さ
ら
に
収
穫
時
の
廃
棄
部
分
を

再
利
用
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
な
ど

を
通
し
て
、環
境
教
育
、食
育
、農
育

等
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て

い
る
。ま
た
、す
が
も
地
域
に
お
け
る

伝
統
野
菜
に
関
す
る
啓
蒙
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ

上
で
お
こ
な
う
な
ど
、地
域
文
化
に

目
を
向
け
た
活
動
も
同
時
に
お
こ

は
じ
め
に

　
東
京
都
豊
島
区
の
北
部
、西
巣
鴨
に
大
正
大
学
は
あ
る
。東
に

は
、全
国
で
も
有
数
な
商
店
街
の
一
つ
巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店
街
が

あ
り
、江
戸
六
地
蔵
や
と
げ
ぬ
き
地
蔵
、巣
鴨
庚
申
塚
な
ど
の
宗

教
施
設
で
有
名
な
巣
鴨
地
域
、西
に
は
稲
荷
湯
や
亀
の
子
束
子
西

尾
商
店
、ト
キ
ハ
ソ
ー
ス
な
ど
創
業
１
０
０
年
近
い
企
業
が
点
在

す
る
滝
野
川
地
域
。そ
の
間
に
大
学
は
位
置
し
て
い
る
。ま
た
、大

学
の
南
門
は
旧
中
山
道
に
面
し
て
い
る
が
、江
戸
時
代
か
ら
戦
前

に
か
け
て
、巣
鴨
か
ら
滝
野
川
ま
で
の
区
間
は「
種
子
屋
通
り
」と

呼
ば
れ
る
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
種
苗
問
屋
や
販
売
店
が
立
ち
並
ん
で

い
た
。こ
こ
で
は「
滝
野
川
ゴ
ボ
ウ
」や「
滝
野
川
ニ
ン
ジ
ン
」な
ど

の
多
く
の
伝
統
野
菜
の
品
種
が
有
名
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
豊
富
な
地
域
文
化
を
教
育
資
源
と
し
て
活
用
し
、

さ
ら
に
は
地
域
の
新
し
い
価
値
と
し
て
発
信
し
て
い
こ
う
と
い
う

教
育
実
践
が
あ
る
。そ
の
名
も「
す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。大
正
大

学
周
辺
地
域
を
広
く「
す
が
も
」と
設
定
し
、毎
年
、学
部
学
年
を

超
え
た
2０
〜
３０
人
ほ
ど
の
学
生
が
活
動
し
て
い
る
。

　
２
０
２
０
年
度
か
ら
続
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
が
、２
０
２
３
年
度

で
は
５
つ
の
テ
ー
マ
で
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。祈
り
の
文
化

を
発
見・発
信
す
る「
祈
り
の
ま
ち
」、伝
統
野
菜
も
扱
い
な
が
ら

都
市
型
農
園
を
実
践
す
る「
キ
ャ
ン
パ
ス
農
園
」、近
隣
の
銭
湯
を

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
再
構
築
す
る「
銭
湯
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
」、そ

し
て
そ
れ
ら
の
活
動
で
発
見
さ
れ
た
地
域
文
化
を
市
民
に
観
光
資

源
と
し
て
活
用
し
て
も
ら
う「
観
光
」、さ
ら
に
は
学
生
や
そ
の
保

護
者
に
限
定
し
て
地
域
と
つ
な
げ
る
活
動
を
展
開
す
る「
ユ
ナ
イ

ト
」。こ
こ
で
は
、大
正
大
学
の
地
域
貢
献
の
歴
史
を
概
覧
し
た
の

ち
に
、個
別
の
活
動
や
学
生
の
学
び
を
紹
介
し
た
い
。

1
　
１
０
０
年
前
か
ら
の
社
会
貢
献
活
動

　
２
０
２
６
年
に
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
仏
教
系
大
学
で
あ

る
大
正
大
学
が
、こ
の
地
域
で
社
会
貢
献
活
動
を
し
て
き
た
歴
史

は
長
い
。大
正
大
学
の
前
身
で
あ
る
宗
教
大
学（
専
門
学
校
）時
代

か
ら「
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
運
動
」な
ど
の
社
会
活
動
が
盛
ん
で
あ
り
、

一
方
で「
魂
祭
」と
い
っ
た
地
域
に
開
か
れ
た
慰
霊
追
悼
行
事
も
開

催
さ
れ
て
い
た（
後
者
に
関
し
て
は
、現
在
で
も「
鴨
台
盆
踊
り
」と

し
て
、市
民
参
加
型
の
宗
教
行
事
と
い
う
理
念
を
継
承
し
て
実
施

さ
れ
て
い
る
）。

　
大
学
創
立
後
も
社
会
に
目
を
向
け
た
研
究・教
育・実
践
が
お

こ
な
わ
れ
て
い
た
が
、２１
世
紀
を
迎
え
た
頃
か
ら
、さ
ら
に
学
び
の

フ
ィ
ー
ル
ド
を
地
域
に
展
開
し
た
活
動
が
盛
ん
に
な
る
。大
学
の
使

命
と
し
て
の「
社
会
貢
献
」が
重
視
さ
れ
始
め
た
２
０
０
５
年
に

は
、Ｎ
Ｃ
Ｃ（
ネ
ク
ス
ト
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
コ
ー
ス
）と
い
う
学
部
横
断
型

の
副
専
攻
が
開
設
さ
れ
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
社
会
貢
献
活
動
が

実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
し
て
、東
日
本
大
震
災
が
起
こ
っ
た
２
０
１
１
年
に
こ
の
動
き
は

加
速
し
た
。大
正
大
学
は
宮
城
県
南
三
陸
町
を
中
心
と
し
た
震
災
被

災
地
への
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
い
ち
早
く
お
こ
なっ
た﹇
写
真
１
﹈。そ

の
後
も
大
学
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク「
私
大
ネ
ッ
ト
３６
」や「
一
般
社
団
法

人
南
三
陸
研
修
セ
ン
タ
ー
」創
設
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
、南
三

陸
町
で
の
継
続
的
な
支
援
活
動
に
つ
な
げ
た
。こ
の
支
援
活
動
で
多

く
の
成
果
を
残
し
た
こ
と
を
契
機
に
、学
び
の
フ
ィ
ー
ル
ド
は
広
域
化

す
る
。今
で
は
、１
０
０
を
超
え
る
全
国
の
自
治
体
と
連
携
協
定
の
締

結
を
図
り
、そ
の
流
れ
か
ら
地
域
創
生
学
科
や
公
共
政
策
学
科
を
中

心
に
、全
国
各
地
で
実
習
を
お
こ
な
う
カ
リ
キュラ
ム
が
構
築
さ
れ
た
。

　
一
方
で
、大
学
周
辺
で
の
動
き
も
発
展
を
見
せ
た
。大
学
が
位

置
す
る
豊
島
区
と
の
共
創
事
業
が
展
開
さ
れ
、そ
れ
と
と
も
に
全

学
生
が「
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
」と
い
う
授
業
の
履
修
が
可
能
と

な
り
、誰
で
も
社
会
貢
献
活
動
に
参
画
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。地

域
の
課
題
を
発
見
し
、そ
れ
を
ど
の

よ
う
に
解
決
で
き
る
の
か
。あ
る
い

は
、地
域
の
魅
力
を
発
掘
し
、そ
れ

を
ど
の
よ
う
に
効
果
的
に
発
信
で

き
る
の
か
。様
々
な
学
部
学
年
の
学

生
達
が
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、個
々
人

の
専
門
的
な
学
び
を
活
か
す
多
様

な
活
動
が
展
開
さ
れ
た
。

2
　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　
２
０
１
０
年
代
は
、地
域
を
学
び
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
教
育
実
践

が
大
正
大
学
の
特
徴
と
し
て
定
着
を
み
せ
た
１０
年
で
あ
っ
た
と
も
い

え
よ
う
。そ
し
て
、創
立
１
０
０
周
年
と
な
る
２
０
２
６
年
に
向
け
て
、

大
学・学
生
に
よ
る
さ
ら
な
る
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
、２
０
２
０

年
度
か
ら
、「
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
」の
一
環
で
、す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
始
まっ
た（
現
在
は「
地
域
プ
ロ
ジェク
ト
」と
授
業
名
を
変
更
）。

　
す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
特
徴
を
挙
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
全
学
部
の
２
年
生
以
上
の
学
生
が
履
修
で
き
る
。

②
各
テ
ー
マ
で
１
人
担
当
教
員
が
つ
く
。

③
教
員
だ
け
で
な
く
職
員
も
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
関
わ
る
。

④
教
員
と
学
生
の
間
に
、リ
ー
ダ
ー
的
役
割
の
Ｓ
Ｐ
Ｓ（
す
が
も
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
ス
タ
ッ
フ
）を
配
置
し
、自
立
し
た
活
動
を
促
進
す
る
。

⑤
１
年
間
の
活
動
と
し
て
事
前
に
計
画
・
予
算
を
立
て
、そ
れ
に

沿
っ
て
活
動
を
す
る
。

⑥
基
本
的
に
班
ご
と
の
活
動
と
な
る
が
、必
要
に
応
じ
て
班
を
超

え
た
連
携
や
協
力
も
積
極
的
に
お
こ
な
う
。

　
①
と
⑥
は
、従
来
の「
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
」の
特
徴
を
継
承

し
て
い
る
が
、そ
れ
以
外
は
す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
始
さ
れ
る

際
に
、あ
ら
た
め
て
設
定
さ
れ
た
。特
に
、③
の
職
員
の
参
加
に
よ
っ

て
、活
動
の
幅
が
大
き
く
広
が
っ
た
と
も
い
え
る
。

　
班
に
必
ず
、部
署
を
問
わ
ず「
コ
ア
職
員
」と
い
う
名
の
各
テ
ー
マ
の

進
捗
を
管
理
す
る
職
員
が
１
、２
名
、そ
れ
以
外
の
職
員
が
数
名
配

置
さ
れ
る
。こ
の
体
制
に
よ
り
、学
内
外
の
調
整・共
有
が
格
段
に
円

滑
と
な
り
、教
員
は
学
生
指
導
に
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、

学
生
に
と
って
も
学
内
や
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
上
で
、職
員
と

気
軽
に
相
談
や
情
報
共
有
を
お
こ
な
う
様
子
が
見
て
取
れ
る
。

　
さ
て
、開
始
時
に
話
を
戻
そ
う
。す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
始

さ
れ
た
の
は
２
０
２
０
年
で
あ
る
。つ
ま
り
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
流
行
の
始
ま
り
で
も
あ
り
、緊
急
事
態
宣
言
下
で
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
授
業
運
営
が
お
こ
な
わ
れ
た
時
期
で
も
あ
る
。大
学

周
辺
の
す
が
も
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、様
々
な
実
践
を
展
開
し
よ

う
と
し
て
い
た
矢
先
、そ
も
そ
も
大
学
生
は
大
学
に
す
ら
来
ら
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
そ
れ
ぞ
れ

の
班
で
検
討
し
続
け
、夏
頃
か
ら
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
い
だ
現
地

の
市
民
に
地
域
を
紹
介

し
て
も
ら
う
オ
ン
ラ
イ
ン

ツ
ア
ー
が
実
施
さ
れ
た
。

そ
の
後
、規
制
が
徐
々
に

取
り
払
わ
れ
て
、大
学
に

来
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

て
か
ら
は
、学
生
自
身
で

地
域
を
紹
介
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
や
学
生
間
で
の
地
域
活
動

な
ど
が
展
開
さ
れ
た
。

　
こ
の
時
期
の
活
動
は
、す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
班
の
一
つ
で
あ
っ

た「
メ
デ
ィ
ア
」に
よ
って
、ブ
ロ
グ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
あ
るｎｏ
ｔｅ
を
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
に「
あ
る
き
め
でぃ
あ 

大
正
大
学
す
が
も
プ
ロ
ジェク
ト
」の

名
前
で
広
報・記
録
さ
れ
て
い
る﹇
写
真
２
﹈。

3
　
地
域
文
化
の
発
掘
と
発
信

　
２
０
２
２
年
度
よ
り
対
面
授
業
に
戻
っ
た
こ
と
か
ら
、市
民
と

連
携
し
た
活
動
に
対
し
て
も
一
定
条
件
下
で
可
能
と
な
っ
た
。そ

し
て
、２
０
２
３
年
度
か
ら
は
あ
ら
ゆ
る
制
限
が
な
く
な
っ
た
。こ

こ
で
は
、こ
の
２
年
間
で
の
特
徴
的
な
活
動
を
３
点
紹
介
し
た
い
。

⑴
祈
り
の
ま
ち

　
巣
鴨
に
は
信
仰
や
観
光
な
ど
で
近
隣
か
ら
も
遠
方
か
ら
も
訪
れ

る
人
が
多
い
が
、そ
れ
に
加
え
て
、仏
教
系
大
学
と
し
て
独
自
の
宗

教
施
設
や
宗
教
者
を
有
す
大
正
大
学
の
特
色
を
生
か
し
、す
が
も

地
域
全
体
で「
祈
り
の
ま
ち
」を
形
成
し
て
、地
域
全
体
で
の
新
た

な
価
値
を
打
ち
出
そ
う
と
し
て
い
る
。す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始

時
よ
り
継
続
的
に
活
動
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、現
在
で
は
、月
に一度

の「
御
朱
印
浄
書
」、御
朱
印
帳
の
作
成
お
よ
び
販
売
、大
正
大
学

なって
い
る﹇
写
真
４
﹈。

⑶
銭
湯
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

　
こ
の
班
は
、２
０
２
２
年
度
か
ら
新
た
に
活
動
が
始
め
ら
れ
た
。滝

野
川
に
は「
稲
荷
湯
」と
い
う
創
業
１
０
０
年
近
い
銭
湯
が
あ
る
。映

画
の
ロ
ケ
地
と
し
て
も
有
名
で
あ
り
、２
０
２
０
年
に
は
国
の
登
録
有

形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。ま
た
、銭
湯
に
は
こ
ち
ら
も
築
１
０
０
年

ほ
ど
の
長
屋
が
隣
接
さ
れ
て
お
り
、稲
荷
湯
と
一
般
社
団
法
人
せ
ん
と

う
と
ま
ち
と
が
連
携
し
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
を
お
こ
な
い
、２
０
２
２
年

に
コ
ミュニ
テ
ィ
カ
フェと
し
て
生
ま
れ
変
わっ
た
。こ
の
カ
フェを
用
い
な

が
ら
銭
湯
を
中
心
と
し
た
新

た
な
コ
ミュニ
テ
ィ
を
形
成
す
る

こ
と
が
、こ
の
班
の
目
的
で
あ

る
。現
在
で
は
、バ
ス
ボ
ム
づ
く

り
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
、イ
ベ
ン
ト

と
連
動
し
て
の
休
憩
所
の
運
営

な
ど
、様
々
な
取
り
組
み
が
展

開
中
で
あ
る﹇
写
真
５
﹈。

4
　
新
た
な
価
値
の
創
造

　
こ
れ
ら
の
活
動
に
共
通
す
る
点
は
、地
域
の
文
化・歴
史
を
重
視

す
る
と
と
も
に
価
値
を
再
編
集
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。冒
頭
に
挙

げ
た
よ
う
な
地
域
の
特
色
を
一
つ
ひ
と
つ
発
掘
し
つ
つ
解
き
ほ
ぐ

し
、学
生・教
職
員
が
チ
ー
ム
と
な
っ
て
現
代
を
生
き
る
市
民
に
も

伝
わ
り
や
す
い
形
に
変
え
て
発
信
を
し
て
い
る
。

　
主
観
的
な
分
析
と
な
る
が
、こ
の
よ
う
に
地
域
文
化
を
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
す
る
こ
と
で
、活
動
の
最
初
期
か
ら
地
域
の
方
々
に
受
け
入

れ
て
も
ら
い
や
す
い
と
い
う
点
を
実
感
し
た
。新
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
拠

点
を
つ
く
る
こ
と
も
地
域
活
性
化
の
一
つ
だ
が
、浸
透
に
は
時
間
が

か
か
り
、１
年
間
の
授
業
の
活
動
と
し
て
完
結
さ
せ
る
の
は
難
し

い
。そ
れ
ゆ
え
、地
域
の
風
景
を
変
え
ず
に
今
あ
る
文
化
を
保
全・

活
用
す
る
活
動
こ
そ
、他
の
地
域
に
は
な
い
魅
力
を
増
強
で
き
、か

つ
、教
育
実
践
と
し
て
も
非
常
に
適
切
だ
と
実
感
し
た
。

　
そ
し
て
、２
０
２
２
年
１１
月
に
は
、す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
各
班

が
運
営
・
企
画
を
お
こ
な
い
、「
種
子
地
蔵
縁
日（
た
ね
じ
ぞ
う
え

ん
に
ち
）」と
い
う
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
、観
光
庁
に
お
け
る「
地
域
独
自
の
観
光
資
源
を
活
用
し
た
地

域
の
稼
げ
る
看
板
商
品
の
創
出
事
業
」の
採
択
事
業
の
一
環
で
あ

り
、「
伝
統
野
菜
」を
通
し
、学
内
で「
農
と
食
と
歴
史
」を
感
じ
る

マ
ー
ケ
ッ
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
、ガ
イ
ド
付
き
の
キ
ャ
ン
パ
ス
農
園

ツ
ア
ー
を
実
施
し
た
。こ
れ
に
先
ん
じ
て「
種
子
地
蔵
」の
開
眼
も

お
こ
な
わ
れ
、祈
り
と
歴
史
を
学
べ

る
新
た
な
観
光
の
形
と
し
て
展
開

し
た﹇
写
真
６
﹈。今
後
も「
種
子

地
蔵
縁
日
」は
、地
域
文
化
を
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
地
域
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、継
続
し
て
い
く
予
定
で

あ
る
。

お
わ
り
に

　
こ
れ
ら
の
活
動
に
対
し
て
、学
生
は
ど
の
よ
う
に
学
び
を
得
て
い

る
の
か
。最
後
に
そ
れ
を
伝
え
て
本
稿
を
閉
じ
た
い
。す
が
も
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
多
様
な
活
動
は
、半
期
ご
と
に
報
告
書
と
し
て
ま
と
め

ら
れ
る
。そ
こ
で
書
か
れ
た
学
生
た
ち
の
所
感
の
内
容
は
次
の
３

点
に
大
き
く
整
理
で
き
る
。

①
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
獲
得

②
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性

③
自
分
が
住
む
地
域
へ
の
応
用

　
学
生
の
所
感
を
一
つ
紹
介
し
よ
う
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、今
ま
で
の
よ
う
に
何
か
の
指
示
を
待
って

［写真３］祈りのまちマップ［写真４］伝統野菜の紹介スライド

い
て
も
何
も
始
ま
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。一
方
で
、何
か
を

し
た
い
と
思
え
ば
、先
生
や
職
員
の
方
々
は
と
て
も
支
援
を
し

て
く
れ
る
。こ
の
よ
う
な
環
境
を
活
用
し
つ
つ
、「
率
先
行
動

者
」と
し
て
行
動
を
す
る
こ
と
に
よ
って
、周
り
を
巻
き
込
ん
で

い
く
必
要
性
を
感
じ
た
。（
中
略
）現
在
、自
分
が
住
む
地
域
の

組
織
で
役
員
と
し
て
関
わ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、こ
の
経
験

を
活
か
し
て
活
性
化
を
図
り
た
い
。

　
大
学
周
辺
地
域
で
お
こ
な
う
社
会
貢
献
活
動
は
、こ
こ
だ
か
ら

で
き
る
も
の
で
も
、こ
こ
だ
け
で
完
結
す
る
も
の
で
も
な
い
。地
域

の
課
題
を
解
決
す
る
／
地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
、と
い
う
理
念

は
ど
の
地
域
に
お
い
て
も
普
遍
的
な
作
業
で
あ
る
。

　
Ｃ
ｈａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
な
ど
の
Ａ
Ｉ
が
発
達
し
、急
速
に
生
活
に
浸
透

し
て
い
る
。我
々
は
今
後
、加
速
的
に
変
化
す
る
超
ス
マ
ー
ト
時
代

を
生
き
る
必
要
が
あ
る
。そ
の
よ
う
な
な
か
、人
間
に
し
か
で
き
な

い
の
が
、喜
び
や
苦
し
み
へ
の「
共
感
」で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

「
共
感
」が
で
き
る
人
間
と
な
る
た
め
に
は
、様
々
な「
行
動
」「
経

験
」が
必
要
で
あ
る
。そ
の
よ
う
な
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

に
、地
域
に
お
け
る
社
会
貢
献
活
動
を
お
こ
な
う
教
育
実
践
を
さ

ら
に
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
う
。
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内
の
宗
教
施
設
で
あ
る
鴨
台
観

音
堂（
さ
ざ
え
堂
）の
案
内
、祈

り
の
ま
ち
マ
ッ
プ
の
制
作
・
配
布

と
祈
り
の
ま
ち
の
散
策
ツ
ア
ー
な

ど
、様
々
な
仕
掛
け
を
展
開
し
て

い
る﹇
写
真
３
﹈。

⑵
キ
ャ
ン
パ
ス
農
園

　
こ
ち
ら
も
す
が
も
プ
ロ
ジェ
ク
ト

開
始
時
よ
り
継
続
し
て
い
る
活
動
で
あ
る
。大
学
内
の
デ
ッ
ド
ス
ペ
ー

ス
と
な
って
し
ま
う
わ
ず
か
な
土
地
や
空
間
を
活
用
し
て
、季
節
に
合

わ
せ
て
多
く
の
種
類
の
野
菜
を
育
て
て
い
る
。そ
し
て
、学
生
や
地
域

の
方
々
が
作
付
け
や
収
穫
を
共
に

し
、さ
ら
に
収
穫
時
の
廃
棄
部
分
を

再
利
用
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
な
ど

を
通
し
て
、環
境
教
育
、食
育
、農
育

等
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て

い
る
。ま
た
、す
が
も
地
域
に
お
け
る

伝
統
野
菜
に
関
す
る
啓
蒙
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ

上
で
お
こ
な
う
な
ど
、地
域
文
化
に

目
を
向
け
た
活
動
も
同
時
に
お
こ

は
じ
め
に

　
東
京
都
豊
島
区
の
北
部
、西
巣
鴨
に
大
正
大
学
は
あ
る
。東
に

は
、全
国
で
も
有
数
な
商
店
街
の
一
つ
巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店
街
が

あ
り
、江
戸
六
地
蔵
や
と
げ
ぬ
き
地
蔵
、巣
鴨
庚
申
塚
な
ど
の
宗

教
施
設
で
有
名
な
巣
鴨
地
域
、西
に
は
稲
荷
湯
や
亀
の
子
束
子
西

尾
商
店
、ト
キ
ハ
ソ
ー
ス
な
ど
創
業
１
０
０
年
近
い
企
業
が
点
在

す
る
滝
野
川
地
域
。そ
の
間
に
大
学
は
位
置
し
て
い
る
。ま
た
、大

学
の
南
門
は
旧
中
山
道
に
面
し
て
い
る
が
、江
戸
時
代
か
ら
戦
前

に
か
け
て
、巣
鴨
か
ら
滝
野
川
ま
で
の
区
間
は「
種
子
屋
通
り
」と

呼
ば
れ
る
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
種
苗
問
屋
や
販
売
店
が
立
ち
並
ん
で

い
た
。こ
こ
で
は「
滝
野
川
ゴ
ボ
ウ
」や「
滝
野
川
ニ
ン
ジ
ン
」な
ど

の
多
く
の
伝
統
野
菜
の
品
種
が
有
名
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
豊
富
な
地
域
文
化
を
教
育
資
源
と
し
て
活
用
し
、

さ
ら
に
は
地
域
の
新
し
い
価
値
と
し
て
発
信
し
て
い
こ
う
と
い
う

教
育
実
践
が
あ
る
。そ
の
名
も「
す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。大
正
大

学
周
辺
地
域
を
広
く「
す
が
も
」と
設
定
し
、毎
年
、学
部
学
年
を

超
え
た
2０
〜
３０
人
ほ
ど
の
学
生
が
活
動
し
て
い
る
。

　
２
０
２
０
年
度
か
ら
続
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
が
、２
０
２
３
年
度

で
は
５
つ
の
テ
ー
マ
で
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。祈
り
の
文
化

を
発
見・発
信
す
る「
祈
り
の
ま
ち
」、伝
統
野
菜
も
扱
い
な
が
ら

都
市
型
農
園
を
実
践
す
る「
キ
ャ
ン
パ
ス
農
園
」、近
隣
の
銭
湯
を

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
再
構
築
す
る「
銭
湯
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
」、そ

し
て
そ
れ
ら
の
活
動
で
発
見
さ
れ
た
地
域
文
化
を
市
民
に
観
光
資

源
と
し
て
活
用
し
て
も
ら
う「
観
光
」、さ
ら
に
は
学
生
や
そ
の
保

護
者
に
限
定
し
て
地
域
と
つ
な
げ
る
活
動
を
展
開
す
る「
ユ
ナ
イ

ト
」。こ
こ
で
は
、大
正
大
学
の
地
域
貢
献
の
歴
史
を
概
覧
し
た
の

ち
に
、個
別
の
活
動
や
学
生
の
学
び
を
紹
介
し
た
い
。

1
　
１
０
０
年
前
か
ら
の
社
会
貢
献
活
動

　
２
０
２
６
年
に
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
仏
教
系
大
学
で
あ

る
大
正
大
学
が
、こ
の
地
域
で
社
会
貢
献
活
動
を
し
て
き
た
歴
史

は
長
い
。大
正
大
学
の
前
身
で
あ
る
宗
教
大
学（
専
門
学
校
）時
代

か
ら「
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
運
動
」な
ど
の
社
会
活
動
が
盛
ん
で
あ
り
、

一
方
で「
魂
祭
」と
い
っ
た
地
域
に
開
か
れ
た
慰
霊
追
悼
行
事
も
開

催
さ
れ
て
い
た（
後
者
に
関
し
て
は
、現
在
で
も「
鴨
台
盆
踊
り
」と

し
て
、市
民
参
加
型
の
宗
教
行
事
と
い
う
理
念
を
継
承
し
て
実
施

さ
れ
て
い
る
）。

　
大
学
創
立
後
も
社
会
に
目
を
向
け
た
研
究・教
育・実
践
が
お

こ
な
わ
れ
て
い
た
が
、２１
世
紀
を
迎
え
た
頃
か
ら
、さ
ら
に
学
び
の

フ
ィ
ー
ル
ド
を
地
域
に
展
開
し
た
活
動
が
盛
ん
に
な
る
。大
学
の
使

命
と
し
て
の「
社
会
貢
献
」が
重
視
さ
れ
始
め
た
２
０
０
５
年
に

は
、Ｎ
Ｃ
Ｃ（
ネ
ク
ス
ト
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
コ
ー
ス
）と
い
う
学
部
横
断
型

の
副
専
攻
が
開
設
さ
れ
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
社
会
貢
献
活
動
が

実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
し
て
、東
日
本
大
震
災
が
起
こ
っ
た
２
０
１
１
年
に
こ
の
動
き
は

加
速
し
た
。大
正
大
学
は
宮
城
県
南
三
陸
町
を
中
心
と
し
た
震
災
被

災
地
への
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
い
ち
早
く
お
こ
なっ
た﹇
写
真
１
﹈。そ

の
後
も
大
学
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク「
私
大
ネ
ッ
ト
３６
」や「
一
般
社
団
法

人
南
三
陸
研
修
セ
ン
タ
ー
」創
設
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
、南
三

陸
町
で
の
継
続
的
な
支
援
活
動
に
つ
な
げ
た
。こ
の
支
援
活
動
で
多

く
の
成
果
を
残
し
た
こ
と
を
契
機
に
、学
び
の
フ
ィ
ー
ル
ド
は
広
域
化

す
る
。今
で
は
、１
０
０
を
超
え
る
全
国
の
自
治
体
と
連
携
協
定
の
締

結
を
図
り
、そ
の
流
れ
か
ら
地
域
創
生
学
科
や
公
共
政
策
学
科
を
中

心
に
、全
国
各
地
で
実
習
を
お
こ
な
う
カ
リ
キュラ
ム
が
構
築
さ
れ
た
。

　
一
方
で
、大
学
周
辺
で
の
動
き
も
発
展
を
見
せ
た
。大
学
が
位

置
す
る
豊
島
区
と
の
共
創
事
業
が
展
開
さ
れ
、そ
れ
と
と
も
に
全

学
生
が「
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
」と
い
う
授
業
の
履
修
が
可
能
と

な
り
、誰
で
も
社
会
貢
献
活
動
に
参
画
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。地

域
の
課
題
を
発
見
し
、そ
れ
を
ど
の

よ
う
に
解
決
で
き
る
の
か
。あ
る
い

は
、地
域
の
魅
力
を
発
掘
し
、そ
れ

を
ど
の
よ
う
に
効
果
的
に
発
信
で

き
る
の
か
。様
々
な
学
部
学
年
の
学

生
達
が
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、個
々
人

の
専
門
的
な
学
び
を
活
か
す
多
様

な
活
動
が
展
開
さ
れ
た
。

2
　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　
２
０
１
０
年
代
は
、地
域
を
学
び
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
教
育
実
践

が
大
正
大
学
の
特
徴
と
し
て
定
着
を
み
せ
た
１０
年
で
あ
っ
た
と
も
い

え
よ
う
。そ
し
て
、創
立
１
０
０
周
年
と
な
る
２
０
２
６
年
に
向
け
て
、

大
学・学
生
に
よ
る
さ
ら
な
る
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
、２
０
２
０

年
度
か
ら
、「
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
」の
一
環
で
、す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
始
まっ
た（
現
在
は「
地
域
プ
ロ
ジェク
ト
」と
授
業
名
を
変
更
）。

　
す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
特
徴
を
挙
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
全
学
部
の
２
年
生
以
上
の
学
生
が
履
修
で
き
る
。

②
各
テ
ー
マ
で
１
人
担
当
教
員
が
つ
く
。

③
教
員
だ
け
で
な
く
職
員
も
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
関
わ
る
。

④
教
員
と
学
生
の
間
に
、リ
ー
ダ
ー
的
役
割
の
Ｓ
Ｐ
Ｓ（
す
が
も
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
ス
タ
ッ
フ
）を
配
置
し
、自
立
し
た
活
動
を
促
進
す
る
。

⑤
１
年
間
の
活
動
と
し
て
事
前
に
計
画
・
予
算
を
立
て
、そ
れ
に

沿
っ
て
活
動
を
す
る
。

⑥
基
本
的
に
班
ご
と
の
活
動
と
な
る
が
、必
要
に
応
じ
て
班
を
超

え
た
連
携
や
協
力
も
積
極
的
に
お
こ
な
う
。

　
①
と
⑥
は
、従
来
の「
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
」の
特
徴
を
継
承

し
て
い
る
が
、そ
れ
以
外
は
す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
始
さ
れ
る

際
に
、あ
ら
た
め
て
設
定
さ
れ
た
。特
に
、③
の
職
員
の
参
加
に
よ
っ

て
、活
動
の
幅
が
大
き
く
広
が
っ
た
と
も
い
え
る
。

　
班
に
必
ず
、部
署
を
問
わ
ず「
コ
ア
職
員
」と
い
う
名
の
各
テ
ー
マ
の

進
捗
を
管
理
す
る
職
員
が
１
、２
名
、そ
れ
以
外
の
職
員
が
数
名
配

置
さ
れ
る
。こ
の
体
制
に
よ
り
、学
内
外
の
調
整・共
有
が
格
段
に
円

滑
と
な
り
、教
員
は
学
生
指
導
に
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、

学
生
に
と
って
も
学
内
や
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
上
で
、職
員
と

気
軽
に
相
談
や
情
報
共
有
を
お
こ
な
う
様
子
が
見
て
取
れ
る
。

　
さ
て
、開
始
時
に
話
を
戻
そ
う
。す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
始

さ
れ
た
の
は
２
０
２
０
年
で
あ
る
。つ
ま
り
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
流
行
の
始
ま
り
で
も
あ
り
、緊
急
事
態
宣
言
下
で
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
授
業
運
営
が
お
こ
な
わ
れ
た
時
期
で
も
あ
る
。大
学

周
辺
の
す
が
も
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、様
々
な
実
践
を
展
開
し
よ

う
と
し
て
い
た
矢
先
、そ
も
そ
も
大
学
生
は
大
学
に
す
ら
来
ら
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
そ
れ
ぞ
れ

の
班
で
検
討
し
続
け
、夏
頃
か
ら
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
い
だ
現
地

の
市
民
に
地
域
を
紹
介

し
て
も
ら
う
オ
ン
ラ
イ
ン

ツ
ア
ー
が
実
施
さ
れ
た
。

そ
の
後
、規
制
が
徐
々
に

取
り
払
わ
れ
て
、大
学
に

来
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

て
か
ら
は
、学
生
自
身
で

地
域
を
紹
介
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
や
学
生
間
で
の
地
域
活
動

な
ど
が
展
開
さ
れ
た
。

　
こ
の
時
期
の
活
動
は
、す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
班
の
一
つ
で
あ
っ

た「
メ
デ
ィ
ア
」に
よ
って
、ブ
ロ
グ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
あ
るｎｏ
ｔｅ
を
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
に「
あ
る
き
め
でぃ
あ 

大
正
大
学
す
が
も
プ
ロ
ジェク
ト
」の

名
前
で
広
報・記
録
さ
れ
て
い
る﹇
写
真
２
﹈。

3
　
地
域
文
化
の
発
掘
と
発
信

　
２
０
２
２
年
度
よ
り
対
面
授
業
に
戻
っ
た
こ
と
か
ら
、市
民
と

連
携
し
た
活
動
に
対
し
て
も
一
定
条
件
下
で
可
能
と
な
っ
た
。そ

し
て
、２
０
２
３
年
度
か
ら
は
あ
ら
ゆ
る
制
限
が
な
く
な
っ
た
。こ

こ
で
は
、こ
の
２
年
間
で
の
特
徴
的
な
活
動
を
３
点
紹
介
し
た
い
。

⑴
祈
り
の
ま
ち

　
巣
鴨
に
は
信
仰
や
観
光
な
ど
で
近
隣
か
ら
も
遠
方
か
ら
も
訪
れ

る
人
が
多
い
が
、そ
れ
に
加
え
て
、仏
教
系
大
学
と
し
て
独
自
の
宗

教
施
設
や
宗
教
者
を
有
す
大
正
大
学
の
特
色
を
生
か
し
、す
が
も

地
域
全
体
で「
祈
り
の
ま
ち
」を
形
成
し
て
、地
域
全
体
で
の
新
た

な
価
値
を
打
ち
出
そ
う
と
し
て
い
る
。す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始

時
よ
り
継
続
的
に
活
動
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、現
在
で
は
、月
に一度

の「
御
朱
印
浄
書
」、御
朱
印
帳
の
作
成
お
よ
び
販
売
、大
正
大
学

なって
い
る﹇
写
真
４
﹈。

⑶
銭
湯
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

　
こ
の
班
は
、２
０
２
２
年
度
か
ら
新
た
に
活
動
が
始
め
ら
れ
た
。滝

野
川
に
は「
稲
荷
湯
」と
い
う
創
業
１
０
０
年
近
い
銭
湯
が
あ
る
。映

画
の
ロ
ケ
地
と
し
て
も
有
名
で
あ
り
、２
０
２
０
年
に
は
国
の
登
録
有

形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。ま
た
、銭
湯
に
は
こ
ち
ら
も
築
１
０
０
年

ほ
ど
の
長
屋
が
隣
接
さ
れ
て
お
り
、稲
荷
湯
と
一
般
社
団
法
人
せ
ん
と

う
と
ま
ち
と
が
連
携
し
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
を
お
こ
な
い
、２
０
２
２
年

に
コ
ミュニ
テ
ィ
カ
フェと
し
て
生
ま
れ
変
わっ
た
。こ
の
カ
フェを
用
い
な

が
ら
銭
湯
を
中
心
と
し
た
新

た
な
コ
ミュニ
テ
ィ
を
形
成
す
る

こ
と
が
、こ
の
班
の
目
的
で
あ

る
。現
在
で
は
、バ
ス
ボ
ム
づ
く

り
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
、イ
ベ
ン
ト

と
連
動
し
て
の
休
憩
所
の
運
営

な
ど
、様
々
な
取
り
組
み
が
展

開
中
で
あ
る﹇
写
真
５
﹈。

4
　
新
た
な
価
値
の
創
造

　
こ
れ
ら
の
活
動
に
共
通
す
る
点
は
、地
域
の
文
化・歴
史
を
重
視

す
る
と
と
も
に
価
値
を
再
編
集
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。冒
頭
に
挙

げ
た
よ
う
な
地
域
の
特
色
を
一
つ
ひ
と
つ
発
掘
し
つ
つ
解
き
ほ
ぐ

し
、学
生・教
職
員
が
チ
ー
ム
と
な
っ
て
現
代
を
生
き
る
市
民
に
も

伝
わ
り
や
す
い
形
に
変
え
て
発
信
を
し
て
い
る
。

　
主
観
的
な
分
析
と
な
る
が
、こ
の
よ
う
に
地
域
文
化
を
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
す
る
こ
と
で
、活
動
の
最
初
期
か
ら
地
域
の
方
々
に
受
け
入

れ
て
も
ら
い
や
す
い
と
い
う
点
を
実
感
し
た
。新
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
拠

点
を
つ
く
る
こ
と
も
地
域
活
性
化
の
一
つ
だ
が
、浸
透
に
は
時
間
が

か
か
り
、１
年
間
の
授
業
の
活
動
と
し
て
完
結
さ
せ
る
の
は
難
し

い
。そ
れ
ゆ
え
、地
域
の
風
景
を
変
え
ず
に
今
あ
る
文
化
を
保
全・

活
用
す
る
活
動
こ
そ
、他
の
地
域
に
は
な
い
魅
力
を
増
強
で
き
、か

つ
、教
育
実
践
と
し
て
も
非
常
に
適
切
だ
と
実
感
し
た
。

　
そ
し
て
、２
０
２
２
年
１１
月
に
は
、す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
各
班

が
運
営
・
企
画
を
お
こ
な
い
、「
種
子
地
蔵
縁
日（
た
ね
じ
ぞ
う
え

ん
に
ち
）」と
い
う
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
、観
光
庁
に
お
け
る「
地
域
独
自
の
観
光
資
源
を
活
用
し
た
地

域
の
稼
げ
る
看
板
商
品
の
創
出
事
業
」の
採
択
事
業
の
一
環
で
あ

り
、「
伝
統
野
菜
」を
通
し
、学
内
で「
農
と
食
と
歴
史
」を
感
じ
る

マ
ー
ケ
ッ
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
、ガ
イ
ド
付
き
の
キ
ャ
ン
パ
ス
農
園

ツ
ア
ー
を
実
施
し
た
。こ
れ
に
先
ん
じ
て「
種
子
地
蔵
」の
開
眼
も

お
こ
な
わ
れ
、祈
り
と
歴
史
を
学
べ

る
新
た
な
観
光
の
形
と
し
て
展
開

し
た﹇
写
真
６
﹈。今
後
も「
種
子

地
蔵
縁
日
」は
、地
域
文
化
を
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
地
域
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、継
続
し
て
い
く
予
定
で

あ
る
。

お
わ
り
に

　
こ
れ
ら
の
活
動
に
対
し
て
、学
生
は
ど
の
よ
う
に
学
び
を
得
て
い

る
の
か
。最
後
に
そ
れ
を
伝
え
て
本
稿
を
閉
じ
た
い
。す
が
も
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
多
様
な
活
動
は
、半
期
ご
と
に
報
告
書
と
し
て
ま
と
め

ら
れ
る
。そ
こ
で
書
か
れ
た
学
生
た
ち
の
所
感
の
内
容
は
次
の
３

点
に
大
き
く
整
理
で
き
る
。

①
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
獲
得

②
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性

③
自
分
が
住
む
地
域
へ
の
応
用

　
学
生
の
所
感
を
一
つ
紹
介
し
よ
う
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、今
ま
で
の
よ
う
に
何
か
の
指
示
を
待
って

［写真５］長屋カフェでのバスボムワーク
ショップ

い
て
も
何
も
始
ま
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。一
方
で
、何
か
を

し
た
い
と
思
え
ば
、先
生
や
職
員
の
方
々
は
と
て
も
支
援
を
し

て
く
れ
る
。こ
の
よ
う
な
環
境
を
活
用
し
つ
つ
、「
率
先
行
動

者
」と
し
て
行
動
を
す
る
こ
と
に
よ
って
、周
り
を
巻
き
込
ん
で

い
く
必
要
性
を
感
じ
た
。（
中
略
）現
在
、自
分
が
住
む
地
域
の

組
織
で
役
員
と
し
て
関
わ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、こ
の
経
験

を
活
か
し
て
活
性
化
を
図
り
た
い
。

　
大
学
周
辺
地
域
で
お
こ
な
う
社
会
貢
献
活
動
は
、こ
こ
だ
か
ら

で
き
る
も
の
で
も
、こ
こ
だ
け
で
完
結
す
る
も
の
で
も
な
い
。地
域

の
課
題
を
解
決
す
る
／
地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
、と
い
う
理
念

は
ど
の
地
域
に
お
い
て
も
普
遍
的
な
作
業
で
あ
る
。

　
Ｃ
ｈａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
な
ど
の
Ａ
Ｉ
が
発
達
し
、急
速
に
生
活
に
浸
透

し
て
い
る
。我
々
は
今
後
、加
速
的
に
変
化
す
る
超
ス
マ
ー
ト
時
代

を
生
き
る
必
要
が
あ
る
。そ
の
よ
う
な
な
か
、人
間
に
し
か
で
き
な

い
の
が
、喜
び
や
苦
し
み
へ
の「
共
感
」で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

「
共
感
」が
で
き
る
人
間
と
な
る
た
め
に
は
、様
々
な「
行
動
」「
経

験
」が
必
要
で
あ
る
。そ
の
よ
う
な
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

に
、地
域
に
お
け
る
社
会
貢
献
活
動
を
お
こ
な
う
教
育
実
践
を
さ

ら
に
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

96

内
の
宗
教
施
設
で
あ
る
鴨
台
観

音
堂（
さ
ざ
え
堂
）の
案
内
、祈

り
の
ま
ち
マ
ッ
プ
の
制
作
・
配
布

と
祈
り
の
ま
ち
の
散
策
ツ
ア
ー
な

ど
、様
々
な
仕
掛
け
を
展
開
し
て

い
る﹇
写
真
３
﹈。

⑵
キ
ャ
ン
パ
ス
農
園

　
こ
ち
ら
も
す
が
も
プ
ロ
ジェ
ク
ト

開
始
時
よ
り
継
続
し
て
い
る
活
動
で
あ
る
。大
学
内
の
デ
ッ
ド
ス
ペ
ー

ス
と
な
って
し
ま
う
わ
ず
か
な
土
地
や
空
間
を
活
用
し
て
、季
節
に
合

わ
せ
て
多
く
の
種
類
の
野
菜
を
育
て
て
い
る
。そ
し
て
、学
生
や
地
域

の
方
々
が
作
付
け
や
収
穫
を
共
に

し
、さ
ら
に
収
穫
時
の
廃
棄
部
分
を

再
利
用
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
な
ど

を
通
し
て
、環
境
教
育
、食
育
、農
育

等
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て

い
る
。ま
た
、す
が
も
地
域
に
お
け
る

伝
統
野
菜
に
関
す
る
啓
蒙
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ

上
で
お
こ
な
う
な
ど
、地
域
文
化
に

目
を
向
け
た
活
動
も
同
時
に
お
こ

は
じ
め
に

　
東
京
都
豊
島
区
の
北
部
、西
巣
鴨
に
大
正
大
学
は
あ
る
。東
に

は
、全
国
で
も
有
数
な
商
店
街
の
一
つ
巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店
街
が

あ
り
、江
戸
六
地
蔵
や
と
げ
ぬ
き
地
蔵
、巣
鴨
庚
申
塚
な
ど
の
宗

教
施
設
で
有
名
な
巣
鴨
地
域
、西
に
は
稲
荷
湯
や
亀
の
子
束
子
西

尾
商
店
、ト
キ
ハ
ソ
ー
ス
な
ど
創
業
１
０
０
年
近
い
企
業
が
点
在

す
る
滝
野
川
地
域
。そ
の
間
に
大
学
は
位
置
し
て
い
る
。ま
た
、大

学
の
南
門
は
旧
中
山
道
に
面
し
て
い
る
が
、江
戸
時
代
か
ら
戦
前

に
か
け
て
、巣
鴨
か
ら
滝
野
川
ま
で
の
区
間
は「
種
子
屋
通
り
」と

呼
ば
れ
る
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
種
苗
問
屋
や
販
売
店
が
立
ち
並
ん
で

い
た
。こ
こ
で
は「
滝
野
川
ゴ
ボ
ウ
」や「
滝
野
川
ニ
ン
ジ
ン
」な
ど

の
多
く
の
伝
統
野
菜
の
品
種
が
有
名
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
豊
富
な
地
域
文
化
を
教
育
資
源
と
し
て
活
用
し
、

さ
ら
に
は
地
域
の
新
し
い
価
値
と
し
て
発
信
し
て
い
こ
う
と
い
う

教
育
実
践
が
あ
る
。そ
の
名
も「
す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。大
正
大

学
周
辺
地
域
を
広
く「
す
が
も
」と
設
定
し
、毎
年
、学
部
学
年
を

超
え
た
2０
〜
３０
人
ほ
ど
の
学
生
が
活
動
し
て
い
る
。

　
２
０
２
０
年
度
か
ら
続
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
が
、２
０
２
３
年
度

で
は
５
つ
の
テ
ー
マ
で
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。祈
り
の
文
化

を
発
見・発
信
す
る「
祈
り
の
ま
ち
」、伝
統
野
菜
も
扱
い
な
が
ら

都
市
型
農
園
を
実
践
す
る「
キ
ャ
ン
パ
ス
農
園
」、近
隣
の
銭
湯
を

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
再
構
築
す
る「
銭
湯
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
」、そ

し
て
そ
れ
ら
の
活
動
で
発
見
さ
れ
た
地
域
文
化
を
市
民
に
観
光
資

源
と
し
て
活
用
し
て
も
ら
う「
観
光
」、さ
ら
に
は
学
生
や
そ
の
保

護
者
に
限
定
し
て
地
域
と
つ
な
げ
る
活
動
を
展
開
す
る「
ユ
ナ
イ

ト
」。こ
こ
で
は
、大
正
大
学
の
地
域
貢
献
の
歴
史
を
概
覧
し
た
の

ち
に
、個
別
の
活
動
や
学
生
の
学
び
を
紹
介
し
た
い
。

1
　
１
０
０
年
前
か
ら
の
社
会
貢
献
活
動

　
２
０
２
６
年
に
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
仏
教
系
大
学
で
あ

る
大
正
大
学
が
、こ
の
地
域
で
社
会
貢
献
活
動
を
し
て
き
た
歴
史

は
長
い
。大
正
大
学
の
前
身
で
あ
る
宗
教
大
学（
専
門
学
校
）時
代

か
ら「
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
運
動
」な
ど
の
社
会
活
動
が
盛
ん
で
あ
り
、

一
方
で「
魂
祭
」と
い
っ
た
地
域
に
開
か
れ
た
慰
霊
追
悼
行
事
も
開

催
さ
れ
て
い
た（
後
者
に
関
し
て
は
、現
在
で
も「
鴨
台
盆
踊
り
」と

し
て
、市
民
参
加
型
の
宗
教
行
事
と
い
う
理
念
を
継
承
し
て
実
施

さ
れ
て
い
る
）。

　
大
学
創
立
後
も
社
会
に
目
を
向
け
た
研
究・教
育・実
践
が
お

こ
な
わ
れ
て
い
た
が
、２１
世
紀
を
迎
え
た
頃
か
ら
、さ
ら
に
学
び
の

フ
ィ
ー
ル
ド
を
地
域
に
展
開
し
た
活
動
が
盛
ん
に
な
る
。大
学
の
使

命
と
し
て
の「
社
会
貢
献
」が
重
視
さ
れ
始
め
た
２
０
０
５
年
に

は
、Ｎ
Ｃ
Ｃ（
ネ
ク
ス
ト
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
コ
ー
ス
）と
い
う
学
部
横
断
型

の
副
専
攻
が
開
設
さ
れ
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
社
会
貢
献
活
動
が

実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
し
て
、東
日
本
大
震
災
が
起
こ
っ
た
２
０
１
１
年
に
こ
の
動
き
は

加
速
し
た
。大
正
大
学
は
宮
城
県
南
三
陸
町
を
中
心
と
し
た
震
災
被

災
地
への
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
い
ち
早
く
お
こ
なっ
た﹇
写
真
１
﹈。そ

の
後
も
大
学
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク「
私
大
ネ
ッ
ト
３６
」や「
一
般
社
団
法

人
南
三
陸
研
修
セ
ン
タ
ー
」創
設
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
、南
三

陸
町
で
の
継
続
的
な
支
援
活
動
に
つ
な
げ
た
。こ
の
支
援
活
動
で
多

く
の
成
果
を
残
し
た
こ
と
を
契
機
に
、学
び
の
フ
ィ
ー
ル
ド
は
広
域
化

す
る
。今
で
は
、１
０
０
を
超
え
る
全
国
の
自
治
体
と
連
携
協
定
の
締

結
を
図
り
、そ
の
流
れ
か
ら
地
域
創
生
学
科
や
公
共
政
策
学
科
を
中

心
に
、全
国
各
地
で
実
習
を
お
こ
な
う
カ
リ
キュラ
ム
が
構
築
さ
れ
た
。

　
一
方
で
、大
学
周
辺
で
の
動
き
も
発
展
を
見
せ
た
。大
学
が
位

置
す
る
豊
島
区
と
の
共
創
事
業
が
展
開
さ
れ
、そ
れ
と
と
も
に
全

学
生
が「
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
」と
い
う
授
業
の
履
修
が
可
能
と

な
り
、誰
で
も
社
会
貢
献
活
動
に
参
画
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。地

域
の
課
題
を
発
見
し
、そ
れ
を
ど
の

よ
う
に
解
決
で
き
る
の
か
。あ
る
い

は
、地
域
の
魅
力
を
発
掘
し
、そ
れ

を
ど
の
よ
う
に
効
果
的
に
発
信
で

き
る
の
か
。様
々
な
学
部
学
年
の
学

生
達
が
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、個
々
人

の
専
門
的
な
学
び
を
活
か
す
多
様

な
活
動
が
展
開
さ
れ
た
。

2
　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　
２
０
１
０
年
代
は
、地
域
を
学
び
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
教
育
実
践

が
大
正
大
学
の
特
徴
と
し
て
定
着
を
み
せ
た
１０
年
で
あ
っ
た
と
も
い

え
よ
う
。そ
し
て
、創
立
１
０
０
周
年
と
な
る
２
０
２
６
年
に
向
け
て
、

大
学・学
生
に
よ
る
さ
ら
な
る
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
、２
０
２
０

年
度
か
ら
、「
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
」の
一
環
で
、す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
始
まっ
た（
現
在
は「
地
域
プ
ロ
ジェク
ト
」と
授
業
名
を
変
更
）。

　
す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
特
徴
を
挙
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
全
学
部
の
２
年
生
以
上
の
学
生
が
履
修
で
き
る
。

②
各
テ
ー
マ
で
１
人
担
当
教
員
が
つ
く
。

③
教
員
だ
け
で
な
く
職
員
も
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
関
わ
る
。

④
教
員
と
学
生
の
間
に
、リ
ー
ダ
ー
的
役
割
の
Ｓ
Ｐ
Ｓ（
す
が
も
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
ス
タ
ッ
フ
）を
配
置
し
、自
立
し
た
活
動
を
促
進
す
る
。

⑤
１
年
間
の
活
動
と
し
て
事
前
に
計
画
・
予
算
を
立
て
、そ
れ
に

沿
っ
て
活
動
を
す
る
。

⑥
基
本
的
に
班
ご
と
の
活
動
と
な
る
が
、必
要
に
応
じ
て
班
を
超

え
た
連
携
や
協
力
も
積
極
的
に
お
こ
な
う
。

　
①
と
⑥
は
、従
来
の「
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
」の
特
徴
を
継
承

し
て
い
る
が
、そ
れ
以
外
は
す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
始
さ
れ
る

際
に
、あ
ら
た
め
て
設
定
さ
れ
た
。特
に
、③
の
職
員
の
参
加
に
よ
っ

て
、活
動
の
幅
が
大
き
く
広
が
っ
た
と
も
い
え
る
。

　
班
に
必
ず
、部
署
を
問
わ
ず「
コ
ア
職
員
」と
い
う
名
の
各
テ
ー
マ
の

進
捗
を
管
理
す
る
職
員
が
１
、２
名
、そ
れ
以
外
の
職
員
が
数
名
配

置
さ
れ
る
。こ
の
体
制
に
よ
り
、学
内
外
の
調
整・共
有
が
格
段
に
円

滑
と
な
り
、教
員
は
学
生
指
導
に
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、

学
生
に
と
って
も
学
内
や
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
上
で
、職
員
と

気
軽
に
相
談
や
情
報
共
有
を
お
こ
な
う
様
子
が
見
て
取
れ
る
。

　
さ
て
、開
始
時
に
話
を
戻
そ
う
。す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
始

さ
れ
た
の
は
２
０
２
０
年
で
あ
る
。つ
ま
り
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
流
行
の
始
ま
り
で
も
あ
り
、緊
急
事
態
宣
言
下
で
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
授
業
運
営
が
お
こ
な
わ
れ
た
時
期
で
も
あ
る
。大
学

周
辺
の
す
が
も
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、様
々
な
実
践
を
展
開
し
よ

う
と
し
て
い
た
矢
先
、そ
も
そ
も
大
学
生
は
大
学
に
す
ら
来
ら
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
そ
れ
ぞ
れ

の
班
で
検
討
し
続
け
、夏
頃
か
ら
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
い
だ
現
地

の
市
民
に
地
域
を
紹
介

し
て
も
ら
う
オ
ン
ラ
イ
ン

ツ
ア
ー
が
実
施
さ
れ
た
。

そ
の
後
、規
制
が
徐
々
に

取
り
払
わ
れ
て
、大
学
に

来
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

て
か
ら
は
、学
生
自
身
で

地
域
を
紹
介
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
や
学
生
間
で
の
地
域
活
動

な
ど
が
展
開
さ
れ
た
。

　
こ
の
時
期
の
活
動
は
、す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
班
の
一
つ
で
あ
っ

た「
メ
デ
ィ
ア
」に
よ
って
、ブ
ロ
グ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
あ
るｎｏ
ｔｅ
を
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
に「
あ
る
き
め
でぃ
あ 

大
正
大
学
す
が
も
プ
ロ
ジェク
ト
」の

名
前
で
広
報・記
録
さ
れ
て
い
る﹇
写
真
２
﹈。

3
　
地
域
文
化
の
発
掘
と
発
信

　
２
０
２
２
年
度
よ
り
対
面
授
業
に
戻
っ
た
こ
と
か
ら
、市
民
と

連
携
し
た
活
動
に
対
し
て
も
一
定
条
件
下
で
可
能
と
な
っ
た
。そ

し
て
、２
０
２
３
年
度
か
ら
は
あ
ら
ゆ
る
制
限
が
な
く
な
っ
た
。こ

こ
で
は
、こ
の
２
年
間
で
の
特
徴
的
な
活
動
を
３
点
紹
介
し
た
い
。

⑴
祈
り
の
ま
ち

　
巣
鴨
に
は
信
仰
や
観
光
な
ど
で
近
隣
か
ら
も
遠
方
か
ら
も
訪
れ

る
人
が
多
い
が
、そ
れ
に
加
え
て
、仏
教
系
大
学
と
し
て
独
自
の
宗

教
施
設
や
宗
教
者
を
有
す
大
正
大
学
の
特
色
を
生
か
し
、す
が
も

地
域
全
体
で「
祈
り
の
ま
ち
」を
形
成
し
て
、地
域
全
体
で
の
新
た

な
価
値
を
打
ち
出
そ
う
と
し
て
い
る
。す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始

時
よ
り
継
続
的
に
活
動
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、現
在
で
は
、月
に一度

の「
御
朱
印
浄
書
」、御
朱
印
帳
の
作
成
お
よ
び
販
売
、大
正
大
学

なって
い
る﹇
写
真
４
﹈。

⑶
銭
湯
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

　
こ
の
班
は
、２
０
２
２
年
度
か
ら
新
た
に
活
動
が
始
め
ら
れ
た
。滝

野
川
に
は「
稲
荷
湯
」と
い
う
創
業
１
０
０
年
近
い
銭
湯
が
あ
る
。映

画
の
ロ
ケ
地
と
し
て
も
有
名
で
あ
り
、２
０
２
０
年
に
は
国
の
登
録
有

形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。ま
た
、銭
湯
に
は
こ
ち
ら
も
築
１
０
０
年

ほ
ど
の
長
屋
が
隣
接
さ
れ
て
お
り
、稲
荷
湯
と
一
般
社
団
法
人
せ
ん
と

う
と
ま
ち
と
が
連
携
し
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
を
お
こ
な
い
、２
０
２
２
年

に
コ
ミュニ
テ
ィ
カ
フェと
し
て
生
ま
れ
変
わっ
た
。こ
の
カ
フェを
用
い
な

が
ら
銭
湯
を
中
心
と
し
た
新

た
な
コ
ミュニ
テ
ィ
を
形
成
す
る

こ
と
が
、こ
の
班
の
目
的
で
あ

る
。現
在
で
は
、バ
ス
ボ
ム
づ
く

り
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
、イ
ベ
ン
ト

と
連
動
し
て
の
休
憩
所
の
運
営

な
ど
、様
々
な
取
り
組
み
が
展

開
中
で
あ
る﹇
写
真
５
﹈。

4
　
新
た
な
価
値
の
創
造

　
こ
れ
ら
の
活
動
に
共
通
す
る
点
は
、地
域
の
文
化・歴
史
を
重
視

す
る
と
と
も
に
価
値
を
再
編
集
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。冒
頭
に
挙

げ
た
よ
う
な
地
域
の
特
色
を
一
つ
ひ
と
つ
発
掘
し
つ
つ
解
き
ほ
ぐ

し
、学
生・教
職
員
が
チ
ー
ム
と
な
っ
て
現
代
を
生
き
る
市
民
に
も

伝
わ
り
や
す
い
形
に
変
え
て
発
信
を
し
て
い
る
。

　
主
観
的
な
分
析
と
な
る
が
、こ
の
よ
う
に
地
域
文
化
を
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
す
る
こ
と
で
、活
動
の
最
初
期
か
ら
地
域
の
方
々
に
受
け
入

れ
て
も
ら
い
や
す
い
と
い
う
点
を
実
感
し
た
。新
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
拠

点
を
つ
く
る
こ
と
も
地
域
活
性
化
の
一
つ
だ
が
、浸
透
に
は
時
間
が

か
か
り
、１
年
間
の
授
業
の
活
動
と
し
て
完
結
さ
せ
る
の
は
難
し

い
。そ
れ
ゆ
え
、地
域
の
風
景
を
変
え
ず
に
今
あ
る
文
化
を
保
全・

活
用
す
る
活
動
こ
そ
、他
の
地
域
に
は
な
い
魅
力
を
増
強
で
き
、か

つ
、教
育
実
践
と
し
て
も
非
常
に
適
切
だ
と
実
感
し
た
。

　
そ
し
て
、２
０
２
２
年
１１
月
に
は
、す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
各
班

が
運
営
・
企
画
を
お
こ
な
い
、「
種
子
地
蔵
縁
日（
た
ね
じ
ぞ
う
え

ん
に
ち
）」と
い
う
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
、観
光
庁
に
お
け
る「
地
域
独
自
の
観
光
資
源
を
活
用
し
た
地

域
の
稼
げ
る
看
板
商
品
の
創
出
事
業
」の
採
択
事
業
の
一
環
で
あ

り
、「
伝
統
野
菜
」を
通
し
、学
内
で「
農
と
食
と
歴
史
」を
感
じ
る

マ
ー
ケ
ッ
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
、ガ
イ
ド
付
き
の
キ
ャ
ン
パ
ス
農
園

ツ
ア
ー
を
実
施
し
た
。こ
れ
に
先
ん
じ
て「
種
子
地
蔵
」の
開
眼
も

お
こ
な
わ
れ
、祈
り
と
歴
史
を
学
べ

る
新
た
な
観
光
の
形
と
し
て
展
開

し
た﹇
写
真
６
﹈。今
後
も「
種
子

地
蔵
縁
日
」は
、地
域
文
化
を
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
地
域
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、継
続
し
て
い
く
予
定
で

あ
る
。

お
わ
り
に

　
こ
れ
ら
の
活
動
に
対
し
て
、学
生
は
ど
の
よ
う
に
学
び
を
得
て
い

る
の
か
。最
後
に
そ
れ
を
伝
え
て
本
稿
を
閉
じ
た
い
。す
が
も
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
多
様
な
活
動
は
、半
期
ご
と
に
報
告
書
と
し
て
ま
と
め

ら
れ
る
。そ
こ
で
書
か
れ
た
学
生
た
ち
の
所
感
の
内
容
は
次
の
３

点
に
大
き
く
整
理
で
き
る
。

①
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
獲
得

②
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性

③
自
分
が
住
む
地
域
へ
の
応
用

　
学
生
の
所
感
を
一
つ
紹
介
し
よ
う
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、今
ま
で
の
よ
う
に
何
か
の
指
示
を
待
って ［写真６］種子地蔵と法要

い
て
も
何
も
始
ま
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。一
方
で
、何
か
を

し
た
い
と
思
え
ば
、先
生
や
職
員
の
方
々
は
と
て
も
支
援
を
し

て
く
れ
る
。こ
の
よ
う
な
環
境
を
活
用
し
つ
つ
、「
率
先
行
動

者
」と
し
て
行
動
を
す
る
こ
と
に
よ
って
、周
り
を
巻
き
込
ん
で

い
く
必
要
性
を
感
じ
た
。（
中
略
）現
在
、自
分
が
住
む
地
域
の

組
織
で
役
員
と
し
て
関
わ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、こ
の
経
験

を
活
か
し
て
活
性
化
を
図
り
た
い
。

　
大
学
周
辺
地
域
で
お
こ
な
う
社
会
貢
献
活
動
は
、こ
こ
だ
か
ら

で
き
る
も
の
で
も
、こ
こ
だ
け
で
完
結
す
る
も
の
で
も
な
い
。地
域

の
課
題
を
解
決
す
る
／
地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
、と
い
う
理
念

は
ど
の
地
域
に
お
い
て
も
普
遍
的
な
作
業
で
あ
る
。

　
Ｃ
ｈａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
な
ど
の
Ａ
Ｉ
が
発
達
し
、急
速
に
生
活
に
浸
透

し
て
い
る
。我
々
は
今
後
、加
速
的
に
変
化
す
る
超
ス
マ
ー
ト
時
代

を
生
き
る
必
要
が
あ
る
。そ
の
よ
う
な
な
か
、人
間
に
し
か
で
き
な

い
の
が
、喜
び
や
苦
し
み
へ
の「
共
感
」で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

「
共
感
」が
で
き
る
人
間
と
な
る
た
め
に
は
、様
々
な「
行
動
」「
経

験
」が
必
要
で
あ
る
。そ
の
よ
う
な
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

に
、地
域
に
お
け
る
社
会
貢
献
活
動
を
お
こ
な
う
教
育
実
践
を
さ

ら
に
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

97



内
の
宗
教
施
設
で
あ
る
鴨
台
観

音
堂（
さ
ざ
え
堂
）の
案
内
、祈

り
の
ま
ち
マ
ッ
プ
の
制
作
・
配
布

と
祈
り
の
ま
ち
の
散
策
ツ
ア
ー
な

ど
、様
々
な
仕
掛
け
を
展
開
し
て

い
る﹇
写
真
３
﹈。

⑵
キ
ャ
ン
パ
ス
農
園

　
こ
ち
ら
も
す
が
も
プ
ロ
ジェ
ク
ト

開
始
時
よ
り
継
続
し
て
い
る
活
動
で
あ
る
。大
学
内
の
デ
ッ
ド
ス
ペ
ー

ス
と
な
って
し
ま
う
わ
ず
か
な
土
地
や
空
間
を
活
用
し
て
、季
節
に
合

わ
せ
て
多
く
の
種
類
の
野
菜
を
育
て
て
い
る
。そ
し
て
、学
生
や
地
域

の
方
々
が
作
付
け
や
収
穫
を
共
に

し
、さ
ら
に
収
穫
時
の
廃
棄
部
分
を

再
利
用
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
な
ど

を
通
し
て
、環
境
教
育
、食
育
、農
育

等
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て

い
る
。ま
た
、す
が
も
地
域
に
お
け
る

伝
統
野
菜
に
関
す
る
啓
蒙
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ

上
で
お
こ
な
う
な
ど
、地
域
文
化
に

目
を
向
け
た
活
動
も
同
時
に
お
こ

は
じ
め
に

　
東
京
都
豊
島
区
の
北
部
、西
巣
鴨
に
大
正
大
学
は
あ
る
。東
に

は
、全
国
で
も
有
数
な
商
店
街
の
一
つ
巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店
街
が

あ
り
、江
戸
六
地
蔵
や
と
げ
ぬ
き
地
蔵
、巣
鴨
庚
申
塚
な
ど
の
宗

教
施
設
で
有
名
な
巣
鴨
地
域
、西
に
は
稲
荷
湯
や
亀
の
子
束
子
西

尾
商
店
、ト
キ
ハ
ソ
ー
ス
な
ど
創
業
１
０
０
年
近
い
企
業
が
点
在

す
る
滝
野
川
地
域
。そ
の
間
に
大
学
は
位
置
し
て
い
る
。ま
た
、大

学
の
南
門
は
旧
中
山
道
に
面
し
て
い
る
が
、江
戸
時
代
か
ら
戦
前

に
か
け
て
、巣
鴨
か
ら
滝
野
川
ま
で
の
区
間
は「
種
子
屋
通
り
」と

呼
ば
れ
る
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
種
苗
問
屋
や
販
売
店
が
立
ち
並
ん
で

い
た
。こ
こ
で
は「
滝
野
川
ゴ
ボ
ウ
」や「
滝
野
川
ニ
ン
ジ
ン
」な
ど

の
多
く
の
伝
統
野
菜
の
品
種
が
有
名
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
豊
富
な
地
域
文
化
を
教
育
資
源
と
し
て
活
用
し
、

さ
ら
に
は
地
域
の
新
し
い
価
値
と
し
て
発
信
し
て
い
こ
う
と
い
う

教
育
実
践
が
あ
る
。そ
の
名
も「
す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。大
正
大

学
周
辺
地
域
を
広
く「
す
が
も
」と
設
定
し
、毎
年
、学
部
学
年
を

超
え
た
2０
〜
３０
人
ほ
ど
の
学
生
が
活
動
し
て
い
る
。

　
２
０
２
０
年
度
か
ら
続
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
が
、２
０
２
３
年
度

で
は
５
つ
の
テ
ー
マ
で
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。祈
り
の
文
化

を
発
見・発
信
す
る「
祈
り
の
ま
ち
」、伝
統
野
菜
も
扱
い
な
が
ら

都
市
型
農
園
を
実
践
す
る「
キ
ャ
ン
パ
ス
農
園
」、近
隣
の
銭
湯
を

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
再
構
築
す
る「
銭
湯
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
」、そ

し
て
そ
れ
ら
の
活
動
で
発
見
さ
れ
た
地
域
文
化
を
市
民
に
観
光
資

源
と
し
て
活
用
し
て
も
ら
う「
観
光
」、さ
ら
に
は
学
生
や
そ
の
保

護
者
に
限
定
し
て
地
域
と
つ
な
げ
る
活
動
を
展
開
す
る「
ユ
ナ
イ

ト
」。こ
こ
で
は
、大
正
大
学
の
地
域
貢
献
の
歴
史
を
概
覧
し
た
の

ち
に
、個
別
の
活
動
や
学
生
の
学
び
を
紹
介
し
た
い
。

1
　
１
０
０
年
前
か
ら
の
社
会
貢
献
活
動

　
２
０
２
６
年
に
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
仏
教
系
大
学
で
あ

る
大
正
大
学
が
、こ
の
地
域
で
社
会
貢
献
活
動
を
し
て
き
た
歴
史

は
長
い
。大
正
大
学
の
前
身
で
あ
る
宗
教
大
学（
専
門
学
校
）時
代

か
ら「
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
運
動
」な
ど
の
社
会
活
動
が
盛
ん
で
あ
り
、

一
方
で「
魂
祭
」と
い
っ
た
地
域
に
開
か
れ
た
慰
霊
追
悼
行
事
も
開

催
さ
れ
て
い
た（
後
者
に
関
し
て
は
、現
在
で
も「
鴨
台
盆
踊
り
」と

し
て
、市
民
参
加
型
の
宗
教
行
事
と
い
う
理
念
を
継
承
し
て
実
施

さ
れ
て
い
る
）。

　
大
学
創
立
後
も
社
会
に
目
を
向
け
た
研
究・教
育・実
践
が
お

こ
な
わ
れ
て
い
た
が
、２１
世
紀
を
迎
え
た
頃
か
ら
、さ
ら
に
学
び
の

フ
ィ
ー
ル
ド
を
地
域
に
展
開
し
た
活
動
が
盛
ん
に
な
る
。大
学
の
使

命
と
し
て
の「
社
会
貢
献
」が
重
視
さ
れ
始
め
た
２
０
０
５
年
に

は
、Ｎ
Ｃ
Ｃ（
ネ
ク
ス
ト
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
コ
ー
ス
）と
い
う
学
部
横
断
型

の
副
専
攻
が
開
設
さ
れ
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
社
会
貢
献
活
動
が

実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
し
て
、東
日
本
大
震
災
が
起
こ
っ
た
２
０
１
１
年
に
こ
の
動
き
は

加
速
し
た
。大
正
大
学
は
宮
城
県
南
三
陸
町
を
中
心
と
し
た
震
災
被

災
地
への
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
い
ち
早
く
お
こ
なっ
た﹇
写
真
１
﹈。そ

の
後
も
大
学
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク「
私
大
ネ
ッ
ト
３６
」や「
一
般
社
団
法

人
南
三
陸
研
修
セ
ン
タ
ー
」創
設
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
、南
三

陸
町
で
の
継
続
的
な
支
援
活
動
に
つ
な
げ
た
。こ
の
支
援
活
動
で
多

く
の
成
果
を
残
し
た
こ
と
を
契
機
に
、学
び
の
フ
ィ
ー
ル
ド
は
広
域
化

す
る
。今
で
は
、１
０
０
を
超
え
る
全
国
の
自
治
体
と
連
携
協
定
の
締

結
を
図
り
、そ
の
流
れ
か
ら
地
域
創
生
学
科
や
公
共
政
策
学
科
を
中

心
に
、全
国
各
地
で
実
習
を
お
こ
な
う
カ
リ
キュラ
ム
が
構
築
さ
れ
た
。

　
一
方
で
、大
学
周
辺
で
の
動
き
も
発
展
を
見
せ
た
。大
学
が
位

置
す
る
豊
島
区
と
の
共
創
事
業
が
展
開
さ
れ
、そ
れ
と
と
も
に
全

学
生
が「
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
」と
い
う
授
業
の
履
修
が
可
能
と

な
り
、誰
で
も
社
会
貢
献
活
動
に
参
画
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。地

域
の
課
題
を
発
見
し
、そ
れ
を
ど
の

よ
う
に
解
決
で
き
る
の
か
。あ
る
い

は
、地
域
の
魅
力
を
発
掘
し
、そ
れ

を
ど
の
よ
う
に
効
果
的
に
発
信
で

き
る
の
か
。様
々
な
学
部
学
年
の
学

生
達
が
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、個
々
人

の
専
門
的
な
学
び
を
活
か
す
多
様

な
活
動
が
展
開
さ
れ
た
。

2
　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　
２
０
１
０
年
代
は
、地
域
を
学
び
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
教
育
実
践

が
大
正
大
学
の
特
徴
と
し
て
定
着
を
み
せ
た
１０
年
で
あ
っ
た
と
も
い

え
よ
う
。そ
し
て
、創
立
１
０
０
周
年
と
な
る
２
０
２
６
年
に
向
け
て
、

大
学・学
生
に
よ
る
さ
ら
な
る
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
、２
０
２
０

年
度
か
ら
、「
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
」の
一
環
で
、す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
始
まっ
た（
現
在
は「
地
域
プ
ロ
ジェク
ト
」と
授
業
名
を
変
更
）。

　
す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
特
徴
を
挙
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
全
学
部
の
２
年
生
以
上
の
学
生
が
履
修
で
き
る
。

②
各
テ
ー
マ
で
１
人
担
当
教
員
が
つ
く
。

③
教
員
だ
け
で
な
く
職
員
も
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
関
わ
る
。

④
教
員
と
学
生
の
間
に
、リ
ー
ダ
ー
的
役
割
の
Ｓ
Ｐ
Ｓ（
す
が
も
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
ス
タ
ッ
フ
）を
配
置
し
、自
立
し
た
活
動
を
促
進
す
る
。

⑤
１
年
間
の
活
動
と
し
て
事
前
に
計
画
・
予
算
を
立
て
、そ
れ
に

沿
っ
て
活
動
を
す
る
。

⑥
基
本
的
に
班
ご
と
の
活
動
と
な
る
が
、必
要
に
応
じ
て
班
を
超

え
た
連
携
や
協
力
も
積
極
的
に
お
こ
な
う
。

　
①
と
⑥
は
、従
来
の「
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
」の
特
徴
を
継
承

し
て
い
る
が
、そ
れ
以
外
は
す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
始
さ
れ
る

際
に
、あ
ら
た
め
て
設
定
さ
れ
た
。特
に
、③
の
職
員
の
参
加
に
よ
っ

て
、活
動
の
幅
が
大
き
く
広
が
っ
た
と
も
い
え
る
。

　
班
に
必
ず
、部
署
を
問
わ
ず「
コ
ア
職
員
」と
い
う
名
の
各
テ
ー
マ
の

進
捗
を
管
理
す
る
職
員
が
１
、２
名
、そ
れ
以
外
の
職
員
が
数
名
配

置
さ
れ
る
。こ
の
体
制
に
よ
り
、学
内
外
の
調
整・共
有
が
格
段
に
円

滑
と
な
り
、教
員
は
学
生
指
導
に
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、

学
生
に
と
って
も
学
内
や
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
上
で
、職
員
と

気
軽
に
相
談
や
情
報
共
有
を
お
こ
な
う
様
子
が
見
て
取
れ
る
。

　
さ
て
、開
始
時
に
話
を
戻
そ
う
。す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
始

さ
れ
た
の
は
２
０
２
０
年
で
あ
る
。つ
ま
り
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
流
行
の
始
ま
り
で
も
あ
り
、緊
急
事
態
宣
言
下
で
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
授
業
運
営
が
お
こ
な
わ
れ
た
時
期
で
も
あ
る
。大
学

周
辺
の
す
が
も
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、様
々
な
実
践
を
展
開
し
よ

う
と
し
て
い
た
矢
先
、そ
も
そ
も
大
学
生
は
大
学
に
す
ら
来
ら
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
そ
れ
ぞ
れ

の
班
で
検
討
し
続
け
、夏
頃
か
ら
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
い
だ
現
地

の
市
民
に
地
域
を
紹
介

し
て
も
ら
う
オ
ン
ラ
イ
ン

ツ
ア
ー
が
実
施
さ
れ
た
。

そ
の
後
、規
制
が
徐
々
に

取
り
払
わ
れ
て
、大
学
に

来
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

て
か
ら
は
、学
生
自
身
で

地
域
を
紹
介
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
や
学
生
間
で
の
地
域
活
動

な
ど
が
展
開
さ
れ
た
。

　
こ
の
時
期
の
活
動
は
、す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
班
の
一
つ
で
あ
っ

た「
メ
デ
ィ
ア
」に
よ
って
、ブ
ロ
グ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
あ
るｎｏ
ｔｅ
を
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
に「
あ
る
き
め
でぃ
あ 

大
正
大
学
す
が
も
プ
ロ
ジェク
ト
」の

名
前
で
広
報・記
録
さ
れ
て
い
る﹇
写
真
２
﹈。

3
　
地
域
文
化
の
発
掘
と
発
信

　
２
０
２
２
年
度
よ
り
対
面
授
業
に
戻
っ
た
こ
と
か
ら
、市
民
と

連
携
し
た
活
動
に
対
し
て
も
一
定
条
件
下
で
可
能
と
な
っ
た
。そ

し
て
、２
０
２
３
年
度
か
ら
は
あ
ら
ゆ
る
制
限
が
な
く
な
っ
た
。こ

こ
で
は
、こ
の
２
年
間
で
の
特
徴
的
な
活
動
を
３
点
紹
介
し
た
い
。

⑴
祈
り
の
ま
ち

　
巣
鴨
に
は
信
仰
や
観
光
な
ど
で
近
隣
か
ら
も
遠
方
か
ら
も
訪
れ

る
人
が
多
い
が
、そ
れ
に
加
え
て
、仏
教
系
大
学
と
し
て
独
自
の
宗

教
施
設
や
宗
教
者
を
有
す
大
正
大
学
の
特
色
を
生
か
し
、す
が
も

地
域
全
体
で「
祈
り
の
ま
ち
」を
形
成
し
て
、地
域
全
体
で
の
新
た

な
価
値
を
打
ち
出
そ
う
と
し
て
い
る
。す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始

時
よ
り
継
続
的
に
活
動
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、現
在
で
は
、月
に一度

の「
御
朱
印
浄
書
」、御
朱
印
帳
の
作
成
お
よ
び
販
売
、大
正
大
学

なって
い
る﹇
写
真
４
﹈。

⑶
銭
湯
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

　
こ
の
班
は
、２
０
２
２
年
度
か
ら
新
た
に
活
動
が
始
め
ら
れ
た
。滝

野
川
に
は「
稲
荷
湯
」と
い
う
創
業
１
０
０
年
近
い
銭
湯
が
あ
る
。映

画
の
ロ
ケ
地
と
し
て
も
有
名
で
あ
り
、２
０
２
０
年
に
は
国
の
登
録
有

形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。ま
た
、銭
湯
に
は
こ
ち
ら
も
築
１
０
０
年

ほ
ど
の
長
屋
が
隣
接
さ
れ
て
お
り
、稲
荷
湯
と
一
般
社
団
法
人
せ
ん
と

う
と
ま
ち
と
が
連
携
し
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
を
お
こ
な
い
、２
０
２
２
年

に
コ
ミュニ
テ
ィ
カ
フェと
し
て
生
ま
れ
変
わっ
た
。こ
の
カ
フェを
用
い
な

が
ら
銭
湯
を
中
心
と
し
た
新

た
な
コ
ミュニ
テ
ィ
を
形
成
す
る

こ
と
が
、こ
の
班
の
目
的
で
あ

る
。現
在
で
は
、バ
ス
ボ
ム
づ
く

り
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
、イ
ベ
ン
ト

と
連
動
し
て
の
休
憩
所
の
運
営

な
ど
、様
々
な
取
り
組
み
が
展

開
中
で
あ
る﹇
写
真
５
﹈。

4
　
新
た
な
価
値
の
創
造

　
こ
れ
ら
の
活
動
に
共
通
す
る
点
は
、地
域
の
文
化・歴
史
を
重
視

す
る
と
と
も
に
価
値
を
再
編
集
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。冒
頭
に
挙

げ
た
よ
う
な
地
域
の
特
色
を
一
つ
ひ
と
つ
発
掘
し
つ
つ
解
き
ほ
ぐ

し
、学
生・教
職
員
が
チ
ー
ム
と
な
っ
て
現
代
を
生
き
る
市
民
に
も

伝
わ
り
や
す
い
形
に
変
え
て
発
信
を
し
て
い
る
。

　
主
観
的
な
分
析
と
な
る
が
、こ
の
よ
う
に
地
域
文
化
を
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
す
る
こ
と
で
、活
動
の
最
初
期
か
ら
地
域
の
方
々
に
受
け
入

れ
て
も
ら
い
や
す
い
と
い
う
点
を
実
感
し
た
。新
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
拠

点
を
つ
く
る
こ
と
も
地
域
活
性
化
の
一
つ
だ
が
、浸
透
に
は
時
間
が

か
か
り
、１
年
間
の
授
業
の
活
動
と
し
て
完
結
さ
せ
る
の
は
難
し

い
。そ
れ
ゆ
え
、地
域
の
風
景
を
変
え
ず
に
今
あ
る
文
化
を
保
全・

活
用
す
る
活
動
こ
そ
、他
の
地
域
に
は
な
い
魅
力
を
増
強
で
き
、か

つ
、教
育
実
践
と
し
て
も
非
常
に
適
切
だ
と
実
感
し
た
。

　
そ
し
て
、２
０
２
２
年
１１
月
に
は
、す
が
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
各
班

が
運
営
・
企
画
を
お
こ
な
い
、「
種
子
地
蔵
縁
日（
た
ね
じ
ぞ
う
え

ん
に
ち
）」と
い
う
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
、観
光
庁
に
お
け
る「
地
域
独
自
の
観
光
資
源
を
活
用
し
た
地

域
の
稼
げ
る
看
板
商
品
の
創
出
事
業
」の
採
択
事
業
の
一
環
で
あ

り
、「
伝
統
野
菜
」を
通
し
、学
内
で「
農
と
食
と
歴
史
」を
感
じ
る

マ
ー
ケ
ッ
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
、ガ
イ
ド
付
き
の
キ
ャ
ン
パ
ス
農
園

ツ
ア
ー
を
実
施
し
た
。こ
れ
に
先
ん
じ
て「
種
子
地
蔵
」の
開
眼
も

お
こ
な
わ
れ
、祈
り
と
歴
史
を
学
べ

る
新
た
な
観
光
の
形
と
し
て
展
開

し
た﹇
写
真
６
﹈。今
後
も「
種
子

地
蔵
縁
日
」は
、地
域
文
化
を
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
地
域
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、継
続
し
て
い
く
予
定
で

あ
る
。

お
わ
り
に

　
こ
れ
ら
の
活
動
に
対
し
て
、学
生
は
ど
の
よ
う
に
学
び
を
得
て
い

る
の
か
。最
後
に
そ
れ
を
伝
え
て
本
稿
を
閉
じ
た
い
。す
が
も
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
多
様
な
活
動
は
、半
期
ご
と
に
報
告
書
と
し
て
ま
と
め

ら
れ
る
。そ
こ
で
書
か
れ
た
学
生
た
ち
の
所
感
の
内
容
は
次
の
３

点
に
大
き
く
整
理
で
き
る
。

①
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
獲
得

②
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性

③
自
分
が
住
む
地
域
へ
の
応
用

　
学
生
の
所
感
を
一
つ
紹
介
し
よ
う
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、今
ま
で
の
よ
う
に
何
か
の
指
示
を
待
って ［写真６］種子地蔵と法要

い
て
も
何
も
始
ま
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。一
方
で
、何
か
を

し
た
い
と
思
え
ば
、先
生
や
職
員
の
方
々
は
と
て
も
支
援
を
し

て
く
れ
る
。こ
の
よ
う
な
環
境
を
活
用
し
つ
つ
、「
率
先
行
動

者
」と
し
て
行
動
を
す
る
こ
と
に
よ
って
、周
り
を
巻
き
込
ん
で

い
く
必
要
性
を
感
じ
た
。（
中
略
）現
在
、自
分
が
住
む
地
域
の

組
織
で
役
員
と
し
て
関
わ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、こ
の
経
験

を
活
か
し
て
活
性
化
を
図
り
た
い
。

　
大
学
周
辺
地
域
で
お
こ
な
う
社
会
貢
献
活
動
は
、こ
こ
だ
か
ら

で
き
る
も
の
で
も
、こ
こ
だ
け
で
完
結
す
る
も
の
で
も
な
い
。地
域

の
課
題
を
解
決
す
る
／
地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
、と
い
う
理
念

は
ど
の
地
域
に
お
い
て
も
普
遍
的
な
作
業
で
あ
る
。

　
Ｃ
ｈａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
な
ど
の
Ａ
Ｉ
が
発
達
し
、急
速
に
生
活
に
浸
透

し
て
い
る
。我
々
は
今
後
、加
速
的
に
変
化
す
る
超
ス
マ
ー
ト
時
代

を
生
き
る
必
要
が
あ
る
。そ
の
よ
う
な
な
か
、人
間
に
し
か
で
き
な

い
の
が
、喜
び
や
苦
し
み
へ
の「
共
感
」で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

「
共
感
」が
で
き
る
人
間
と
な
る
た
め
に
は
、様
々
な「
行
動
」「
経

験
」が
必
要
で
あ
る
。そ
の
よ
う
な
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

に
、地
域
に
お
け
る
社
会
貢
献
活
動
を
お
こ
な
う
教
育
実
践
を
さ

ら
に
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
う
。
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私
が
大
学
教
員
と
し
て
中
国
語
を
教
え
る
よ
う
に
な
っ
て
、早

く
も
４
年
目
を
迎
え
た
。最
初
の
２
年
間
は
非
常
勤
講
師
と
し

て
、第
二
外
国
語
で
中
国
語
を
学
ぶ
学
生
を
教
え
た
。そ
し
て
、昨

年
、現
在
の
本
務
校
で
あ
る
京
都
産
業
大
学
に
助
教
と
し
て
着
任

し
、中
国
語
専
攻
で
中
国
語
を
専
門
に
学
ぶ
学
生
を
教
え
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　
中
国
語
の
授
業
に
関
し
て
は
、専
門
に
学
ぶ
学
生
で
あ
ろ
う
が
、

第
二
外
国
語
で
学
ぶ
学
生
で
あ
ろ
う
が
、少
し
で
も
中
国
語
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
気
持
ち
は
変
わ
ら
な
い
の
で
、

個
人
的
に
は
や
る
こ
と
に
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
は
な
い
と
思
っ
て
い

る
。文
法
な
ど
の
解
説
は
で
き
る
だ
け
丁
寧
に
す
る
よ
う
心
掛
け

て
い
る
。た
だ
解
説
が
長
過
ぎ
る
と
学
生
の
集
中
力
も
落
ち
て
し

ま
う
の
で
、適
宜
発
音
し
て
も
ら
っ
た
り
、練
習
問
題
を
解
い
て
も

ら
っ
た
り
し
て
い
る
。ま
た
、学
生
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に
つ

な
が
れ
ば
と
、中
国
の
文
化
な
ど
に
関
す
る
話
も
時
々
織
り
交
ぜ

る
よ
う
に
し
て
い
る
。学
生
か
ら
の
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、丁
寧

な
解
説
で
わ
か
り
や
す
い
と
い
う
評
価
を
多
く
も
ら
え
て
お
り
、こ

の
ま
ま
の
ス
タ
ン
ス
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、悩
ま
し

い
点
も
存
在
し
て
い
る
。私
が
大
学
生
の
頃
は
多
く
の
学
生
が
電

子
辞
書
を
使
用
し
て
お
り
、授
業
中
に
気
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た

際
に
は
、そ
の
場
で
電
子
辞
書
を
引
く
な
ど
し
て
い
た
。今
の
大
学

生
に
電
子
辞
書
を
持
っ
て
い
る
か
聞
い
て
み
た
と
こ
ろ
、持
っ
て
い
る

学
生
は
極
少
数
で
、ほ
と
ん
ど
の
学
生
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
辞

書
を
引
い
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た（
残
念
な
が
ら
、私
の
担
当
し

て
い
る
ク
ラ
ス
で
は
紙
の
辞
書
を
持
っ
て
い
る
学
生
は
い
な
か
っ

た
）。最
近
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
辞
書
な
ど
に
は
、良
い
も
の
も

あ
る
の
で
、そ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
自
体
に
問
題
は
な
い
。し
か
し
、

授
業
中
に
調
べ
よ
う
と
す
る
と
、携
帯
電
話
を
い
じ
る
こ
と
に
な

る
。教
員
か
ら
す
る
と
、辞
書
を
引
い
て
い
る
の
か
、携
帯
電
話
で

遊
ん
で
い
る
か
の
区
別
が
つ
か
な
い
。授
業
中
に
携
帯
電
話
を
い
じ

る
の
を
禁
止
す
る
の
も
１
つ
の
方
法
か
も
し
れ
な
い
が
、気
に
な
っ

た
こ
と
が
あ
れ
ば
、積
極
的
に
辞
書
を
引
い
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

る
の
で
、そ
れ
は
避
け
た
い
。現
時
点
で
は
、学
生
に
聞
き
た
い
と
思

わ
せ
る
よ
う
な
授
業
を
行
う
よ
う
努
力
す
る
と
と
も
に
、専
攻
の

外
国
語
の
授
業
が
少
人
数
で
行
わ
れ
て
い
る
京
都
産
業
大
学
の
良

さ
を
活
か
し
て
、学
生
一
人
一
人
と
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
く
こ

と
で
解
決
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
私
は
中
国
語
の
授
業
の
他
に
、中
国
語
の
文
法
な
ど
に
関
す
る

講
義
形
式
の
科
目
も
担
当
し
て
い
る
。講
義
形
式
の
科
目
は
専
任

教
員
に
な
っ
て
か
ら
教
え
始
め
た
の
で
、ま
だ
ま
だ
経
験
が
足
ら

ず
、試
行
錯
誤
の
日
々
で
あ
る
。最
初
は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
用
い

て
授
業
中
に
投
影
す
る
ス
ラ
イ
ド
を
作
成
し
、学
生
に
は
そ
れ
を

も
と
に
作
成
し
た
レ
ジ
ュ
メ
を
配
っ
て
授
業
を
行
っ
て
い
た
。た
だ
、

教
員
が
一
方
的
に
話
す
講
義
は
学
生
に
と
っ
て
は
集
中
力
を
維
持

す
る
の
が
難
し
そ
う
に
見
え
た
た
め
、早
い
段
階
か
ら
工
夫
す
る

必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
。そ
こ
で
、他
の
先
生
方
に
相
談
す
る
こ
と

や
研
修
会
に
参
加
す
る
こ
と
な
ど
を
通
し
て
、90
分
フ
ル
に
話
す
の

で
は
な
く
、最
初
に
前
回
の
振
り
返
り
を
入
れ
る
こ
と
や
レ
ジ
ュ
メ

を
穴
埋
め
形
式
に
す
る
な
ど
の
知
見
を
得
て
、す
ぐ
に
取
り
入
れ

た
。改
善
は
概
ね
好
評
で
、穴
埋
め
形
式
を
楽
し
い
と
感
じ
る
学

生
が
何
人
も
い
た
こ
と
は
驚
き
で
あ
っ
た
。

　
専
任
教
員
と
し
て
の
１
年
目
は
な
ん
と
か
無
事
に
講
義
科
目
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
た
が
、２
年
目
は
新
た
な
問
題
に
直
面
し
て
い

る
。講
義
科
目
の
受
講
者
の
数
が
２
倍
に
増
え
、授
業
に
よ
っ
て
は

60
人
近
く
の
学
生
が
い
る
。増
え
た
原
因
は
様
々
で
あ
ろ
う
が
、こ

れ
だ
け
の
人
数
が
い
る
と
、語
学
に
興
味
が
あ
る
と
い
う
よ
り
は
、

単
位
が
必
要
で
出
席
し
て
い
る
だ
け
と
い
う
学
生
も
お
そ
ら
く
含

ま
れ
て
お
り
、内
職
や
睡
眠
学
習
を
す
る
学
生
が
増
え
た
。傲
慢
か

も
し
れ
な
い
が
、せ
っ
か
く
こ
の
授
業
を
履
修
し
て
く
れ
て
い
る
の

だ
か
ら
、こ
う
い
っ
た
学
生
に
も
語
学
に
関
連
し
た
事
項
を
少
し
で

も
学
ん
で
ほ
し
い
。そ
の
た
め
に
も
、今
後
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン

グ
の
要
素
を
少
し
で
も
加
え
る
こ
と
で
、講
義
形
式
の
授
業
に
変

化
を
加
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
教
壇
に
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、自
分
が
大
学
時
代
に
お
世
話

に
な
っ
た
先
生
方
は
、ど
の
よ
う
に
授
業
を
し
て
い
た
か
と
思
い
返

す
こ
と
が
度
々
あ
る
。残
念
な
が
ら
、当
時
は
中
国
語
を
学
ぶ
の
に

必
死
で
先
生
方
の
授
業
方
法
な
ど
は
少
し
し
か
覚
え
て
い
な
い

が
、ゼ
ミ
な
ど
は
印
象
に
残
っ
て
い
る
。今
回
は
紙
幅
の
都
合
で
触

れ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、私
は
研
究
演
習（
ゼ
ミ
）も
担
当
し
て
い
る
。

自
分
が
大
学
時
代
に
所
属
し
て
い
た
ゼ
ミ
の
恩
師
の
や
り
方
を
参

考
に
、中
国
語
の
文
献
講
読
を
行
っ
て
い
る
が
、ど
う
に
も
恩
師
が

行
っ
て
い
た
よ
う
に
う
ま
く
は
で
き
ず
、改
善
点
ば
か
り
が
浮
か

ぶ
。今
後
も
少
し
で
も
良
い
授
業
を
提
供
で
き
る
よ
う
、学
生
と
と

も
に
成
長
し
て
い
き
た
い
。

教
壇
に
立
っ
て
わ
か
る

教
え
る
こ
と
の
難
し
さ

今
村 

圭

京
都
産
業
大
学
外
国
語
学
部
助
教

私の授業実践 ～教育現場の最前線から～
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私
が
大
学
教
員
と
し
て
中
国
語
を
教
え
る
よ
う
に
な
っ
て
、早

く
も
４
年
目
を
迎
え
た
。最
初
の
２
年
間
は
非
常
勤
講
師
と
し

て
、第
二
外
国
語
で
中
国
語
を
学
ぶ
学
生
を
教
え
た
。そ
し
て
、昨

年
、現
在
の
本
務
校
で
あ
る
京
都
産
業
大
学
に
助
教
と
し
て
着
任

し
、中
国
語
専
攻
で
中
国
語
を
専
門
に
学
ぶ
学
生
を
教
え
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　
中
国
語
の
授
業
に
関
し
て
は
、専
門
に
学
ぶ
学
生
で
あ
ろ
う
が
、

第
二
外
国
語
で
学
ぶ
学
生
で
あ
ろ
う
が
、少
し
で
も
中
国
語
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
気
持
ち
は
変
わ
ら
な
い
の
で
、

個
人
的
に
は
や
る
こ
と
に
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
は
な
い
と
思
っ
て
い

る
。文
法
な
ど
の
解
説
は
で
き
る
だ
け
丁
寧
に
す
る
よ
う
心
掛
け

て
い
る
。た
だ
解
説
が
長
過
ぎ
る
と
学
生
の
集
中
力
も
落
ち
て
し

ま
う
の
で
、適
宜
発
音
し
て
も
ら
っ
た
り
、練
習
問
題
を
解
い
て
も

ら
っ
た
り
し
て
い
る
。ま
た
、学
生
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に
つ

な
が
れ
ば
と
、中
国
の
文
化
な
ど
に
関
す
る
話
も
時
々
織
り
交
ぜ

る
よ
う
に
し
て
い
る
。学
生
か
ら
の
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、丁
寧

な
解
説
で
わ
か
り
や
す
い
と
い
う
評
価
を
多
く
も
ら
え
て
お
り
、こ

の
ま
ま
の
ス
タ
ン
ス
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、悩
ま
し

い
点
も
存
在
し
て
い
る
。私
が
大
学
生
の
頃
は
多
く
の
学
生
が
電

子
辞
書
を
使
用
し
て
お
り
、授
業
中
に
気
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た

際
に
は
、そ
の
場
で
電
子
辞
書
を
引
く
な
ど
し
て
い
た
。今
の
大
学

生
に
電
子
辞
書
を
持
っ
て
い
る
か
聞
い
て
み
た
と
こ
ろ
、持
っ
て
い
る

学
生
は
極
少
数
で
、ほ
と
ん
ど
の
学
生
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
辞

書
を
引
い
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た（
残
念
な
が
ら
、私
の
担
当
し

て
い
る
ク
ラ
ス
で
は
紙
の
辞
書
を
持
っ
て
い
る
学
生
は
い
な
か
っ

た
）。最
近
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
辞
書
な
ど
に
は
、良
い
も
の
も

あ
る
の
で
、そ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
自
体
に
問
題
は
な
い
。し
か
し
、

授
業
中
に
調
べ
よ
う
と
す
る
と
、携
帯
電
話
を
い
じ
る
こ
と
に
な

る
。教
員
か
ら
す
る
と
、辞
書
を
引
い
て
い
る
の
か
、携
帯
電
話
で

遊
ん
で
い
る
か
の
区
別
が
つ
か
な
い
。授
業
中
に
携
帯
電
話
を
い
じ

る
の
を
禁
止
す
る
の
も
１
つ
の
方
法
か
も
し
れ
な
い
が
、気
に
な
っ

た
こ
と
が
あ
れ
ば
、積
極
的
に
辞
書
を
引
い
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

る
の
で
、そ
れ
は
避
け
た
い
。現
時
点
で
は
、学
生
に
聞
き
た
い
と
思

わ
せ
る
よ
う
な
授
業
を
行
う
よ
う
努
力
す
る
と
と
も
に
、専
攻
の

外
国
語
の
授
業
が
少
人
数
で
行
わ
れ
て
い
る
京
都
産
業
大
学
の
良

さ
を
活
か
し
て
、学
生
一
人
一
人
と
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
く
こ

と
で
解
決
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
私
は
中
国
語
の
授
業
の
他
に
、中
国
語
の
文
法
な
ど
に
関
す
る

講
義
形
式
の
科
目
も
担
当
し
て
い
る
。講
義
形
式
の
科
目
は
専
任

教
員
に
な
っ
て
か
ら
教
え
始
め
た
の
で
、ま
だ
ま
だ
経
験
が
足
ら

ず
、試
行
錯
誤
の
日
々
で
あ
る
。最
初
は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
用
い

て
授
業
中
に
投
影
す
る
ス
ラ
イ
ド
を
作
成
し
、学
生
に
は
そ
れ
を

も
と
に
作
成
し
た
レ
ジ
ュ
メ
を
配
っ
て
授
業
を
行
っ
て
い
た
。た
だ
、

教
員
が
一
方
的
に
話
す
講
義
は
学
生
に
と
っ
て
は
集
中
力
を
維
持

す
る
の
が
難
し
そ
う
に
見
え
た
た
め
、早
い
段
階
か
ら
工
夫
す
る

必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
。そ
こ
で
、他
の
先
生
方
に
相
談
す
る
こ
と

や
研
修
会
に
参
加
す
る
こ
と
な
ど
を
通
し
て
、90
分
フ
ル
に
話
す
の

で
は
な
く
、最
初
に
前
回
の
振
り
返
り
を
入
れ
る
こ
と
や
レ
ジ
ュ
メ

を
穴
埋
め
形
式
に
す
る
な
ど
の
知
見
を
得
て
、す
ぐ
に
取
り
入
れ

た
。改
善
は
概
ね
好
評
で
、穴
埋
め
形
式
を
楽
し
い
と
感
じ
る
学

生
が
何
人
も
い
た
こ
と
は
驚
き
で
あ
っ
た
。

　
専
任
教
員
と
し
て
の
１
年
目
は
な
ん
と
か
無
事
に
講
義
科
目
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
た
が
、２
年
目
は
新
た
な
問
題
に
直
面
し
て
い

る
。講
義
科
目
の
受
講
者
の
数
が
２
倍
に
増
え
、授
業
に
よ
っ
て
は

60
人
近
く
の
学
生
が
い
る
。増
え
た
原
因
は
様
々
で
あ
ろ
う
が
、こ

れ
だ
け
の
人
数
が
い
る
と
、語
学
に
興
味
が
あ
る
と
い
う
よ
り
は
、

単
位
が
必
要
で
出
席
し
て
い
る
だ
け
と
い
う
学
生
も
お
そ
ら
く
含

ま
れ
て
お
り
、内
職
や
睡
眠
学
習
を
す
る
学
生
が
増
え
た
。傲
慢
か

も
し
れ
な
い
が
、せ
っ
か
く
こ
の
授
業
を
履
修
し
て
く
れ
て
い
る
の

だ
か
ら
、こ
う
い
っ
た
学
生
に
も
語
学
に
関
連
し
た
事
項
を
少
し
で

も
学
ん
で
ほ
し
い
。そ
の
た
め
に
も
、今
後
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン

グ
の
要
素
を
少
し
で
も
加
え
る
こ
と
で
、講
義
形
式
の
授
業
に
変

化
を
加
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
教
壇
に
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、自
分
が
大
学
時
代
に
お
世
話

に
な
っ
た
先
生
方
は
、ど
の
よ
う
に
授
業
を
し
て
い
た
か
と
思
い
返

す
こ
と
が
度
々
あ
る
。残
念
な
が
ら
、当
時
は
中
国
語
を
学
ぶ
の
に

必
死
で
先
生
方
の
授
業
方
法
な
ど
は
少
し
し
か
覚
え
て
い
な
い

が
、ゼ
ミ
な
ど
は
印
象
に
残
っ
て
い
る
。今
回
は
紙
幅
の
都
合
で
触

れ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、私
は
研
究
演
習（
ゼ
ミ
）も
担
当
し
て
い
る
。

自
分
が
大
学
時
代
に
所
属
し
て
い
た
ゼ
ミ
の
恩
師
の
や
り
方
を
参

考
に
、中
国
語
の
文
献
講
読
を
行
っ
て
い
る
が
、ど
う
に
も
恩
師
が

行
っ
て
い
た
よ
う
に
う
ま
く
は
で
き
ず
、改
善
点
ば
か
り
が
浮
か

ぶ
。今
後
も
少
し
で
も
良
い
授
業
を
提
供
で
き
る
よ
う
、学
生
と
と

も
に
成
長
し
て
い
き
た
い
。
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私
が
大
学
教
員
と
し
て
中
国
語
を
教
え
る
よ
う
に
な
っ
て
、早

く
も
４
年
目
を
迎
え
た
。最
初
の
２
年
間
は
非
常
勤
講
師
と
し

て
、第
二
外
国
語
で
中
国
語
を
学
ぶ
学
生
を
教
え
た
。そ
し
て
、昨

年
、現
在
の
本
務
校
で
あ
る
京
都
産
業
大
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に
助
教
と
し
て
着
任

し
、中
国
語
専
攻
で
中
国
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専
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に
学
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学
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え
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こ
と

に
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っ
た
。
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国
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な
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、
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や
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て
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な
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落
ち
て
し

ま
う
の
で
、適
宜
発
音
し
て
も
ら
っ
た
り
、練
習
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が
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っ
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で
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辞
書
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た
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大
学
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に
電
子
辞
書
を
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っ
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い
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る

学
生
は
極
少
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は
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ネ
ッ
ト
上
の
辞

書
を
引
い
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残
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近
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あ
る
の
で
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を
使
用
す
る
こ
と
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に
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は
な
い
。し
か
し
、

授
業
中
に
調
べ
よ
う
と
す
る
と
、携
帯
電
話
を
い
じ
る
こ
と
に
な

る
。教
員
か
ら
す
る
と
、辞
書
を
引
い
て
い
る
の
か
、携
帯
電
話
で

遊
ん
で
い
る
か
の
区
別
が
つ
か
な
い
。授
業
中
に
携
帯
電
話
を
い
じ

る
の
を
禁
止
す
る
の
も
１
つ
の
方
法
か
も
し
れ
な
い
が
、気
に
な
っ

た
こ
と
が
あ
れ
ば
、積
極
的
に
辞
書
を
引
い
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

る
の
で
、そ
れ
は
避
け
た
い
。現
時
点
で
は
、学
生
に
聞
き
た
い
と
思

わ
せ
る
よ
う
な
授
業
を
行
う
よ
う
努
力
す
る
と
と
も
に
、専
攻
の

外
国
語
の
授
業
が
少
人
数
で
行
わ
れ
て
い
る
京
都
産
業
大
学
の
良

さ
を
活
か
し
て
、学
生
一
人
一
人
と
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
く
こ

と
で
解
決
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
私
は
中
国
語
の
授
業
の
他
に
、中
国
語
の
文
法
な
ど
に
関
す
る

講
義
形
式
の
科
目
も
担
当
し
て
い
る
。講
義
形
式
の
科
目
は
専
任

教
員
に
な
っ
て
か
ら
教
え
始
め
た
の
で
、ま
だ
ま
だ
経
験
が
足
ら

ず
、試
行
錯
誤
の
日
々
で
あ
る
。最
初
は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
用
い

て
授
業
中
に
投
影
す
る
ス
ラ
イ
ド
を
作
成
し
、学
生
に
は
そ
れ
を

も
と
に
作
成
し
た
レ
ジ
ュ
メ
を
配
っ
て
授
業
を
行
っ
て
い
た
。た
だ
、

教
員
が
一
方
的
に
話
す
講
義
は
学
生
に
と
っ
て
は
集
中
力
を
維
持

す
る
の
が
難
し
そ
う
に
見
え
た
た
め
、早
い
段
階
か
ら
工
夫
す
る

必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
。そ
こ
で
、他
の
先
生
方
に
相
談
す
る
こ
と

や
研
修
会
に
参
加
す
る
こ
と
な
ど
を
通
し
て
、90
分
フ
ル
に
話
す
の

で
は
な
く
、最
初
に
前
回
の
振
り
返
り
を
入
れ
る
こ
と
や
レ
ジ
ュ
メ

を
穴
埋
め
形
式
に
す
る
な
ど
の
知
見
を
得
て
、す
ぐ
に
取
り
入
れ

た
。改
善
は
概
ね
好
評
で
、穴
埋
め
形
式
を
楽
し
い
と
感
じ
る
学

生
が
何
人
も
い
た
こ
と
は
驚
き
で
あ
っ
た
。

　
専
任
教
員
と
し
て
の
１
年
目
は
な
ん
と
か
無
事
に
講
義
科
目
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
た
が
、２
年
目
は
新
た
な
問
題
に
直
面
し
て
い

る
。講
義
科
目
の
受
講
者
の
数
が
２
倍
に
増
え
、授
業
に
よ
っ
て
は

60
人
近
く
の
学
生
が
い
る
。増
え
た
原
因
は
様
々
で
あ
ろ
う
が
、こ

れ
だ
け
の
人
数
が
い
る
と
、語
学
に
興
味
が
あ
る
と
い
う
よ
り
は
、

単
位
が
必
要
で
出
席
し
て
い
る
だ
け
と
い
う
学
生
も
お
そ
ら
く
含

ま
れ
て
お
り
、内
職
や
睡
眠
学
習
を
す
る
学
生
が
増
え
た
。傲
慢
か

も
し
れ
な
い
が
、せ
っ
か
く
こ
の
授
業
を
履
修
し
て
く
れ
て
い
る
の

だ
か
ら
、こ
う
い
っ
た
学
生
に
も
語
学
に
関
連
し
た
事
項
を
少
し
で

も
学
ん
で
ほ
し
い
。そ
の
た
め
に
も
、今
後
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン

グ
の
要
素
を
少
し
で
も
加
え
る
こ
と
で
、講
義
形
式
の
授
業
に
変

化
を
加
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
教
壇
に
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、自
分
が
大
学
時
代
に
お
世
話

に
な
っ
た
先
生
方
は
、ど
の
よ
う
に
授
業
を
し
て
い
た
か
と
思
い
返

す
こ
と
が
度
々
あ
る
。残
念
な
が
ら
、当
時
は
中
国
語
を
学
ぶ
の
に

必
死
で
先
生
方
の
授
業
方
法
な
ど
は
少
し
し
か
覚
え
て
い
な
い

が
、ゼ
ミ
な
ど
は
印
象
に
残
っ
て
い
る
。今
回
は
紙
幅
の
都
合
で
触

れ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、私
は
研
究
演
習（
ゼ
ミ
）も
担
当
し
て
い
る
。

自
分
が
大
学
時
代
に
所
属
し
て
い
た
ゼ
ミ
の
恩
師
の
や
り
方
を
参

考
に
、中
国
語
の
文
献
講
読
を
行
っ
て
い
る
が
、ど
う
に
も
恩
師
が

行
っ
て
い
た
よ
う
に
う
ま
く
は
で
き
ず
、改
善
点
ば
か
り
が
浮
か

ぶ
。今
後
も
少
し
で
も
良
い
授
業
を
提
供
で
き
る
よ
う
、学
生
と
と

も
に
成
長
し
て
い
き
た
い
。
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明
日
へ
の
試
み

1
「
総
合
」と
い
う
意
味

京
都
橘
大
学
の
健
康
科
学
部
心
理
学
科
は
、２
０
２
３
年
度
か

ら
新
た
に「
総
合
心
理
学
部
総
合
心
理
学
科
」と
し
て
再
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
た
。

そ
も
そ
も
心
理
学
が
扱
う
研
究
分
野
は
非
常
に
幅
が
広
く
、哲

学
、教
育
学
等
の
文
系
領
域
だ
け
で
は
な
く
、生
物
学
、脳
科
学

な
ど
の
理
系
分
野
と
も
深
い
関
連
が
あ
る
。研
究
方
法
に
お
い
て

も
自
然
科
学
的
方
法
論
が
基
礎
に
な
っ
て
お
り
、統
計
的
解
析
も

重
要
な
研
究
手
法
の
一
つ
で
あ
る
。こ
の
よ
う
に
心
理
学
と
は
、文

系
と
理
系
、基
礎
と
応
用
の
融
合
し
た
学
際
的
な
学
問
分
野
で
あ

る
。こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
分
野
の
知
見
を
取
り
込
み
な
が

ら
、人
の
心
と
行
動
の
解
明
に
取
り
組
み
、多
様
な
分
野
で
役
立
つ

知
識
と
実
践
力
を
育
む
こ
と
、こ
れ
が
旧
心
理
学
科
の
教
育
目
標

で
あ
っ
た
。新
し
く
設
置
さ
れ
た
総
合
心
理
学
部
総
合
心
理
学
科

も
こ
れ
を
受
け
継
ぎ
、さ
ま
ざ
ま
な
研
究
領
域
を「
総
合
」的
に
学

ぶ
た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
展
開
し
て
い
る
。

そ
し
て
、こ
の「
総
合
」に
は
も
う
一
つ
の
意
味
が
あ
る
。こ
れ
ま

で
健
康
科
学
部
の
一
学
科
と
し
て
、主
に
医
療
系
他
学
科
と
の
教

育
・
研
究
上
の
連
携
を
図
っ
て
き
た
が
、独
立
し
た
学
部
に
な
っ
た

こ
と
に
よ
り
、京
都
橘
大
学
の
他
学
部
他
学
科
、す
な
わ
ち
児
童

教
育
、経
済
、経
営
、情
報
工
、建
築
デ
ザ
イ
ン
な
ど
と
の
幅
広
い

連
携
を
想
定
し
、ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
型
授
業
や
Ｐ
Ｂ
Ｌ（Project 

Based Learning

）科
目
な
ど
を
取
り
入
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

構
成
し
て
い
る
。

京
都
橘
大
学
総
合
心
理
学
部
　
・
　
柴
田 

利
男 ﹇
総
合
心
理
学
部
長
﹈

心
と
行
動
を
起
点
と
し
て
社
会
の「
？
」を
解
き
明
か
す

100

2

多
岐
に
わ
た
る
５
つ
の
専
門
領
域

 

一
般
に
心
理
学
と
い
う
と
心
理
臨
床
、心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が

イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。心
理
臨
床
の
基
礎
を

学
び
、心
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
人
を
理
解
し
、回
復
への
援
助
を
目

指
す
の
が「
臨
床
心
理
学
領
域
」で
あ
る
。し
か
し
、心
理
学
が
対
象

と
す
る
研
究
領
域
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、多
岐
に
わ
た
って
い
る
。

「
社
会
・
産
業
心
理
学
領
域
」は
、行
動
経
済
学
、消
費
者
行
動

論
、組
織
心
理
学
、コ
ー
チ
ン
グ
の
研
究
も
取
り
入
れ
て
学
び
、ビ

ジ
ネ
ス
社
会
で
の
即
戦
力
を
目
指
す
。「
発
達
・
教
育
心
理
学
領

域
」は
、子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
支
援
す
る
専
門
家
の
養
成

を
目
指
す
と
と
も
に
、高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
高
齢
者
の
心
理

学
的
研
究
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。「
健
康
・
福
祉
心
理
学
領
域
」

は
、高
齢
化
や
医
学
の
進
歩
を
背
景
に
、病
気
や
障
害
と
と
も
に

生
き
る
人
々
を
援
助
し
、福
祉
・
医
療
な
ど
多
様
な
業
種
で
活
躍

で
き
る
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。そ
し
て「
行

動
・
脳
科
学
領
域
」は
、心
と
行
動
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
す
る
基
礎

的
研
究
領
域
で
あ
る
。も
ち
ろ
ん
国
家
資
格
・
公
認
心
理
師
の
養

成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
も
対
応
し
て
い
る
。

3

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
基
礎
を
身
に
付
け
る

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、旧
心
理
学
科
で
展
開
し
て
い
た
統
計
法
、

デ
ー
タ
解
析
に
関
す
る
科
目
と
、社
会
・
産
業
心
理
学
領
域
の
社
会
調

査
法
や
演
習
科
目
を
再
編
成
し
、心
理
学
を
基
軸
と
す
る
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
科
目
群
と
し
て
整
備
し
た
。こ
の
科
目
群
を
通
し
て
、心
理
学
に

限
ら
ず
卒
業
後
の
職
業
生
活
に
お
い
て
も
有
用
と
考
え
ら
れ
る
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
の
基
礎
を
全
学
部
生
に
学
ば
せ
る
こ
と
で
、実
証
デ
ー
タ
に

基
づ
い
て
人
の
心
や
社
会
的
課
題
を
解
明
す
る
能
力
、ビ
ジ
ネ
ス
に
お

い
て
活
用
で
き
る
ス
キ
ル
、対
人
支
援
に
取
り
組
め
る
能
力
を
養
う
。

4

心
か
ら
社
会
の「
？
」を
解
き
明
か
す

以
上
の
よ
う
に
、総
合
心
理
学
部
総
合
心
理
学
科
で
は
、心
理
学

を「
総
合
」的
に
学
び
、深
い
理
解
と
高
い
専
門
性
お
よ
び
広
い
視
野

を
持
って
、心
理
学
の
理
論
や
技
法
を
実
践
す
る
力
を
総
合
的
に
身

に
付
け
て
い
く
。こ
こ
で
の
学
び
を
通
し
て
、心
と
行
動
と
い
う
観
点

か
ら
、個
人
や
家
庭
、学
校
、企
業
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
お
け
る

課
題
の
解
決
や
発
展
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
養
成
し
て
い
き
た
い
。
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岐
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れ
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問
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本
学
は
、１
９
７
１
年
の
開
学
以

来
、建
学
の
精
神
の
も
と
、地
球
社

会
の
課
題
と
向
き
合
い
、平
和
の
実

現
に
挑
戦
す
る「
世
界
市
民
」の
育

成
に
取
り
組
ん
で
き
た
。創
立
６０
周

年
に
向
け
て
の
新
た
な
中
長
期
計
画

「Soka U
niversity G

rand 
D
esign 2021-2030

」で
は
、４
つ

の
重
点
テ
ー
マ
の
１
つ
に
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
を

掲
げ
、教
職
員・学
生
が
一
体
と
な
っ

て
、多
角
的
か
つ
具
体
的
な
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

の
推
進
活
動
を
開
始
し
た
。中
で
も

多
く
の
学
生
に
支
持
さ
れ
て
い
る
の

が
フ
ー
ド
ロ
ス
削
減
自
動
販
売
機
の

取
り
組
み
で
あ
る
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
目
標
１２「
つ
く
る
責
任 

つ
か
う
責
任
」に
貢
献
す
る

た
め
に
、本
学
で
は
２
０
２
２
年
４
月
よ
り
、中
央
教
育
棟
１
階
の

滝
山
テ
ラ
ス
に
フ
ー
ド
ロ
ス
削
減
自
動
販
売
機
を
設
置
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、従
来
設
置
し
て
い
た
滝
山
テ
ラ
ス
内
の
２
台
あ
る

内
の
１
台
の
約
８
品
を
消
費
期
限
が
近
い
食
品（
主
に
パ
ン
）と
し
、

一
律
５０
円
で
販
売
し
て
い
る
。販
売
す
る
食
品
は
当
日
消
費
期
限

が
切
れ
る
パ
ン
で
、学
内
の
各
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
自
動
販
売
機

の
巡
回
時
に
回
収
し
た
も
の
を
補
充
し
て
い
る
。販
売
に
あ
た
っ
て

は
、当
日
２３
時
以
降
は
購
入
で
き
な
い
よ
う
に
タ
イ
マ
ー
設
定
を
導

入
し
、期
限
が
過
ぎ
た
商
品
が
販
売
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
配

慮
し
て
い
る
。こ
れ
ま
で
売
れ
残
っ
た
食
品
は
、す
べ
て
飼
料
と
し
て

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
た
が
、安
価
に
食
品
を
購
入
で
き
る
仕
組
み

を
作
る
こ
と
で
、環
境
配
慮
に
も
貢
献
し
て
い
る
。本
自
動
販
売
機

を
利
用
す
る
学
生
か
ら
は「
５０
円
で
パ
ン
を
購
入
で
き
る
こ
と
は
、

学
生
に
と
っ
て
嬉
し
く
、環
境
に
も
優
し
い
の
で
、良
い
取
り
組
み
だ

と
思
う
。フ
ー
ド
ロ
ス
へ
の
意
識
が
高
ま
る
機
会
に
な
る
と
よ
い
」等

の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
本
学
で
は
、経
営
学
部
の
野
村
佐
智
代
ゼ
ミ
に
お
い
て
も
、フ
ー

ド
ロ
ス
削
減
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。一
人
暮
ら
し
や
シ
ェ
ア
ハ

ウ
ス
暮
ら
し
の
学
生
が
食
材
を
余
ら
せ
て
し
ま
う
問
題
に
着
目

し
、食
材
を
持
ち
寄
っ
て
プ
ロ
の
シ
ェフ
が
料
理
す
る「
サ
ル
ベ
ー
ジ・

パ
ー
テ
ィ
®」と
い
う
取
り
組
み
か
ら
着
想
を
得
て
、「
ま
も
る
カ

フ
ェ
」を
立
ち
上
げ
た
。

　
具
体
的
に
は
、家
庭
内
で
食
品
ロ
ス
に
な
り
そ
う
な
食
材
を
持

ち
寄
り
、食
材
を
す
べ
て
使
い
切
る
メ
ニュ
ー
を
自
分
た
ち
で
考
え
、

残
さ
ず
食
べ
き
る
と
い
う
活
動
で
あ
る
。こ
れ
ま
で
１０
回
以
上
開

催
し
、開
催
初
年
度
に
は
、合
計
１７ 

kg
分
の
食
品
ロ
ス
を
削
減
す

る
こ
と
が
で
き
た
。環
境
展
示
会「
エ
コ
プ
ロ
２
０
１
８ 

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
時

代
の
環
境
と
社
会
、そ
し
て
未
来
へ
」で
は
、ま
も
る
カ
フ
ェ
の
疑
似

体
験
ゲ
ー
ム
を
行
い
、参
加
者
に
食
品
ロ
ス
問
題
の
深
刻
さ
を
啓

蒙
し
た
。よ
り
環
境
に
配
慮
し
、火
や
肉
を
使
わ
な
い
メ
ニュ
ー
作

り
に
も
挑
戦
し
て
い
る
。２
０
２
２
年
に
は
、人
手
不
足
で
困
っ
て
い

る
大
学
周
辺
の
農
家
と
つ
な
が
り
、収
穫
の
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と

で
、食
の
原
点
と
な
る
農
業
の
在
り
方
を
考
え
る
学
び
に
も
力
を

入
れ
た
。

　
本
学
で
は
、２
０
１
９
年
４

月
に
教
職
員・学
生
の
代
表
に

よ
る「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
セ
ン

タ
ー
」を
開
設
し
、こ
れ
ま
で

学
生
か
ら
の
提
案
で
節
電
を

促
す
ポ
ス
タ
ー
や
、ご
み
分
別

啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
学
内
の
教

室
に
掲
示
し
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
き
た
。こ
れ

ら
の
取
り
組
み
の
効
果
も
あ

り
、昨
年
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
は
、７２
・１
％
の
学

生
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
心
を
寄

せ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

今
後
も
、教
職
員・学
生
で
協

力
し
合
い
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
達
成

に
向
け
て
行
動
を
起
こ
し
て

い
き
た
い
。

フ
ー
ド
ロ
ス
削
減
自
動
販
売
機
の
概
要

　
　

は
じ
め
に

［創価大学］

フードロスが生み出す新たな価値
小谷 広美　創価大学企画部企画広報課主任

加盟校の幸福度ランキングアップ 《フードロスと大学編》
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９
７
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収
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。
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な
食
材
を
持

ち
寄
り
、食
材
を
す
べ
て
使
い
切
る
メ
ニュ
ー
を
自
分
た
ち
で
考
え
、

残
さ
ず
食
べ
き
る
と
い
う
活
動
で
あ
る
。こ
れ
ま
で
１０
回
以
上
開

催
し
、開
催
初
年
度
に
は
、合
計
１７ 

kg
分
の
食
品
ロ
ス
を
削
減
す

る
こ
と
が
で
き
た
。環
境
展
示
会「
エ
コ
プ
ロ
２
０
１
８ 

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
時

代
の
環
境
と
社
会
、そ
し
て
未
来
へ
」で
は
、ま
も
る
カ
フ
ェ
の
疑
似

体
験
ゲ
ー
ム
を
行
い
、参
加
者
に
食
品
ロ
ス
問
題
の
深
刻
さ
を
啓

蒙
し
た
。よ
り
環
境
に
配
慮
し
、火
や
肉
を
使
わ
な
い
メ
ニュ
ー
作

り
に
も
挑
戦
し
て
い
る
。２
０
２
２
年
に
は
、人
手
不
足
で
困
っ
て
い

る
大
学
周
辺
の
農
家
と
つ
な
が
り
、収
穫
の
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と

で
、食
の
原
点
と
な
る
農
業
の
在
り
方
を
考
え
る
学
び
に
も
力
を

入
れ
た
。

　
本
学
で
は
、２
０
１
９
年
４

月
に
教
職
員・学
生
の
代
表
に

よ
る「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
セ
ン

タ
ー
」を
開
設
し
、こ
れ
ま
で

学
生
か
ら
の
提
案
で
節
電
を

促
す
ポ
ス
タ
ー
や
、ご
み
分
別

啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
学
内
の
教

室
に
掲
示
し
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
き
た
。こ
れ

ら
の
取
り
組
み
の
効
果
も
あ

り
、昨
年
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
は
、７２
・１
％
の
学

生
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
心
を
寄

せ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

今
後
も
、教
職
員・学
生
で
協

力
し
合
い
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
達
成

に
向
け
て
行
動
を
起
こ
し
て

い
き
た
い
。

学
生
に
よ
る
フ
ー
ド
ロ
ス
削
減
の
取
り
組
み

今
後
の
展
望

［写真］まもるカフェの様子 ［写真］フードロス削減自動販売機を利用する学生
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本
学
は
、１
９
７
１
年
の
開
学
以

来
、建
学
の
精
神
の
も
と
、地
球
社

会
の
課
題
と
向
き
合
い
、平
和
の
実

現
に
挑
戦
す
る「
世
界
市
民
」の
育

成
に
取
り
組
ん
で
き
た
。創
立
６０
周

年
に
向
け
て
の
新
た
な
中
長
期
計
画

「Soka U
niversity G

rand 
D
esign 2021-2030

」で
は
、４
つ

の
重
点
テ
ー
マ
の
１
つ
に
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
を

掲
げ
、教
職
員・学
生
が
一
体
と
な
っ

て
、多
角
的
か
つ
具
体
的
な
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

の
推
進
活
動
を
開
始
し
た
。中
で
も

多
く
の
学
生
に
支
持
さ
れ
て
い
る
の

が
フ
ー
ド
ロ
ス
削
減
自
動
販
売
機
の

取
り
組
み
で
あ
る
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
目
標
１２「
つ
く
る
責
任 

つ
か
う
責
任
」に
貢
献
す
る

た
め
に
、本
学
で
は
２
０
２
２
年
４
月
よ
り
、中
央
教
育
棟
１
階
の

滝
山
テ
ラ
ス
に
フ
ー
ド
ロ
ス
削
減
自
動
販
売
機
を
設
置
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、従
来
設
置
し
て
い
た
滝
山
テ
ラ
ス
内
の
２
台
あ
る

内
の
１
台
の
約
８
品
を
消
費
期
限
が
近
い
食
品（
主
に
パ
ン
）と
し
、

一
律
５０
円
で
販
売
し
て
い
る
。販
売
す
る
食
品
は
当
日
消
費
期
限

が
切
れ
る
パ
ン
で
、学
内
の
各
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
自
動
販
売
機

の
巡
回
時
に
回
収
し
た
も
の
を
補
充
し
て
い
る
。販
売
に
あ
た
っ
て

は
、当
日
２３
時
以
降
は
購
入
で
き
な
い
よ
う
に
タ
イ
マ
ー
設
定
を
導

入
し
、期
限
が
過
ぎ
た
商
品
が
販
売
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
配

慮
し
て
い
る
。こ
れ
ま
で
売
れ
残
っ
た
食
品
は
、す
べ
て
飼
料
と
し
て

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
た
が
、安
価
に
食
品
を
購
入
で
き
る
仕
組
み

を
作
る
こ
と
で
、環
境
配
慮
に
も
貢
献
し
て
い
る
。本
自
動
販
売
機

を
利
用
す
る
学
生
か
ら
は「
５０
円
で
パ
ン
を
購
入
で
き
る
こ
と
は
、

学
生
に
と
っ
て
嬉
し
く
、環
境
に
も
優
し
い
の
で
、良
い
取
り
組
み
だ

と
思
う
。フ
ー
ド
ロ
ス
へ
の
意
識
が
高
ま
る
機
会
に
な
る
と
よ
い
」等

の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
本
学
で
は
、経
営
学
部
の
野
村
佐
智
代
ゼ
ミ
に
お
い
て
も
、フ
ー

ド
ロ
ス
削
減
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。一
人
暮
ら
し
や
シ
ェ
ア
ハ

ウ
ス
暮
ら
し
の
学
生
が
食
材
を
余
ら
せ
て
し
ま
う
問
題
に
着
目

し
、食
材
を
持
ち
寄
っ
て
プ
ロ
の
シ
ェフ
が
料
理
す
る「
サ
ル
ベ
ー
ジ・

パ
ー
テ
ィ
®」と
い
う
取
り
組
み
か
ら
着
想
を
得
て
、「
ま
も
る
カ

フ
ェ
」を
立
ち
上
げ
た
。

　
具
体
的
に
は
、家
庭
内
で
食
品
ロ
ス
に
な
り
そ
う
な
食
材
を
持

ち
寄
り
、食
材
を
す
べ
て
使
い
切
る
メ
ニュ
ー
を
自
分
た
ち
で
考
え
、

残
さ
ず
食
べ
き
る
と
い
う
活
動
で
あ
る
。こ
れ
ま
で
１０
回
以
上
開

催
し
、開
催
初
年
度
に
は
、合
計
１７ 

kg
分
の
食
品
ロ
ス
を
削
減
す

る
こ
と
が
で
き
た
。環
境
展
示
会「
エ
コ
プ
ロ
２
０
１
８ 
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
時

代
の
環
境
と
社
会
、そ
し
て
未
来
へ
」で
は
、ま
も
る
カ
フ
ェ
の
疑
似

体
験
ゲ
ー
ム
を
行
い
、参
加
者
に
食
品
ロ
ス
問
題
の
深
刻
さ
を
啓

蒙
し
た
。よ
り
環
境
に
配
慮
し
、火
や
肉
を
使
わ
な
い
メ
ニュ
ー
作

り
に
も
挑
戦
し
て
い
る
。２
０
２
２
年
に
は
、人
手
不
足
で
困
っ
て
い

る
大
学
周
辺
の
農
家
と
つ
な
が
り
、収
穫
の
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と

で
、食
の
原
点
と
な
る
農
業
の
在
り
方
を
考
え
る
学
び
に
も
力
を

入
れ
た
。

　
本
学
で
は
、２
０
１
９
年
４

月
に
教
職
員・学
生
の
代
表
に

よ
る「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
セ
ン

タ
ー
」を
開
設
し
、こ
れ
ま
で

学
生
か
ら
の
提
案
で
節
電
を

促
す
ポ
ス
タ
ー
や
、ご
み
分
別

啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
学
内
の
教

室
に
掲
示
し
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
き
た
。こ
れ

ら
の
取
り
組
み
の
効
果
も
あ

り
、昨
年
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
は
、７２
・１
％
の
学

生
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
心
を
寄

せ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

今
後
も
、教
職
員・学
生
で
協

力
し
合
い
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
達
成

に
向
け
て
行
動
を
起
こ
し
て

い
き
た
い
。

学
生
に
よ
る
フ
ー
ド
ロ
ス
削
減
の
取
り
組
み

今
後
の
展
望
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２
０
２
０
年
４
月
、本
学
に
社
会

連
携
教
育
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、

地
域
社
会
な
ど
と
連
携
を
と
り
な
が

ら
、学
生
た
ち
の
学
び
の
成
果
や
本

学
の
研
究
開
発
成
果
を
社
会
に
還
元

す
る
活
動
が
始
ま
っ
た
。そ
の
柱
の
一

つ
が
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
で
あ
る
。Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
関

し
て
、多
く
の
学
生
が
参
加
で
き
、さ

ら
に
教
職
員
や
地
域
も
巻
き
込
ん
で

広
が
っ
て
い
く
よ
う
な
具
体
的
な
取

り
組
み
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
中
、

着
目
し
た
の
が
防
災
備
蓄
品
の
入
れ

替
え
に
伴
う
フ
ー
ド
ロ
ス
だ
っ
た
。

　
本
学
で
は
例
年
、賞
味
期
限
の

迫
っ
た
備
蓄
品
を
学
生
に
配
布
し
て

い
た
。指
定
場
所
に
置
い
た
食
品
を

学
生
が
自
由
に
持
ち
帰
る
ス
タ
イ
ル

を
と
っ
て
い
た
が
、ど
う
し
て
も
余
剰

が
出
る
こ
と
が
課
題
で
あ
っ
た
。こ
の

問
題
を「
フ
ー
ド
ロ
ス
」と
し
て
取
り

上
げ
、自
ら
参
加
す
る
こ
と
で
解
決
に
繋
げ
る
活
動
と
し
て「
フ
ー

ド
ド
ラ
イ
ブ
＠
Ｊ
Ｗ
Ｕ
」を
実
施
。フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
と
は
、家
庭

等
で
余
っ
て
い
る
食
品
を
持
ち
寄
り
、食
品
を
必
要
と
す
る
人
へ
支

援
す
る
こ
と
で
、分
け
合
う
心
の
醸
成
を
図
る
活
動
で
あ
る
。日
本

女
子
大
学
を
代
表
し
て
、本
学
の
魅
力
や
特
徴
を「
等
身
大
の

声
」と
し
て
幅
広
い
世
代
に
発
信
す
る
学
生
組
織
、Ｊ
Ｗ
Ｕ 

Ｐ
Ｒ

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
が
主
体
に
な
っ
て
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
活
動
を
実
施

し
た
。ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、参
加
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、受

付
で
き
る
食
品
、受
付
で
き
な
い
食
品
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
示

す
工
夫
を
し
た
。ま
た
、フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
論
や
消
費
者
教
育
を
専

門
と
す
る
教
員
た
ち
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、そ
の
内
容
を
記
事

に
ま
と
め
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る
と
と
も
に
、公
式
ツ
イ
ッ

タ
ー
で
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
公
開
を
行
っ
た
。そ
の
結
果
、初
回
は

開
始
１０
分
で
、防
災
備
蓄
品
も
含
め
全
て
が
配
布
完
了
と
い
う
盛

況
ぶ
り
で
あ
っ
た
。ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、回
答
者
１
０
５
人
の
う

ち
、イ
ベ
ン
ト
に
よ
っ
て
フ
ー
ド
ロ
ス
の
問
題
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ

た
人
は
８５
％
、イ
ベ
ン
ト
を
良
か
っ
た
と
い
う
人
は
７９
％
、ま
た
参

加
し
た
い
と
い
う
人
は
９０
％
に
も
上
っ
た
。

　
初
回
の
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
成
功
を
き
っ
か
け
に
、現
在
、活
動

は
ま
す
ま
す
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。ま
ず
一
つ
は
、拠
点
づ
く
り

で
あ
る
。学
生
滞
在
ス
ペ
ー
ス
を
リ
ニュ
ー
ア
ル
し
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
を
体

感
で
き
る
場
と
し
た
。学
生
公
募
に
よ
り「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ 

Ｏａｓ
ｉｓ
」

と
名
付
け
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
に
は
、学
生
総
会
で
要
望
が
あ
っ
た

「
水
筒
用
冷
水
機
」を
設
置
し
た
ほ
か
、サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
建
材
を

使
用
し
た
什
器
を
配
置
し
、本
学
が
取
り
組
ん
で
い
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に

関
す
る
研
究
活
動
を
紹
介
す
る
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
も
行
っ
て
い
る
。

グ
ル
ー
プ
で
交
流
し
た
り
、個
人
で
学
修
し
た
り
、水
を
汲
み
に
き

た
り
―
―
。ま
さ
に
、学
内
の
オ
ア
シ
ス
と
な
っ
て
い
る
。

　
も
う
一
つ
は
地
域
へ
の
広
が
り
だ
。温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
に

向
け
て
、文
京
区
の
大
学

が
連
携
し
て
取
り
組
む
活

動
に
、お
茶
の
水
女
子
大

学
、東
京
大
学
、東
洋
大

学
、日
本
薬
科
大
学
と
と

も
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

フ
ー
ド
ロ
ス
を
通
し
て
温

室
効
果
ガ
ス
削
減
に
貢
献

す
る
本
学
の
取
り
組
み
を

紹
介
す
る
と
と
も
に
、他

大
学
の
活
動
か
ら
も
学

び
、学
生
の
連
携
も
始
ま
っ
て
い
る
。

　
日
本
女
子
大
学
は
幼
稚
園
か
ら
大
学
、大
学
院
、さ
ら
に
は
リ

カ
レ
ン
ト
教
育
課
程
や
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
な
ど
、幅
広
い
年
代

が
集
う
場
で
あ
る
。今
後
は
参
加
者
の
年
代
を
広
げ
る
と
と
も
に
、

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
さ
ま
ざ
ま
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
対
す
る
本
学
の
取
り
組
み

に
着
目
し
、活
動
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
く
。

［日本女子大学］

「フードドライブ＠JWU」実施と
今後の展望

宮崎 あかね　日本女子大学副学長・理学部化学生命科学科教授
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２
０
２
０
年
４
月
、本
学
に
社
会

連
携
教
育
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、

地
域
社
会
な
ど
と
連
携
を
と
り
な
が

ら
、学
生
た
ち
の
学
び
の
成
果
や
本

学
の
研
究
開
発
成
果
を
社
会
に
還
元

す
る
活
動
が
始
ま
っ
た
。そ
の
柱
の
一

つ
が
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
で
あ
る
。Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
関

し
て
、多
く
の
学
生
が
参
加
で
き
、さ

ら
に
教
職
員
や
地
域
も
巻
き
込
ん
で

広
が
っ
て
い
く
よ
う
な
具
体
的
な
取

り
組
み
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
中
、

着
目
し
た
の
が
防
災
備
蓄
品
の
入
れ

替
え
に
伴
う
フ
ー
ド
ロ
ス
だ
っ
た
。

　
本
学
で
は
例
年
、賞
味
期
限
の

迫
っ
た
備
蓄
品
を
学
生
に
配
布
し
て

い
た
。指
定
場
所
に
置
い
た
食
品
を

学
生
が
自
由
に
持
ち
帰
る
ス
タ
イ
ル

を
と
っ
て
い
た
が
、ど
う
し
て
も
余
剰

が
出
る
こ
と
が
課
題
で
あ
っ
た
。こ
の

問
題
を「
フ
ー
ド
ロ
ス
」と
し
て
取
り

上
げ
、自
ら
参
加
す
る
こ
と
で
解
決
に
繋
げ
る
活
動
と
し
て「
フ
ー

ド
ド
ラ
イ
ブ
＠
Ｊ
Ｗ
Ｕ
」を
実
施
。フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
と
は
、家
庭

等
で
余
っ
て
い
る
食
品
を
持
ち
寄
り
、食
品
を
必
要
と
す
る
人
へ
支

援
す
る
こ
と
で
、分
け
合
う
心
の
醸
成
を
図
る
活
動
で
あ
る
。日
本

女
子
大
学
を
代
表
し
て
、本
学
の
魅
力
や
特
徴
を「
等
身
大
の

声
」と
し
て
幅
広
い
世
代
に
発
信
す
る
学
生
組
織
、Ｊ
Ｗ
Ｕ 

Ｐ
Ｒ

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
が
主
体
に
な
っ
て
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
活
動
を
実
施

し
た
。ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、参
加
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、受

付
で
き
る
食
品
、受
付
で
き
な
い
食
品
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
示

す
工
夫
を
し
た
。ま
た
、フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
論
や
消
費
者
教
育
を
専

門
と
す
る
教
員
た
ち
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、そ
の
内
容
を
記
事

に
ま
と
め
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る
と
と
も
に
、公
式
ツ
イ
ッ

タ
ー
で
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
公
開
を
行
っ
た
。そ
の
結
果
、初
回
は

開
始
１０
分
で
、防
災
備
蓄
品
も
含
め
全
て
が
配
布
完
了
と
い
う
盛

況
ぶ
り
で
あ
っ
た
。ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、回
答
者
１
０
５
人
の
う

ち
、イ
ベ
ン
ト
に
よ
っ
て
フ
ー
ド
ロ
ス
の
問
題
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ

た
人
は
８５
％
、イ
ベ
ン
ト
を
良
か
っ
た
と
い
う
人
は
７９
％
、ま
た
参

加
し
た
い
と
い
う
人
は
９０
％
に
も
上
っ
た
。

　
初
回
の
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
成
功
を
き
っ
か
け
に
、現
在
、活
動

は
ま
す
ま
す
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。ま
ず
一
つ
は
、拠
点
づ
く
り

で
あ
る
。学
生
滞
在
ス
ペ
ー
ス
を
リ
ニュ
ー
ア
ル
し
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
を
体

感
で
き
る
場
と
し
た
。学
生
公
募
に
よ
り「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ 

Ｏａｓ
ｉｓ
」

と
名
付
け
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
に
は
、学
生
総
会
で
要
望
が
あ
っ
た

「
水
筒
用
冷
水
機
」を
設
置
し
た
ほ
か
、サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
建
材
を

使
用
し
た
什
器
を
配
置
し
、本
学
が
取
り
組
ん
で
い
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に

関
す
る
研
究
活
動
を
紹
介
す
る
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
も
行
っ
て
い
る
。

グ
ル
ー
プ
で
交
流
し
た
り
、個
人
で
学
修
し
た
り
、水
を
汲
み
に
き

た
り
―
―
。ま
さ
に
、学
内
の
オ
ア
シ
ス
と
な
っ
て
い
る
。

　
も
う
一
つ
は
地
域
へ
の
広
が
り
だ
。温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
に

向
け
て
、文
京
区
の
大
学

が
連
携
し
て
取
り
組
む
活

動
に
、お
茶
の
水
女
子
大

学
、東
京
大
学
、東
洋
大

学
、日
本
薬
科
大
学
と
と

も
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

フ
ー
ド
ロ
ス
を
通
し
て
温

室
効
果
ガ
ス
削
減
に
貢
献

す
る
本
学
の
取
り
組
み
を

紹
介
す
る
と
と
も
に
、他

大
学
の
活
動
か
ら
も
学

び
、学
生
の
連
携
も
始
ま
っ
て
い
る
。

　
日
本
女
子
大
学
は
幼
稚
園
か
ら
大
学
、大
学
院
、さ
ら
に
は
リ

カ
レ
ン
ト
教
育
課
程
や
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
な
ど
、幅
広
い
年
代

が
集
う
場
で
あ
る
。今
後
は
参
加
者
の
年
代
を
広
げ
る
と
と
も
に
、

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
さ
ま
ざ
ま
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
対
す
る
本
学
の
取
り
組
み

に
着
目
し
、活
動
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
く
。

［写真］SDGsを体感できる拠点として完成した「SDGs Oasis」でも
2度目のフードドライブを実施した。

［写真］JWU PR アンバサダーの呼びかけで多くの食品が集まった。
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２
０
２
０
年
４
月
、本
学
に
社
会

連
携
教
育
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、

地
域
社
会
な
ど
と
連
携
を
と
り
な
が

ら
、学
生
た
ち
の
学
び
の
成
果
や
本

学
の
研
究
開
発
成
果
を
社
会
に
還
元

す
る
活
動
が
始
ま
っ
た
。そ
の
柱
の
一

つ
が
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
で
あ
る
。Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
関

し
て
、多
く
の
学
生
が
参
加
で
き
、さ

ら
に
教
職
員
や
地
域
も
巻
き
込
ん
で

広
が
っ
て
い
く
よ
う
な
具
体
的
な
取

り
組
み
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
中
、

着
目
し
た
の
が
防
災
備
蓄
品
の
入
れ

替
え
に
伴
う
フ
ー
ド
ロ
ス
だ
っ
た
。

　
本
学
で
は
例
年
、賞
味
期
限
の

迫
っ
た
備
蓄
品
を
学
生
に
配
布
し
て

い
た
。指
定
場
所
に
置
い
た
食
品
を

学
生
が
自
由
に
持
ち
帰
る
ス
タ
イ
ル

を
と
っ
て
い
た
が
、ど
う
し
て
も
余
剰

が
出
る
こ
と
が
課
題
で
あ
っ
た
。こ
の

問
題
を「
フ
ー
ド
ロ
ス
」と
し
て
取
り

上
げ
、自
ら
参
加
す
る
こ
と
で
解
決
に
繋
げ
る
活
動
と
し
て「
フ
ー

ド
ド
ラ
イ
ブ
＠
Ｊ
Ｗ
Ｕ
」を
実
施
。フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
と
は
、家
庭

等
で
余
っ
て
い
る
食
品
を
持
ち
寄
り
、食
品
を
必
要
と
す
る
人
へ
支

援
す
る
こ
と
で
、分
け
合
う
心
の
醸
成
を
図
る
活
動
で
あ
る
。日
本

女
子
大
学
を
代
表
し
て
、本
学
の
魅
力
や
特
徴
を「
等
身
大
の

声
」と
し
て
幅
広
い
世
代
に
発
信
す
る
学
生
組
織
、Ｊ
Ｗ
Ｕ 

Ｐ
Ｒ

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
が
主
体
に
な
っ
て
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
活
動
を
実
施

し
た
。ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、参
加
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、受

付
で
き
る
食
品
、受
付
で
き
な
い
食
品
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
示

す
工
夫
を
し
た
。ま
た
、フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
論
や
消
費
者
教
育
を
専

門
と
す
る
教
員
た
ち
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、そ
の
内
容
を
記
事

に
ま
と
め
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る
と
と
も
に
、公
式
ツ
イ
ッ

タ
ー
で
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
公
開
を
行
っ
た
。そ
の
結
果
、初
回
は

開
始
１０
分
で
、防
災
備
蓄
品
も
含
め
全
て
が
配
布
完
了
と
い
う
盛

況
ぶ
り
で
あ
っ
た
。ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、回
答
者
１
０
５
人
の
う

ち
、イ
ベ
ン
ト
に
よ
っ
て
フ
ー
ド
ロ
ス
の
問
題
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ

た
人
は
８５
％
、イ
ベ
ン
ト
を
良
か
っ
た
と
い
う
人
は
７９
％
、ま
た
参

加
し
た
い
と
い
う
人
は
９０
％
に
も
上
っ
た
。

　
初
回
の
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
成
功
を
き
っ
か
け
に
、現
在
、活
動

は
ま
す
ま
す
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。ま
ず
一
つ
は
、拠
点
づ
く
り

で
あ
る
。学
生
滞
在
ス
ペ
ー
ス
を
リ
ニュ
ー
ア
ル
し
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
を
体

感
で
き
る
場
と
し
た
。学
生
公
募
に
よ
り「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ 

Ｏａｓ
ｉｓ
」

と
名
付
け
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
に
は
、学
生
総
会
で
要
望
が
あ
っ
た

「
水
筒
用
冷
水
機
」を
設
置
し
た
ほ
か
、サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
建
材
を

使
用
し
た
什
器
を
配
置
し
、本
学
が
取
り
組
ん
で
い
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に

関
す
る
研
究
活
動
を
紹
介
す
る
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
も
行
っ
て
い
る
。

グ
ル
ー
プ
で
交
流
し
た
り
、個
人
で
学
修
し
た
り
、水
を
汲
み
に
き

た
り
―
―
。ま
さ
に
、学
内
の
オ
ア
シ
ス
と
な
っ
て
い
る
。

　
も
う
一
つ
は
地
域
へ
の
広
が
り
だ
。温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
に

向
け
て
、文
京
区
の
大
学

が
連
携
し
て
取
り
組
む
活

動
に
、お
茶
の
水
女
子
大

学
、東
京
大
学
、東
洋
大

学
、日
本
薬
科
大
学
と
と

も
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

フ
ー
ド
ロ
ス
を
通
し
て
温

室
効
果
ガ
ス
削
減
に
貢
献

す
る
本
学
の
取
り
組
み
を

紹
介
す
る
と
と
も
に
、他

大
学
の
活
動
か
ら
も
学

び
、学
生
の
連
携
も
始
ま
っ
て
い
る
。

　
日
本
女
子
大
学
は
幼
稚
園
か
ら
大
学
、大
学
院
、さ
ら
に
は
リ

カ
レ
ン
ト
教
育
課
程
や
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
な
ど
、幅
広
い
年
代

が
集
う
場
で
あ
る
。今
後
は
参
加
者
の
年
代
を
広
げ
る
と
と
も
に
、

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
さ
ま
ざ
ま
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
対
す
る
本
学
の
取
り
組
み

に
着
目
し
、活
動
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
く
。
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コ
ロ
ナ
禍
は
多
く
の
学
生
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
の
発
揮
を
妨
げ
た
と
も
言
わ
れ

る
。し
か
し
、ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変

え
た
学
生
た
ち
も
少
な
く
な
い
。彼

（
女
）ら
の
行
動
に
ポ
ス
ト・コ
ロ
ナ
時

代
の
可
能
性
を
見
出
せ
る
の
で
は
な

い
か
。拙
稿
で
は
、渋
谷
区
と
い
う
都

心
で
持
続
可
能
性
に
挑
む
聖
心
女
子

大
学
学
生
の
試
み
を
紹
介
し
た
い
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
も
学
内
外
で
持
続
可

能
な
社
会
の
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り

組
み
続
け
た
本
学
の
学
生
サ
ー
ク

ル
、Earth in M

ind

は
周
囲
の
大

人
た
ち
を
鼓
舞
し
、希
望
を
も
た
ら

し
た
学
生
サ
ー
ク
ル
の
１
つ
で
あ
る
。

あ
ら
ゆ
る
制
約
を
乗
り
越
え
て
、学

食
の
食
品
ロ
ス・ゼ
ロ
を
目
指
し
て
活

動
を
展
開
し
た
。

　
き
っ
か
け
は
食
品
ロ
ス
削
減
の
取
り
組
み
の
強
化
を
目
的
と
し
て

環
境
省
等
が
開
催
し
た「“N

o-Foodloss!” Youth A
ction 

Project

」へ
の
参
加
で
あ
り
、「
学
食
改
革
」を
通
し
て
具
体
的
な

成
果
を
あ
げ
、３
年
連
続
で
環
境
関
連
の
賞
を
授
か
っ
た（
環
境
省

の
右
記Project

「
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
賞
」及
び「
気
候
変
動
ア
ク

シ
ョ
ン
環
境
大
臣
表
彰
ユ
ー
ス
ア
ワ
ー
ド
」、他
団
体
と
合
同
で
渋

谷
区
の「
渋
谷
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル・ア
ワ
ー
ド
２
０
２
２
優
秀
賞
」）。

　Earth in M
ind

の
活
動
は
徹
底
し
た
調
査
を
ベ
ー
ス
に
し
て

い
る
。３
Ｒ
の
中
で
も「
リ
デ
ュ
ー
ス
」に
注
目
し
、ヒ
ア
リ
ン
グ
の
結

果
、問
題
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
調
理
中
と
調
理
後
の
ゴ
ミ
に
つ

い
て
の
提
言
を
残
飯
等
の
計
量
調
査
に

基
づ
い
て
行
っ
た
。ま
ず
、学
食
利
用
者

１
０
３
名
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

注
文
時
に
学
食
ス
タ
ッ
フ
と
の
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
や

食
べ
残
し
の
約
７
割
が
お
米
で
あ
る
こ

と
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
。そ
の
結
果
、

少
な
く
な
い
調
理
ク
ズ
は
切
り
方
の
工

夫
で
減
ら
す
こ
と
、ラ
ン
チ
の
サ
ン
プ
ル
は
実
物
の
料
理
の
提
示
か

ら
モ
ニ
タ
ー
画
面
で
の
提
示
に
変
え
る
こ
と
、注
文
時
に
学
生
が
適

度
な
ご
飯
の
量
を
伝
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、「
た
べ
き
り
ん
」と
い

う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
描
い
た
ポ
ス
タ
ー
で「
食
べ
ら
れ
る
ご
飯
の
量

を
伝
え
て
下
さ
い
」と
広
く
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
こ
と
な
ど
の
改

革
を
提
案
し
、食
品
ロ
ス
へ
の
転
換
点
を
も
た
ら
し
た﹇
表
１
﹈。

　
こ
れ
ら
の
ア
ク
シ
ョ
ン
は
、先
述
の
と
お
り
、学
外
か
ら
名
誉
あ

る
賞
を
い
た
だ
い
た
。評
価
さ
れ
る
に
至
っ
た
改
革
を
支
え
る
も
の

は
何
で
あ
っ
た
の
か
。第
一
に
、学
生
の
声
を
積
極
的
に
傾
聴
し
、彼

（
女
）ら
の
ソ
ー
シ
ャ
ル・ア
ク
シ
ョ
ン
を
側
面
支
援
す
る
教
職
員
が

周
囲
に
い
る
こ
と
、第
二
に
、組
織
全
体
と
し
て
こ
う
し
た
改
革
を

支
持
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
等
が
共
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。本
学
の

場
合
、双
方
に
恵
ま
れ
て
い
た
と
言
え
る
が
、特
に
後
者
に
つ
い
て

は
２
０
２
０
年
に
日
本
の
女
子
大
学
と
し
て
は
初
め
て
出
し
た

「
気
候
非
常
事
態
宣
言
」が
学
生
た
ち
の
活
動
の
後
ろ
盾
と
な
っ

て
い
る
。こ
の
宣
言
に
は「
若
者
た
ち
が
持
続
可
能
な
未
来
に
向
け

た
変
化
の
創
り
手・担
い
手
と
な
る
よ
う
に
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
関
連
の
活

動
の
支
援
に
努
め
て
い
き
ま
す
」、「
教
室
内
で
の
教
え
が
実
際
に

キ
ャ
ン
パ
ス
で
実
践
さ
れ
る
よ
う
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
、水
、紙
、ご

み
の
分
野
で
の
改
善
に
全
学
的
に
努
め
て
い
き
ま
す
」、「
学
生
の

意
見
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、教
職
員
も
学
生
も
協
働
し
な
が
ら

気
候
変
動
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
」等
と
明
記
さ
れ
て
い

て
、学
内
全
体（
ホ
ー
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
）で
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
取
り
組
む
基

盤
と
な
っ
て
い
る（
詳
細
は「
参
考
Ｕ
Ｒ
Ｌ
」を
参
照
）。

　
こ
こ
ま
で
手
前
味
噌
的
に
本
学
の
学
生
活
動
の
紹
介
を
し
て
き

た
が
、課
題
も
少
な
く
な
い
。エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
は
昨
今
の
世
界
情

勢
の
中
で
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、都
心
の
ゴ
ミ
問
題
も
深
刻
で
あ

る
。し
か
し
２
０
５
０
年
に
は
都
市
部
人
口
は
世
界
人
口
全
体
の
７

割
近
く
に
達
す
る
趨
勢
に
あ
り
、都
心
に
位
置
す
る
大
学
は
否
応

な
し
に
ア
ー
バ
ン・サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
モ
デ
ル
と
な
る
と
い
う

役
割
は
よ
り
重
要
性
を
増
す
で
あ
ろ

う
。こ
れ
か
ら
も
学
生
た
ち
の
自
己
変

容
が
学
内
外
の
社
会
の
変
容
と
有
機

的
に
結
ば
れ
、〈
持
続
可
能
な
未
来
〉を

次
世
代
が
実
感
で
き
る
キ
ャ
ン
パ
ス
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

〈
参
考
〉 

聖
心
女
子
大
学「
気
候
非
常
事
態
宣
言
」（
和
文・英
文
）
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w
w
.u-sacred-heart.ac.jp/new

s/20200522/4549/
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禍
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の
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レ
ン
ジ

［聖心女子大学］

ソーシャル・アクションをキャンパスから
―持続可能な社会の創り手を育む大学―

永田 佳之　聖心女子大学現代教養学部教育学科教授

加盟校の幸福度ランキングアップ 《フードロスと大学編》

［表１］学食におけるフードロスの調査結果
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コ
ロ
ナ
禍
は
多
く
の
学
生
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
の
発
揮
を
妨
げ
た
と
も
言
わ
れ

る
。し
か
し
、ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変

え
た
学
生
た
ち
も
少
な
く
な
い
。彼

（
女
）ら
の
行
動
に
ポ
ス
ト・コ
ロ
ナ
時

代
の
可
能
性
を
見
出
せ
る
の
で
は
な

い
か
。拙
稿
で
は
、渋
谷
区
と
い
う
都

心
で
持
続
可
能
性
に
挑
む
聖
心
女
子

大
学
学
生
の
試
み
を
紹
介
し
た
い
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
も
学
内
外
で
持
続
可

能
な
社
会
の
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り

組
み
続
け
た
本
学
の
学
生
サ
ー
ク

ル
、Earth in M

ind

は
周
囲
の
大

人
た
ち
を
鼓
舞
し
、希
望
を
も
た
ら

し
た
学
生
サ
ー
ク
ル
の
１
つ
で
あ
る
。

あ
ら
ゆ
る
制
約
を
乗
り
越
え
て
、学

食
の
食
品
ロ
ス・ゼ
ロ
を
目
指
し
て
活

動
を
展
開
し
た
。

　
き
っ
か
け
は
食
品
ロ
ス
削
減
の
取
り
組
み
の
強
化
を
目
的
と
し
て

環
境
省
等
が
開
催
し
た「“N

o-Foodloss!” Youth A
ction 

Project

」へ
の
参
加
で
あ
り
、「
学
食
改
革
」を
通
し
て
具
体
的
な

成
果
を
あ
げ
、３
年
連
続
で
環
境
関
連
の
賞
を
授
か
っ
た（
環
境
省

の
右
記Project

「
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
賞
」及
び「
気
候
変
動
ア
ク

シ
ョ
ン
環
境
大
臣
表
彰
ユ
ー
ス
ア
ワ
ー
ド
」、他
団
体
と
合
同
で
渋

谷
区
の「
渋
谷
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル・ア
ワ
ー
ド
２
０
２
２
優
秀
賞
」）。

　Earth in M
ind

の
活
動
は
徹
底
し
た
調
査
を
ベ
ー
ス
に
し
て

い
る
。３
Ｒ
の
中
で
も「
リ
デ
ュ
ー
ス
」に
注
目
し
、ヒ
ア
リ
ン
グ
の
結

果
、問
題
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
調
理
中
と
調
理
後
の
ゴ
ミ
に
つ

い
て
の
提
言
を
残
飯
等
の
計
量
調
査
に

基
づ
い
て
行
っ
た
。ま
ず
、学
食
利
用
者

１
０
３
名
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

注
文
時
に
学
食
ス
タ
ッ
フ
と
の
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
や

食
べ
残
し
の
約
７
割
が
お
米
で
あ
る
こ

と
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
。そ
の
結
果
、

少
な
く
な
い
調
理
ク
ズ
は
切
り
方
の
工

夫
で
減
ら
す
こ
と
、ラ
ン
チ
の
サ
ン
プ
ル
は
実
物
の
料
理
の
提
示
か

ら
モ
ニ
タ
ー
画
面
で
の
提
示
に
変
え
る
こ
と
、注
文
時
に
学
生
が
適

度
な
ご
飯
の
量
を
伝
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、「
た
べ
き
り
ん
」と
い

う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
描
い
た
ポ
ス
タ
ー
で「
食
べ
ら
れ
る
ご
飯
の
量

を
伝
え
て
下
さ
い
」と
広
く
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
こ
と
な
ど
の
改

革
を
提
案
し
、食
品
ロ
ス
へ
の
転
換
点
を
も
た
ら
し
た﹇
表
１
﹈。

　
こ
れ
ら
の
ア
ク
シ
ョ
ン
は
、先
述
の
と
お
り
、学
外
か
ら
名
誉
あ

る
賞
を
い
た
だ
い
た
。評
価
さ
れ
る
に
至
っ
た
改
革
を
支
え
る
も
の

は
何
で
あ
っ
た
の
か
。第
一
に
、学
生
の
声
を
積
極
的
に
傾
聴
し
、彼

（
女
）ら
の
ソ
ー
シ
ャ
ル・ア
ク
シ
ョ
ン
を
側
面
支
援
す
る
教
職
員
が

周
囲
に
い
る
こ
と
、第
二
に
、組
織
全
体
と
し
て
こ
う
し
た
改
革
を

支
持
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
等
が
共
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。本
学
の

場
合
、双
方
に
恵
ま
れ
て
い
た
と
言
え
る
が
、特
に
後
者
に
つ
い
て

は
２
０
２
０
年
に
日
本
の
女
子
大
学
と
し
て
は
初
め
て
出
し
た

「
気
候
非
常
事
態
宣
言
」が
学
生
た
ち
の
活
動
の
後
ろ
盾
と
な
っ

て
い
る
。こ
の
宣
言
に
は「
若
者
た
ち
が
持
続
可
能
な
未
来
に
向
け

た
変
化
の
創
り
手・担
い
手
と
な
る
よ
う
に
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
関
連
の
活

動
の
支
援
に
努
め
て
い
き
ま
す
」、「
教
室
内
で
の
教
え
が
実
際
に

キ
ャ
ン
パ
ス
で
実
践
さ
れ
る
よ
う
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
、水
、紙
、ご

み
の
分
野
で
の
改
善
に
全
学
的
に
努
め
て
い
き
ま
す
」、「
学
生
の

意
見
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、教
職
員
も
学
生
も
協
働
し
な
が
ら

気
候
変
動
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
」等
と
明
記
さ
れ
て
い

て
、学
内
全
体（
ホ
ー
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
）で
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
取
り
組
む
基

盤
と
な
っ
て
い
る（
詳
細
は「
参
考
Ｕ
Ｒ
Ｌ
」を
参
照
）。

　
こ
こ
ま
で
手
前
味
噌
的
に
本
学
の
学
生
活
動
の
紹
介
を
し
て
き

た
が
、課
題
も
少
な
く
な
い
。エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
は
昨
今
の
世
界
情

勢
の
中
で
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、都
心
の
ゴ
ミ
問
題
も
深
刻
で
あ

る
。し
か
し
２
０
５
０
年
に
は
都
市
部
人
口
は
世
界
人
口
全
体
の
７

割
近
く
に
達
す
る
趨
勢
に
あ
り
、都
心
に
位
置
す
る
大
学
は
否
応

な
し
に
ア
ー
バ
ン・サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
モ
デ
ル
と
な
る
と
い
う

役
割
は
よ
り
重
要
性
を
増
す
で
あ
ろ

う
。こ
れ
か
ら
も
学
生
た
ち
の
自
己
変

容
が
学
内
外
の
社
会
の
変
容
と
有
機

的
に
結
ば
れ
、〈
持
続
可
能
な
未
来
〉を

次
世
代
が
実
感
で
き
る
キ
ャ
ン
パ
ス
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

〈
参
考
〉 

聖
心
女
子
大
学「
気
候
非
常
事
態
宣
言
」（
和
文・英
文
）

https://w
w
w
.u-sacred-heart.ac.jp/new

s/20200522/4549/

学
生
の
活
動
を
支
え
る
も
の

環境省によるゴミ分類方法に則って
分けた調査結果（一部）
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さ
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フ
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ー
ア
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サ
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法
人
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金
ジ
ャ
パ
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事
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タ
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異なる立場の人々と
対話を繰り返しながら
環境保全に取り組む
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人
、選
ぶ
人
が
増
え
れ
ば
世
の
中
は
変
わ
って
い
く
と
思
い
ま
す
。

川
島
　
ち
ゃ
ん
と
環
境
を
意
識
し
て
消
費
す
る
人
が
増
え
る
こ

と
が
大
切
な
の
で
す
ね
。そ
の
点
、日
本
人
の
環
境
に
対
す
る
意

識
は
ど
の
程
度
養
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
野
生
動
物
の
数
は
世
界
全
体
で
見
る
と
69
％
減
少
し
て

い
ま
す
が
、実
は
日
本
を
含
め
た
先
進
国
で
は
、少
し
ず
つ
回
復
傾

向
に
あ
り
ま
す
。日
本
人
が
身
の
回
り
で
生
き
物
が
減
っ
て
い
る
気

が
し
な
い
の
も
当
然
の
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、そ
の
自

然
の
豊
か
さ
が
別
の
国
の
自
然
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
で
支
え
ら
れ

て
い
る
の
が
現
実
で
す
。自
分
の
豊
か
で
便
利
な
生
活
が
、ど
こ
の

国
の
自
然
と
人
と
つ
な
が
っ
て
、

ど
う
成
り
立
っ
て
い
る
の
か
と
い

う
こ
と
を
考
え
る
人
が
も
っ
と
増

え
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

川
島
　
お
話
を
伺
っ
て
、私
も
環

境
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
、で

き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。本
日
は
貴
重
な
お
話
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

川
島
　
１
年
間
予
備
校
に
通
わ
れ
ま
し
た
が
、そ
の
間
に
心
境
の

変
化
な
ど
は
あ
り
ま
し
た
か
。

東
梅
　
２
度
目
の
受
験
の
時
も
ま
だ
獣
医
に
な
り
た
い
と
い
う
思
い

は
あ
り
ま
し
た
が
、通
っ
て
い
た
予
備
校
で
、ア
メ
リ
カ
人
の
英
語
の

先
生
と
出
会
っ
た
ん
で
す
。拙
い
な
が
ら
も
そ
の
先
生
と
英
語
で
話

し
て
い
る
と
、と
て
も
楽
し
か
っ
た
。英
語
が
話
せ
れ
ば
世
界
中
の
い

ろ
い
ろ
な
人
と
話
せ
る
の
だ
と
。英
語
を
学
ぶ
よ
り
も
英
語
で
話
す

面
白
さ
に
気
付
き
、視
野
が
広
が
っ
た
こ
と
で「
動
物
に
関
わ
る
な
ら

獣
医
で
な
く
て
も
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
」「
動
物
を
通
し
て
世
界
の

人
と
つ
な
が
る
方
が
面
白
い
か
も
し
れ
な
い
」と
思
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。国
際
基
督
教
大
学（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）の
合
格
通
知
を
も
ら
っ
た

時
に
は
、こ
れ
が
本
当
に
や
り
た
い
こ
と
な
の
だ
と
迷
わ
ず
進
学
を

決
め
ま
し
た
。

川
島
　
Ｉ
Ｃ
Ｕ
進
学
の
決
め
手
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
生
物
学
が
学
べ
る
私
立
大
学
は
と
て
も
少
な
い
上
に
、英

語
を
存
分
に
学
べ
る
大
学
と
な
る
と
非
常
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

高
校
時
代
は
大
学
の
名
前
も
よ
く
は
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
進
め
ば
、何
か
面
白
い
こ
と
が
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な

と
思
い
ま
し
た
。英
語
を
学
ぶ
の
で
は
な
く
、英
語
で
学
ぶ
こ
と
が

中
心
で
し
た
し
、他
専
攻
の
講
義
を
受
講
す
る
こ
と
も
推
奨
さ
れ

て
い
ま
し
た
。後
か
ら
親
に
は
、子
ど
も
の
頃
か
ら
の
夢
の
獣
医
で

は
な
く
、違
う
道
で
い
い
の
か
と
心
配
し
た
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
。

川
島
　
理
学
科
生
物
学
専
攻
で
は
、具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
学
ば
れ
た
の
で
す
か
。

東
梅
　
学
生
時
代
に
他
大
学
の
方
に
会
う
と
、生
物
を
専
攻
し
て
い

ま
す
、生
物
研
究
室
に
所
属
し
て
い
ま
す
、と
いっ
た
自
己
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。私
は
生
物
が
好
き
で
生
物
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
し
た

が
、生
物
だ
け
を
専
門
に
し
て
い
る
と
意
識
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
ん

で
す
。生
物
を
テ
ー
マ
に
卒
業
論
文
を
書
き
ま
し
た
が
、自
分
の
興
味

の
あ
る
こ
と
を
学
ん
で
い
る
と
い
う
思
い
で
、専
門
家
に
な
る
と
いっ

た
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。Ｗ
Ｗ

Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
に
も
よ
く
若
い
方
か
ら
問

い
合
わ
せ
が
あ
る
の
で
す
が
、多
く
の

方
か
ら「
何
を
勉
強
す
れ
ば
Ｗ
Ｗ
Ｆ
に

入
れ
ま
す
か
」と
い
う
質
問
を
さ
れ
ま

す
。確
か
に
Ｗ
Ｗ
Ｆ
で
は
、実
際
に
野
生

動
物
の
生
息
地
域
を
訪
ね
て
保
護
に

取
り
組
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、環
境

に
影
響
を
与
え
て
い
る
企
業
と
交
渉
し
た
り
、国
際
会
議
で
条
約
交

渉
を
し
た
り
す
る
仕
事
も
か
な
り
の
ウ
エ
ー
ト
を
占
め
ま
す
。そ
の
た

め
、動
物
に
関
す
る
知
識
だ
け
で
は
な
く
、国
際
関
係
や
ビ
ジ
ネ
ス
に

つ
い
て
の
知
識
も
必
要
と
な
り
ま
す
。何
か
特
定
の
分
野
だ
け
を
専

門
的
に
学
ぶ
の
で
は
な
く
、そ
の
時
々
で
環
境
保
全
に
必
要
な
こ
と
を

学
び
続
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。学
生
時
代
に
専
門
分
野

だ
け
に
限
定
せ
ず
、興
味
の
あ
る
こ
と
を
学
ぼ
う
と
し
た
姿
勢
は
、現

在
の
仕
事
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
に
つ
な
がって
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、環
境
問
題
は
多
く
の
分
野
や
セ
ク
タ
ー
の
人
が
関
連
し
て
い

る
の
で
、結
果
的
に
は
自
分
が
知
ら
な
い
こ
と
も
新
た
に
学
ん
で
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。学
ぶ
前
に
多
く
の
人
と
会
い
、お
話
を
た
く
さ
ん
聞
か

せ
て
も
ら
う
、イ
ン
タ
ビュア
ー
を
し
な
が
ら
一
緒
に
考
え
て
学
ん
で
い

く
と
い
う
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

川
島
　
学
生
時
代
に
早
く
も
環
境
問
題
に
対
し
て
ア
ク
シ
ョ
ン
を

起
こ
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

東
梅
　
興
味
が
あ
って
履
修
し
て
い
た
教
育
学
の
授
業
を
担
当
し
て

い
た
の
が
、ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン・デ
ュ
ー
ク
先
生
で
し
た
。当
時
、Ｉ
Ｃ
Ｕ
の

近
く
の
野
川
公
園
に
ゴ
ミ
焼
却
場
を
移
転
す
る
計
画
が
持
ち
上
が
っ

た
の
で
す
。公
園
の
中
心
部
に
移
転
す

る
の
で
す
か
ら
、環
境
や
景
観
を
損
な

う
の
は
明
ら
か
で
す
。し
か
も
そ
こ
は
、

元
々
、Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、東
京

都
へ
売
却
後
に
公
園
と
し
て
使
わ
れ
て

い
た
場
所
で
し
た
。そ
う
し
た
経
緯
も

あ
り
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
関
係
者
と
し
て

Ｉ
Ｃ
Ｕ
も
声
を
上
げ
る
べ
き
な
の
で
は

な
い
か
と
デ
ュ
ー
ク
先
生
は
考
え
て
、移
転
反
対
の
署
名
活
動
を
始

め
た
の
で
す
。私
も
そ
れ
に
共
感
し
て
一
緒
に
活
動
に
取
り
組
み
ま
し

た
。そ
の
成
果
も
あ
っ
て
、最
終
的
に
移
転
案
は
白
紙
に
な
り
、ゴ
ミ

問
題
自
体
に
対
す
る
地
域
の
人
々
の
関
心
も
高
ま
り
ま
し
た
。

川
島
　
当
時
の
経
験
は
現
在
の
お
仕
事
に
も
役
立
って
い
ま
す
か
。

東
梅
　
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
に
入
局
し
て
最
初
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
、渡
り

鳥
と
そ
の
飛
来
地
で
あ
る
湿
地
を
守
る
こ
と
で
し
た
。湿
地
が
な
く

な
る
主
な
原
因
の
一
つ
が
、ゴ
ミ
の
埋
め
立
て
場
と
し
て
使
わ
れ
る
こ

と
な
の
で
す
。そ
れ
に
対
し
て
、世
界
中
で
い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
人
た

ち
が
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て
湿
地
の
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
る
。私

自
身
、学
生
時
代
に
そ
の
一
人
と
し
て
ゴ
ミ
処
理
の
問
題
に
取
り

組
ん
だ
経
験
は
、そ
う
し
た
状
況
を
理
解
す
る
の
に
役
立
ち
ま
し
た
。

川
島
　
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
学
生
時
代
の
学
び
や
、仕
事
に

生
か
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
学
び
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

東
梅
　
や
は
り
実
験
を
通
し
て
得
た
も
の
は
大
き
い
で
す
ね
。シ
ョ

ウ
ジ
ョ
ウ
バ
エ
を
使
っ
た
遺
伝
の
実
験
を
行
っ
た
の
で
す
が
、正
し
い

手
順
を
踏
ん
だ
つ
も
り
で
も
教
科
書
に
書
い
て
あ
る
通
り
の
結
果

が
出
な
い
こ
と
が
あ
る
。そ
こ
で
試
行
錯
誤
し
て
実
験
を
や
り
直
す

と
、理
論
通
り
の
結
果
が
得
ら
れ
る
。す
で
に
結
果
の
分
か
っ
て
い

る
実
験
で
す
が
、や
は
り
自
分
で
や
っ
て
み
る
と
難
し
い
し
、自
分
で

デ
ー
タ
収
集
か
ら
や
っ
て
み
な
い
と
デ
ー
タ
が
示
す
意
味
が
分
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
る
。そ
れ
を
経
験
で
き
た
の
は
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。

　
実
験
の
レ
ポ
ー
ト
も
た
く
さ
ん
書
き
ま
し
た
。イ
ン
ト
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン（
序
論
）、メ
ソ
ド
ロ
ジ
ー（
方
法
）、リ
ザ
ル
ツ（
結
果
）、デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン（
考
察
）と
い
う
形
式
で
論
文
を
書
く
の
で
す
が
、そ

れ
を
繰
り
返
し
た
お
か
げ
で
、仕
事
を
す
る
上
で
、何
を
明
ら
か
に

し
て
、結
果
か
ら
何
を
読
み
取
る
べ
き
な
の
か
を
ク
リ
ア
に
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。大
学
で
は
物
事
や
社
会
問

題
の
考
え
方
の
訓
練
を
受
け
た
よ
う
な
印
象
で
す
。

川
島
　
大
学
卒
業
後
、イ
ギ
リ
ス
の
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
大
学
院

に
留
学
さ
れ
ま
し
た
が
、そ
の
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

東
梅
　
そ
れ
も
大
学
時
代
の
一
つ
の
出
会
い
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

も
っ
と
動
物
と
社
会
を
結
び
付
け
た
学
び
を
し
て
み
た
い
と
考
え
て

い
た
の
で
、雑
誌
で
目
に
し
た
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
主
催
の
熱
帯
林
保
全

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
み
ま
し
た
。セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
、講
演
し
て

い
た
イ
ギ
リ
ス
の
Ｗ
Ｗ
Ｆ
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
に「
イ
ギ
リ
ス
で
環
境
保

全
に
つ
い
て
学
ぶ
な
ら
ど
の
大
学
が
い
い
で
す
か
」と
聞
い
て
み
た

ら
、エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
を
勧
め
ら
れ
た
の
で
す
。

川
島
　
留
学
先
で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
学
ば
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
自
分
が
知
り
た
い
と
思
って
い
た
こ
と
、興
味
が
な
か
っ
た
け

ど
役
立
ち
そ
う
な
こ
と
を
幅
広
く
学
べ
た
と
い
う
印
象
で
す
。例
え

ば
、私
は
数
学
が
苦
手
だ
っ
た
の
で
ち
ょっ
と
敬
遠
し
て
い
た
の
で
す

が
、農
業
経
済
学
の
授
業
を
苦
労
し
な
が
ら
も
学
ん
で
み
る
と
大
き

な
収
穫
が
あ
り
ま
し
た
。農
業
に
お
い
て
10
年
後
に
期
待
さ
れ
る
利

益
な
ど
を
数
式
を
使
っ
て
導
き
出
す
の
で
す
が
、そ
う
し
た
考
え
方

が
い
ろ
い
ろ
な
プ
ロ
ジェク
ト
に
応
用
で
き
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、苦
手
な
こ
と
で
も
必
要
な
こ
と
は
取
り
あ
え
ず
学
ん
で

み
る
、人
に
聞
い
て
み
る
、と
い
う
姿
勢
が
身
に
付
き
ま
し
た
。

川
島
　
そ
の
後
、日
本
に
戻
り
、１
９
９
２
年
に
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン

に
入
局
さ
れ
ま
し
た
が
、そ
の
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

東
梅
　
大
学
院
で
学
ん
で
み
て
、自
分
が
研
究
者
に
な
り
た
い
わ

け
で
は
な
い
こ
と
が
は
っ
き
り
し
ま
し
た
。研
究
を
続
け
る
よ
り
も
、

生
の
社
会
問
題
に
生
の
現
場
で
関
わ
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
。そ
れ
で
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
へ
の
入
局
を
決
め
ま
し
た
。

川
島
　
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
で
は
、日
中
韓
の
国
際
湿
地
保
全
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
な
ど
、幅
広
く
活
動
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、こ
れ
ま
で
の
お
仕
事
を
通
し
て
心
掛
け
て
き
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。

東
梅
　
自
然
環
境
を
守
る
た
め
に
は
、企
業
の
経
済
活
動
も
考

慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。木
材
や
天
然
ゴ
ム
な
ど
を
採

取
す
る
こ
と
が
自
然
環
境
の
破
壊
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
が
、企
業

側
は
利
益
を
出
し
た
い
一
方
で
社
会
が
必
要
と
す
る
物
資
を
供

給
す
る
責
任
も
負
っ
て
い
ま
す
。環
境
を
守
ろ
う
と
す
れ
ば
、そ
う

し
た
立
場
の
異
な
る
人
た
ち
と
も
話
し
合
い
な
が
ら
解
決
策
を

探
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
う
す
れ
ば
、必
ず
何
か
つ
な
が
り

合
え
る
こ
と
が
出
て
き
ま
す
。そ
の
た
め
に
も
、立
場
が
違
う
人
に

積
極
的
に
会
い
に
行
っ
て
話
を
聞
く
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

川
島
　
Ｗ
Ｗ
Ｆ
で
は
、世
界
の
生
物
多
様
性
の
劣
化
を「
反
転
」さ

せ
る「
２
０
３
０
年 

生
物
多
様
性
回
復
目
標
」、気
候
変
動
の
脅
威

を
食
い
止
め
る「
２
０
５
０
年 

脱
炭
素
社
会
実
現
目
標
」と
い
う
２

つ
の
大
き
な
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。困
難
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
何
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
過
去
半
世
紀
の
間
に
、世
界
の
野
生
動
物
の
数
は
ど
の
程

度
減
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。

川
島
　
45
％
ほ
ど
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
実
は
１
９
７
０
年
か
ら
２
０
１
８
年
ま
で
の
間
に
69
％
も

減
少
し
て
い
る
の
で
す
。そ
の
大
き
な
要
因
は
、森
林
な
ど
野
生
の

生
き
物
が
住
め
る
場
所
が
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。実

は
、森
林
を
減
ら
し
て
い
る
世
界
最
大
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
の
が

牛
肉
で
す
。牛
を
育
て
る
の
に
は
広
大
な
放
牧
地
が
必
要
な
の
で

す
が
、そ
の
た
め
に
多
く
の
森
を
切
り
開
い
て
い
る
の
で
す
。そ
こ

で
は
、牛
が
食
べ
る
牧
草
は
育
っ
て
い
ま
す
が
、他
の
動
物
が
必
要

と
す
る
葉
や
木
の
実
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。本
来
、い
ろ
い
ろ
な

動
物
が
う
ま
く
つ
な
が
っ
て
生
態
系
を
つ
く
っ
て
い
た
自
然
環
境

が
、牛
肉
を
生
産
す
る
た
め
だ
け
の
畑
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。日

本
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
最
大
の
牛
肉
輸
出
先
で
す
が
、オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
森
林
を
減
ら
し
て
い
る
原
因
の
一
つ
が
そ
の
牛
肉
な
の
で
す
。

川
島
　
そ
ん
な
に
野
生
動
物
が
減
少
し
て
い
る
と
は
、衝
撃
的
で
す
。

東
梅
　
ま
た
、森
林
を
減
ら
し
て
い
る
三
大
要
因
の
も
う
一
つ
に

大
豆
が
あ
り
ま
す
。ブ
ラ
ジ
ル
や
ボ
リ
ビ
ア
な
ど
南
米
の
地
域
で
、

元
々
、草
原
や
灌
木
地
だ
っ
た
場
所
が
、大
豆
だ
け
が
育
つ
畑
に
人

の
手
で
変
え
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。大
豆
は
人
間
の
食
料
と
し

て
も
消
費
さ
れ
ま
す
が
、実
は
世
界
で
作
っ
て
い
る
大
豆
の
75
％

が
家
畜
の
飼
料
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。で
す
か
ら
、個
々
人
が

大
豆
食
品
を
食
べ
る
の
を
や
め
て
も
環
境
が
守
ら
れ
る
わ
け
で
は

な
い
。問
題
の
本
質
は
別
の
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
す
。

川
島
　
そ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
ア
プ

ロ
ー
チ
を
と
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
企
業
を
相
手
に
動
物
が
減
って
い
る
話
だ
け
を
延
々
と
し
て

も
、「
あ
な
た
は
動
物
が
好
き
な
ん
で
す
ね
」と
い
う
話
で
終
わ
っ
て

し
ま
い
ま
す
。か
と
いって「
あ
な
た
た
ち
は
悪
い
こ
と
を
し
て
い
る
」

と
言
っ
て
も
何
も
始
ま
ら
な
い
。で
す
か
ら
、例
え
ば
食
品
関
係
の

企
業
に
対
し
て
、「
環
境
に
負
荷
を
与
え
て
い
る
牛
肉
な
ど
、森
林

減
少
に
関
わ
る
原
材
料
を
ど
れ
く
ら
い
輸
入
し
て
い
る
か
ご
存
知
で

す
か
？
」と
い
う
ふ
う
に
、相
手
の
課
題
認
識
を
探
る
こ
と
か
ら
対

話
を
始
め
ま
す
。環
境
問
題
に
関
連
し
て
い
る
企
業
は
無
数
に
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
通
じ
て
つ
な
が
っ
て
お
り
、経
営
に
関
わ
っ
て
い
る

役
員
や
出
資
し
て
い
る
投
資
家
も
数
多
く
い
ま
す
。わ
れ
わ
れ
Ｗ
Ｗ

Ｆ
は
そ
う
し
た
人
た
ち
全
て
に
会
い
に
行
く
の
で
す
。今
も
ス
タ
ッ
フ

全
員
で
そ
の
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。今
の
ま
ま
企
業
や
社
会
の
仕

組
み
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、ど
の
国
や
地
域
の
環
境
と
社
会
に
ど
の

よ
う
な
影
響
が
出
て
く
る
の
か
、企
業
の
収
益
が
ど
う
左
右
さ
れ
る

の
か
、そ
う
し
た
情
報
を
共
有
し
、企
業
と
一
緒
に
考
え
始
め
る
。

そ
し
て
、い
つ
、何
を
、ど
の
程
度
や
る
の
か
具
体
的
に
組
み
立
て
て

い
く
。現
在
、そ
う
し
た
取
り
組
み
に
最
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

川
島
　
専
門
性
を
磨
く
こ
と
だ
け
で
な
く
、広
い
視
点
を
持
っ
て

対
話
を
す
る
力
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。他

に
も
環
境
保
全
に
携
わ
り
た
い
と
考
え
て
い
る
若
者
が
身
に
付
け

る
べ
き
こ
と
、学
ぶ
べ
き
こ
と
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

東
梅
　
私
が
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
環
境
保
全
の
授
業
を
持
つ
よ
う
に
な
って
10

年
以
上
が
経
ち
ま
す
が
、当
初
は
環
境
問
題
の
解
決
策
を
学
生
に
教

え
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、教
え
る
こ
と
は
で
き
る
も
の

の
、学
生
が
学
ん
で
い
る
か
ど
う
か
は
別
の
話
だ
と
気
付
き
ま
し
た
。

知
識
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、学
生
が
本
当
に
学
び
た
い
、解
決
し
た

い
と
思
う
こ
と
を
自
分
の
力
で
探
し
当
て
ら
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
の
で
す
。そ
こ
で
、授
業
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｕ
キ
ャ
ン
パ

ス
内
の
環
境
問
題
に
つ
い
て
学
生
が
グ
ル
ー
プ
で
調
査
す
る
と
い
う

課
題
を
出
す
よ
う
に
し
ま
し
た
。学
生
た
ち
は
そ
の
問
題
の
キ
ャ
ン
パ

ス
の
関
係
者
と
、そ
の
人
と
は
違
う
考
え
を
持
っ
て
い
る
や
は
り

キ
ャ
ン
パ
ス
の
人
に
直
接
会
って
話
を
聞
く
こ
と
が
必
須
で
す
。す
る

と
学
生
は
、立
場
の
異
な
る
２
者
に
対
話
を
促
し
た
り
、対
話
の
場
を

持
って
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
い
う
提
案
書
を
作
成
し
て
き
ま
す
。

誰
か
に
解
決
策
を
教
え
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、当
事
者
の
と
こ
ろ
に
足

を
運
ん
で
話
を
聞
き
、自
分
た
ち
で
解
決
策
を
考
え
る
。そ
の
方
が

自
分
が
学
び
た
い
こ
と
に
近
づ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。環

境
保
全
に
取
り
組
む
組
織
や
企
業
で
も
、そ
う
し
た
異
な
る
立
場
の

相
手
を
理
解
し
、対
話
が
で
き
る
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

川
島
　
お
話
を
聞
い
て
い
る
と
、一
個
人
と
し
て
環
境
保
全
に
貢

献
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。私
た
ち
に
も

何
か
で
き
る
こ
と
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
ま
ず
で
き
る
こ
と
は
、環
境
に
対
し
て
負
荷
を
か
け
な
い
も

の
を
選
ぶ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。家
具
な
ど
の
木
材
製
品
や
ノ
ー
ト

な
ど
の
紙
製
品
を
見
る
と
、Ｆ
Ｓ
Ｃ
マ
ー
ク
と
い
う
も
の
が
付
け
ら

れ
た
製
品
が
あ
り
ま
す
。こ
の
マ
ー
ク
は
自
然
環
境
に
負
荷
を
か
け

ず
し
っ
か
り
管
理
さ
れ
た
森
林
で
採
ら
れ
た
原
料
を
使
っ
て
い
る
こ

と
を
認
証
す
る
も
の
で
す
。そ
う
し
た
製
品
が
あ
る
こ
と
を
知
る

川
島
　
自
然
と
関
わ
る
仕
事
に
就
い
た
背
景
に
は
、や
は
り
幼
少

期
の
ご
経
験
の
影
響
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
物
心
つ
く
前
か
ら
自
然
と
親
し
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、子
ど
も
の
頃
に
読
ん
だ
本
の
影
響
も
大
き
い
で
す
ね
。中

で
も『
シ
ー
ト
ン
動
物
記
』や『
フ
ァ
ー
ブ
ル
昆
虫
記
』、動
物
文
学
の

第
一
人
者
で
あ
る
戸
川
幸
夫
さ
ん
の
全
集
な
ど
、動
物
に
ま
つ
わ
る

本
が
大
好
き
で
し
た
。

川
島
　
そ
の
後
、獣
医
師
を
志
す
よ
う
に
な
っ
た
と
伺
っ
て
い
ま
す

が
、何
か
き
っ
か
け
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　「
動
物
に
興
味
が
あ
る
な
ら
獣
医
と
い
う
仕
事
が
あ
る
」と

親
か
ら
聞
か
さ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。小
学
生
の
頃
に
は
す
で
に
、

将
来
の
夢
と
し
て「
獣
医
に
な
り
た
い
」と
学
級
文
集
に
書
い
て
い

ま
し
た
。そ
の
後
、日
本
の
女
性
獣
医
師
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
も
あ
る
増

井
光
子
さ
ん
の
本
を
読
ん
で
憧
れ
を
抱
き
ま
し
た
。

川
島
　
し
か
し
、夢
を
か
な
え
る
の
は
簡
単
で
は
な
か
っ
た
と
。

東
梅
　
獣
医
学
科
の
あ
る
大
学
を
い
ろ
い
ろ
受
け
ま
し
た
が
、志
望

校
は
不
合
格
で
し
た
。た
だ
、今
振
り
返
る
と
、ど
う
し
て
も
獣
医
に

な
り
た
い
と
い
う
よ
り
も
、動
物
や
自
然
が
好
き
だ
っ
た
ん
だ
と
思
い

ま
す
。獣
医
に
な
り
た
い
ん
だ
と
、ず
っ
と
思
い
込
ん
で
い
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

川
島
　
本
日
は
人
類
が
自
然
と
調
和
し
て
生
き
ら
れ
る
未
来
を
目

指
し
、約
１
０
０
カ
国
で
活
動
を
行
って
い
る
、世
界
的
な
環
境
保
全

団
体
Ｗ
Ｗ
Ｆ
の
日
本
事
務
局「
公
益
財
団
法
人
世
界
自
然
保
護
基

金
ジ
ャ
パ
ン（
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
）」に
伺
い
ま
し
た
。お
話
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
く
の
は
、Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
事
務
局
長
を
務
め
る
東
梅
貞
義

さ
ん
で
す
。岩
手
県
花
巻
市
の
生
ま
れ
だ
そ
う
で
す
が
、ど
の
よ
う

な
少
年
時
代
を
過
ご
さ
れ
た
の
か
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

東
梅
　
実
家
や
通
学
し
た
学
校
の
周
囲
は
山
、川
、田
ん
ぼ
ば
か

り
で
、自
分
の
周
り
に
あ
る
楽
し
い
こ
と
は
自
然
の
中
に
あ
る
、と

い
う
環
境
で
し
た
。

川
島
　
自
然
豊
か
な
場
所
で
成
長
な
さ
っ
た
の
で
す
ね
。

東
梅
　
父
が
き
こ
り
を
趣
味
に
し
て
い
て
、毎
週
日
曜
日
は
家
族

で
山
に
行
く
の
が
習
慣
だ
っ
た
ん
で
す
。私
も
１
歳
に
な
る
か
な
ら

な
い
か
の
頃
か
ら
山
に
連
れ
て
行
か
れ
て
い
ま
し
た
。山
で
は
杉
や

松
の
苗
木
を
植
え
た
り
、木
を
切
っ
て
家
の
風
呂
を
沸
か
す
た
め

の
薪
に
し
た
り
。小
学
１
年
生
に
な
っ
た
頃
に
は
当
た
り
前
の
よ
う

に
そ
う
し
た
作
業
を
し
な
が
ら
、自
然
の
中
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

自
然
に
囲
ま
れ
て
育
ち

獣
医
師
を
志
す
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人
、選
ぶ
人
が
増
え
れ
ば
世
の
中
は
変
わ
って
い
く
と
思
い
ま
す
。

川
島
　
ち
ゃ
ん
と
環
境
を
意
識
し
て
消
費
す
る
人
が
増
え
る
こ

と
が
大
切
な
の
で
す
ね
。そ
の
点
、日
本
人
の
環
境
に
対
す
る
意

識
は
ど
の
程
度
養
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
野
生
動
物
の
数
は
世
界
全
体
で
見
る
と
69
％
減
少
し
て

い
ま
す
が
、実
は
日
本
を
含
め
た
先
進
国
で
は
、少
し
ず
つ
回
復
傾

向
に
あ
り
ま
す
。日
本
人
が
身
の
回
り
で
生
き
物
が
減
っ
て
い
る
気

が
し
な
い
の
も
当
然
の
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、そ
の
自

然
の
豊
か
さ
が
別
の
国
の
自
然
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
で
支
え
ら
れ

て
い
る
の
が
現
実
で
す
。自
分
の
豊
か
で
便
利
な
生
活
が
、ど
こ
の

国
の
自
然
と
人
と
つ
な
が
っ
て
、

ど
う
成
り
立
っ
て
い
る
の
か
と
い

う
こ
と
を
考
え
る
人
が
も
っ
と
増

え
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

川
島
　
お
話
を
伺
っ
て
、私
も
環

境
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
、で

き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。本
日
は
貴
重
な
お
話
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

川
島
　
１
年
間
予
備
校
に
通
わ
れ
ま
し
た
が
、そ
の
間
に
心
境
の

変
化
な
ど
は
あ
り
ま
し
た
か
。

東
梅
　
２
度
目
の
受
験
の
時
も
ま
だ
獣
医
に
な
り
た
い
と
い
う
思
い

は
あ
り
ま
し
た
が
、通
っ
て
い
た
予
備
校
で
、ア
メ
リ
カ
人
の
英
語
の

先
生
と
出
会
っ
た
ん
で
す
。拙
い
な
が
ら
も
そ
の
先
生
と
英
語
で
話

し
て
い
る
と
、と
て
も
楽
し
か
っ
た
。英
語
が
話
せ
れ
ば
世
界
中
の
い

ろ
い
ろ
な
人
と
話
せ
る
の
だ
と
。英
語
を
学
ぶ
よ
り
も
英
語
で
話
す

面
白
さ
に
気
付
き
、視
野
が
広
が
っ
た
こ
と
で「
動
物
に
関
わ
る
な
ら

獣
医
で
な
く
て
も
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
」「
動
物
を
通
し
て
世
界
の

人
と
つ
な
が
る
方
が
面
白
い
か
も
し
れ
な
い
」と
思
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。国
際
基
督
教
大
学（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）の
合
格
通
知
を
も
ら
っ
た

時
に
は
、こ
れ
が
本
当
に
や
り
た
い
こ
と
な
の
だ
と
迷
わ
ず
進
学
を

決
め
ま
し
た
。

川
島
　
Ｉ
Ｃ
Ｕ
進
学
の
決
め
手
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
生
物
学
が
学
べ
る
私
立
大
学
は
と
て
も
少
な
い
上
に
、英

語
を
存
分
に
学
べ
る
大
学
と
な
る
と
非
常
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

高
校
時
代
は
大
学
の
名
前
も
よ
く
は
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
進
め
ば
、何
か
面
白
い
こ
と
が
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な

と
思
い
ま
し
た
。英
語
を
学
ぶ
の
で
は
な
く
、英
語
で
学
ぶ
こ
と
が

中
心
で
し
た
し
、他
専
攻
の
講
義
を
受
講
す
る
こ
と
も
推
奨
さ
れ

て
い
ま
し
た
。後
か
ら
親
に
は
、子
ど
も
の
頃
か
ら
の
夢
の
獣
医
で

は
な
く
、違
う
道
で
い
い
の
か
と
心
配
し
た
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
。

川
島
　
理
学
科
生
物
学
専
攻
で
は
、具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
学
ば
れ
た
の
で
す
か
。

東
梅
　
学
生
時
代
に
他
大
学
の
方
に
会
う
と
、生
物
を
専
攻
し
て
い

ま
す
、生
物
研
究
室
に
所
属
し
て
い
ま
す
、と
いっ
た
自
己
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。私
は
生
物
が
好
き
で
生
物
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
し
た

が
、生
物
だ
け
を
専
門
に
し
て
い
る
と
意
識
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
ん

で
す
。生
物
を
テ
ー
マ
に
卒
業
論
文
を
書
き
ま
し
た
が
、自
分
の
興
味

の
あ
る
こ
と
を
学
ん
で
い
る
と
い
う
思
い
で
、専
門
家
に
な
る
と
いっ

た
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。Ｗ
Ｗ

Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
に
も
よ
く
若
い
方
か
ら
問

い
合
わ
せ
が
あ
る
の
で
す
が
、多
く
の

方
か
ら「
何
を
勉
強
す
れ
ば
Ｗ
Ｗ
Ｆ
に

入
れ
ま
す
か
」と
い
う
質
問
を
さ
れ
ま

す
。確
か
に
Ｗ
Ｗ
Ｆ
で
は
、実
際
に
野
生

動
物
の
生
息
地
域
を
訪
ね
て
保
護
に

取
り
組
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、環
境

に
影
響
を
与
え
て
い
る
企
業
と
交
渉
し
た
り
、国
際
会
議
で
条
約
交

渉
を
し
た
り
す
る
仕
事
も
か
な
り
の
ウ
エ
ー
ト
を
占
め
ま
す
。そ
の
た

め
、動
物
に
関
す
る
知
識
だ
け
で
は
な
く
、国
際
関
係
や
ビ
ジ
ネ
ス
に

つ
い
て
の
知
識
も
必
要
と
な
り
ま
す
。何
か
特
定
の
分
野
だ
け
を
専

門
的
に
学
ぶ
の
で
は
な
く
、そ
の
時
々
で
環
境
保
全
に
必
要
な
こ
と
を

学
び
続
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。学
生
時
代
に
専
門
分
野

だ
け
に
限
定
せ
ず
、興
味
の
あ
る
こ
と
を
学
ぼ
う
と
し
た
姿
勢
は
、現

在
の
仕
事
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
に
つ
な
がって
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、環
境
問
題
は
多
く
の
分
野
や
セ
ク
タ
ー
の
人
が
関
連
し
て
い

る
の
で
、結
果
的
に
は
自
分
が
知
ら
な
い
こ
と
も
新
た
に
学
ん
で
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。学
ぶ
前
に
多
く
の
人
と
会
い
、お
話
を
た
く
さ
ん
聞
か

せ
て
も
ら
う
、イ
ン
タ
ビュア
ー
を
し
な
が
ら
一
緒
に
考
え
て
学
ん
で
い

く
と
い
う
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

川
島
　
学
生
時
代
に
早
く
も
環
境
問
題
に
対
し
て
ア
ク
シ
ョ
ン
を

起
こ
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

東
梅
　
興
味
が
あ
って
履
修
し
て
い
た
教
育
学
の
授
業
を
担
当
し
て

い
た
の
が
、ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン・デ
ュ
ー
ク
先
生
で
し
た
。当
時
、Ｉ
Ｃ
Ｕ
の

近
く
の
野
川
公
園
に
ゴ
ミ
焼
却
場
を
移
転
す
る
計
画
が
持
ち
上
が
っ

た
の
で
す
。公
園
の
中
心
部
に
移
転
す

る
の
で
す
か
ら
、環
境
や
景
観
を
損
な

う
の
は
明
ら
か
で
す
。し
か
も
そ
こ
は
、

元
々
、Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、東
京

都
へ
売
却
後
に
公
園
と
し
て
使
わ
れ
て

い
た
場
所
で
し
た
。そ
う
し
た
経
緯
も

あ
り
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
関
係
者
と
し
て

Ｉ
Ｃ
Ｕ
も
声
を
上
げ
る
べ
き
な
の
で
は

な
い
か
と
デ
ュ
ー
ク
先
生
は
考
え
て
、移
転
反
対
の
署
名
活
動
を
始

め
た
の
で
す
。私
も
そ
れ
に
共
感
し
て
一
緒
に
活
動
に
取
り
組
み
ま
し

た
。そ
の
成
果
も
あ
っ
て
、最
終
的
に
移
転
案
は
白
紙
に
な
り
、ゴ
ミ

問
題
自
体
に
対
す
る
地
域
の
人
々
の
関
心
も
高
ま
り
ま
し
た
。

川
島
　
当
時
の
経
験
は
現
在
の
お
仕
事
に
も
役
立
って
い
ま
す
か
。

東
梅
　
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
に
入
局
し
て
最
初
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
、渡
り

鳥
と
そ
の
飛
来
地
で
あ
る
湿
地
を
守
る
こ
と
で
し
た
。湿
地
が
な
く

な
る
主
な
原
因
の
一
つ
が
、ゴ
ミ
の
埋
め
立
て
場
と
し
て
使
わ
れ
る
こ

と
な
の
で
す
。そ
れ
に
対
し
て
、世
界
中
で
い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
人
た

ち
が
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て
湿
地
の
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
る
。私

自
身
、学
生
時
代
に
そ
の
一
人
と
し
て
ゴ
ミ
処
理
の
問
題
に
取
り

組
ん
だ
経
験
は
、そ
う
し
た
状
況
を
理
解
す
る
の
に
役
立
ち
ま
し
た
。

川
島
　
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
学
生
時
代
の
学
び
や
、仕
事
に

生
か
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
学
び
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

東
梅
　
や
は
り
実
験
を
通
し
て
得
た
も
の
は
大
き
い
で
す
ね
。シ
ョ

ウ
ジ
ョ
ウ
バ
エ
を
使
っ
た
遺
伝
の
実
験
を
行
っ
た
の
で
す
が
、正
し
い

手
順
を
踏
ん
だ
つ
も
り
で
も
教
科
書
に
書
い
て
あ
る
通
り
の
結
果

が
出
な
い
こ
と
が
あ
る
。そ
こ
で
試
行
錯
誤
し
て
実
験
を
や
り
直
す

と
、理
論
通
り
の
結
果
が
得
ら
れ
る
。す
で
に
結
果
の
分
か
っ
て
い

る
実
験
で
す
が
、や
は
り
自
分
で
や
っ
て
み
る
と
難
し
い
し
、自
分
で

デ
ー
タ
収
集
か
ら
や
っ
て
み
な
い
と
デ
ー
タ
が
示
す
意
味
が
分
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
る
。そ
れ
を
経
験
で
き
た
の
は
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。

　
実
験
の
レ
ポ
ー
ト
も
た
く
さ
ん
書
き
ま
し
た
。イ
ン
ト
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン（
序
論
）、メ
ソ
ド
ロ
ジ
ー（
方
法
）、リ
ザ
ル
ツ（
結
果
）、デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン（
考
察
）と
い
う
形
式
で
論
文
を
書
く
の
で
す
が
、そ

れ
を
繰
り
返
し
た
お
か
げ
で
、仕
事
を
す
る
上
で
、何
を
明
ら
か
に

し
て
、結
果
か
ら
何
を
読
み
取
る
べ
き
な
の
か
を
ク
リ
ア
に
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。大
学
で
は
物
事
や
社
会
問

題
の
考
え
方
の
訓
練
を
受
け
た
よ
う
な
印
象
で
す
。

川
島
　
大
学
卒
業
後
、イ
ギ
リ
ス
の
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
大
学
院

に
留
学
さ
れ
ま
し
た
が
、そ
の
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

東
梅
　
そ
れ
も
大
学
時
代
の
一
つ
の
出
会
い
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

も
っ
と
動
物
と
社
会
を
結
び
付
け
た
学
び
を
し
て
み
た
い
と
考
え
て

い
た
の
で
、雑
誌
で
目
に
し
た
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
主
催
の
熱
帯
林
保
全

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
み
ま
し
た
。セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
、講
演
し
て

い
た
イ
ギ
リ
ス
の
Ｗ
Ｗ
Ｆ
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
に「
イ
ギ
リ
ス
で
環
境
保

全
に
つ
い
て
学
ぶ
な
ら
ど
の
大
学
が
い
い
で
す
か
」と
聞
い
て
み
た

ら
、エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
を
勧
め
ら
れ
た
の
で
す
。

川
島
　
留
学
先
で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
学
ば
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
自
分
が
知
り
た
い
と
思
って
い
た
こ
と
、興
味
が
な
か
っ
た
け

ど
役
立
ち
そ
う
な
こ
と
を
幅
広
く
学
べ
た
と
い
う
印
象
で
す
。例
え

ば
、私
は
数
学
が
苦
手
だ
っ
た
の
で
ち
ょっ
と
敬
遠
し
て
い
た
の
で
す

が
、農
業
経
済
学
の
授
業
を
苦
労
し
な
が
ら
も
学
ん
で
み
る
と
大
き

な
収
穫
が
あ
り
ま
し
た
。農
業
に
お
い
て
10
年
後
に
期
待
さ
れ
る
利

益
な
ど
を
数
式
を
使
っ
て
導
き
出
す
の
で
す
が
、そ
う
し
た
考
え
方

が
い
ろ
い
ろ
な
プ
ロ
ジェク
ト
に
応
用
で
き
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、苦
手
な
こ
と
で
も
必
要
な
こ
と
は
取
り
あ
え
ず
学
ん
で

み
る
、人
に
聞
い
て
み
る
、と
い
う
姿
勢
が
身
に
付
き
ま
し
た
。

川
島
　
そ
の
後
、日
本
に
戻
り
、１
９
９
２
年
に
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン

に
入
局
さ
れ
ま
し
た
が
、そ
の
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

東
梅
　
大
学
院
で
学
ん
で
み
て
、自
分
が
研
究
者
に
な
り
た
い
わ

け
で
は
な
い
こ
と
が
は
っ
き
り
し
ま
し
た
。研
究
を
続
け
る
よ
り
も
、

生
の
社
会
問
題
に
生
の
現
場
で
関
わ
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
。そ
れ
で
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
へ
の
入
局
を
決
め
ま
し
た
。

川
島
　
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
で
は
、日
中
韓
の
国
際
湿
地
保
全
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
な
ど
、幅
広
く
活
動
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、こ
れ
ま
で
の
お
仕
事
を
通
し
て
心
掛
け
て
き
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。

東
梅
　
自
然
環
境
を
守
る
た
め
に
は
、企
業
の
経
済
活
動
も
考

慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。木
材
や
天
然
ゴ
ム
な
ど
を
採

取
す
る
こ
と
が
自
然
環
境
の
破
壊
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
が
、企
業

側
は
利
益
を
出
し
た
い
一
方
で
社
会
が
必
要
と
す
る
物
資
を
供

給
す
る
責
任
も
負
っ
て
い
ま
す
。環
境
を
守
ろ
う
と
す
れ
ば
、そ
う

し
た
立
場
の
異
な
る
人
た
ち
と
も
話
し
合
い
な
が
ら
解
決
策
を

探
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
う
す
れ
ば
、必
ず
何
か
つ
な
が
り

合
え
る
こ
と
が
出
て
き
ま
す
。そ
の
た
め
に
も
、立
場
が
違
う
人
に

積
極
的
に
会
い
に
行
っ
て
話
を
聞
く
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

川
島
　
Ｗ
Ｗ
Ｆ
で
は
、世
界
の
生
物
多
様
性
の
劣
化
を「
反
転
」さ

せ
る「
２
０
３
０
年 

生
物
多
様
性
回
復
目
標
」、気
候
変
動
の
脅
威

を
食
い
止
め
る「
２
０
５
０
年 

脱
炭
素
社
会
実
現
目
標
」と
い
う
２

つ
の
大
き
な
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。困
難
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
何
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
過
去
半
世
紀
の
間
に
、世
界
の
野
生
動
物
の
数
は
ど
の
程

度
減
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。

川
島
　
45
％
ほ
ど
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
実
は
１
９
７
０
年
か
ら
２
０
１
８
年
ま
で
の
間
に
69
％
も

減
少
し
て
い
る
の
で
す
。そ
の
大
き
な
要
因
は
、森
林
な
ど
野
生
の

生
き
物
が
住
め
る
場
所
が
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。実

は
、森
林
を
減
ら
し
て
い
る
世
界
最
大
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
の
が

牛
肉
で
す
。牛
を
育
て
る
の
に
は
広
大
な
放
牧
地
が
必
要
な
の
で

す
が
、そ
の
た
め
に
多
く
の
森
を
切
り
開
い
て
い
る
の
で
す
。そ
こ

で
は
、牛
が
食
べ
る
牧
草
は
育
っ
て
い
ま
す
が
、他
の
動
物
が
必
要

と
す
る
葉
や
木
の
実
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。本
来
、い
ろ
い
ろ
な

動
物
が
う
ま
く
つ
な
が
っ
て
生
態
系
を
つ
く
っ
て
い
た
自
然
環
境

が
、牛
肉
を
生
産
す
る
た
め
だ
け
の
畑
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。日

本
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
最
大
の
牛
肉
輸
出
先
で
す
が
、オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
森
林
を
減
ら
し
て
い
る
原
因
の
一
つ
が
そ
の
牛
肉
な
の
で
す
。

川
島
　
そ
ん
な
に
野
生
動
物
が
減
少
し
て
い
る
と
は
、衝
撃
的
で
す
。

東
梅
　
ま
た
、森
林
を
減
ら
し
て
い
る
三
大
要
因
の
も
う
一
つ
に

大
豆
が
あ
り
ま
す
。ブ
ラ
ジ
ル
や
ボ
リ
ビ
ア
な
ど
南
米
の
地
域
で
、

元
々
、草
原
や
灌
木
地
だ
っ
た
場
所
が
、大
豆
だ
け
が
育
つ
畑
に
人

の
手
で
変
え
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。大
豆
は
人
間
の
食
料
と
し

て
も
消
費
さ
れ
ま
す
が
、実
は
世
界
で
作
っ
て
い
る
大
豆
の
75
％

が
家
畜
の
飼
料
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。で
す
か
ら
、個
々
人
が

大
豆
食
品
を
食
べ
る
の
を
や
め
て
も
環
境
が
守
ら
れ
る
わ
け
で
は

な
い
。問
題
の
本
質
は
別
の
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
す
。

川
島
　
そ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
ア
プ

ロ
ー
チ
を
と
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
企
業
を
相
手
に
動
物
が
減
って
い
る
話
だ
け
を
延
々
と
し
て

も
、「
あ
な
た
は
動
物
が
好
き
な
ん
で
す
ね
」と
い
う
話
で
終
わ
っ
て

し
ま
い
ま
す
。か
と
いって「
あ
な
た
た
ち
は
悪
い
こ
と
を
し
て
い
る
」

と
言
っ
て
も
何
も
始
ま
ら
な
い
。で
す
か
ら
、例
え
ば
食
品
関
係
の

企
業
に
対
し
て
、「
環
境
に
負
荷
を
与
え
て
い
る
牛
肉
な
ど
、森
林

減
少
に
関
わ
る
原
材
料
を
ど
れ
く
ら
い
輸
入
し
て
い
る
か
ご
存
知
で

す
か
？
」と
い
う
ふ
う
に
、相
手
の
課
題
認
識
を
探
る
こ
と
か
ら
対

話
を
始
め
ま
す
。環
境
問
題
に
関
連
し
て
い
る
企
業
は
無
数
に
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
通
じ
て
つ
な
が
っ
て
お
り
、経
営
に
関
わ
っ
て
い
る

役
員
や
出
資
し
て
い
る
投
資
家
も
数
多
く
い
ま
す
。わ
れ
わ
れ
Ｗ
Ｗ

Ｆ
は
そ
う
し
た
人
た
ち
全
て
に
会
い
に
行
く
の
で
す
。今
も
ス
タ
ッ
フ

全
員
で
そ
の
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。今
の
ま
ま
企
業
や
社
会
の
仕

組
み
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、ど
の
国
や
地
域
の
環
境
と
社
会
に
ど
の

よ
う
な
影
響
が
出
て
く
る
の
か
、企
業
の
収
益
が
ど
う
左
右
さ
れ
る

の
か
、そ
う
し
た
情
報
を
共
有
し
、企
業
と
一
緒
に
考
え
始
め
る
。

そ
し
て
、い
つ
、何
を
、ど
の
程
度
や
る
の
か
具
体
的
に
組
み
立
て
て

い
く
。現
在
、そ
う
し
た
取
り
組
み
に
最
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

川
島
　
専
門
性
を
磨
く
こ
と
だ
け
で
な
く
、広
い
視
点
を
持
っ
て

対
話
を
す
る
力
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。他

に
も
環
境
保
全
に
携
わ
り
た
い
と
考
え
て
い
る
若
者
が
身
に
付
け

る
べ
き
こ
と
、学
ぶ
べ
き
こ
と
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

東
梅
　
私
が
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
環
境
保
全
の
授
業
を
持
つ
よ
う
に
な
って
10

年
以
上
が
経
ち
ま
す
が
、当
初
は
環
境
問
題
の
解
決
策
を
学
生
に
教

え
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、教
え
る
こ
と
は
で
き
る
も
の

の
、学
生
が
学
ん
で
い
る
か
ど
う
か
は
別
の
話
だ
と
気
付
き
ま
し
た
。

知
識
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、学
生
が
本
当
に
学
び
た
い
、解
決
し
た

い
と
思
う
こ
と
を
自
分
の
力
で
探
し
当
て
ら
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
の
で
す
。そ
こ
で
、授
業
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｕ
キ
ャ
ン
パ

ス
内
の
環
境
問
題
に
つ
い
て
学
生
が
グ
ル
ー
プ
で
調
査
す
る
と
い
う

課
題
を
出
す
よ
う
に
し
ま
し
た
。学
生
た
ち
は
そ
の
問
題
の
キ
ャ
ン
パ

ス
の
関
係
者
と
、そ
の
人
と
は
違
う
考
え
を
持
っ
て
い
る
や
は
り

キ
ャ
ン
パ
ス
の
人
に
直
接
会
って
話
を
聞
く
こ
と
が
必
須
で
す
。す
る

と
学
生
は
、立
場
の
異
な
る
２
者
に
対
話
を
促
し
た
り
、対
話
の
場
を

持
って
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
い
う
提
案
書
を
作
成
し
て
き
ま
す
。

誰
か
に
解
決
策
を
教
え
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、当
事
者
の
と
こ
ろ
に
足

を
運
ん
で
話
を
聞
き
、自
分
た
ち
で
解
決
策
を
考
え
る
。そ
の
方
が

自
分
が
学
び
た
い
こ
と
に
近
づ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。環

境
保
全
に
取
り
組
む
組
織
や
企
業
で
も
、そ
う
し
た
異
な
る
立
場
の

相
手
を
理
解
し
、対
話
が
で
き
る
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

川
島
　
お
話
を
聞
い
て
い
る
と
、一
個
人
と
し
て
環
境
保
全
に
貢

献
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。私
た
ち
に
も

何
か
で
き
る
こ
と
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
ま
ず
で
き
る
こ
と
は
、環
境
に
対
し
て
負
荷
を
か
け
な
い
も

の
を
選
ぶ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。家
具
な
ど
の
木
材
製
品
や
ノ
ー
ト

な
ど
の
紙
製
品
を
見
る
と
、Ｆ
Ｓ
Ｃ
マ
ー
ク
と
い
う
も
の
が
付
け
ら

れ
た
製
品
が
あ
り
ま
す
。こ
の
マ
ー
ク
は
自
然
環
境
に
負
荷
を
か
け

ず
し
っ
か
り
管
理
さ
れ
た
森
林
で
採
ら
れ
た
原
料
を
使
っ
て
い
る
こ

と
を
認
証
す
る
も
の
で
す
。そ
う
し
た
製
品
が
あ
る
こ
と
を
知
る

川
島
　
自
然
と
関
わ
る
仕
事
に
就
い
た
背
景
に
は
、や
は
り
幼
少

期
の
ご
経
験
の
影
響
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
物
心
つ
く
前
か
ら
自
然
と
親
し
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、子
ど
も
の
頃
に
読
ん
だ
本
の
影
響
も
大
き
い
で
す
ね
。中

で
も『
シ
ー
ト
ン
動
物
記
』や『
フ
ァ
ー
ブ
ル
昆
虫
記
』、動
物
文
学
の

第
一
人
者
で
あ
る
戸
川
幸
夫
さ
ん
の
全
集
な
ど
、動
物
に
ま
つ
わ
る

本
が
大
好
き
で
し
た
。

川
島
　
そ
の
後
、獣
医
師
を
志
す
よ
う
に
な
っ
た
と
伺
っ
て
い
ま
す

が
、何
か
き
っ
か
け
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　「
動
物
に
興
味
が
あ
る
な
ら
獣
医
と
い
う
仕
事
が
あ
る
」と

親
か
ら
聞
か
さ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。小
学
生
の
頃
に
は
す
で
に
、

将
来
の
夢
と
し
て「
獣
医
に
な
り
た
い
」と
学
級
文
集
に
書
い
て
い

ま
し
た
。そ
の
後
、日
本
の
女
性
獣
医
師
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
も
あ
る
増

井
光
子
さ
ん
の
本
を
読
ん
で
憧
れ
を
抱
き
ま
し
た
。

川
島
　
し
か
し
、夢
を
か
な
え
る
の
は
簡
単
で
は
な
か
っ
た
と
。

東
梅
　
獣
医
学
科
の
あ
る
大
学
を
い
ろ
い
ろ
受
け
ま
し
た
が
、志
望

校
は
不
合
格
で
し
た
。た
だ
、今
振
り
返
る
と
、ど
う
し
て
も
獣
医
に

な
り
た
い
と
い
う
よ
り
も
、動
物
や
自
然
が
好
き
だ
っ
た
ん
だ
と
思
い

ま
す
。獣
医
に
な
り
た
い
ん
だ
と
、ず
っ
と
思
い
込
ん
で
い
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

川
島
　
本
日
は
人
類
が
自
然
と
調
和
し
て
生
き
ら
れ
る
未
来
を
目

指
し
、約
１
０
０
カ
国
で
活
動
を
行
って
い
る
、世
界
的
な
環
境
保
全

団
体
Ｗ
Ｗ
Ｆ
の
日
本
事
務
局「
公
益
財
団
法
人
世
界
自
然
保
護
基

金
ジ
ャ
パ
ン（
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
）」に
伺
い
ま
し
た
。お
話
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
く
の
は
、Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
事
務
局
長
を
務
め
る
東
梅
貞
義

さ
ん
で
す
。岩
手
県
花
巻
市
の
生
ま
れ
だ
そ
う
で
す
が
、ど
の
よ
う

な
少
年
時
代
を
過
ご
さ
れ
た
の
か
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

東
梅
　
実
家
や
通
学
し
た
学
校
の
周
囲
は
山
、川
、田
ん
ぼ
ば
か

り
で
、自
分
の
周
り
に
あ
る
楽
し
い
こ
と
は
自
然
の
中
に
あ
る
、と

い
う
環
境
で
し
た
。

川
島
　
自
然
豊
か
な
場
所
で
成
長
な
さ
っ
た
の
で
す
ね
。

東
梅
　
父
が
き
こ
り
を
趣
味
に
し
て
い
て
、毎
週
日
曜
日
は
家
族

で
山
に
行
く
の
が
習
慣
だ
っ
た
ん
で
す
。私
も
１
歳
に
な
る
か
な
ら

な
い
か
の
頃
か
ら
山
に
連
れ
て
行
か
れ
て
い
ま
し
た
。山
で
は
杉
や

松
の
苗
木
を
植
え
た
り
、木
を
切
っ
て
家
の
風
呂
を
沸
か
す
た
め

の
薪
に
し
た
り
。小
学
１
年
生
に
な
っ
た
頃
に
は
当
た
り
前
の
よ
う

に
そ
う
し
た
作
業
を
し
な
が
ら
、自
然
の
中
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

自
然
に
囲
ま
れ
て
育
ち

獣
医
師
を
志
す
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人
、選
ぶ
人
が
増
え
れ
ば
世
の
中
は
変
わ
って
い
く
と
思
い
ま
す
。

川
島
　
ち
ゃ
ん
と
環
境
を
意
識
し
て
消
費
す
る
人
が
増
え
る
こ

と
が
大
切
な
の
で
す
ね
。そ
の
点
、日
本
人
の
環
境
に
対
す
る
意

識
は
ど
の
程
度
養
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
野
生
動
物
の
数
は
世
界
全
体
で
見
る
と
69
％
減
少
し
て

い
ま
す
が
、実
は
日
本
を
含
め
た
先
進
国
で
は
、少
し
ず
つ
回
復
傾

向
に
あ
り
ま
す
。日
本
人
が
身
の
回
り
で
生
き
物
が
減
っ
て
い
る
気

が
し
な
い
の
も
当
然
の
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、そ
の
自

然
の
豊
か
さ
が
別
の
国
の
自
然
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
で
支
え
ら
れ

て
い
る
の
が
現
実
で
す
。自
分
の
豊
か
で
便
利
な
生
活
が
、ど
こ
の

国
の
自
然
と
人
と
つ
な
が
っ
て
、

ど
う
成
り
立
っ
て
い
る
の
か
と
い

う
こ
と
を
考
え
る
人
が
も
っ
と
増

え
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

川
島
　
お
話
を
伺
っ
て
、私
も
環

境
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
、で

き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。本
日
は
貴
重
な
お
話
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

川
島
　
１
年
間
予
備
校
に
通
わ
れ
ま
し
た
が
、そ
の
間
に
心
境
の

変
化
な
ど
は
あ
り
ま
し
た
か
。

東
梅
　
２
度
目
の
受
験
の
時
も
ま
だ
獣
医
に
な
り
た
い
と
い
う
思
い

は
あ
り
ま
し
た
が
、通
っ
て
い
た
予
備
校
で
、ア
メ
リ
カ
人
の
英
語
の

先
生
と
出
会
っ
た
ん
で
す
。拙
い
な
が
ら
も
そ
の
先
生
と
英
語
で
話

し
て
い
る
と
、と
て
も
楽
し
か
っ
た
。英
語
が
話
せ
れ
ば
世
界
中
の
い

ろ
い
ろ
な
人
と
話
せ
る
の
だ
と
。英
語
を
学
ぶ
よ
り
も
英
語
で
話
す

面
白
さ
に
気
付
き
、視
野
が
広
が
っ
た
こ
と
で「
動
物
に
関
わ
る
な
ら

獣
医
で
な
く
て
も
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
」「
動
物
を
通
し
て
世
界
の

人
と
つ
な
が
る
方
が
面
白
い
か
も
し
れ
な
い
」と
思
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。国
際
基
督
教
大
学（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）の
合
格
通
知
を
も
ら
っ
た

時
に
は
、こ
れ
が
本
当
に
や
り
た
い
こ
と
な
の
だ
と
迷
わ
ず
進
学
を

決
め
ま
し
た
。

川
島
　
Ｉ
Ｃ
Ｕ
進
学
の
決
め
手
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
生
物
学
が
学
べ
る
私
立
大
学
は
と
て
も
少
な
い
上
に
、英

語
を
存
分
に
学
べ
る
大
学
と
な
る
と
非
常
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

高
校
時
代
は
大
学
の
名
前
も
よ
く
は
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
進
め
ば
、何
か
面
白
い
こ
と
が
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な

と
思
い
ま
し
た
。英
語
を
学
ぶ
の
で
は
な
く
、英
語
で
学
ぶ
こ
と
が

中
心
で
し
た
し
、他
専
攻
の
講
義
を
受
講
す
る
こ
と
も
推
奨
さ
れ

て
い
ま
し
た
。後
か
ら
親
に
は
、子
ど
も
の
頃
か
ら
の
夢
の
獣
医
で

は
な
く
、違
う
道
で
い
い
の
か
と
心
配
し
た
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
。

川
島
　
理
学
科
生
物
学
専
攻
で
は
、具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
学
ば
れ
た
の
で
す
か
。

東
梅
　
学
生
時
代
に
他
大
学
の
方
に
会
う
と
、生
物
を
専
攻
し
て
い

ま
す
、生
物
研
究
室
に
所
属
し
て
い
ま
す
、と
いっ
た
自
己
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。私
は
生
物
が
好
き
で
生
物
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
し
た

が
、生
物
だ
け
を
専
門
に
し
て
い
る
と
意
識
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
ん

で
す
。生
物
を
テ
ー
マ
に
卒
業
論
文
を
書
き
ま
し
た
が
、自
分
の
興
味

の
あ
る
こ
と
を
学
ん
で
い
る
と
い
う
思
い
で
、専
門
家
に
な
る
と
いっ

た
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。Ｗ
Ｗ

Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
に
も
よ
く
若
い
方
か
ら
問

い
合
わ
せ
が
あ
る
の
で
す
が
、多
く
の

方
か
ら「
何
を
勉
強
す
れ
ば
Ｗ
Ｗ
Ｆ
に

入
れ
ま
す
か
」と
い
う
質
問
を
さ
れ
ま

す
。確
か
に
Ｗ
Ｗ
Ｆ
で
は
、実
際
に
野
生

動
物
の
生
息
地
域
を
訪
ね
て
保
護
に

取
り
組
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、環
境

に
影
響
を
与
え
て
い
る
企
業
と
交
渉
し
た
り
、国
際
会
議
で
条
約
交

渉
を
し
た
り
す
る
仕
事
も
か
な
り
の
ウ
エ
ー
ト
を
占
め
ま
す
。そ
の
た

め
、動
物
に
関
す
る
知
識
だ
け
で
は
な
く
、国
際
関
係
や
ビ
ジ
ネ
ス
に

つ
い
て
の
知
識
も
必
要
と
な
り
ま
す
。何
か
特
定
の
分
野
だ
け
を
専

門
的
に
学
ぶ
の
で
は
な
く
、そ
の
時
々
で
環
境
保
全
に
必
要
な
こ
と
を

学
び
続
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。学
生
時
代
に
専
門
分
野

だ
け
に
限
定
せ
ず
、興
味
の
あ
る
こ
と
を
学
ぼ
う
と
し
た
姿
勢
は
、現

在
の
仕
事
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
に
つ
な
がって
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、環
境
問
題
は
多
く
の
分
野
や
セ
ク
タ
ー
の
人
が
関
連
し
て
い

る
の
で
、結
果
的
に
は
自
分
が
知
ら
な
い
こ
と
も
新
た
に
学
ん
で
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。学
ぶ
前
に
多
く
の
人
と
会
い
、お
話
を
た
く
さ
ん
聞
か

せ
て
も
ら
う
、イ
ン
タ
ビュア
ー
を
し
な
が
ら
一
緒
に
考
え
て
学
ん
で
い

く
と
い
う
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

川
島
　
学
生
時
代
に
早
く
も
環
境
問
題
に
対
し
て
ア
ク
シ
ョ
ン
を

起
こ
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

東
梅
　
興
味
が
あ
って
履
修
し
て
い
た
教
育
学
の
授
業
を
担
当
し
て

い
た
の
が
、ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン・デ
ュ
ー
ク
先
生
で
し
た
。当
時
、Ｉ
Ｃ
Ｕ
の

近
く
の
野
川
公
園
に
ゴ
ミ
焼
却
場
を
移
転
す
る
計
画
が
持
ち
上
が
っ

た
の
で
す
。公
園
の
中
心
部
に
移
転
す

る
の
で
す
か
ら
、環
境
や
景
観
を
損
な

う
の
は
明
ら
か
で
す
。し
か
も
そ
こ
は
、

元
々
、Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、東
京

都
へ
売
却
後
に
公
園
と
し
て
使
わ
れ
て

い
た
場
所
で
し
た
。そ
う
し
た
経
緯
も

あ
り
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
関
係
者
と
し
て

Ｉ
Ｃ
Ｕ
も
声
を
上
げ
る
べ
き
な
の
で
は

な
い
か
と
デ
ュ
ー
ク
先
生
は
考
え
て
、移
転
反
対
の
署
名
活
動
を
始

め
た
の
で
す
。私
も
そ
れ
に
共
感
し
て
一
緒
に
活
動
に
取
り
組
み
ま
し

た
。そ
の
成
果
も
あ
っ
て
、最
終
的
に
移
転
案
は
白
紙
に
な
り
、ゴ
ミ

問
題
自
体
に
対
す
る
地
域
の
人
々
の
関
心
も
高
ま
り
ま
し
た
。

川
島
　
当
時
の
経
験
は
現
在
の
お
仕
事
に
も
役
立
って
い
ま
す
か
。

東
梅
　
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
に
入
局
し
て
最
初
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
、渡
り

鳥
と
そ
の
飛
来
地
で
あ
る
湿
地
を
守
る
こ
と
で
し
た
。湿
地
が
な
く

な
る
主
な
原
因
の
一
つ
が
、ゴ
ミ
の
埋
め
立
て
場
と
し
て
使
わ
れ
る
こ

と
な
の
で
す
。そ
れ
に
対
し
て
、世
界
中
で
い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
人
た

ち
が
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て
湿
地
の
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
る
。私

自
身
、学
生
時
代
に
そ
の
一
人
と
し
て
ゴ
ミ
処
理
の
問
題
に
取
り

組
ん
だ
経
験
は
、そ
う
し
た
状
況
を
理
解
す
る
の
に
役
立
ち
ま
し
た
。

川
島
　
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
学
生
時
代
の
学
び
や
、仕
事
に

生
か
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
学
び
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

東
梅
　
や
は
り
実
験
を
通
し
て
得
た
も
の
は
大
き
い
で
す
ね
。シ
ョ

ウ
ジ
ョ
ウ
バ
エ
を
使
っ
た
遺
伝
の
実
験
を
行
っ
た
の
で
す
が
、正
し
い

手
順
を
踏
ん
だ
つ
も
り
で
も
教
科
書
に
書
い
て
あ
る
通
り
の
結
果

が
出
な
い
こ
と
が
あ
る
。そ
こ
で
試
行
錯
誤
し
て
実
験
を
や
り
直
す

と
、理
論
通
り
の
結
果
が
得
ら
れ
る
。す
で
に
結
果
の
分
か
っ
て
い

る
実
験
で
す
が
、や
は
り
自
分
で
や
っ
て
み
る
と
難
し
い
し
、自
分
で

デ
ー
タ
収
集
か
ら
や
っ
て
み
な
い
と
デ
ー
タ
が
示
す
意
味
が
分
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
る
。そ
れ
を
経
験
で
き
た
の
は
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。

　
実
験
の
レ
ポ
ー
ト
も
た
く
さ
ん
書
き
ま
し
た
。イ
ン
ト
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン（
序
論
）、メ
ソ
ド
ロ
ジ
ー（
方
法
）、リ
ザ
ル
ツ（
結
果
）、デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン（
考
察
）と
い
う
形
式
で
論
文
を
書
く
の
で
す
が
、そ

れ
を
繰
り
返
し
た
お
か
げ
で
、仕
事
を
す
る
上
で
、何
を
明
ら
か
に

し
て
、結
果
か
ら
何
を
読
み
取
る
べ
き
な
の
か
を
ク
リ
ア
に
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。大
学
で
は
物
事
や
社
会
問

題
の
考
え
方
の
訓
練
を
受
け
た
よ
う
な
印
象
で
す
。

川
島
　
大
学
卒
業
後
、イ
ギ
リ
ス
の
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
大
学
院

に
留
学
さ
れ
ま
し
た
が
、そ
の
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

東
梅
　
そ
れ
も
大
学
時
代
の
一
つ
の
出
会
い
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

も
っ
と
動
物
と
社
会
を
結
び
付
け
た
学
び
を
し
て
み
た
い
と
考
え
て

い
た
の
で
、雑
誌
で
目
に
し
た
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
主
催
の
熱
帯
林
保
全

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
み
ま
し
た
。セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
、講
演
し
て

い
た
イ
ギ
リ
ス
の
Ｗ
Ｗ
Ｆ
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
に「
イ
ギ
リ
ス
で
環
境
保

全
に
つ
い
て
学
ぶ
な
ら
ど
の
大
学
が
い
い
で
す
か
」と
聞
い
て
み
た

ら
、エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
を
勧
め
ら
れ
た
の
で
す
。

川
島
　
留
学
先
で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
学
ば
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
自
分
が
知
り
た
い
と
思
って
い
た
こ
と
、興
味
が
な
か
っ
た
け

ど
役
立
ち
そ
う
な
こ
と
を
幅
広
く
学
べ
た
と
い
う
印
象
で
す
。例
え

ば
、私
は
数
学
が
苦
手
だ
っ
た
の
で
ち
ょっ
と
敬
遠
し
て
い
た
の
で
す

が
、農
業
経
済
学
の
授
業
を
苦
労
し
な
が
ら
も
学
ん
で
み
る
と
大
き

な
収
穫
が
あ
り
ま
し
た
。農
業
に
お
い
て
10
年
後
に
期
待
さ
れ
る
利

益
な
ど
を
数
式
を
使
っ
て
導
き
出
す
の
で
す
が
、そ
う
し
た
考
え
方

が
い
ろ
い
ろ
な
プ
ロ
ジェク
ト
に
応
用
で
き
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、苦
手
な
こ
と
で
も
必
要
な
こ
と
は
取
り
あ
え
ず
学
ん
で

み
る
、人
に
聞
い
て
み
る
、と
い
う
姿
勢
が
身
に
付
き
ま
し
た
。

川
島
　
そ
の
後
、日
本
に
戻
り
、１
９
９
２
年
に
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン

に
入
局
さ
れ
ま
し
た
が
、そ
の
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

東
梅
　
大
学
院
で
学
ん
で
み
て
、自
分
が
研
究
者
に
な
り
た
い
わ

け
で
は
な
い
こ
と
が
は
っ
き
り
し
ま
し
た
。研
究
を
続
け
る
よ
り
も
、

生
の
社
会
問
題
に
生
の
現
場
で
関
わ
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
。そ
れ
で
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
へ
の
入
局
を
決
め
ま
し
た
。

川
島
　
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
で
は
、日
中
韓
の
国
際
湿
地
保
全
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
な
ど
、幅
広
く
活
動
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、こ
れ
ま
で
の
お
仕
事
を
通
し
て
心
掛
け
て
き
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。

東
梅
　
自
然
環
境
を
守
る
た
め
に
は
、企
業
の
経
済
活
動
も
考

慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。木
材
や
天
然
ゴ
ム
な
ど
を
採

取
す
る
こ
と
が
自
然
環
境
の
破
壊
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
が
、企
業

側
は
利
益
を
出
し
た
い
一
方
で
社
会
が
必
要
と
す
る
物
資
を
供

給
す
る
責
任
も
負
っ
て
い
ま
す
。環
境
を
守
ろ
う
と
す
れ
ば
、そ
う

し
た
立
場
の
異
な
る
人
た
ち
と
も
話
し
合
い
な
が
ら
解
決
策
を

探
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
う
す
れ
ば
、必
ず
何
か
つ
な
が
り

合
え
る
こ
と
が
出
て
き
ま
す
。そ
の
た
め
に
も
、立
場
が
違
う
人
に

積
極
的
に
会
い
に
行
っ
て
話
を
聞
く
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

川
島
　
Ｗ
Ｗ
Ｆ
で
は
、世
界
の
生
物
多
様
性
の
劣
化
を「
反
転
」さ

せ
る「
２
０
３
０
年 

生
物
多
様
性
回
復
目
標
」、気
候
変
動
の
脅
威

を
食
い
止
め
る「
２
０
５
０
年 

脱
炭
素
社
会
実
現
目
標
」と
い
う
２

つ
の
大
き
な
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。困
難
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
何
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
過
去
半
世
紀
の
間
に
、世
界
の
野
生
動
物
の
数
は
ど
の
程

度
減
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。

川
島
　
45
％
ほ
ど
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
実
は
１
９
７
０
年
か
ら
２
０
１
８
年
ま
で
の
間
に
69
％
も

減
少
し
て
い
る
の
で
す
。そ
の
大
き
な
要
因
は
、森
林
な
ど
野
生
の

生
き
物
が
住
め
る
場
所
が
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。実

は
、森
林
を
減
ら
し
て
い
る
世
界
最
大
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
の
が

牛
肉
で
す
。牛
を
育
て
る
の
に
は
広
大
な
放
牧
地
が
必
要
な
の
で

す
が
、そ
の
た
め
に
多
く
の
森
を
切
り
開
い
て
い
る
の
で
す
。そ
こ

で
は
、牛
が
食
べ
る
牧
草
は
育
っ
て
い
ま
す
が
、他
の
動
物
が
必
要

と
す
る
葉
や
木
の
実
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。本
来
、い
ろ
い
ろ
な

動
物
が
う
ま
く
つ
な
が
っ
て
生
態
系
を
つ
く
っ
て
い
た
自
然
環
境

が
、牛
肉
を
生
産
す
る
た
め
だ
け
の
畑
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。日

本
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
最
大
の
牛
肉
輸
出
先
で
す
が
、オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
森
林
を
減
ら
し
て
い
る
原
因
の
一
つ
が
そ
の
牛
肉
な
の
で
す
。

川
島
　
そ
ん
な
に
野
生
動
物
が
減
少
し
て
い
る
と
は
、衝
撃
的
で
す
。

東
梅
　
ま
た
、森
林
を
減
ら
し
て
い
る
三
大
要
因
の
も
う
一
つ
に

大
豆
が
あ
り
ま
す
。ブ
ラ
ジ
ル
や
ボ
リ
ビ
ア
な
ど
南
米
の
地
域
で
、

元
々
、草
原
や
灌
木
地
だ
っ
た
場
所
が
、大
豆
だ
け
が
育
つ
畑
に
人

の
手
で
変
え
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。大
豆
は
人
間
の
食
料
と
し

て
も
消
費
さ
れ
ま
す
が
、実
は
世
界
で
作
っ
て
い
る
大
豆
の
75
％

が
家
畜
の
飼
料
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。で
す
か
ら
、個
々
人
が

大
豆
食
品
を
食
べ
る
の
を
や
め
て
も
環
境
が
守
ら
れ
る
わ
け
で
は

な
い
。問
題
の
本
質
は
別
の
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
す
。

川
島
　
そ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
ア
プ

ロ
ー
チ
を
と
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
企
業
を
相
手
に
動
物
が
減
って
い
る
話
だ
け
を
延
々
と
し
て

も
、「
あ
な
た
は
動
物
が
好
き
な
ん
で
す
ね
」と
い
う
話
で
終
わ
っ
て

し
ま
い
ま
す
。か
と
いって「
あ
な
た
た
ち
は
悪
い
こ
と
を
し
て
い
る
」

と
言
っ
て
も
何
も
始
ま
ら
な
い
。で
す
か
ら
、例
え
ば
食
品
関
係
の

企
業
に
対
し
て
、「
環
境
に
負
荷
を
与
え
て
い
る
牛
肉
な
ど
、森
林

減
少
に
関
わ
る
原
材
料
を
ど
れ
く
ら
い
輸
入
し
て
い
る
か
ご
存
知
で

す
か
？
」と
い
う
ふ
う
に
、相
手
の
課
題
認
識
を
探
る
こ
と
か
ら
対

話
を
始
め
ま
す
。環
境
問
題
に
関
連
し
て
い
る
企
業
は
無
数
に
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
通
じ
て
つ
な
が
っ
て
お
り
、経
営
に
関
わ
っ
て
い
る

役
員
や
出
資
し
て
い
る
投
資
家
も
数
多
く
い
ま
す
。わ
れ
わ
れ
Ｗ
Ｗ

Ｆ
は
そ
う
し
た
人
た
ち
全
て
に
会
い
に
行
く
の
で
す
。今
も
ス
タ
ッ
フ

全
員
で
そ
の
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。今
の
ま
ま
企
業
や
社
会
の
仕

組
み
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、ど
の
国
や
地
域
の
環
境
と
社
会
に
ど
の

よ
う
な
影
響
が
出
て
く
る
の
か
、企
業
の
収
益
が
ど
う
左
右
さ
れ
る

の
か
、そ
う
し
た
情
報
を
共
有
し
、企
業
と
一
緒
に
考
え
始
め
る
。

そ
し
て
、い
つ
、何
を
、ど
の
程
度
や
る
の
か
具
体
的
に
組
み
立
て
て

い
く
。現
在
、そ
う
し
た
取
り
組
み
に
最
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

川
島
　
専
門
性
を
磨
く
こ
と
だ
け
で
な
く
、広
い
視
点
を
持
っ
て

対
話
を
す
る
力
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。他

に
も
環
境
保
全
に
携
わ
り
た
い
と
考
え
て
い
る
若
者
が
身
に
付
け

る
べ
き
こ
と
、学
ぶ
べ
き
こ
と
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

東
梅
　
私
が
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
環
境
保
全
の
授
業
を
持
つ
よ
う
に
な
って
10

年
以
上
が
経
ち
ま
す
が
、当
初
は
環
境
問
題
の
解
決
策
を
学
生
に
教

え
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、教
え
る
こ
と
は
で
き
る
も
の

の
、学
生
が
学
ん
で
い
る
か
ど
う
か
は
別
の
話
だ
と
気
付
き
ま
し
た
。

知
識
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、学
生
が
本
当
に
学
び
た
い
、解
決
し
た

い
と
思
う
こ
と
を
自
分
の
力
で
探
し
当
て
ら
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
の
で
す
。そ
こ
で
、授
業
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｕ
キ
ャ
ン
パ

ス
内
の
環
境
問
題
に
つ
い
て
学
生
が
グ
ル
ー
プ
で
調
査
す
る
と
い
う

課
題
を
出
す
よ
う
に
し
ま
し
た
。学
生
た
ち
は
そ
の
問
題
の
キ
ャ
ン
パ

ス
の
関
係
者
と
、そ
の
人
と
は
違
う
考
え
を
持
っ
て
い
る
や
は
り

キ
ャ
ン
パ
ス
の
人
に
直
接
会
って
話
を
聞
く
こ
と
が
必
須
で
す
。す
る

と
学
生
は
、立
場
の
異
な
る
２
者
に
対
話
を
促
し
た
り
、対
話
の
場
を

持
って
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
い
う
提
案
書
を
作
成
し
て
き
ま
す
。

誰
か
に
解
決
策
を
教
え
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、当
事
者
の
と
こ
ろ
に
足

を
運
ん
で
話
を
聞
き
、自
分
た
ち
で
解
決
策
を
考
え
る
。そ
の
方
が

自
分
が
学
び
た
い
こ
と
に
近
づ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。環

境
保
全
に
取
り
組
む
組
織
や
企
業
で
も
、そ
う
し
た
異
な
る
立
場
の

相
手
を
理
解
し
、対
話
が
で
き
る
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

川
島
　
お
話
を
聞
い
て
い
る
と
、一
個
人
と
し
て
環
境
保
全
に
貢

献
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。私
た
ち
に
も

何
か
で
き
る
こ
と
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
ま
ず
で
き
る
こ
と
は
、環
境
に
対
し
て
負
荷
を
か
け
な
い
も

の
を
選
ぶ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。家
具
な
ど
の
木
材
製
品
や
ノ
ー
ト

な
ど
の
紙
製
品
を
見
る
と
、Ｆ
Ｓ
Ｃ
マ
ー
ク
と
い
う
も
の
が
付
け
ら

れ
た
製
品
が
あ
り
ま
す
。こ
の
マ
ー
ク
は
自
然
環
境
に
負
荷
を
か
け

ず
し
っ
か
り
管
理
さ
れ
た
森
林
で
採
ら
れ
た
原
料
を
使
っ
て
い
る
こ

と
を
認
証
す
る
も
の
で
す
。そ
う
し
た
製
品
が
あ
る
こ
と
を
知
る

　イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

クローズアップ

川
島
　
自
然
と
関
わ
る
仕
事
に
就
い
た
背
景
に
は
、や
は
り
幼
少

期
の
ご
経
験
の
影
響
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
物
心
つ
く
前
か
ら
自
然
と
親
し
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、子
ど
も
の
頃
に
読
ん
だ
本
の
影
響
も
大
き
い
で
す
ね
。中

で
も『
シ
ー
ト
ン
動
物
記
』や『
フ
ァ
ー
ブ
ル
昆
虫
記
』、動
物
文
学
の

第
一
人
者
で
あ
る
戸
川
幸
夫
さ
ん
の
全
集
な
ど
、動
物
に
ま
つ
わ
る

本
が
大
好
き
で
し
た
。

川
島
　
そ
の
後
、獣
医
師
を
志
す
よ
う
に
な
っ
た
と
伺
っ
て
い
ま
す

が
、何
か
き
っ
か
け
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　「
動
物
に
興
味
が
あ
る
な
ら
獣
医
と
い
う
仕
事
が
あ
る
」と

親
か
ら
聞
か
さ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。小
学
生
の
頃
に
は
す
で
に
、

将
来
の
夢
と
し
て「
獣
医
に
な
り
た
い
」と
学
級
文
集
に
書
い
て
い

ま
し
た
。そ
の
後
、日
本
の
女
性
獣
医
師
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
も
あ
る
増

井
光
子
さ
ん
の
本
を
読
ん
で
憧
れ
を
抱
き
ま
し
た
。

川
島
　
し
か
し
、夢
を
か
な
え
る
の
は
簡
単
で
は
な
か
っ
た
と
。

東
梅
　
獣
医
学
科
の
あ
る
大
学
を
い
ろ
い
ろ
受
け
ま
し
た
が
、志
望

校
は
不
合
格
で
し
た
。た
だ
、今
振
り
返
る
と
、ど
う
し
て
も
獣
医
に

な
り
た
い
と
い
う
よ
り
も
、動
物
や
自
然
が
好
き
だ
っ
た
ん
だ
と
思
い

ま
す
。獣
医
に
な
り
た
い
ん
だ
と
、ず
っ
と
思
い
込
ん
で
い
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

川
島
　
本
日
は
人
類
が
自
然
と
調
和
し
て
生
き
ら
れ
る
未
来
を
目

指
し
、約
１
０
０
カ
国
で
活
動
を
行
って
い
る
、世
界
的
な
環
境
保
全

団
体
Ｗ
Ｗ
Ｆ
の
日
本
事
務
局「
公
益
財
団
法
人
世
界
自
然
保
護
基

金
ジ
ャ
パ
ン（
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
）」に
伺
い
ま
し
た
。お
話
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
く
の
は
、Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
事
務
局
長
を
務
め
る
東
梅
貞
義

さ
ん
で
す
。岩
手
県
花
巻
市
の
生
ま
れ
だ
そ
う
で
す
が
、ど
の
よ
う

な
少
年
時
代
を
過
ご
さ
れ
た
の
か
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

東
梅
　
実
家
や
通
学
し
た
学
校
の
周
囲
は
山
、川
、田
ん
ぼ
ば
か

り
で
、自
分
の
周
り
に
あ
る
楽
し
い
こ
と
は
自
然
の
中
に
あ
る
、と

い
う
環
境
で
し
た
。

川
島
　
自
然
豊
か
な
場
所
で
成
長
な
さ
っ
た
の
で
す
ね
。

東
梅
　
父
が
き
こ
り
を
趣
味
に
し
て
い
て
、毎
週
日
曜
日
は
家
族

で
山
に
行
く
の
が
習
慣
だ
っ
た
ん
で
す
。私
も
１
歳
に
な
る
か
な
ら

な
い
か
の
頃
か
ら
山
に
連
れ
て
行
か
れ
て
い
ま
し
た
。山
で
は
杉
や

松
の
苗
木
を
植
え
た
り
、木
を
切
っ
て
家
の
風
呂
を
沸
か
す
た
め

の
薪
に
し
た
り
。小
学
１
年
生
に
な
っ
た
頃
に
は
当
た
り
前
の
よ
う

に
そ
う
し
た
作
業
を
し
な
が
ら
、自
然
の
中
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

川島 葵さん

出
会
い
を
き
っ
か
け
に
Ｉ
Ｃ
Ｕ
へ
進
学

110

人
、選
ぶ
人
が
増
え
れ
ば
世
の
中
は
変
わ
って
い
く
と
思
い
ま
す
。

川
島
　
ち
ゃ
ん
と
環
境
を
意
識
し
て
消
費
す
る
人
が
増
え
る
こ

と
が
大
切
な
の
で
す
ね
。そ
の
点
、日
本
人
の
環
境
に
対
す
る
意

識
は
ど
の
程
度
養
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
野
生
動
物
の
数
は
世
界
全
体
で
見
る
と
69
％
減
少
し
て

い
ま
す
が
、実
は
日
本
を
含
め
た
先
進
国
で
は
、少
し
ず
つ
回
復
傾

向
に
あ
り
ま
す
。日
本
人
が
身
の
回
り
で
生
き
物
が
減
っ
て
い
る
気

が
し
な
い
の
も
当
然
の
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、そ
の
自

然
の
豊
か
さ
が
別
の
国
の
自
然
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
で
支
え
ら
れ

て
い
る
の
が
現
実
で
す
。自
分
の
豊
か
で
便
利
な
生
活
が
、ど
こ
の

国
の
自
然
と
人
と
つ
な
が
っ
て
、

ど
う
成
り
立
っ
て
い
る
の
か
と
い

う
こ
と
を
考
え
る
人
が
も
っ
と
増

え
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

川
島
　
お
話
を
伺
っ
て
、私
も
環

境
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
、で

き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。本
日
は
貴
重
な
お
話
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

川
島
　
１
年
間
予
備
校
に
通
わ
れ
ま
し
た
が
、そ
の
間
に
心
境
の

変
化
な
ど
は
あ
り
ま
し
た
か
。

東
梅
　
２
度
目
の
受
験
の
時
も
ま
だ
獣
医
に
な
り
た
い
と
い
う
思
い

は
あ
り
ま
し
た
が
、通
っ
て
い
た
予
備
校
で
、ア
メ
リ
カ
人
の
英
語
の

先
生
と
出
会
っ
た
ん
で
す
。拙
い
な
が
ら
も
そ
の
先
生
と
英
語
で
話

し
て
い
る
と
、と
て
も
楽
し
か
っ
た
。英
語
が
話
せ
れ
ば
世
界
中
の
い

ろ
い
ろ
な
人
と
話
せ
る
の
だ
と
。英
語
を
学
ぶ
よ
り
も
英
語
で
話
す

面
白
さ
に
気
付
き
、視
野
が
広
が
っ
た
こ
と
で「
動
物
に
関
わ
る
な
ら

獣
医
で
な
く
て
も
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
」「
動
物
を
通
し
て
世
界
の

人
と
つ
な
が
る
方
が
面
白
い
か
も
し
れ
な
い
」と
思
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。国
際
基
督
教
大
学（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）の
合
格
通
知
を
も
ら
っ
た

時
に
は
、こ
れ
が
本
当
に
や
り
た
い
こ
と
な
の
だ
と
迷
わ
ず
進
学
を

決
め
ま
し
た
。

川
島
　
Ｉ
Ｃ
Ｕ
進
学
の
決
め
手
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
生
物
学
が
学
べ
る
私
立
大
学
は
と
て
も
少
な
い
上
に
、英

語
を
存
分
に
学
べ
る
大
学
と
な
る
と
非
常
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

高
校
時
代
は
大
学
の
名
前
も
よ
く
は
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
進
め
ば
、何
か
面
白
い
こ
と
が
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な

と
思
い
ま
し
た
。英
語
を
学
ぶ
の
で
は
な
く
、英
語
で
学
ぶ
こ
と
が

中
心
で
し
た
し
、他
専
攻
の
講
義
を
受
講
す
る
こ
と
も
推
奨
さ
れ

て
い
ま
し
た
。後
か
ら
親
に
は
、子
ど
も
の
頃
か
ら
の
夢
の
獣
医
で

は
な
く
、違
う
道
で
い
い
の
か
と
心
配
し
た
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
。

川
島
　
理
学
科
生
物
学
専
攻
で
は
、具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
学
ば
れ
た
の
で
す
か
。

東
梅
　
学
生
時
代
に
他
大
学
の
方
に
会
う
と
、生
物
を
専
攻
し
て
い

ま
す
、生
物
研
究
室
に
所
属
し
て
い
ま
す
、と
いっ
た
自
己
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。私
は
生
物
が
好
き
で
生
物
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
し
た

が
、生
物
だ
け
を
専
門
に
し
て
い
る
と
意
識
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
ん

で
す
。生
物
を
テ
ー
マ
に
卒
業
論
文
を
書
き
ま
し
た
が
、自
分
の
興
味

の
あ
る
こ
と
を
学
ん
で
い
る
と
い
う
思
い
で
、専
門
家
に
な
る
と
いっ

た
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。Ｗ
Ｗ

Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
に
も
よ
く
若
い
方
か
ら
問

い
合
わ
せ
が
あ
る
の
で
す
が
、多
く
の

方
か
ら「
何
を
勉
強
す
れ
ば
Ｗ
Ｗ
Ｆ
に

入
れ
ま
す
か
」と
い
う
質
問
を
さ
れ
ま

す
。確
か
に
Ｗ
Ｗ
Ｆ
で
は
、実
際
に
野
生

動
物
の
生
息
地
域
を
訪
ね
て
保
護
に

取
り
組
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、環
境

に
影
響
を
与
え
て
い
る
企
業
と
交
渉
し
た
り
、国
際
会
議
で
条
約
交

渉
を
し
た
り
す
る
仕
事
も
か
な
り
の
ウ
エ
ー
ト
を
占
め
ま
す
。そ
の
た

め
、動
物
に
関
す
る
知
識
だ
け
で
は
な
く
、国
際
関
係
や
ビ
ジ
ネ
ス
に

つ
い
て
の
知
識
も
必
要
と
な
り
ま
す
。何
か
特
定
の
分
野
だ
け
を
専

門
的
に
学
ぶ
の
で
は
な
く
、そ
の
時
々
で
環
境
保
全
に
必
要
な
こ
と
を

学
び
続
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。学
生
時
代
に
専
門
分
野

だ
け
に
限
定
せ
ず
、興
味
の
あ
る
こ
と
を
学
ぼ
う
と
し
た
姿
勢
は
、現

在
の
仕
事
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
に
つ
な
がって
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、環
境
問
題
は
多
く
の
分
野
や
セ
ク
タ
ー
の
人
が
関
連
し
て
い

る
の
で
、結
果
的
に
は
自
分
が
知
ら
な
い
こ
と
も
新
た
に
学
ん
で
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。学
ぶ
前
に
多
く
の
人
と
会
い
、お
話
を
た
く
さ
ん
聞
か

せ
て
も
ら
う
、イ
ン
タ
ビュア
ー
を
し
な
が
ら
一
緒
に
考
え
て
学
ん
で
い

く
と
い
う
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

川
島
　
学
生
時
代
に
早
く
も
環
境
問
題
に
対
し
て
ア
ク
シ
ョ
ン
を

起
こ
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

東
梅
　
興
味
が
あ
って
履
修
し
て
い
た
教
育
学
の
授
業
を
担
当
し
て

い
た
の
が
、ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン・デ
ュ
ー
ク
先
生
で
し
た
。当
時
、Ｉ
Ｃ
Ｕ
の

近
く
の
野
川
公
園
に
ゴ
ミ
焼
却
場
を
移
転
す
る
計
画
が
持
ち
上
が
っ

た
の
で
す
。公
園
の
中
心
部
に
移
転
す

る
の
で
す
か
ら
、環
境
や
景
観
を
損
な

う
の
は
明
ら
か
で
す
。し
か
も
そ
こ
は
、

元
々
、Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、東
京

都
へ
売
却
後
に
公
園
と
し
て
使
わ
れ
て

い
た
場
所
で
し
た
。そ
う
し
た
経
緯
も

あ
り
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
関
係
者
と
し
て

Ｉ
Ｃ
Ｕ
も
声
を
上
げ
る
べ
き
な
の
で
は

な
い
か
と
デ
ュ
ー
ク
先
生
は
考
え
て
、移
転
反
対
の
署
名
活
動
を
始

め
た
の
で
す
。私
も
そ
れ
に
共
感
し
て
一
緒
に
活
動
に
取
り
組
み
ま
し

た
。そ
の
成
果
も
あ
っ
て
、最
終
的
に
移
転
案
は
白
紙
に
な
り
、ゴ
ミ

問
題
自
体
に
対
す
る
地
域
の
人
々
の
関
心
も
高
ま
り
ま
し
た
。

川
島
　
当
時
の
経
験
は
現
在
の
お
仕
事
に
も
役
立
って
い
ま
す
か
。

東
梅
　
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
に
入
局
し
て
最
初
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
、渡
り

鳥
と
そ
の
飛
来
地
で
あ
る
湿
地
を
守
る
こ
と
で
し
た
。湿
地
が
な
く

な
る
主
な
原
因
の
一
つ
が
、ゴ
ミ
の
埋
め
立
て
場
と
し
て
使
わ
れ
る
こ

と
な
の
で
す
。そ
れ
に
対
し
て
、世
界
中
で
い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
人
た

ち
が
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て
湿
地
の
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
る
。私

自
身
、学
生
時
代
に
そ
の
一
人
と
し
て
ゴ
ミ
処
理
の
問
題
に
取
り

組
ん
だ
経
験
は
、そ
う
し
た
状
況
を
理
解
す
る
の
に
役
立
ち
ま
し
た
。

川
島
　
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
学
生
時
代
の
学
び
や
、仕
事
に

生
か
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
学
び
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

東
梅
　
や
は
り
実
験
を
通
し
て
得
た
も
の
は
大
き
い
で
す
ね
。シ
ョ

ウ
ジ
ョ
ウ
バ
エ
を
使
っ
た
遺
伝
の
実
験
を
行
っ
た
の
で
す
が
、正
し
い

手
順
を
踏
ん
だ
つ
も
り
で
も
教
科
書
に
書
い
て
あ
る
通
り
の
結
果

が
出
な
い
こ
と
が
あ
る
。そ
こ
で
試
行
錯
誤
し
て
実
験
を
や
り
直
す

と
、理
論
通
り
の
結
果
が
得
ら
れ
る
。す
で
に
結
果
の
分
か
っ
て
い

る
実
験
で
す
が
、や
は
り
自
分
で
や
っ
て
み
る
と
難
し
い
し
、自
分
で

デ
ー
タ
収
集
か
ら
や
っ
て
み
な
い
と
デ
ー
タ
が
示
す
意
味
が
分
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
る
。そ
れ
を
経
験
で
き
た
の
は
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。

　
実
験
の
レ
ポ
ー
ト
も
た
く
さ
ん
書
き
ま
し
た
。イ
ン
ト
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン（
序
論
）、メ
ソ
ド
ロ
ジ
ー（
方
法
）、リ
ザ
ル
ツ（
結
果
）、デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン（
考
察
）と
い
う
形
式
で
論
文
を
書
く
の
で
す
が
、そ

れ
を
繰
り
返
し
た
お
か
げ
で
、仕
事
を
す
る
上
で
、何
を
明
ら
か
に

し
て
、結
果
か
ら
何
を
読
み
取
る
べ
き
な
の
か
を
ク
リ
ア
に
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。大
学
で
は
物
事
や
社
会
問

題
の
考
え
方
の
訓
練
を
受
け
た
よ
う
な
印
象
で
す
。

川
島
　
大
学
卒
業
後
、イ
ギ
リ
ス
の
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
大
学
院

に
留
学
さ
れ
ま
し
た
が
、そ
の
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

東
梅
　
そ
れ
も
大
学
時
代
の
一
つ
の
出
会
い
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

も
っ
と
動
物
と
社
会
を
結
び
付
け
た
学
び
を
し
て
み
た
い
と
考
え
て

い
た
の
で
、雑
誌
で
目
に
し
た
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
主
催
の
熱
帯
林
保
全

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
み
ま
し
た
。セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
、講
演
し
て

い
た
イ
ギ
リ
ス
の
Ｗ
Ｗ
Ｆ
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
に「
イ
ギ
リ
ス
で
環
境
保

全
に
つ
い
て
学
ぶ
な
ら
ど
の
大
学
が
い
い
で
す
か
」と
聞
い
て
み
た

ら
、エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
を
勧
め
ら
れ
た
の
で
す
。

川
島
　
留
学
先
で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
学
ば
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
自
分
が
知
り
た
い
と
思
って
い
た
こ
と
、興
味
が
な
か
っ
た
け

ど
役
立
ち
そ
う
な
こ
と
を
幅
広
く
学
べ
た
と
い
う
印
象
で
す
。例
え

ば
、私
は
数
学
が
苦
手
だ
っ
た
の
で
ち
ょっ
と
敬
遠
し
て
い
た
の
で
す

が
、農
業
経
済
学
の
授
業
を
苦
労
し
な
が
ら
も
学
ん
で
み
る
と
大
き

な
収
穫
が
あ
り
ま
し
た
。農
業
に
お
い
て
10
年
後
に
期
待
さ
れ
る
利

益
な
ど
を
数
式
を
使
っ
て
導
き
出
す
の
で
す
が
、そ
う
し
た
考
え
方

が
い
ろ
い
ろ
な
プ
ロ
ジェク
ト
に
応
用
で
き
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、苦
手
な
こ
と
で
も
必
要
な
こ
と
は
取
り
あ
え
ず
学
ん
で

み
る
、人
に
聞
い
て
み
る
、と
い
う
姿
勢
が
身
に
付
き
ま
し
た
。

川
島
　
そ
の
後
、日
本
に
戻
り
、１
９
９
２
年
に
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン

に
入
局
さ
れ
ま
し
た
が
、そ
の
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

東
梅
　
大
学
院
で
学
ん
で
み
て
、自
分
が
研
究
者
に
な
り
た
い
わ

け
で
は
な
い
こ
と
が
は
っ
き
り
し
ま
し
た
。研
究
を
続
け
る
よ
り
も
、

生
の
社
会
問
題
に
生
の
現
場
で
関
わ
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
。そ
れ
で
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
へ
の
入
局
を
決
め
ま
し
た
。

川
島
　
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
で
は
、日
中
韓
の
国
際
湿
地
保
全
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
な
ど
、幅
広
く
活
動
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、こ
れ
ま
で
の
お
仕
事
を
通
し
て
心
掛
け
て
き
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。

東
梅
　
自
然
環
境
を
守
る
た
め
に
は
、企
業
の
経
済
活
動
も
考

慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。木
材
や
天
然
ゴ
ム
な
ど
を
採

取
す
る
こ
と
が
自
然
環
境
の
破
壊
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
が
、企
業

側
は
利
益
を
出
し
た
い
一
方
で
社
会
が
必
要
と
す
る
物
資
を
供

給
す
る
責
任
も
負
っ
て
い
ま
す
。環
境
を
守
ろ
う
と
す
れ
ば
、そ
う

し
た
立
場
の
異
な
る
人
た
ち
と
も
話
し
合
い
な
が
ら
解
決
策
を

探
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
う
す
れ
ば
、必
ず
何
か
つ
な
が
り

合
え
る
こ
と
が
出
て
き
ま
す
。そ
の
た
め
に
も
、立
場
が
違
う
人
に

積
極
的
に
会
い
に
行
っ
て
話
を
聞
く
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

川
島
　
Ｗ
Ｗ
Ｆ
で
は
、世
界
の
生
物
多
様
性
の
劣
化
を「
反
転
」さ

せ
る「
２
０
３
０
年 

生
物
多
様
性
回
復
目
標
」、気
候
変
動
の
脅
威

を
食
い
止
め
る「
２
０
５
０
年 

脱
炭
素
社
会
実
現
目
標
」と
い
う
２

つ
の
大
き
な
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。困
難
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
何
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
過
去
半
世
紀
の
間
に
、世
界
の
野
生
動
物
の
数
は
ど
の
程

度
減
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。

川
島
　
45
％
ほ
ど
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
実
は
１
９
７
０
年
か
ら
２
０
１
８
年
ま
で
の
間
に
69
％
も

減
少
し
て
い
る
の
で
す
。そ
の
大
き
な
要
因
は
、森
林
な
ど
野
生
の

生
き
物
が
住
め
る
場
所
が
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。実

は
、森
林
を
減
ら
し
て
い
る
世
界
最
大
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
の
が

牛
肉
で
す
。牛
を
育
て
る
の
に
は
広
大
な
放
牧
地
が
必
要
な
の
で

す
が
、そ
の
た
め
に
多
く
の
森
を
切
り
開
い
て
い
る
の
で
す
。そ
こ

で
は
、牛
が
食
べ
る
牧
草
は
育
っ
て
い
ま
す
が
、他
の
動
物
が
必
要

と
す
る
葉
や
木
の
実
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。本
来
、い
ろ
い
ろ
な

動
物
が
う
ま
く
つ
な
が
っ
て
生
態
系
を
つ
く
っ
て
い
た
自
然
環
境

が
、牛
肉
を
生
産
す
る
た
め
だ
け
の
畑
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。日

本
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
最
大
の
牛
肉
輸
出
先
で
す
が
、オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
森
林
を
減
ら
し
て
い
る
原
因
の
一
つ
が
そ
の
牛
肉
な
の
で
す
。

川
島
　
そ
ん
な
に
野
生
動
物
が
減
少
し
て
い
る
と
は
、衝
撃
的
で
す
。

東
梅
　
ま
た
、森
林
を
減
ら
し
て
い
る
三
大
要
因
の
も
う
一
つ
に

大
豆
が
あ
り
ま
す
。ブ
ラ
ジ
ル
や
ボ
リ
ビ
ア
な
ど
南
米
の
地
域
で
、

元
々
、草
原
や
灌
木
地
だ
っ
た
場
所
が
、大
豆
だ
け
が
育
つ
畑
に
人

の
手
で
変
え
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。大
豆
は
人
間
の
食
料
と
し

て
も
消
費
さ
れ
ま
す
が
、実
は
世
界
で
作
っ
て
い
る
大
豆
の
75
％

が
家
畜
の
飼
料
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。で
す
か
ら
、個
々
人
が

大
豆
食
品
を
食
べ
る
の
を
や
め
て
も
環
境
が
守
ら
れ
る
わ
け
で
は

な
い
。問
題
の
本
質
は
別
の
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
す
。

川
島
　
そ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
ア
プ

ロ
ー
チ
を
と
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
企
業
を
相
手
に
動
物
が
減
って
い
る
話
だ
け
を
延
々
と
し
て

も
、「
あ
な
た
は
動
物
が
好
き
な
ん
で
す
ね
」と
い
う
話
で
終
わ
っ
て

し
ま
い
ま
す
。か
と
いって「
あ
な
た
た
ち
は
悪
い
こ
と
を
し
て
い
る
」

と
言
っ
て
も
何
も
始
ま
ら
な
い
。で
す
か
ら
、例
え
ば
食
品
関
係
の

企
業
に
対
し
て
、「
環
境
に
負
荷
を
与
え
て
い
る
牛
肉
な
ど
、森
林

減
少
に
関
わ
る
原
材
料
を
ど
れ
く
ら
い
輸
入
し
て
い
る
か
ご
存
知
で

す
か
？
」と
い
う
ふ
う
に
、相
手
の
課
題
認
識
を
探
る
こ
と
か
ら
対

話
を
始
め
ま
す
。環
境
問
題
に
関
連
し
て
い
る
企
業
は
無
数
に
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
通
じ
て
つ
な
が
っ
て
お
り
、経
営
に
関
わ
っ
て
い
る

役
員
や
出
資
し
て
い
る
投
資
家
も
数
多
く
い
ま
す
。わ
れ
わ
れ
Ｗ
Ｗ

Ｆ
は
そ
う
し
た
人
た
ち
全
て
に
会
い
に
行
く
の
で
す
。今
も
ス
タ
ッ
フ

全
員
で
そ
の
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。今
の
ま
ま
企
業
や
社
会
の
仕

組
み
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、ど
の
国
や
地
域
の
環
境
と
社
会
に
ど
の

よ
う
な
影
響
が
出
て
く
る
の
か
、企
業
の
収
益
が
ど
う
左
右
さ
れ
る

の
か
、そ
う
し
た
情
報
を
共
有
し
、企
業
と
一
緒
に
考
え
始
め
る
。

そ
し
て
、い
つ
、何
を
、ど
の
程
度
や
る
の
か
具
体
的
に
組
み
立
て
て

い
く
。現
在
、そ
う
し
た
取
り
組
み
に
最
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

川
島
　
専
門
性
を
磨
く
こ
と
だ
け
で
な
く
、広
い
視
点
を
持
っ
て

対
話
を
す
る
力
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。他

に
も
環
境
保
全
に
携
わ
り
た
い
と
考
え
て
い
る
若
者
が
身
に
付
け

る
べ
き
こ
と
、学
ぶ
べ
き
こ
と
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

東
梅
　
私
が
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
環
境
保
全
の
授
業
を
持
つ
よ
う
に
な
って
10

年
以
上
が
経
ち
ま
す
が
、当
初
は
環
境
問
題
の
解
決
策
を
学
生
に
教

え
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、教
え
る
こ
と
は
で
き
る
も
の

の
、学
生
が
学
ん
で
い
る
か
ど
う
か
は
別
の
話
だ
と
気
付
き
ま
し
た
。

知
識
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、学
生
が
本
当
に
学
び
た
い
、解
決
し
た

い
と
思
う
こ
と
を
自
分
の
力
で
探
し
当
て
ら
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
の
で
す
。そ
こ
で
、授
業
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｕ
キ
ャ
ン
パ

ス
内
の
環
境
問
題
に
つ
い
て
学
生
が
グ
ル
ー
プ
で
調
査
す
る
と
い
う

課
題
を
出
す
よ
う
に
し
ま
し
た
。学
生
た
ち
は
そ
の
問
題
の
キ
ャ
ン
パ

ス
の
関
係
者
と
、そ
の
人
と
は
違
う
考
え
を
持
っ
て
い
る
や
は
り

キ
ャ
ン
パ
ス
の
人
に
直
接
会
って
話
を
聞
く
こ
と
が
必
須
で
す
。す
る

と
学
生
は
、立
場
の
異
な
る
２
者
に
対
話
を
促
し
た
り
、対
話
の
場
を

持
って
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
い
う
提
案
書
を
作
成
し
て
き
ま
す
。

誰
か
に
解
決
策
を
教
え
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、当
事
者
の
と
こ
ろ
に
足

を
運
ん
で
話
を
聞
き
、自
分
た
ち
で
解
決
策
を
考
え
る
。そ
の
方
が

自
分
が
学
び
た
い
こ
と
に
近
づ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。環

境
保
全
に
取
り
組
む
組
織
や
企
業
で
も
、そ
う
し
た
異
な
る
立
場
の

相
手
を
理
解
し
、対
話
が
で
き
る
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

川
島
　
お
話
を
聞
い
て
い
る
と
、一
個
人
と
し
て
環
境
保
全
に
貢

献
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。私
た
ち
に
も

何
か
で
き
る
こ
と
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
ま
ず
で
き
る
こ
と
は
、環
境
に
対
し
て
負
荷
を
か
け
な
い
も

の
を
選
ぶ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。家
具
な
ど
の
木
材
製
品
や
ノ
ー
ト

な
ど
の
紙
製
品
を
見
る
と
、Ｆ
Ｓ
Ｃ
マ
ー
ク
と
い
う
も
の
が
付
け
ら

れ
た
製
品
が
あ
り
ま
す
。こ
の
マ
ー
ク
は
自
然
環
境
に
負
荷
を
か
け

ず
し
っ
か
り
管
理
さ
れ
た
森
林
で
採
ら
れ
た
原
料
を
使
っ
て
い
る
こ

と
を
認
証
す
る
も
の
で
す
。そ
う
し
た
製
品
が
あ
る
こ
と
を
知
る

川
島
　
自
然
と
関
わ
る
仕
事
に
就
い
た
背
景
に
は
、や
は
り
幼
少

期
の
ご
経
験
の
影
響
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
物
心
つ
く
前
か
ら
自
然
と
親
し
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、子
ど
も
の
頃
に
読
ん
だ
本
の
影
響
も
大
き
い
で
す
ね
。中

で
も『
シ
ー
ト
ン
動
物
記
』や『
フ
ァ
ー
ブ
ル
昆
虫
記
』、動
物
文
学
の

第
一
人
者
で
あ
る
戸
川
幸
夫
さ
ん
の
全
集
な
ど
、動
物
に
ま
つ
わ
る

本
が
大
好
き
で
し
た
。

川
島
　
そ
の
後
、獣
医
師
を
志
す
よ
う
に
な
っ
た
と
伺
っ
て
い
ま
す

が
、何
か
き
っ
か
け
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　「
動
物
に
興
味
が
あ
る
な
ら
獣
医
と
い
う
仕
事
が
あ
る
」と

親
か
ら
聞
か
さ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。小
学
生
の
頃
に
は
す
で
に
、

将
来
の
夢
と
し
て「
獣
医
に
な
り
た
い
」と
学
級
文
集
に
書
い
て
い

ま
し
た
。そ
の
後
、日
本
の
女
性
獣
医
師
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
も
あ
る
増

井
光
子
さ
ん
の
本
を
読
ん
で
憧
れ
を
抱
き
ま
し
た
。

川
島
　
し
か
し
、夢
を
か
な
え
る
の
は
簡
単
で
は
な
か
っ
た
と
。

東
梅
　
獣
医
学
科
の
あ
る
大
学
を
い
ろ
い
ろ
受
け
ま
し
た
が
、志
望

校
は
不
合
格
で
し
た
。た
だ
、今
振
り
返
る
と
、ど
う
し
て
も
獣
医
に

な
り
た
い
と
い
う
よ
り
も
、動
物
や
自
然
が
好
き
だ
っ
た
ん
だ
と
思
い

ま
す
。獣
医
に
な
り
た
い
ん
だ
と
、ず
っ
と
思
い
込
ん
で
い
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

川
島
　
本
日
は
人
類
が
自
然
と
調
和
し
て
生
き
ら
れ
る
未
来
を
目

指
し
、約
１
０
０
カ
国
で
活
動
を
行
って
い
る
、世
界
的
な
環
境
保
全

団
体
Ｗ
Ｗ
Ｆ
の
日
本
事
務
局「
公
益
財
団
法
人
世
界
自
然
保
護
基

金
ジ
ャ
パ
ン（
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
）」に
伺
い
ま
し
た
。お
話
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
く
の
は
、Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
事
務
局
長
を
務
め
る
東
梅
貞
義

さ
ん
で
す
。岩
手
県
花
巻
市
の
生
ま
れ
だ
そ
う
で
す
が
、ど
の
よ
う

な
少
年
時
代
を
過
ご
さ
れ
た
の
か
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

東
梅
　
実
家
や
通
学
し
た
学
校
の
周
囲
は
山
、川
、田
ん
ぼ
ば
か

り
で
、自
分
の
周
り
に
あ
る
楽
し
い
こ
と
は
自
然
の
中
に
あ
る
、と

い
う
環
境
で
し
た
。

川
島
　
自
然
豊
か
な
場
所
で
成
長
な
さ
っ
た
の
で
す
ね
。

東
梅
　
父
が
き
こ
り
を
趣
味
に
し
て
い
て
、毎
週
日
曜
日
は
家
族

で
山
に
行
く
の
が
習
慣
だ
っ
た
ん
で
す
。私
も
１
歳
に
な
る
か
な
ら

な
い
か
の
頃
か
ら
山
に
連
れ
て
行
か
れ
て
い
ま
し
た
。山
で
は
杉
や

松
の
苗
木
を
植
え
た
り
、木
を
切
っ
て
家
の
風
呂
を
沸
か
す
た
め

の
薪
に
し
た
り
。小
学
１
年
生
に
な
っ
た
頃
に
は
当
た
り
前
の
よ
う

に
そ
う
し
た
作
業
を
し
な
が
ら
、自
然
の
中
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

東梅 貞義さん

学
生
時
代
に
環
境
問
題
に
取
り
組
む
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人
、選
ぶ
人
が
増
え
れ
ば
世
の
中
は
変
わ
って
い
く
と
思
い
ま
す
。

川
島
　
ち
ゃ
ん
と
環
境
を
意
識
し
て
消
費
す
る
人
が
増
え
る
こ

と
が
大
切
な
の
で
す
ね
。そ
の
点
、日
本
人
の
環
境
に
対
す
る
意

識
は
ど
の
程
度
養
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
野
生
動
物
の
数
は
世
界
全
体
で
見
る
と
69
％
減
少
し
て

い
ま
す
が
、実
は
日
本
を
含
め
た
先
進
国
で
は
、少
し
ず
つ
回
復
傾

向
に
あ
り
ま
す
。日
本
人
が
身
の
回
り
で
生
き
物
が
減
っ
て
い
る
気

が
し
な
い
の
も
当
然
の
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、そ
の
自

然
の
豊
か
さ
が
別
の
国
の
自
然
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
で
支
え
ら
れ

て
い
る
の
が
現
実
で
す
。自
分
の
豊
か
で
便
利
な
生
活
が
、ど
こ
の

国
の
自
然
と
人
と
つ
な
が
っ
て
、

ど
う
成
り
立
っ
て
い
る
の
か
と
い

う
こ
と
を
考
え
る
人
が
も
っ
と
増

え
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

川
島
　
お
話
を
伺
っ
て
、私
も
環

境
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
、で

き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。本
日
は
貴
重
な
お
話
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

川
島
　
１
年
間
予
備
校
に
通
わ
れ
ま
し
た
が
、そ
の
間
に
心
境
の

変
化
な
ど
は
あ
り
ま
し
た
か
。

東
梅
　
２
度
目
の
受
験
の
時
も
ま
だ
獣
医
に
な
り
た
い
と
い
う
思
い

は
あ
り
ま
し
た
が
、通
っ
て
い
た
予
備
校
で
、ア
メ
リ
カ
人
の
英
語
の

先
生
と
出
会
っ
た
ん
で
す
。拙
い
な
が
ら
も
そ
の
先
生
と
英
語
で
話

し
て
い
る
と
、と
て
も
楽
し
か
っ
た
。英
語
が
話
せ
れ
ば
世
界
中
の
い

ろ
い
ろ
な
人
と
話
せ
る
の
だ
と
。英
語
を
学
ぶ
よ
り
も
英
語
で
話
す

面
白
さ
に
気
付
き
、視
野
が
広
が
っ
た
こ
と
で「
動
物
に
関
わ
る
な
ら

獣
医
で
な
く
て
も
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
」「
動
物
を
通
し
て
世
界
の

人
と
つ
な
が
る
方
が
面
白
い
か
も
し
れ
な
い
」と
思
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。国
際
基
督
教
大
学（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）の
合
格
通
知
を
も
ら
っ
た

時
に
は
、こ
れ
が
本
当
に
や
り
た
い
こ
と
な
の
だ
と
迷
わ
ず
進
学
を

決
め
ま
し
た
。

川
島
　
Ｉ
Ｃ
Ｕ
進
学
の
決
め
手
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
生
物
学
が
学
べ
る
私
立
大
学
は
と
て
も
少
な
い
上
に
、英

語
を
存
分
に
学
べ
る
大
学
と
な
る
と
非
常
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

高
校
時
代
は
大
学
の
名
前
も
よ
く
は
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
進
め
ば
、何
か
面
白
い
こ
と
が
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な

と
思
い
ま
し
た
。英
語
を
学
ぶ
の
で
は
な
く
、英
語
で
学
ぶ
こ
と
が

中
心
で
し
た
し
、他
専
攻
の
講
義
を
受
講
す
る
こ
と
も
推
奨
さ
れ

て
い
ま
し
た
。後
か
ら
親
に
は
、子
ど
も
の
頃
か
ら
の
夢
の
獣
医
で

は
な
く
、違
う
道
で
い
い
の
か
と
心
配
し
た
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
。

川
島
　
理
学
科
生
物
学
専
攻
で
は
、具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
学
ば
れ
た
の
で
す
か
。

東
梅
　
学
生
時
代
に
他
大
学
の
方
に
会
う
と
、生
物
を
専
攻
し
て
い

ま
す
、生
物
研
究
室
に
所
属
し
て
い
ま
す
、と
いっ
た
自
己
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。私
は
生
物
が
好
き
で
生
物
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
し
た

が
、生
物
だ
け
を
専
門
に
し
て
い
る
と
意
識
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
ん

で
す
。生
物
を
テ
ー
マ
に
卒
業
論
文
を
書
き
ま
し
た
が
、自
分
の
興
味

の
あ
る
こ
と
を
学
ん
で
い
る
と
い
う
思
い
で
、専
門
家
に
な
る
と
いっ

た
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。Ｗ
Ｗ

Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
に
も
よ
く
若
い
方
か
ら
問

い
合
わ
せ
が
あ
る
の
で
す
が
、多
く
の

方
か
ら「
何
を
勉
強
す
れ
ば
Ｗ
Ｗ
Ｆ
に

入
れ
ま
す
か
」と
い
う
質
問
を
さ
れ
ま

す
。確
か
に
Ｗ
Ｗ
Ｆ
で
は
、実
際
に
野
生

動
物
の
生
息
地
域
を
訪
ね
て
保
護
に

取
り
組
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、環
境

に
影
響
を
与
え
て
い
る
企
業
と
交
渉
し
た
り
、国
際
会
議
で
条
約
交

渉
を
し
た
り
す
る
仕
事
も
か
な
り
の
ウ
エ
ー
ト
を
占
め
ま
す
。そ
の
た

め
、動
物
に
関
す
る
知
識
だ
け
で
は
な
く
、国
際
関
係
や
ビ
ジ
ネ
ス
に

つ
い
て
の
知
識
も
必
要
と
な
り
ま
す
。何
か
特
定
の
分
野
だ
け
を
専

門
的
に
学
ぶ
の
で
は
な
く
、そ
の
時
々
で
環
境
保
全
に
必
要
な
こ
と
を

学
び
続
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。学
生
時
代
に
専
門
分
野

だ
け
に
限
定
せ
ず
、興
味
の
あ
る
こ
と
を
学
ぼ
う
と
し
た
姿
勢
は
、現

在
の
仕
事
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
に
つ
な
がって
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、環
境
問
題
は
多
く
の
分
野
や
セ
ク
タ
ー
の
人
が
関
連
し
て
い

る
の
で
、結
果
的
に
は
自
分
が
知
ら
な
い
こ
と
も
新
た
に
学
ん
で
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。学
ぶ
前
に
多
く
の
人
と
会
い
、お
話
を
た
く
さ
ん
聞
か

せ
て
も
ら
う
、イ
ン
タ
ビュア
ー
を
し
な
が
ら
一
緒
に
考
え
て
学
ん
で
い

く
と
い
う
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

川
島
　
学
生
時
代
に
早
く
も
環
境
問
題
に
対
し
て
ア
ク
シ
ョ
ン
を

起
こ
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

東
梅
　
興
味
が
あ
って
履
修
し
て
い
た
教
育
学
の
授
業
を
担
当
し
て

い
た
の
が
、ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン・デ
ュ
ー
ク
先
生
で
し
た
。当
時
、Ｉ
Ｃ
Ｕ
の

近
く
の
野
川
公
園
に
ゴ
ミ
焼
却
場
を
移
転
す
る
計
画
が
持
ち
上
が
っ

た
の
で
す
。公
園
の
中
心
部
に
移
転
す

る
の
で
す
か
ら
、環
境
や
景
観
を
損
な

う
の
は
明
ら
か
で
す
。し
か
も
そ
こ
は
、

元
々
、Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、東
京

都
へ
売
却
後
に
公
園
と
し
て
使
わ
れ
て

い
た
場
所
で
し
た
。そ
う
し
た
経
緯
も

あ
り
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
関
係
者
と
し
て

Ｉ
Ｃ
Ｕ
も
声
を
上
げ
る
べ
き
な
の
で
は

な
い
か
と
デ
ュ
ー
ク
先
生
は
考
え
て
、移
転
反
対
の
署
名
活
動
を
始

め
た
の
で
す
。私
も
そ
れ
に
共
感
し
て
一
緒
に
活
動
に
取
り
組
み
ま
し

た
。そ
の
成
果
も
あ
っ
て
、最
終
的
に
移
転
案
は
白
紙
に
な
り
、ゴ
ミ

問
題
自
体
に
対
す
る
地
域
の
人
々
の
関
心
も
高
ま
り
ま
し
た
。

川
島
　
当
時
の
経
験
は
現
在
の
お
仕
事
に
も
役
立
って
い
ま
す
か
。

東
梅
　
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
に
入
局
し
て
最
初
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
、渡
り

鳥
と
そ
の
飛
来
地
で
あ
る
湿
地
を
守
る
こ
と
で
し
た
。湿
地
が
な
く

な
る
主
な
原
因
の
一
つ
が
、ゴ
ミ
の
埋
め
立
て
場
と
し
て
使
わ
れ
る
こ

と
な
の
で
す
。そ
れ
に
対
し
て
、世
界
中
で
い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
人
た

ち
が
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て
湿
地
の
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
る
。私

自
身
、学
生
時
代
に
そ
の
一
人
と
し
て
ゴ
ミ
処
理
の
問
題
に
取
り

組
ん
だ
経
験
は
、そ
う
し
た
状
況
を
理
解
す
る
の
に
役
立
ち
ま
し
た
。

川
島
　
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
学
生
時
代
の
学
び
や
、仕
事
に

生
か
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
学
び
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

東
梅
　
や
は
り
実
験
を
通
し
て
得
た
も
の
は
大
き
い
で
す
ね
。シ
ョ

ウ
ジ
ョ
ウ
バ
エ
を
使
っ
た
遺
伝
の
実
験
を
行
っ
た
の
で
す
が
、正
し
い

手
順
を
踏
ん
だ
つ
も
り
で
も
教
科
書
に
書
い
て
あ
る
通
り
の
結
果

が
出
な
い
こ
と
が
あ
る
。そ
こ
で
試
行
錯
誤
し
て
実
験
を
や
り
直
す

と
、理
論
通
り
の
結
果
が
得
ら
れ
る
。す
で
に
結
果
の
分
か
っ
て
い

る
実
験
で
す
が
、や
は
り
自
分
で
や
っ
て
み
る
と
難
し
い
し
、自
分
で

デ
ー
タ
収
集
か
ら
や
っ
て
み
な
い
と
デ
ー
タ
が
示
す
意
味
が
分
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
る
。そ
れ
を
経
験
で
き
た
の
は
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。

　
実
験
の
レ
ポ
ー
ト
も
た
く
さ
ん
書
き
ま
し
た
。イ
ン
ト
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン（
序
論
）、メ
ソ
ド
ロ
ジ
ー（
方
法
）、リ
ザ
ル
ツ（
結
果
）、デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン（
考
察
）と
い
う
形
式
で
論
文
を
書
く
の
で
す
が
、そ

れ
を
繰
り
返
し
た
お
か
げ
で
、仕
事
を
す
る
上
で
、何
を
明
ら
か
に

し
て
、結
果
か
ら
何
を
読
み
取
る
べ
き
な
の
か
を
ク
リ
ア
に
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。大
学
で
は
物
事
や
社
会
問

題
の
考
え
方
の
訓
練
を
受
け
た
よ
う
な
印
象
で
す
。

川
島
　
大
学
卒
業
後
、イ
ギ
リ
ス
の
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
大
学
院

に
留
学
さ
れ
ま
し
た
が
、そ
の
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

東
梅
　
そ
れ
も
大
学
時
代
の
一
つ
の
出
会
い
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

も
っ
と
動
物
と
社
会
を
結
び
付
け
た
学
び
を
し
て
み
た
い
と
考
え
て

い
た
の
で
、雑
誌
で
目
に
し
た
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
主
催
の
熱
帯
林
保
全

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
み
ま
し
た
。セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
、講
演
し
て

い
た
イ
ギ
リ
ス
の
Ｗ
Ｗ
Ｆ
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
に「
イ
ギ
リ
ス
で
環
境
保

全
に
つ
い
て
学
ぶ
な
ら
ど
の
大
学
が
い
い
で
す
か
」と
聞
い
て
み
た

ら
、エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
を
勧
め
ら
れ
た
の
で
す
。

川
島
　
留
学
先
で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
学
ば
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
自
分
が
知
り
た
い
と
思
って
い
た
こ
と
、興
味
が
な
か
っ
た
け

ど
役
立
ち
そ
う
な
こ
と
を
幅
広
く
学
べ
た
と
い
う
印
象
で
す
。例
え

ば
、私
は
数
学
が
苦
手
だ
っ
た
の
で
ち
ょっ
と
敬
遠
し
て
い
た
の
で
す

が
、農
業
経
済
学
の
授
業
を
苦
労
し
な
が
ら
も
学
ん
で
み
る
と
大
き

な
収
穫
が
あ
り
ま
し
た
。農
業
に
お
い
て
10
年
後
に
期
待
さ
れ
る
利

益
な
ど
を
数
式
を
使
っ
て
導
き
出
す
の
で
す
が
、そ
う
し
た
考
え
方

が
い
ろ
い
ろ
な
プ
ロ
ジェク
ト
に
応
用
で
き
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、苦
手
な
こ
と
で
も
必
要
な
こ
と
は
取
り
あ
え
ず
学
ん
で

み
る
、人
に
聞
い
て
み
る
、と
い
う
姿
勢
が
身
に
付
き
ま
し
た
。

川
島
　
そ
の
後
、日
本
に
戻
り
、１
９
９
２
年
に
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン

に
入
局
さ
れ
ま
し
た
が
、そ
の
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

東
梅
　
大
学
院
で
学
ん
で
み
て
、自
分
が
研
究
者
に
な
り
た
い
わ

け
で
は
な
い
こ
と
が
は
っ
き
り
し
ま
し
た
。研
究
を
続
け
る
よ
り
も
、

生
の
社
会
問
題
に
生
の
現
場
で
関
わ
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
。そ
れ
で
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
へ
の
入
局
を
決
め
ま
し
た
。

川
島
　
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
で
は
、日
中
韓
の
国
際
湿
地
保
全
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
な
ど
、幅
広
く
活
動
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、こ
れ
ま
で
の
お
仕
事
を
通
し
て
心
掛
け
て
き
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。

東
梅
　
自
然
環
境
を
守
る
た
め
に
は
、企
業
の
経
済
活
動
も
考

慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。木
材
や
天
然
ゴ
ム
な
ど
を
採

取
す
る
こ
と
が
自
然
環
境
の
破
壊
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
が
、企
業

側
は
利
益
を
出
し
た
い
一
方
で
社
会
が
必
要
と
す
る
物
資
を
供

給
す
る
責
任
も
負
っ
て
い
ま
す
。環
境
を
守
ろ
う
と
す
れ
ば
、そ
う

し
た
立
場
の
異
な
る
人
た
ち
と
も
話
し
合
い
な
が
ら
解
決
策
を

探
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
う
す
れ
ば
、必
ず
何
か
つ
な
が
り

合
え
る
こ
と
が
出
て
き
ま
す
。そ
の
た
め
に
も
、立
場
が
違
う
人
に

積
極
的
に
会
い
に
行
っ
て
話
を
聞
く
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

川
島
　
Ｗ
Ｗ
Ｆ
で
は
、世
界
の
生
物
多
様
性
の
劣
化
を「
反
転
」さ

せ
る「
２
０
３
０
年 

生
物
多
様
性
回
復
目
標
」、気
候
変
動
の
脅
威

を
食
い
止
め
る「
２
０
５
０
年 

脱
炭
素
社
会
実
現
目
標
」と
い
う
２

つ
の
大
き
な
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。困
難
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
何
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
過
去
半
世
紀
の
間
に
、世
界
の
野
生
動
物
の
数
は
ど
の
程

度
減
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。

川
島
　
45
％
ほ
ど
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
実
は
１
９
７
０
年
か
ら
２
０
１
８
年
ま
で
の
間
に
69
％
も

減
少
し
て
い
る
の
で
す
。そ
の
大
き
な
要
因
は
、森
林
な
ど
野
生
の

生
き
物
が
住
め
る
場
所
が
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。実

は
、森
林
を
減
ら
し
て
い
る
世
界
最
大
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
の
が

牛
肉
で
す
。牛
を
育
て
る
の
に
は
広
大
な
放
牧
地
が
必
要
な
の
で

す
が
、そ
の
た
め
に
多
く
の
森
を
切
り
開
い
て
い
る
の
で
す
。そ
こ

で
は
、牛
が
食
べ
る
牧
草
は
育
っ
て
い
ま
す
が
、他
の
動
物
が
必
要

と
す
る
葉
や
木
の
実
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。本
来
、い
ろ
い
ろ
な

動
物
が
う
ま
く
つ
な
が
っ
て
生
態
系
を
つ
く
っ
て
い
た
自
然
環
境

が
、牛
肉
を
生
産
す
る
た
め
だ
け
の
畑
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。日

本
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
最
大
の
牛
肉
輸
出
先
で
す
が
、オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
森
林
を
減
ら
し
て
い
る
原
因
の
一
つ
が
そ
の
牛
肉
な
の
で
す
。

川
島
　
そ
ん
な
に
野
生
動
物
が
減
少
し
て
い
る
と
は
、衝
撃
的
で
す
。

東
梅
　
ま
た
、森
林
を
減
ら
し
て
い
る
三
大
要
因
の
も
う
一
つ
に

大
豆
が
あ
り
ま
す
。ブ
ラ
ジ
ル
や
ボ
リ
ビ
ア
な
ど
南
米
の
地
域
で
、

元
々
、草
原
や
灌
木
地
だ
っ
た
場
所
が
、大
豆
だ
け
が
育
つ
畑
に
人

の
手
で
変
え
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。大
豆
は
人
間
の
食
料
と
し

て
も
消
費
さ
れ
ま
す
が
、実
は
世
界
で
作
っ
て
い
る
大
豆
の
75
％

が
家
畜
の
飼
料
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。で
す
か
ら
、個
々
人
が

大
豆
食
品
を
食
べ
る
の
を
や
め
て
も
環
境
が
守
ら
れ
る
わ
け
で
は

な
い
。問
題
の
本
質
は
別
の
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
す
。

川
島
　
そ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
ア
プ

ロ
ー
チ
を
と
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
企
業
を
相
手
に
動
物
が
減
って
い
る
話
だ
け
を
延
々
と
し
て

も
、「
あ
な
た
は
動
物
が
好
き
な
ん
で
す
ね
」と
い
う
話
で
終
わ
っ
て

し
ま
い
ま
す
。か
と
いって「
あ
な
た
た
ち
は
悪
い
こ
と
を
し
て
い
る
」

と
言
っ
て
も
何
も
始
ま
ら
な
い
。で
す
か
ら
、例
え
ば
食
品
関
係
の

企
業
に
対
し
て
、「
環
境
に
負
荷
を
与
え
て
い
る
牛
肉
な
ど
、森
林

減
少
に
関
わ
る
原
材
料
を
ど
れ
く
ら
い
輸
入
し
て
い
る
か
ご
存
知
で

す
か
？
」と
い
う
ふ
う
に
、相
手
の
課
題
認
識
を
探
る
こ
と
か
ら
対

話
を
始
め
ま
す
。環
境
問
題
に
関
連
し
て
い
る
企
業
は
無
数
に
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
通
じ
て
つ
な
が
っ
て
お
り
、経
営
に
関
わ
っ
て
い
る

役
員
や
出
資
し
て
い
る
投
資
家
も
数
多
く
い
ま
す
。わ
れ
わ
れ
Ｗ
Ｗ

Ｆ
は
そ
う
し
た
人
た
ち
全
て
に
会
い
に
行
く
の
で
す
。今
も
ス
タ
ッ
フ

全
員
で
そ
の
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。今
の
ま
ま
企
業
や
社
会
の
仕

組
み
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、ど
の
国
や
地
域
の
環
境
と
社
会
に
ど
の

よ
う
な
影
響
が
出
て
く
る
の
か
、企
業
の
収
益
が
ど
う
左
右
さ
れ
る

の
か
、そ
う
し
た
情
報
を
共
有
し
、企
業
と
一
緒
に
考
え
始
め
る
。

そ
し
て
、い
つ
、何
を
、ど
の
程
度
や
る
の
か
具
体
的
に
組
み
立
て
て

い
く
。現
在
、そ
う
し
た
取
り
組
み
に
最
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

川
島
　
専
門
性
を
磨
く
こ
と
だ
け
で
な
く
、広
い
視
点
を
持
っ
て

対
話
を
す
る
力
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。他

に
も
環
境
保
全
に
携
わ
り
た
い
と
考
え
て
い
る
若
者
が
身
に
付
け

る
べ
き
こ
と
、学
ぶ
べ
き
こ
と
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

東
梅
　
私
が
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
環
境
保
全
の
授
業
を
持
つ
よ
う
に
な
って
10

年
以
上
が
経
ち
ま
す
が
、当
初
は
環
境
問
題
の
解
決
策
を
学
生
に
教

え
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、教
え
る
こ
と
は
で
き
る
も
の

の
、学
生
が
学
ん
で
い
る
か
ど
う
か
は
別
の
話
だ
と
気
付
き
ま
し
た
。

知
識
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、学
生
が
本
当
に
学
び
た
い
、解
決
し
た

い
と
思
う
こ
と
を
自
分
の
力
で
探
し
当
て
ら
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
の
で
す
。そ
こ
で
、授
業
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｕ
キ
ャ
ン
パ

ス
内
の
環
境
問
題
に
つ
い
て
学
生
が
グ
ル
ー
プ
で
調
査
す
る
と
い
う

課
題
を
出
す
よ
う
に
し
ま
し
た
。学
生
た
ち
は
そ
の
問
題
の
キ
ャ
ン
パ

ス
の
関
係
者
と
、そ
の
人
と
は
違
う
考
え
を
持
っ
て
い
る
や
は
り

キ
ャ
ン
パ
ス
の
人
に
直
接
会
って
話
を
聞
く
こ
と
が
必
須
で
す
。す
る

と
学
生
は
、立
場
の
異
な
る
２
者
に
対
話
を
促
し
た
り
、対
話
の
場
を

持
って
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
い
う
提
案
書
を
作
成
し
て
き
ま
す
。

誰
か
に
解
決
策
を
教
え
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、当
事
者
の
と
こ
ろ
に
足

を
運
ん
で
話
を
聞
き
、自
分
た
ち
で
解
決
策
を
考
え
る
。そ
の
方
が

自
分
が
学
び
た
い
こ
と
に
近
づ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。環

境
保
全
に
取
り
組
む
組
織
や
企
業
で
も
、そ
う
し
た
異
な
る
立
場
の

相
手
を
理
解
し
、対
話
が
で
き
る
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

川
島
　
お
話
を
聞
い
て
い
る
と
、一
個
人
と
し
て
環
境
保
全
に
貢

献
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。私
た
ち
に
も

何
か
で
き
る
こ
と
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
ま
ず
で
き
る
こ
と
は
、環
境
に
対
し
て
負
荷
を
か
け
な
い
も

の
を
選
ぶ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。家
具
な
ど
の
木
材
製
品
や
ノ
ー
ト

な
ど
の
紙
製
品
を
見
る
と
、Ｆ
Ｓ
Ｃ
マ
ー
ク
と
い
う
も
の
が
付
け
ら

れ
た
製
品
が
あ
り
ま
す
。こ
の
マ
ー
ク
は
自
然
環
境
に
負
荷
を
か
け

ず
し
っ
か
り
管
理
さ
れ
た
森
林
で
採
ら
れ
た
原
料
を
使
っ
て
い
る
こ

と
を
認
証
す
る
も
の
で
す
。そ
う
し
た
製
品
が
あ
る
こ
と
を
知
る

川
島
　
自
然
と
関
わ
る
仕
事
に
就
い
た
背
景
に
は
、や
は
り
幼
少

期
の
ご
経
験
の
影
響
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
物
心
つ
く
前
か
ら
自
然
と
親
し
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、子
ど
も
の
頃
に
読
ん
だ
本
の
影
響
も
大
き
い
で
す
ね
。中

で
も『
シ
ー
ト
ン
動
物
記
』や『
フ
ァ
ー
ブ
ル
昆
虫
記
』、動
物
文
学
の

第
一
人
者
で
あ
る
戸
川
幸
夫
さ
ん
の
全
集
な
ど
、動
物
に
ま
つ
わ
る

本
が
大
好
き
で
し
た
。

川
島
　
そ
の
後
、獣
医
師
を
志
す
よ
う
に
な
っ
た
と
伺
っ
て
い
ま
す

が
、何
か
き
っ
か
け
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　「
動
物
に
興
味
が
あ
る
な
ら
獣
医
と
い
う
仕
事
が
あ
る
」と

親
か
ら
聞
か
さ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。小
学
生
の
頃
に
は
す
で
に
、

将
来
の
夢
と
し
て「
獣
医
に
な
り
た
い
」と
学
級
文
集
に
書
い
て
い

ま
し
た
。そ
の
後
、日
本
の
女
性
獣
医
師
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
も
あ
る
増

井
光
子
さ
ん
の
本
を
読
ん
で
憧
れ
を
抱
き
ま
し
た
。

川
島
　
し
か
し
、夢
を
か
な
え
る
の
は
簡
単
で
は
な
か
っ
た
と
。

東
梅
　
獣
医
学
科
の
あ
る
大
学
を
い
ろ
い
ろ
受
け
ま
し
た
が
、志
望

校
は
不
合
格
で
し
た
。た
だ
、今
振
り
返
る
と
、ど
う
し
て
も
獣
医
に

な
り
た
い
と
い
う
よ
り
も
、動
物
や
自
然
が
好
き
だ
っ
た
ん
だ
と
思
い

ま
す
。獣
医
に
な
り
た
い
ん
だ
と
、ず
っ
と
思
い
込
ん
で
い
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

川
島
　
本
日
は
人
類
が
自
然
と
調
和
し
て
生
き
ら
れ
る
未
来
を
目

指
し
、約
１
０
０
カ
国
で
活
動
を
行
って
い
る
、世
界
的
な
環
境
保
全

団
体
Ｗ
Ｗ
Ｆ
の
日
本
事
務
局「
公
益
財
団
法
人
世
界
自
然
保
護
基

金
ジ
ャ
パ
ン（
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
）」に
伺
い
ま
し
た
。お
話
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
く
の
は
、Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
事
務
局
長
を
務
め
る
東
梅
貞
義

さ
ん
で
す
。岩
手
県
花
巻
市
の
生
ま
れ
だ
そ
う
で
す
が
、ど
の
よ
う

な
少
年
時
代
を
過
ご
さ
れ
た
の
か
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

東
梅
　
実
家
や
通
学
し
た
学
校
の
周
囲
は
山
、川
、田
ん
ぼ
ば
か

り
で
、自
分
の
周
り
に
あ
る
楽
し
い
こ
と
は
自
然
の
中
に
あ
る
、と

い
う
環
境
で
し
た
。

川
島
　
自
然
豊
か
な
場
所
で
成
長
な
さ
っ
た
の
で
す
ね
。

東
梅
　
父
が
き
こ
り
を
趣
味
に
し
て
い
て
、毎
週
日
曜
日
は
家
族

で
山
に
行
く
の
が
習
慣
だ
っ
た
ん
で
す
。私
も
１
歳
に
な
る
か
な
ら

な
い
か
の
頃
か
ら
山
に
連
れ
て
行
か
れ
て
い
ま
し
た
。山
で
は
杉
や

松
の
苗
木
を
植
え
た
り
、木
を
切
っ
て
家
の
風
呂
を
沸
か
す
た
め

の
薪
に
し
た
り
。小
学
１
年
生
に
な
っ
た
頃
に
は
当
た
り
前
の
よ
う

に
そ
う
し
た
作
業
を
し
な
が
ら
、自
然
の
中
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

東梅 貞義さん

学
生
時
代
に
環
境
問
題
に
取
り
組
む
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人
、選
ぶ
人
が
増
え
れ
ば
世
の
中
は
変
わ
って
い
く
と
思
い
ま
す
。

川
島
　
ち
ゃ
ん
と
環
境
を
意
識
し
て
消
費
す
る
人
が
増
え
る
こ

と
が
大
切
な
の
で
す
ね
。そ
の
点
、日
本
人
の
環
境
に
対
す
る
意

識
は
ど
の
程
度
養
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
野
生
動
物
の
数
は
世
界
全
体
で
見
る
と
69
％
減
少
し
て

い
ま
す
が
、実
は
日
本
を
含
め
た
先
進
国
で
は
、少
し
ず
つ
回
復
傾

向
に
あ
り
ま
す
。日
本
人
が
身
の
回
り
で
生
き
物
が
減
っ
て
い
る
気

が
し
な
い
の
も
当
然
の
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、そ
の
自

然
の
豊
か
さ
が
別
の
国
の
自
然
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
で
支
え
ら
れ

て
い
る
の
が
現
実
で
す
。自
分
の
豊
か
で
便
利
な
生
活
が
、ど
こ
の

国
の
自
然
と
人
と
つ
な
が
っ
て
、

ど
う
成
り
立
っ
て
い
る
の
か
と
い

う
こ
と
を
考
え
る
人
が
も
っ
と
増

え
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

川
島
　
お
話
を
伺
っ
て
、私
も
環

境
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
、で

き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。本
日
は
貴
重
な
お
話
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

川
島
　
１
年
間
予
備
校
に
通
わ
れ
ま
し
た
が
、そ
の
間
に
心
境
の

変
化
な
ど
は
あ
り
ま
し
た
か
。

東
梅
　
２
度
目
の
受
験
の
時
も
ま
だ
獣
医
に
な
り
た
い
と
い
う
思
い

は
あ
り
ま
し
た
が
、通
っ
て
い
た
予
備
校
で
、ア
メ
リ
カ
人
の
英
語
の

先
生
と
出
会
っ
た
ん
で
す
。拙
い
な
が
ら
も
そ
の
先
生
と
英
語
で
話

し
て
い
る
と
、と
て
も
楽
し
か
っ
た
。英
語
が
話
せ
れ
ば
世
界
中
の
い

ろ
い
ろ
な
人
と
話
せ
る
の
だ
と
。英
語
を
学
ぶ
よ
り
も
英
語
で
話
す

面
白
さ
に
気
付
き
、視
野
が
広
が
っ
た
こ
と
で「
動
物
に
関
わ
る
な
ら

獣
医
で
な
く
て
も
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
」「
動
物
を
通
し
て
世
界
の

人
と
つ
な
が
る
方
が
面
白
い
か
も
し
れ
な
い
」と
思
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。国
際
基
督
教
大
学（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）の
合
格
通
知
を
も
ら
っ
た

時
に
は
、こ
れ
が
本
当
に
や
り
た
い
こ
と
な
の
だ
と
迷
わ
ず
進
学
を

決
め
ま
し
た
。

川
島
　
Ｉ
Ｃ
Ｕ
進
学
の
決
め
手
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
生
物
学
が
学
べ
る
私
立
大
学
は
と
て
も
少
な
い
上
に
、英

語
を
存
分
に
学
べ
る
大
学
と
な
る
と
非
常
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

高
校
時
代
は
大
学
の
名
前
も
よ
く
は
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
進
め
ば
、何
か
面
白
い
こ
と
が
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な

と
思
い
ま
し
た
。英
語
を
学
ぶ
の
で
は
な
く
、英
語
で
学
ぶ
こ
と
が

中
心
で
し
た
し
、他
専
攻
の
講
義
を
受
講
す
る
こ
と
も
推
奨
さ
れ

て
い
ま
し
た
。後
か
ら
親
に
は
、子
ど
も
の
頃
か
ら
の
夢
の
獣
医
で

は
な
く
、違
う
道
で
い
い
の
か
と
心
配
し
た
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
。

川
島
　
理
学
科
生
物
学
専
攻
で
は
、具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
学
ば
れ
た
の
で
す
か
。

東
梅
　
学
生
時
代
に
他
大
学
の
方
に
会
う
と
、生
物
を
専
攻
し
て
い

ま
す
、生
物
研
究
室
に
所
属
し
て
い
ま
す
、と
いっ
た
自
己
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。私
は
生
物
が
好
き
で
生
物
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
し
た

が
、生
物
だ
け
を
専
門
に
し
て
い
る
と
意
識
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
ん

で
す
。生
物
を
テ
ー
マ
に
卒
業
論
文
を
書
き
ま
し
た
が
、自
分
の
興
味

の
あ
る
こ
と
を
学
ん
で
い
る
と
い
う
思
い
で
、専
門
家
に
な
る
と
いっ

た
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。Ｗ
Ｗ

Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
に
も
よ
く
若
い
方
か
ら
問

い
合
わ
せ
が
あ
る
の
で
す
が
、多
く
の

方
か
ら「
何
を
勉
強
す
れ
ば
Ｗ
Ｗ
Ｆ
に

入
れ
ま
す
か
」と
い
う
質
問
を
さ
れ
ま

す
。確
か
に
Ｗ
Ｗ
Ｆ
で
は
、実
際
に
野
生

動
物
の
生
息
地
域
を
訪
ね
て
保
護
に

取
り
組
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、環
境

に
影
響
を
与
え
て
い
る
企
業
と
交
渉
し
た
り
、国
際
会
議
で
条
約
交

渉
を
し
た
り
す
る
仕
事
も
か
な
り
の
ウ
エ
ー
ト
を
占
め
ま
す
。そ
の
た

め
、動
物
に
関
す
る
知
識
だ
け
で
は
な
く
、国
際
関
係
や
ビ
ジ
ネ
ス
に

つ
い
て
の
知
識
も
必
要
と
な
り
ま
す
。何
か
特
定
の
分
野
だ
け
を
専

門
的
に
学
ぶ
の
で
は
な
く
、そ
の
時
々
で
環
境
保
全
に
必
要
な
こ
と
を

学
び
続
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。学
生
時
代
に
専
門
分
野

だ
け
に
限
定
せ
ず
、興
味
の
あ
る
こ
と
を
学
ぼ
う
と
し
た
姿
勢
は
、現

在
の
仕
事
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
に
つ
な
がって
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、環
境
問
題
は
多
く
の
分
野
や
セ
ク
タ
ー
の
人
が
関
連
し
て
い

る
の
で
、結
果
的
に
は
自
分
が
知
ら
な
い
こ
と
も
新
た
に
学
ん
で
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。学
ぶ
前
に
多
く
の
人
と
会
い
、お
話
を
た
く
さ
ん
聞
か

せ
て
も
ら
う
、イ
ン
タ
ビュア
ー
を
し
な
が
ら
一
緒
に
考
え
て
学
ん
で
い

く
と
い
う
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

川
島
　
学
生
時
代
に
早
く
も
環
境
問
題
に
対
し
て
ア
ク
シ
ョ
ン
を

起
こ
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

東
梅
　
興
味
が
あ
って
履
修
し
て
い
た
教
育
学
の
授
業
を
担
当
し
て

い
た
の
が
、ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン・デ
ュ
ー
ク
先
生
で
し
た
。当
時
、Ｉ
Ｃ
Ｕ
の

近
く
の
野
川
公
園
に
ゴ
ミ
焼
却
場
を
移
転
す
る
計
画
が
持
ち
上
が
っ

た
の
で
す
。公
園
の
中
心
部
に
移
転
す

る
の
で
す
か
ら
、環
境
や
景
観
を
損
な

う
の
は
明
ら
か
で
す
。し
か
も
そ
こ
は
、

元
々
、Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、東
京

都
へ
売
却
後
に
公
園
と
し
て
使
わ
れ
て

い
た
場
所
で
し
た
。そ
う
し
た
経
緯
も

あ
り
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
関
係
者
と
し
て

Ｉ
Ｃ
Ｕ
も
声
を
上
げ
る
べ
き
な
の
で
は

な
い
か
と
デ
ュ
ー
ク
先
生
は
考
え
て
、移
転
反
対
の
署
名
活
動
を
始

め
た
の
で
す
。私
も
そ
れ
に
共
感
し
て
一
緒
に
活
動
に
取
り
組
み
ま
し

た
。そ
の
成
果
も
あ
っ
て
、最
終
的
に
移
転
案
は
白
紙
に
な
り
、ゴ
ミ

問
題
自
体
に
対
す
る
地
域
の
人
々
の
関
心
も
高
ま
り
ま
し
た
。

川
島
　
当
時
の
経
験
は
現
在
の
お
仕
事
に
も
役
立
って
い
ま
す
か
。

東
梅
　
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
に
入
局
し
て
最
初
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
、渡
り

鳥
と
そ
の
飛
来
地
で
あ
る
湿
地
を
守
る
こ
と
で
し
た
。湿
地
が
な
く

な
る
主
な
原
因
の
一
つ
が
、ゴ
ミ
の
埋
め
立
て
場
と
し
て
使
わ
れ
る
こ

と
な
の
で
す
。そ
れ
に
対
し
て
、世
界
中
で
い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
人
た

ち
が
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て
湿
地
の
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
る
。私

自
身
、学
生
時
代
に
そ
の
一
人
と
し
て
ゴ
ミ
処
理
の
問
題
に
取
り

組
ん
だ
経
験
は
、そ
う
し
た
状
況
を
理
解
す
る
の
に
役
立
ち
ま
し
た
。

川
島
　
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
学
生
時
代
の
学
び
や
、仕
事
に

生
か
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
学
び
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

東
梅
　
や
は
り
実
験
を
通
し
て
得
た
も
の
は
大
き
い
で
す
ね
。シ
ョ

ウ
ジ
ョ
ウ
バ
エ
を
使
っ
た
遺
伝
の
実
験
を
行
っ
た
の
で
す
が
、正
し
い

手
順
を
踏
ん
だ
つ
も
り
で
も
教
科
書
に
書
い
て
あ
る
通
り
の
結
果

が
出
な
い
こ
と
が
あ
る
。そ
こ
で
試
行
錯
誤
し
て
実
験
を
や
り
直
す

と
、理
論
通
り
の
結
果
が
得
ら
れ
る
。す
で
に
結
果
の
分
か
っ
て
い

る
実
験
で
す
が
、や
は
り
自
分
で
や
っ
て
み
る
と
難
し
い
し
、自
分
で

デ
ー
タ
収
集
か
ら
や
っ
て
み
な
い
と
デ
ー
タ
が
示
す
意
味
が
分
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
る
。そ
れ
を
経
験
で
き
た
の
は
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。

　
実
験
の
レ
ポ
ー
ト
も
た
く
さ
ん
書
き
ま
し
た
。イ
ン
ト
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン（
序
論
）、メ
ソ
ド
ロ
ジ
ー（
方
法
）、リ
ザ
ル
ツ（
結
果
）、デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン（
考
察
）と
い
う
形
式
で
論
文
を
書
く
の
で
す
が
、そ

れ
を
繰
り
返
し
た
お
か
げ
で
、仕
事
を
す
る
上
で
、何
を
明
ら
か
に

し
て
、結
果
か
ら
何
を
読
み
取
る
べ
き
な
の
か
を
ク
リ
ア
に
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。大
学
で
は
物
事
や
社
会
問

題
の
考
え
方
の
訓
練
を
受
け
た
よ
う
な
印
象
で
す
。

川
島
　
大
学
卒
業
後
、イ
ギ
リ
ス
の
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
大
学
院

に
留
学
さ
れ
ま
し
た
が
、そ
の
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

東
梅
　
そ
れ
も
大
学
時
代
の
一
つ
の
出
会
い
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

も
っ
と
動
物
と
社
会
を
結
び
付
け
た
学
び
を
し
て
み
た
い
と
考
え
て

い
た
の
で
、雑
誌
で
目
に
し
た
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
主
催
の
熱
帯
林
保
全

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
み
ま
し
た
。セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
、講
演
し
て

い
た
イ
ギ
リ
ス
の
Ｗ
Ｗ
Ｆ
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
に「
イ
ギ
リ
ス
で
環
境
保

全
に
つ
い
て
学
ぶ
な
ら
ど
の
大
学
が
い
い
で
す
か
」と
聞
い
て
み
た

ら
、エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
を
勧
め
ら
れ
た
の
で
す
。

川
島
　
留
学
先
で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
学
ば
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
自
分
が
知
り
た
い
と
思
って
い
た
こ
と
、興
味
が
な
か
っ
た
け

ど
役
立
ち
そ
う
な
こ
と
を
幅
広
く
学
べ
た
と
い
う
印
象
で
す
。例
え

ば
、私
は
数
学
が
苦
手
だ
っ
た
の
で
ち
ょっ
と
敬
遠
し
て
い
た
の
で
す

が
、農
業
経
済
学
の
授
業
を
苦
労
し
な
が
ら
も
学
ん
で
み
る
と
大
き

な
収
穫
が
あ
り
ま
し
た
。農
業
に
お
い
て
10
年
後
に
期
待
さ
れ
る
利

益
な
ど
を
数
式
を
使
っ
て
導
き
出
す
の
で
す
が
、そ
う
し
た
考
え
方

が
い
ろ
い
ろ
な
プ
ロ
ジェク
ト
に
応
用
で
き
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、苦
手
な
こ
と
で
も
必
要
な
こ
と
は
取
り
あ
え
ず
学
ん
で

み
る
、人
に
聞
い
て
み
る
、と
い
う
姿
勢
が
身
に
付
き
ま
し
た
。

川
島
　
そ
の
後
、日
本
に
戻
り
、１
９
９
２
年
に
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン

に
入
局
さ
れ
ま
し
た
が
、そ
の
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

東
梅
　
大
学
院
で
学
ん
で
み
て
、自
分
が
研
究
者
に
な
り
た
い
わ

け
で
は
な
い
こ
と
が
は
っ
き
り
し
ま
し
た
。研
究
を
続
け
る
よ
り
も
、

生
の
社
会
問
題
に
生
の
現
場
で
関
わ
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
。そ
れ
で
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
へ
の
入
局
を
決
め
ま
し
た
。

川
島
　
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
で
は
、日
中
韓
の
国
際
湿
地
保
全
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
な
ど
、幅
広
く
活
動
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、こ
れ
ま
で
の
お
仕
事
を
通
し
て
心
掛
け
て
き
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。

東
梅
　
自
然
環
境
を
守
る
た
め
に
は
、企
業
の
経
済
活
動
も
考

慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。木
材
や
天
然
ゴ
ム
な
ど
を
採

取
す
る
こ
と
が
自
然
環
境
の
破
壊
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
が
、企
業

側
は
利
益
を
出
し
た
い
一
方
で
社
会
が
必
要
と
す
る
物
資
を
供

給
す
る
責
任
も
負
っ
て
い
ま
す
。環
境
を
守
ろ
う
と
す
れ
ば
、そ
う

し
た
立
場
の
異
な
る
人
た
ち
と
も
話
し
合
い
な
が
ら
解
決
策
を

探
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
う
す
れ
ば
、必
ず
何
か
つ
な
が
り

合
え
る
こ
と
が
出
て
き
ま
す
。そ
の
た
め
に
も
、立
場
が
違
う
人
に

積
極
的
に
会
い
に
行
っ
て
話
を
聞
く
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

川
島
　
Ｗ
Ｗ
Ｆ
で
は
、世
界
の
生
物
多
様
性
の
劣
化
を「
反
転
」さ

せ
る「
２
０
３
０
年 

生
物
多
様
性
回
復
目
標
」、気
候
変
動
の
脅
威

を
食
い
止
め
る「
２
０
５
０
年 

脱
炭
素
社
会
実
現
目
標
」と
い
う
２

つ
の
大
き
な
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。困
難
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
何
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
過
去
半
世
紀
の
間
に
、世
界
の
野
生
動
物
の
数
は
ど
の
程

度
減
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。

川
島
　
45
％
ほ
ど
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
実
は
１
９
７
０
年
か
ら
２
０
１
８
年
ま
で
の
間
に
69
％
も

減
少
し
て
い
る
の
で
す
。そ
の
大
き
な
要
因
は
、森
林
な
ど
野
生
の

生
き
物
が
住
め
る
場
所
が
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。実

は
、森
林
を
減
ら
し
て
い
る
世
界
最
大
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
の
が

牛
肉
で
す
。牛
を
育
て
る
の
に
は
広
大
な
放
牧
地
が
必
要
な
の
で

す
が
、そ
の
た
め
に
多
く
の
森
を
切
り
開
い
て
い
る
の
で
す
。そ
こ

で
は
、牛
が
食
べ
る
牧
草
は
育
っ
て
い
ま
す
が
、他
の
動
物
が
必
要

と
す
る
葉
や
木
の
実
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。本
来
、い
ろ
い
ろ
な

動
物
が
う
ま
く
つ
な
が
っ
て
生
態
系
を
つ
く
っ
て
い
た
自
然
環
境

が
、牛
肉
を
生
産
す
る
た
め
だ
け
の
畑
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。日

本
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
最
大
の
牛
肉
輸
出
先
で
す
が
、オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
森
林
を
減
ら
し
て
い
る
原
因
の
一
つ
が
そ
の
牛
肉
な
の
で
す
。

川
島
　
そ
ん
な
に
野
生
動
物
が
減
少
し
て
い
る
と
は
、衝
撃
的
で
す
。

東
梅
　
ま
た
、森
林
を
減
ら
し
て
い
る
三
大
要
因
の
も
う
一
つ
に

大
豆
が
あ
り
ま
す
。ブ
ラ
ジ
ル
や
ボ
リ
ビ
ア
な
ど
南
米
の
地
域
で
、

元
々
、草
原
や
灌
木
地
だ
っ
た
場
所
が
、大
豆
だ
け
が
育
つ
畑
に
人

の
手
で
変
え
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。大
豆
は
人
間
の
食
料
と
し

て
も
消
費
さ
れ
ま
す
が
、実
は
世
界
で
作
っ
て
い
る
大
豆
の
75
％

が
家
畜
の
飼
料
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。で
す
か
ら
、個
々
人
が

大
豆
食
品
を
食
べ
る
の
を
や
め
て
も
環
境
が
守
ら
れ
る
わ
け
で
は

な
い
。問
題
の
本
質
は
別
の
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
す
。

川
島
　
そ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
ア
プ

ロ
ー
チ
を
と
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
企
業
を
相
手
に
動
物
が
減
って
い
る
話
だ
け
を
延
々
と
し
て

も
、「
あ
な
た
は
動
物
が
好
き
な
ん
で
す
ね
」と
い
う
話
で
終
わ
っ
て

し
ま
い
ま
す
。か
と
いって「
あ
な
た
た
ち
は
悪
い
こ
と
を
し
て
い
る
」

と
言
っ
て
も
何
も
始
ま
ら
な
い
。で
す
か
ら
、例
え
ば
食
品
関
係
の

企
業
に
対
し
て
、「
環
境
に
負
荷
を
与
え
て
い
る
牛
肉
な
ど
、森
林

減
少
に
関
わ
る
原
材
料
を
ど
れ
く
ら
い
輸
入
し
て
い
る
か
ご
存
知
で

す
か
？
」と
い
う
ふ
う
に
、相
手
の
課
題
認
識
を
探
る
こ
と
か
ら
対

話
を
始
め
ま
す
。環
境
問
題
に
関
連
し
て
い
る
企
業
は
無
数
に
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
通
じ
て
つ
な
が
っ
て
お
り
、経
営
に
関
わ
っ
て
い
る

役
員
や
出
資
し
て
い
る
投
資
家
も
数
多
く
い
ま
す
。わ
れ
わ
れ
Ｗ
Ｗ

Ｆ
は
そ
う
し
た
人
た
ち
全
て
に
会
い
に
行
く
の
で
す
。今
も
ス
タ
ッ
フ

全
員
で
そ
の
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。今
の
ま
ま
企
業
や
社
会
の
仕

組
み
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、ど
の
国
や
地
域
の
環
境
と
社
会
に
ど
の

よ
う
な
影
響
が
出
て
く
る
の
か
、企
業
の
収
益
が
ど
う
左
右
さ
れ
る

の
か
、そ
う
し
た
情
報
を
共
有
し
、企
業
と
一
緒
に
考
え
始
め
る
。

そ
し
て
、い
つ
、何
を
、ど
の
程
度
や
る
の
か
具
体
的
に
組
み
立
て
て

い
く
。現
在
、そ
う
し
た
取
り
組
み
に
最
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

川
島
　
専
門
性
を
磨
く
こ
と
だ
け
で
な
く
、広
い
視
点
を
持
っ
て

対
話
を
す
る
力
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。他

に
も
環
境
保
全
に
携
わ
り
た
い
と
考
え
て
い
る
若
者
が
身
に
付
け

る
べ
き
こ
と
、学
ぶ
べ
き
こ
と
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

東
梅
　
私
が
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
環
境
保
全
の
授
業
を
持
つ
よ
う
に
な
って
10

年
以
上
が
経
ち
ま
す
が
、当
初
は
環
境
問
題
の
解
決
策
を
学
生
に
教

え
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、教
え
る
こ
と
は
で
き
る
も
の

の
、学
生
が
学
ん
で
い
る
か
ど
う
か
は
別
の
話
だ
と
気
付
き
ま
し
た
。

知
識
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、学
生
が
本
当
に
学
び
た
い
、解
決
し
た

い
と
思
う
こ
と
を
自
分
の
力
で
探
し
当
て
ら
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
の
で
す
。そ
こ
で
、授
業
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｕ
キ
ャ
ン
パ

ス
内
の
環
境
問
題
に
つ
い
て
学
生
が
グ
ル
ー
プ
で
調
査
す
る
と
い
う

課
題
を
出
す
よ
う
に
し
ま
し
た
。学
生
た
ち
は
そ
の
問
題
の
キ
ャ
ン
パ

ス
の
関
係
者
と
、そ
の
人
と
は
違
う
考
え
を
持
っ
て
い
る
や
は
り

キ
ャ
ン
パ
ス
の
人
に
直
接
会
って
話
を
聞
く
こ
と
が
必
須
で
す
。す
る

と
学
生
は
、立
場
の
異
な
る
２
者
に
対
話
を
促
し
た
り
、対
話
の
場
を

持
って
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
い
う
提
案
書
を
作
成
し
て
き
ま
す
。

誰
か
に
解
決
策
を
教
え
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、当
事
者
の
と
こ
ろ
に
足

を
運
ん
で
話
を
聞
き
、自
分
た
ち
で
解
決
策
を
考
え
る
。そ
の
方
が

自
分
が
学
び
た
い
こ
と
に
近
づ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。環

境
保
全
に
取
り
組
む
組
織
や
企
業
で
も
、そ
う
し
た
異
な
る
立
場
の

相
手
を
理
解
し
、対
話
が
で
き
る
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

川
島
　
お
話
を
聞
い
て
い
る
と
、一
個
人
と
し
て
環
境
保
全
に
貢

献
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。私
た
ち
に
も

何
か
で
き
る
こ
と
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
ま
ず
で
き
る
こ
と
は
、環
境
に
対
し
て
負
荷
を
か
け
な
い
も

の
を
選
ぶ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。家
具
な
ど
の
木
材
製
品
や
ノ
ー
ト

な
ど
の
紙
製
品
を
見
る
と
、Ｆ
Ｓ
Ｃ
マ
ー
ク
と
い
う
も
の
が
付
け
ら

れ
た
製
品
が
あ
り
ま
す
。こ
の
マ
ー
ク
は
自
然
環
境
に
負
荷
を
か
け

ず
し
っ
か
り
管
理
さ
れ
た
森
林
で
採
ら
れ
た
原
料
を
使
っ
て
い
る
こ

と
を
認
証
す
る
も
の
で
す
。そ
う
し
た
製
品
が
あ
る
こ
と
を
知
る

　イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

クローズアップ

川
島
　
自
然
と
関
わ
る
仕
事
に
就
い
た
背
景
に
は
、や
は
り
幼
少

期
の
ご
経
験
の
影
響
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
物
心
つ
く
前
か
ら
自
然
と
親
し
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、子
ど
も
の
頃
に
読
ん
だ
本
の
影
響
も
大
き
い
で
す
ね
。中

で
も『
シ
ー
ト
ン
動
物
記
』や『
フ
ァ
ー
ブ
ル
昆
虫
記
』、動
物
文
学
の

第
一
人
者
で
あ
る
戸
川
幸
夫
さ
ん
の
全
集
な
ど
、動
物
に
ま
つ
わ
る

本
が
大
好
き
で
し
た
。

川
島
　
そ
の
後
、獣
医
師
を
志
す
よ
う
に
な
っ
た
と
伺
っ
て
い
ま
す

が
、何
か
き
っ
か
け
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　「
動
物
に
興
味
が
あ
る
な
ら
獣
医
と
い
う
仕
事
が
あ
る
」と

親
か
ら
聞
か
さ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。小
学
生
の
頃
に
は
す
で
に
、

将
来
の
夢
と
し
て「
獣
医
に
な
り
た
い
」と
学
級
文
集
に
書
い
て
い

ま
し
た
。そ
の
後
、日
本
の
女
性
獣
医
師
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
も
あ
る
増

井
光
子
さ
ん
の
本
を
読
ん
で
憧
れ
を
抱
き
ま
し
た
。

川
島
　
し
か
し
、夢
を
か
な
え
る
の
は
簡
単
で
は
な
か
っ
た
と
。

東
梅
　
獣
医
学
科
の
あ
る
大
学
を
い
ろ
い
ろ
受
け
ま
し
た
が
、志
望

校
は
不
合
格
で
し
た
。た
だ
、今
振
り
返
る
と
、ど
う
し
て
も
獣
医
に

な
り
た
い
と
い
う
よ
り
も
、動
物
や
自
然
が
好
き
だ
っ
た
ん
だ
と
思
い

ま
す
。獣
医
に
な
り
た
い
ん
だ
と
、ず
っ
と
思
い
込
ん
で
い
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

川
島
　
本
日
は
人
類
が
自
然
と
調
和
し
て
生
き
ら
れ
る
未
来
を
目

指
し
、約
１
０
０
カ
国
で
活
動
を
行
って
い
る
、世
界
的
な
環
境
保
全

団
体
Ｗ
Ｗ
Ｆ
の
日
本
事
務
局「
公
益
財
団
法
人
世
界
自
然
保
護
基

金
ジ
ャ
パ
ン（
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
）」に
伺
い
ま
し
た
。お
話
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
く
の
は
、Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
事
務
局
長
を
務
め
る
東
梅
貞
義

さ
ん
で
す
。岩
手
県
花
巻
市
の
生
ま
れ
だ
そ
う
で
す
が
、ど
の
よ
う

な
少
年
時
代
を
過
ご
さ
れ
た
の
か
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

東
梅
　
実
家
や
通
学
し
た
学
校
の
周
囲
は
山
、川
、田
ん
ぼ
ば
か

り
で
、自
分
の
周
り
に
あ
る
楽
し
い
こ
と
は
自
然
の
中
に
あ
る
、と

い
う
環
境
で
し
た
。

川
島
　
自
然
豊
か
な
場
所
で
成
長
な
さ
っ
た
の
で
す
ね
。

東
梅
　
父
が
き
こ
り
を
趣
味
に
し
て
い
て
、毎
週
日
曜
日
は
家
族

で
山
に
行
く
の
が
習
慣
だ
っ
た
ん
で
す
。私
も
１
歳
に
な
る
か
な
ら

な
い
か
の
頃
か
ら
山
に
連
れ
て
行
か
れ
て
い
ま
し
た
。山
で
は
杉
や

松
の
苗
木
を
植
え
た
り
、木
を
切
っ
て
家
の
風
呂
を
沸
か
す
た
め

の
薪
に
し
た
り
。小
学
１
年
生
に
な
っ
た
頃
に
は
当
た
り
前
の
よ
う

に
そ
う
し
た
作
業
を
し
な
が
ら
、自
然
の
中
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

人
間
の
経
済
活
動
に
よ
り

生
物
多
様
性
が
69
％
減
少

112

人
、選
ぶ
人
が
増
え
れ
ば
世
の
中
は
変
わ
って
い
く
と
思
い
ま
す
。

川
島
　
ち
ゃ
ん
と
環
境
を
意
識
し
て
消
費
す
る
人
が
増
え
る
こ

と
が
大
切
な
の
で
す
ね
。そ
の
点
、日
本
人
の
環
境
に
対
す
る
意

識
は
ど
の
程
度
養
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
野
生
動
物
の
数
は
世
界
全
体
で
見
る
と
69
％
減
少
し
て

い
ま
す
が
、実
は
日
本
を
含
め
た
先
進
国
で
は
、少
し
ず
つ
回
復
傾

向
に
あ
り
ま
す
。日
本
人
が
身
の
回
り
で
生
き
物
が
減
っ
て
い
る
気

が
し
な
い
の
も
当
然
の
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、そ
の
自

然
の
豊
か
さ
が
別
の
国
の
自
然
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
で
支
え
ら
れ

て
い
る
の
が
現
実
で
す
。自
分
の
豊
か
で
便
利
な
生
活
が
、ど
こ
の

国
の
自
然
と
人
と
つ
な
が
っ
て
、

ど
う
成
り
立
っ
て
い
る
の
か
と
い

う
こ
と
を
考
え
る
人
が
も
っ
と
増

え
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

川
島
　
お
話
を
伺
っ
て
、私
も
環

境
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
、で

き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。本
日
は
貴
重
な
お
話
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

川
島
　
１
年
間
予
備
校
に
通
わ
れ
ま
し
た
が
、そ
の
間
に
心
境
の

変
化
な
ど
は
あ
り
ま
し
た
か
。

東
梅
　
２
度
目
の
受
験
の
時
も
ま
だ
獣
医
に
な
り
た
い
と
い
う
思
い

は
あ
り
ま
し
た
が
、通
っ
て
い
た
予
備
校
で
、ア
メ
リ
カ
人
の
英
語
の

先
生
と
出
会
っ
た
ん
で
す
。拙
い
な
が
ら
も
そ
の
先
生
と
英
語
で
話

し
て
い
る
と
、と
て
も
楽
し
か
っ
た
。英
語
が
話
せ
れ
ば
世
界
中
の
い

ろ
い
ろ
な
人
と
話
せ
る
の
だ
と
。英
語
を
学
ぶ
よ
り
も
英
語
で
話
す

面
白
さ
に
気
付
き
、視
野
が
広
が
っ
た
こ
と
で「
動
物
に
関
わ
る
な
ら

獣
医
で
な
く
て
も
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
」「
動
物
を
通
し
て
世
界
の

人
と
つ
な
が
る
方
が
面
白
い
か
も
し
れ
な
い
」と
思
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。国
際
基
督
教
大
学（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）の
合
格
通
知
を
も
ら
っ
た

時
に
は
、こ
れ
が
本
当
に
や
り
た
い
こ
と
な
の
だ
と
迷
わ
ず
進
学
を

決
め
ま
し
た
。

川
島
　
Ｉ
Ｃ
Ｕ
進
学
の
決
め
手
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
生
物
学
が
学
べ
る
私
立
大
学
は
と
て
も
少
な
い
上
に
、英

語
を
存
分
に
学
べ
る
大
学
と
な
る
と
非
常
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

高
校
時
代
は
大
学
の
名
前
も
よ
く
は
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
進
め
ば
、何
か
面
白
い
こ
と
が
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な

と
思
い
ま
し
た
。英
語
を
学
ぶ
の
で
は
な
く
、英
語
で
学
ぶ
こ
と
が

中
心
で
し
た
し
、他
専
攻
の
講
義
を
受
講
す
る
こ
と
も
推
奨
さ
れ

て
い
ま
し
た
。後
か
ら
親
に
は
、子
ど
も
の
頃
か
ら
の
夢
の
獣
医
で

は
な
く
、違
う
道
で
い
い
の
か
と
心
配
し
た
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
。

川
島
　
理
学
科
生
物
学
専
攻
で
は
、具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
学
ば
れ
た
の
で
す
か
。

東
梅
　
学
生
時
代
に
他
大
学
の
方
に
会
う
と
、生
物
を
専
攻
し
て
い

ま
す
、生
物
研
究
室
に
所
属
し
て
い
ま
す
、と
いっ
た
自
己
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。私
は
生
物
が
好
き
で
生
物
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
し
た

が
、生
物
だ
け
を
専
門
に
し
て
い
る
と
意
識
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
ん

で
す
。生
物
を
テ
ー
マ
に
卒
業
論
文
を
書
き
ま
し
た
が
、自
分
の
興
味

の
あ
る
こ
と
を
学
ん
で
い
る
と
い
う
思
い
で
、専
門
家
に
な
る
と
いっ

た
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。Ｗ
Ｗ

Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
に
も
よ
く
若
い
方
か
ら
問

い
合
わ
せ
が
あ
る
の
で
す
が
、多
く
の

方
か
ら「
何
を
勉
強
す
れ
ば
Ｗ
Ｗ
Ｆ
に

入
れ
ま
す
か
」と
い
う
質
問
を
さ
れ
ま

す
。確
か
に
Ｗ
Ｗ
Ｆ
で
は
、実
際
に
野
生

動
物
の
生
息
地
域
を
訪
ね
て
保
護
に

取
り
組
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、環
境

に
影
響
を
与
え
て
い
る
企
業
と
交
渉
し
た
り
、国
際
会
議
で
条
約
交

渉
を
し
た
り
す
る
仕
事
も
か
な
り
の
ウ
エ
ー
ト
を
占
め
ま
す
。そ
の
た

め
、動
物
に
関
す
る
知
識
だ
け
で
は
な
く
、国
際
関
係
や
ビ
ジ
ネ
ス
に

つ
い
て
の
知
識
も
必
要
と
な
り
ま
す
。何
か
特
定
の
分
野
だ
け
を
専

門
的
に
学
ぶ
の
で
は
な
く
、そ
の
時
々
で
環
境
保
全
に
必
要
な
こ
と
を

学
び
続
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。学
生
時
代
に
専
門
分
野

だ
け
に
限
定
せ
ず
、興
味
の
あ
る
こ
と
を
学
ぼ
う
と
し
た
姿
勢
は
、現

在
の
仕
事
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
に
つ
な
がって
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、環
境
問
題
は
多
く
の
分
野
や
セ
ク
タ
ー
の
人
が
関
連
し
て
い

る
の
で
、結
果
的
に
は
自
分
が
知
ら
な
い
こ
と
も
新
た
に
学
ん
で
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。学
ぶ
前
に
多
く
の
人
と
会
い
、お
話
を
た
く
さ
ん
聞
か

せ
て
も
ら
う
、イ
ン
タ
ビュア
ー
を
し
な
が
ら
一
緒
に
考
え
て
学
ん
で
い

く
と
い
う
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

川
島
　
学
生
時
代
に
早
く
も
環
境
問
題
に
対
し
て
ア
ク
シ
ョ
ン
を

起
こ
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

東
梅
　
興
味
が
あ
って
履
修
し
て
い
た
教
育
学
の
授
業
を
担
当
し
て

い
た
の
が
、ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン・デ
ュ
ー
ク
先
生
で
し
た
。当
時
、Ｉ
Ｃ
Ｕ
の

近
く
の
野
川
公
園
に
ゴ
ミ
焼
却
場
を
移
転
す
る
計
画
が
持
ち
上
が
っ

た
の
で
す
。公
園
の
中
心
部
に
移
転
す

る
の
で
す
か
ら
、環
境
や
景
観
を
損
な

う
の
は
明
ら
か
で
す
。し
か
も
そ
こ
は
、

元
々
、Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、東
京

都
へ
売
却
後
に
公
園
と
し
て
使
わ
れ
て

い
た
場
所
で
し
た
。そ
う
し
た
経
緯
も

あ
り
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
関
係
者
と
し
て

Ｉ
Ｃ
Ｕ
も
声
を
上
げ
る
べ
き
な
の
で
は

な
い
か
と
デ
ュ
ー
ク
先
生
は
考
え
て
、移
転
反
対
の
署
名
活
動
を
始

め
た
の
で
す
。私
も
そ
れ
に
共
感
し
て
一
緒
に
活
動
に
取
り
組
み
ま
し

た
。そ
の
成
果
も
あ
っ
て
、最
終
的
に
移
転
案
は
白
紙
に
な
り
、ゴ
ミ

問
題
自
体
に
対
す
る
地
域
の
人
々
の
関
心
も
高
ま
り
ま
し
た
。

川
島
　
当
時
の
経
験
は
現
在
の
お
仕
事
に
も
役
立
って
い
ま
す
か
。

東
梅
　
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
に
入
局
し
て
最
初
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
、渡
り

鳥
と
そ
の
飛
来
地
で
あ
る
湿
地
を
守
る
こ
と
で
し
た
。湿
地
が
な
く

な
る
主
な
原
因
の
一
つ
が
、ゴ
ミ
の
埋
め
立
て
場
と
し
て
使
わ
れ
る
こ

と
な
の
で
す
。そ
れ
に
対
し
て
、世
界
中
で
い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
人
た

ち
が
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て
湿
地
の
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
る
。私

自
身
、学
生
時
代
に
そ
の
一
人
と
し
て
ゴ
ミ
処
理
の
問
題
に
取
り

組
ん
だ
経
験
は
、そ
う
し
た
状
況
を
理
解
す
る
の
に
役
立
ち
ま
し
た
。

川
島
　
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
学
生
時
代
の
学
び
や
、仕
事
に

生
か
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
学
び
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

東
梅
　
や
は
り
実
験
を
通
し
て
得
た
も
の
は
大
き
い
で
す
ね
。シ
ョ

ウ
ジ
ョ
ウ
バ
エ
を
使
っ
た
遺
伝
の
実
験
を
行
っ
た
の
で
す
が
、正
し
い

手
順
を
踏
ん
だ
つ
も
り
で
も
教
科
書
に
書
い
て
あ
る
通
り
の
結
果

が
出
な
い
こ
と
が
あ
る
。そ
こ
で
試
行
錯
誤
し
て
実
験
を
や
り
直
す

と
、理
論
通
り
の
結
果
が
得
ら
れ
る
。す
で
に
結
果
の
分
か
っ
て
い

る
実
験
で
す
が
、や
は
り
自
分
で
や
っ
て
み
る
と
難
し
い
し
、自
分
で

デ
ー
タ
収
集
か
ら
や
っ
て
み
な
い
と
デ
ー
タ
が
示
す
意
味
が
分
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
る
。そ
れ
を
経
験
で
き
た
の
は
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。

　
実
験
の
レ
ポ
ー
ト
も
た
く
さ
ん
書
き
ま
し
た
。イ
ン
ト
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン（
序
論
）、メ
ソ
ド
ロ
ジ
ー（
方
法
）、リ
ザ
ル
ツ（
結
果
）、デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン（
考
察
）と
い
う
形
式
で
論
文
を
書
く
の
で
す
が
、そ

れ
を
繰
り
返
し
た
お
か
げ
で
、仕
事
を
す
る
上
で
、何
を
明
ら
か
に

し
て
、結
果
か
ら
何
を
読
み
取
る
べ
き
な
の
か
を
ク
リ
ア
に
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。大
学
で
は
物
事
や
社
会
問

題
の
考
え
方
の
訓
練
を
受
け
た
よ
う
な
印
象
で
す
。

川
島
　
大
学
卒
業
後
、イ
ギ
リ
ス
の
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
大
学
院

に
留
学
さ
れ
ま
し
た
が
、そ
の
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

東
梅
　
そ
れ
も
大
学
時
代
の
一
つ
の
出
会
い
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

も
っ
と
動
物
と
社
会
を
結
び
付
け
た
学
び
を
し
て
み
た
い
と
考
え
て

い
た
の
で
、雑
誌
で
目
に
し
た
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
主
催
の
熱
帯
林
保
全

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
み
ま
し
た
。セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
、講
演
し
て

い
た
イ
ギ
リ
ス
の
Ｗ
Ｗ
Ｆ
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
に「
イ
ギ
リ
ス
で
環
境
保

全
に
つ
い
て
学
ぶ
な
ら
ど
の
大
学
が
い
い
で
す
か
」と
聞
い
て
み
た

ら
、エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
を
勧
め
ら
れ
た
の
で
す
。

川
島
　
留
学
先
で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
学
ば
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
自
分
が
知
り
た
い
と
思
って
い
た
こ
と
、興
味
が
な
か
っ
た
け

ど
役
立
ち
そ
う
な
こ
と
を
幅
広
く
学
べ
た
と
い
う
印
象
で
す
。例
え

ば
、私
は
数
学
が
苦
手
だ
っ
た
の
で
ち
ょっ
と
敬
遠
し
て
い
た
の
で
す

が
、農
業
経
済
学
の
授
業
を
苦
労
し
な
が
ら
も
学
ん
で
み
る
と
大
き

な
収
穫
が
あ
り
ま
し
た
。農
業
に
お
い
て
10
年
後
に
期
待
さ
れ
る
利

益
な
ど
を
数
式
を
使
っ
て
導
き
出
す
の
で
す
が
、そ
う
し
た
考
え
方

が
い
ろ
い
ろ
な
プ
ロ
ジェク
ト
に
応
用
で
き
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、苦
手
な
こ
と
で
も
必
要
な
こ
と
は
取
り
あ
え
ず
学
ん
で

み
る
、人
に
聞
い
て
み
る
、と
い
う
姿
勢
が
身
に
付
き
ま
し
た
。

川
島
　
そ
の
後
、日
本
に
戻
り
、１
９
９
２
年
に
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン

に
入
局
さ
れ
ま
し
た
が
、そ
の
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

東
梅
　
大
学
院
で
学
ん
で
み
て
、自
分
が
研
究
者
に
な
り
た
い
わ

け
で
は
な
い
こ
と
が
は
っ
き
り
し
ま
し
た
。研
究
を
続
け
る
よ
り
も
、

生
の
社
会
問
題
に
生
の
現
場
で
関
わ
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
。そ
れ
で
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
へ
の
入
局
を
決
め
ま
し
た
。

川
島
　
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
で
は
、日
中
韓
の
国
際
湿
地
保
全
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
な
ど
、幅
広
く
活
動
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、こ
れ
ま
で
の
お
仕
事
を
通
し
て
心
掛
け
て
き
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。

東
梅
　
自
然
環
境
を
守
る
た
め
に
は
、企
業
の
経
済
活
動
も
考

慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。木
材
や
天
然
ゴ
ム
な
ど
を
採

取
す
る
こ
と
が
自
然
環
境
の
破
壊
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
が
、企
業

側
は
利
益
を
出
し
た
い
一
方
で
社
会
が
必
要
と
す
る
物
資
を
供

給
す
る
責
任
も
負
っ
て
い
ま
す
。環
境
を
守
ろ
う
と
す
れ
ば
、そ
う

し
た
立
場
の
異
な
る
人
た
ち
と
も
話
し
合
い
な
が
ら
解
決
策
を

探
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
う
す
れ
ば
、必
ず
何
か
つ
な
が
り

合
え
る
こ
と
が
出
て
き
ま
す
。そ
の
た
め
に
も
、立
場
が
違
う
人
に

積
極
的
に
会
い
に
行
っ
て
話
を
聞
く
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

川
島
　
Ｗ
Ｗ
Ｆ
で
は
、世
界
の
生
物
多
様
性
の
劣
化
を「
反
転
」さ

せ
る「
２
０
３
０
年 

生
物
多
様
性
回
復
目
標
」、気
候
変
動
の
脅
威

を
食
い
止
め
る「
２
０
５
０
年 

脱
炭
素
社
会
実
現
目
標
」と
い
う
２

つ
の
大
き
な
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。困
難
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
何
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
過
去
半
世
紀
の
間
に
、世
界
の
野
生
動
物
の
数
は
ど
の
程

度
減
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。

川
島
　
45
％
ほ
ど
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
実
は
１
９
７
０
年
か
ら
２
０
１
８
年
ま
で
の
間
に
69
％
も

減
少
し
て
い
る
の
で
す
。そ
の
大
き
な
要
因
は
、森
林
な
ど
野
生
の

生
き
物
が
住
め
る
場
所
が
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。実

は
、森
林
を
減
ら
し
て
い
る
世
界
最
大
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
の
が

牛
肉
で
す
。牛
を
育
て
る
の
に
は
広
大
な
放
牧
地
が
必
要
な
の
で

す
が
、そ
の
た
め
に
多
く
の
森
を
切
り
開
い
て
い
る
の
で
す
。そ
こ

で
は
、牛
が
食
べ
る
牧
草
は
育
っ
て
い
ま
す
が
、他
の
動
物
が
必
要

と
す
る
葉
や
木
の
実
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。本
来
、い
ろ
い
ろ
な

動
物
が
う
ま
く
つ
な
が
っ
て
生
態
系
を
つ
く
っ
て
い
た
自
然
環
境

が
、牛
肉
を
生
産
す
る
た
め
だ
け
の
畑
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。日

本
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
最
大
の
牛
肉
輸
出
先
で
す
が
、オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
森
林
を
減
ら
し
て
い
る
原
因
の
一
つ
が
そ
の
牛
肉
な
の
で
す
。

川
島
　
そ
ん
な
に
野
生
動
物
が
減
少
し
て
い
る
と
は
、衝
撃
的
で
す
。

東
梅
　
ま
た
、森
林
を
減
ら
し
て
い
る
三
大
要
因
の
も
う
一
つ
に

大
豆
が
あ
り
ま
す
。ブ
ラ
ジ
ル
や
ボ
リ
ビ
ア
な
ど
南
米
の
地
域
で
、

元
々
、草
原
や
灌
木
地
だ
っ
た
場
所
が
、大
豆
だ
け
が
育
つ
畑
に
人

の
手
で
変
え
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。大
豆
は
人
間
の
食
料
と
し

て
も
消
費
さ
れ
ま
す
が
、実
は
世
界
で
作
っ
て
い
る
大
豆
の
75
％

が
家
畜
の
飼
料
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。で
す
か
ら
、個
々
人
が

大
豆
食
品
を
食
べ
る
の
を
や
め
て
も
環
境
が
守
ら
れ
る
わ
け
で
は

な
い
。問
題
の
本
質
は
別
の
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
す
。

川
島
　
そ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
ア
プ

ロ
ー
チ
を
と
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
企
業
を
相
手
に
動
物
が
減
って
い
る
話
だ
け
を
延
々
と
し
て

も
、「
あ
な
た
は
動
物
が
好
き
な
ん
で
す
ね
」と
い
う
話
で
終
わ
っ
て

し
ま
い
ま
す
。か
と
いって「
あ
な
た
た
ち
は
悪
い
こ
と
を
し
て
い
る
」

と
言
っ
て
も
何
も
始
ま
ら
な
い
。で
す
か
ら
、例
え
ば
食
品
関
係
の

企
業
に
対
し
て
、「
環
境
に
負
荷
を
与
え
て
い
る
牛
肉
な
ど
、森
林

減
少
に
関
わ
る
原
材
料
を
ど
れ
く
ら
い
輸
入
し
て
い
る
か
ご
存
知
で

す
か
？
」と
い
う
ふ
う
に
、相
手
の
課
題
認
識
を
探
る
こ
と
か
ら
対

話
を
始
め
ま
す
。環
境
問
題
に
関
連
し
て
い
る
企
業
は
無
数
に
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
通
じ
て
つ
な
が
っ
て
お
り
、経
営
に
関
わ
っ
て
い
る

役
員
や
出
資
し
て
い
る
投
資
家
も
数
多
く
い
ま
す
。わ
れ
わ
れ
Ｗ
Ｗ

Ｆ
は
そ
う
し
た
人
た
ち
全
て
に
会
い
に
行
く
の
で
す
。今
も
ス
タ
ッ
フ

全
員
で
そ
の
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。今
の
ま
ま
企
業
や
社
会
の
仕

組
み
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、ど
の
国
や
地
域
の
環
境
と
社
会
に
ど
の

よ
う
な
影
響
が
出
て
く
る
の
か
、企
業
の
収
益
が
ど
う
左
右
さ
れ
る

の
か
、そ
う
し
た
情
報
を
共
有
し
、企
業
と
一
緒
に
考
え
始
め
る
。

そ
し
て
、い
つ
、何
を
、ど
の
程
度
や
る
の
か
具
体
的
に
組
み
立
て
て

い
く
。現
在
、そ
う
し
た
取
り
組
み
に
最
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

川
島
　
専
門
性
を
磨
く
こ
と
だ
け
で
な
く
、広
い
視
点
を
持
っ
て

対
話
を
す
る
力
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。他

に
も
環
境
保
全
に
携
わ
り
た
い
と
考
え
て
い
る
若
者
が
身
に
付
け

る
べ
き
こ
と
、学
ぶ
べ
き
こ
と
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

東
梅
　
私
が
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
環
境
保
全
の
授
業
を
持
つ
よ
う
に
な
って
10

年
以
上
が
経
ち
ま
す
が
、当
初
は
環
境
問
題
の
解
決
策
を
学
生
に
教

え
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、教
え
る
こ
と
は
で
き
る
も
の

の
、学
生
が
学
ん
で
い
る
か
ど
う
か
は
別
の
話
だ
と
気
付
き
ま
し
た
。

知
識
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、学
生
が
本
当
に
学
び
た
い
、解
決
し
た

い
と
思
う
こ
と
を
自
分
の
力
で
探
し
当
て
ら
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
の
で
す
。そ
こ
で
、授
業
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｕ
キ
ャ
ン
パ

ス
内
の
環
境
問
題
に
つ
い
て
学
生
が
グ
ル
ー
プ
で
調
査
す
る
と
い
う

課
題
を
出
す
よ
う
に
し
ま
し
た
。学
生
た
ち
は
そ
の
問
題
の
キ
ャ
ン
パ

ス
の
関
係
者
と
、そ
の
人
と
は
違
う
考
え
を
持
っ
て
い
る
や
は
り

キ
ャ
ン
パ
ス
の
人
に
直
接
会
って
話
を
聞
く
こ
と
が
必
須
で
す
。す
る

と
学
生
は
、立
場
の
異
な
る
２
者
に
対
話
を
促
し
た
り
、対
話
の
場
を

持
って
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
い
う
提
案
書
を
作
成
し
て
き
ま
す
。

誰
か
に
解
決
策
を
教
え
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、当
事
者
の
と
こ
ろ
に
足

を
運
ん
で
話
を
聞
き
、自
分
た
ち
で
解
決
策
を
考
え
る
。そ
の
方
が

自
分
が
学
び
た
い
こ
と
に
近
づ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。環

境
保
全
に
取
り
組
む
組
織
や
企
業
で
も
、そ
う
し
た
異
な
る
立
場
の

相
手
を
理
解
し
、対
話
が
で
き
る
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

川
島
　
お
話
を
聞
い
て
い
る
と
、一
個
人
と
し
て
環
境
保
全
に
貢

献
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。私
た
ち
に
も

何
か
で
き
る
こ
と
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
ま
ず
で
き
る
こ
と
は
、環
境
に
対
し
て
負
荷
を
か
け
な
い
も

の
を
選
ぶ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。家
具
な
ど
の
木
材
製
品
や
ノ
ー
ト

な
ど
の
紙
製
品
を
見
る
と
、Ｆ
Ｓ
Ｃ
マ
ー
ク
と
い
う
も
の
が
付
け
ら

れ
た
製
品
が
あ
り
ま
す
。こ
の
マ
ー
ク
は
自
然
環
境
に
負
荷
を
か
け

ず
し
っ
か
り
管
理
さ
れ
た
森
林
で
採
ら
れ
た
原
料
を
使
っ
て
い
る
こ

と
を
認
証
す
る
も
の
で
す
。そ
う
し
た
製
品
が
あ
る
こ
と
を
知
る

川
島
　
自
然
と
関
わ
る
仕
事
に
就
い
た
背
景
に
は
、や
は
り
幼
少

期
の
ご
経
験
の
影
響
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
物
心
つ
く
前
か
ら
自
然
と
親
し
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、子
ど
も
の
頃
に
読
ん
だ
本
の
影
響
も
大
き
い
で
す
ね
。中

で
も『
シ
ー
ト
ン
動
物
記
』や『
フ
ァ
ー
ブ
ル
昆
虫
記
』、動
物
文
学
の

第
一
人
者
で
あ
る
戸
川
幸
夫
さ
ん
の
全
集
な
ど
、動
物
に
ま
つ
わ
る

本
が
大
好
き
で
し
た
。

川
島
　
そ
の
後
、獣
医
師
を
志
す
よ
う
に
な
っ
た
と
伺
っ
て
い
ま
す

が
、何
か
き
っ
か
け
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　「
動
物
に
興
味
が
あ
る
な
ら
獣
医
と
い
う
仕
事
が
あ
る
」と

親
か
ら
聞
か
さ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。小
学
生
の
頃
に
は
す
で
に
、

将
来
の
夢
と
し
て「
獣
医
に
な
り
た
い
」と
学
級
文
集
に
書
い
て
い

ま
し
た
。そ
の
後
、日
本
の
女
性
獣
医
師
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
も
あ
る
増

井
光
子
さ
ん
の
本
を
読
ん
で
憧
れ
を
抱
き
ま
し
た
。

川
島
　
し
か
し
、夢
を
か
な
え
る
の
は
簡
単
で
は
な
か
っ
た
と
。

東
梅
　
獣
医
学
科
の
あ
る
大
学
を
い
ろ
い
ろ
受
け
ま
し
た
が
、志
望

校
は
不
合
格
で
し
た
。た
だ
、今
振
り
返
る
と
、ど
う
し
て
も
獣
医
に

な
り
た
い
と
い
う
よ
り
も
、動
物
や
自
然
が
好
き
だ
っ
た
ん
だ
と
思
い

ま
す
。獣
医
に
な
り
た
い
ん
だ
と
、ず
っ
と
思
い
込
ん
で
い
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

川
島
　
本
日
は
人
類
が
自
然
と
調
和
し
て
生
き
ら
れ
る
未
来
を
目

指
し
、約
１
０
０
カ
国
で
活
動
を
行
って
い
る
、世
界
的
な
環
境
保
全

団
体
Ｗ
Ｗ
Ｆ
の
日
本
事
務
局「
公
益
財
団
法
人
世
界
自
然
保
護
基

金
ジ
ャ
パ
ン（
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
）」に
伺
い
ま
し
た
。お
話
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
く
の
は
、Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
事
務
局
長
を
務
め
る
東
梅
貞
義

さ
ん
で
す
。岩
手
県
花
巻
市
の
生
ま
れ
だ
そ
う
で
す
が
、ど
の
よ
う

な
少
年
時
代
を
過
ご
さ
れ
た
の
か
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

東
梅
　
実
家
や
通
学
し
た
学
校
の
周
囲
は
山
、川
、田
ん
ぼ
ば
か

り
で
、自
分
の
周
り
に
あ
る
楽
し
い
こ
と
は
自
然
の
中
に
あ
る
、と

い
う
環
境
で
し
た
。

川
島
　
自
然
豊
か
な
場
所
で
成
長
な
さ
っ
た
の
で
す
ね
。

東
梅
　
父
が
き
こ
り
を
趣
味
に
し
て
い
て
、毎
週
日
曜
日
は
家
族

で
山
に
行
く
の
が
習
慣
だ
っ
た
ん
で
す
。私
も
１
歳
に
な
る
か
な
ら

な
い
か
の
頃
か
ら
山
に
連
れ
て
行
か
れ
て
い
ま
し
た
。山
で
は
杉
や

松
の
苗
木
を
植
え
た
り
、木
を
切
っ
て
家
の
風
呂
を
沸
か
す
た
め

の
薪
に
し
た
り
。小
学
１
年
生
に
な
っ
た
頃
に
は
当
た
り
前
の
よ
う

に
そ
う
し
た
作
業
を
し
な
が
ら
、自
然
の
中
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
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人
、選
ぶ
人
が
増
え
れ
ば
世
の
中
は
変
わ
って
い
く
と
思
い
ま
す
。

川
島
　
ち
ゃ
ん
と
環
境
を
意
識
し
て
消
費
す
る
人
が
増
え
る
こ

と
が
大
切
な
の
で
す
ね
。そ
の
点
、日
本
人
の
環
境
に
対
す
る
意

識
は
ど
の
程
度
養
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
野
生
動
物
の
数
は
世
界
全
体
で
見
る
と
69
％
減
少
し
て

い
ま
す
が
、実
は
日
本
を
含
め
た
先
進
国
で
は
、少
し
ず
つ
回
復
傾

向
に
あ
り
ま
す
。日
本
人
が
身
の
回
り
で
生
き
物
が
減
っ
て
い
る
気

が
し
な
い
の
も
当
然
の
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、そ
の
自

然
の
豊
か
さ
が
別
の
国
の
自
然
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
で
支
え
ら
れ

て
い
る
の
が
現
実
で
す
。自
分
の
豊
か
で
便
利
な
生
活
が
、ど
こ
の

国
の
自
然
と
人
と
つ
な
が
っ
て
、

ど
う
成
り
立
っ
て
い
る
の
か
と
い

う
こ
と
を
考
え
る
人
が
も
っ
と
増

え
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

川
島
　
お
話
を
伺
っ
て
、私
も
環

境
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
、で

き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。本
日
は
貴
重
な
お
話
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

川
島
　
１
年
間
予
備
校
に
通
わ
れ
ま
し
た
が
、そ
の
間
に
心
境
の

変
化
な
ど
は
あ
り
ま
し
た
か
。

東
梅
　
２
度
目
の
受
験
の
時
も
ま
だ
獣
医
に
な
り
た
い
と
い
う
思
い

は
あ
り
ま
し
た
が
、通
っ
て
い
た
予
備
校
で
、ア
メ
リ
カ
人
の
英
語
の

先
生
と
出
会
っ
た
ん
で
す
。拙
い
な
が
ら
も
そ
の
先
生
と
英
語
で
話

し
て
い
る
と
、と
て
も
楽
し
か
っ
た
。英
語
が
話
せ
れ
ば
世
界
中
の
い

ろ
い
ろ
な
人
と
話
せ
る
の
だ
と
。英
語
を
学
ぶ
よ
り
も
英
語
で
話
す

面
白
さ
に
気
付
き
、視
野
が
広
が
っ
た
こ
と
で「
動
物
に
関
わ
る
な
ら

獣
医
で
な
く
て
も
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
」「
動
物
を
通
し
て
世
界
の

人
と
つ
な
が
る
方
が
面
白
い
か
も
し
れ
な
い
」と
思
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。国
際
基
督
教
大
学（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）の
合
格
通
知
を
も
ら
っ
た

時
に
は
、こ
れ
が
本
当
に
や
り
た
い
こ
と
な
の
だ
と
迷
わ
ず
進
学
を

決
め
ま
し
た
。

川
島
　
Ｉ
Ｃ
Ｕ
進
学
の
決
め
手
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
生
物
学
が
学
べ
る
私
立
大
学
は
と
て
も
少
な
い
上
に
、英

語
を
存
分
に
学
べ
る
大
学
と
な
る
と
非
常
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

高
校
時
代
は
大
学
の
名
前
も
よ
く
は
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
進
め
ば
、何
か
面
白
い
こ
と
が
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な

と
思
い
ま
し
た
。英
語
を
学
ぶ
の
で
は
な
く
、英
語
で
学
ぶ
こ
と
が

中
心
で
し
た
し
、他
専
攻
の
講
義
を
受
講
す
る
こ
と
も
推
奨
さ
れ

て
い
ま
し
た
。後
か
ら
親
に
は
、子
ど
も
の
頃
か
ら
の
夢
の
獣
医
で

は
な
く
、違
う
道
で
い
い
の
か
と
心
配
し
た
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
。

川
島
　
理
学
科
生
物
学
専
攻
で
は
、具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
学
ば
れ
た
の
で
す
か
。

東
梅
　
学
生
時
代
に
他
大
学
の
方
に
会
う
と
、生
物
を
専
攻
し
て
い

ま
す
、生
物
研
究
室
に
所
属
し
て
い
ま
す
、と
いっ
た
自
己
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。私
は
生
物
が
好
き
で
生
物
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
し
た

が
、生
物
だ
け
を
専
門
に
し
て
い
る
と
意
識
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
ん

で
す
。生
物
を
テ
ー
マ
に
卒
業
論
文
を
書
き
ま
し
た
が
、自
分
の
興
味

の
あ
る
こ
と
を
学
ん
で
い
る
と
い
う
思
い
で
、専
門
家
に
な
る
と
いっ

た
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。Ｗ
Ｗ

Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
に
も
よ
く
若
い
方
か
ら
問

い
合
わ
せ
が
あ
る
の
で
す
が
、多
く
の

方
か
ら「
何
を
勉
強
す
れ
ば
Ｗ
Ｗ
Ｆ
に

入
れ
ま
す
か
」と
い
う
質
問
を
さ
れ
ま

す
。確
か
に
Ｗ
Ｗ
Ｆ
で
は
、実
際
に
野
生

動
物
の
生
息
地
域
を
訪
ね
て
保
護
に

取
り
組
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、環
境

に
影
響
を
与
え
て
い
る
企
業
と
交
渉
し
た
り
、国
際
会
議
で
条
約
交

渉
を
し
た
り
す
る
仕
事
も
か
な
り
の
ウ
エ
ー
ト
を
占
め
ま
す
。そ
の
た

め
、動
物
に
関
す
る
知
識
だ
け
で
は
な
く
、国
際
関
係
や
ビ
ジ
ネ
ス
に

つ
い
て
の
知
識
も
必
要
と
な
り
ま
す
。何
か
特
定
の
分
野
だ
け
を
専

門
的
に
学
ぶ
の
で
は
な
く
、そ
の
時
々
で
環
境
保
全
に
必
要
な
こ
と
を

学
び
続
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。学
生
時
代
に
専
門
分
野

だ
け
に
限
定
せ
ず
、興
味
の
あ
る
こ
と
を
学
ぼ
う
と
し
た
姿
勢
は
、現

在
の
仕
事
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
に
つ
な
がって
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、環
境
問
題
は
多
く
の
分
野
や
セ
ク
タ
ー
の
人
が
関
連
し
て
い

る
の
で
、結
果
的
に
は
自
分
が
知
ら
な
い
こ
と
も
新
た
に
学
ん
で
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。学
ぶ
前
に
多
く
の
人
と
会
い
、お
話
を
た
く
さ
ん
聞
か

せ
て
も
ら
う
、イ
ン
タ
ビュア
ー
を
し
な
が
ら
一
緒
に
考
え
て
学
ん
で
い

く
と
い
う
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

川
島
　
学
生
時
代
に
早
く
も
環
境
問
題
に
対
し
て
ア
ク
シ
ョ
ン
を

起
こ
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

東
梅
　
興
味
が
あ
って
履
修
し
て
い
た
教
育
学
の
授
業
を
担
当
し
て

い
た
の
が
、ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン・デ
ュ
ー
ク
先
生
で
し
た
。当
時
、Ｉ
Ｃ
Ｕ
の

近
く
の
野
川
公
園
に
ゴ
ミ
焼
却
場
を
移
転
す
る
計
画
が
持
ち
上
が
っ

た
の
で
す
。公
園
の
中
心
部
に
移
転
す

る
の
で
す
か
ら
、環
境
や
景
観
を
損
な

う
の
は
明
ら
か
で
す
。し
か
も
そ
こ
は
、

元
々
、Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、東
京

都
へ
売
却
後
に
公
園
と
し
て
使
わ
れ
て

い
た
場
所
で
し
た
。そ
う
し
た
経
緯
も

あ
り
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
関
係
者
と
し
て

Ｉ
Ｃ
Ｕ
も
声
を
上
げ
る
べ
き
な
の
で
は

な
い
か
と
デ
ュ
ー
ク
先
生
は
考
え
て
、移
転
反
対
の
署
名
活
動
を
始

め
た
の
で
す
。私
も
そ
れ
に
共
感
し
て
一
緒
に
活
動
に
取
り
組
み
ま
し

た
。そ
の
成
果
も
あ
っ
て
、最
終
的
に
移
転
案
は
白
紙
に
な
り
、ゴ
ミ

問
題
自
体
に
対
す
る
地
域
の
人
々
の
関
心
も
高
ま
り
ま
し
た
。

川
島
　
当
時
の
経
験
は
現
在
の
お
仕
事
に
も
役
立
って
い
ま
す
か
。

東
梅
　
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
に
入
局
し
て
最
初
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
、渡
り

鳥
と
そ
の
飛
来
地
で
あ
る
湿
地
を
守
る
こ
と
で
し
た
。湿
地
が
な
く

な
る
主
な
原
因
の
一
つ
が
、ゴ
ミ
の
埋
め
立
て
場
と
し
て
使
わ
れ
る
こ

と
な
の
で
す
。そ
れ
に
対
し
て
、世
界
中
で
い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
人
た

ち
が
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て
湿
地
の
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
る
。私

自
身
、学
生
時
代
に
そ
の
一
人
と
し
て
ゴ
ミ
処
理
の
問
題
に
取
り

組
ん
だ
経
験
は
、そ
う
し
た
状
況
を
理
解
す
る
の
に
役
立
ち
ま
し
た
。

川
島
　
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
学
生
時
代
の
学
び
や
、仕
事
に

生
か
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
学
び
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

東
梅
　
や
は
り
実
験
を
通
し
て
得
た
も
の
は
大
き
い
で
す
ね
。シ
ョ

ウ
ジ
ョ
ウ
バ
エ
を
使
っ
た
遺
伝
の
実
験
を
行
っ
た
の
で
す
が
、正
し
い

手
順
を
踏
ん
だ
つ
も
り
で
も
教
科
書
に
書
い
て
あ
る
通
り
の
結
果

が
出
な
い
こ
と
が
あ
る
。そ
こ
で
試
行
錯
誤
し
て
実
験
を
や
り
直
す

と
、理
論
通
り
の
結
果
が
得
ら
れ
る
。す
で
に
結
果
の
分
か
っ
て
い

る
実
験
で
す
が
、や
は
り
自
分
で
や
っ
て
み
る
と
難
し
い
し
、自
分
で

デ
ー
タ
収
集
か
ら
や
っ
て
み
な
い
と
デ
ー
タ
が
示
す
意
味
が
分
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
る
。そ
れ
を
経
験
で
き
た
の
は
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。

　
実
験
の
レ
ポ
ー
ト
も
た
く
さ
ん
書
き
ま
し
た
。イ
ン
ト
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン（
序
論
）、メ
ソ
ド
ロ
ジ
ー（
方
法
）、リ
ザ
ル
ツ（
結
果
）、デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン（
考
察
）と
い
う
形
式
で
論
文
を
書
く
の
で
す
が
、そ

れ
を
繰
り
返
し
た
お
か
げ
で
、仕
事
を
す
る
上
で
、何
を
明
ら
か
に

し
て
、結
果
か
ら
何
を
読
み
取
る
べ
き
な
の
か
を
ク
リ
ア
に
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。大
学
で
は
物
事
や
社
会
問

題
の
考
え
方
の
訓
練
を
受
け
た
よ
う
な
印
象
で
す
。

川
島
　
大
学
卒
業
後
、イ
ギ
リ
ス
の
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
大
学
院

に
留
学
さ
れ
ま
し
た
が
、そ
の
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

東
梅
　
そ
れ
も
大
学
時
代
の
一
つ
の
出
会
い
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

も
っ
と
動
物
と
社
会
を
結
び
付
け
た
学
び
を
し
て
み
た
い
と
考
え
て

い
た
の
で
、雑
誌
で
目
に
し
た
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
主
催
の
熱
帯
林
保
全

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
み
ま
し
た
。セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
、講
演
し
て

い
た
イ
ギ
リ
ス
の
Ｗ
Ｗ
Ｆ
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
に「
イ
ギ
リ
ス
で
環
境
保

全
に
つ
い
て
学
ぶ
な
ら
ど
の
大
学
が
い
い
で
す
か
」と
聞
い
て
み
た

ら
、エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
を
勧
め
ら
れ
た
の
で
す
。

川
島
　
留
学
先
で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
学
ば
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
自
分
が
知
り
た
い
と
思
って
い
た
こ
と
、興
味
が
な
か
っ
た
け

ど
役
立
ち
そ
う
な
こ
と
を
幅
広
く
学
べ
た
と
い
う
印
象
で
す
。例
え

ば
、私
は
数
学
が
苦
手
だ
っ
た
の
で
ち
ょっ
と
敬
遠
し
て
い
た
の
で
す

が
、農
業
経
済
学
の
授
業
を
苦
労
し
な
が
ら
も
学
ん
で
み
る
と
大
き

な
収
穫
が
あ
り
ま
し
た
。農
業
に
お
い
て
10
年
後
に
期
待
さ
れ
る
利

益
な
ど
を
数
式
を
使
っ
て
導
き
出
す
の
で
す
が
、そ
う
し
た
考
え
方

が
い
ろ
い
ろ
な
プ
ロ
ジェク
ト
に
応
用
で
き
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、苦
手
な
こ
と
で
も
必
要
な
こ
と
は
取
り
あ
え
ず
学
ん
で

み
る
、人
に
聞
い
て
み
る
、と
い
う
姿
勢
が
身
に
付
き
ま
し
た
。

川
島
　
そ
の
後
、日
本
に
戻
り
、１
９
９
２
年
に
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン

に
入
局
さ
れ
ま
し
た
が
、そ
の
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

東
梅
　
大
学
院
で
学
ん
で
み
て
、自
分
が
研
究
者
に
な
り
た
い
わ

け
で
は
な
い
こ
と
が
は
っ
き
り
し
ま
し
た
。研
究
を
続
け
る
よ
り
も
、

生
の
社
会
問
題
に
生
の
現
場
で
関
わ
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
。そ
れ
で
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
へ
の
入
局
を
決
め
ま
し
た
。

川
島
　
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
で
は
、日
中
韓
の
国
際
湿
地
保
全
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
な
ど
、幅
広
く
活
動
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、こ
れ
ま
で
の
お
仕
事
を
通
し
て
心
掛
け
て
き
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。

東
梅
　
自
然
環
境
を
守
る
た
め
に
は
、企
業
の
経
済
活
動
も
考

慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。木
材
や
天
然
ゴ
ム
な
ど
を
採

取
す
る
こ
と
が
自
然
環
境
の
破
壊
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
が
、企
業

側
は
利
益
を
出
し
た
い
一
方
で
社
会
が
必
要
と
す
る
物
資
を
供

給
す
る
責
任
も
負
っ
て
い
ま
す
。環
境
を
守
ろ
う
と
す
れ
ば
、そ
う

し
た
立
場
の
異
な
る
人
た
ち
と
も
話
し
合
い
な
が
ら
解
決
策
を

探
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
う
す
れ
ば
、必
ず
何
か
つ
な
が
り

合
え
る
こ
と
が
出
て
き
ま
す
。そ
の
た
め
に
も
、立
場
が
違
う
人
に

積
極
的
に
会
い
に
行
っ
て
話
を
聞
く
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

川
島
　
Ｗ
Ｗ
Ｆ
で
は
、世
界
の
生
物
多
様
性
の
劣
化
を「
反
転
」さ

せ
る「
２
０
３
０
年 

生
物
多
様
性
回
復
目
標
」、気
候
変
動
の
脅
威

を
食
い
止
め
る「
２
０
５
０
年 

脱
炭
素
社
会
実
現
目
標
」と
い
う
２

つ
の
大
き
な
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。困
難
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
何
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
過
去
半
世
紀
の
間
に
、世
界
の
野
生
動
物
の
数
は
ど
の
程

度
減
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。

川
島
　
45
％
ほ
ど
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
実
は
１
９
７
０
年
か
ら
２
０
１
８
年
ま
で
の
間
に
69
％
も

減
少
し
て
い
る
の
で
す
。そ
の
大
き
な
要
因
は
、森
林
な
ど
野
生
の

生
き
物
が
住
め
る
場
所
が
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。実

は
、森
林
を
減
ら
し
て
い
る
世
界
最
大
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
の
が

牛
肉
で
す
。牛
を
育
て
る
の
に
は
広
大
な
放
牧
地
が
必
要
な
の
で

す
が
、そ
の
た
め
に
多
く
の
森
を
切
り
開
い
て
い
る
の
で
す
。そ
こ

で
は
、牛
が
食
べ
る
牧
草
は
育
っ
て
い
ま
す
が
、他
の
動
物
が
必
要

と
す
る
葉
や
木
の
実
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。本
来
、い
ろ
い
ろ
な

動
物
が
う
ま
く
つ
な
が
っ
て
生
態
系
を
つ
く
っ
て
い
た
自
然
環
境

が
、牛
肉
を
生
産
す
る
た
め
だ
け
の
畑
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。日

本
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
最
大
の
牛
肉
輸
出
先
で
す
が
、オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
森
林
を
減
ら
し
て
い
る
原
因
の
一
つ
が
そ
の
牛
肉
な
の
で
す
。

川
島
　
そ
ん
な
に
野
生
動
物
が
減
少
し
て
い
る
と
は
、衝
撃
的
で
す
。

東
梅
　
ま
た
、森
林
を
減
ら
し
て
い
る
三
大
要
因
の
も
う
一
つ
に

大
豆
が
あ
り
ま
す
。ブ
ラ
ジ
ル
や
ボ
リ
ビ
ア
な
ど
南
米
の
地
域
で
、

元
々
、草
原
や
灌
木
地
だ
っ
た
場
所
が
、大
豆
だ
け
が
育
つ
畑
に
人

の
手
で
変
え
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。大
豆
は
人
間
の
食
料
と
し

て
も
消
費
さ
れ
ま
す
が
、実
は
世
界
で
作
っ
て
い
る
大
豆
の
75
％

が
家
畜
の
飼
料
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。で
す
か
ら
、個
々
人
が

大
豆
食
品
を
食
べ
る
の
を
や
め
て
も
環
境
が
守
ら
れ
る
わ
け
で
は

な
い
。問
題
の
本
質
は
別
の
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
す
。

川
島
　
そ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
ア
プ

ロ
ー
チ
を
と
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
企
業
を
相
手
に
動
物
が
減
って
い
る
話
だ
け
を
延
々
と
し
て

も
、「
あ
な
た
は
動
物
が
好
き
な
ん
で
す
ね
」と
い
う
話
で
終
わ
っ
て

し
ま
い
ま
す
。か
と
いって「
あ
な
た
た
ち
は
悪
い
こ
と
を
し
て
い
る
」

と
言
っ
て
も
何
も
始
ま
ら
な
い
。で
す
か
ら
、例
え
ば
食
品
関
係
の

企
業
に
対
し
て
、「
環
境
に
負
荷
を
与
え
て
い
る
牛
肉
な
ど
、森
林

減
少
に
関
わ
る
原
材
料
を
ど
れ
く
ら
い
輸
入
し
て
い
る
か
ご
存
知
で

す
か
？
」と
い
う
ふ
う
に
、相
手
の
課
題
認
識
を
探
る
こ
と
か
ら
対

話
を
始
め
ま
す
。環
境
問
題
に
関
連
し
て
い
る
企
業
は
無
数
に
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
通
じ
て
つ
な
が
っ
て
お
り
、経
営
に
関
わ
っ
て
い
る

役
員
や
出
資
し
て
い
る
投
資
家
も
数
多
く
い
ま
す
。わ
れ
わ
れ
Ｗ
Ｗ

Ｆ
は
そ
う
し
た
人
た
ち
全
て
に
会
い
に
行
く
の
で
す
。今
も
ス
タ
ッ
フ

全
員
で
そ
の
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。今
の
ま
ま
企
業
や
社
会
の
仕

組
み
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、ど
の
国
や
地
域
の
環
境
と
社
会
に
ど
の

よ
う
な
影
響
が
出
て
く
る
の
か
、企
業
の
収
益
が
ど
う
左
右
さ
れ
る

の
か
、そ
う
し
た
情
報
を
共
有
し
、企
業
と
一
緒
に
考
え
始
め
る
。

そ
し
て
、い
つ
、何
を
、ど
の
程
度
や
る
の
か
具
体
的
に
組
み
立
て
て

い
く
。現
在
、そ
う
し
た
取
り
組
み
に
最
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

川
島
　
専
門
性
を
磨
く
こ
と
だ
け
で
な
く
、広
い
視
点
を
持
っ
て

対
話
を
す
る
力
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。他

に
も
環
境
保
全
に
携
わ
り
た
い
と
考
え
て
い
る
若
者
が
身
に
付
け

る
べ
き
こ
と
、学
ぶ
べ
き
こ
と
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

東
梅
　
私
が
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
環
境
保
全
の
授
業
を
持
つ
よ
う
に
な
って
10

年
以
上
が
経
ち
ま
す
が
、当
初
は
環
境
問
題
の
解
決
策
を
学
生
に
教

え
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、教
え
る
こ
と
は
で
き
る
も
の

の
、学
生
が
学
ん
で
い
る
か
ど
う
か
は
別
の
話
だ
と
気
付
き
ま
し
た
。

知
識
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、学
生
が
本
当
に
学
び
た
い
、解
決
し
た

い
と
思
う
こ
と
を
自
分
の
力
で
探
し
当
て
ら
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
の
で
す
。そ
こ
で
、授
業
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｕ
キ
ャ
ン
パ

ス
内
の
環
境
問
題
に
つ
い
て
学
生
が
グ
ル
ー
プ
で
調
査
す
る
と
い
う

課
題
を
出
す
よ
う
に
し
ま
し
た
。学
生
た
ち
は
そ
の
問
題
の
キ
ャ
ン
パ

ス
の
関
係
者
と
、そ
の
人
と
は
違
う
考
え
を
持
っ
て
い
る
や
は
り

キ
ャ
ン
パ
ス
の
人
に
直
接
会
って
話
を
聞
く
こ
と
が
必
須
で
す
。す
る

と
学
生
は
、立
場
の
異
な
る
２
者
に
対
話
を
促
し
た
り
、対
話
の
場
を

持
って
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
い
う
提
案
書
を
作
成
し
て
き
ま
す
。

誰
か
に
解
決
策
を
教
え
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、当
事
者
の
と
こ
ろ
に
足

を
運
ん
で
話
を
聞
き
、自
分
た
ち
で
解
決
策
を
考
え
る
。そ
の
方
が

自
分
が
学
び
た
い
こ
と
に
近
づ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。環

境
保
全
に
取
り
組
む
組
織
や
企
業
で
も
、そ
う
し
た
異
な
る
立
場
の

相
手
を
理
解
し
、対
話
が
で
き
る
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

川
島
　
お
話
を
聞
い
て
い
る
と
、一
個
人
と
し
て
環
境
保
全
に
貢

献
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。私
た
ち
に
も

何
か
で
き
る
こ
と
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
ま
ず
で
き
る
こ
と
は
、環
境
に
対
し
て
負
荷
を
か
け
な
い
も

の
を
選
ぶ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。家
具
な
ど
の
木
材
製
品
や
ノ
ー
ト

な
ど
の
紙
製
品
を
見
る
と
、Ｆ
Ｓ
Ｃ
マ
ー
ク
と
い
う
も
の
が
付
け
ら

れ
た
製
品
が
あ
り
ま
す
。こ
の
マ
ー
ク
は
自
然
環
境
に
負
荷
を
か
け

ず
し
っ
か
り
管
理
さ
れ
た
森
林
で
採
ら
れ
た
原
料
を
使
っ
て
い
る
こ

と
を
認
証
す
る
も
の
で
す
。そ
う
し
た
製
品
が
あ
る
こ
と
を
知
る

川
島
　
自
然
と
関
わ
る
仕
事
に
就
い
た
背
景
に
は
、や
は
り
幼
少

期
の
ご
経
験
の
影
響
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
物
心
つ
く
前
か
ら
自
然
と
親
し
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、子
ど
も
の
頃
に
読
ん
だ
本
の
影
響
も
大
き
い
で
す
ね
。中

で
も『
シ
ー
ト
ン
動
物
記
』や『
フ
ァ
ー
ブ
ル
昆
虫
記
』、動
物
文
学
の

第
一
人
者
で
あ
る
戸
川
幸
夫
さ
ん
の
全
集
な
ど
、動
物
に
ま
つ
わ
る

本
が
大
好
き
で
し
た
。

川
島
　
そ
の
後
、獣
医
師
を
志
す
よ
う
に
な
っ
た
と
伺
っ
て
い
ま
す

が
、何
か
き
っ
か
け
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　「
動
物
に
興
味
が
あ
る
な
ら
獣
医
と
い
う
仕
事
が
あ
る
」と

親
か
ら
聞
か
さ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。小
学
生
の
頃
に
は
す
で
に
、

将
来
の
夢
と
し
て「
獣
医
に
な
り
た
い
」と
学
級
文
集
に
書
い
て
い

ま
し
た
。そ
の
後
、日
本
の
女
性
獣
医
師
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
も
あ
る
増

井
光
子
さ
ん
の
本
を
読
ん
で
憧
れ
を
抱
き
ま
し
た
。

川
島
　
し
か
し
、夢
を
か
な
え
る
の
は
簡
単
で
は
な
か
っ
た
と
。

東
梅
　
獣
医
学
科
の
あ
る
大
学
を
い
ろ
い
ろ
受
け
ま
し
た
が
、志
望

校
は
不
合
格
で
し
た
。た
だ
、今
振
り
返
る
と
、ど
う
し
て
も
獣
医
に

な
り
た
い
と
い
う
よ
り
も
、動
物
や
自
然
が
好
き
だ
っ
た
ん
だ
と
思
い

ま
す
。獣
医
に
な
り
た
い
ん
だ
と
、ず
っ
と
思
い
込
ん
で
い
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

川
島
　
本
日
は
人
類
が
自
然
と
調
和
し
て
生
き
ら
れ
る
未
来
を
目

指
し
、約
１
０
０
カ
国
で
活
動
を
行
って
い
る
、世
界
的
な
環
境
保
全

団
体
Ｗ
Ｗ
Ｆ
の
日
本
事
務
局「
公
益
財
団
法
人
世
界
自
然
保
護
基

金
ジ
ャ
パ
ン（
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
）」に
伺
い
ま
し
た
。お
話
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
く
の
は
、Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
事
務
局
長
を
務
め
る
東
梅
貞
義

さ
ん
で
す
。岩
手
県
花
巻
市
の
生
ま
れ
だ
そ
う
で
す
が
、ど
の
よ
う

な
少
年
時
代
を
過
ご
さ
れ
た
の
か
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

東
梅
　
実
家
や
通
学
し
た
学
校
の
周
囲
は
山
、川
、田
ん
ぼ
ば
か

り
で
、自
分
の
周
り
に
あ
る
楽
し
い
こ
と
は
自
然
の
中
に
あ
る
、と

い
う
環
境
で
し
た
。

川
島
　
自
然
豊
か
な
場
所
で
成
長
な
さ
っ
た
の
で
す
ね
。

東
梅
　
父
が
き
こ
り
を
趣
味
に
し
て
い
て
、毎
週
日
曜
日
は
家
族

で
山
に
行
く
の
が
習
慣
だ
っ
た
ん
で
す
。私
も
１
歳
に
な
る
か
な
ら

な
い
か
の
頃
か
ら
山
に
連
れ
て
行
か
れ
て
い
ま
し
た
。山
で
は
杉
や

松
の
苗
木
を
植
え
た
り
、木
を
切
っ
て
家
の
風
呂
を
沸
か
す
た
め

の
薪
に
し
た
り
。小
学
１
年
生
に
な
っ
た
頃
に
は
当
た
り
前
の
よ
う

に
そ
う
し
た
作
業
を
し
な
が
ら
、自
然
の
中
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
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人
、選
ぶ
人
が
増
え
れ
ば
世
の
中
は
変
わ
って
い
く
と
思
い
ま
す
。

川
島
　
ち
ゃ
ん
と
環
境
を
意
識
し
て
消
費
す
る
人
が
増
え
る
こ

と
が
大
切
な
の
で
す
ね
。そ
の
点
、日
本
人
の
環
境
に
対
す
る
意

識
は
ど
の
程
度
養
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
野
生
動
物
の
数
は
世
界
全
体
で
見
る
と
69
％
減
少
し
て

い
ま
す
が
、実
は
日
本
を
含
め
た
先
進
国
で
は
、少
し
ず
つ
回
復
傾

向
に
あ
り
ま
す
。日
本
人
が
身
の
回
り
で
生
き
物
が
減
っ
て
い
る
気

が
し
な
い
の
も
当
然
の
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、そ
の
自

然
の
豊
か
さ
が
別
の
国
の
自
然
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
で
支
え
ら
れ

て
い
る
の
が
現
実
で
す
。自
分
の
豊
か
で
便
利
な
生
活
が
、ど
こ
の

国
の
自
然
と
人
と
つ
な
が
っ
て
、

ど
う
成
り
立
っ
て
い
る
の
か
と
い

う
こ
と
を
考
え
る
人
が
も
っ
と
増

え
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

川
島
　
お
話
を
伺
っ
て
、私
も
環

境
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
、で

き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。本
日
は
貴
重
な
お
話
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

川
島
　
１
年
間
予
備
校
に
通
わ
れ
ま
し
た
が
、そ
の
間
に
心
境
の

変
化
な
ど
は
あ
り
ま
し
た
か
。

東
梅
　
２
度
目
の
受
験
の
時
も
ま
だ
獣
医
に
な
り
た
い
と
い
う
思
い

は
あ
り
ま
し
た
が
、通
っ
て
い
た
予
備
校
で
、ア
メ
リ
カ
人
の
英
語
の

先
生
と
出
会
っ
た
ん
で
す
。拙
い
な
が
ら
も
そ
の
先
生
と
英
語
で
話

し
て
い
る
と
、と
て
も
楽
し
か
っ
た
。英
語
が
話
せ
れ
ば
世
界
中
の
い

ろ
い
ろ
な
人
と
話
せ
る
の
だ
と
。英
語
を
学
ぶ
よ
り
も
英
語
で
話
す

面
白
さ
に
気
付
き
、視
野
が
広
が
っ
た
こ
と
で「
動
物
に
関
わ
る
な
ら

獣
医
で
な
く
て
も
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
」「
動
物
を
通
し
て
世
界
の

人
と
つ
な
が
る
方
が
面
白
い
か
も
し
れ
な
い
」と
思
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。国
際
基
督
教
大
学（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）の
合
格
通
知
を
も
ら
っ
た

時
に
は
、こ
れ
が
本
当
に
や
り
た
い
こ
と
な
の
だ
と
迷
わ
ず
進
学
を

決
め
ま
し
た
。

川
島
　
Ｉ
Ｃ
Ｕ
進
学
の
決
め
手
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
生
物
学
が
学
べ
る
私
立
大
学
は
と
て
も
少
な
い
上
に
、英

語
を
存
分
に
学
べ
る
大
学
と
な
る
と
非
常
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

高
校
時
代
は
大
学
の
名
前
も
よ
く
は
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
進
め
ば
、何
か
面
白
い
こ
と
が
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な

と
思
い
ま
し
た
。英
語
を
学
ぶ
の
で
は
な
く
、英
語
で
学
ぶ
こ
と
が

中
心
で
し
た
し
、他
専
攻
の
講
義
を
受
講
す
る
こ
と
も
推
奨
さ
れ

て
い
ま
し
た
。後
か
ら
親
に
は
、子
ど
も
の
頃
か
ら
の
夢
の
獣
医
で

は
な
く
、違
う
道
で
い
い
の
か
と
心
配
し
た
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
。

川
島
　
理
学
科
生
物
学
専
攻
で
は
、具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
学
ば
れ
た
の
で
す
か
。

東
梅
　
学
生
時
代
に
他
大
学
の
方
に
会
う
と
、生
物
を
専
攻
し
て
い

ま
す
、生
物
研
究
室
に
所
属
し
て
い
ま
す
、と
いっ
た
自
己
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。私
は
生
物
が
好
き
で
生
物
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
し
た

が
、生
物
だ
け
を
専
門
に
し
て
い
る
と
意
識
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
ん

で
す
。生
物
を
テ
ー
マ
に
卒
業
論
文
を
書
き
ま
し
た
が
、自
分
の
興
味

の
あ
る
こ
と
を
学
ん
で
い
る
と
い
う
思
い
で
、専
門
家
に
な
る
と
いっ

た
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。Ｗ
Ｗ

Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
に
も
よ
く
若
い
方
か
ら
問

い
合
わ
せ
が
あ
る
の
で
す
が
、多
く
の

方
か
ら「
何
を
勉
強
す
れ
ば
Ｗ
Ｗ
Ｆ
に

入
れ
ま
す
か
」と
い
う
質
問
を
さ
れ
ま

す
。確
か
に
Ｗ
Ｗ
Ｆ
で
は
、実
際
に
野
生

動
物
の
生
息
地
域
を
訪
ね
て
保
護
に

取
り
組
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、環
境

に
影
響
を
与
え
て
い
る
企
業
と
交
渉
し
た
り
、国
際
会
議
で
条
約
交

渉
を
し
た
り
す
る
仕
事
も
か
な
り
の
ウ
エ
ー
ト
を
占
め
ま
す
。そ
の
た

め
、動
物
に
関
す
る
知
識
だ
け
で
は
な
く
、国
際
関
係
や
ビ
ジ
ネ
ス
に

つ
い
て
の
知
識
も
必
要
と
な
り
ま
す
。何
か
特
定
の
分
野
だ
け
を
専

門
的
に
学
ぶ
の
で
は
な
く
、そ
の
時
々
で
環
境
保
全
に
必
要
な
こ
と
を

学
び
続
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。学
生
時
代
に
専
門
分
野

だ
け
に
限
定
せ
ず
、興
味
の
あ
る
こ
と
を
学
ぼ
う
と
し
た
姿
勢
は
、現

在
の
仕
事
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
に
つ
な
がって
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、環
境
問
題
は
多
く
の
分
野
や
セ
ク
タ
ー
の
人
が
関
連
し
て
い

る
の
で
、結
果
的
に
は
自
分
が
知
ら
な
い
こ
と
も
新
た
に
学
ん
で
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。学
ぶ
前
に
多
く
の
人
と
会
い
、お
話
を
た
く
さ
ん
聞
か

せ
て
も
ら
う
、イ
ン
タ
ビュア
ー
を
し
な
が
ら
一
緒
に
考
え
て
学
ん
で
い

く
と
い
う
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

川
島
　
学
生
時
代
に
早
く
も
環
境
問
題
に
対
し
て
ア
ク
シ
ョ
ン
を

起
こ
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

東
梅
　
興
味
が
あ
って
履
修
し
て
い
た
教
育
学
の
授
業
を
担
当
し
て

い
た
の
が
、ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン・デ
ュ
ー
ク
先
生
で
し
た
。当
時
、Ｉ
Ｃ
Ｕ
の

近
く
の
野
川
公
園
に
ゴ
ミ
焼
却
場
を
移
転
す
る
計
画
が
持
ち
上
が
っ

た
の
で
す
。公
園
の
中
心
部
に
移
転
す

る
の
で
す
か
ら
、環
境
や
景
観
を
損
な

う
の
は
明
ら
か
で
す
。し
か
も
そ
こ
は
、

元
々
、Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、東
京

都
へ
売
却
後
に
公
園
と
し
て
使
わ
れ
て

い
た
場
所
で
し
た
。そ
う
し
た
経
緯
も

あ
り
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
関
係
者
と
し
て

Ｉ
Ｃ
Ｕ
も
声
を
上
げ
る
べ
き
な
の
で
は

な
い
か
と
デ
ュ
ー
ク
先
生
は
考
え
て
、移
転
反
対
の
署
名
活
動
を
始

め
た
の
で
す
。私
も
そ
れ
に
共
感
し
て
一
緒
に
活
動
に
取
り
組
み
ま
し

た
。そ
の
成
果
も
あ
っ
て
、最
終
的
に
移
転
案
は
白
紙
に
な
り
、ゴ
ミ

問
題
自
体
に
対
す
る
地
域
の
人
々
の
関
心
も
高
ま
り
ま
し
た
。

川
島
　
当
時
の
経
験
は
現
在
の
お
仕
事
に
も
役
立
って
い
ま
す
か
。

東
梅
　
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
に
入
局
し
て
最
初
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
、渡
り

鳥
と
そ
の
飛
来
地
で
あ
る
湿
地
を
守
る
こ
と
で
し
た
。湿
地
が
な
く

な
る
主
な
原
因
の
一
つ
が
、ゴ
ミ
の
埋
め
立
て
場
と
し
て
使
わ
れ
る
こ

と
な
の
で
す
。そ
れ
に
対
し
て
、世
界
中
で
い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
人
た

ち
が
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て
湿
地
の
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
る
。私

自
身
、学
生
時
代
に
そ
の
一
人
と
し
て
ゴ
ミ
処
理
の
問
題
に
取
り

組
ん
だ
経
験
は
、そ
う
し
た
状
況
を
理
解
す
る
の
に
役
立
ち
ま
し
た
。

川
島
　
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
学
生
時
代
の
学
び
や
、仕
事
に

生
か
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
学
び
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

東
梅
　
や
は
り
実
験
を
通
し
て
得
た
も
の
は
大
き
い
で
す
ね
。シ
ョ

ウ
ジ
ョ
ウ
バ
エ
を
使
っ
た
遺
伝
の
実
験
を
行
っ
た
の
で
す
が
、正
し
い

手
順
を
踏
ん
だ
つ
も
り
で
も
教
科
書
に
書
い
て
あ
る
通
り
の
結
果

が
出
な
い
こ
と
が
あ
る
。そ
こ
で
試
行
錯
誤
し
て
実
験
を
や
り
直
す

と
、理
論
通
り
の
結
果
が
得
ら
れ
る
。す
で
に
結
果
の
分
か
っ
て
い

る
実
験
で
す
が
、や
は
り
自
分
で
や
っ
て
み
る
と
難
し
い
し
、自
分
で

デ
ー
タ
収
集
か
ら
や
っ
て
み
な
い
と
デ
ー
タ
が
示
す
意
味
が
分
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
る
。そ
れ
を
経
験
で
き
た
の
は
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。

　
実
験
の
レ
ポ
ー
ト
も
た
く
さ
ん
書
き
ま
し
た
。イ
ン
ト
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン（
序
論
）、メ
ソ
ド
ロ
ジ
ー（
方
法
）、リ
ザ
ル
ツ（
結
果
）、デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン（
考
察
）と
い
う
形
式
で
論
文
を
書
く
の
で
す
が
、そ

れ
を
繰
り
返
し
た
お
か
げ
で
、仕
事
を
す
る
上
で
、何
を
明
ら
か
に

し
て
、結
果
か
ら
何
を
読
み
取
る
べ
き
な
の
か
を
ク
リ
ア
に
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。大
学
で
は
物
事
や
社
会
問

題
の
考
え
方
の
訓
練
を
受
け
た
よ
う
な
印
象
で
す
。

川
島
　
大
学
卒
業
後
、イ
ギ
リ
ス
の
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
大
学
院

に
留
学
さ
れ
ま
し
た
が
、そ
の
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

東
梅
　
そ
れ
も
大
学
時
代
の
一
つ
の
出
会
い
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

も
っ
と
動
物
と
社
会
を
結
び
付
け
た
学
び
を
し
て
み
た
い
と
考
え
て

い
た
の
で
、雑
誌
で
目
に
し
た
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
主
催
の
熱
帯
林
保
全

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
み
ま
し
た
。セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
、講
演
し
て

い
た
イ
ギ
リ
ス
の
Ｗ
Ｗ
Ｆ
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
に「
イ
ギ
リ
ス
で
環
境
保

全
に
つ
い
て
学
ぶ
な
ら
ど
の
大
学
が
い
い
で
す
か
」と
聞
い
て
み
た

ら
、エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
を
勧
め
ら
れ
た
の
で
す
。

川
島
　
留
学
先
で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
学
ば
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
自
分
が
知
り
た
い
と
思
って
い
た
こ
と
、興
味
が
な
か
っ
た
け

ど
役
立
ち
そ
う
な
こ
と
を
幅
広
く
学
べ
た
と
い
う
印
象
で
す
。例
え

ば
、私
は
数
学
が
苦
手
だ
っ
た
の
で
ち
ょっ
と
敬
遠
し
て
い
た
の
で
す

が
、農
業
経
済
学
の
授
業
を
苦
労
し
な
が
ら
も
学
ん
で
み
る
と
大
き

な
収
穫
が
あ
り
ま
し
た
。農
業
に
お
い
て
10
年
後
に
期
待
さ
れ
る
利

益
な
ど
を
数
式
を
使
っ
て
導
き
出
す
の
で
す
が
、そ
う
し
た
考
え
方

が
い
ろ
い
ろ
な
プ
ロ
ジェク
ト
に
応
用
で
き
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、苦
手
な
こ
と
で
も
必
要
な
こ
と
は
取
り
あ
え
ず
学
ん
で

み
る
、人
に
聞
い
て
み
る
、と
い
う
姿
勢
が
身
に
付
き
ま
し
た
。

川
島
　
そ
の
後
、日
本
に
戻
り
、１
９
９
２
年
に
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン

に
入
局
さ
れ
ま
し
た
が
、そ
の
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

東
梅
　
大
学
院
で
学
ん
で
み
て
、自
分
が
研
究
者
に
な
り
た
い
わ

け
で
は
な
い
こ
と
が
は
っ
き
り
し
ま
し
た
。研
究
を
続
け
る
よ
り
も
、

生
の
社
会
問
題
に
生
の
現
場
で
関
わ
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
。そ
れ
で
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
へ
の
入
局
を
決
め
ま
し
た
。

川
島
　
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
で
は
、日
中
韓
の
国
際
湿
地
保
全
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
な
ど
、幅
広
く
活
動
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、こ
れ
ま
で
の
お
仕
事
を
通
し
て
心
掛
け
て
き
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。

東
梅
　
自
然
環
境
を
守
る
た
め
に
は
、企
業
の
経
済
活
動
も
考

慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。木
材
や
天
然
ゴ
ム
な
ど
を
採

取
す
る
こ
と
が
自
然
環
境
の
破
壊
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
が
、企
業

側
は
利
益
を
出
し
た
い
一
方
で
社
会
が
必
要
と
す
る
物
資
を
供

給
す
る
責
任
も
負
っ
て
い
ま
す
。環
境
を
守
ろ
う
と
す
れ
ば
、そ
う

し
た
立
場
の
異
な
る
人
た
ち
と
も
話
し
合
い
な
が
ら
解
決
策
を

探
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
う
す
れ
ば
、必
ず
何
か
つ
な
が
り

合
え
る
こ
と
が
出
て
き
ま
す
。そ
の
た
め
に
も
、立
場
が
違
う
人
に

積
極
的
に
会
い
に
行
っ
て
話
を
聞
く
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

川
島
　
Ｗ
Ｗ
Ｆ
で
は
、世
界
の
生
物
多
様
性
の
劣
化
を「
反
転
」さ

せ
る「
２
０
３
０
年 

生
物
多
様
性
回
復
目
標
」、気
候
変
動
の
脅
威

を
食
い
止
め
る「
２
０
５
０
年 

脱
炭
素
社
会
実
現
目
標
」と
い
う
２

つ
の
大
き
な
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。困
難
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
何
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
過
去
半
世
紀
の
間
に
、世
界
の
野
生
動
物
の
数
は
ど
の
程

度
減
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。

川
島
　
45
％
ほ
ど
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
実
は
１
９
７
０
年
か
ら
２
０
１
８
年
ま
で
の
間
に
69
％
も

減
少
し
て
い
る
の
で
す
。そ
の
大
き
な
要
因
は
、森
林
な
ど
野
生
の

生
き
物
が
住
め
る
場
所
が
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。実

は
、森
林
を
減
ら
し
て
い
る
世
界
最
大
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
の
が

牛
肉
で
す
。牛
を
育
て
る
の
に
は
広
大
な
放
牧
地
が
必
要
な
の
で

す
が
、そ
の
た
め
に
多
く
の
森
を
切
り
開
い
て
い
る
の
で
す
。そ
こ

で
は
、牛
が
食
べ
る
牧
草
は
育
っ
て
い
ま
す
が
、他
の
動
物
が
必
要

と
す
る
葉
や
木
の
実
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。本
来
、い
ろ
い
ろ
な

動
物
が
う
ま
く
つ
な
が
っ
て
生
態
系
を
つ
く
っ
て
い
た
自
然
環
境

が
、牛
肉
を
生
産
す
る
た
め
だ
け
の
畑
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。日

本
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
最
大
の
牛
肉
輸
出
先
で
す
が
、オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
森
林
を
減
ら
し
て
い
る
原
因
の
一
つ
が
そ
の
牛
肉
な
の
で
す
。

川
島
　
そ
ん
な
に
野
生
動
物
が
減
少
し
て
い
る
と
は
、衝
撃
的
で
す
。

東
梅
　
ま
た
、森
林
を
減
ら
し
て
い
る
三
大
要
因
の
も
う
一
つ
に

大
豆
が
あ
り
ま
す
。ブ
ラ
ジ
ル
や
ボ
リ
ビ
ア
な
ど
南
米
の
地
域
で
、

元
々
、草
原
や
灌
木
地
だ
っ
た
場
所
が
、大
豆
だ
け
が
育
つ
畑
に
人

の
手
で
変
え
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。大
豆
は
人
間
の
食
料
と
し

て
も
消
費
さ
れ
ま
す
が
、実
は
世
界
で
作
っ
て
い
る
大
豆
の
75
％

が
家
畜
の
飼
料
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。で
す
か
ら
、個
々
人
が

大
豆
食
品
を
食
べ
る
の
を
や
め
て
も
環
境
が
守
ら
れ
る
わ
け
で
は

な
い
。問
題
の
本
質
は
別
の
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
す
。

川
島
　
そ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
ア
プ

ロ
ー
チ
を
と
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
企
業
を
相
手
に
動
物
が
減
って
い
る
話
だ
け
を
延
々
と
し
て

も
、「
あ
な
た
は
動
物
が
好
き
な
ん
で
す
ね
」と
い
う
話
で
終
わ
っ
て

し
ま
い
ま
す
。か
と
いって「
あ
な
た
た
ち
は
悪
い
こ
と
を
し
て
い
る
」

と
言
っ
て
も
何
も
始
ま
ら
な
い
。で
す
か
ら
、例
え
ば
食
品
関
係
の

企
業
に
対
し
て
、「
環
境
に
負
荷
を
与
え
て
い
る
牛
肉
な
ど
、森
林

減
少
に
関
わ
る
原
材
料
を
ど
れ
く
ら
い
輸
入
し
て
い
る
か
ご
存
知
で

す
か
？
」と
い
う
ふ
う
に
、相
手
の
課
題
認
識
を
探
る
こ
と
か
ら
対

話
を
始
め
ま
す
。環
境
問
題
に
関
連
し
て
い
る
企
業
は
無
数
に
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
通
じ
て
つ
な
が
っ
て
お
り
、経
営
に
関
わ
っ
て
い
る

役
員
や
出
資
し
て
い
る
投
資
家
も
数
多
く
い
ま
す
。わ
れ
わ
れ
Ｗ
Ｗ

Ｆ
は
そ
う
し
た
人
た
ち
全
て
に
会
い
に
行
く
の
で
す
。今
も
ス
タ
ッ
フ

全
員
で
そ
の
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。今
の
ま
ま
企
業
や
社
会
の
仕

組
み
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、ど
の
国
や
地
域
の
環
境
と
社
会
に
ど
の

よ
う
な
影
響
が
出
て
く
る
の
か
、企
業
の
収
益
が
ど
う
左
右
さ
れ
る

の
か
、そ
う
し
た
情
報
を
共
有
し
、企
業
と
一
緒
に
考
え
始
め
る
。

そ
し
て
、い
つ
、何
を
、ど
の
程
度
や
る
の
か
具
体
的
に
組
み
立
て
て

い
く
。現
在
、そ
う
し
た
取
り
組
み
に
最
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

川
島
　
専
門
性
を
磨
く
こ
と
だ
け
で
な
く
、広
い
視
点
を
持
っ
て

対
話
を
す
る
力
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。他

に
も
環
境
保
全
に
携
わ
り
た
い
と
考
え
て
い
る
若
者
が
身
に
付
け

る
べ
き
こ
と
、学
ぶ
べ
き
こ
と
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

東
梅
　
私
が
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
環
境
保
全
の
授
業
を
持
つ
よ
う
に
な
って
10

年
以
上
が
経
ち
ま
す
が
、当
初
は
環
境
問
題
の
解
決
策
を
学
生
に
教

え
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、教
え
る
こ
と
は
で
き
る
も
の

の
、学
生
が
学
ん
で
い
る
か
ど
う
か
は
別
の
話
だ
と
気
付
き
ま
し
た
。

知
識
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、学
生
が
本
当
に
学
び
た
い
、解
決
し
た

い
と
思
う
こ
と
を
自
分
の
力
で
探
し
当
て
ら
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
の
で
す
。そ
こ
で
、授
業
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｕ
キ
ャ
ン
パ

ス
内
の
環
境
問
題
に
つ
い
て
学
生
が
グ
ル
ー
プ
で
調
査
す
る
と
い
う

課
題
を
出
す
よ
う
に
し
ま
し
た
。学
生
た
ち
は
そ
の
問
題
の
キ
ャ
ン
パ

ス
の
関
係
者
と
、そ
の
人
と
は
違
う
考
え
を
持
っ
て
い
る
や
は
り

キ
ャ
ン
パ
ス
の
人
に
直
接
会
って
話
を
聞
く
こ
と
が
必
須
で
す
。す
る

と
学
生
は
、立
場
の
異
な
る
２
者
に
対
話
を
促
し
た
り
、対
話
の
場
を

持
って
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
い
う
提
案
書
を
作
成
し
て
き
ま
す
。

誰
か
に
解
決
策
を
教
え
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、当
事
者
の
と
こ
ろ
に
足

を
運
ん
で
話
を
聞
き
、自
分
た
ち
で
解
決
策
を
考
え
る
。そ
の
方
が

自
分
が
学
び
た
い
こ
と
に
近
づ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。環

境
保
全
に
取
り
組
む
組
織
や
企
業
で
も
、そ
う
し
た
異
な
る
立
場
の

相
手
を
理
解
し
、対
話
が
で
き
る
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

川
島
　
お
話
を
聞
い
て
い
る
と
、一
個
人
と
し
て
環
境
保
全
に
貢

献
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。私
た
ち
に
も

何
か
で
き
る
こ
と
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
ま
ず
で
き
る
こ
と
は
、環
境
に
対
し
て
負
荷
を
か
け
な
い
も

の
を
選
ぶ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。家
具
な
ど
の
木
材
製
品
や
ノ
ー
ト

な
ど
の
紙
製
品
を
見
る
と
、Ｆ
Ｓ
Ｃ
マ
ー
ク
と
い
う
も
の
が
付
け
ら

れ
た
製
品
が
あ
り
ま
す
。こ
の
マ
ー
ク
は
自
然
環
境
に
負
荷
を
か
け

ず
し
っ
か
り
管
理
さ
れ
た
森
林
で
採
ら
れ
た
原
料
を
使
っ
て
い
る
こ

と
を
認
証
す
る
も
の
で
す
。そ
う
し
た
製
品
が
あ
る
こ
と
を
知
る

　イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

クローズアップ

川
島
　
自
然
と
関
わ
る
仕
事
に
就
い
た
背
景
に
は
、や
は
り
幼
少

期
の
ご
経
験
の
影
響
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
物
心
つ
く
前
か
ら
自
然
と
親
し
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、子
ど
も
の
頃
に
読
ん
だ
本
の
影
響
も
大
き
い
で
す
ね
。中

で
も『
シ
ー
ト
ン
動
物
記
』や『
フ
ァ
ー
ブ
ル
昆
虫
記
』、動
物
文
学
の

第
一
人
者
で
あ
る
戸
川
幸
夫
さ
ん
の
全
集
な
ど
、動
物
に
ま
つ
わ
る

本
が
大
好
き
で
し
た
。

川
島
　
そ
の
後
、獣
医
師
を
志
す
よ
う
に
な
っ
た
と
伺
っ
て
い
ま
す

が
、何
か
き
っ
か
け
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　「
動
物
に
興
味
が
あ
る
な
ら
獣
医
と
い
う
仕
事
が
あ
る
」と

親
か
ら
聞
か
さ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。小
学
生
の
頃
に
は
す
で
に
、

将
来
の
夢
と
し
て「
獣
医
に
な
り
た
い
」と
学
級
文
集
に
書
い
て
い

ま
し
た
。そ
の
後
、日
本
の
女
性
獣
医
師
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
も
あ
る
増

井
光
子
さ
ん
の
本
を
読
ん
で
憧
れ
を
抱
き
ま
し
た
。

川
島
　
し
か
し
、夢
を
か
な
え
る
の
は
簡
単
で
は
な
か
っ
た
と
。

東
梅
　
獣
医
学
科
の
あ
る
大
学
を
い
ろ
い
ろ
受
け
ま
し
た
が
、志
望

校
は
不
合
格
で
し
た
。た
だ
、今
振
り
返
る
と
、ど
う
し
て
も
獣
医
に

な
り
た
い
と
い
う
よ
り
も
、動
物
や
自
然
が
好
き
だ
っ
た
ん
だ
と
思
い

ま
す
。獣
医
に
な
り
た
い
ん
だ
と
、ず
っ
と
思
い
込
ん
で
い
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

川
島
　
本
日
は
人
類
が
自
然
と
調
和
し
て
生
き
ら
れ
る
未
来
を
目

指
し
、約
１
０
０
カ
国
で
活
動
を
行
って
い
る
、世
界
的
な
環
境
保
全

団
体
Ｗ
Ｗ
Ｆ
の
日
本
事
務
局「
公
益
財
団
法
人
世
界
自
然
保
護
基

金
ジ
ャ
パ
ン（
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
）」に
伺
い
ま
し
た
。お
話
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
く
の
は
、Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
事
務
局
長
を
務
め
る
東
梅
貞
義

さ
ん
で
す
。岩
手
県
花
巻
市
の
生
ま
れ
だ
そ
う
で
す
が
、ど
の
よ
う

な
少
年
時
代
を
過
ご
さ
れ
た
の
か
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

東
梅
　
実
家
や
通
学
し
た
学
校
の
周
囲
は
山
、川
、田
ん
ぼ
ば
か

り
で
、自
分
の
周
り
に
あ
る
楽
し
い
こ
と
は
自
然
の
中
に
あ
る
、と

い
う
環
境
で
し
た
。

川
島
　
自
然
豊
か
な
場
所
で
成
長
な
さ
っ
た
の
で
す
ね
。

東
梅
　
父
が
き
こ
り
を
趣
味
に
し
て
い
て
、毎
週
日
曜
日
は
家
族

で
山
に
行
く
の
が
習
慣
だ
っ
た
ん
で
す
。私
も
１
歳
に
な
る
か
な
ら

な
い
か
の
頃
か
ら
山
に
連
れ
て
行
か
れ
て
い
ま
し
た
。山
で
は
杉
や

松
の
苗
木
を
植
え
た
り
、木
を
切
っ
て
家
の
風
呂
を
沸
か
す
た
め

の
薪
に
し
た
り
。小
学
１
年
生
に
な
っ
た
頃
に
は
当
た
り
前
の
よ
う

に
そ
う
し
た
作
業
を
し
な
が
ら
、自
然
の
中
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

か
ん
ぼ
く

人
々
の
意
識
に
よ
っ
て

世
の
中
は
変
わ
っ
て
い
く

114

人
、選
ぶ
人
が
増
え
れ
ば
世
の
中
は
変
わ
って
い
く
と
思
い
ま
す
。

川
島
　
ち
ゃ
ん
と
環
境
を
意
識
し
て
消
費
す
る
人
が
増
え
る
こ

と
が
大
切
な
の
で
す
ね
。そ
の
点
、日
本
人
の
環
境
に
対
す
る
意

識
は
ど
の
程
度
養
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
野
生
動
物
の
数
は
世
界
全
体
で
見
る
と
69
％
減
少
し
て

い
ま
す
が
、実
は
日
本
を
含
め
た
先
進
国
で
は
、少
し
ず
つ
回
復
傾

向
に
あ
り
ま
す
。日
本
人
が
身
の
回
り
で
生
き
物
が
減
っ
て
い
る
気

が
し
な
い
の
も
当
然
の
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、そ
の
自

然
の
豊
か
さ
が
別
の
国
の
自
然
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
で
支
え
ら
れ

て
い
る
の
が
現
実
で
す
。自
分
の
豊
か
で
便
利
な
生
活
が
、ど
こ
の

国
の
自
然
と
人
と
つ
な
が
っ
て
、

ど
う
成
り
立
っ
て
い
る
の
か
と
い

う
こ
と
を
考
え
る
人
が
も
っ
と
増

え
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

川
島
　
お
話
を
伺
っ
て
、私
も
環

境
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
、で

き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。本
日
は
貴
重
な
お
話
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

川
島
　
１
年
間
予
備
校
に
通
わ
れ
ま
し
た
が
、そ
の
間
に
心
境
の

変
化
な
ど
は
あ
り
ま
し
た
か
。

東
梅
　
２
度
目
の
受
験
の
時
も
ま
だ
獣
医
に
な
り
た
い
と
い
う
思
い

は
あ
り
ま
し
た
が
、通
っ
て
い
た
予
備
校
で
、ア
メ
リ
カ
人
の
英
語
の

先
生
と
出
会
っ
た
ん
で
す
。拙
い
な
が
ら
も
そ
の
先
生
と
英
語
で
話

し
て
い
る
と
、と
て
も
楽
し
か
っ
た
。英
語
が
話
せ
れ
ば
世
界
中
の
い

ろ
い
ろ
な
人
と
話
せ
る
の
だ
と
。英
語
を
学
ぶ
よ
り
も
英
語
で
話
す

面
白
さ
に
気
付
き
、視
野
が
広
が
っ
た
こ
と
で「
動
物
に
関
わ
る
な
ら

獣
医
で
な
く
て
も
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
」「
動
物
を
通
し
て
世
界
の

人
と
つ
な
が
る
方
が
面
白
い
か
も
し
れ
な
い
」と
思
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。国
際
基
督
教
大
学（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）の
合
格
通
知
を
も
ら
っ
た

時
に
は
、こ
れ
が
本
当
に
や
り
た
い
こ
と
な
の
だ
と
迷
わ
ず
進
学
を

決
め
ま
し
た
。

川
島
　
Ｉ
Ｃ
Ｕ
進
学
の
決
め
手
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
生
物
学
が
学
べ
る
私
立
大
学
は
と
て
も
少
な
い
上
に
、英

語
を
存
分
に
学
べ
る
大
学
と
な
る
と
非
常
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

高
校
時
代
は
大
学
の
名
前
も
よ
く
は
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
進
め
ば
、何
か
面
白
い
こ
と
が
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な

と
思
い
ま
し
た
。英
語
を
学
ぶ
の
で
は
な
く
、英
語
で
学
ぶ
こ
と
が

中
心
で
し
た
し
、他
専
攻
の
講
義
を
受
講
す
る
こ
と
も
推
奨
さ
れ

て
い
ま
し
た
。後
か
ら
親
に
は
、子
ど
も
の
頃
か
ら
の
夢
の
獣
医
で

は
な
く
、違
う
道
で
い
い
の
か
と
心
配
し
た
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
。

川
島
　
理
学
科
生
物
学
専
攻
で
は
、具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
学
ば
れ
た
の
で
す
か
。

東
梅
　
学
生
時
代
に
他
大
学
の
方
に
会
う
と
、生
物
を
専
攻
し
て
い

ま
す
、生
物
研
究
室
に
所
属
し
て
い
ま
す
、と
いっ
た
自
己
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。私
は
生
物
が
好
き
で
生
物
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
し
た

が
、生
物
だ
け
を
専
門
に
し
て
い
る
と
意
識
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
ん

で
す
。生
物
を
テ
ー
マ
に
卒
業
論
文
を
書
き
ま
し
た
が
、自
分
の
興
味

の
あ
る
こ
と
を
学
ん
で
い
る
と
い
う
思
い
で
、専
門
家
に
な
る
と
いっ

た
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。Ｗ
Ｗ

Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
に
も
よ
く
若
い
方
か
ら
問

い
合
わ
せ
が
あ
る
の
で
す
が
、多
く
の

方
か
ら「
何
を
勉
強
す
れ
ば
Ｗ
Ｗ
Ｆ
に

入
れ
ま
す
か
」と
い
う
質
問
を
さ
れ
ま

す
。確
か
に
Ｗ
Ｗ
Ｆ
で
は
、実
際
に
野
生

動
物
の
生
息
地
域
を
訪
ね
て
保
護
に

取
り
組
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、環
境

に
影
響
を
与
え
て
い
る
企
業
と
交
渉
し
た
り
、国
際
会
議
で
条
約
交

渉
を
し
た
り
す
る
仕
事
も
か
な
り
の
ウ
エ
ー
ト
を
占
め
ま
す
。そ
の
た

め
、動
物
に
関
す
る
知
識
だ
け
で
は
な
く
、国
際
関
係
や
ビ
ジ
ネ
ス
に

つ
い
て
の
知
識
も
必
要
と
な
り
ま
す
。何
か
特
定
の
分
野
だ
け
を
専

門
的
に
学
ぶ
の
で
は
な
く
、そ
の
時
々
で
環
境
保
全
に
必
要
な
こ
と
を

学
び
続
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。学
生
時
代
に
専
門
分
野

だ
け
に
限
定
せ
ず
、興
味
の
あ
る
こ
と
を
学
ぼ
う
と
し
た
姿
勢
は
、現

在
の
仕
事
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
に
つ
な
がって
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、環
境
問
題
は
多
く
の
分
野
や
セ
ク
タ
ー
の
人
が
関
連
し
て
い

る
の
で
、結
果
的
に
は
自
分
が
知
ら
な
い
こ
と
も
新
た
に
学
ん
で
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。学
ぶ
前
に
多
く
の
人
と
会
い
、お
話
を
た
く
さ
ん
聞
か

せ
て
も
ら
う
、イ
ン
タ
ビュア
ー
を
し
な
が
ら
一
緒
に
考
え
て
学
ん
で
い

く
と
い
う
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

川
島
　
学
生
時
代
に
早
く
も
環
境
問
題
に
対
し
て
ア
ク
シ
ョ
ン
を

起
こ
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

東
梅
　
興
味
が
あ
って
履
修
し
て
い
た
教
育
学
の
授
業
を
担
当
し
て

い
た
の
が
、ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン・デ
ュ
ー
ク
先
生
で
し
た
。当
時
、Ｉ
Ｃ
Ｕ
の

近
く
の
野
川
公
園
に
ゴ
ミ
焼
却
場
を
移
転
す
る
計
画
が
持
ち
上
が
っ

た
の
で
す
。公
園
の
中
心
部
に
移
転
す

る
の
で
す
か
ら
、環
境
や
景
観
を
損
な

う
の
は
明
ら
か
で
す
。し
か
も
そ
こ
は
、

元
々
、Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、東
京

都
へ
売
却
後
に
公
園
と
し
て
使
わ
れ
て

い
た
場
所
で
し
た
。そ
う
し
た
経
緯
も

あ
り
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
関
係
者
と
し
て

Ｉ
Ｃ
Ｕ
も
声
を
上
げ
る
べ
き
な
の
で
は

な
い
か
と
デ
ュ
ー
ク
先
生
は
考
え
て
、移
転
反
対
の
署
名
活
動
を
始

め
た
の
で
す
。私
も
そ
れ
に
共
感
し
て
一
緒
に
活
動
に
取
り
組
み
ま
し

た
。そ
の
成
果
も
あ
っ
て
、最
終
的
に
移
転
案
は
白
紙
に
な
り
、ゴ
ミ

問
題
自
体
に
対
す
る
地
域
の
人
々
の
関
心
も
高
ま
り
ま
し
た
。

川
島
　
当
時
の
経
験
は
現
在
の
お
仕
事
に
も
役
立
って
い
ま
す
か
。

東
梅
　
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
に
入
局
し
て
最
初
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
、渡
り

鳥
と
そ
の
飛
来
地
で
あ
る
湿
地
を
守
る
こ
と
で
し
た
。湿
地
が
な
く

な
る
主
な
原
因
の
一
つ
が
、ゴ
ミ
の
埋
め
立
て
場
と
し
て
使
わ
れ
る
こ

と
な
の
で
す
。そ
れ
に
対
し
て
、世
界
中
で
い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
人
た

ち
が
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て
湿
地
の
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
る
。私

自
身
、学
生
時
代
に
そ
の
一
人
と
し
て
ゴ
ミ
処
理
の
問
題
に
取
り

組
ん
だ
経
験
は
、そ
う
し
た
状
況
を
理
解
す
る
の
に
役
立
ち
ま
し
た
。

川
島
　
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
学
生
時
代
の
学
び
や
、仕
事
に

生
か
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
学
び
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

東
梅
　
や
は
り
実
験
を
通
し
て
得
た
も
の
は
大
き
い
で
す
ね
。シ
ョ

ウ
ジ
ョ
ウ
バ
エ
を
使
っ
た
遺
伝
の
実
験
を
行
っ
た
の
で
す
が
、正
し
い

手
順
を
踏
ん
だ
つ
も
り
で
も
教
科
書
に
書
い
て
あ
る
通
り
の
結
果

が
出
な
い
こ
と
が
あ
る
。そ
こ
で
試
行
錯
誤
し
て
実
験
を
や
り
直
す

と
、理
論
通
り
の
結
果
が
得
ら
れ
る
。す
で
に
結
果
の
分
か
っ
て
い

る
実
験
で
す
が
、や
は
り
自
分
で
や
っ
て
み
る
と
難
し
い
し
、自
分
で

デ
ー
タ
収
集
か
ら
や
っ
て
み
な
い
と
デ
ー
タ
が
示
す
意
味
が
分
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
る
。そ
れ
を
経
験
で
き
た
の
は
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。

　
実
験
の
レ
ポ
ー
ト
も
た
く
さ
ん
書
き
ま
し
た
。イ
ン
ト
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン（
序
論
）、メ
ソ
ド
ロ
ジ
ー（
方
法
）、リ
ザ
ル
ツ（
結
果
）、デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン（
考
察
）と
い
う
形
式
で
論
文
を
書
く
の
で
す
が
、そ

れ
を
繰
り
返
し
た
お
か
げ
で
、仕
事
を
す
る
上
で
、何
を
明
ら
か
に

し
て
、結
果
か
ら
何
を
読
み
取
る
べ
き
な
の
か
を
ク
リ
ア
に
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。大
学
で
は
物
事
や
社
会
問

題
の
考
え
方
の
訓
練
を
受
け
た
よ
う
な
印
象
で
す
。

川
島
　
大
学
卒
業
後
、イ
ギ
リ
ス
の
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
大
学
院

に
留
学
さ
れ
ま
し
た
が
、そ
の
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

東
梅
　
そ
れ
も
大
学
時
代
の
一
つ
の
出
会
い
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

も
っ
と
動
物
と
社
会
を
結
び
付
け
た
学
び
を
し
て
み
た
い
と
考
え
て

い
た
の
で
、雑
誌
で
目
に
し
た
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
主
催
の
熱
帯
林
保
全

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
み
ま
し
た
。セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
、講
演
し
て

い
た
イ
ギ
リ
ス
の
Ｗ
Ｗ
Ｆ
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
に「
イ
ギ
リ
ス
で
環
境
保

全
に
つ
い
て
学
ぶ
な
ら
ど
の
大
学
が
い
い
で
す
か
」と
聞
い
て
み
た

ら
、エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
を
勧
め
ら
れ
た
の
で
す
。

川
島
　
留
学
先
で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
学
ば
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
自
分
が
知
り
た
い
と
思
って
い
た
こ
と
、興
味
が
な
か
っ
た
け

ど
役
立
ち
そ
う
な
こ
と
を
幅
広
く
学
べ
た
と
い
う
印
象
で
す
。例
え

ば
、私
は
数
学
が
苦
手
だ
っ
た
の
で
ち
ょっ
と
敬
遠
し
て
い
た
の
で
す

が
、農
業
経
済
学
の
授
業
を
苦
労
し
な
が
ら
も
学
ん
で
み
る
と
大
き

な
収
穫
が
あ
り
ま
し
た
。農
業
に
お
い
て
10
年
後
に
期
待
さ
れ
る
利

益
な
ど
を
数
式
を
使
っ
て
導
き
出
す
の
で
す
が
、そ
う
し
た
考
え
方

が
い
ろ
い
ろ
な
プ
ロ
ジェク
ト
に
応
用
で
き
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、苦
手
な
こ
と
で
も
必
要
な
こ
と
は
取
り
あ
え
ず
学
ん
で

み
る
、人
に
聞
い
て
み
る
、と
い
う
姿
勢
が
身
に
付
き
ま
し
た
。

川
島
　
そ
の
後
、日
本
に
戻
り
、１
９
９
２
年
に
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン

に
入
局
さ
れ
ま
し
た
が
、そ
の
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

東
梅
　
大
学
院
で
学
ん
で
み
て
、自
分
が
研
究
者
に
な
り
た
い
わ

け
で
は
な
い
こ
と
が
は
っ
き
り
し
ま
し
た
。研
究
を
続
け
る
よ
り
も
、

生
の
社
会
問
題
に
生
の
現
場
で
関
わ
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
。そ
れ
で
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
へ
の
入
局
を
決
め
ま
し
た
。

川
島
　
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
で
は
、日
中
韓
の
国
際
湿
地
保
全
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
な
ど
、幅
広
く
活
動
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、こ
れ
ま
で
の
お
仕
事
を
通
し
て
心
掛
け
て
き
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。

東
梅
　
自
然
環
境
を
守
る
た
め
に
は
、企
業
の
経
済
活
動
も
考

慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。木
材
や
天
然
ゴ
ム
な
ど
を
採

取
す
る
こ
と
が
自
然
環
境
の
破
壊
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
が
、企
業

側
は
利
益
を
出
し
た
い
一
方
で
社
会
が
必
要
と
す
る
物
資
を
供

給
す
る
責
任
も
負
っ
て
い
ま
す
。環
境
を
守
ろ
う
と
す
れ
ば
、そ
う

し
た
立
場
の
異
な
る
人
た
ち
と
も
話
し
合
い
な
が
ら
解
決
策
を

探
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
う
す
れ
ば
、必
ず
何
か
つ
な
が
り

合
え
る
こ
と
が
出
て
き
ま
す
。そ
の
た
め
に
も
、立
場
が
違
う
人
に

積
極
的
に
会
い
に
行
っ
て
話
を
聞
く
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

川
島
　
Ｗ
Ｗ
Ｆ
で
は
、世
界
の
生
物
多
様
性
の
劣
化
を「
反
転
」さ

せ
る「
２
０
３
０
年 

生
物
多
様
性
回
復
目
標
」、気
候
変
動
の
脅
威

を
食
い
止
め
る「
２
０
５
０
年 

脱
炭
素
社
会
実
現
目
標
」と
い
う
２

つ
の
大
き
な
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。困
難
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
何
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
過
去
半
世
紀
の
間
に
、世
界
の
野
生
動
物
の
数
は
ど
の
程

度
減
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。

川
島
　
45
％
ほ
ど
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
実
は
１
９
７
０
年
か
ら
２
０
１
８
年
ま
で
の
間
に
69
％
も

減
少
し
て
い
る
の
で
す
。そ
の
大
き
な
要
因
は
、森
林
な
ど
野
生
の

生
き
物
が
住
め
る
場
所
が
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。実

は
、森
林
を
減
ら
し
て
い
る
世
界
最
大
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
の
が

牛
肉
で
す
。牛
を
育
て
る
の
に
は
広
大
な
放
牧
地
が
必
要
な
の
で

す
が
、そ
の
た
め
に
多
く
の
森
を
切
り
開
い
て
い
る
の
で
す
。そ
こ

で
は
、牛
が
食
べ
る
牧
草
は
育
っ
て
い
ま
す
が
、他
の
動
物
が
必
要

と
す
る
葉
や
木
の
実
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。本
来
、い
ろ
い
ろ
な

動
物
が
う
ま
く
つ
な
が
っ
て
生
態
系
を
つ
く
っ
て
い
た
自
然
環
境

が
、牛
肉
を
生
産
す
る
た
め
だ
け
の
畑
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。日

本
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
最
大
の
牛
肉
輸
出
先
で
す
が
、オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
森
林
を
減
ら
し
て
い
る
原
因
の
一
つ
が
そ
の
牛
肉
な
の
で
す
。

川
島
　
そ
ん
な
に
野
生
動
物
が
減
少
し
て
い
る
と
は
、衝
撃
的
で
す
。

東
梅
　
ま
た
、森
林
を
減
ら
し
て
い
る
三
大
要
因
の
も
う
一
つ
に

大
豆
が
あ
り
ま
す
。ブ
ラ
ジ
ル
や
ボ
リ
ビ
ア
な
ど
南
米
の
地
域
で
、

元
々
、草
原
や
灌
木
地
だ
っ
た
場
所
が
、大
豆
だ
け
が
育
つ
畑
に
人

の
手
で
変
え
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。大
豆
は
人
間
の
食
料
と
し

て
も
消
費
さ
れ
ま
す
が
、実
は
世
界
で
作
っ
て
い
る
大
豆
の
75
％

が
家
畜
の
飼
料
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。で
す
か
ら
、個
々
人
が

大
豆
食
品
を
食
べ
る
の
を
や
め
て
も
環
境
が
守
ら
れ
る
わ
け
で
は

な
い
。問
題
の
本
質
は
別
の
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
す
。

川
島
　
そ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
ア
プ

ロ
ー
チ
を
と
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
企
業
を
相
手
に
動
物
が
減
って
い
る
話
だ
け
を
延
々
と
し
て

も
、「
あ
な
た
は
動
物
が
好
き
な
ん
で
す
ね
」と
い
う
話
で
終
わ
っ
て

し
ま
い
ま
す
。か
と
いって「
あ
な
た
た
ち
は
悪
い
こ
と
を
し
て
い
る
」

と
言
っ
て
も
何
も
始
ま
ら
な
い
。で
す
か
ら
、例
え
ば
食
品
関
係
の

企
業
に
対
し
て
、「
環
境
に
負
荷
を
与
え
て
い
る
牛
肉
な
ど
、森
林

減
少
に
関
わ
る
原
材
料
を
ど
れ
く
ら
い
輸
入
し
て
い
る
か
ご
存
知
で

す
か
？
」と
い
う
ふ
う
に
、相
手
の
課
題
認
識
を
探
る
こ
と
か
ら
対

話
を
始
め
ま
す
。環
境
問
題
に
関
連
し
て
い
る
企
業
は
無
数
に
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
通
じ
て
つ
な
が
っ
て
お
り
、経
営
に
関
わ
っ
て
い
る

役
員
や
出
資
し
て
い
る
投
資
家
も
数
多
く
い
ま
す
。わ
れ
わ
れ
Ｗ
Ｗ

Ｆ
は
そ
う
し
た
人
た
ち
全
て
に
会
い
に
行
く
の
で
す
。今
も
ス
タ
ッ
フ

全
員
で
そ
の
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。今
の
ま
ま
企
業
や
社
会
の
仕

組
み
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、ど
の
国
や
地
域
の
環
境
と
社
会
に
ど
の

よ
う
な
影
響
が
出
て
く
る
の
か
、企
業
の
収
益
が
ど
う
左
右
さ
れ
る

の
か
、そ
う
し
た
情
報
を
共
有
し
、企
業
と
一
緒
に
考
え
始
め
る
。

そ
し
て
、い
つ
、何
を
、ど
の
程
度
や
る
の
か
具
体
的
に
組
み
立
て
て

い
く
。現
在
、そ
う
し
た
取
り
組
み
に
最
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

川
島
　
専
門
性
を
磨
く
こ
と
だ
け
で
な
く
、広
い
視
点
を
持
っ
て

対
話
を
す
る
力
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。他

に
も
環
境
保
全
に
携
わ
り
た
い
と
考
え
て
い
る
若
者
が
身
に
付
け

る
べ
き
こ
と
、学
ぶ
べ
き
こ
と
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

東
梅
　
私
が
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
環
境
保
全
の
授
業
を
持
つ
よ
う
に
な
って
10

年
以
上
が
経
ち
ま
す
が
、当
初
は
環
境
問
題
の
解
決
策
を
学
生
に
教

え
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、教
え
る
こ
と
は
で
き
る
も
の

の
、学
生
が
学
ん
で
い
る
か
ど
う
か
は
別
の
話
だ
と
気
付
き
ま
し
た
。

知
識
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、学
生
が
本
当
に
学
び
た
い
、解
決
し
た

い
と
思
う
こ
と
を
自
分
の
力
で
探
し
当
て
ら
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
の
で
す
。そ
こ
で
、授
業
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｕ
キ
ャ
ン
パ

ス
内
の
環
境
問
題
に
つ
い
て
学
生
が
グ
ル
ー
プ
で
調
査
す
る
と
い
う

課
題
を
出
す
よ
う
に
し
ま
し
た
。学
生
た
ち
は
そ
の
問
題
の
キ
ャ
ン
パ

ス
の
関
係
者
と
、そ
の
人
と
は
違
う
考
え
を
持
っ
て
い
る
や
は
り

キ
ャ
ン
パ
ス
の
人
に
直
接
会
って
話
を
聞
く
こ
と
が
必
須
で
す
。す
る

と
学
生
は
、立
場
の
異
な
る
２
者
に
対
話
を
促
し
た
り
、対
話
の
場
を

持
って
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
い
う
提
案
書
を
作
成
し
て
き
ま
す
。

誰
か
に
解
決
策
を
教
え
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、当
事
者
の
と
こ
ろ
に
足

を
運
ん
で
話
を
聞
き
、自
分
た
ち
で
解
決
策
を
考
え
る
。そ
の
方
が

自
分
が
学
び
た
い
こ
と
に
近
づ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。環

境
保
全
に
取
り
組
む
組
織
や
企
業
で
も
、そ
う
し
た
異
な
る
立
場
の

相
手
を
理
解
し
、対
話
が
で
き
る
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

川
島
　
お
話
を
聞
い
て
い
る
と
、一
個
人
と
し
て
環
境
保
全
に
貢

献
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。私
た
ち
に
も

何
か
で
き
る
こ
と
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
ま
ず
で
き
る
こ
と
は
、環
境
に
対
し
て
負
荷
を
か
け
な
い
も

の
を
選
ぶ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。家
具
な
ど
の
木
材
製
品
や
ノ
ー
ト

な
ど
の
紙
製
品
を
見
る
と
、Ｆ
Ｓ
Ｃ
マ
ー
ク
と
い
う
も
の
が
付
け
ら

れ
た
製
品
が
あ
り
ま
す
。こ
の
マ
ー
ク
は
自
然
環
境
に
負
荷
を
か
け

ず
し
っ
か
り
管
理
さ
れ
た
森
林
で
採
ら
れ
た
原
料
を
使
っ
て
い
る
こ

と
を
認
証
す
る
も
の
で
す
。そ
う
し
た
製
品
が
あ
る
こ
と
を
知
る

川
島
　
自
然
と
関
わ
る
仕
事
に
就
い
た
背
景
に
は
、や
は
り
幼
少

期
の
ご
経
験
の
影
響
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
物
心
つ
く
前
か
ら
自
然
と
親
し
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、子
ど
も
の
頃
に
読
ん
だ
本
の
影
響
も
大
き
い
で
す
ね
。中

で
も『
シ
ー
ト
ン
動
物
記
』や『
フ
ァ
ー
ブ
ル
昆
虫
記
』、動
物
文
学
の

第
一
人
者
で
あ
る
戸
川
幸
夫
さ
ん
の
全
集
な
ど
、動
物
に
ま
つ
わ
る

本
が
大
好
き
で
し
た
。

川
島
　
そ
の
後
、獣
医
師
を
志
す
よ
う
に
な
っ
た
と
伺
っ
て
い
ま
す

が
、何
か
き
っ
か
け
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　「
動
物
に
興
味
が
あ
る
な
ら
獣
医
と
い
う
仕
事
が
あ
る
」と

親
か
ら
聞
か
さ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。小
学
生
の
頃
に
は
す
で
に
、

将
来
の
夢
と
し
て「
獣
医
に
な
り
た
い
」と
学
級
文
集
に
書
い
て
い

ま
し
た
。そ
の
後
、日
本
の
女
性
獣
医
師
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
も
あ
る
増

井
光
子
さ
ん
の
本
を
読
ん
で
憧
れ
を
抱
き
ま
し
た
。

川
島
　
し
か
し
、夢
を
か
な
え
る
の
は
簡
単
で
は
な
か
っ
た
と
。

東
梅
　
獣
医
学
科
の
あ
る
大
学
を
い
ろ
い
ろ
受
け
ま
し
た
が
、志
望

校
は
不
合
格
で
し
た
。た
だ
、今
振
り
返
る
と
、ど
う
し
て
も
獣
医
に

な
り
た
い
と
い
う
よ
り
も
、動
物
や
自
然
が
好
き
だ
っ
た
ん
だ
と
思
い

ま
す
。獣
医
に
な
り
た
い
ん
だ
と
、ず
っ
と
思
い
込
ん
で
い
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

川
島
　
本
日
は
人
類
が
自
然
と
調
和
し
て
生
き
ら
れ
る
未
来
を
目

指
し
、約
１
０
０
カ
国
で
活
動
を
行
って
い
る
、世
界
的
な
環
境
保
全

団
体
Ｗ
Ｗ
Ｆ
の
日
本
事
務
局「
公
益
財
団
法
人
世
界
自
然
保
護
基

金
ジ
ャ
パ
ン（
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
）」に
伺
い
ま
し
た
。お
話
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
く
の
は
、Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
事
務
局
長
を
務
め
る
東
梅
貞
義

さ
ん
で
す
。岩
手
県
花
巻
市
の
生
ま
れ
だ
そ
う
で
す
が
、ど
の
よ
う

な
少
年
時
代
を
過
ご
さ
れ
た
の
か
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

東
梅
　
実
家
や
通
学
し
た
学
校
の
周
囲
は
山
、川
、田
ん
ぼ
ば
か

り
で
、自
分
の
周
り
に
あ
る
楽
し
い
こ
と
は
自
然
の
中
に
あ
る
、と

い
う
環
境
で
し
た
。

川
島
　
自
然
豊
か
な
場
所
で
成
長
な
さ
っ
た
の
で
す
ね
。

東
梅
　
父
が
き
こ
り
を
趣
味
に
し
て
い
て
、毎
週
日
曜
日
は
家
族

で
山
に
行
く
の
が
習
慣
だ
っ
た
ん
で
す
。私
も
１
歳
に
な
る
か
な
ら

な
い
か
の
頃
か
ら
山
に
連
れ
て
行
か
れ
て
い
ま
し
た
。山
で
は
杉
や

松
の
苗
木
を
植
え
た
り
、木
を
切
っ
て
家
の
風
呂
を
沸
か
す
た
め

の
薪
に
し
た
り
。小
学
１
年
生
に
な
っ
た
頃
に
は
当
た
り
前
の
よ
う

に
そ
う
し
た
作
業
を
し
な
が
ら
、自
然
の
中
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
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人
、選
ぶ
人
が
増
え
れ
ば
世
の
中
は
変
わ
って
い
く
と
思
い
ま
す
。

川
島
　
ち
ゃ
ん
と
環
境
を
意
識
し
て
消
費
す
る
人
が
増
え
る
こ

と
が
大
切
な
の
で
す
ね
。そ
の
点
、日
本
人
の
環
境
に
対
す
る
意

識
は
ど
の
程
度
養
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
野
生
動
物
の
数
は
世
界
全
体
で
見
る
と
69
％
減
少
し
て

い
ま
す
が
、実
は
日
本
を
含
め
た
先
進
国
で
は
、少
し
ず
つ
回
復
傾

向
に
あ
り
ま
す
。日
本
人
が
身
の
回
り
で
生
き
物
が
減
っ
て
い
る
気

が
し
な
い
の
も
当
然
の
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、そ
の
自

然
の
豊
か
さ
が
別
の
国
の
自
然
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
で
支
え
ら
れ

て
い
る
の
が
現
実
で
す
。自
分
の
豊
か
で
便
利
な
生
活
が
、ど
こ
の

国
の
自
然
と
人
と
つ
な
が
っ
て
、

ど
う
成
り
立
っ
て
い
る
の
か
と
い

う
こ
と
を
考
え
る
人
が
も
っ
と
増

え
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

川
島
　
お
話
を
伺
っ
て
、私
も
環

境
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
、で

き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。本
日
は
貴
重
な
お
話
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

川
島
　
１
年
間
予
備
校
に
通
わ
れ
ま
し
た
が
、そ
の
間
に
心
境
の

変
化
な
ど
は
あ
り
ま
し
た
か
。

東
梅
　
２
度
目
の
受
験
の
時
も
ま
だ
獣
医
に
な
り
た
い
と
い
う
思
い

は
あ
り
ま
し
た
が
、通
っ
て
い
た
予
備
校
で
、ア
メ
リ
カ
人
の
英
語
の

先
生
と
出
会
っ
た
ん
で
す
。拙
い
な
が
ら
も
そ
の
先
生
と
英
語
で
話

し
て
い
る
と
、と
て
も
楽
し
か
っ
た
。英
語
が
話
せ
れ
ば
世
界
中
の
い

ろ
い
ろ
な
人
と
話
せ
る
の
だ
と
。英
語
を
学
ぶ
よ
り
も
英
語
で
話
す

面
白
さ
に
気
付
き
、視
野
が
広
が
っ
た
こ
と
で「
動
物
に
関
わ
る
な
ら

獣
医
で
な
く
て
も
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
」「
動
物
を
通
し
て
世
界
の

人
と
つ
な
が
る
方
が
面
白
い
か
も
し
れ
な
い
」と
思
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。国
際
基
督
教
大
学（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）の
合
格
通
知
を
も
ら
っ
た

時
に
は
、こ
れ
が
本
当
に
や
り
た
い
こ
と
な
の
だ
と
迷
わ
ず
進
学
を

決
め
ま
し
た
。

川
島
　
Ｉ
Ｃ
Ｕ
進
学
の
決
め
手
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
生
物
学
が
学
べ
る
私
立
大
学
は
と
て
も
少
な
い
上
に
、英

語
を
存
分
に
学
べ
る
大
学
と
な
る
と
非
常
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

高
校
時
代
は
大
学
の
名
前
も
よ
く
は
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
進
め
ば
、何
か
面
白
い
こ
と
が
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な

と
思
い
ま
し
た
。英
語
を
学
ぶ
の
で
は
な
く
、英
語
で
学
ぶ
こ
と
が

中
心
で
し
た
し
、他
専
攻
の
講
義
を
受
講
す
る
こ
と
も
推
奨
さ
れ

て
い
ま
し
た
。後
か
ら
親
に
は
、子
ど
も
の
頃
か
ら
の
夢
の
獣
医
で

は
な
く
、違
う
道
で
い
い
の
か
と
心
配
し
た
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
。

川
島
　
理
学
科
生
物
学
専
攻
で
は
、具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
学
ば
れ
た
の
で
す
か
。

東
梅
　
学
生
時
代
に
他
大
学
の
方
に
会
う
と
、生
物
を
専
攻
し
て
い

ま
す
、生
物
研
究
室
に
所
属
し
て
い
ま
す
、と
いっ
た
自
己
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。私
は
生
物
が
好
き
で
生
物
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
し
た

が
、生
物
だ
け
を
専
門
に
し
て
い
る
と
意
識
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
ん

で
す
。生
物
を
テ
ー
マ
に
卒
業
論
文
を
書
き
ま
し
た
が
、自
分
の
興
味

の
あ
る
こ
と
を
学
ん
で
い
る
と
い
う
思
い
で
、専
門
家
に
な
る
と
いっ

た
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。Ｗ
Ｗ

Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
に
も
よ
く
若
い
方
か
ら
問

い
合
わ
せ
が
あ
る
の
で
す
が
、多
く
の

方
か
ら「
何
を
勉
強
す
れ
ば
Ｗ
Ｗ
Ｆ
に

入
れ
ま
す
か
」と
い
う
質
問
を
さ
れ
ま

す
。確
か
に
Ｗ
Ｗ
Ｆ
で
は
、実
際
に
野
生

動
物
の
生
息
地
域
を
訪
ね
て
保
護
に

取
り
組
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、環
境

に
影
響
を
与
え
て
い
る
企
業
と
交
渉
し
た
り
、国
際
会
議
で
条
約
交

渉
を
し
た
り
す
る
仕
事
も
か
な
り
の
ウ
エ
ー
ト
を
占
め
ま
す
。そ
の
た

め
、動
物
に
関
す
る
知
識
だ
け
で
は
な
く
、国
際
関
係
や
ビ
ジ
ネ
ス
に

つ
い
て
の
知
識
も
必
要
と
な
り
ま
す
。何
か
特
定
の
分
野
だ
け
を
専

門
的
に
学
ぶ
の
で
は
な
く
、そ
の
時
々
で
環
境
保
全
に
必
要
な
こ
と
を

学
び
続
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。学
生
時
代
に
専
門
分
野

だ
け
に
限
定
せ
ず
、興
味
の
あ
る
こ
と
を
学
ぼ
う
と
し
た
姿
勢
は
、現

在
の
仕
事
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
に
つ
な
がって
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、環
境
問
題
は
多
く
の
分
野
や
セ
ク
タ
ー
の
人
が
関
連
し
て
い

る
の
で
、結
果
的
に
は
自
分
が
知
ら
な
い
こ
と
も
新
た
に
学
ん
で
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。学
ぶ
前
に
多
く
の
人
と
会
い
、お
話
を
た
く
さ
ん
聞
か

せ
て
も
ら
う
、イ
ン
タ
ビュア
ー
を
し
な
が
ら
一
緒
に
考
え
て
学
ん
で
い

く
と
い
う
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

川
島
　
学
生
時
代
に
早
く
も
環
境
問
題
に
対
し
て
ア
ク
シ
ョ
ン
を

起
こ
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

東
梅
　
興
味
が
あ
って
履
修
し
て
い
た
教
育
学
の
授
業
を
担
当
し
て

い
た
の
が
、ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン・デ
ュ
ー
ク
先
生
で
し
た
。当
時
、Ｉ
Ｃ
Ｕ
の

近
く
の
野
川
公
園
に
ゴ
ミ
焼
却
場
を
移
転
す
る
計
画
が
持
ち
上
が
っ

た
の
で
す
。公
園
の
中
心
部
に
移
転
す

る
の
で
す
か
ら
、環
境
や
景
観
を
損
な

う
の
は
明
ら
か
で
す
。し
か
も
そ
こ
は
、

元
々
、Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、東
京

都
へ
売
却
後
に
公
園
と
し
て
使
わ
れ
て

い
た
場
所
で
し
た
。そ
う
し
た
経
緯
も

あ
り
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
関
係
者
と
し
て

Ｉ
Ｃ
Ｕ
も
声
を
上
げ
る
べ
き
な
の
で
は

な
い
か
と
デ
ュ
ー
ク
先
生
は
考
え
て
、移
転
反
対
の
署
名
活
動
を
始

め
た
の
で
す
。私
も
そ
れ
に
共
感
し
て
一
緒
に
活
動
に
取
り
組
み
ま
し

た
。そ
の
成
果
も
あ
っ
て
、最
終
的
に
移
転
案
は
白
紙
に
な
り
、ゴ
ミ

問
題
自
体
に
対
す
る
地
域
の
人
々
の
関
心
も
高
ま
り
ま
し
た
。

川
島
　
当
時
の
経
験
は
現
在
の
お
仕
事
に
も
役
立
って
い
ま
す
か
。

東
梅
　
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
に
入
局
し
て
最
初
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
、渡
り

鳥
と
そ
の
飛
来
地
で
あ
る
湿
地
を
守
る
こ
と
で
し
た
。湿
地
が
な
く

な
る
主
な
原
因
の
一
つ
が
、ゴ
ミ
の
埋
め
立
て
場
と
し
て
使
わ
れ
る
こ

と
な
の
で
す
。そ
れ
に
対
し
て
、世
界
中
で
い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
人
た

ち
が
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て
湿
地
の
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
る
。私

自
身
、学
生
時
代
に
そ
の
一
人
と
し
て
ゴ
ミ
処
理
の
問
題
に
取
り

組
ん
だ
経
験
は
、そ
う
し
た
状
況
を
理
解
す
る
の
に
役
立
ち
ま
し
た
。

川
島
　
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
学
生
時
代
の
学
び
や
、仕
事
に

生
か
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
学
び
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

東
梅
　
や
は
り
実
験
を
通
し
て
得
た
も
の
は
大
き
い
で
す
ね
。シ
ョ

ウ
ジ
ョ
ウ
バ
エ
を
使
っ
た
遺
伝
の
実
験
を
行
っ
た
の
で
す
が
、正
し
い

手
順
を
踏
ん
だ
つ
も
り
で
も
教
科
書
に
書
い
て
あ
る
通
り
の
結
果

が
出
な
い
こ
と
が
あ
る
。そ
こ
で
試
行
錯
誤
し
て
実
験
を
や
り
直
す

と
、理
論
通
り
の
結
果
が
得
ら
れ
る
。す
で
に
結
果
の
分
か
っ
て
い

る
実
験
で
す
が
、や
は
り
自
分
で
や
っ
て
み
る
と
難
し
い
し
、自
分
で

デ
ー
タ
収
集
か
ら
や
っ
て
み
な
い
と
デ
ー
タ
が
示
す
意
味
が
分
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
る
。そ
れ
を
経
験
で
き
た
の
は
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。

　
実
験
の
レ
ポ
ー
ト
も
た
く
さ
ん
書
き
ま
し
た
。イ
ン
ト
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン（
序
論
）、メ
ソ
ド
ロ
ジ
ー（
方
法
）、リ
ザ
ル
ツ（
結
果
）、デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン（
考
察
）と
い
う
形
式
で
論
文
を
書
く
の
で
す
が
、そ

れ
を
繰
り
返
し
た
お
か
げ
で
、仕
事
を
す
る
上
で
、何
を
明
ら
か
に

し
て
、結
果
か
ら
何
を
読
み
取
る
べ
き
な
の
か
を
ク
リ
ア
に
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。大
学
で
は
物
事
や
社
会
問

題
の
考
え
方
の
訓
練
を
受
け
た
よ
う
な
印
象
で
す
。

川
島
　
大
学
卒
業
後
、イ
ギ
リ
ス
の
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
大
学
院

に
留
学
さ
れ
ま
し
た
が
、そ
の
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

東
梅
　
そ
れ
も
大
学
時
代
の
一
つ
の
出
会
い
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

も
っ
と
動
物
と
社
会
を
結
び
付
け
た
学
び
を
し
て
み
た
い
と
考
え
て

い
た
の
で
、雑
誌
で
目
に
し
た
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
主
催
の
熱
帯
林
保
全

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
み
ま
し
た
。セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
、講
演
し
て

い
た
イ
ギ
リ
ス
の
Ｗ
Ｗ
Ｆ
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
に「
イ
ギ
リ
ス
で
環
境
保

全
に
つ
い
て
学
ぶ
な
ら
ど
の
大
学
が
い
い
で
す
か
」と
聞
い
て
み
た

ら
、エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
を
勧
め
ら
れ
た
の
で
す
。

川
島
　
留
学
先
で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
学
ば
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
自
分
が
知
り
た
い
と
思
って
い
た
こ
と
、興
味
が
な
か
っ
た
け

ど
役
立
ち
そ
う
な
こ
と
を
幅
広
く
学
べ
た
と
い
う
印
象
で
す
。例
え

ば
、私
は
数
学
が
苦
手
だ
っ
た
の
で
ち
ょっ
と
敬
遠
し
て
い
た
の
で
す

が
、農
業
経
済
学
の
授
業
を
苦
労
し
な
が
ら
も
学
ん
で
み
る
と
大
き

な
収
穫
が
あ
り
ま
し
た
。農
業
に
お
い
て
10
年
後
に
期
待
さ
れ
る
利

益
な
ど
を
数
式
を
使
っ
て
導
き
出
す
の
で
す
が
、そ
う
し
た
考
え
方

が
い
ろ
い
ろ
な
プ
ロ
ジェク
ト
に
応
用
で
き
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、苦
手
な
こ
と
で
も
必
要
な
こ
と
は
取
り
あ
え
ず
学
ん
で

み
る
、人
に
聞
い
て
み
る
、と
い
う
姿
勢
が
身
に
付
き
ま
し
た
。

川
島
　
そ
の
後
、日
本
に
戻
り
、１
９
９
２
年
に
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン

に
入
局
さ
れ
ま
し
た
が
、そ
の
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

東
梅
　
大
学
院
で
学
ん
で
み
て
、自
分
が
研
究
者
に
な
り
た
い
わ

け
で
は
な
い
こ
と
が
は
っ
き
り
し
ま
し
た
。研
究
を
続
け
る
よ
り
も
、

生
の
社
会
問
題
に
生
の
現
場
で
関
わ
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
。そ
れ
で
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
へ
の
入
局
を
決
め
ま
し
た
。

川
島
　
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
で
は
、日
中
韓
の
国
際
湿
地
保
全
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
な
ど
、幅
広
く
活
動
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、こ
れ
ま
で
の
お
仕
事
を
通
し
て
心
掛
け
て
き
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。

東
梅
　
自
然
環
境
を
守
る
た
め
に
は
、企
業
の
経
済
活
動
も
考

慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。木
材
や
天
然
ゴ
ム
な
ど
を
採

取
す
る
こ
と
が
自
然
環
境
の
破
壊
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
が
、企
業

側
は
利
益
を
出
し
た
い
一
方
で
社
会
が
必
要
と
す
る
物
資
を
供

給
す
る
責
任
も
負
っ
て
い
ま
す
。環
境
を
守
ろ
う
と
す
れ
ば
、そ
う

し
た
立
場
の
異
な
る
人
た
ち
と
も
話
し
合
い
な
が
ら
解
決
策
を

探
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
う
す
れ
ば
、必
ず
何
か
つ
な
が
り

合
え
る
こ
と
が
出
て
き
ま
す
。そ
の
た
め
に
も
、立
場
が
違
う
人
に

積
極
的
に
会
い
に
行
っ
て
話
を
聞
く
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

川
島
　
Ｗ
Ｗ
Ｆ
で
は
、世
界
の
生
物
多
様
性
の
劣
化
を「
反
転
」さ

せ
る「
２
０
３
０
年 

生
物
多
様
性
回
復
目
標
」、気
候
変
動
の
脅
威

を
食
い
止
め
る「
２
０
５
０
年 

脱
炭
素
社
会
実
現
目
標
」と
い
う
２

つ
の
大
き
な
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。困
難
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
何
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
過
去
半
世
紀
の
間
に
、世
界
の
野
生
動
物
の
数
は
ど
の
程

度
減
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。

川
島
　
45
％
ほ
ど
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
実
は
１
９
７
０
年
か
ら
２
０
１
８
年
ま
で
の
間
に
69
％
も

減
少
し
て
い
る
の
で
す
。そ
の
大
き
な
要
因
は
、森
林
な
ど
野
生
の

生
き
物
が
住
め
る
場
所
が
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。実

は
、森
林
を
減
ら
し
て
い
る
世
界
最
大
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
の
が

牛
肉
で
す
。牛
を
育
て
る
の
に
は
広
大
な
放
牧
地
が
必
要
な
の
で

す
が
、そ
の
た
め
に
多
く
の
森
を
切
り
開
い
て
い
る
の
で
す
。そ
こ

で
は
、牛
が
食
べ
る
牧
草
は
育
っ
て
い
ま
す
が
、他
の
動
物
が
必
要

と
す
る
葉
や
木
の
実
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。本
来
、い
ろ
い
ろ
な

動
物
が
う
ま
く
つ
な
が
っ
て
生
態
系
を
つ
く
っ
て
い
た
自
然
環
境

が
、牛
肉
を
生
産
す
る
た
め
だ
け
の
畑
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。日

本
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
最
大
の
牛
肉
輸
出
先
で
す
が
、オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
森
林
を
減
ら
し
て
い
る
原
因
の
一
つ
が
そ
の
牛
肉
な
の
で
す
。

川
島
　
そ
ん
な
に
野
生
動
物
が
減
少
し
て
い
る
と
は
、衝
撃
的
で
す
。

東
梅
　
ま
た
、森
林
を
減
ら
し
て
い
る
三
大
要
因
の
も
う
一
つ
に

大
豆
が
あ
り
ま
す
。ブ
ラ
ジ
ル
や
ボ
リ
ビ
ア
な
ど
南
米
の
地
域
で
、

元
々
、草
原
や
灌
木
地
だ
っ
た
場
所
が
、大
豆
だ
け
が
育
つ
畑
に
人

の
手
で
変
え
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。大
豆
は
人
間
の
食
料
と
し

て
も
消
費
さ
れ
ま
す
が
、実
は
世
界
で
作
っ
て
い
る
大
豆
の
75
％

が
家
畜
の
飼
料
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。で
す
か
ら
、個
々
人
が

大
豆
食
品
を
食
べ
る
の
を
や
め
て
も
環
境
が
守
ら
れ
る
わ
け
で
は

な
い
。問
題
の
本
質
は
別
の
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
す
。

川
島
　
そ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
ア
プ

ロ
ー
チ
を
と
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
企
業
を
相
手
に
動
物
が
減
って
い
る
話
だ
け
を
延
々
と
し
て

も
、「
あ
な
た
は
動
物
が
好
き
な
ん
で
す
ね
」と
い
う
話
で
終
わ
っ
て

し
ま
い
ま
す
。か
と
いって「
あ
な
た
た
ち
は
悪
い
こ
と
を
し
て
い
る
」

と
言
っ
て
も
何
も
始
ま
ら
な
い
。で
す
か
ら
、例
え
ば
食
品
関
係
の

企
業
に
対
し
て
、「
環
境
に
負
荷
を
与
え
て
い
る
牛
肉
な
ど
、森
林

減
少
に
関
わ
る
原
材
料
を
ど
れ
く
ら
い
輸
入
し
て
い
る
か
ご
存
知
で

す
か
？
」と
い
う
ふ
う
に
、相
手
の
課
題
認
識
を
探
る
こ
と
か
ら
対

話
を
始
め
ま
す
。環
境
問
題
に
関
連
し
て
い
る
企
業
は
無
数
に
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
通
じ
て
つ
な
が
っ
て
お
り
、経
営
に
関
わ
っ
て
い
る

役
員
や
出
資
し
て
い
る
投
資
家
も
数
多
く
い
ま
す
。わ
れ
わ
れ
Ｗ
Ｗ

Ｆ
は
そ
う
し
た
人
た
ち
全
て
に
会
い
に
行
く
の
で
す
。今
も
ス
タ
ッ
フ

全
員
で
そ
の
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。今
の
ま
ま
企
業
や
社
会
の
仕

組
み
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、ど
の
国
や
地
域
の
環
境
と
社
会
に
ど
の

よ
う
な
影
響
が
出
て
く
る
の
か
、企
業
の
収
益
が
ど
う
左
右
さ
れ
る

の
か
、そ
う
し
た
情
報
を
共
有
し
、企
業
と
一
緒
に
考
え
始
め
る
。

そ
し
て
、い
つ
、何
を
、ど
の
程
度
や
る
の
か
具
体
的
に
組
み
立
て
て

い
く
。現
在
、そ
う
し
た
取
り
組
み
に
最
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

川
島
　
専
門
性
を
磨
く
こ
と
だ
け
で
な
く
、広
い
視
点
を
持
っ
て

対
話
を
す
る
力
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。他

に
も
環
境
保
全
に
携
わ
り
た
い
と
考
え
て
い
る
若
者
が
身
に
付
け

る
べ
き
こ
と
、学
ぶ
べ
き
こ
と
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

東
梅
　
私
が
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
環
境
保
全
の
授
業
を
持
つ
よ
う
に
な
って
10

年
以
上
が
経
ち
ま
す
が
、当
初
は
環
境
問
題
の
解
決
策
を
学
生
に
教

え
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、教
え
る
こ
と
は
で
き
る
も
の

の
、学
生
が
学
ん
で
い
る
か
ど
う
か
は
別
の
話
だ
と
気
付
き
ま
し
た
。

知
識
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、学
生
が
本
当
に
学
び
た
い
、解
決
し
た

い
と
思
う
こ
と
を
自
分
の
力
で
探
し
当
て
ら
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
の
で
す
。そ
こ
で
、授
業
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｕ
キ
ャ
ン
パ

ス
内
の
環
境
問
題
に
つ
い
て
学
生
が
グ
ル
ー
プ
で
調
査
す
る
と
い
う

課
題
を
出
す
よ
う
に
し
ま
し
た
。学
生
た
ち
は
そ
の
問
題
の
キ
ャ
ン
パ

ス
の
関
係
者
と
、そ
の
人
と
は
違
う
考
え
を
持
っ
て
い
る
や
は
り

キ
ャ
ン
パ
ス
の
人
に
直
接
会
って
話
を
聞
く
こ
と
が
必
須
で
す
。す
る

と
学
生
は
、立
場
の
異
な
る
２
者
に
対
話
を
促
し
た
り
、対
話
の
場
を

持
って
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
い
う
提
案
書
を
作
成
し
て
き
ま
す
。

誰
か
に
解
決
策
を
教
え
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、当
事
者
の
と
こ
ろ
に
足

を
運
ん
で
話
を
聞
き
、自
分
た
ち
で
解
決
策
を
考
え
る
。そ
の
方
が

自
分
が
学
び
た
い
こ
と
に
近
づ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。環

境
保
全
に
取
り
組
む
組
織
や
企
業
で
も
、そ
う
し
た
異
な
る
立
場
の

相
手
を
理
解
し
、対
話
が
で
き
る
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

川
島
　
お
話
を
聞
い
て
い
る
と
、一
個
人
と
し
て
環
境
保
全
に
貢

献
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。私
た
ち
に
も

何
か
で
き
る
こ
と
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
ま
ず
で
き
る
こ
と
は
、環
境
に
対
し
て
負
荷
を
か
け
な
い
も

の
を
選
ぶ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。家
具
な
ど
の
木
材
製
品
や
ノ
ー
ト

な
ど
の
紙
製
品
を
見
る
と
、Ｆ
Ｓ
Ｃ
マ
ー
ク
と
い
う
も
の
が
付
け
ら

れ
た
製
品
が
あ
り
ま
す
。こ
の
マ
ー
ク
は
自
然
環
境
に
負
荷
を
か
け

ず
し
っ
か
り
管
理
さ
れ
た
森
林
で
採
ら
れ
た
原
料
を
使
っ
て
い
る
こ

と
を
認
証
す
る
も
の
で
す
。そ
う
し
た
製
品
が
あ
る
こ
と
を
知
る

川
島
　
自
然
と
関
わ
る
仕
事
に
就
い
た
背
景
に
は
、や
は
り
幼
少

期
の
ご
経
験
の
影
響
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　
物
心
つ
く
前
か
ら
自
然
と
親
し
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、子
ど
も
の
頃
に
読
ん
だ
本
の
影
響
も
大
き
い
で
す
ね
。中

で
も『
シ
ー
ト
ン
動
物
記
』や『
フ
ァ
ー
ブ
ル
昆
虫
記
』、動
物
文
学
の

第
一
人
者
で
あ
る
戸
川
幸
夫
さ
ん
の
全
集
な
ど
、動
物
に
ま
つ
わ
る

本
が
大
好
き
で
し
た
。

川
島
　
そ
の
後
、獣
医
師
を
志
す
よ
う
に
な
っ
た
と
伺
っ
て
い
ま
す

が
、何
か
き
っ
か
け
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

東
梅
　「
動
物
に
興
味
が
あ
る
な
ら
獣
医
と
い
う
仕
事
が
あ
る
」と

親
か
ら
聞
か
さ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。小
学
生
の
頃
に
は
す
で
に
、

将
来
の
夢
と
し
て「
獣
医
に
な
り
た
い
」と
学
級
文
集
に
書
い
て
い

ま
し
た
。そ
の
後
、日
本
の
女
性
獣
医
師
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
も
あ
る
増

井
光
子
さ
ん
の
本
を
読
ん
で
憧
れ
を
抱
き
ま
し
た
。

川
島
　
し
か
し
、夢
を
か
な
え
る
の
は
簡
単
で
は
な
か
っ
た
と
。

東
梅
　
獣
医
学
科
の
あ
る
大
学
を
い
ろ
い
ろ
受
け
ま
し
た
が
、志
望

校
は
不
合
格
で
し
た
。た
だ
、今
振
り
返
る
と
、ど
う
し
て
も
獣
医
に

な
り
た
い
と
い
う
よ
り
も
、動
物
や
自
然
が
好
き
だ
っ
た
ん
だ
と
思
い

ま
す
。獣
医
に
な
り
た
い
ん
だ
と
、ず
っ
と
思
い
込
ん
で
い
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

川
島
　
本
日
は
人
類
が
自
然
と
調
和
し
て
生
き
ら
れ
る
未
来
を
目

指
し
、約
１
０
０
カ
国
で
活
動
を
行
って
い
る
、世
界
的
な
環
境
保
全

団
体
Ｗ
Ｗ
Ｆ
の
日
本
事
務
局「
公
益
財
団
法
人
世
界
自
然
保
護
基

金
ジ
ャ
パ
ン（
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
）」に
伺
い
ま
し
た
。お
話
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
く
の
は
、Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
事
務
局
長
を
務
め
る
東
梅
貞
義

さ
ん
で
す
。岩
手
県
花
巻
市
の
生
ま
れ
だ
そ
う
で
す
が
、ど
の
よ
う

な
少
年
時
代
を
過
ご
さ
れ
た
の
か
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

東
梅
　
実
家
や
通
学
し
た
学
校
の
周
囲
は
山
、川
、田
ん
ぼ
ば
か

り
で
、自
分
の
周
り
に
あ
る
楽
し
い
こ
と
は
自
然
の
中
に
あ
る
、と

い
う
環
境
で
し
た
。

川
島
　
自
然
豊
か
な
場
所
で
成
長
な
さ
っ
た
の
で
す
ね
。

東
梅
　
父
が
き
こ
り
を
趣
味
に
し
て
い
て
、毎
週
日
曜
日
は
家
族

で
山
に
行
く
の
が
習
慣
だ
っ
た
ん
で
す
。私
も
１
歳
に
な
る
か
な
ら

な
い
か
の
頃
か
ら
山
に
連
れ
て
行
か
れ
て
い
ま
し
た
。山
で
は
杉
や

松
の
苗
木
を
植
え
た
り
、木
を
切
っ
て
家
の
風
呂
を
沸
か
す
た
め

の
薪
に
し
た
り
。小
学
１
年
生
に
な
っ
た
頃
に
は
当
た
り
前
の
よ
う

に
そ
う
し
た
作
業
を
し
な
が
ら
、自
然
の
中
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
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新会員代表者紹介

　
２
０
２
３
年
４
月
に
河
野
訓
学

長
が
重
任
し
、会
員
代
表
に
就
任

し
た
。学
長
の
任
期
は
２
０
２
５

年
３
月
31
日
ま
で
。

　
河
野
訓
学
長
は
１
９
５
７
年
宮

崎
県
生
ま
れ
。東
京
大
学
人
文
科

学
研
究
科
印
度
哲
学
印
度
文
学

専
攻
博
士
課
程
中
退
。２
０
０
０

年
東
京
大
学
よ
り
博
士（
文
学
）を

授
与
さ
れ
た
。文
化
庁
宗
務
課
専

門
職
員
を
経
て
２
０
０
０
年
皇
學

館
大
学
へ
。東
京
大
学
で
は
仏
典
の

漢
訳
を
中
心
に
仏
教
学
を
学
び
、

文
化
庁
宗
務
課
で
は
宗
教
法
人
法

改
正
を
経
験
し
た
。皇
學
館
大
学

で
は
社
寺
や
藩・県
、山
岳
に
お
け

る
神
仏
分
離
と
そ
れ
に
先
立
つ
多

様
な
神
仏
習
合
も
研
究
の
対
象
と

し
て
い
る
。主
要
な
著
作
と
し
て
は

博
士
論
文
を
出
版
し
た『
初
期
漢

訳
仏
典
の
研
究
』等
が
あ
る
。日
本

印
度
学
仏
教
学
会
賞
等
受
賞
。神

道
史
学
会
代
表
。趣
味
は
ス
ポ
ー

ツ
全
般
で
、今
は
三
重
県
学
生
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
会
長
。

　
皇
學
館
大
学
は
１
８
８
２（
明

治
15
）年
に
伊
勢
神
宮・内
宮
の

林
崎
文
庫
に
設
置
さ
れ
た
皇
學

館
を
直
接
の
起
源
と
し
て
い
る
。

伊
勢
の
神
宮
に
お
け
る
長
い
神
道

研
究
の
伝
統
を
継
承
し
、教
育
研

究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。変
革
の
や

ま
な
い
現
代
社
会
の
先
々
を
読

み
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
引
き
起
こ

し
、社
会
の
中
核
と
な
れ
る
人
材

を
育
て
た
い
。

河
野 

訓

か
わ

　の

さ
と
し

皇
學
館
大
学

皇
學
館
大
学 

学
長

　
末
光
眞
希
学
長
の
任
期
満
了
に

伴
い
、４
月
１
日
付
で
長
谷
部
弘

氏
が
新
学
長
に
就
任
し
た
。任
期

は
３
年
と
な
る
。長
谷
部
学
長
は

１
９
５
５
年
福
島
県
生
ま
れ
。１

９
７
８
年
東
北
大
学
経
済
学
部
卒

業
後
、同
大
学
院
経
済
学
研
究
科

に
進
学
。そ
の
後
東
北
大
学
経
済

学
部
助
手
を
経
て
１
９
８
５
年
に

東
北
大
学
教
養
部
講
師
、１
９
９

３
年
に
大
学
院
国
際
文
化
研
究
科

助
教
授
、１
９
９
９
年
に
大
学
院

経
済
学
研
究
科
教
授
と
し
て
奉
職

し
、２
０
２
１
年
３
月
に
停
年
退

職
し
た
。東
北
大
学
名
誉
教
授
。

　
専
門
は
日
本
経
済
史
。主
な
研

究
テ
ー
マ
は
共
同
性
の
構
造
や
市

場
経
済
化
の
特
徴
に
関
す
る
歴
史

学
的
実
態
分
析
。代
表
的
な
研
究

の
成
果
と
し
て
、共
同
性
の
国
際

比
較
研
究
を
扱
っ
た『
近
世
村
落

社
会
の
共
同
性
を
再
考
す
る
』（
２

０
０
９
）、長
野
県
上
田
市
旧
上
塩

尻
村
に
お
け
る
共
同
性
の
実
態
を

徹
底
し
た
史
料
調
査
に
基
づ
い
て

明
ら
か
に
し
た『
近
世
日
本
の
地

域
社
会
と
共
同
性
』（
２
０
０
９
）、

『
近
世
日
本
に
お
け
る
市
場
経
済

化
と
共
同
性
』（
２
０
２
２
）な
ど
。

　
宮
城
学
院
女
子
大
学
は
１
３

７
年
の
伝
統
を
持
つ
ミ
ッ
シ
ョン
ス

ク
ー
ル
で
、建
学
の
精
神
を
キ
リ

ス
ト
教
の
福
音
に
お
く
女
子
大
学

で
あ
る
。現
代
ビ
ジ
ネ
ス
、教
育
、

生
活
科
学
、学
芸
の
４
学
部
を
有

し
て
い
る
。

長
谷
部 

弘

は

　 

せ 

　べ

ひ
ろ
し

宮
城
学
院
女
子
大
学

宮
城
学
院
女
子
大
学 

学
長
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本
年
度
、天
理
医
療
大
学
と

の
統
合
に
よ
り
医
療
学
部
を
新

た
に
設
置
し
た
天
理
大
学
は
、４

月
１
日
付
で
国
際
舞
台
で
の
経

験
豊
か
な
新
学
長
を
迎
え
た
。

　
永
尾
学
長
は
、１
９
６
４（
昭
和

39
）年
奈
良
県
天
理
市
生
ま
れ
。

ラ
グ
ビ
ー
に
勤
し
み
な
が
ら
天
理

学
園
で
少
年
時
代
を
送
る
が
、15

歳
よ
り
米
国
の
高
校
に
留
学
、カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
で
宗
教
学
を

学
び
、さ
ら
に
同
大
学
サ
ン
タ
バ
ー

バ
ラ
校
で
修
士
号
を
取
得
し
た
。

　
１
９
９
０（
平
成
２
）年
か
ら
は

天
理
教
の
海
外
布
教
関
係
業
務

や
海
外
信
者
子
弟・子
女
の
育
成

な
ど
、30
年
近
く
を
専
ら
海
外
畑・

人
材
育
成
畑
の
職
務
に
従
事
し

た
。同
時
に
、天
理
大
学
非
常
勤

講
師
と
し
て
天
理
教
学
等
を
担

当
。２
０
２
１（
令
和
３
）年
、学
校

法
人
天
理
大
学
専
務
理
事
と
し

て
、天
理
大
学
と
天
理
医
療
大
学

の
統
合
を
指
揮
し
、さ
ら
に
は
２
０

２
４（
令
和
６
）年
度
天
理
大
学
改

組
の
骨
子
を
取
り
ま
と
め
た
。

　
目
下
の
地
方
私
立
大
学
の
厳

し
い
状
況
を
受
け
止
め
つ
つ
も
、

「
だ
か
ら
こ
そ
、そ
の
ピ
ン
チ
を

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
、変
革
を
遂

行
し
た
い
」と
所
信
を
表
明
し
、

「
他
者
へ
の
献
身
」と
い
う
天
理

ス
ピ
リ
ッ
ト
を
体
現
で
き
る
よ
う

な
若
者
の
育
成
に
全
学
が
一
丸

と
な
って
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
、

と
意
気
込
み
を
語
る
。

永
尾 

比
奈
夫

な
が

　お

ひ

　 

な

　 

お

天
理
大
学

天
理
大
学 

学
長

　
中
内
潤
前
学
長
の
任
期
満
了

に
伴
い
、２
０
２
０
年
４
月
１
日
付

で
流
通
科
学
大
学
学
長
に
就
任
、

今
般
、私
大
連
の
規
則
変
更
に
伴

い
、会
員
代
表
者
に
就
任
し
た
。

　
１
９
５
５
年
神
戸
市
生
ま
れ
。

１
９
７
９
年
京
都
大
学
法
学
部

を
卒
業
後
、日
本
長
期
信
用
銀
行

（
現
Ｓ
Ｂ
Ｉ
新
生
銀
行
）に
入
行
。

１
９
８
７
年
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
大

学（
州
立
）ロ
ー・ス
ク
ー
ル
修
士

課
程
を
修
了
。

　
２
０
０
１
年
流
通
科
学
大
学

助
教
授
、２
０
０
５
年
同
教
授
、

２
０
１
２
〜
14
年
サ
ー
ビ
ス
産
業

学
部
長
、２
０
１
４
〜
20
年
副
学

長
を
歴
任
し
た
。

　
専
門
は
民
事
法
。主
な
著
書

に『
国
際
ネ
ゴ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
と

契
約
』（
共
著
）な
ど
が
あ
る
。

　
流
通
科
学
大
学
は
開
学
以
来

「
実
学
」を
重
視
し
、豊
か
な
社

会
の
実
現
に
貢
献
で
き
る
意
欲

と
能
力
を
持
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー

ソ
ン
を
育
成
し
て
き
た
。

　
学
生
は
、数
多
く
の
社
会
共

創
活
動
に
取
り
組
み
、企
業
・
地

域
・
自
治
体
と
コ
ラ
ボ
し
て
そ
れ

ぞ
れ
が
抱
え
る
課
題
解
決
を
目

指
し
て
活
動
し
て
い
る
。「
ネ
ア

カ・の
び
の
び・へ
こ
た
れ
ず
」の

精
神
で
、学
生
一
人
ひ
と
り
が
自

ら
の
夢
を
探
し
、育
て
、咲
か
せ

る「
夢
の
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
展

開
中
で
あ
る
。

藤
井 

啓
吾

ふ
じ

　い

け
い

　ご

流
通
科
学
大
学

流
通
科
学
大
学 

学
長
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本
年
度
、天
理
医
療
大
学
と

の
統
合
に
よ
り
医
療
学
部
を
新

た
に
設
置
し
た
天
理
大
学
は
、４

月
１
日
付
で
国
際
舞
台
で
の
経

験
豊
か
な
新
学
長
を
迎
え
た
。

　
永
尾
学
長
は
、１
９
６
４（
昭
和

39
）年
奈
良
県
天
理
市
生
ま
れ
。

ラ
グ
ビ
ー
に
勤
し
み
な
が
ら
天
理

学
園
で
少
年
時
代
を
送
る
が
、15

歳
よ
り
米
国
の
高
校
に
留
学
、カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
で
宗
教
学
を

学
び
、さ
ら
に
同
大
学
サ
ン
タ
バ
ー

バ
ラ
校
で
修
士
号
を
取
得
し
た
。

　
１
９
９
０（
平
成
２
）年
か
ら
は

天
理
教
の
海
外
布
教
関
係
業
務

や
海
外
信
者
子
弟・子
女
の
育
成

な
ど
、30
年
近
く
を
専
ら
海
外
畑・

人
材
育
成
畑
の
職
務
に
従
事
し

た
。同
時
に
、天
理
大
学
非
常
勤

講
師
と
し
て
天
理
教
学
等
を
担

当
。２
０
２
１（
令
和
３
）年
、学
校

法
人
天
理
大
学
専
務
理
事
と
し

て
、天
理
大
学
と
天
理
医
療
大
学

の
統
合
を
指
揮
し
、さ
ら
に
は
２
０

２
４（
令
和
６
）年
度
天
理
大
学
改

組
の
骨
子
を
取
り
ま
と
め
た
。

　
目
下
の
地
方
私
立
大
学
の
厳

し
い
状
況
を
受
け
止
め
つ
つ
も
、

「
だ
か
ら
こ
そ
、そ
の
ピ
ン
チ
を

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
、変
革
を
遂

行
し
た
い
」と
所
信
を
表
明
し
、

「
他
者
へ
の
献
身
」と
い
う
天
理

ス
ピ
リ
ッ
ト
を
体
現
で
き
る
よ
う

な
若
者
の
育
成
に
全
学
が
一
丸

と
な
って
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
、

と
意
気
込
み
を
語
る
。

永
尾 

比
奈
夫

な
が

　お

ひ

　 

な

　 

お

天
理
大
学

天
理
大
学 

学
長

　
中
内
潤
前
学
長
の
任
期
満
了

に
伴
い
、２
０
２
０
年
４
月
１
日
付

で
流
通
科
学
大
学
学
長
に
就
任
、

今
般
、私
大
連
の
規
則
変
更
に
伴

い
、会
員
代
表
者
に
就
任
し
た
。

　
１
９
５
５
年
神
戸
市
生
ま
れ
。

１
９
７
９
年
京
都
大
学
法
学
部

を
卒
業
後
、日
本
長
期
信
用
銀
行

（
現
Ｓ
Ｂ
Ｉ
新
生
銀
行
）に
入
行
。

１
９
８
７
年
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
大

学（
州
立
）ロ
ー・ス
ク
ー
ル
修
士

課
程
を
修
了
。

　
２
０
０
１
年
流
通
科
学
大
学

助
教
授
、２
０
０
５
年
同
教
授
、

２
０
１
２
〜
14
年
サ
ー
ビ
ス
産
業

学
部
長
、２
０
１
４
〜
20
年
副
学

長
を
歴
任
し
た
。

　
専
門
は
民
事
法
。主
な
著
書

に『
国
際
ネ
ゴ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
と

契
約
』（
共
著
）な
ど
が
あ
る
。

　
流
通
科
学
大
学
は
開
学
以
来

「
実
学
」を
重
視
し
、豊
か
な
社

会
の
実
現
に
貢
献
で
き
る
意
欲

と
能
力
を
持
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー

ソ
ン
を
育
成
し
て
き
た
。

　
学
生
は
、数
多
く
の
社
会
共

創
活
動
に
取
り
組
み
、企
業
・
地

域
・
自
治
体
と
コ
ラ
ボ
し
て
そ
れ

ぞ
れ
が
抱
え
る
課
題
解
決
を
目

指
し
て
活
動
し
て
い
る
。「
ネ
ア

カ・の
び
の
び・へ
こ
た
れ
ず
」の

精
神
で
、学
生
一
人
ひ
と
り
が
自

ら
の
夢
を
探
し
、育
て
、咲
か
せ

る「
夢
の
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
展

開
中
で
あ
る
。

藤
井 

啓
吾

ふ
じ

　い

け
い

　ご

流
通
科
学
大
学

流
通
科
学
大
学 

学
長
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本
学
は
建
学
の
精
神「
医
学
の

蘊
奥
を
究
め
兼
ね
て
人
格
を
陶
冶

し
社
会
に
貢
献
す
る
女
性
医
人
を

育
成
す
る
」と
こ
れ
を
具
現
化
す

る
た
め
の
理
念「
至
誠
と
愛
」を
全

て
の
職
員
が
遵
守
し
、ま
た
卒
業
生

は
こ
れ
を
継
承
し
て
い
く
と
い
う
方

針
の
も
と
、教
育
、研
究
、診
療
、経

営
を
実
践
し
て
い
る
。丸
学
長
は

１
９
８
３
年
東
京
大
学
医
学
部
卒

業
後
、虎
ノ
門
病
院
、東
京
大
学
病

院
、Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
、東
京
大
学
医
科
学

研
究
所
を
経
て
本
学
医
学
部
薬
理

学
講
座
教
授・主
任
に
２
０
０
２
年

赴
任
し
た
。学
力・研
究
実
力
主
義

で
あっ
た
が
、２
０
１
６
年
副
学
長
就

任
後
に
は
教
育
面
、２
０
１
９
年
学

長
就
任
以
降
は
経
営
面
に
も
力
を

注
い
で
い
る
。特
に
経
営
面
に
お
い
て

は
岩
本
絹
子
現
理
事
長
の
運
営
ス
タ

イ
ル
に
大
き
な
影
響
を
受
け
、よ
り

よ
い
大
学
運
営
に
尽
力
し
て
い
る
。

本
学
の
決
裁
過
程
は
健
全
で
あ
る
と

自
負
し
て
い
る
。人
間
づ
き
合
い
、グ

ル
メ
、フ
ラ
ン
ス
哲
学
が
好
き
で
あ

る
。正
義
感
が
強
く
信
念
は
曲
げ
な

い
。建
学
の
精
神
や
女
性
活
躍
推
進

法
に
則
り
、ま
た
繊
細
さ
や
優
し
さ

な
ど
女
性
の
特
性
を
賞
賛
し
な
が
ら

女
性
重
視
で
い
く
。大
学
の
研
究
力

と
病
院
力
の
向
上
に
貢
献
し
た
い
。

　
主
な
著
書
は『Inflam

m
ation 

and m
etastasis

』（Springer, 2nd 
edition, 2021; 1st edition, 2016

）、

『「
が
ん
を
く
す
り
で
治
す
」と
は
？
』

（
朝
日
選
書
　
２
０
０
７
年
）。

丸 

義
朗

ま
る

よ
し 

ろ
う

東
京
女
子
医
科
大
学

東
京
女
子
医
科
大
学 

学
長

　
小
原
奈
津
子
前
学
長
の
後
任

と
し
て
２
０
２
３
年
４
月
１
日
付

け
で
金
尾
朗
教
授
が
学
長
に
就

任
し
た
。

　
金
尾
新
学
長
は
１
９
６
１
年

和
歌
山
県
生
ま
れ
。１
９
８
５
年

東
京
大
学
工
学
部
建
築
学
科
卒

業
、１
９
９
２
年
同
大
学
院
博
士

課
程
修
了
、博
士（
工
学
）。昭
和

女
子
大
学
生
活
科
学
部
生
活
美

学
科
専
任
講
師
と
し
て
着
任
。

１
９
９
８
年
助
教
授
、２
０
０
７

年
教
授
、ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
部
長
を

経
て
、副
学
長
、環
境
デ
ザ
イ
ン

学
部
長
を
歴
任
し
た
。

　
専
門
分
野
は
建
築
計
画・都
市

計
画
で
あ
る
が
、環
境
デ
ザ
イ
ン

学
科
で
建
築・イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ

ン
コ
ー
ス
と
と
も
に
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
コ
ー
ス
の
教
育
も
担
当

し
、さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

加
わって
活
動
し
て
い
る
。近
年
は

新
潟
県
村
上
市
で
む
ら
か
み
宵
の

竹
灯
籠
ま
つ
り
へ
の
参
加
等
ま
ち

づ
く
り
関
連
の
活
動
を
行
う
。

　
昭
和
女
子
大
学
は
、グ
ロ
ー
バ

ル
、キ
ャ
リ
ア
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学

習
に
力
を
入
れ
て
現
代
の
社
会
の

ニ
ー
ズ
に
積
極
的
に
対
応
し
て
お

り
、近
年
で
は
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

教
育
な
ど
へ
の
対
応
を
行
っ
て
き

た
。教
職
員
、学
生
一
体
と
な
っ
た

教
育
環
境
を
つ
く
り
な
が
ら
、今

後
と
も
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
の
教

育
を
発
展
さ
せ
て
い
く
。

金
尾 

朗

か
な

　お

あ
き
ら

昭
和
女
子
大
学

昭
和
女
子
大
学 

学
長
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う
ん 

お
う

高
橋 

進（
た
か
は
し 

す
す
む
）

大
東
文
化
大
学
学
長
。’83
東
京
学
芸
大
学
教
育
学

部
卒
業
。’85
同
大
学
院
教
育
学
研
究
科
保
健
体
育

専
攻
修
士
課
程
修
了
。修
士（
教
育
学
）。’23
〜
現

職
。専
門
は
ス
ポ
ー
ツ
科
学
。

津
田 

葵（
つ
だ 

あ
お
い
）

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
学
長
。ジ
ョ
ー
ジ
タ

ウ
ン
大
学
大
学
院
言
語
学
専
攻
博
士
課
程
修
了

（Ph.D
.

）。主
著『
言
語
の
接
触
と
混
交
：
共
生

を
拓
く
日
本
社
会
』（
共
著
）等
。

内
村 

直
尚（
う
ち
む
ら 

な
お
ひ
さ
）

久
留
米
大
学
学
長
。’86
同
大
学
大
学
院
医
学
研
究

科
生
理
系
専
攻
博
士
課
程
修
了
。医
学
博
士
。同

年
同
大
学
精
神
神
経
科
入
局
、’07
教
授
。’20
よ
り

現
職
。睡
眠
医
学
専
門
。

篠
原 

聡
子（
し
の
は
ら 

さ
と
こ
）

日
本
女
子
大
学
学
長
。’81
日
本
女
子
大
学
住
居
学

科
卒
業
後
、’83
同
大
学
大
学
院
修
士
課
程
修

了
。’97
よ
り
日
本
女
子
大
学
で
教
壇
に
立
つ
。’20
よ

り
現
職
。’86
よ
り
、空
間
研
究
所
を
主
宰
。

真
銅 

正
宏（
し
ん
ど
う 

ま
さ
ひ
ろ
）

追
手
門
学
院
大
学
学
長
。’92
神
戸
大
学
大
学
院

文
化
学
研
究
科
文
化
構
造
専
攻
博
士
課
程
単

位
取
得
退
学
。博
士（
文
学
）。’20
よ
り
現
職
。主

著『
匂
い
と
香
り
の
文
学
誌
』な
ど
。

大
西 

晴
樹（
お
お
に
し 

は
る
き
）

学
校
法
人
東
北
学
院
院
長
、東
北
学
院
大
学
学

長
。’83
神
奈
川
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博
士

課
程
満
期
退
学
。博
士（
経
済
学
）。明
治
学
院
大

学
学
長
、明
治
学
院
学
院
長
を
経
て
’19
よ
り
現
職
。

松
田 

美
佐（
ま
つ
だ 

み
さ
）

中
央
大
学
文
学
部
教
授
、’96
東
京
大
学
大
学
院

人
文
社
会
系
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。主
著『
う

わ
さ
と
は
何
か
』な
ど
。

平
野 

真（
ひ
ら
の 

ま
こ
と
）

早
稲
田
大
学
総
長
室
社
会
連
携
課
長
。’99
早
稲

田
大
学
社
会
科
学
部
卒
業
。民
間
企
業
を
経
て
’05

早
稲
田
大
学
入
職
。’19
６
月
よ
り
募
金
担
当
課

長
。’22
９
月
よ
り
現
職
。

曽
根 

直
樹（
そ
ね 

な
お
き
）

学
校
法
人
梅
村
学
園
中
京
大
学
学
園
事
業
推
進

部
長
。

松
井 

誠
裕（
ま
つ
い 

ま
さ
ひ
ろ
）

駒
澤
大
学
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
。早
稲
田
大
学
第

一
文
学
部
卒
業
。

重
山 

直
輝（
し
げ
や
ま 

な
お
き
）

学
校
法
人
青
山
学
院
学
院
連
携
本
部
部
長
。青

山
学
院
大
学
経
済
学
部
卒
業
。’86
学
校
法
人
青

山
学
院
入
職
。女
子
短
期
大
学
、大
学
、法
人
本

部
を
経
て
、’21
よ
り
現
職
。

黒
坂 

光（
く
ろ
さ
か 

あ
き
ら
）

京
都
産
業
大
学
学
長
、生
命
科
学
部
教
授
。’86
京

都
大
学
大
学
院
薬
学
研
究
科
博
士
課
程
製
薬
化

学
専
攻
修
了
。薬
学
博
士
。専
門
分
野
は
生
化

学
、分
子
生
物
学
。

金
久
保 

智
哉（
か
な
く
ぼ 

と
も
や
）

Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｙ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
株
式
会
社 

大
学
・
医
療
グ

ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
。’16
慶
應
義
塾
大
学
経

済
学
部
卒
業（
学
士
）。株
式
会
社
三
井
住
友

銀
行
を
経
て
、’19
よ
り
現
職
。

佐
々
木 

哲
夫（
さ
さ
き 

て
つ
お
）

学
校
法
人
宮
城
学
院
理
事
長・学
院
長・宗
教
総
主

事
。’99
ア
ジ
ア
神
学
大
学
院Th.D

.（
神
学
博
士
）。

主
著『
命
の
ファ
イ
ル
』（
教
文
館
２
０
１
９
年
）。

出
口 

真
紀
子（
で
ぐ
ち 

ま
き
こ
）

上
智
大
学
グ
ロ
ー
バル
教
育
セ
ン
タ
ー
長・外
国
語
学

部
教
授
。’06
ボ
ス
ト
ン
カ
レッ
ジ
人
文
科
学
大
学
院

心
理
学
科
博
士
課
程
修
了
。博
士（
文
化
心
理
学
）。

監
訳
書
に『
真
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
め
ざ
し
て
』等
。

中
戸 

祐
夫（
な
か
と 

さ
ち
お
）

立
命
館
大
学
国
際
部
長
、国
際
関
係
学
部
教
授
。

早
川 

敦
子（
は
や
か
わ 

あ
つ
こ
）

津
田
塾
大
学
教
学・国
際
担
当
副
学
長
。英
語
英

文
学
科
教
授
。’82
津
田
塾
大
学
英
文
科
卒
業
。’90

同
大
学
院
博
士
課
程
満
期
退
学
。

砂
山 

幸
雄（
す
な
や
ま 

ゆ
き
お
）

愛
知
大
学
現
代
中
国
学
部
長・教
授
。’86
東
京
大

学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得

満
期
退
学
。愛
知
県
立
大
学
を
経
て
’03
よ
り
愛
知

大
学
、’19
よ
り
現
職
。

田
中 

康
仁（
た
な
か 

や
す
ひ
と
）

流
通
科
学
大
学
商
学
部
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
科
教

授
。’08
神
戸
大
学
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
博
士

課
程
修
了
。博
士（
工
学
）。広
島
商
船
高
等
専
門

学
校
准
教
授
等
を
経
て
、’23
よ
り
現
職
。

齋
藤 

知
明（
さ
い
と
う 

と
も
あ
き
）

大
正
大
学
客
員
准
教
授
。’15
大
正
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
。博
士（
文

学
）。’23
よ
り
現
職
の
ほ
か
、山
形
県
酒
田
市
で
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
フ
ァ
ン
ド
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
務
め
る
。

今
村 

圭（
い
ま
む
ら 

け
い
）

京
都
産
業
大
学
外
国
語
学
部
助
教
。’19
浙
江
大

学
人
文
学
院
博
士
課
程
単
位
取
得
満
期
退

学
。’22
浙
江
大
学
博
士（
文
学
）取
得
。’22
よ
り

現
職
。

柴
田 

利
男（
し
ば
た 

と
し
お
）

京
都
橘
大
学
総
合
心
理
学
部
長・教
授
。’91
同
志

社
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取

得
満
期
退
学
。’95
北
星
学
園
大
学
、’19
京
都
橘

大
学
健
康
科
学
部
に
着
任
。’23
４
月
よ
り
現
職
。

小
谷 

広
美（
お
だ
に 

ひ
ろ
み
）

創
価
大
学
企
画
部
企
画
広
報
課
主
任
。’15
創
価
大

学
教
育
学
部
児
童
教
育
学
科
卒
業
。学
事
部
学

事
第
２
課
を
経
て
、’22
よ
り
現
職
。

宮
崎 

あ
か
ね（
み
や
ざ
き 

あ
か
ね
）

日
本
女
子
大
学
副
学
長・理
学
部
化
学
生
命
科
学

科
教
授
。東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科

広
域
科
学
専
攻
博
士
課
程
修
了
。博
士（
学

術
）。’06
か
ら
日
本
女
子
大
学
に
着
任
。

永
田 

佳
之（
な
が
た 

よ
し
ゆ
き
）

聖
心
女
子
大
学
現
代
教
養
学
部
教
育
学
科
教
授
。

博
士（
教
育
学
）（
国
際
基
督
教
大
学
）。グ
ロ
ー
バ
ル

共
生
研
究
所
副
所
長
、日
本
国
際
理
解
教
育
学
会

会
長
、㈻
ア
ジ
ア
学
院
理
事・評
議
員
等
を
兼
務
。

東
梅 

貞
義（
と
う
ば
い 

さ
だ
よ
し
）

’90
国
際
基
督
教
大
学
教
養
学
部
理
学
科
卒
業
。’92
エ

デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
大
学
院
修
了
後
、Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
に

入
局
。自
然
保
護
室
長
、シ
ニ
ア
ダ
イ
レ
ク
タ
ー
を
歴

任
後
、’20
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
事
務
局
長
に
就
任
。

川
島 

葵（
か
わ
し
ま 

あ
お
い
）

上
智
大
学
文
学
部
卒
業
。東
海
ラ
ジ
オ
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
を
経
て
フ
リ
ー
に
。藤
井
聡
太
王
位
就
位
式

や
吉
沢
亮
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
司
会
な
ど
で
活
躍
。

TBS Podcast

、Voicy

で
番
組
も
持
つ
。
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高
橋 

進（
た
か
は
し 

す
す
む
）

大
東
文
化
大
学
学
長
。’83
東
京
学
芸
大
学
教
育
学

部
卒
業
。’85
同
大
学
院
教
育
学
研
究
科
保
健
体
育

専
攻
修
士
課
程
修
了
。修
士（
教
育
学
）。’23
〜
現

職
。専
門
は
ス
ポ
ー
ツ
科
学
。

津
田 

葵（
つ
だ 
あ
お
い
）

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
学
長
。ジ
ョ
ー
ジ
タ

ウ
ン
大
学
大
学
院
言
語
学
専
攻
博
士
課
程
修
了

（Ph.D
.

）。主
著『
言
語
の
接
触
と
混
交
：
共
生

を
拓
く
日
本
社
会
』（
共
著
）等
。

内
村 

直
尚（
う
ち
む
ら 

な
お
ひ
さ
）

久
留
米
大
学
学
長
。’86
同
大
学
大
学
院
医
学
研
究

科
生
理
系
専
攻
博
士
課
程
修
了
。医
学
博
士
。同

年
同
大
学
精
神
神
経
科
入
局
、’07
教
授
。’20
よ
り

現
職
。睡
眠
医
学
専
門
。

篠
原 

聡
子（
し
の
は
ら 

さ
と
こ
）

日
本
女
子
大
学
学
長
。’81
日
本
女
子
大
学
住
居
学

科
卒
業
後
、’83
同
大
学
大
学
院
修
士
課
程
修

了
。’97
よ
り
日
本
女
子
大
学
で
教
壇
に
立
つ
。’20
よ

り
現
職
。’86
よ
り
、空
間
研
究
所
を
主
宰
。

真
銅 

正
宏（
し
ん
ど
う 

ま
さ
ひ
ろ
）

追
手
門
学
院
大
学
学
長
。’92
神
戸
大
学
大
学
院

文
化
学
研
究
科
文
化
構
造
専
攻
博
士
課
程
単

位
取
得
退
学
。博
士（
文
学
）。’20
よ
り
現
職
。主

著『
匂
い
と
香
り
の
文
学
誌
』な
ど
。

大
西 

晴
樹（
お
お
に
し 

は
る
き
）

学
校
法
人
東
北
学
院
院
長
、東
北
学
院
大
学
学

長
。’83
神
奈
川
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博
士

課
程
満
期
退
学
。博
士（
経
済
学
）。明
治
学
院
大

学
学
長
、明
治
学
院
学
院
長
を
経
て
’19
よ
り
現
職
。

松
田 

美
佐（
ま
つ
だ 

み
さ
）

中
央
大
学
文
学
部
教
授
、’96
東
京
大
学
大
学
院

人
文
社
会
系
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。主
著『
う

わ
さ
と
は
何
か
』な
ど
。

平
野 

真（
ひ
ら
の 

ま
こ
と
）

早
稲
田
大
学
総
長
室
社
会
連
携
課
長
。’99
早
稲

田
大
学
社
会
科
学
部
卒
業
。民
間
企
業
を
経
て
’05

早
稲
田
大
学
入
職
。’19
６
月
よ
り
募
金
担
当
課

長
。’22
９
月
よ
り
現
職
。

曽
根 
直
樹（
そ
ね 

な
お
き
）

学
校
法
人
梅
村
学
園
中
京
大
学
学
園
事
業
推
進

部
長
。

松
井 

誠
裕（
ま
つ
い 

ま
さ
ひ
ろ
）

駒
澤
大
学
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
。早
稲
田
大
学
第

一
文
学
部
卒
業
。

重
山 

直
輝（
し
げ
や
ま 

な
お
き
）

学
校
法
人
青
山
学
院
学
院
連
携
本
部
部
長
。青

山
学
院
大
学
経
済
学
部
卒
業
。’86
学
校
法
人
青

山
学
院
入
職
。女
子
短
期
大
学
、大
学
、法
人
本

部
を
経
て
、’21
よ
り
現
職
。

黒
坂 

光（
く
ろ
さ
か 

あ
き
ら
）

京
都
産
業
大
学
学
長
、生
命
科
学
部
教
授
。’86
京

都
大
学
大
学
院
薬
学
研
究
科
博
士
課
程
製
薬
化

学
専
攻
修
了
。薬
学
博
士
。専
門
分
野
は
生
化

学
、分
子
生
物
学
。

金
久
保 

智
哉（
か
な
く
ぼ 

と
も
や
）

Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｙ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
株
式
会
社 

大
学
・
医
療
グ

ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
。’16
慶
應
義
塾
大
学
経

済
学
部
卒
業（
学
士
）。株
式
会
社
三
井
住
友

銀
行
を
経
て
、’19
よ
り
現
職
。

佐
々
木 

哲
夫（
さ
さ
き 

て
つ
お
）

学
校
法
人
宮
城
学
院
理
事
長・学
院
長・宗
教
総
主

事
。’99
ア
ジ
ア
神
学
大
学
院Th.D

.（
神
学
博
士
）。

主
著『
命
の
ファ
イ
ル
』（
教
文
館
２
０
１
９
年
）。

出
口 

真
紀
子（
で
ぐ
ち 

ま
き
こ
）

上
智
大
学
グ
ロ
ー
バル
教
育
セ
ン
タ
ー
長・外
国
語
学

部
教
授
。’06
ボ
ス
ト
ン
カ
レッ
ジ
人
文
科
学
大
学
院

心
理
学
科
博
士
課
程
修
了
。博
士（
文
化
心
理
学
）。

監
訳
書
に『
真
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
め
ざ
し
て
』等
。

中
戸 

祐
夫（
な
か
と 

さ
ち
お
）

立
命
館
大
学
国
際
部
長
、国
際
関
係
学
部
教
授
。

早
川 

敦
子（
は
や
か
わ 

あ
つ
こ
）

津
田
塾
大
学
教
学・国
際
担
当
副
学
長
。英
語
英

文
学
科
教
授
。’82
津
田
塾
大
学
英
文
科
卒
業
。’90

同
大
学
院
博
士
課
程
満
期
退
学
。

砂
山 

幸
雄（
す
な
や
ま 

ゆ
き
お
）

愛
知
大
学
現
代
中
国
学
部
長・教
授
。’86
東
京
大

学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得

満
期
退
学
。愛
知
県
立
大
学
を
経
て
’03
よ
り
愛
知

大
学
、’19
よ
り
現
職
。

田
中 

康
仁（
た
な
か 

や
す
ひ
と
）

流
通
科
学
大
学
商
学
部
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
科
教

授
。’08
神
戸
大
学
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
博
士

課
程
修
了
。博
士（
工
学
）。広
島
商
船
高
等
専
門

学
校
准
教
授
等
を
経
て
、’23
よ
り
現
職
。

齋
藤 

知
明（
さ
い
と
う 

と
も
あ
き
）

大
正
大
学
客
員
准
教
授
。’15
大
正
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
。博
士（
文

学
）。’23
よ
り
現
職
の
ほ
か
、山
形
県
酒
田
市
で
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
フ
ァ
ン
ド
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
務
め
る
。

今
村 

圭（
い
ま
む
ら 

け
い
）

京
都
産
業
大
学
外
国
語
学
部
助
教
。’19
浙
江
大

学
人
文
学
院
博
士
課
程
単
位
取
得
満
期
退

学
。’22
浙
江
大
学
博
士（
文
学
）取
得
。’22
よ
り

現
職
。

柴
田 

利
男（
し
ば
た 

と
し
お
）

京
都
橘
大
学
総
合
心
理
学
部
長・教
授
。’91
同
志

社
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取

得
満
期
退
学
。’95
北
星
学
園
大
学
、’19
京
都
橘

大
学
健
康
科
学
部
に
着
任
。’23
４
月
よ
り
現
職
。

小
谷 

広
美（
お
だ
に 

ひ
ろ
み
）

創
価
大
学
企
画
部
企
画
広
報
課
主
任
。’15
創
価
大

学
教
育
学
部
児
童
教
育
学
科
卒
業
。学
事
部
学

事
第
２
課
を
経
て
、’22
よ
り
現
職
。

宮
崎 

あ
か
ね（
み
や
ざ
き 

あ
か
ね
）

日
本
女
子
大
学
副
学
長・理
学
部
化
学
生
命
科
学

科
教
授
。東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科

広
域
科
学
専
攻
博
士
課
程
修
了
。博
士（
学

術
）。’06
か
ら
日
本
女
子
大
学
に
着
任
。

永
田 

佳
之（
な
が
た 

よ
し
ゆ
き
）

聖
心
女
子
大
学
現
代
教
養
学
部
教
育
学
科
教
授
。

博
士（
教
育
学
）（
国
際
基
督
教
大
学
）。グ
ロ
ー
バ
ル

共
生
研
究
所
副
所
長
、日
本
国
際
理
解
教
育
学
会

会
長
、㈻
ア
ジ
ア
学
院
理
事・評
議
員
等
を
兼
務
。

東
梅 

貞
義（
と
う
ば
い 

さ
だ
よ
し
）

’90
国
際
基
督
教
大
学
教
養
学
部
理
学
科
卒
業
。’92
エ

デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
大
学
院
修
了
後
、Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
に

入
局
。自
然
保
護
室
長
、シ
ニ
ア
ダ
イ
レ
ク
タ
ー
を
歴

任
後
、’20
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
事
務
局
長
に
就
任
。

川
島 

葵（
か
わ
し
ま 

あ
お
い
）

上
智
大
学
文
学
部
卒
業
。東
海
ラ
ジ
オ
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
を
経
て
フ
リ
ー
に
。藤
井
聡
太
王
位
就
位
式

や
吉
沢
亮
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
司
会
な
ど
で
活
躍
。

TBS Podcast

、Voicy

で
番
組
も
持
つ
。
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高
橋 

進（
た
か
は
し 

す
す
む
）

大
東
文
化
大
学
学
長
。’83
東
京
学
芸
大
学
教
育
学

部
卒
業
。’85
同
大
学
院
教
育
学
研
究
科
保
健
体
育

専
攻
修
士
課
程
修
了
。修
士（
教
育
学
）。’23
〜
現

職
。専
門
は
ス
ポ
ー
ツ
科
学
。

津
田 

葵（
つ
だ 

あ
お
い
）

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
学
長
。ジ
ョ
ー
ジ
タ

ウ
ン
大
学
大
学
院
言
語
学
専
攻
博
士
課
程
修
了

（Ph.D
.

）。主
著『
言
語
の
接
触
と
混
交
：
共
生

を
拓
く
日
本
社
会
』（
共
著
）等
。

内
村 

直
尚（
う
ち
む
ら 

な
お
ひ
さ
）

久
留
米
大
学
学
長
。’86
同
大
学
大
学
院
医
学
研
究

科
生
理
系
専
攻
博
士
課
程
修
了
。医
学
博
士
。同

年
同
大
学
精
神
神
経
科
入
局
、’07
教
授
。’20
よ
り

現
職
。睡
眠
医
学
専
門
。

篠
原 

聡
子（
し
の
は
ら 

さ
と
こ
）

日
本
女
子
大
学
学
長
。’81
日
本
女
子
大
学
住
居
学

科
卒
業
後
、’83
同
大
学
大
学
院
修
士
課
程
修

了
。’97
よ
り
日
本
女
子
大
学
で
教
壇
に
立
つ
。’20
よ

り
現
職
。’86
よ
り
、空
間
研
究
所
を
主
宰
。

真
銅 

正
宏（
し
ん
ど
う 

ま
さ
ひ
ろ
）

追
手
門
学
院
大
学
学
長
。’92
神
戸
大
学
大
学
院

文
化
学
研
究
科
文
化
構
造
専
攻
博
士
課
程
単

位
取
得
退
学
。博
士（
文
学
）。’20
よ
り
現
職
。主

著『
匂
い
と
香
り
の
文
学
誌
』な
ど
。

大
西 

晴
樹（
お
お
に
し 

は
る
き
）

学
校
法
人
東
北
学
院
院
長
、東
北
学
院
大
学
学

長
。’83
神
奈
川
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博
士

課
程
満
期
退
学
。博
士（
経
済
学
）。明
治
学
院
大

学
学
長
、明
治
学
院
学
院
長
を
経
て
’19
よ
り
現
職
。

松
田 

美
佐（
ま
つ
だ 

み
さ
）

中
央
大
学
文
学
部
教
授
、’96
東
京
大
学
大
学
院

人
文
社
会
系
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。主
著『
う

わ
さ
と
は
何
か
』な
ど
。

平
野 

真（
ひ
ら
の 

ま
こ
と
）

早
稲
田
大
学
総
長
室
社
会
連
携
課
長
。’99
早
稲

田
大
学
社
会
科
学
部
卒
業
。民
間
企
業
を
経
て
’05

早
稲
田
大
学
入
職
。’19
６
月
よ
り
募
金
担
当
課

長
。’22
９
月
よ
り
現
職
。

曽
根 

直
樹（
そ
ね 

な
お
き
）

学
校
法
人
梅
村
学
園
中
京
大
学
学
園
事
業
推
進

部
長
。

松
井 

誠
裕（
ま
つ
い 

ま
さ
ひ
ろ
）

駒
澤
大
学
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
。早
稲
田
大
学
第

一
文
学
部
卒
業
。

重
山 

直
輝（
し
げ
や
ま 

な
お
き
）

学
校
法
人
青
山
学
院
学
院
連
携
本
部
部
長
。青

山
学
院
大
学
経
済
学
部
卒
業
。’86
学
校
法
人
青

山
学
院
入
職
。女
子
短
期
大
学
、大
学
、法
人
本

部
を
経
て
、’21
よ
り
現
職
。

黒
坂 

光（
く
ろ
さ
か 

あ
き
ら
）

京
都
産
業
大
学
学
長
、生
命
科
学
部
教
授
。’86
京

都
大
学
大
学
院
薬
学
研
究
科
博
士
課
程
製
薬
化

学
専
攻
修
了
。薬
学
博
士
。専
門
分
野
は
生
化

学
、分
子
生
物
学
。

金
久
保 

智
哉（
か
な
く
ぼ 

と
も
や
）

Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｙ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
株
式
会
社 

大
学
・
医
療
グ

ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
。’16
慶
應
義
塾
大
学
経

済
学
部
卒
業（
学
士
）。株
式
会
社
三
井
住
友

銀
行
を
経
て
、’19
よ
り
現
職
。

佐
々
木 

哲
夫（
さ
さ
き 

て
つ
お
）

学
校
法
人
宮
城
学
院
理
事
長・学
院
長・宗
教
総
主

事
。’99
ア
ジ
ア
神
学
大
学
院Th.D

.（
神
学
博
士
）。

主
著『
命
の
ファ
イ
ル
』（
教
文
館
２
０
１
９
年
）。

出
口 

真
紀
子（
で
ぐ
ち 

ま
き
こ
）

上
智
大
学
グ
ロ
ー
バル
教
育
セ
ン
タ
ー
長・外
国
語
学

部
教
授
。’06
ボ
ス
ト
ン
カ
レッ
ジ
人
文
科
学
大
学
院

心
理
学
科
博
士
課
程
修
了
。博
士（
文
化
心
理
学
）。

監
訳
書
に『
真
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
め
ざ
し
て
』等
。

中
戸 

祐
夫（
な
か
と 

さ
ち
お
）

立
命
館
大
学
国
際
部
長
、国
際
関
係
学
部
教
授
。

早
川 

敦
子（
は
や
か
わ 

あ
つ
こ
）

津
田
塾
大
学
教
学・国
際
担
当
副
学
長
。英
語
英

文
学
科
教
授
。’82
津
田
塾
大
学
英
文
科
卒
業
。’90

同
大
学
院
博
士
課
程
満
期
退
学
。

砂
山 

幸
雄（
す
な
や
ま 
ゆ
き
お
）

愛
知
大
学
現
代
中
国
学
部
長・教
授
。’86
東
京
大

学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得

満
期
退
学
。愛
知
県
立
大
学
を
経
て
’03
よ
り
愛
知

大
学
、’19
よ
り
現
職
。

田
中 

康
仁（
た
な
か 

や
す
ひ
と
）

流
通
科
学
大
学
商
学
部
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
科
教

授
。’08
神
戸
大
学
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
博
士

課
程
修
了
。博
士（
工
学
）。広
島
商
船
高
等
専
門

学
校
准
教
授
等
を
経
て
、’23
よ
り
現
職
。

齋
藤 

知
明（
さ
い
と
う 

と
も
あ
き
）

大
正
大
学
客
員
准
教
授
。’15
大
正
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
。博
士（
文

学
）。’23
よ
り
現
職
の
ほ
か
、山
形
県
酒
田
市
で
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
フ
ァ
ン
ド
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
務
め
る
。

今
村 

圭（
い
ま
む
ら 

け
い
）

京
都
産
業
大
学
外
国
語
学
部
助
教
。’19
浙
江
大

学
人
文
学
院
博
士
課
程
単
位
取
得
満
期
退

学
。’22
浙
江
大
学
博
士（
文
学
）取
得
。’22
よ
り

現
職
。

柴
田 

利
男（
し
ば
た 

と
し
お
）

京
都
橘
大
学
総
合
心
理
学
部
長・教
授
。’91
同
志

社
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取

得
満
期
退
学
。’95
北
星
学
園
大
学
、’19
京
都
橘

大
学
健
康
科
学
部
に
着
任
。’23
４
月
よ
り
現
職
。

小
谷 

広
美（
お
だ
に 

ひ
ろ
み
）

創
価
大
学
企
画
部
企
画
広
報
課
主
任
。’15
創
価
大

学
教
育
学
部
児
童
教
育
学
科
卒
業
。学
事
部
学

事
第
２
課
を
経
て
、’22
よ
り
現
職
。

宮
崎 

あ
か
ね（
み
や
ざ
き 

あ
か
ね
）

日
本
女
子
大
学
副
学
長・理
学
部
化
学
生
命
科
学

科
教
授
。東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科

広
域
科
学
専
攻
博
士
課
程
修
了
。博
士（
学

術
）。’06
か
ら
日
本
女
子
大
学
に
着
任
。

永
田 

佳
之（
な
が
た 
よ
し
ゆ
き
）

聖
心
女
子
大
学
現
代
教
養
学
部
教
育
学
科
教
授
。

博
士（
教
育
学
）（
国
際
基
督
教
大
学
）。グ
ロ
ー
バ
ル

共
生
研
究
所
副
所
長
、日
本
国
際
理
解
教
育
学
会

会
長
、㈻
ア
ジ
ア
学
院
理
事・評
議
員
等
を
兼
務
。

東
梅 

貞
義（
と
う
ば
い 

さ
だ
よ
し
）

’90
国
際
基
督
教
大
学
教
養
学
部
理
学
科
卒
業
。’92
エ

デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
大
学
院
修
了
後
、Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
に

入
局
。自
然
保
護
室
長
、シ
ニ
ア
ダ
イ
レ
ク
タ
ー
を
歴

任
後
、’20
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
事
務
局
長
に
就
任
。

川
島 

葵（
か
わ
し
ま 

あ
お
い
）

上
智
大
学
文
学
部
卒
業
。東
海
ラ
ジ
オ
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
を
経
て
フ
リ
ー
に
。藤
井
聡
太
王
位
就
位
式

や
吉
沢
亮
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
司
会
な
ど
で
活
躍
。

TBS Podcast

、Voicy

で
番
組
も
持
つ
。

〈
お
断
り
〉本
稿
は
、お
書
き
い
た
だ
い
た
資
料
か
ら
、

　
　
　
　で
き
る
限
り
統
一
し
て
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
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● 

７
月
５
日
㈬

私
立
大
学
団
体
連
合
会
　
第
１
２
７
回
役
員

会・第
92
回
総
会
に
出
席

私
大
連
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
て

各
種
活
動
に
関
す
る
情
報
を
公
開

https://w
w

w
.shidairen.or.jp/

私 大 連 ニ ュ ー ス 　2 0 2 3 . 0 7 - 0 8

「
大
学
教
育
に
お
け
る
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
に

向
け
た
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト〔
第
１
版
〕」を
公
表

会
長
の
動
き

● 

７
月
18
日
㈫
、19
日
㈬

令
和
５
年
度
第
１
回
財
務・人
事
担
当
理
事
者

会
議（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
）

● 

７
月
24
日
㈪

私
学
法
改
正
対
応
に
関
す
る
情
報
交
換
会

（
対
面
開
催
）

● 

８
月
４
日
㈮
、８
日
㈫
、10
日
㈭

令
和
５
年
度
Ｆ
Ｄ
推
進
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ（
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
）

開
催
報
告

　
私
大
連
で
は
、加
盟
大
学
が
生
成
Ａ
Ｉ
を
適

切
に
導
入
す
る
た
め
の
重
要
な
項
目
を
整
理

し
、チェッ
ク
リ
ス
ト
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

　
こ
の
チ
ェッ
ク
リ
ス
ト
は
、加
盟
大
学
自
ら
の

検
討
を
促
す
こ
と
を
目
的
に「
大
学
が
組
織
的

に
検
討
す
べ
き
事
項
」と「
教
員
が
個
々
の
工
夫

で
検
討
す
べ
き
事
項
」を
区
別
し
、具
体
的
な

検
討
項
目
を
示
し
て
い
ま
す
。実
際
の
運
用

は
、各
大
学
や
教
員
の
判
断
に
委
ね
、状
況
に

応
じ
て
項
目
の
追
加・削
除
な
ど
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

し
て
活
用
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　
生
成
Ａ
Ｉ
を
含
む
技
術
は
日
々
進
化
し
、大

学
教
育
への
活
用
法
も
変
化
す
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
た
め
、適
宜
、情
報
を
更
新
す
る
予
定

で
す
。

https://w
w

w
.shidairen.or.jp/

topics_details/id=3891

● 

７
月
18
日
㈫

第
４
回
常
務
理
事
会
、第
４
回
理
事
会
に
出
席

● 

７
月
20
日
㈭

内
閣
府
と
の
打
合
せ
に
出
席

● 

７
月
26
日
㈬

毎
日
新
聞
社「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
大
学
教
育
」を

テ
ー
マ
に
取
材

● 

８
月
７
日
㈪

全
私
学
連
合
　
第
２
８
８

回
代
表
者
会
議
に
出
席

永
岡
文
科
大
臣
に
令
和
６

年
度
私
学
関
係
政
府
予

算
と
税
制
改
正
要
望
書

を
手
交

● 

８
月
21
日
㈪

令
和
５
年
度
監
事
会
議（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
）

● 

８
月
28
日
㈪

令
和
５
年
度
第
１
回
学
長
会
議（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

開
催
）

▼
各
資
料
は
、左
記
の
私
大
連
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
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※内容は変更になる場合があります。次号予告 2023.11
NO.413

座談会「自然災害による被害を最小限にとどめるための
 防災対策と意識向上」

特　集「魅力度を高める学生食堂」
小特集「コロナ禍を経た学生父母等組織ネットワークの今」
だいがくのたから 芝浦工業大学 大学点描 順天堂大学
クローズアップ・インタビュー 外池 大亮さん（元プロサッカー選手）

◆
厚
生
労
働
省
の
発
表
に
よ
る
と
２
０
２
２

年
の
出
生
数
は
77
万
人
と
過
去
最
少
を
更

新
し
、日
本
中
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
が

２
０
１
７
年
に
示
し
た
推
計
よ
り
11
年
早

く
80
万
人
を
割
る
こ
と
に
な
り
、急
速
に
進

行
し
て
い
る
少
子
化
の
現
実
を
突
き
つ
け
ら

れ
た
か
ら
だ
。

　
私
立
学
校
に
お
い
て
学
納
金
は
経
営
を

支
え
る
最
大
の
柱
で
あ
り
、入
学
定
員
の
充

足
率
に
神
経
を
尖
ら
せ
る
中
、急
激
に
進
む

少
子
化
は
脅
威
だ
。私
学
が
経
営
基
盤
を

維
持
し
、質
の
高
い
教
育
研
究
を
展
開
す
る

に
は
、外
部
資
金
の
獲
得
に
よ
る
寄
付
金
募

集
の
充
実
は
必
須
で
あ
ろ
う
。

　
今
号
で
は
１
９
６
４
年
以
来
と
な
る「
寄

付
」の
特
集
を
組
み
、創
意
工
夫
を
凝
ら
し

た
最
新
事
例
な
ど
を
紹
介
し
た
。近
年
注

目
を
集
め
て
い
る
ク
ラ
ウ
ド
ファ
ン
デ
ィ
ン
グ

で
は
、税
制
控
除
と
協
力
会
社
への
手
数
料

の
負
担
分
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
は
い

え
、教
育
機
関
の
募
金
活
動
の
活
性
化
が

今
後
、我
が
国
の
教
育
研
究
分
野
の
発
展

に
、ひ
い
て
は
世
界
の
科
学・文
化
の
振
興
に

つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

〈
広
報
・
情
報
委
員
会
大
学
時
報
分
科
会

委
員
・
明
治
大
学
経
営
企
画
部
広
報
課
長 

野
見
山
智
道
〉

◆
留
学
生
の
受
け
入
れ
、派
遣
と
も
に
完
全

に
ス
ト
ッ
プ
し
た
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
。

前
例
の
な
い
事
態
の
中
で
、大
学
の「
国
際

化
を
止
め
な
い
」た
め
の
様
々
な
模
索
が
進

め
ら
れ
、オ
ン
ラ
イ
ン
を
用
い
た
各
種
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
誕
生
し

た
。コ
ロ
ナ
禍
の
経
験
を
通
し
て
得
ら
れ
た

大
き
な
知
見
の
一
つ
が
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用

で
あ
る
こ
と
は
、今
回
小
特
集
に
て
執
筆
い

た
だ
い
た
各
大
学
の
事
例
で
も
紹
介
さ
れ

て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。こ
れ
ら
は
、遠
隔
地

の
多
様
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
可
能
と

し
、留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
も
優
れ
た
教

育
効
果
を
も
た
ら
す
一
方
で
、現
地
に
お
け

る
学
生
同
士
の
対
話
や
異
文
化
体
験
と

いっ
た〝
リ
ア
ル
な
ふ
れ
あ
い
〞を
求
め
る
学

生
の
強
い
思
い
を
顕
在
化
さ
せ
る
も
の
で

も
あ
っ
た
。

　
２
０
２
３
年
５
月
、コロ
ナ
の
５
類
への
移

行
が
決
ま
り
、留
学
生
の
受
け
入
れ
、派
遣

と
も
に
、い
よ
い
よ
再
開
元
年
を
迎
え
る
こ

と
に
な
っ
た
。コ
ロ
ナ
禍
が
我
々
に
問
い
か
け

て
き
た
も
の
と
は
何
か
、国
際
化
と
は
何

か
。今
回
の
小
特
集
が
今
後
の
留
学・国
際

化
を
見
据
え
る
皆
様
の
参
考
に
な
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。〈
広
報
・
情
報
委
員
会
大
学
時

報
分
科
会
委
員
・
立
命
館
大
学
総
合
企
画

部
広
報
課
長 

立
岩
健
一
〉

◆
世
界
の
生
物
多
様
性
が
過
去
50
年
で

69
％
減
少―

数
字
に
驚
き
、重
み
に
打

ち
の
め
さ
れ
る
思
い
が
し
た
。こ
の
気
付

き
を
く
だ
さ
っ
た
の
が
、Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン

事
務
局
長
の
東
梅
貞
義
さ
ん
で
あ
る
。

　
そ
の
東
梅
さ
ん
の
進
学・留
学
に
は
、人

と
の
出
会
い
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。座

談
会
に
お
い
て
は
ご
出
席
の
学
長
各
位

が
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
人
と
の
関
わ

り
の
重
要
性
に
つ
い
て
、改
め
て
実
感
を

込
め
て
語
ら
れ
て
い
る
。コ
ロ
ナ
禍
以
降
、

各
種
企
画
に
お
い
て
何
度
も
繰
り
返
さ
れ

て
き
た
こ
と
だ
が
、大
学
で
の
学
び
は
学

問
、授
業
と
い
う
形
だ
け
で
は
な
く
、共
に

学
ぶ
学
生
同
士
の
間
に
も
生
ま
れ
て
い
る

こ
と
を
感
じ
る
。

　
中
で
も
印
象
に
残
っ
た
の
は
、「
感
染
か

ら
学
生
を
守
る
こ
と
だ
け
が
大
学
の
務
め

で
は
な
い
の
だ
と
実
感
」し
た
と
い
う
、篠

原
日
本
女
子
大
学
学
長
の
座
談
会
で
の

言
葉
で
あ
っ
た
。コ
ロ
ナ
禍
が
も
た
ら
し
た

も
の
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
化・Ｄ
Ｘ
化
の
進
展

だ
け
で
な
く
、こ
う
し
た
気
付
き
や
学
び

で
も
あ
る
。コ
ロ
ナ
禍
の
経
験
か
ら
大
学

自
身
も
学
び
、変
化
し
て
い
る
。〈
日
本
私

立
大
学
連
盟
事
務
局 

加
賀
崎
奈
美
〉

編集後記
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一般社団法人 日本私立大学連盟 加盟大学一覧
※ 大学名ＡＢＣ順　／　※  ｝は同一学校法人

愛 知 大 学
亜 細 亜 大 学
青 山 学 院 大 学
跡見学園女子大学
梅 花 女 子 大 学
文 教 大 学
筑 紫 女 学 園 大 学
中 京 大 学
中 央 大 学
大 東 文 化 大 学
獨 協 大 学
獨 協 医 科 大 学
姫 路 獨 協 大 学
同 志 社 大 学
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